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第
一
節 

動
機
と
背
景 

一 

動
機 

原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
は
、「
原
因
」
や
「
結
果
」
を
始
め
と
し
て
、
日
常
生
活
か
ら
専
門
分
野
に
至
る
ま
で
幅
広
い
範
囲
で
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、

「
因
縁
」
や
「
因
果
」
の
よ
う
な
古
来
か
ら
の
言
葉
も
あ
れ
ば
、「
理
由
」
や
「
成
果
」
の
よ
う
な
近
代
に
な
っ
て
新
し
く
成
立
し
た
語
も
あ
る
。
前
者
は
、
中
国
の

古
典
に
由
来
し
、
古
代
日
本
に
伝
来
し
た
古
典
漢
語
で
、
仏
教
的
概
念
を
示
す
仏
教
語
と
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
、
近
代
日
本
に
移
入

さ
れ
た
西
洋
の
事
物
・
概
念
に
応
じ
て
登
場
し
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
新
漢
語
」
１

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
因
・
結
果
を
表
す
二
字
漢
語
に
は
、
日
本
伝
統
の
仏
教

的
「
因
果
」
の
概
念
と
、
近
代
に
導
入
さ
れ
た
西
洋
の
「
原
因
・
結
果
」
お
よ
び
「
因
果
律
（
因
果
関
係
）」
の
概
念
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。 

仏
教
的
な
「
因
果
」
概
念
を
示
す
漢
語
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
記
』（
七
二
〇
年
成
立
）
に
は
「
仏
教
の
公
伝
」
に
つ
い
て
「（
欽
明
天
皇
十
三
年
）
冬
十
月
、
百

濟
聖
明
王
更
名
聖
王
…
別
表
、
讚
流
通
禮
拜
功
德
云
「
…
此
法
、
能
生
無
量
無
邊
福
德
果
報
、
乃
至
成
辨
無
上
菩
提
…
」」
と
あ
り
、
七
世
紀
前
期
の
『
法
華
義
疏
』

に
は
「
従
化
城
喩
品
以
下
訖
授
学
無
学
人
記
品
、
明
宿
世
因
縁
広
開
三
顕
一
」、「
言
此
経
中
所
説
一
乗
因
果
之
法
、
超
然
絶
於
昔
日
三
乗
因
果
之
麁
、
故
称
妙
」
と
あ

り
、
す
で
に
仏
教
的
意
味
の
原
因
・
結
果
を
示
す
「
因
縁
」「
果
報
」、
お
よ
び
「
因
果
」
が
現
れ
て
お
り
、
仏
教
の
日
本
伝
来
と
と
も
に
移
入
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
仏
教
的
「
因
果
」
の
思
想
は
、
平
安
時
代
の
仏
教
説
話
集
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記(

日
本
霊
異
記)

』
や
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
で
「
因
果
応
報
」
２

と

い
う
形
式
で
日
本
社
会
に
広
が
り
、
長
い
年
月
を
経
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
思
想
と
し
て
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、「
因
果
」
概
念
を
表
す
漢

語
は
日
本
語
に
定
着
し
、
意
味
変
化
が
起
こ
っ
て
、
近
代
語
に
お
い
て
も
使
わ
れ
続
け
た
も
の
も
あ
る
。 

そ
れ
ら
の
漢
語
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
近
代
に
現
れ
て
い
る
も
の
で
、「
新
漢
語
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
由
来
に
一
方
、
現
代
で
最
も
使
わ
れ
て
い
る
「
原

因
」「
結
果
」
に
つ
い
て
は
、
西
周
著
『
百
一
新
論
』（
一
八
七
四
年
）
に
は
「
或
は
雷
が
鳴
り
或
は
彗
星
が
出
る
と
言
ふ
様
な
事
も
…
其
れ
丈
の
源
因
が
予
じ
め
備
は

り
て
居
て
出
来
る
事
で
ご
ざ
る
」
と
あ
り
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』（
一
八
七
二
～
七
六
）
に
は
「
事
の
源
因
と
事
の
結
果
と
を
区
別
す
れ
ば
、
自
か
ら
軽
重
の
別
な
し
と

云
う
べ
か
ら
ず
」
と
見
え
る
。
明
治
初
期
の
啓
蒙
書
に
す
で
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
文
明
開
化
政
策
や
啓
蒙
運
動
を
背
景
と
し
て
、
原
因
と
結
果
の
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概
念
が
導
入
さ
れ
普
及
し
、
多
く
の
人
々
の
世
界
観
に
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、
そ
の
普
及
を
基
盤
と
し
て
、「
原
因
」
と
「
結
果
」
を
含
め
て
近
代
に
現
れ
た
原
因
・

結
果
の
意
を
表
す
漢
語
が
次
第
に
日
本
語
に
お
い
て
成
立
し
て
い
く
。 

つ
い
て
は
、
漢
籍
語
、
白
話
小
説
語
、
訳
語
、
新
造
語
な
ど
（
重
な
る
場
合
も
あ
る
）
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
が
異
な
る
。
例
え
ば
、「
原
因
」
と
「
結

果
」
は
、『
水
滸
伝
』
な
ど
の
中
国
の
明
清
時
代
に
成
立
し
た
白
話
小
説
に
現
れ
て
お
り
、
十
九
世
紀
の
英
華
字
典
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
理
由
」

と
「
成
果
」
は
、
中
国
古
典
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
日
本
で
造
成
さ
れ
た
漢
語
（
字
音
語
）
、
い
わ
ゆ
る
「
和
製
漢
語
」
３

と
見
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
は
、
日
本
語
に
お
け
る
近
代
漢
語
の
主
な
成
立
パ
タ
ー
ン
と
し
て
次
の
３
つ
が
考
え
ら
れ
る
。 

（
１
） 

古
典
漢
語
（
漢
籍
語
や
仏
教
語
な
ど
）
か
ら
の
転
義
（「
因
果
」
や
「
因
縁
」） 

（
２
） 

中
国
語
（
白
話
小
説
語
や
洋
学
資
料
の
訳
語
な
ど
）
の
借
用
（「
原
因
」
や
「
結
果
」） 

（
３
） 

日
本
独
自
の
創
出
（
「
理
由
」
や
「
成
果
」
）。 

（
１
）
に
つ
い
て
は
意
味
変
化
の
経
緯
と
要
因
、（
２
）
に
つ
い
て
は
語
の
由
来
（
語
源
）、（
３
）
に
つ
い
て
は
造
語
法
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
全
体
か
ら
見

る
と
、
外
国
語
か
ら
の
翻
訳
が
関
与
し
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
、
井
上
哲
次
郎
編
『
哲
学
字
彙
』（
一
八
八
一
年
）
に
は
「Cause 

原
因
」「Eff

e
c
t 

結
果
」「R

at
i
o
na
l
e 

理
由
」「p

r
od
u
c
t 

成
果
」
と
あ
り
、
古
典
語
の
「
因
縁
」「
結
果
」
で
す
ら
、
十
九
世
紀
の
最
大
規
模
の
英
華
字
典
と
し
て
日
本
で
も

翻
刻
さ
れ
、
明
治
時
代
の
英
和
辞
典
の
訳
語
補
充
に
利
用
さ
れ
た
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
に
「C

ause 

因
緣
」「Effect

（cause 
and 

effect

） 

因
果
」

と
見
え
る
。
そ
の
成
立
に
お
け
る
翻
訳
の
影
響
も
注
目
さ
れ
る
。 

む
ろ
ん
、
個
々
の
語
の
成
立
受
容
の
事
情
が
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
論
の
主
な
目
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
通
し
て
、
近
代
漢
語
の

一
般
的
な
様
相
を
把
握
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。 
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二 

背
景 

基
礎
的
研
究
と
し
て
、
沖
森
卓
也
（
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
二
）
４

は
、
日
本
語
語
彙
を
含
め
て
日
本
語
の
歴
史
全
般
の
概
観
を
紹
介
し
、
日
本
語
研
究
の
一
般
論
を

示
し
て
い
る
。
陳
力
衛
（
二
〇
〇
一
）
５

で
は
、「
和
製
漢
語
」
を
対
象
と
し
て
概
念
の
説
明
や
分
類
を
行
い
、
音
韻
・
表
記
・
語
構
成
な
ど
の
「
和
製
漢
語
」
の
成
立

と
変
遷
に
与
え
る
影
響
を
論
述
し
て
お
り
、「
和
製
漢
語
」
に
つ
い
て
体
系
的
に
考
察
し
て
い
る
。
近
代
に
お
け
る
和
製
漢
語
の
成
立
に
つ
い
て
の
中
国
側
の
資
料
（
白

話
小
説
、
漢
訳
洋
書
と
英
華
字
典
）
か
ら
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
訳
語
関
係
の
視
点
で
は
、
森
岡
健
二
（
一
九
九
一
）
６

は
、
洋
学
資
料
、
と
り
わ

け
英
学
資
料
の
、
近
代
語
の
成
立
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
高
野
繁
男
（
二
〇
〇
四
）
７

は
、『
訳
鍵
』
や
『
百
科
全
書
』
な
ど
、
日
本
の
蘭
学
か
ら

英
学
ま
で
の
近
代
語
関
係
の
代
表
的
な
資
料
に
お
け
る
訳
語
語
彙
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
造
語
法
と
訳
語
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
蘭
学
と
英
学
と
の
比
較
に
よ

っ
て
、
近
世
の
蘭
学
語
彙
や
訳
語
法
が
近
代
漢
語
に
与
え
る
影
響
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
中
近
代
語
交
流
の
視
点
で
は
、
沈
国
威
（
一
九
九
四
）
８

、
朱
京
偉

（
一
九
九
五
）
９

は
、
近
代
漢
語
の
中
国
語
か
ら
日
本
語
へ
、
日
本
語
か
ら
中
国
語
へ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
形
態
論
の
視
点
で
は
、
森
岡

健
二
（
一
九
八
七
）
１
０

は
、
現
代
漢
語
の
語
構
成
に
つ
い
て
、
語
彙
素
分
析
の
研
究
方
法
を
提
示
し
て
い
る
。
野
村
雅
昭
（
一
九
八
八
）
１
１

は
、
日
本
語
の
二
字
漢

語
の
語
構
成
の
主
な
パ
タ
ー
ン
を
概
観
す
る
。 

個
別
語
史
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
基
礎
資
料
的
な
存
在
と
し
て
、
惣
郷
正
明
・
飛
田
良
文
の
『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』（
一
九
八
八
）、
佐
藤
亨
『
現
代
に
生
き
る
幕

末
・
明
治
初
期
漢
語
辞
典
』
（
二
〇
〇
七
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
の
研
究
対
象
に
あ
た
る
「
要
因
」「
理
由
」「
成
果
」
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
原
田

芳
起
（
一
九
七
三
）
１
２

で
は
平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
「
因
縁
」、
堀
畑
正
臣
（
一
九
八
九
）
１
３

で
は
平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
お
け
る
「
因
縁
」
の
意
味
用
法
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
佐
竹
昭
広
（
一
九
八
〇
）
１
４

、
小
野
正
弘
（
一
九
八
四
）
１
５

で
は
「
因
果
」
の
意
味
変
遷
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
国
語
大

辞
典
』
の
一
部
の
語
に
付
け
ら
れ
た
「
語
誌
」
も
参
考
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
、
と
り
わ
け
近
代
新
漢
語
に
つ
い
て

の
本
論
の
考
察
が
、
こ
の
分
野
の
研
究
に
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
た
な
ら
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。 
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第
二
節 

方
法
と
構
成 

一 

方
法 

原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
の
研
究
を
含
め
て
漢
語
研
究
全
般
に
つ
い
て
は
、
漢
籍
に
出
典
が
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
最
初
の
作
業
段
階
で
あ
る
。
日
本
の

幕
末
・
明
治
を
境
目
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
漢
籍
に
出
て
い
る
も
の
を
「
漢
籍
あ
り
」
と
認
め
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
漢
籍
に
出
典
の
あ
る
も
の
は
、
そ
の
出
典

に
つ
い
て
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
明
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
や
中
国
語
辞
典
の
『
漢
語
大
詞
典
』
な
ど
の
辞
書
で
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

台
湾
中
央
研
究
院
漢
籍
全
文
資
料
庫
な
ど
の
漢
籍
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
出
典
の
確
認
に
利
用
で
き
る
。
そ
し
て
、
原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
、
と
り
わ
け
古
典
漢

語
は
、
仏
教
語
が
多
い
た
め
、
漢
訳
仏
典
の
出
典
を
見
る
必
要
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
大
正
新
脩
大
藏
經
」
を
利
用
す
る
。
た
だ
し
、
漢
籍
に
関
し
て
も
仏
典
に
関

し
て
も
、
そ
の
字
面
だ
け
で
即
座
に
出
典
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
漢
籍
・
仏
書
に
出
典
の
な
い
も
の
は
、
直
ち
に
「
和
製
漢
語
」
と
推
測
で
き
る
１
６

。 

日
本
語
に
お
け
る
古
典
漢
語
は
、
出
典
と
な
る
漢
籍
・
仏
書
に
は
な
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
場
合
、
日
本
語
に
お
い
て
意
味
的
変
化
が
発
生
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
意
味
的
変
化
の
き
っ
か
け
や
要
因
を
見
出
す
こ
と
は
、
つ
ね
に
研
究
の
課
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
の
古
典
資
料
に
お
け
る
用
例
を
分
析
し
、
歴
史
的
変

遷
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』『
群
書
類
従
』『
大
日
本
古
記
録
』
な
ど
を
利
用
す
る
。
ま
た
、
資
料
の
性
格
に
よ
っ
て
、
そ
の
資

料
特
有
の
意
味
用
法
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
親
類
。
縁
者
」
の
意
を
表
す
漢
語
「
因
縁
」
は
、
平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、
同
時
代
の
文
学
作
品
に
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。
一
方
、
近
代
漢
語
と
し
て
、
漢
籍
・
仏
書
に
は
見
え
な
い
意
味
を
表
す
場
合
は
、
新
し
い
概
念
に
当
て

る
た
め
に
意
味
を
変
え
て
転
用
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。 

前
記
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
代
新
漢
語
の
成
立
に
は
翻
訳
が
寄
与
し
て
お
り
、
そ
の
導
入
や
変
遷
を
把
握
す
る
に
は
、
近
代
の
和
訳
洋
書
や
蘭
和
。
英
和
辞
書
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
英
和
辞
書
に
つ
い
て
は
、
日
本
初
の
本
格
的
な
英
和
辞
典
と
さ
れ
る
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
一
八
六
二
年
）
を
一
つ
の
切
り
口
と

考
え
て
、
そ
の
中
に
考
察
の
対
象
と
な
る
漢
語
の
記
載
が
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
次
の
展
開
が
決
ま
る
。
記
載
の
な
い
場
合
は
、
こ
の
時
期
に
ま
だ
和
訳
辞
書
に
導
入

さ
れ
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
、
後
続
の
辞
書
に
視
点
を
移
す
。
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
前
半
ま
で
の
代
表
的
な
英
和
辞
典
と
し
て
、『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』

（
一
八
七
三
年
）
、『
哲
学
字
彙
』（
初
版
（
一
八
八
一
年
）、
再
版
（
一
八
八
四
年
）、
三
版
（
一
九
一
二
年
））、『
和
英
語
林
集
成
（
英
和
の
部
）』（
初
版
（
一
八
六
七
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年
）
、
再
版
（
一
八
七
二
年
）、
三
版
（
一
八
八
六
年
）
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
記
載
の
あ
る
場
合
は
、
そ
の
由
来
を
探
し
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
は
、
英
蘭
辞
書
で
あ
る
『A

 
N
ew 

Pocket 
Dictionary 

of 
the 

English-Dutch 
and 

Dutch
-English 

Languages. 

』（H. Picar

d

辞
書
。
第
二
版 

一
八
五
七
年
）
を
基
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
訳
語
に
は
『
和
蘭
字
彙
』（
一
八
五
五
～
五
八
年
）
な
ど
の
蘭
和
辞
書
に
由
来
す
る
も
の
が
あ
る
ほ

か
、W

. 
H
. 

メ
ド
ハ
ー
ス
ト
編
の
『
英
華
字
典
』
（
一
八
四
七
～
四
八
年
刊
）
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
上
記
の
蘭
和
辞
典
や
英
華
字
典

に
同
じ
訳
語
が
あ
る
否
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。 

具
体
的
に
は
、
蘭
和
辞
典
の
場
合
、H

.
 
P
i
c
ar
d

辞
書
を
介
し
て
、
対
象
と
な
る
英
語
の
原
語
に
あ
た
る
オ
ラ
ン
ダ
語
を
確
認
し
、
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
和
訳
を
、

『
和
蘭
字
彙
』
な
ど
の
蘭
和
辞
典
で
確
認
す
る
。
ほ
か
の
代
表
的
な
蘭
和
辞
典
と
し
て
、
日
本
最
初
と
さ
れ
る
『
波
留
麻
和
解
』（
江
戸
ハ
ル
マ
。
一
七
九
六
年
）、『
和

蘭
字
彙
』
の
前
身
と
さ
れ
る
『
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
』（
長
崎
ハ
ル
マ
。
一
八
三
一
年
頃
）、『
訳
鍵
』（
初
版
（
一
八
一
〇
年
）、
改
正
増
補
（
一
八
五
七
年
））
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
共
通
ま
た
は
類
似
の
記
載
が
見
つ
か
る
場
合
は
、
そ
の
訳
語
が
蘭
和
辞
典
に
由
来
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
一
方
、
英
華
字
典
の
場
合

は
、
直
接
に
同
じ
英
語
の
英
華
字
典
に
お
け
る
記
載
を
確
認
し
て
も
よ
い
。
英
華
字
典
は
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
だ
け
で
な
く
、
後
続
の
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』

な
ど
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
十
九
世
紀
代
表
的
な
英
華
字
典
と
し
て
、
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
編
『
英
華
字
典
』
の
ほ
か
に
、
中
国
初
の
英
華
・

華
英
対
訳
辞
書
と
さ
れ
る
馬
禮
遜
（
モ
リ
ソ
ン
）
編
『
英
華
字
典
』 

（
一
八
一
五
～
一
八
二
二
年
）、
十
九
世
紀
の
最
大
規
模
の
も
の
で
日
本
で
は
井
上
哲
次
郎
に
よ

っ
て
翻
刻
が
行
わ
れ
た
羅
存
德
（
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
）
編
『
英
華
字
典
』（
初
版
（
一
八
六
六
～
六
九
年
）、
増
訂
版
（
一
八
八
四
年
））
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

次
に
、
和
訳
洋
書
に
つ
い
て
は
、
英
学
資
料
の
場
合
、
対
応
す
る
英
語
が
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
外
国
語
原
書
で
考
察
の
対
象
と
な
る
漢
語
の
原
語
（
英

語
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
、
訳
語
と
し
て
の
導
入
や
成
立
過
程
の
解
明
に
必
要
な
作
業
で
あ
る
。
そ
の
対
訳
関
係
が
英
和
辞
書
に
な
い
場
合
は
、
訳
者
独
自
の
理
解
に

よ
る
導
入
、
ま
た
は
工
夫
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』（
一
八
七
二
）
な
ど
を
代
表
と
し
て
、
既
出
の
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』

と
同
様
に
、
訳
語
に
そ
の
意
味
の
伝
達
役
と
し
て
振
り
仮
名
（
ル
ビ
）
が
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
振
り
仮
名
が
新
漢
語
の
意
味
の
捉
え
方
や
歴
史

的
変
遷
を
考
察
す
る
の
に
絶
好
の
資
料
と
な
り
、
注
目
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
英
学
資
料
の
ほ
か
に
、
緒
方
洪
庵
著
『
病
学
通
論
』（
一
八
四
九
年
）
や
同

訳
の
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』（
一
八
五
七
年
）
な
ど
の
蘭
医
書
に
原
因
を
表
す
漢
語
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
主
な
蘭
学
資
料
も
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。

と
り
わ
け
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
書
で
対
応
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
を
確
認
す
る
作
業
を
行
う
。
ま
た
、
蘭
学
資
料
と

英
学
資
料
の
比
較
を
実
現
す
る
た
め
に
、
同
じ
病
理
学
の
著
作
で
あ
る
『
華
氏
内
科
摘
要
』、
お
よ
び
英
語
原
書
に
対
す
る
考
察
も
行
う
。 
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そ
し
て
、
原
因
・
結
果
を
表
す
近
代
新
漢
語
が
和
訳
洋
書
や
蘭
和
・
英
和
辞
書
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
場
合
が
多
い
と
見
ら
れ
、
日
本
語
と
し
て
の
成
立
や
定
着
の

時
期
を
推
定
す
る
た
め
に
、
日
本
語
辞
書
の
記
載
を
確
認
す
る
。
近
代
的
国
語
辞
書
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
を
、
日
本
語
と
し
て
の
定
着
の
判
断
基
準
と
す
る
。
代
表
的

な
近
代
国
語
辞
書
と
し
て
、
明
治
時
代
の
大
槻
文
彦
著
『
言
海
』（
一
八
九
一
年
）、
山
田
美
妙
著
『
日
本
大
辞
書
』、
金
沢
庄
三
郎
著
『
辞
林
』（
一
九
〇
七
年
）、
大

正
時
代
の
上
田
万
年
・
松
井
簡
治
著
『
大
日
本
国
語
辞
典
』（
一
九
一
五
～
一
九
一
八
年
）、
昭
和
前
期
の
金
田
一
京
助
著
『
明
解
国
語
辞
典
』（
一
九
四
三
年
）
な
ど

を
用
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
新
漢
語
は
、
国
語
辞
典
に
収
録
さ
れ
る
前
に
、
旧
式
の
節
用
集
、
字
解
、
字
引
な
ど
の
日
本
語
辞
書
に
載
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
と

り
わ
け
、
和
製
漢
語
の
成
立
過
程
の
考
察
に
は
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
英
和
辞
典
な
ど
へ
の
導
入
と
、
近
代
国
語
辞
典
へ
の
収
録
の
間
を
調
査
対
象
と
し
て
、
そ
の
時

期
に
成
立
し
た
日
本
語
辞
書
を
精
査
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
考
察
の
対
象
と
な
る
漢
語
の
日
本
語
と
し
て
の
成
立
過
程
を
解
明
す
る
に
は
、
和
訳
洋
書
以
外
の
日
本
語
資
料
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
原
因
と
結
果
の
概
念
は
、
明
治
初
期
の
啓
蒙
運
動
を
背
景
と
し
て
普
及
し
た
も
の
で
、
明
治
六
年
に
設
立
さ
れ
た
明
六
社
は
、
そ
の
啓
蒙
運
動
を
促
進
す
る
学

術
団
体
で
あ
る
か
ら
、『
明
六
雑
誌
』
や
、
福
沢
諭
吉
や
西
周
な
ど
の
明
六
社
メ
ン
バ
ー
の
著
書
に
お
け
る
記
載
が
注
目
さ
れ
る
。『
明
六
雑
誌
』
に
つ
い
て
は
、
本
稿

で
は
国
立
国
語
研
究
所
編
明
六
雑
誌
コ
ー
パ
ス
（C
D-
R
OM

版
）
を
利
用
す
る
。
ま
た
、
国
立
国
語
研
究
所
編
太
陽
コ
ー
パ
ス
は
、
雑
誌
『
太
陽
』
か
ら
五
年
分
１
７

を

抽
出
し
た
全
文
コ
ー
パ
ス
で
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
時
代
に
お
け
る
語
の
意
味
用
法
の
歴
史
的
推
移
を
考
察
す
る
場
合
に
有
用
で
、
本
論
で
は
積
極
的
に
利
用
す
る
。

ほ
か
に
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
聞
蔵Ⅱ

ビ
ジ
ュ
ア
ル
（
朝
日
新
聞
）、
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
（
読
売
新
聞
）
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
活
用
す

る
。 な

お
、
考
察
の
対
象
と
な
る
漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
は
、
翻
訳
や
口
語
化
な
ど
の
歴
史
的
な
影
響
の
ほ
か
に
、
語
構
成
に
よ
る
場
合
も
あ
る
。
語
構
成
に
つ
い

て
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、
字
音
語
素
の
語
構
成
上
の
役
割
か
ら
、
重
畳
、
対
義
・
類
義
結
合
、
後
部
結
合
、
前
部
結
合
等
の
分
類
を
示
し
て
お
り
、
既
出
の

野
村
雅
昭
（
一
九
八
八
）
で
は
、
日
本
語
の
二
字
漢
語
の
語
構
成
の
主
な
十
パ
タ
ー
ン
１
８

を
示
し
て
い
る
。
翻
訳
な
ど
で
変
化
の
要
因
が
見
つ
か
ら
な
い
漢
語
に
対
し

て
は
、
語
構
成
の
視
点
か
ら
見
る
必
要
も
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
上
記
の
よ
う
な
考
察
を
通
し
て
、
原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
の
実
態
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 
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二 

構
成 

本
稿
で
は
、
原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
の
全
貌
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
九
章
に
わ
た
っ
て
個
々
の
漢
語
の
成
立
受
容
と
意
味
変
遷
に
め
ぐ
る
諸
問
題
に

つ
い
て
論
じ
る
。
第
一
章
は
漢
語
「
原
因
」
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
由
来
と
日
本
語
に
お
け
る
受
容
の
解
明
を
中
心
に
、
ほ
か
に
「
源
因
」
と
の
表
記
問
題
に
つ
い
て

も
論
述
す
る
。
第
二
章
で
は
漢
語
「
因
縁
」
の
語
誌
を
考
察
し
、
仏
教
語
と
し
て
の
成
立
と
世
俗
化
の
実
態
を
示
す
。
第
三
章
で
は
漢
字
「
因
」
を
含
む
漢
語
を
対
象

と
し
て
、
主
に
緒
方
洪
庵
訳
著
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
出
典
の
あ
る
「
起
因
」「
遠
因
」「
近
因
」「
誘
因
」、『
哲
学
字
彙
』
の
訳
語
「
因
子
」「
要
因
」
の
成
立
に
、
洋

学
資
料
の
与
え
る
影
響
を
論
じ
る
。
第
四
章
で
は
漢
語
「
素
因
」
の
由
来
と
成
立
を
中
心
に
考
察
し
、
そ
の
反
転
語
「
因
素
」
と
の
比
較
も
行
う
。
第
五
章
で
は
和
製

新
漢
語
「
理
由
」
の
造
語
法
を
中
心
に
、
そ
の
形
成
過
程
に
古
文
書
古
記
録
や
洋
学
資
料
な
ど
の
与
え
る
影
響
を
考
察
す
る
。
第
六
章
で
は
漢
字
「
由
」
を
含
む
漢
語

を
対
象
と
し
て
、
主
に
「
縁
由
」「
原
由
」「
因
由
」「
由
来
」「
来
由
」
の
由
来
と
近
代
語
的
意
味
の
形
成
を
確
認
す
る
。
第
七
章
で
は
日
本
語
に
お
け
る
漢
語
「
結
果
」

の
意
味
形
成
を
中
心
に
、
「
結
菓
」
と
い
う
表
記
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
第
八
章
で
は
漢
語
「
因
果
」
の
意
味
変
遷
を
中
心
に
、
仏
教
語
的
な
意
味
か
ら

西
洋
概
念
を
表
す
意
味
へ
の
転
化
の
実
態
を
解
明
す
る
。
第
九
章
で
は
和
製
新
漢
語
「
成
果
」
の
成
立
と
意
味
変
遷
を
考
察
し
、
そ
の
造
語
法
、
和
語
「
な
り
は
て
」

と
の
関
係
、
意
味
変
化
の
要
因
な
ど
の
問
題
を
解
明
す
る
。
最
後
の
終
章
で
は
原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
の
全
体
像
を
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

１ 

幕
末
・
明
治
以
降
、
欧
米
の
文
物
や
知
識
が
大
量
に
移
入
さ
れ
る
に
伴
っ
て
日
本
語
に
お
い
て
急
激
に
増
加
し
た
漢
語
の
こ
と
。「
電
気
、
地
球
、
化
学
」
の
よ
う
な
中
国
語
か
ら
直
接
借

り
た
も
の
、「
革
命
、
文
化
、
文
明
」
の
よ
う
な
中
国
古
典
語
を
用
い
て
外
来
概
念
に
当
て
る
も
の
、「
哲
学
、
喜
劇
、
郵
便
」
の
よ
う
な
日
本
人
の
独
自
の
漢
字
意
識
で
外
来
概
念
に

当
て
る
も
の
、
と
い
う
よ
う
に
、
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。（
沖
森
卓
也
編
『
日
本
語
史
概
説
』（
二
〇
一
〇
）
参
考
） 

２ 

善
悪
の
行
為
に
応
じ
て
吉
凶
禍
福
の
果
報
を
受
け
る
こ
と
。
善
因
善
果
、
悪
因
悪
果
（
善
因
に
は
富
楽
な
ど
の
善
果
、
悪
因
に
は
貧
苦
な
ど
の
悪
果
を
受
け
る
こ
と
）、
三
世
因
果
（
過

去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
を
通
じ
て
因
果
の
関
係
が
あ
る
こ
と
。
過
去
の
因
に
よ
り
現
在
の
果
を
生
じ
、
現
在
の
因
に
よ
っ
て
未
来
の
果
が
生
ず
る
）
な
ど
と
も
表
現
さ
れ
る
。 

３ 

広
義
的
に
は
、「
時
代
を
問
わ
ず
、
と
に
か
く
日
本
的
な
意
味
の
発
達
や
使
い
方
、
あ
る
い
は
日
本
で
新
し
く
造
ら
れ
た
も
の
を
全
部
含
め
て
言
っ
て
い
る
」（
陳
力
衛
『
和
製
漢
語
の
形

成
と
そ
の
展
開
』、
二
〇
〇
一
）、
狭
義
的
に
は
「
漢
語
と
同
じ
く
漢
字
を
用
い
ゐ
て
そ
れ
を
音
読
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、
そ
れ
は
本
来
の
漢
語
に
あ
ら
ず
し
て
本
邦
に
て
つ
く
れ
る
も

の
を
さ
す
」（
山
田
孝
雄
『
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究
』（
一
九
四
〇
）。
陳
（
二
〇
〇
一
）
の
指
摘
に
よ
り
）。
本
稿
で
は
、
基
本
的
に
そ
の
狭
義
の
考
え
方
を
取
る
こ
と
に
す

る
。 

 

注 
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４ 
沖
森
卓
也
編
『
日
本
語
史
概
説
』、
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
〇
。
沖
森
卓
也
編
『
語
と
語
彙
』、
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
〇
。 

５ 

陳
力
衛
『
和
製
漢
語
の
形
成
と
そ
の
展
開
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
。 

６ 

森
岡
健
二
『
改
訂
近
代
語
の
成
立 

語
彙
編
』、
明
治
書
院
、
一
九
九
一
。 

７ 

高
野
繁
男
『
近
代
漢
語
の
研
究
－
日
本
語
の
造
語
法
・
訳
語
法
－
』、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
四
。 

８ 

沈
国
威
『
近
代
中
日
語
彙
交
流
史
―
新
漢
語
の
生
成
と
受
容
』、
笠
間
書
院
、
一
九
九
四
。 

９ 

朱
京
偉
「『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』
と
現
代
中
国
語
に
お
け
る
日
本
語
か
ら
の
借
用
語
－
借
用
語
研
究
の
問
題
点
を
め
ぐ
っ
て
－
」『
明
海
日
本
語
』
一
、
一
九
九
五
。 

１
０ 

森
岡
健
二
『
語
彙
の
形
成
』、
明
治
書
院
、
一
九
八
七
。 

１
１ 

野
村
雅
昭
「
二
字
漢
語
の
構
造
」『
日
本
語
学
』
一
九
八
八
年
五
月
号
。 

１
２ 

原
田
芳
起
『
平
安
時
代
文
学
語
彙
の
研
究 

続
編
』、
風
間
書
房
、
一
九
七
三
。 

１
３ 

堀
畑
正
臣
「
平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
お
け
る
「
因
縁
」
に
っ
い
て
」
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
十
一
、
和
泉
書
院
、
一
九
八
九
。 

１
４ 

佐
竹
昭
広
『
万
葉
集
抜
書
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
。 

１
５ 

小
野
正
弘
「「
因
果
」
と
「
果
報
」
の
語
史 

中
立
的
意
味
の
マ
イ
ナ
ス
化
と
プ
ラ
ス
化
」『
国
語
学
研
究
』
二
十
四
、
東
北
大
文
学
部
『
国
語
学
研
究
』
刊
行
会
、
一
九
八
四
。 

１
６ 

た
だ
し
、
調
査
範
囲
に
よ
っ
て
、「
な
い
」
と
言
い
切
る
の
が
難
し
い
。 

１
７ 

一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
。 

１
８ 

連
体
修
飾
：（
１
）N

＋N

（
例
「
牛
乳
」、「
国
旗
」）
、（
２
）A

＋N

（
例
「
幼
児
」、「
悲
劇
」）
、（
３
）V
＋N
（
例
「
製
品
」、「
造
花
」
）；
並
列
構
造
：（
４
）V

・V

（
例
「
破
壊
」、「
援

助
」）
、（
５
）N

・N

（
例
「
家
屋
」、
「
状
況
」）
、（
６
）A

・A

（
例
「
温
暖
」、「
巨
大
」）；
連
用
修
飾
：
（
７
）A

＋V

（
例
「
静
観
」、「
新
任
」）
、
（
８
）V

＋V

（
例
「
競
泳
」、「
歓

談
」）；
補
足
構
造
：
（
９
）V

＋N

（
例
「
読
書
」、「
登
山
」）
、（
１
０
）N

＋V

（
例
「
地
震
」、「
肉
食
」）。 



 

 

 

 

第
一
章 
「
原
因
」
に
つ
い
て
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第
一
節 

「
原
因
」
に
つ
い
て 

「
因
果
」
と
言
え
ば
、
現
在
で
は
「
原
因
」
と
「
結
果
」
と
い
う
意
で
、「
因
果
関
係
」「
因
果
律
」
な
ど
「
因
果
」
を
含
む
語
に
普
通
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
結

果
」
と
対
を
な
す
「
原
因
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
「
あ
る
物
事
や
状
態
を
引
き
起
こ
す
も
と
に
な
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
事
柄
。
も
と
。

お
こ
り
。
原
由
。
起
因
。
基
因
。
起
源
」
と
あ
り
、
明
治
初
期
の
西
周
と
福
沢
諭
吉
に
よ
る
用
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
幕
末
・
明
治
初
期
漢
語
辞
典
』

に
は
「
原
因
」
の
意
味
に
つ
い
て
「
あ
る
物
事
や
状
態
が
起
こ
る
と
き
の
、
も
と
に
な
る
こ
と
が
ら
」
と
あ
り
、
出
自
に
つ
い
て
は
「「
元
因
」
が
、
本
来
の
字
面
と

考
え
ら
れ
る
、
わ
が
国
で
は
「
原
因
」「
源
因
」
が
使
わ
れ
、
明
治
二
十
年
代
こ
ろ
に
は
「
原
因
」
に
固
定
化
さ
れ
て
現
代
へ
続
く
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、『
英
和
対
訳

袖
珍
辞
書
』
に
訳
語
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
も
い
る
。
ま
た
、
高
野
繁
男
（
二
〇
〇
四
）
１

で
は
、『
百
科
全
書
』
２

の
訳
語
語
彙
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、「
漢
籍
、
古
い
和
書

に
は
み
え
な
い
よ
う
で
あ
る
」「
『
哲
学
字
彙
』
初
版
（
一
八
八
一
）、
国
語
辞
典
『
言
海
』（
一
八
八
六
）
に
登
録
さ
れ
定
着
し
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
日
本
語
に
お
け
る
「
原
因
」
が
近
代
に
お
い
て
定
着
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
語
源
、
定
着
ま
で
の
経
緯
、「
原
因
」
と
「
源
因
」

の
表
記
な
ど
、
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
漢
語
「
原
因
」
の
語
誌
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
く
。 第

二
節 

語
源 

一 

辞
書
記
載 

先
行
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
文
例
か
ら
み
る
と
、「
原
因
」
は
日
本
語
に
お
い
て
一
八
六
〇
年
代
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
古
い
和
書
に
は

見
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
に
お
い
て
成
立
し
た
語
で
あ
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。 
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(

一)  

秘
書
官
の
殺
害
さ
れ
た
る
原
因
は
、
…
…
日
本
大
名
の
家
来
を
打
擲
し
た
る
事
よ
り
起
り
た
る
が
如
し
。（『
日
本
貿
易
新
聞
』
七
十
号
、
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
八
月
七
日
） 

(
二)  

其
建
国
ス
ル
所
以
ノ
原
因
ヲ
述
へ
（
福
沢
諭
吉
『
西
洋
事
情
』
初
・
二
、
一
八
六
六
） 

(

三)  
凡
ソ
事
原
因
ア
レ
バ
、
必
ズ
ソ
ノ
効
験
ア
リ
、（
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
十
三
・
一
、
明
治
四
年
） 

(

四)  

或
は
雷
が
鳴
り
或
は
彗
星
が
出
る
と
言
ふ
様
な
事
も
〈
略
〉
其
れ
丈
の
源
因
が
予
じ
め
備
は
り
て
居
て
出
来
る
事
で
ご
ざ
る
（
西
周
『
百
一
新
論
・

下
』
、
一
八
七
四
） 

(

五)  

抑
も
我
国
の
人
民
に
気
力
な
き
原
因
を
尋
ぬ
る
に
（
福
沢
諭
吉
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
・
明
治
七
年
一
月
一
日
の
詞
、
一
八
七
二
～
一
八
七
六
） 

そ
し
て
、『
言
海
』
に
登
録
さ
れ
、
わ
ず
か
二
十
年
ほ
ど
で
日
本
語
に
お
い
て
定
着
し
た
。
し
か
し
、「
原
因
」
は
『
言
海
』
で
は
「
和
漢
通
用
字
」、『
日
本
大
辞
書
』

（
一
八
九
二
）
で
は
「
支
那
ノ
通
用
字
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
時
代
に
お
い
て
中
国
語
で
も
「
原
因
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

(

六)  

げ
ん
‐
い
ん
（
名
） 

原
因
（
和
漢
ノ
通
用
字
） 

 

事
ノ
原
（
モ
ト
）。
事
ノ
因
リ
テ
起
レ
ル
所
。（『
言
海
』） 

(

七)  

げ
ん
・
い
ん
（
第
三
上
）
名
。｛
（
原
因
）｝ 
漢
語
。
事
ノ
モ
ト
（
結
果
ノ
對
）。（『
日
本
大
辞
書
』） 

中
国
語
に
お
け
る
「
原
因
」
を
調
査
す
る
と
、
中
国
語
辞
書
の
『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
「
一
．（
も
と
も
と
は
…
）
に
よ
る
。
二
．
あ
る
結
果
や
ほ
か
の
事
柄
の
発

生
を
引
き
起
こ
す
条
件
」
３

と
あ
り
、「
原
（
も
と
）」
と
「
因
（
よ
る
）」
の
連
用
表
現
か
ら
発
展
し
て
き
た
動
詞
的
な
意
義
と
、
上
記
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
記

載
さ
れ
た
意
義
に
該
当
す
る
名
詞
的
な
意
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
水
滸
伝
』
な
ど
の
明
清
時
代
の
用
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
語
に

現
れ
る
前
に
、
す
で
に
「
原
因
」
が
中
国
語
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。 

(

八)  

原
因
押
送
花
石
綱
、
要
造
大
舡
、
嗔
怪
這
提
調
官
催
並
責
罰
他
、
把
本
官
一
時
殺
了
。（
施
耐
庵
『
水
滸
伝
』
第
四
十
四
回
、
明
） 

(

九)  

前
此
拠
豫
江
川
運
両
次
開
捐
、
原
因
河
務
軍
需
浩
繁
。（
魏
源
『
聖
武
記
』
卷
十
一
、
清
） 
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(

一
〇)  

猛
聴
的
説
原
因
、
罵
的
那
李
山
児
実
是
狠
！
（
朱
有
炖
『
仗
義
疏
財
』、
明
） 

二 

「
元
因
」
に
つ
い
て 

ま
た
、
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
「
物
事
の
お
こ
り
。
元
因
に
同
じ
」
と
あ
り
、
そ
し
て
「
元
因
」
に
つ
い
て
は
「
仏
語
。
も
と
。
お
こ
り
。
後
世
は
原
因
の
字
を
用

ひ
る
」
４

と
あ
り
、「
原
因
」
の
語
源
は
仏
語
「
元
因
」
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、「
元
因
」
は
、
名
詞
と
し
て
の
用
例
が
、
北
宋
時
代
の
訳
経
に
す
で
に
現
れ
、
十

三
世
紀
に
南
宋
か
ら
日
本
に
渡
来
し
た
禅
僧
の
蘭
溪
道
隆
の
著
に
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
下
記
の
『
法
華
文
句
記
』
の
よ
う
に
、
そ
れ
以
前
の
唐
代
の
経
典
に
お
い
て

も
存
在
し
て
お
り
、
「
も
と
も
と
…
に
よ
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

(

一
一)  

何
稱
正
。
帝
釋
元
因
。
云
何
傍
生
傍
生
云
何
。
生
於
月
天
。
日
天
元
因
。
復
生
傍
生
。
風
天
火
天
水
天
元
因
。（
法
天
訳
『
金
剛
針
論
』、
九
七
三
～

一
〇
〇
一
頃
） 

(

一
二)  

光
明
長
者
。
具
以
元
因
告
諸
外
道
。（
施
護
訳
『
佛
説
光
明
童
子
因
縁
經
』
卷
第
二
、
九
八
〇
～
一
〇
一
七
頃
） 

(

一
三)  

光
明
長
者
言
。
汝
宜
具
説
此
事
元
因
。
（
施
護
訳
『
佛
説
光
明
童
子
因
縁
經
』
卷
第
三
、
九
八
〇
～
一
〇
一
七
頃
） 

(

一
四)  

要
識
元
因
。
更
聽
一
頌
。
（
蘭
溪
道
隆
『
大
覚
禅
師
語
録
』、
鎌
倉
中
） 

(

一
五)  

雖
生
佛
後
元
因
佛
世
。
思
之
可
見
。（
湛
然
『
法
華
文
句
記
』、
八
世
紀
） 

そ
し
て
、
「
元
因
」
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
意
義
に
つ
い
て
は
「
原
因
」
と
同
じ
て
、
用
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
元
代
の
戯
文
５

に
お
け

る
文
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

(

一
六)  

所
既
妄
立
生
汝
妄
能
無
同
異
中
熾
然
成
異
者
。
此
則
元
因
覺
明
起
照
生
所
所
立
照
性
遂
亡
。（
延
壽
『
宗
鏡
録
』、
九
六
一
） 

(

一
七)  

到
得
家
中
後
，
見
哥
哥
訴
元
因
。
（
無
名
氏
『
小
孫
屠
』
戲
文
第
十
四
齣
、
元
） 
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三 

表
記
の
統
一 

一
方
、「
原
因
」
に
つ
い
て
は
、
右
で
取
り
上
げ
た
『
宗
鏡
録
』
に
お
い
て
名
詞
的
な
用
例
も
見
ら
れ
る
が
、
わ
ず
か
一
例
し
か
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、「
元
因
」
と

同
様
に
、
元
代
（
元
末
明
初
）
の
戯
文
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

(

一
八)  
只
爲
一
心
是
萬
行
之
原
因
。
茲
能
起
同
體
之
悲
。
無
縁
之
化
。（『
宗
鏡
録
』） 

(

一
九)  

若
見
蔡
郎
謾
説
千
般
苦
，
只
把
琵
琶
語
句
訴
原
因
。（
高
明
『
琵
琶
記
』「
乞
丐
尋
夫
」、
元
明
） 

し
か
も
、「
元
因
」
は
元
代
以
降
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、「
原
因
」
は
、
次
の
よ
う
に
、
明
清
時
代
の
小
説
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
と
り
わ
け
、『
西

遊
記
』
に
は
名
詞
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
。
元
代
以
降
は
、「
元
因
」
が
「
原
因
」
に
統
一
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

(

二
〇)  

只
見
毛
守
備
同
侯
登
二
人
先
上
堂
来
，
参
見
已
畢
，
臧
知
府
問
起
原
因
，
侯
登
将
計
擒
羅
（
略
）
之
事
，
説
了
一
遍
。（
羅
貫
中
『
粉
粧
楼
』、
元

明
） 

(

二
一)  

孫
彪
就
将
扮
商
買
馬
之
事
，
説
了
一
遍
，
祁
子
富
把
他
被
害
的
原
因
，
也
説
了
一
遍
。（
羅
貫
中
『
粉
粧
楼
』、
元
明
） 

(

二
二)  

觀
音
赴
會
問
原
因 

小
聖
施
威
降
大
聖
（『
西
遊
記
』
第
六
回
題
名
） 

(

二
三)  

他
備
説
原
因
，
菩
薩
又
命
我
同
他
至
花
果
山
觀
看
，
果
被
這
廝
占
了
我
巣
穴
。（『
西
遊
記
・
五
十
八
』） 

(

二
四)  

我
問
他
妖
怪
的
原
因
，
他
道
是
牛
魔
王
的
兒
子
，
羅
刹
女
養
的
，
名
字
喚
做
紅
孩
兒
，
號
聖
嬰
大
王
。
（『
西
遊
記
・
四
十
』） 

(

二
五)  

弟
子
竭
誠
掃
塔
，
望
我
佛
威
靈
，
早
示
汚
塔
之
原
因
，
莫
致
凡
夫
之
冤
屈
。（『
西
遊
記
・
六
十
二
』） 

(

二
六)  

萬
法
原
因
歸
一
體
，
三
乘
妙
相
本
來
同
。（『
西
遊
記
・
八
十
四
』） 

な
お
、
中
国
語
に
お
け
る
「
原
因
」
は
、
戯
文
や
白
話
小
説
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
非
文
言
的
な
性
格
を
も
つ
こ
と
も
判
明
す
る
。 
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第
三
節 

「
原
」「
源
」「
元
」 

一 

「
も
と
」
の
「
原
」、「
は
ら
」
の
「
原
」 

「
元
因
」
と
「
原
因
」
が
現
れ
た
宋
代
に
お
い
て
、
「
元
」
と
「
原
」
は
、『
広
韻
』
に
そ
れ
ぞ
れ
「
元
、
大
也
。
始
也
。
長
也
。
氣
也
。
愚
口
切
６

」、「（
愚
口
切
）

原
、
廣
平
曰
原
。（
中
略
）『
說
文
』
本
作
邍
。
原
即
與
厵
同
。
」
と
あ
り
、
当
時
、「
元
」
と
「
原
」
は
発
音
が
お
な
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
「
愚

口
切
」
と
さ
れ
た
字
に
は
「
源
」
も
あ
り
、「
（
愚
𡊮
切
）
源
、
水
原
曰
源
。『
説
文
』
本
作
厵
，
篆
文
省
作
原
，
後
人
加
水
」
と
あ
る
。「
原
」
と
「
源
」
に
つ
い
て
は
、

も
と
も
と
『
説
文
解
字
』
に
お
い
て
「
原
」
は
「
邍
」
、「
源
」
は
「
厵
」
と
さ
れ
て
お
り
、
後
に
「
厵
」
は
篆
文
の
書
体
で
「
原
」
と
書
か
れ
、
さ
ら
に
「
氵
（
み
ず
）」

が
加
え
ら
れ
て
「
源
」
と
な
っ
た
。
『
広
韻
』
の
時
代
に
お
け
る
「
原
」
は
、「
邍
」
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
、「
源
」
は
「
厵
」
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。「
原
」

は
「
水
源
」
を
意
味
す
る
場
合
と
、「
広
平
」
を
意
味
す
る
場
合
に
分
か
れ
、
こ
の
両
者
は
根
本
的
に
は
別
の
字
で
あ
る
。 

『
説
文
解
字
』
の
記
事
を
確
認
す
る
と
、「
𠫐
７

」
は
「
水
泉
本
也
（
水
泉
、
本
な
り
）。
从
灥
出
厂
下
」
と
あ
り
、
厂
（
が
ん
）（
巌
）
下
に
三
泉
の
流
れ
出
る
形
で
、

水
の
わ
き
出
る
水
源
を
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
邍
」
は
「
高
平
之
野
、
人
所
登
（
高
平
の
野
な
り
。
人
の
登
る
所
な
り
）。
从
辵
、
备
、
录
。
闕
」
と
あ
り
、「
夂
」

は
上
よ
り
神
霊
の
が
降
り
る
意
で
、
「
邍
」
は
狩
猟
の
成
功
を
祈
る
儀
礼
で
あ
る
。
そ
れ
は
狩
場
で
あ
る
原
野
で
行
わ
れ
た
。「
高
平
の
野
」
と
は
そ
の
狩
場
を
い
う
。

後
に
そ
れ
ぞ
れ
「
根
本
、
根
源
」
の
意
と
「
平
原
、
原
野
」
の
意
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
後
の
日
本
語
に
お
け
る
「
原
」
の
訓
読
に
も
影
響
を
与
え
た
。 

日
本
語
に
お
け
る
「
原
」
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、『
和
名
類
聚
抄
』（
九
三
四
頃
）
で
は
「
原
」
が
「
は
ら
」
と
、『
色
葉
字
類
抄
』（
一
一
七
一
～
八
一
）
で
は
「
は

ら
」
の
ほ
か
に
、
「
源
」
と
と
も
に
「
み
な
も
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
後
も
、「
原
」
の
訓
読
は
、「
は
ら
」
や
「
み
な
も
と
」
が
共
存
し
て
い
る
。
後
述
す
る

「
原
因
」
が
「
源
因
」
と
も
記
さ
れ
た
問
題
の
根
源
で
も
あ
る
。 

二 

表
記
統
一
の
原
因 

ま
た
、「
原
因
」
の
「
原
」
に
つ
い
て
は
、「
根
本
、
根
源
」
の
意
を
表
す
の
で
あ
る
が
、
当
時
か
ら
「
源
」
と
記
さ
れ
な
い
の
は
、「
原
」
が
「
み
な
も
と
。
根
源
」
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の
意
を
示
す
字
と
し
て
定
着
し
た
一
方
で
、
比
較
的
遅
い
時
期
に
造
出
さ
れ
た
「
源
」
が
ま
だ
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
元
因
」
と
「
原

因
」
が
最
終
的
に
「
原
因
」
に
統
一
さ
れ
た
の
は
、「
元
」
と
「
原
」
が
同
音
類
義
で
、
し
か
も
、「
元
」
が
元
朝
の
国
号
で
、
明
の
初
代
皇
帝
で
あ
る
朱
元
璋
の
名
前

に
も
含
ま
れ
る
字
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
漢
民
族
に
と
っ
て
異
民
族
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
が
支
配
し
た
元
朝
に
対
す
る
嫌
悪
感
、
ま
た
は
明
朝
の
創
始
者
に
対
す

る
避
諱
８

に
よ
っ
て
、
元
末
明
初
に
「
元
」
を
類
義
の
「
原
」
に
置
き
換
え
て
「
元
因
」
が
「
原
因
」
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

そ
し
て
、
十
九
世
紀
に
、
「
原
因
」
は
、
後
述
す
る
「cause

」
な
ど
の
訳
語
と
し
て
英
華
字
典
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
で
は
「
源
因
」

と
な
り
、
日
本
語
に
お
い
て
は
、
一
時
期
「
源
因
」
と
「
原
因
」
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
日
本
語
に
お
け
る
「
原
」
が
「
み
な
も
と
」
よ
り

「
は
ら
」
と
訓
読
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、「
原
因
」
に
お
け
る
「
原
」
の
意
義
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
、
漢
学
知
識
が
優
れ
た
学
者
た
ち
が
工
夫
し

て
、
一
般
的
に
「
み
な
も
と
」
ま
た
は
「
も
と
」
と
訓
読
す
る
「
源
」
に
書
き
換
え
た
可
能
性
が
あ
る
。 

第
四
節 

英
華
・
英
和
辞
典
に
お
い
て 

一 

英
華
字
典
に
お
い
て 

十
九
世
紀
西
洋
人
宣
教
師
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
最
初
の
英
華
・
華
英
辞
典
は
、
中
国
初
の
英
華
・
華
英
対
訳
辞
書
と
さ
れ
る
『
馬
禮
遜
（
モ
リ
ソ
ン
）
英
華
字
典
』

９

（
一
八
一
五
～
一
八
二
二
）
で
、
こ
れ
は
日
本
最
初
の
本
格
的
英
和
辞
書
と
さ
れ
る
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
１
０

（
一
八
六
二
）
よ
り
約
半
世
紀
早
く
世
に
出
さ
れ

た
。
こ
の
ほ
か
、
英
華
・
華
英
辞
典
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
は
、『
衛
三
畏
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
）
英
華
韻
府
歴
階
』
１
１

、『
麥
都
思
（
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
）
英
華
字
典
』

１
２

、『
羅
存
德
（
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
）
英
華
字
典
』
１
３

、『
盧
公
明
（
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
）
英
華
萃
林
韻
府
』
１
４

な
ど
が
あ
る
。
そ
の
内
、
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
の
『
英
華
字
典
』

は
十
九
世
紀
最
大
規
模
の
も
の
で
、
日
本
で
は
二
度
に
わ
た
る
翻
刻
が
行
わ
れ
、
明
治
時
代
の
英
和
辞
典
の
訳
語
補
充
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
井
上
哲
次
郎
が
編
集
し

た
『
増
訂
英
華
字
典
』
は
こ
の
辞
書
の
翻
刻
版
で
あ
り
、
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
に
何
度
も
版
を
重
ね
、
漢
語
訳
語
の
普
及
に
寄
与
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
１
５

日
本
で

は
幕
末
・
明
治
初
期
に
こ
れ
ら
の
辞
書
が
新
漢
語
の
受
け
入
れ
経
路
と
な
っ
て
い
る
。
漢
学
の
素
養
の
高
い
日
本
人
は
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
新
概
念
を
表
す
漢
語
語

彙
を
そ
の
ま
ま
日
本
語
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。 
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し
た
が
っ
て
、
上
記
の
代
表
的
な
英
華
・
華
英
辞
典
に
お
け
る
「
原
因
」
の
記
載
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

(
二
七)  

R
E
A
S
O
N 

C
a
u
s
e
, 
g
r
ou
n
d
 p
r
i
nc
i
p
le 

原
因 

（
モ
リ
ソ
ン
『
英
華
字
典
』、
一
八
一
五
～
二
三
） 

(

二
八)  

R
E
A
S
O
N 

道
、
道
理 

R
E
A
S
O
N,
t
h
e 

原
由
、
原
故
、
原
因 

（
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
『
英
華
韻
府
歴
階
』、
一
八
四
四
） 

(

二
九)  

R
E
A
S
O
N 

c
a
u
s
e
 

綠
故
、
爲
、
原
由
、
原
因
、
因
綠 

（
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』、
一
八
四
七
～
四
八
） 

(

三
〇)  

R
e
a
s
o
n 

t
h
e
 
r
ea
s
o
n 

原
由
、
原
故
、
綠
故
、
原
因 

（
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
『
英
華
萃
林
韻
府
』、
一
八
七
二
） 

上
記
の
よ
う
に
、「
原
因
」
は
、
モ
リ
ソ
ン
『
英
華
字
典
』
か
ら
登
場
し
、
そ
れ
以
降
、「
原
因
」
は
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
系
統
の
辞
書
を
除
い
た
上
記
の

す
べ
て
の
辞
書
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
辞
書
に
お
い
て
は
、「
原
因
」
は
「reason

」、「cause

」、「principle

」
の
訳
語
に
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
と
も
に
訳

語
と
し
て
使
わ
れ
た
語
に
は
「
縁
故
」
、
「
原
故
」
、
「
原
由
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、「
原
因
」
が
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
と
井
上
哲
次
郎
『
增
訂
英
華
字
典
』
に

使
用
さ
れ
て
い
な
い
点
か
ら
み
る
と
、
当
時
「c

a
u
se

」
な
ど
の
訳
語
と
し
て
「
原
因
」
が
定
着
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。「reason

」「cause

」
の
訳

語
と
し
て
は
「
原
因
」
の
ほ
か
に
「
原
由
」
や
「
縁
故
」
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
『
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

(

三
一)  

C
a
u
s
e 

a
 
s
u
i
t 
i
n
 c
o
u
rt 

案 

t
h
a
t
 
wh
i
c
h 
p
r
od
u
c
es
 
a
n e

f
f
e
c
t 

所
使
、
所
致
、
所
令 

t
h
a
t
 
by
 
v
ir
t
u
e 
o
f
 w
h
i
ch 

a
n
y
t
hi
n
g is done 

所
以
然 

t
h
a
t
 
fr
o
m
 w
h
i
ch
 
a
ny
t
h
ing

 
p
r
o
ce
e
ds 

原
由
、
綠
由
、
綠
來
、
綠
本
、
本
來 
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t
h
e
 
r
ea
s
o
n 
o
r
 m
o
t
iv
e
 
tha

t
 
u
r
ge
s
, moves or impels the mind to act or decide 

故
、
綠
故
、
因
、
因
綠
、
以
、
儴
仍 

 R
e
a
s
o
n 

g
r
o
u
n
d 
o
r
 c
a
u
se
 
o
f 
o
p
ini

o
n
 

綠
故
、
故
、
因
、
以
、
因
由
、
原
由
、
來
由 

p
r
i
n
c
ip
l
e 

理
、
道
理
、
正
理
、
釐 

（
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』、
一
八
六
六
～
六
九
） 

二 

『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
お
い
て 

 

中
国
で
出
版
さ
れ
た
英
華
・
華
英
辞
典
は
、
最
初
の
モ
リ
ソ
ン
『
英
華
字
典
』
か
ら
数
十
年
の
発
展
を
経
て
、
英
語
と
の
対
訳
や
新
語
と
し
て
の
完
成
度
を
み
る

に
は
格
好
の
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
の
洋
学
界
に
も
重
宝
さ
れ
、
日
本
の
蘭
和
・
英
和
辞
書
の
編
纂
に
欠
か
せ
な
い
役
目
を
果
し
た
。
幕
末
期
の
文
久
二
年
（
一

八
六
二
）
に
日
本
初
の
本
格
的
刊
本
英
和
辞
典
と
し
て
出
版
さ
れ
た
、
堀
達
之
助
の
編
纂
に
よ
る
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
は
英
蘭
・
蘭
英
辞
書
で
あ
るPicard 

辞

書
（
『A 

N
e
w 
P
o
ck
e
t
 D
i
c
tio

n
a
r
y
 o
f
 
th
e
 
En
g
l
is
h-
Dutch and Dutch-English Languages 

』、
一
八
四
三
）
お
よ
び
そ
の
改
訂
版
（
一
八
五
七
）
１
６

を
基

に
編
集
さ
れ
た
が
、
前
記
し
た
英
華
・
華
英
辞
典
か
ら
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
英
和

対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
訳
語
に
は
、
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
の
『
華
英
字
典
』
に
ま
っ
た
く
同
じ
、
も
し
く
は
、
極
め
て
類
似
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
全

体
の
約
十
・
一
％
も
占
め
て
い
る
１
７

。 

次
に
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
お
け
る
「c

au
s
e

」「reason
」
の
項
を
確
認
し
て
お
く
。 

(

三
二)  

C
a
u
s
e
, 
s
. 

源
因
、
根
本
、
道
理
、
事
故
、
公
事 

R
e
a
s
o
n,
 
s
. 

道
理
、
才
智
、
神
妙
ナ
ル
ヿ
、
位
置
、
根
源 
（『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』、
一
八
六
二
） 

 

『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
で
は
「C

a
u
se

」
に
「
源
因
」
と
あ
る
一
方
で
、「
原
因
」
の
表
記
は
見
え
な
い
。
ほ
か
に
訳
語
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
「
根
本
」「
根

源
」「
道
理
」
は
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
が
『
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』』
な
ど
か
ら
影
響
を
受
け
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
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(

三
三)  

C
A
U
S
E 

t
h
e
 
c
ir
c
u
ms
t
a
nc
e
s
, 
o
r
 th

e
 
c
a
us
e
 of an affair 

情
由
、
根
由
、
引
由
、
事
故 

t
h
e
 
o
ri
g
i
na
l
 
ca
u
s
e 

頭
由
、
元
由
、
根
源
、
根
本 

 R
E
A
S
O
N 

c
a
u
s
e 

縁
故
、
爲
、
原
由
、
原
因
、
因
縁 

r
i
g
h
t
 p
r
i
nc
i
p
le
s 

釐
、
道
理
、
正
理 

（
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』、
一
八
四
七
～
四
八
） 

三 

『
和
蘭
字
彙
』
に
お
い
て 

前
記
で
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
訳
語
が
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』
と
関
係
し
て
い
る
と
言
及
し
た
が
、
先
行
研
究
１
８

に
よ
る
と
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』

の
訳
語
の
六
四
％
が
参
照
し
た
『
和
蘭
字
彙
』
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
『
和
蘭
字
彙
』
は
、Picard

辞
書
１
９

の
英
蘭
の
部
を
通
し
て
多
く
の

訳
語
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
は
「c

a
u
se

」
と
「reason

」
に
該
当
す
る
蘭
語
概
念
の
訳
語
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
和
蘭
字
彙
』

を
見
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

(

三
四)  

C
a
u
s
e

， 
s.
 
o
or
z
a
ak
,
 
red

e
n
,
 
za
a
k, regtszaak, f. proces 

 R
e
a
s
o
n, 

s.
 
r
ed
e
,
 f
.
 
ver

n
u
f
t
, 
v
erstand, n. oorzaak, f. grond, m.regt, n. billijkheid 

 

（『A New Pocket Dictionar

y
 
o
f
 
th
e
 
En
g
l
is
h-Du

t
c
h a

n
d
 
D
ut
c
h
-English Languages 

』、
一
八
四
三
） 

(

三
五)  
o
o
r
z
a
ak 

根
本
又

起
リ
又

起
ル
事
；
縁
故 

r
e
d
e
n 

道
理
ノ
辨
ヘ
；
理
；
訳
筋
ノ
言
ヒ
立 

z
a
a
k 

r
e
g
st
z
a
ak 

公
事 

r
e
d
e 

話
又

存
念
ノ
逑
立 
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v
e
r
n
u
ft 

才
智 

v
e
r
s
t
an
d
  

才
智 

g
r
o
n
d 

地
面
；
水
底
；
礎 

r
e
g
t 

公
事 

b
i
l
l
i
jk
h
e
id 

神
妙
ナ
ル
事 

（
『
和
蘭
字
彙
』、
一
八
五
五
～
五
八
） 

上
記
の
よ
う
に
、
『
和
蘭
字
彙
』
に
は
「
縁
故
」
、
「
道
理
」
な
ど
が
見
え
る
が
、「
原
因
」
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
原
因
・
源
因
」
は
蘭
和
辞
書

で
は
な
く
、
英
華
字
典
を
通
し
て
日
本
語
に
入
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
ま
た
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
収
録
さ
れ
た
「
公
事
」「
才
智
」
な
ど
の
訳
語
は
『
和

蘭
字
彙
』
か
ら
由
来
し
た
こ
と
も
判
明
す
る
。 

ま
た
、
前
掲
の
『
幕
末
・
明
治
初
期
漢
語
辞
典
』
の
指
摘
に
よ
り
、「
原
因
」
は
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
「room

」
の
訳
語
と
も
さ
れ
て
い
る
。
今
日
か
ら
み

る
と
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
訳
で
あ
る
。
こ
の
「
原
因
」
に
つ
い
て
は
、
英
華
字
典
ま
た
は
蘭
和
辞
書
か
ら
の
影
響
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
抱
い
た
。
英
華
字
典

に
は
「r

o
o
m

」
に
つ
い
て
「
原
因
」
と
関
わ
る
訳
語
が
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
蘭
和
辞
書
由
来
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。 

(

三
六)  

R
o
o
m
,
 s
.
 

場
所
、
室
、
原
因
、
時
機 
（『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』、
一
八
六
二
） 

前
掲
のP

i
ca
r
d

辞
書
で
「r
oo
m

」
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
訳
語
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、「cause

」
と
「reason

」
と
共
通
し
た
訳
語
「oorzaak

」
が
見
え
る
。
前
掲

通
り
、『
和
蘭
字
彙
』
で
は
「
縁
故
」
な
ど
と
和
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
原
因
」
が
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
で
「room

」
の
訳
語
と
さ
れ
た
の

は
、
蘭
和
辞
書
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
お
け
る
「
原
因
・
源
因
」
は
、『
和
蘭
字
彙
』
に
お

け
る
「
縁
故
」
に
該
当
す
る
。
た
だ
し
、「r

o
o
m

」
の
訳
語
と
し
て
適
切
で
は
な
い
こ
と
が
、
の
ち
に
著
者
に
も
意
識
さ
れ
て
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書 

改
訂
増
補
』

（
一
八
六
九
）
に
は
、「
原
因
」
が
「r

o
o
m

」
の
訳
語
か
ら
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

(

三
七)  

R
o
o
m
,
 s
.
 
pl
a
a
ts
,
 ru

i
m
te,

 
k
a
m
er
,
 reden, oorzaak, gelegenheid

（『A New Pocket Dictionary of the English-Dutch and Du

t
c
h-
E
ng
l
i
sh
 
L
an
g
u
ag
e
s

』、
一
八
四
三
） 
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(

三
八)  

R
o
o
m
,
 s
.
 

場
所
、
室
、
空
處
、
時
機 

（『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書 

改
訂
増
補
』
、
一
八
六
七
） 

な
お
、
『『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書 

改
訂
増
補
』
』
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
『
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
』（
薩
摩
辞
書
）
に
は
、「
源
因
」
の
発
音
に
つ
い
て
「
ゲ
ン
イ

ン
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。 

(

三
九)  

C
a
u
s
e
(

コ
ー
ズ)

, 
s
. 

源
因(

ゲ
ン
イ
ン)

。
根
本(

コ
ン
ボ
ン)

。
道
理(

ド
ウ
リ)

。
事
故(

ジ
コ)

。
公
事(

ク
ジ) 

（『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』、
一

八
七
三
） 

四 

『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
お
い
て 

子
安
峻
と
柴
田
昌
吉
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』（
以
下
『
英
和
字
彙
』）
は
、
明
治
時
代
に
入
っ
た
一
八
七
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
か
ら
か
な
り
の
訳
語
を
借
り
た
英
和
辞
典
の
代
表
作
と
言
わ
れ
て
い
る
。
明
治
初
期
の
文
明
開
化
に
よ
っ
て
、
西
洋
か
ら
の
新
概
念
や

事
物
が
大
量
に
移
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
を
代
表
と
し
た
英
和
辞
典
が
世
に
現
れ
て
い
た
と
は
言
え
、
急
増
し
た
新

概
念
や
事
物
を
表
す
た
め
の
訳
語
が
十
分
整
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
つ
の
解
決
方
法
と
し
て
、
編
集
が
早
く
て
比
較
的
成
熟
し
て
い
た
英
華

字
典
か
ら
訳
語
を
直
接
借
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
の
影
響
に
よ
る
訳
語
が
含
ま
れ
て
い
る
『
英
和
字

彙
』
の
見
出
し
語
は
全
体
の
四
七
・
二
％
に
及
ぶ
と
い
う
。
２
０

ま
た
、
漢
語
の
訳
語
の
附
音
に
つ
い
て
は
、
発
音
を
示
す
音
読
み
と
意
味
を
表
す
訓
読
み
に
分
け
ら
れ

て
い
る
。
李
（
二
〇
〇
四
）
で
は
、「『
英
華
字
典
』
の
影
響
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
語
は
、
意
味
を
表
す
振
り
仮
名
を
多
く
使
用
し
て
い
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
こ

れ
は
馴
染
み
度
が
薄
か
っ
た
『
英
華
字
典
』
の
訳
語
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
『
英
和
字
彙
』
の
利
用
者
の
理
解
を
得
に
く
く
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
工
夫
だ
っ

た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
『
英
和
字
彙
』
で
上
記
の
「c

a
u
se

」
「r

e
a
son

」
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。 

「C
a
u
se

」
と
「R

e
as
o
n

」
の
訳
語
に
「
原
因
」
が
入
っ
て
い
な
い
の
は
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
と
共
通
し
て
い
る
。
当
時
、「
原
因
」
は
、「cause

」
な
ど

の
和
訳
と
し
て
は
諸
案
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
因
縁
」
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
生
活
に
馴
染
ん
だ
は
ず
だ
っ
た
仏
語
も
見
ら
れ
て
い
る
。
し
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か
し
、「
道
理
」
の
附
音
が
通
用
の
音
読
み
と
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
因
縁
」
が
意
味
を
表
す
仮
名
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
李
（
二
〇
〇
四
）
に
よ

る
「
『
英
和
字
彙
』
の
利
用
者
の
理
解
を
得
に
く
く
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
工
夫
」
だ
け
で
は
な
く
、
古
典
語
を
新
漢
語
と
し
て
利
用
さ
れ
た
し
る
し
で
も
あ
ろ
う
。 

(

四
〇)  

C
a
u
s
e
, 
n
. 

所
以(

ユ
エ
ン)

、
本
源(

ホ
ン
ゲ
ン)

、
因
縁(

イ
ハ
レ)

、
道
理(

ダ
ウ
リ)

、
事
故(

ジ
コ)

、
詞
訟(

ク
ジ)

、
情
由(

ワ
ケ) 

R
e
a
s
o
n,
 
n
. 

縁
故(

ワ
ケ)

、
道
理(

ダ
ウ
リ)

、
條
理(

ス
ジ
ア
ヒ)

、
才
智(

サ
イ
チ)

、
正(

セ
イ)

理
、
公
平(

コ
ウ
ヘ
イ)

、
正
直(

チ
ョ
ク) 

（
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
、
一
八
七
三
） 

「C
a
u
se

」
と
「R

e
as
o
n

」
の
訳
語
に
「
原
因
」
が
入
っ
て
い
な
い
の
は
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
と
共
通
し
て
い
る
。
当
時
、「
原
因
」
は
、「cause

」
な
ど

の
和
訳
と
し
て
は
諸
案
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
因
縁
」
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
生
活
に
馴
染
ん
だ
は
ず
だ
っ
た
仏
語
も
見
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、「
道
理
」
の
附
音
が
通
用
の
音
読
み
と
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
因
縁
」
が
意
味
を
表
す
仮
名
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
李
（
二
〇
〇
四
）
に
よ

る
「
『
英
和
字
彙
』
の
利
用
者
の
理
解
を
得
に
く
く
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
工
夫
」
だ
け
で
は
な
く
、
古
典
語
を
新
漢
語
と
し
て
利
用
し
た
し
る
し
で
も
あ
ろ
う
。 

五 

『
哲
学
字
彙
』
に
お
い
て 

一
八
八
一
年
に
成
立
し
た
『
哲
学
字
彙
』
は
、
哲
学
用
語
と
い
う
抽
象
的
な
概
念
の
訳
語
を
大
量
に
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、
高
野
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
と
近
代
語

研
究
の
第
一
級
の
資
料
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。「
緒
言
」
に
は
、
編
纂
者
で
あ
る
井
上
哲
次
郎
が
、
英
人
・
弗
利
冥
『
哲
学
字
典
』
に
よ
っ
て
稿
を
起
こ
し
た
が

「
近
世
の
字
」
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
諸
書
を
捜
索
し
増
補
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
訳
語
に
つ
い
て
、
先
輩
の
訳
字
で
妥
当
な
も
の
は
尽
く
採
用
し
、
新
た
に
訳
字

を
下
す
も
の
は
、
儒
仏
の
諸
書
を
広
く
参
考
に
し
て
定
め
た
と
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
『
哲
学
字
彙
』
に
は
、「c

a
us
e

」
に
「
原
因
」
と
あ
り
、
他
に
「
原
因
」
を
後
接
語
基
に
し
た
四
字
語
が
み
え
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、「
原
因
」
は
、「ca

u
s
e

」
の
対
訳
語
、
そ
し
て
「
原
因
」
と
い
う
哲
学
概
念
に
当
た
る
日
本
語
と
し
て
確
定
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。 

(

四
一)  

C
a
u
s
e 

原
因
、
縁
故
、
元
由
、
本
源 

C
o
n
c
o
mi
t
a
nt
 
c
au
s
e 

副
従
原
因
、 
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E
f
f
i
c
ie
n
t
 c
a
u
se 

期
成
原
因
、 

F
i
n
a
l
 c
a
u
se 

結
局
原
因
、 

F
i
r
s
t
 c
a
u
se 

端
緒
原
因
、 

M
a
t
e
r
ia
l
 
ca
u
s
e 

材
料
原
因
、 

O
c
c
a
s
io
n
a
l 
c
a
us
e 

不
定
原
因
、 

P
r
o
x
i
ma
t
e
 c
a
u
se 

近
因
、
親
近
原
因
、 

R
e
m
o
t
e 
c
a
us
e 

遠
因
、
遥
遠
原
因 

U
l
t
i
m
at
e
 
ca
u
s
e 

究
竟
原
因 

（『
哲
学
字
彙
』、
一
八
八
一
） 

そ
の
背
景
に
は
、
「
原
因
」
が
モ
リ
ソ
ン
『
英
華
字
典
』
の
時
代
か
ら
比
較
的
早
期
に
「cause

」
の
訳
語
と
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に

も
登
録
さ
れ
、
和
訳
と
し
て
も
初
期
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
。 

第
五
節 

成
立 

一 

『
百
科
全
書
』
に
お
い
て 

実
際
に
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、「
原
因
」
は
、「cause
」
な
ど
を
訳
す
際
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。
高
野
（
二
〇
〇
四
）
で
は
、『
百
科
全
書
』
の
「
経
済

論
」
、「
倫
理
学
」
、「
修
辞
及
華
文
」
、「
言
語
学
」
の
四
冊
を
用
い
て
、
文
型
の
訳
語
語
彙
を
考
察
し
た
結
果
、
四
冊
と
も
「
原
因
」
が
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

(

四
二)  

外
物
ハ
諸
件
ノ
感
覚
ヲ
発
起
ス
ル
原
因
ニ
シ
テ
名
称
ヲ
付
与
ス
ベ
キ
事
物
ノ
全
大
部
タ
リ
（『
百
科
全
書
』・
倫
理
学
、
一
八
七
八
） 

T
h
e
 
b
od
i
e
s 
o
r
 e
x
t
er
n
a
l o

b
j
e
c
ts
 
that are the causes of those feeling

s. 
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(

四
三)  

爰
に
此
元
因
な
る
時
ハ
必
す
其
定
規
な
ら
ざ
る
へ
か
ら
す
（
橋
爪
貫
一
『
童
蒙
手
引
草
』
二
編
上
・
窮
理
学
大
意
の
事
、
一
八
七
三
） 

(
四
四)  

惟
此
發
明
記
事
の
草
稿
と
起
す
原
因
な
り
。（
東
井
潔
全 (

八
郎
兵
衛) 

編
『
窮
理
日
新
発
明
記
事
』
題
言
、
一
八
七
三
） 

(

四
五)  

抑
實
利
ト
云
フ
文
字
ハ
無
形
ノ
一
辭
ニ
シ
テ
或
ル
幸
福
ヲ
収
メ
或
ル
凶
害
ヲ
避
ク
可
キ
一
物
ノ
性
質
若
ク
ハ
趣
向
ヲ
表
ス
ル
者
ナ
リ
其
凶
害
ト
ハ
即

チ
痛
苦
ナ
リ
若
ク
ハ
痛
苦
ノ
原
因
ナ
リ
（
島
田
三
郎
訳
『
立
法
論
綱
』
一
、
一
八
七
八
） 

U
t
i
l
i
ty
 
i
s 
a
n
 a
b
s
tr
a
c
t t

e
r
m
.
 I
t
 expresses the property or tendency of a thing to prevent some evil or to procure 

s
o
m
e
 
go
o
d
. 
E
v
il
 
i
s 
p
a
in,

 
o
r
 
th
e
 
cause of pain. 

(

四
六)  

此
の
不
規
則
な
る
妊
娠
を
提
起(

ひ
き
お
こ)

す
原
因(

わ
け)

或
ハ
之
れ
を
賛
成(

た
す
け
な)

す
事
情(

あ
り
さ
ま)

ハ
如
何
な
ぜ
な
れ
ば
（
堀
城
太
郎

訳
『
婦
女
性
理
一
代
鑑
』
二
、
一
八
七
九
） 

W
h
a
t
 
ar
e
 
th
e
 ca

u
s
es
 o
r f

a
v
o
r
in
g
 circumstances bringing about this abnormal child-bearing ? 

ほ
か
に
、
同
時
代
の
理
学
、
法
学
、
医
学
な
ど
の
著
作
に
も
「
原
因
」
の
使
用
が
確
認
で
き
る
。
上
記
の
『
英
和
字
彙
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
洋

学
者
や
訳
者
に
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
あ
る
い
は
英
華
字
典
か
ら
借
用
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
２
１

。
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
表
記
が
「
原

因
」
に
固
定
化
し
て
い
る
。 

二 

『
華
氏
内
科
摘
要
』
に
お
い
て 

明
治
初
期
の
医
学
書
に
お
い
て
は
、
一
八
七
五
年
の
訳
書
『
華
氏
内
科
摘
要
』
を
代
表
と
し
て
、
下
記
の
例
の
よ
う
に
、「
原
因
」
が
英
語
「cause

」
に
該
当
し
、

病
因
を
示
す
場
面
で
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
華
氏
内
科
摘
要
』
に
お
い
て
は
、
英
語
原
著
２
２

に
お
け
る
「Causation

」
の
よ
う
に
、
セ
ク
シ
ョ
ン
の
見
出
し

語
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。 

(

四
七)  

〔
原
因
〕
上
件
已
ニ
記
載
セ
シ
所
ノ
如
ク
全
身
若
ク
ハ
一
局
處
殊
ニ
胸
部
ニ
於
テ
卒
然
寒
冷
ニ
冒
觸
ス
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
肺
炎
ノ
普
通
原
因
ト
ス
尚
ホ

之
ニ
兼
テ
従
前
健
康
ノ
状
態
殊
ニ
未
發
ノ
結
挟
モ
亦
其
素
因
タ
ル
ヘ
シ
予
又
謂
ラ
ク
某
ノ
地
方
ニ
於
テ
ハ
此
原
因
ニ
由
テ
ノ
麻
拉
里
亜
（
マ
ラ
リ
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ア
）
（
按
ス
ル
ニ
間
歇
熱
弛
張
熱
等
ヲ
云
フ
）
ヲ
發
ス
ル
モ
ノ
猶
ホ
肺
炎
ニ
於
ケ
ル
カ
如
シ
ト 

（『
華
氏
内
科
摘
要
』
巻
一
「
肺
炎
」、
一
八
七
五
） 

C
a
u
s
a
ti
o
n  

A
s 
a
l
re
a
d
y i

n
t
i
m
at
e
d, cold, suddenly or partially applied to the body, especially to the chest, is th

e
 
m
o
s
t 
c
o
mm
o
n
 c
a
u
se
 o
f p

n
e
u
m
on
i
a. But the previous state of the health, and especially, also, latent tubercle, ma

y
 
p
r
e
di
s
p
os
e
 
to
 
i
t.
 
S
o, 

i
n
 
c
er
t
ain regions, does the influence of malaria. 

三 
「
原
因
」
と
「
結
果
」、「
因
果
律
」 

前
に
「
原
因
」
が
十
九
世
紀
七
十
年
代
に
お
い
て
も
「cause

」
の
訳
語
の
方
案
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
最
終
的
に
定
着
し
た
の
は
、「
因
果
律
」
と
い

う
哲
学
概
念
を
反
映
で
き
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。「
因
果
律
」
に
つ
い
て
、「
日
本
哲
学
の
父
」
と
言
わ
れ
る
大
西
祝
（
一
八
六
四
～
一
九
〇
〇
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た

『
論
理
学
』
に
「
即
ち
一
現
象
の
起
こ
る
に
は
必
ず
其
の
原
因
あ
り
又
同
し
き
原
因
よ
り
同
し
き
結
果
の
生
す
と
い
う
関
係
の
動
か
ざ
る
、
是
れ
天
然
の
一
様
な
る
所

以
な
り
。
此
の
関
係
を
因
果
律
と
名
つ
く
」
と
あ
り
、「
原
因
」
は
「
結
果
」
と
と
も
に
「
因
果
律
」
の
概
念
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
因
明
に
謂
ふ
論
式
は
形

式
的
論
理
学
に
い
ふ
（
其
源
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
發
し
た
る
）
三
段
論
法
と
頗
る
相
似
た
る
所
あ
り
。
彼
と
此
と
相
列
べ
相
照
ら
す
所
あ
ら
し
む
る
は
甚
だ
有
用
の

事
と
考
へ
ら
る
」
と
あ
り
、
当
時
の
哲
学
者
は
、
「
因
明
」
と
い
う
東
洋
で
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
仏
教
的
論
理
学
と
西
洋
の
「
形
式
的
論
理
学
」
と
を
繋
ご
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
原
因
」
は
、
字
面
か
ら
「
因
」
と
い
う
仏
教
的
論
理
学
概
念
を
反
映
す
る
た
め
、
最
終
的
に
「
因
果
律
」
に
お
け
る
「
因
‐cause

」
の
代
表

的
な
訳
語
と
な
っ
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。 

四 

雑
誌
『
太
陽
』
に
お
い
て 

さ
ら
に
、
雑
誌
『
太
陽
』
に
お
け
る
「
原
因
」
の
用
例
を
調
査
す
る
と
、
一
八
九
五
年
の
時
点
で
す
で
に
多
分
野
に
わ
た
っ
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、

「
結
果
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、「
原
因
」
お
よ
び
「
因
果
関
係
（
因
果
律
）」
と
い
う
概
念
が
完
全
に
諸
学
問
に
浸
透
し
、
論

理
的
な
場
面
に
用
い
ら
れ
る
語
と
し
て
定
着
し
て
い
た
。 
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(

四
八)  

革
新
の
風
は
泰
西
よ
り
吹
來
り
て
、
日
本
は
最
先
に
其
衝
動
を
う
け
、
而
し
て
清
韓
に
支
へ
た
り
し
に
、
其
革
新
が
原
因
と
な
り
、
日
清
の
開
戰
と

な
り
た
れ
ば
、
泰
東
革
新
の
是
非
は
其
勝
敗
に
決
す
べ
し
と
思
ひ
き
や
、
清
は
大
速
力
を
以
て
潰
敗
滅
亡
に
傾
き
た
れ
ば
、
最
早
非
改
革
論
は
徃
生

を
遂
た
る
な
る
べ
し
。（
久
米
邦
武
「
学
界
の
大
革
新
」、『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
一
号
、） 

(

四
九)  
若
し
學
術
と
い
ふ
も
の
が
ズ
ツ
ト
盛
ん
に
な
れ
ば
是
が
又
國
運
を
し
て
隆
盛
な
ら
し
む
る
の
一
大
原
因
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
（
井
上
哲
次
郎
「
戦

争
後
の
学
術
」
、
『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
一
号
） 

(

五
〇)  

夫
の
歐
洲
中
古
の
十
字
軍
や
、
た
と
へ
其
の
原
因
は
宗
教
的
狂
妄
に
出
で
き
と
雖
も
、
た
と
へ
其
の
大
目
的
に
於
て
は
失
敗
し
き
と
雖
も
、
尚
且
尠

く
と
も
全
歐
に
於
け
る
幾
多
小
不
徳
を
洗
滌
し
、
王
侯
士
庶
の
希
望
思
想
情
操
を
擴
大
せ
し
に
於
て
効
あ
り
し
な
り
。（
坪
内
逍
遥
「
戦
争
と
文

学
」
、『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
一
号
） 

(

五
一)  

兵
戰
や
、
虐
殺
や
、
征
畧
や
、
い
づ
れ
も
活
動
の
原
因
、
而
し
て
活
動
は
生
活
其
の
も
の
な
り
。
…
…
何
と
な
れ
ば
自
由
は
不
自
由
に
對
す
る
の

語
、
絶
對
は
相
對
に
對
す
る
の
語
、
良
心
は
邪
念
に
對
す
る
の
語
、
自
由
、
絶
對
、
良
心
の
進
化
は
不
自
由
、
相
對
、
邪
念
の
退
化
、
い
づ
れ
も
勝

劣
の
結
果
、
す
な
は
ち
鬪
戰
の
結
果
た
り
。
（
坪
内
逍
遥
「
戦
争
と
文
学
」、
『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
一
号
） 

(

五
二)  

歴
史
は
忘
却
せ
ら
れ
ん
と
す
る
、
原
因
結
果
二
者
間
に
、
震
動
す
る
處
の
、
弦
線
を
耀
然
た
ら
し
め
て
、
國
民
の
運
命
を
説
明
し
人
類
の
進
歩
を
記

録
す
。（
石
橋
忍
月
「
美
文
と
歴
史
と
の
間
に
一
線
を
画
す
」、
『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
三
号
） 

(

五
三)  

惟
ふ
に
、
曾
て
試
み
ら
れ
し
言
文
一
致
躰
は
吾
人
を
滿
足
せ
し
む
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
又
羅
馬
字
雜
誌
の
如
き
も
或
は
嗤
ふ
べ
き
も
の
な
ら
ん
と
雖

も
、
是
と
共
に
此
等
改
良
案
の
由
り
て
起
り
し
原
因
を
も
埋
沒
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。（
大
西
祝
「
文
学
上
の
新
事
業
」
、『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
三

号
） 

(

五
四)  

而
し
て
此
信
力
を
得
ば
。
亦
從
つ
て
眞
實
の
原
因
結
果
。
即
ち
三
世
因
果
善
惡
應
報
の
天
則
の
存
在
す
る
こ
と
を
信
知
す
る
に
至
る
べ
し
。（
釈
雲
照

「
仏
教
入
門
（
一
）
」
、『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
三
号
） 

(

五
五)  

吾
人
雨
な
る
も
の
は
、
驟
雨
の
外
低
氣
壓
の
範
圍
内
に
非
れ
ば
降
ら
ざ
る
も
の
な
り
と
誤
想
す
る
の
結
果
今
日
迄
梅
雨
の
原
因
を
解
説
す
る
能
は
ざ

り
し
な
ら
ん
、
（
頓
野
広
太
郎
「
梅
雨
に
就
き
頓
野
新
説
（
上
）」、『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
七
号
） 
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(

五
六)  

然
る
に
平
和
克
復
後
の
今
日
を
見
れ
ば
、
世
間
の
想
像
せ
し
所
と
反
對
の
結
果
を
來
せ
り
、
其
斯
の
如
き
結
果
を
來
し
た
る
こ
と
に
付
て
は
、
小
生

は
種
々
の
原
因
あ
る
べ
し
と
信
ず
、（
山
本
達
雄
「
戦
後
の
経
済
」、『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
八
号
） 

(
五
七)  

亦
經
驗
家
の
説
に
依
れ
ば
、
刺
激
物
を
多
量
に
給
す
る
時
は
、
鷄
は
其
生
殖
器
を
害
せ
ら
れ
、
軟
殼
卵
の
原
因
を
爲
す
こ
と
あ
り
、
胡
椒
の
如
き
刺

激
物
は
、
一
時
鷄
の
産
卵
を
促
が
し
得
る
を
以
て
、
養
鷄
家
の
時
に
使
用
す
る
所
な
り
と
雖
も
、
其
過
用
の
結
果
は
、
鷄
の
衰
弱
を
來
た
し
、
或
は

軟
殼
卵
産
出
の
原
因
と
な
り
、
或
は
疾
病
を
釀
す
、（「
農
業
」、
『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
十
号
） 

第
六
節 

蘭
学
資
料
の
「
原
因
」 

一 

緒
方
洪
庵
の
訳
著
に
お
い
て 

上
記
の
よ
う
に
、
漢
語
「
原
因
」
は
、
幕
末
・
明
治
初
期
に
「cause

」
の
意
味
を
表
す
も
の
と
し
て
多
用
さ
れ
、
次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
が
、
英
華
字
典
に
「c

a
u
s
e

」
な
ど
の
訳
語
と
し
て
収
録
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
の
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
明
治
時
期
以
前
の
蘭
学
資

料
に
も
「
原
因
」
が
見
え
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
深
く
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

例
え
ば
、
一
八
五
八
年
に
成
立
し
た
和
訳
蘭
書
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』（
緒
方
洪
庵
訳
著
）
に
は
、
下
記
の
よ
う
に
、「
原
因
」
の
用
例
が
あ
り
、「
原
因
」
は
、『
英
和

対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
収
録
さ
れ
た
り
英
学
関
係
に
用
い
ら
れ
た
り
す
る
前
に
、
す
で
に
蘭
学
資
料
に
現
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
著
２
３

と
比

較
対
照
し
て
み
る
と
、「
原
因
」
が
「o

o
r
za
a
k

」
の
訳
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
「oorzaak

」
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
通
り
、
英
語
「cause

」
の
オ
ラ
ン
ダ

語
対
訳
と
も
さ
れ
て
い
る
。 

(

五
八)  

是
故
ニ
其
醫
治
ヲ
要
ス
ル
ハ
唯
月
経
徴
ト
他
ノ
病
患
ト
兼
併
セ
ル
者
ニ
ア
ル
ノ
ミ 

然
レ
ト
モ
亦
仍
謾
ニ
経
血
驅
泄
ノ
劑
ヲ
投
ス
ル
ヿ
ナ
ク
メ
先
ツ

其
原
因
ヲ
検
査
セ
ン
ヿ
ヲ
要
ス 

（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
二
十
四
、
一
八
五
七
） 



 

30 

 

M
a
a
r
 
hi
e
r
 i
s
 
de
 
h
oo
f
d
zaa

k
,
 
n
ie
t
 dadelijk met drijvende middelen door te tasten, maar eerst de oorzaak op te zoeke

n
,
 
d
i
e 
z
e
er
 
v
er
s
c
hi
l
l
end

 
k
a
n
 z
i
jn. 

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
一
八
四
九
年
に
成
立
し
た
、
同
じ
く
緒
方
洪
庵
の
著
作
で
あ
る
『
病
学
通
論
』
に
も
「
原
因
」
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、

一
例
し
か
見
あ
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
み
る
と
、
当
時
で
は
新
し
く
導
入
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

(

五
九)  

淹
留
越
必
垤
密
（
ヱ
ピ
デ
ミ
）
ノ
原
因
固
（
ヨ
リ
）
體
外
ノ
變
ニ
感
乄
生
力 

 

一
種
ノ
變
態
ヲ
得
ル
ニ
由
ル
ト
雖
ト
モ
其
病
ヒ
時
今
候
、
天
氣
ノ

變
ニ
係
ル
ヿ
毫
モ
之
レ
ナ
キ
者
ア
リ 

（
緒
方
洪
庵
訳
『
病
学
通
論
』、
一
八
四
九
） 

ほ
か
に
、
下
記
の
よ
う
に
、
同
書
に
は
「
其
因
」
「
其
原
」
の
よ
う
な
表
現
も
あ
り
、
両
者
と
も
「
病
気
を
起
こ
す
原
因
」
の
意
、
い
わ
ゆ
る
「
病
因
」
や
「
病
原

（
源
）
」
の
意
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
類
義
関
係
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、「
原
因
」
は
類
義
語
素
で
あ
る
「
原
」
と
「
因
」
の
結
合
に
よ
っ
て
造
出
さ

れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。 

二 

『
波
留
麻
和
解
』
由
来
の
可
能
性 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
和
蘭
字
彙
』
に
は
「o

o
rz
a
ak

」
に
つ
い
て
「
根
本
」
や
「
縁
故
」
な
ど
の
訳
語
が
あ
る
が
、
緒
方
洪
庵
の
著
作
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な

い
。
一
方
、
日
本
最
初
の
蘭
和
辞
典
と
さ
れ
る
『
波
留
麻
和
解
』（
江
戸
ハ
ル
マ
。
一
七
九
六
）
に
は
、「oorzaak

」
に
つ
い
て
「
起
原
、
起
因
、
原
始
」
と
あ
り
、

「
起
因
」
は
、
緒
方
洪
庵
の
著
作
に
お
い
て
は
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、「oorzaak

」
の
訳
語
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
緒
方
洪
庵
の
訳

語
は
、『
波
留
麻
和
解
』
を
参
考
と
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

(

六
〇)  
o
o
r
z
a
ak
.
 
z.
 
v
. 

起
原
、
起
因
、
原
始 

o
o
r
z
a
ak
. 

理
義 

（『
波
留
麻
和
解
』
、
一
七
九
六
） 

実
際
に
、
『
波
留
麻
和
解
』
の
編
集
者
で
あ
る
稲
村
三
伯
（
一
七
五
八
～
一
八
一
一
）
は
、
緒
方
洪
庵
の
師
で
あ
る
宇
田
川
玄
真
（
一
七
七
〇
～
一
八
三
五
）
と
と

も
に
江
戸
の
蘭
学
塾
・
芝
蘭
堂
で
学
習
し
た
経
験
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
同
門
で
あ
る
。
稲
村
は
、『
波
留
麻
和
解
』
を
編
集
し
た
際
に
、
同
門
の
協
力
を
得
た
と
い
わ
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れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
宇
田
川
も
関
与
し
た
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
宇
田
川
の
弟
子
で
あ
る
緒
方
の
訳
著
に
『
波
留
麻
和
解
』
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
、「o

o
rz
a
a
k

」
を
「
原
因
」
と
訳
し
た
の
は
、『
波
留
麻
和
解
』
の
「
起
原
、
起
因
」
を
参
考
と
し
造
語
し
た
可
能
性
も
あ
る
。 

な
お
、「
原
因
」
は
、
蘭
学
資
料
に
現
れ
た
時
代
に
、
英
華
字
典
に
も
「cause

」
な
ど
の
訳
語
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
緒
方
を
代
表
と
し
た
蘭
学
者
達
が
英
華

字
典
な
ど
の
英
学
資
料
を
参
考
と
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
以
降
は
両
者
が
合
流
し
て
い
る
。
前
記
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
原
因
」
は
、
当

初
「c

a
u
se

」
の
訳
語
の
方
案
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
主
た
る
訳
語
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
の
は
、「
因
果
律
」
の
概
念
の
普
及
の
ほ
か
に
、
医
学
書

に
多
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

１ 

高
野
繁
男
『
近
代
漢
語
の
研
究 

:
 

日
本
語
の
造
語
法
・
訳
語
法
』、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
四
。 

２ 

文
部
省
編
纂
局
『
百
科
全
書
』
九
十
二
冊
（
一
八
七
三
～
一
八
八
四
）。
原
書
は
「W

.
R
. 
Ch
am
be
r

’s
 

“In
fo
rm
at
io
n 
fo
r 
t
h
e 
Pe
op
l
e

” 
V2
, 
18
68
, 
Lo
nd
on

」
で
あ
る
。 

３ 

「
一
．
原
来
因
为
。
二
．
造
成
某
种
结
果
或
引
起
另
一
事
情
发
生
的
条
件
。」（
『
漢
語
大
詞
典
』、
一
九
九
三
） 

４ 

例
文
と
し
て
「〔
佛
本
行
論
〕
因
縁
生
相
、
是
為
元
因
」
と
あ
る
が
、
『
佛
本
行
論
』
に
つ
い
て
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
漢
訳
『
佛
所
行
讃
』
と
『
佛
本
行
經
』
に
は
「
元

因
」
の
用
例
が
な
い
。 

５ 

中
国
の
南
宋
お
よ
び
元
の
時
代
に
温
州
・
杭
州
を
中
心
に
発
達
し
た
戯
曲
雑
劇
。
音
楽
と
科
白(

せ
り
ふ)

か
ら
な
る
。「
琵
琶
記
」「
還
魂
記
」
な
ど
。
南
戯
。（『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』
参

照
） 

６ 

邵
榮
芬
『
切
韻
研
究
』（
一
九
八
三
）
に
よ
る
と
、
注
音
がŋ

iu
ɐn

と
な
る
。 

７ 

『
広
韻
』
に
記
さ
れ
た
「
厵
」
と
異
な
る
。「
厵
」
は
「
原
」
の
三
つ
で
、「
𠫐
」
は
「
厂
」
の
下
に
「
泉
」
三
つ
あ
る
（『
四
部
叢
刊
初
編
』
本
に
準
じ
る
）。 

８ 

中
国
を
中
心
と
す
る
漢
字
文
化
圏
で
は
人
の
生
前
の
実
名
を
諱
と
い
い
、
死
後
そ
の
実
名
を
口
に
し
な
い
こ
と
を
避
諱
と
い
う
。
の
ち
転
じ
て
生
存
中
の
名
も
忌
む
よ
う
に
な
り
、
皇
帝

な
ど
目
上
の
人
物
の
実
名
（
諱
）
を
い
う
こ
と
を
忌
む
習
慣
と
な
っ
た
。 

 

注 
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９ 
M
o
rr
is
on
, 
Ro
be
rt
, 
A 
Di
ct
io
n
ar
y 
of
 t
he
 C
hi
ne
se
 l
an
gu
ag

e
, 
MA
CA
O:
 P
ri
nt
ed
 a
t 
th
e 
Ho
n
or
ab
le
 t
he
 E
as
t 
In
di
a 
Co
mp
a
ny
's
 P
re
ss
 b
y 
P.
P.
 T
ho
ms
, 

1
8
15
~1
82
2. 

１
０ 

英
語
書
名
は
「A

 
Po
ck
et
 D
ic
ti
o
na
ry
 o
f 
th
e 
En
gl
is
h 
an
d 
Ja
p
an
es
e 
La
ng
ua
ge
.

」。 

１
１ 

W
i
ll
ia
ms
, 
Sa
mu
el
 W
el
ls
, 
An
 
En
gl
is
h 
an
d 
Ch
in
es
e 
Vo
ca
bu
l
ar
y 
in
 t
he
 C
ou
rt
 D
ia
le
ct
, 
O
ff
ic
e 
of
 t
he
 
C
hi
ne
se
 R
ep
os
i
to
ry
, 
18
44
.
 

１
２ 

M
e
dh
ur
st
, 
Wa
lt
er
 H
en
ry
, 
En
g
li
sh
 a
nd
 C
hi
ne
se
 d
ic
ti
on
ar
y
, 
Mi
ss
io
n 
Pr
es
s,
 1
84
7~
18
48
.
 

１
３ 

L
o
bs
ch
ei
d,
 W
. 
(W
il
li
am
),
 E
n
gl
is
h 
an
d 
Ch
in
es
e 
di
ct
io
na
r
y 
: 
wi
th
 t
he
 P
un
ti
 a
nd
 M
an
d
ar
in
 p
ro
nu
nc
ia
ti
on
, 
Ho
ng
 K
o
ng
 :
 D
ai
ly
 p
re
ss
 
o
ff
ic
e,
 1
8
66
. 

１
４ 

D
o
ol
it
tl
e,
 J
us
tu
s,
 V
oc
ab
ul
a
ry
 a
nd
 h
an
d
-
bo
ok
 o
f 
th
e 
Ch
i
ne
se
 l
an
gu
ag
e.
 R
om
an
iz
ed
 i
n
 t
he
 M
an
da
ri
n 
di
al
ec
t,
 F
oo
c
ho
w,
 R
oz
ar
io
, 
Ma
rc
al
 a
nd
 

c
o
mp
an
y,
 1
87
2. 

１
５ 

沖
森
卓
也
編
『
日
本
語
史
概
説
』
（
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
〇
）
参
照
。 

１
６ 

H
.
 P
ic
ar
d

『A
 N
ew
 P
oc
ke
t 
Di
c
ti
on
ar
y 
of
 t
he
 E
ng
li
sh

-D
ut
c
h 
an
d 
Du
tc
h
-
En
gl
is
h 
La
ng
ua

g
es
. 

』（
第2

版 
1
857

年
） 

１
７ 

呉
美
慧
「『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
訳
語
に
関
す
る
一
考
察
－
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
の
『
華
英
字
典
』
と
の
関
係
－
」（『
国
語
学
研
究
と
資
料
』
十
二
、
一
九
八
八
） 

１
８ 

森
岡
健
二
、
田
島
尚
子
「
蘭
和
辞
典
の
英
和
辞
典
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」（
蘭
学
資
料
研
究
会
『
研
究
報
告
』
一
七
四
号
、
一
九
六
五
）
な
ど
。 

１
９ 

一
八
四
三
年
に
成
立
し
た
初
版
を
利
用
し
た
。『A

 
n
ew
 p
oc
ke
t 
di
c
ti
on
ar
y 
of
 t
he
 E
ng
li
sh
 a
nd
 
Du
tc
h 
la
ng
ua
ge
s,
 r
em
od
el
le
d
 a
nd
 c
or
re
ct
ed
 f
ro
m 
th
e 

be
s
t 

a
u
th
or
it
ie
s

』1
84
3.

大
阪
女
子
大
学
所
蔵
。 

２
０ 

森
岡
健
二
「
訳
語
の
変
遷
」（『
東
京
女
子
大
学
付
属
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
、
一
九
五
五
）。
李
慈
鎬
「『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
の
二
字
訳
語
に
お
け
る
『
英
華
字
典
』
の
影

響
」（『
早
稲
田
日
本
語
研
究
』
一
二
、
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
。 

２
１ 

「
原
因
」
と
い
う
表
記
か
ら
み
る
と
、
英
華
字
典
か
ら
の
可
能
性
が
高
い
。 

２
２ 

E
s
se
nt
ia
ls
 o
f 
th
e 
pr
in
ci
pl
e
s 
an
d 
pr
ac
ti
ce
 o
f 
me
di
ci
ne
 
: 
a 
ha
nd
bo
ok
 f
or
 s
tu
de
nt
s 
a
nd
 p
ra
ct
it
i
o
ne
rs
, 
Ha
rt
sh
or
n
e,
 H
en
ry
, 
Ph
il
ad
el
ph
ia
, 
18
6
9
.

本

稿
で
は
一
八
七
一
年
版
参
考
。 
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２
３ 

E
n
ch
ir
id
io
n 
me
di
cu
m:
 h
an
dl
e
id
in
g 
to
t 
de
 g
en
ee
sk
un
di
ge
 
pr
ak
ti
jk
 :
 e
rf
ma
ki
ng
 v
an
 e
e
ne
 v
ij
ft
ig
ja
ri
ge
 o
nd
er
vi
nd
i
ng
, 
do
or
 C
.W
. 
Hu
f
e
la
nd
 ;
 n
a
ar
 

d
e
 l
aa
ts
te
 v
er
me
er
de
rd
e 
en
 v
e
rb
et
er
de
 H
oo
gd
ui
ts
ch
e 
ui
tg
a
v
e
 v
er
ta
al
d,
 d
oo
r 
H.
H.
 H
ag
e
ma
n 
Jr
, 
AM
ST
ER
DA
M,
 1
83
7.

 



 

 

 



 

  

第
二
章 
「
因
縁
」
の
成
立
と
意
味
変
遷
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第
一
節 

「
因
縁
」
の
概
況 

漢
語
「
因
縁
」
に
つ
い
て
、
漢
初
に
お
い
て
、
す
で
に
用
い
ら
れ
、
司
馬
遷
の
『
史
記
・
田
叔
列
傳
』
に
「
小
吏
と
事(

つ
か)

へ
て
為
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
未
だ
因

縁
有
ら
ざ
る
な
り
（
求
事
為
小
吏
、
未
有
因
縁
也
）」
と
あ
り
、
以
後
の
『
漢
書
』
や
『
三
国
志
』
な
ど
の
史
書
と
、
僧
安
世
高
ら
に
よ
る
早
期
仏
典
に
お
い
て
も
そ

の
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
前
漢
か
ら
六
朝
に
か
け
て
熟
語
化
し
、
後
に
仏
教
語
と
し
て
も
定
着
し
た
語
で
あ
る
。
唐
以
後
の
文
学
作
品
に
多
見
さ
れ
る
「
姻
縁
」
の
語
源

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

一
方
、
日
本
で
は
、
七
世
紀
前
期
の
『
法
華
義
疏
』
に
用
例
が
見
え
、
仏
教
に
お
け
る
重
要
な
概
念
と
し
て
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
代
は
主
と
し
て
仏
書
な

ど
に
用
い
ら
れ
た
が
、
平
安
時
代
に
は
『
日
本
霊
異
記
』
な
ど
を
は
じ
め
、
一
般
の
文
学
作
品
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
仏
教
語
、
ま
た
は
仏
教
的
意
味
を
示
す
ほ
か

に
、
「
因
縁
を
つ
け
る
」
の
よ
う
な
日
本
語
に
し
か
見
ら
れ
な
い
用
法
も
生
じ
、
現
在
に
お
い
て
も
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
の
「
因
縁
」
に
つ
い
て
は
、「
原
因
」
の
意
義
の
由
来
、
仏
教
語
と
さ
れ
る
経
緯
、
日
本
に
お
け
る
受
容
、
お
よ
び
「
因
縁
を
つ
け
る
」
の
よ
う
な
日

本
語
特
有
な
表
現
の
成
立
な
ど
、
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
章
で
は
、
上
記
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
漢
語
「
因
縁
」
の
歴
史
に
対

し
て
詳
し
く
考
察
を
行
う
こ
と
に
し
た
。 

第
二
節 

熟
語
化
以
前 

一 

「
因
」
と
の
関
係 

「
因
縁
」
は
、
当
初
、
前
記
の
「
未
有
因
縁
也
」
（『
史
記
・
田
叔
列
傳
』）
の
よ
う
な
「
機
会
」
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
品
詞
は
一
般
的
に
名
詞
と
さ
れ

て
い
る
が
１

、
「
因
」
と
「
縁
」
で
構
成
さ
れ
た
「
因
縁
」
が
動
詞
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
る
。 
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「
因
縁
」
に
お
け
る
「
因
」
が
動
詞
的
原
義
を
持
つ
の
に
対
し
て
、「
縁
」
が
名
詞
で
、
物
の
端
に
あ
る
部
分
を
さ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
戦
国

時
代
頃
に
、「
木
に
縁
り
て
魚
を
求
む
（
縁
木
求
魚
）
」（
『
孟
子
・
梁
惠
王
上
』）
の
よ
う
に
、「
因
」
と
類
義
的
な
関
係
に
あ
る
「
よ
る
」
や
「
沿
う
」
な
ど
の
意
と
す

る
動
詞
的
な
用
法
が
現
れ
た
。
そ
の
後
、
名
詞
に
も
動
詞
に
も
用
い
ら
れ
る
語
と
し
て
定
着
し
た
。
た
だ
し
、
先
秦
時
代
で
は
、「
縁
」
は
名
詞
の
場
合
、
衣
服
の
「
縁
」

な
ど
の
意
を
指
す
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
右
の
よ
う
な
「
未
有
因
縁
也
」
に
お
け
る
「
因
縁
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
縁
」
は
名
詞
と
は
考
え
難
い
。 

し
た
が
っ
て
、「
因
縁
」
は
、
本
来
動
詞
で
あ
っ
た
「
因
」
と
「
縁
」
が
連
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
語
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
古
典
に
も
見
え
る
「
因

循
」
「
因
付
」
の
よ
う
に
、
当
初
は
意
義
を
強
調
す
る
た
め
に
類
義
語
を
重
ね
て
造
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
中
に
お
い
て
は
名
詞
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
「
因
」
お
よ
び
「
縁
」
の
本
来
的
な
用
法
に
よ
る
動
詞
が
体
言
化
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
体
言
的
に
使
わ
れ
た
「
因
」
に
つ
い

て
は
、『
史
記
』
に
以
下
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
２

。 

(

一)  

時
時
怨
望
厲
王
死
，
時
欲
畔
逆
，
未
有
因
也
。（
司
馬
遷
『
史
記
』
淮
南
衡
山
列
傳
、
紀
元
前
九
一
年
） 

(

二)  

勃
曰
：「
願
見
相
君
，
無
因
，
故
為
子
埽
，
欲
以
求
見
。」（『
史
記
』
齊
悼
惠
王
世
家
） 

(

三)  

今
吾
幸
先
用
，
而
能
用
秦
柄
者
，
獨
張
儀
可
耳
。
然
貧
，
無
因
以
進
。
吾
恐
其
樂
小
利
而
不
遂
，
故
召
辱
之
，
以
激
其
意
。（『
史
記
』
張
儀
列
傳
） 

(

四)  

臣
聞
明
月
之
珠
，
夜
光
之
璧
，
以
闇
投
人
於
道
路
，
人
無
不
按
劍
相
眄
者
。
何
則
？
無
因
而
至
前
也
。（『
史
記
』
魯
仲
連
鄒
陽
列
傳
） 

「
因
」
は
「
因
る
こ
と
」
も
し
く
は
「
因
る
も
の
」
３

を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、「
無
」
も
し
く
は
「
有
」
と
と
も
に
存
在
文
を
構
成
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。「
因
縁
」

を
「
因
（
る
）」
ま
た
は
「
縁
（
る
）
」
の
代
替
的
表
現
と
す
れ
ば
、「
未
有
因
縁
也
」
は
「
未
だ
因
縁
（
る
）
も
の/

こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
な
る
。
そ
の
「
因
縁
（
る
）

も
の/

こ
と
」
は
、
文
意
に
よ
っ
て
「
頼
り
と
す
る
も
の
（
こ
と
）」
の
意
で
、
仕
官
（「
求
事
為
小
吏
」）
に
有
利
な
条
件
、
と
り
わ
け
人
脈
を
さ
す
の
で
あ
る
。 

次
の
よ
う
な
、
後
漢
・
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
「
因
縁
」
の
用
例
か
ら
見
る
と
、「
有
因
縁
（
因
縁
有
り
）」
の
よ
う
な
名
詞
的
用
法
の
ほ
か
に
、
文
節
と
文
節
の
間
に

位
置
し
た
接
続
詞
的
な
表
現
も
あ
り
、
ま
た
、
動
詞
的
な
表
現
も
見
ら
れ
る
。
接
続
詞
の
場
合
は
、
前
文
の
内
容
に
よ
っ
て
後
文
の
出
来
事
が
起
き
る
こ
と
を
示
す
「
し

た
が
っ
て
」「
よ
っ
て
」
の
意
で
あ
り
、
動
詞
的
な
場
合
は
、「
因
循
す
る
」
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
用
法
的
に
は
、
古
典
に
お
け
る
「
因
」
と
は
一
致
し
、

こ
れ
ら
の
「
因
縁
」
が
「
因
」
の
代
替
語
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 
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(

五)  

三
郊
五
代
之
起
，
皆
有
因
縁
，
力
易
為
也
。（
王
充
『
論
衡
』
恢
國
、
八
〇
年
） 

(
六)  

觀
色
以
窺
心
，
皆
有
因
縁
以
准
的
之
。
（
『
論
衡
』
知
實
） 

(

七)  
時
黃
巾
新
破
，
兵
凶
之
後
，
郡
縣
重
斂
，
因
縁
生
姦
。（『
後
漢
書
』
郭
杜
孔
張
廉
王
蘇
羊
賈
陸
列
傳
） 

(

八)  

然
而
寒
溫
之
至
，
遭
與
賞
罰
同
時
，
變
復
之
家
，
因
縁
名
之
矣
。（『
論
衡
』
寒
溫
） 

(

九)  

今
幸
有
前
聖
遺
制
之
威
儀
，
誠
可
法
象
而
補
備
之
，
經
紀
可
因
縁
而
存
著
也
。（
班
固
『
漢
書
』
禮
樂
志
、
八
〇
年
頃
） 

(

一
〇)  

臣
嚴
幸
得
蒙
恩
更
生
，
冀
因
縁
先
姑
，
當
充
後
宮
。（
范
曄
『
後
漢
書
』
皇
后
紀
上
、
南
朝
宋
） 

二 

「
縁
に
因
る
」
構
造 

一
方
、『
三
国
志
』
に
お
い
て
は
、「
因
縁
」
は
上
記
の
よ
う
な
「
因
」
の
代
替
語
で
は
な
く
、
動
詞
「
因
」
と
「
縁
」
か
ら
な
る
「
縁
に
因
る
」
構
造
と
な
っ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
因
縁
求
欲
州
郡
」
に
お
け
る
「
因
縁
」「
求
欲
」「
州
郡
」
は
、
前
の
文
「
承
勢
竊
取
官
物
」
に
お
け
る
「
承
勢
」「
竊
取
」「
官
物
」
と
そ

れ
ぞ
れ
対
応
関
係
に
あ
り
、
「
求
欲
」
は
「
竊
取
」
と
同
様
に
、
類
義
語
の
二
つ
４

か
ら
構
成
さ
れ
た
動
詞
的
な
も
の
で
、「
州
郡
」
は
「
官
物
」
と
同
様
に
名
詞
で
あ

る
。
そ
こ
で
、「
承
勢
」
に
つ
い
て
見
る
と
、「
承
」
と
「
勢
」
か
ら
な
っ
た
「
勢
い
を
承
け
る
」
構
造
で
、「
承
」
が
動
詞
（
し
か
も
「
あ
と
を
継
ぐ
」
の
意
を
表
す
）

で
、
「
勢
」
が
名
詞
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
因
縁
」
に
つ
い
て
は
、「
縁
」
が
名
詞
で
あ
り
、
抽
象
的
な
意
義
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
場
合
、
「
因
」
は
前
置
詞
的
な
用
法
と
み
ら
れ
、
「
縁
」
は
、『
荘
子
』
に
あ
る
「
縁
則
不
離
」
の
用
法
５

か
ら
転
じ
て
、「
事
物
間
の
つ
な
が
り
」
を
意
味
し
、「
因
」

と
合
わ
せ
て
「
州
郡
を
求
欲
す
る
」
条
件
・
機
会
を
表
す
と
み
ら
れ
る
。 

(

一
一)  

承
勢
竊
取
官
物
，
因
縁
求
欲
州
郡
。（
陳
壽
『
三
國
志
・
魏
志
・
曹
爽
傳
』、
西
晋
） 

名
詞
「
縁
」
の
意
義
の
抽
象
化
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
に
見
る
と
、『
韓
非
子
』
の
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
お
け
る
「
縁
」
は
、
前
の
「
無
因
」

な
ど
と
同
様
に
形
式
名
詞
で
あ
り
、「
（
前
に
）
縁
る
こ
と
」
を
表
し
、「
根
拠
」
の
意
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
法
は
、
戦
国
か
ら
魏
晋
に
か
け
て
一
般
的
に
見
ら
れ
、
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こ
の
時
期
に
抽
象
的
な
意
義
を
表
す
「
縁
」
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
も
と
名
詞
的
用
法
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
比
較
的
定
着
し
易
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
意
義
に
つ
い
て
は
、「
根
拠
」
の
場
合
と
「
頼
み
」
の
場
合
が
あ
り
、『
三
国
志
』
に
お
い
て
は
、
主
に
「
つ
な
が
り
」
の
意
を
指
す
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。 (

一
二)  
先
物
行
先
理
動
之
謂
前
識
，
前
識
者
，
無
縁
而
忘
意
度
也
。（『
韓
非
子
』
解
老
） 

物
に
先
づ
行
ひ
、
理
に
先
づ
動
く
、
之
を
前
識
と
謂
ふ
。
前
識
は
、
縁
無
く
し
て
妄
り
に
意
度
す
る
な
り
。 

(

一
三)  

然
而
性
惡
之
言
，
有
縁
也
。（『
論
衡
』
本
性
） 

(

一
四)  

上
欲
侯
賢
而
未
有
縁
。（
『
漢
書
』
佞
幸
傳
） 

(

一
五)  

曹
今
雖
弱
，
然
實
天
下
之
英
雄
也
，
當
故
結
之
。
況
今
有
縁
，（『
三
国
志
』
魏
志
・
董
昭
傳
） 

(

一
六)  

正
既
還
，
為
松
稱
説
先
主
有
雄
略
，
密
謀
協
規
，
願
共
戴
奉
，
而
未
有
縁
。（『
三
国
志
』
蜀
志
・
法
正
傳
） 

(

一
七)  

羽
死
軍
破
，
國
内
憂
懼
，
無
縁
復
出
。（
『
三
國
志
』
魏
志
・
劉
曄
傳
） 

し
か
も
、
『
三
国
志
』
に
お
け
る
「
因
縁
」
は
、
既
出
の
も
の
を
含
め
て
、
そ
の
意
を
持
つ
「
縁
」
と
前
置
詞
「
因
」
に
よ
る
「
縁
に
因
る
」
構
造
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
こ
の
当
時
、
「
縁
」
の
名
詞
的
用
法
に
お
い
て
抽
象
的
意
義
が
定
着
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

(

一
八)  

今
世
婦
女
少
，
當
配
將
士
，
不
得
因
縁
取
以
為
妾
也
。（『
三
國
志
』
魏
志
・
文
德
郭
皇
后
） 

(

一
九)  

媿
無
因
縁
，
得
展
其
志
。
（
『
三
國
志
』
呉
志
・
胡
綜
傳
） 

(

二
〇)  

臣
伏
自
省
，
才
非
幹
國
，
因
縁
肺
腑
，
位
極
人
臣
（『
三
國
志
』
呉
書
・
孫
綝
傳
） 

(

二
一)  

但
小
人
因
縁
銜
命
，
不
務
奉
公
而
作
威
福
（『
三
國
志
』
呉
志
・
步
隲
傳
） 
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三 

「
因
縁
為
～
」
表
現 

さ
ら
に
、「
因
縁
為
市
」
と
い
っ
た
よ
う
な
表
現
が
あ
り
、「
因
縁
」
の
意
に
つ
い
て
「
不
良
の
官
吏
が
私
情
を
以
て
法
律
文
を
解
釈
し
て
利
を
得
る
こ
と
」
と
さ
れ

て
い
る
が
、
ほ
か
に
「
因
縁
為
略
」
や
「
因
縁
為
姦
」
な
ど
も
あ
り
、
決
し
て
前
記
の
よ
う
な
限
定
的
用
法
で
は
な
い
。
こ
こ
に
お
け
る
「
因
縁
」
は
、「
た
よ
る
」

の
意
と
し
た
二
つ
の
類
義
語
「
因
（
る
）」
と
「
縁
（
る
）」
の
連
用
に
よ
っ
て
、「
頼
り
合
う
」「
仲
間
と
付
き
合
う
」
の
意
で
あ
る
。「
因
縁
為
～
」
の
表
現
は
、
悪

い
こ
と
を
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、「（
悪
い
仲
間
と
）
つ
る
む
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
語
に
お
け
る
「
狼
狽
」
は
、「（「
狼
」

は
前
足
が
長
く
後
足
は
短
い
が
、
「
狽
」
は
そ
の
逆
で
、
常
に
と
も
に
行
き
、
離
れ
れ
ば
倒
れ
る
の
で
、
あ
わ
て
う
ろ
た
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
）
思
い
が
け
な
い

出
来
事
に
あ
わ
て
ふ
た
め
く
こ
と
」
６

の
意
と
し
て
い
る
が
、
現
代
中
国
語
に
お
い
て
は
、「
狼
狽
為
姦
」
と
い
う
四
字
熟
語
が
あ
り
、「
悪
人
が
と
も
に
行
動
し
て
悪

い
こ
と
を
す
る
」
と
い
う
意
で
、
前
記
の
「
因
縁
為
姦
」
と
一
致
し
て
い
る
。「
因
縁
為
～
」
に
お
け
る
「
因
縁
」
は
、
正
に
「
狼
狽
」
の
関
係
を
い
う
。 

(

二
二)  

姦
吏
因
縁
為
市
，
所
欲
活
則
傅
生
議
，
所
欲
陷
則
予
死
比
，
議
者
咸
冤
傷
之
。（『
漢
書
』
刑
法
志
） 

(

二
三)  

姦
虐
之
人
因
縁
為
利
，
至
略
賣
人
妻
子
（『
漢
書
』
王
莽
傳
中
） 

(

二
四)  

初
，
黃
巾
降
，
號
青
州
兵
，
太
祖
寬
之
，
故
敢
因
縁
為
略
。（『
三
國
志
』
魏
書
・
于
禁
傳
） 

(

二
五)  

或
一
事
殊
法
，
同
罪
異
論
，
姦
吏
得
因
縁
為
市
（『
後
漢
書
』
桓
譚
馮
衍
列
傳
上
） 

(

二
六)  

豪
右
因
縁
為
姦
，
小
民
不
能
得
其
平
（
『
後
漢
書
』
劉
趙
淳
于
江
劉
周
趙
列
傳
） 

総
じ
て
、
魏
晋
期
ま
で
の
「
因
縁
」
の
用
法
は
多
様
に
見
え
、「
因
」（
ま
た
は
「
縁
」）
の
代
替
語
、
条
件
や
機
会
を
示
す
「
縁
に
因
っ
て
」、「
つ
る
ん
で
（
悪
い

こ
と
を
す
る
）
」
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
が
優
位
だ
と
は
言
え
な
い
局
面
で
あ
る
。 
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第
三
節 

意
味
の
形
成 

一 
道
家
に
お
け
る
「
因
縁
」 

仏
教
は
中
国
へ
伝
来
し
た
後
漢
時
代
に
、
真
っ
先
に
土
着
の
道
家
的
思
想
と
の
間
に
交
流
が
発
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
後
漢
中
期
か
ら
老
荘
の
説
が

士
人
階
層
に
偏
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
民
間
に
「
太
平
道
」
７

を
名
乗
る
集
団
的
な
道
教
も
現
れ
た
と
い
う
時
代
的
背
景
と
関
わ
っ
て
い
る
。『
後
漢
書
』
に
記
載
さ

れ
た
よ
う
に
、
桓
帝
の
時
の
楚
王
英
と
い
う
人
物
は
、
道
教
と
仏
教
の
両
方
を
信
仰
し
て
い
た
８

。
桓
帝
に
道
教
の
経
典
と
さ
れ
た
「
于
吉
神
書
」（『
太
平
清
領
書
』）

を
献
上
し
た
襄
楷
と
い
う
人
物
も
、
仏
教
を
道
教
と
と
も
に
清
虚
無
欲
の
教
と
し
て
勧
め
た
９

。
ま
た
、
仏
教
が
民
間
に
展
開
す
る
際
に
道
教
的
内
容
が
導
入
さ
れ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
仏
教
自
体
未
だ
経
典
の
翻
訳
無
く
教
旨
難
解
に
し
て
容
易
に
一
般
民
衆
の
帰
信
を
博
し
得
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
事
よ
り
、
夙
に
そ
の
教
法
維

持
の
困
難
と
布
教
伝
道
の
必
要
を
痛
感
し
た
る
所
か
ら
道
教
的
信
仰
へ
の
融
合
調
和
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
」
１
０

で
あ
っ
た
。
後
に
、
重
要
な
仏
教
的
概
念
を
さ
す

語
と
も
な
っ
た
「
因
縁
」
に
つ
い
て
は
、
道
家
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 

後
漢
中
期
以
後
、
有
名
な
道
教
的
な
書
物
と
し
て
『
太
平
清
領
書
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
後
漢
の
順
帝
の
時
に
、
宮
崇
と
い
う
人
が
そ
の
師
で
あ
る

干
吉
が
得
た
神
書
と
し
て
、
朝
廷
に
献
上
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
桓
帝
の
時
に
襄
楷
が
再
び
同
書
を
献
上
し
た
。
ま
た
、

上
記
の
集
団
的
な
道
教
で
あ
る
「
太
平
道
」
が
、
後
漢
末
期
に
「
黄
巾
の
乱
」
１
１

を
起
こ
し
た
の
は
、
こ
の
『
太
平
清
領
書
』
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
『
太
平
経
』
１
２

は
、
『
太
平
清
領
書
』
が
伝
世
し
た
も
の
で
、
そ
の
思
想
内
容
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と
さ
れ
れ
て
い
る
。
１
３

そ
の
『
太
平
経
』

１
４

に
お
け
る
「
因
縁
」
の
用
例
（
一
部
）
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

(

二
七)  

故
天
者
、
乃
道
之
真
、
道
之
綱
、
道
之
信
，
道
之
所
因
縁
而
行
也
。
地
者
，
乃
德
之
長
，
德
之
紀
，
德
之
所
因
縁
而
止
也
。（『
太
平
経
』） 

(

二
八)  

故
因
縁
天
氣
，
得
與
通
人
之
辭
語
言
自
往
來
，
知
人
情
意
（『
太
平
経
』） 

(

二
九)  

蟲
蟻
之
人
，
亦
何
因
縁
得
天
心
意
，
所
壽
貪
惜
，
此
人
不
時
相
親
者
。（『
太
平
経
』） 
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(

三
〇)  

有
心
志
之
人
，
何
因
縁
得
著
錄
有
姓
名
乎?

 

（『
太
平
経
』） 

(
三
一)  

天
地
人
三
共
同
功
，
其
事
更
相
因
縁
也
。
無
陽
不
生
，
無
和
不
成
，
無
陰
不
殺
。
此
三
者
相
須
為
一
家
，
共
成
萬
二
千
物
。（『
太
平
経
』） 

こ
れ
ら
の
「
因
縁
」
は
い
ず
れ
も
動
詞
的
な
用
法
で
あ
る
。「
道
之
所
因
縁
而
行
也
（
道
の
因
縁
し
て
行(

あ
る)

く
所
な
り
）」
と
「
因
縁
天
氣
（
天
気
に
因
縁
す
）」

は
、
「
因
循
す
る
」
の
意
、
「
天
地
人
…
其
事
更
相
因
縁
也
（
天
地
人
は
そ
の
事
は
さ
ら
に
相
い
因
縁
す
る
な
り
）」
は
、
後
の
内
容
「
無
陽
不
生
，
無
和
不
成
，
無
陰

不
殺
。
此
三
者
相
須
為
一
家
」
に
よ
る
と
、「
依
存
す
る
」
の
意
で
あ
る
。
ま
た
、「
何
因
縁
」
に
お
け
る
「
何
」
は
「
因
縁
」
の
目
的
語
で
、
倒
置
さ
れ
て
疑
問
を
表

し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、「
因
縁
」
は
「
起
因
す
る
」
の
意
で
原
因
を
示
し
、
後
の
「
得
」
と
と
も
に
因
果
関
係
を
表
し
て
い
る
。
前
の
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、『
荘

子
』
の
時
代
か
ら
「
因
」
が
「
因
循
す
る
」
や
「
起
因
す
る
」
な
ど
の
意
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
総
じ
て
、『
太
平
経
』
に
お
け
る
「
因
縁
」
は
、「
因
（
る
）」

の
用
法
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
記
し
た
「
因
」
の
代
替
語
的
な
用
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

こ
う
し
た
『
太
平
経
』
は
、
原
書
と
さ
れ
る
『
太
平
清
領
書
』
と
は
別
物
で
あ
る
と
は
言
え
、「
因
縁
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
同
時
期
の
『
漢
書
』、『
論
衡
』
な

ど
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
そ
の
内
容
や
語
彙
を
一
定
程
度
反
映
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
因
縁
」
と
い
う
語
も
『
太
平
清

領
書
』
を
代
表
と
す
る
当
時
の
道
家
思
想
界
に
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
そ
の
概
念
は
、
後
漢
末
期
に
一
世
を
風
靡
し
た
「
太
平
道
」
思
想
を
通

し
て
、
下
層
の
民
衆
に
も
知
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

二 

仏
教
に
お
け
る
展
開 

仏
教
は
お
よ
そ
紀
元
前
後
ご
ろ
西
域
を
経
由
し
て
中
国
に
伝
え
ら
れ
、
六
七
年
、
後
漢
の
明
帝
の
時
期
に
、
洛
陽
に
白
馬
寺
１
５

が
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
中
国

へ
の
仏
教
伝
来
を
象
徴
的
に
示
す
事
柄
で
あ
る
。
白
馬
寺
を
代
表
と
し
て
洛
陽
に
は
早
く
も
訳
経
所
が
設
け
ら
れ
、
西
域
や
イ
ン
ド
か
ら
来
た
渡
来
僧
が
そ
の
指
導
に

当
た
っ
た
。
中
で
も
最
も
有
名
な
の
が
、
一
四
八
年
頃
、
桓
帝
の
時
に
、
洛
陽
に
や
っ
て
き
た
安
息
国
（
バ
ル
テ
ィ
ア
）
出
身
の
僧
安
世
高
で
あ
る
。
彼
は
二
十
余
年

間
中
国
に
滞
在
し
、
『
安
般
守
意
経
』
等
三
十
四
部
四
十
巻
を
訳
出
し
て
仏
教
信
仰
を
広
め
た
。
最
初
の
本
格
的
訳
経
者
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
１
６

以
下
の
よ
う
に
、

彼
の
訳
経
と
さ
れ
る
仏
典
１
７

に
は
「
因
縁
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
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(

三
二)  

如
是
因
縁
。
阿
難
。
可
知
爲
深
微
妙
。
從
有
本
生
死
明
亦
微
妙
。
若
有
問
。
有
老
死
因
縁
。
問
是
。
便
報
有
因
縁
。
何
因
縁
阿
難
老
死
。
便
報
生

故
。
若
有
問
。
有
生
因
縁
。
問
是
。
便
報
有
因
縁
。
何
因
縁
生
。
有
故
爲
生
。
若
有
問
。
有
因
縁
有
。
便
報
有
因
縁
有
。
何
因
縁
有
。
報
受
因
縁

有
。
若
有
問
。
有
因
縁
受
。
報
有
因
縁
受
。
何
因
縁
受
。
報
爲
愛
求
因
縁
受
。
如
是
阿
難
。
從
愛
求
因
縁
受
。
從
受
因
縁
有
。
從
有
因
縁
生
。
從
生

因
縁
老
死
憂
悲
苦
不
可
意
惱
生
。
如
是
爲
具
足
最
苦
陰
。
從
是
有
習
。
生
因
縁
阿
難
爲
老
死
。
是
故
説
。
是
爲
從
是
致
有
是
。
當
從
是
阿
難
分
明
。

爲
生
因
縁
老
死
。（
安
世
高
訳
『
佛
説
人
本
欲
生
經
』、
後
漢
） 

(

三
三)  

當
何
因
縁
得
止
意
。
聽
説
安
般
守
意
。
何
等
爲
安
。
何
等
爲
般
。
安
名
爲
入
息
。
般
名
爲
出
息
。
念
息
不
離
是
名
爲
安
般
。
守
意
者
欲
得
止
意
。（
安

世
高
訳
『
佛
説
大
安
般
守
意
經
』
、
後
漢
） 

(

三
四)  

知
起
何
所
滅
何
所
。
滅
者
爲
受
十
二
因
縁
人
。
從
十
二
因
縁
生
。
亦
從
十
二
因
縁
死
。（
安
世
高
訳
『
佛
説
大
安
般
守
意
經
』、
後
漢
） 

(

三
五)  

彼
受
因
縁
有
爲
三
有
。
一
欲
界
。
二
色
界
。
三
無
色
界
。
是
名
爲
三
有
。
彼
有
因
縁
生
。（
安
世
高
訳
『
陰
持
入
經
』、
後
漢
） 

(

三
六)  

從
是
欲
致
無
爲
故
。
何
因
縁
致
無
爲
。
不
欲
有
餘
爲
故
。（
安
世
高
訳
『
道
地
經
』、
後
漢
） 

上
記
の
「
有
因
縁
」
と
「
何
因
縁
」
の
よ
う
な
表
現
が
前
記
し
た
よ
う
に
同
時
代
の
漢
籍
に
も
現
れ
、「
因
縁
」
が
「
因
循
す
る
」
と
「
起
因
す
る
」
の
意
と
し
て
、

条
件
と
原
因
を
表
す
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
「k

ā
r
aṇ

a

」
の
訳
語
に
該
当
す
る
も
の
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
１
８

。 (

三
三)

「
何
因
縁
…
得
…
」
や(

三
六)

「
何
因

縁
…
致
…
」
な
ど
と
同
様
に
、(

三
二) 

「
有
因
縁
生
」
、「
有
因
縁
有
」
に
お
い
て
は
、「
生
」
と
「
有
」
が
、「
生
ず
る
」「
存
在
す
る
」
の
意
で
「
因
縁
」
に
よ
る
結

果
を
表
し
、
全
体
的
に
は
因
果
関
係
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
仏
教
的
因
果
関
係
を
示
す(

三
四)

「
十
二
因
縁
」
１
９

と
い
う
概
念
も
現
れ
、「
因
縁
」
は
こ
の
時
点

で
す
で
に
仏
教
語
的
性
格
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、(

三
六)

「
何
因
縁
致
無
爲
（
何
に
因
縁
し
て
無
為
と
致
る
）」
に
は
、
道
家
的
用
語
で
あ
る
「
無
為
」
と
い
う
語
が

現
れ
、
こ
こ
に
お
け
る
「
因
縁
」
は
、「
無
為
」
と
な
る
方
法
、
い
わ
ゆ
る
道
家
に
お
け
る
「
因
循
」
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、「
何
因
縁
」
と
い
う
疑

問
表
現
が
前
掲
の
『
太
平
経
』
な
ど
の
道
家
的
著
作
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
初
期
仏
典
の
書
か
れ
た
時
に
は
、
道
家
的
語
彙
や
表
現
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
前
記
の
通
り
、
安
世
高
が
活
躍
し
た
後
漢
の
中
末
期
に
は
、
道
家
的
思
想
が
士
人
か
ら
貧
民
ま
で
の
広
い
階
層
に
関
心
が
広
が
っ
て
い
た
。
外
来
宗
教
で

あ
る
仏
教
を
、
世
間
に
広
げ
る
た
め
に
、
土
着
の
、
し
か
も
流
行
の
道
家
の
説
を
利
用
す
る
の
は
必
然
的
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
前
記
の
『
後
漢
書
』
に
お
け

る
楚
王
英
の
記
載
か
ら
見
る
と
、
確
か
に
仏
教
が
当
時
の
道
家
に
接
近
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
因
縁
」
と
い
う
語
は
、
訳
経
者
た
ち
に
よ
っ
て
道
家
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か
ら
借
用
さ
れ
、
仏
教
の
世
界
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

そ
の
直
後
の
三
国
時
代
に
成
立
し
た
訳
経
に
も
「
因
縁
」
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。
用
法
的
に
は
、
既
出
の(

三
八)

理
由
を
示
す
「
何
因
縁
」
と
、(

四
〇)

術
語
的
な

「
十
二
因
縁
」
と
が
あ
り
、「
無
」
の
状
態
か
ら(

三
七)

「
生
」、(

三
九)

「
成
」
の
結
果
を
得
る
条
件
や
方
法
を
示
す
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
安
世
高
の
訳
経
に

お
け
る
「
因
縁
」
と
大
差
が
な
い
。
「
従
何
因
縁
」
と
い
う
表
現
か
ら
見
る
と
、
そ
の
「
何
因
縁
」
に
お
け
る
「
因
縁
」
が
名
詞
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
総

じ
て
、
三
国
時
代
に
お
い
て
「
因
縁
」
が
仏
教
用
語
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
十
二
因
縁
」
と
い
っ
た
よ
う
な
特
定
の
概
念
を
さ
す
も
の
以
外

は
、
ま
だ
動
詞
的
用
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。 

(

三
七)  

亦
是
世
所
有
無 
是
因
縁
便
欲
生
（
支
謙
譯
『
佛
説
義
足
經
』、
三
国
・
呉
） 

(

三
八)  

悉
生
念
疑
。
佛
及
比
丘
僧
。
從
何
因
縁
。
致
是
惡
名
聲
厄
。（『
佛
説
義
足
經
』） 

(

三
九)  

有
本
自
無 

因
縁
成
諸
（
康
僧
會
譯
『
六
度
集
經
』、
三
国
・
呉
） 

(

四
〇)  

道
人
以
眼
觀
世
生
死
。
但
以
十
二
因
縁
。
念
此
一
其
心
得
禪
。（『
六
度
集
經
』） 

し
か
し
、
そ
の
後
、
中
国
が
大
分
裂
を
迎
え
た
四
、
五
世
紀
の
時
代
に
お
け
る
訳
経
に
は
、
東
晋
十
六
国
時
代
に
成
立
し
た
『
中
論
』
を
代
表
と
し
て
、
下
記(

四

一)

～(

四
三)

の
よ
う
に
、
「
因
縁
」
が
対
象
語
と
な
る
用
例
が
多
く
、
名
詞
化
、
概
念
化
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、「
因
縁
」
が
仏
教
語
と
し
て
定

着
し
て
い
っ
た
。 

(

四
一)  

已
總
破
一
切
因
縁
。
今
欲
聞
一
一
破
諸
縁
。（
鳩
摩
羅
什
譯
『
中
論
・
觀
因
縁
品
第
一
』、
後
秦
） 

(

四
二)  

若
法
從
因
縁
有
。
不
應
言
無
因
。
若
無
因
縁
則
如
我
説
。（『
中
論
・
觀
五
陰
品
第
四
』） 

(

四
三)  

顛
倒
因
縁
故
往
來
生
死
。
（
『
中
論
・
觀
觀
業
品
第
十
七
』） 

 

上
記
の
『
中
論
』
は
、
唐
代
の
玄
奘
三
蔵
と
と
も
に
「
訳
聖
」
と
称
さ
れ
る
鳩
摩
羅
什
２
０

（
三
四
四
～
四
一
三
年
）
の
著
で
、
二
、
三
世
紀
イ
ン
ド
の
初
期
大
乗
仏
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教
の
僧
で
あ
る
龍
樹
の
原
著
の
注
釈
書
か
ら
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
２
１

。
こ
の
著
を
通
し
て
、
鳩
摩
羅
什
が
中
国
仏
教
に
龍
樹
系
の
中
観
思
想
を
初
め
て
紹
介
し
、
イ

ン
ド
大
乗
仏
教
の
正
系
と
直
結
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
『
中
論
』
に
お
い
て
「
因
縁
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

(

四
四)  
何
謂
四
縁 

*

因
縁
次
第
縁 

縁
縁
増
上
縁 

四
縁
生
諸
法 

更
無
第
五
縁 

一
切
所
有
縁
。
皆
攝
在
四
縁
。
以
是
四
縁
萬
物
得
生
。
因
縁
名
一
切
有

爲
法
。
次
第
縁
除
過
去
現
在
阿
羅
漢
最
後
心
心
數
法
。
餘
過
去
現
在
心
心
數
法
。
縁
縁
増
上
縁
一
切
法
。
答
曰 

果
爲
從
縁
生 

爲
從
非
縁
生 

是

縁
爲
有
果 

是
縁
爲
無
果 

＊
因
縁
、H

et
u

－pratyaya

（『
中
論
・
觀
因
縁
品
第
一
』） 

上
記
に
よ
っ
て
、「
因
縁
」
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
「h

e
tu

－pratyaya

」
の
訳
で
あ
る
。「
因
（hetu

）」
は
広
義
的
な
原
因
の
意
、「
縁(pratyaya)

」
は
「
万
物

得
生
」
の
一
切
の
条
件
を
さ
し
、
合
わ
せ
て
「
因
す
な
わ
ち
縁
」、「
因
と
な
る
縁
」
の
意
と
な
る
。「
中
論
」
に
お
い
て
は
、「
因
縁
」
が
「
縁
」
の
四
分
類
で
あ
る
「
四

縁
」
の
一
つ
と
さ
れ
、「
一
切
有
為
法
」
つ
ま
り
、
何
ら
か
の
意
味
で
つ
な
が
り
の
あ
る
一
切
の
も
の
を
い
う
２
２

。「
因
縁
」
お
よ
び
そ
の
構
成
要
素
の
「
因
」
と
「
縁
」

に
は
、
仏
教
的
意
義
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、「
因
縁
」
は
、
完
全
な
仏
教
語
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
仏
教
語
「
因
縁
」
の
定
義
は
そ
れ
の

み
で
は
な
く
、
後
に
多
種
多
様
な
意
義
が
生
じ
て
く
る
。
現
在
で
は
、「
因
」
が
結
果
を
招
く
べ
き
直
接
の
原
因
、「
縁
」
が
因
を
助
け
て
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
間
接
の

原
因
、「
因
縁
」
が
両
者
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
生
滅
関
係
を
意
味
す
る
と
い
う
の
が
最
も
一
般
的
な
釈
義
で
あ
る
。 

四 

古
典
に
お
い
て 

一
方
、
唐
初
に
成
立
し
た
『
南
史
』(

四
五)

や
『
隋
書
』(

四
六)
に
は
、
仏
教
語
と
し
て
の
「
因
縁
」
が
初
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
唐
代
以
前
に
そ
の
仏
教
語
化

が
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
「
因
縁
」
の
用
法
と
並
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
寧
ろ
文
語
中
心
の
史
書
な
ど
に
お
い
て
は
、
仏
教
関
係
の
説
話

を
除
く
と
、
従
来
の
意
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
因
縁
為
姦
」、「
因
縁
為
利
」
な
ど
は
、
一
種
の
慣
用
表
現
と
し
て
、
そ
の
使

用
が
近
代
ま
で
続
い
て
い
る
。 

(

四
五)  

帝
所
為
慘
毒
之
事
，
顒
不
敢
顯
諫
，
輒
誦
經
中
因
縁
罪
福
事
，
帝
亦
為
之
小
止
。（
李
延
寿
『
南
史
』
列
傳
第
二
十
四
・
周
朗 

族
孫
顒
、
唐
初
） 

(

四
六)  

因
謂
佗
鉢
曰
：
「
齊
國
富
強
者
，
為
有
佛
法
耳
。」
遂
說
以
因
縁
果
報
之
事
。（
魏
徴
、
長
孫
無
忌
『
隋
書
』
列
傳
第
四
十
九
・
北
狄 

突
厥
、
唐
初
） 
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(

四
七)  

訪
人
家
有
女
者
，
輒
矯
暕
命
呼
之
，
載
入
暕
宅
，
因
縁
藏
隱
，
恣
行
淫
穢
，
而
後
遣
之
。（『
隋
書
』
列
傳
第
二
十
四
・
煬
三
子 

齊
王
暕
） 

(
四
八)  

琨
在
路
上
表
曰
：「
臣
以
頑
蔽
，
志
望
有
限
，
因
縁
際
會
，
遂
忝
過
任
。（
房
玄
齢
『
晉
書
』
列
傳
第
三
十
二
・
劉
琨
、
唐
初
） 

 

(

四
九)  
貴
族
之
門
多
不
率
法
，
或
貪
利
財
賂
，
或
因
縁
私
好
，
在
於
苟
合
，
無
所
擇
選
。（
李
延
寿
『
北
史
』
魏
本
紀
・
第
二
高
宗
文
成
帝 

拓
拔
濬
、
唐

初
） 

(

五
〇)  

近
以
江
淮
饑
，
命
行
省
賑
之
，
吏
與
富
民
因
縁
為
姦
，
多
不
及
於
貧
者
。（
宋
濂
『
元
史
』
本
紀
第
十
五
・
世
祖 

忽
必
烈
、
明
） 

(

五
一)  

吏
因
縁
為
姦
，
民
大
困
。
（
張
廷
玉
『
明
史
』
列
傳
第
一
百
九
十
七
・
流
賊 

李
自
成
、
清
） 

(

五
二)  

而
治
之
者
往
往
違
水
之
性
，
逆
水
之
勢
，
以
與
水
爭
地
，
甚
且
因
縁
為
利
，
致
潰
決
時
聞
，
勞
費
無
等
，
患
有
不
可
勝
言
者
。（
趙
爾
巽
『
清
史
稿
』

志
一
百
一
・
河
渠
一 

黃
河
、
民
国
） 

そ
し
て
、
「
因
縁
」
の
仏
教
語
的
用
法
に
つ
い
て
は
、
北
宋
時
代
に
成
立
し
た
説
話
集
で
あ
る
『
太
平
広
記
』
２
３

に
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
過
去
の
因
縁
、

い
わ
ゆ
る
以
前
か
ら
定
ま
っ
た
運
命
、
関
係
と
い
う
意
２
４

と
す
る
も
の
が
多
い
。
南
北
朝
時
代
か
ら
隋
唐
に
か
け
て
、
仏
教
文
化
が
世
間
に
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
因
縁
」
の
よ
う
な
仏
教
語
が
、
日
常
生
活
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

(

五
三)  

法
和
求
道
之
人
，
尚
不
希
釋
梵
天
王
，
豈
窺
人
主
之
位
，
但
與
主
有
香
火
因
縁
救
援
耳
。（『
太
平
廣
記
』
異
人
二
・
陸
法
和
） 

(

五
四)  

與
君
戲
調
，
蓋
因
縁
之
故
，
有
此
私
情
。（
『
太
平
廣
記
』
報
應
十
一
・
崇
經
像
・
李
元
平
） 

(

五
五)  

兒
於
趙
宗
家
有
宿
因
縁
，
死
後
當
與
宗
為
孫
。（『
太
平
廣
記
』
悟
前
生
一
・
馬
家
兒
） 

(

五
六)  

人
生
因
縁
業
相
之
事
，
皆
由
前
定
。（
『
太
平
廣
記
』
虎
四
・
申
屠
澄
） 

(

五
七)  

今
日
相
遇
，
乃
前
生
因
縁
耳
，
勿
謂
妾
無
玉
潔
松
貞
之
志
，
放
蕩
如
斯
。（『
太
平
廣
記
』
雜
傳
記
八
・
非
煙
傳
皇
甫
枚
譔
） 
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な
お
、
と
り
わ
け
男
女
の
因
縁
と
い
う
意
を
さ
す
「
姻
縁
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
元
明
以
降
の
白
話
小
説
を
通
し
て
世
間
に
広
が
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
時

期
に
は
「
因
縁
」
の
使
用
が
減
少
し
て
い
る
。「
姻
縁
」
は
、
男
女
の
関
係
を
示
す
の
が
多
い
も
の
の
、
仏
教
語
的
意
味
を
示
す
場
合
も
あ
る
２
５

。
こ
の
語
は
現
代
中

国
語
に
お
い
て
も
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
。 

(

五
八)  
淤
泥
中
生
出
比
目
魚
、
不
明
白
展
汚
了
姻
縁
簿
（
王
実
甫
『
西
廂
記
』、
元
） 

(

五
九)  

我
想
著
我
俗
家
先
母
也
是
抛
打
繍
毬
，
遇
舊
姻
縁
，
結
了
夫
婦
。（
呉
承
恩
『
西
遊
記
』、
明
） 

(

六
〇)  

想
當
初
，
姻
縁
錯
配
，
奴
把
你
當
男
兒
漢
看
覷
。（
蘭
陵
笑
笑
生
『
金
瓶
梅
』、
明
） 

(

六
一)  

兀
那
柳
春
陶
氏
，
你
不
知
這
段
姻
縁
，
聽
貧
道
從
頭
説
與
！
（
賈
仲
名
『
昇
仙
夢
』、
明
） 

(

六
二)  

之
を
婿
養
子
制
度
と
云
ふ 
婿
養
子
と
舅
姑
と
の
姻
縁
を
國
法
に
て
親
子
と
認
む
（
森
有
礼
「
妻
妾
論
（
二
）」、
一
八
七
四
） 

(

六
三)  

噫
（
あ
あ
）
僕
の
本
来
の
性
質
の
ま
ま
な
ら
ば
、
君
の
手
を
把
（
と
）
り
君
の
背
を
推
（
お
）
し
、
強
迫
し
て
も
此
の
好
姻
縁
（
イ
ン
エ
ン
）
を
結

ば
す
る
も
の
を
（
幸
田
露
伴
『
露
団
々
』、
一
八
八
九
） 

第
四
節 

日
本
古
典
に
お
い
て 

一 

公
家
日
記 

日
本
に
お
い
て
は
、
七
世
紀
前
期
に
す
で
に
「
因
縁
」
の
使
用
例
が
あ
り
、
早
期
仏
典
に
用
い
ら
れ
た
語
と
し
て
仏
教
の
の
伝
来
と
と
も
に
移
入
さ
れ
た
。
仏
教
関

係
の
著
作
を
除
く
と
、
比
較
的
早
い
例
と
し
て
は
、
筑
紫
国
風
土
記
の
記
載
が
あ
り
、「
因
縁
」
が
名
詞
と
し
て
「
よ
し
」
と
訓
読
さ
れ
、
縁
故
、
理
由
の
意
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。
過
去
の
因
縁
、
関
係
と
い
う
仏
教
語
的
意
義
か
ら
由
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
因
縁
」
は
、
一
般
的
な
使
用
に
お
い
て
も
、
当
初
か
ら
仏
教
語
的
性

格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 
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(

六
四)  

息
長
足
比
売
命
、
欲
伐
新
羅
、
閲
軍
之
際
、
懐
娠
漸
動
。
時
取
両
石
、
挿
著
裙
腰
、
遂
襲
新
羅
。
凱
旋
之
日
、
至
芋
湄
野
、
太
子
誕
生
。
有
此
因

縁
、
曰
芋
湄
野
。（
「
逸
文
・
筑
紫
の
国
」）
２
６ 

息
長
足
比
売(

お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め)

の
命(

み
こ
と)

、
新
羅
を
伐(

う)

た
む
と
し
た
ま
ひ
て
、
軍(

み
い
く
さ)

を
閲(

み
そ
な)

は
し
た
ま
ひ
し
際

(
と
き)

、
懐
娠(

は
ら)

み
た
ま
ひ
て
漸(

や
く
や
く)

に
動
き
き
。
時
に
両
の
石
を
取
り
裙(

み
も)

の
腰
に
挿
著(

は
さ)

み
た
ま
ひ
て
、
遂
に
新
羅
を

襲(
う)

ち
た
ま
ふ
。
凱
旋
之
日(

か
ち
か
へ
る
ひ)

、
芋
湄
野(

う
み
の)

に
至
り
た
ま
ふ
に
、
太
子
誕
生
れ
ま
せ
り
。
こ
の
因
縁(

よ
し)

あ
り
て
、
芋

湄
野(
う
み
の)

と
曰
ふ
。 

ま
た
、
院
政
期
成
立
の
『
色
葉
字
類
抄
』
に
「
因
縁 

内
典
分
・
イ
ン
エ
ン
・
又
人
倫
部
」
と
あ
り
、
藤
原
道
長
の
『
御
堂
関
白
記
』
に
あ
る
「
家
業
件
女
方
因
縁
」

と
い
う
用
例
が
「
縁
者
」
と
い
う
「
人
倫
部
」
に
属
す
る
意
味
で
使
わ
れ
た
こ
と
は
、
堀
畑
正
臣
（
一
九
八
九
）
２
７

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
堀
畑
に
よ
る
と
、

「
因
縁
」
の
「
依
拠
す
る
」
な
ど
の
動
詞
的
意
義
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、「
原
因
」
や
「
関
係
」
な
ど
の
仏
教
語
的
意
義
と
「
親
類
・
縁
者
」
の
う
ち
の
「
縁

者
」
、
い
わ
ゆ
る
「
姻
戚
」
は
伝
わ
っ
た
。
そ
の
「
縁
者
」
の
意
を
確
か
め
る
た
め
に
、
堀
畑
が
平
安
時
代
か
ら
室
町
中
期
の
一
部
の
文
学
作
品
に
使
用
さ
れ
た
「
因

縁
」
に
つ
い
て
、
「
仏
教
語
」
と
「
縁
者
」
の
大
別
二
種
に
分
類
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
仏
教
語
」
の
意
が
多
い
の
に
対
し
て
、「
縁
者
」
の
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
た
例
は
極
め
て
少
な
い
。 

(

六
五)  

廿
五
日
、
癸
亥
、
従
中
宮
参
大
内
、
罷
参
皇
太
后
宮
、
来
土
御
門
、
候
内
祭
主
輔
親
宅
家
雑
人
多
至
成
濫
行
云
〃
、
仍
遣
随
身
令
問
案
内
、
辰
時
許

事
也
、
只
今
無
一
人
云
〃
、
仍
以
家
業
令
成
日
記
、
是
蔵
云
女
方
宇
波
成
打
云
〃
、
家
業
件
女
方
因
縁
、
仍
遣
此
…
（
藤
原
道
長
『
御
堂
関
白
記
』、

長
和
元
（
一
〇
一
二
）
年
二
月
二
十
五
日
） 

一
方
、「
縁
者
」
の
意
味
で
使
わ
れ
た
『
宇
津
保
物
語
』
の
例
に
つ
い
て
、
原
田
芳
起
（
一
九
七
三
）
２
８

は
、「「
前
世
の
因
縁
に
よ
っ
て
こ
の
家
の
婿
に
な
ら
れ
る

人
は
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
端
的
に
い
え
ば
、
「
こ
の
家
の
縁
者
―
婿
は
」
で
あ
る
「
因
縁
」
即
ち
「
縁
者
」
と
飛
躍
し
て
し
ま
う
。
も
っ
と
も
「
因
縁
」
を
こ
の
よ

う
に
用
い
た
の
は
、
こ
の
一
例
に
と
ど
ま
り
、
前
に
も
後
に
も
な
い
特
殊
現
象
と
し
て
終
わ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。 

(

六
六)  

本
意
あ
り
て
、
因
縁
と
も
の
し
た
ま
は
む
人
、
同
じ
所
に
て
見
語
ら
ひ
た
て
ま
つ
ら
む
、
と
て
お
は
し
ま
さ
せ
し
を
（『
宇
津
保
物
語
・
国
譲 

上
・

三
九
』） 
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こ
れ
に
対
し
て
、
堀
畑
は
否
定
的
な
意
見
を
持
ち
、
公
家
日
記
に
お
け
る
「
因
縁
」
を
考
察
し
、「
縁
者
」
の
意
が
多
い
と
い
う
結
果
を
得
て
い
る
、
さ
ら
に
、「
縁

者
」
の
意
で
用
い
ら
れ
た
場
合
は
「
娘
婿
」
や
「
姉
妹
の
婿
」
の
関
係
に
あ
る
者
を
指
す
こ
と
が
多
い
と
し
て
い
る
。 

(

六
七)  
元
卓
朝
臣
来
云
、
昨
日
躑
躅
會
無
尊
客
、
両
相
府
是
主
人
也
、
其
外
或
囙
２
９

縁
、
或
子
息
、
又
下
﨟
云
〃
（『
御
堂
関
白
記
』、
長
和
二
（
一
〇
一

三
）
年
七
月
二
十
六
日
） 

(

六
八)  

夜
〃
稱
但
馬
百
姓
令
呼
言
、
是
俊
孝
朝
臣
所
為
云
〃
、
諸
人
所
申
、
俊
孝
近
曾
有
事
縁
下
向
但
州
、
行
不
善
事
、
為
國
致
濫
吹
、
國
司
在
京
之
間

云
〃
、
帰
国
之
後
追
上
俊
孝
、
譴
責
囙
縁
之
者
、
忽
成
忿
怨
俊
孝
所
為
云
〃
、（『
御
堂
関
白
記
』
長
元
元
（
一
〇
二
八
）
年
七
月
二
十
六
日
） 

そ
れ
ら
の
「
因
縁
」
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
前
世
の
因
縁
に
よ
っ
て
こ
の
家
の
婿
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
解
釈
で
き
る
が
、
仏
教
語
と
す
る
「
因
縁
」
は
、

下
記
の
「
是
大
因
縁
也
」
の
よ
う
に
、
「
仏
と
結
縁
さ
せ
る
も
の
」
の
意
が
あ
る
の
で
、
転
じ
て
「（
身
内
と
）
結
縁
さ
せ
る
も
の
」「
縁
者
と
な
る
も
の
」
す
な
わ
ち

「
姻
戚
」
の
類
を
表
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、『
御
堂
関
白
記
』
に
あ
る
「
為
因
縁
（
因
縁
を
為
す
）」
に
つ
い
て
は
、「
結
縁
す
る
」
の
意
で
、
普
通

に
「
結
婚
」「
婚
礼
」
と
し
て
も
問
題
が
な
い
。 

(

六
九)  

逝
者
平
生
常
帰
弟
子
、
造
次
不
忘
、
是
大
因
縁
也
（『
権
記
』、
長
保
元
（
九
九
九
）
年
八
月
二
六
日
） 

(

七
〇)  

此
夜
左
三
位
中
将
為
皇
太
后
宮
大
夫
因
縁
（『
御
堂
関
白
記
』、
長
和
元
年
四
月
二
十
七
日
） 

(

七
一)  

宰
相
云
、
関
白
被
密
語
云
、（
中
略
）、
亦
密
語
云
、
以
四
位
侍
従
師
房
為
因
縁
事
、
取
気
色
可
告
事
、
若
不
許
者
何
為
、
若
有
冝
気
撰
吉
日
欲
申
消

息
者
、（
『
御
堂
関
白
記
』
治
安
三
（
一
〇
二
三
）
年
六
月
二
十
三
日
） 

ま
た
、
仏
教
的
世
界
観
で
考
え
る
と
、「
因
縁
」
が
つ
な
が
り
の
あ
る
一
切
の
も
の
を
指
す
た
め
、
下
記
の
例
で
は
、
堀
畑
が
言
う
よ
う
に
、「
經
通
・
兼
綱
」
な
ど

の
人
物
が
「
左
府
（
道
長
）」
の
親
類
縁
者
に
あ
た
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
や
や
不
明
な
場
合
、
何
ら
か
の
つ
な
が
り
の
あ
る
者
と
し
て
も
よ
か
ろ
う
。 

(

七
二)  

左
府
遏
絶
資
平
事
、
擧
奏
之
人
有
其
數
云
〃
、
經
通
・
兼
綱
・
道
雅
・
定
頼
云
〃
、
資
平
事
確
執
殊
甚
云
〃
、
是
只
依
非
親
・
囙
縁
也
、
當
時
執
權

之
臣
先
貢
物
、
次
非
親
・
囙
縁
者
、
此
外
人
雖
當
其
仁
、
徒
委
塵
土
而
已
、（『
御
堂
関
白
記
』、
長
和
三
（
一
〇
一
四
）
年
三
月
二
十
三
日
） 
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ほ
か
に
、「
因
縁
入
司
」
や
「
因
縁
相
應
」
に
お
け
る
「
因
縁
」
は
、
漢
籍
に
も
多
く
見
ら
れ
る
「
縁
に
因
っ
て
」
の
用
法
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
有
因

縁
」
は
、「
関
係
が
有
る
」
と
の
意
で
、「
因
縁
」
が
「
つ
な
が
り
」「
関
係
」
を
表
す
の
は
唐
以
降
に
見
ら
れ
る
用
法
で
あ
る
３
０

。
従
来
の
用
法
「
縁
に
因
る
」
に
は

「
縁
」
が
「
つ
な
が
り
」
を
表
し
、「
因
縁
」
の
原
義
で
あ
る
「
因
縁
す
る
」「
頼
る
」
の
対
象
も
つ
な
が
り
の
あ
る
者
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
当
然
、
姻
戚
関

係
が
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
単
独
で
「
縁
者
」
を
表
す
例
が
漢
籍
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。 

(

七
三)  

巳
時
許
定
基
僧
都
来
傳
禅
閣
御
消
息
趣
、
已
有
言
約
、
囙
縁
相
應
歟
、
慮
外
事
也
、
可
感
、（
萬
壽
二
年
十
月
十
三
日
） 

(

七
四)  

今
夜
侍
従
中
納
言
殿
中
将
君
歟
因
縁
入
司
、（『
左
経
記
』
寛
仁
二
（
一
〇
一
八
）
年
三
月
十
三
日
） 

(

七
五)  

時
介
良
兼
依
有
因
縁
、
到
着
於
常
陸
国
也
、（『
将
門
記
』） 

(

七
六)  

于
時
將
門
之
駈
使
丈
部
子
春
丸
依
有
因
縁
、
屡
融
於
常
陸
国
石
田
庄
邊
之
田
屋
（『
将
門
記
』） 

総
じ
て
、
「
縁
者
」
を
表
す
「
因
縁
」
は
、
仏
教
語
か
ら
転
用
さ
れ
た
日
本
語
特
有
の
用
法
で
、
広
義
で
は
仏
教
語
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
学

作
品
に
「
縁
者
」
の
意
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
み
る
と
、
こ
の
意
味
は
和
化
漢
文
特
有
の
用
法
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

二 

中
古
文
学
に
お
け
る
「
因
縁
」 

先
行
研
究
で
は
、
古
典
文
学
作
品
に
使
用
さ
れ
た
「
因
縁
」
に
仏
教
語
と
し
て
の
用
法
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
に
お
け
る
「
因
縁
」
の
仏
教
語
の
意

味
に
つ
い
て
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
結
果
を
引
き
起
こ
す
直
接
の
内
的
原
因
で
あ
る
因
と
、
そ
れ
を
外
か
ら
助
け
る
間
接
的
原
因
で
あ
る
縁
」

「
四
縁
の
一
つ
」「
十
二
因
縁
（
す
な
わ
ち
縁
起
）
」「
仏
と
結
縁
さ
せ
る
も
の
」
と
あ
る
。
ほ
か
に
仏
教
語
と
さ
れ
て
い
な
い
意
味
は
、「
前
世
か
ら
の
定
ま
っ
た
運
命
、

関
係
」「
原
因
。
理
由
。
わ
け
」「
来
歴
。
由
来
。
い
わ
れ
」「
い
い
が
か
り
。
文
句
。
無
理
な
理
由
」
と
あ
り
、
前
に
述
べ
た
「
関
係
・
縁
者
」
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も

仏
教
語
の
意
味
か
ら
変
化
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
原
義
に
あ
た
る
意
味
の
記
述
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
語
に
お
け
る
「
因
縁
」
は
仏
教
語
の
性
格
が

強
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
節
で
は
、
文
学
作
品
の
用
例
へ
の
分
析
を
通
し
て
、
仏
教
語
「
因
縁
」
の
実
態
と
、「
原
因
」
や
「
由
来
」
な
ど
の
意
味
の
形
成
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 
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『
日
本
霊
異
記
』（
八
二
二
年
ご
ろ
成
立
）
と
『
今
昔
物
語
集
』（
一
一
二
〇
年
以
降
成
立
）
の
よ
う
な
仏
教
説
話
集
に
は
、
比
較
的
早
く
「
因
縁
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
日
本
最
古
の
説
話
集
と
さ
れ
る
『
日
本
霊
異
記
』
に
は
、「
原
因
」
の
意
が
最
も
多
く
見
ら
れ
、
ほ
か
に
、「
因
縁
」
の
道
理
、
す
な
わ
ち
「
因
縁
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
生
滅
の
関
係
」
の
意
と
、「
（
像
を
完
成
さ
せ
る
）
機
縁
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
一
方
、
和
漢
混
交
文
で
書
か
れ
た
『
今
昔
物
語
集
』
は
、

「
原
因
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
両
作
品
に
多
く
見
え
る
「
以
何
因
縁
（
何
の
因
縁
を
以
て
）」
の
よ
う
な
表
現
は
、
中
国
の
仏
教
説
話
集
、

ま
た
は
早
期
漢
訳
仏
典
に
も
常
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
か
ら
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

七
七)  

罪
得
報
之
因
縁
者
、
大
乗
経
如
広
説
（
『
日
本
霊
異
記
』
上
卷
第
三
十
） 

罪
を
作
り
、
報
を
得
る
因
縁
は
、
大
乗
経
に
広
く
説
き
た
ま
へ
る
が
如
し
。 

(

七
八)  

二
人
告
言
、「
召
師
因
縁
、
有
葦
原
国
誹
謗
行
基
菩
薩
。
為
滅
其
罪
故
、
請
召
耳
。（
略
）」（『
日
本
霊
異
記
』
中
卷
第
七
） 

宮
の
門
に
在
る
二
人
告
げ
て
言
は
く
、
「
師
を
召
す
因
縁(

い
ん
え
ん)

は
、
葦
原
の
国
に
有
り
て
行
基
菩
薩
を
誹
謗
る
。
其
の
罪
を
滅
さ
む
が
為
の
故

に
、
請
け
召
す
ら
く
の
み
。（
略
）
」 

(

七
九)  

阿
難
白
言
、『
以
何
因
縁
、
如
来
嘆
之
』
。
（『
日
本
霊
異
記
』
中
卷
・
第
四
十
一
） 

阿
難
白
し
て
言
は
く
、『
何
の
因
縁
を
以
て
か
、
如
来
嘆
き
た
ま
ふ
』
と
ま
う
す
。 

(

八
〇)  

其
神
識
者
、
従
業
因
縁
。
或
生
蛇
馬
牛
犬
鳥
等
、（
略
）（『
日
本
霊
異
記
』
中
卷
・
第
四
十
一
） 

其
の
神
識
は
、
業
の
因
縁
に
従
ふ
。
或
い
は
蛇
馬
牛
犬
鳥
等
に
生
れ
、（
略
） 

(

八
一)  

於
茲
知
寺
僧
浄
達
並
檀
越
等
、
悟
於
因
縁
、
垂
哀
愍
心
、
為
修
誦
経
。（『
日
本
霊
異
記
』
中
卷
・
第
三
十
三
） 

茲
に
知
寺
の
僧
浄
達
、
檀
越
等
と
並
に
因
縁
を
悟
り
、
哀
愍
ぶ
心
を
垂
れ
、
為
に
誦
経
を
修
す 

(

八
二)  

撫
於
像
頂
、
毎
願
之
言
、
「
当
有
聖
人
令
得
因
縁
」。（『
日
本
霊
異
記
』
下
卷
・
第
十
七
） 

像
の
頂
を
撫
で
て
、
毎
に
願
ひ
て
言
さ
く
、「
当
に
聖
人
有
り
て
、
因
縁
を
得
し
め
む
」
と
ま
う
す
。 

(

八
三)  

何
ノ
因
縁(

い
ん
え
ん)

ヲ
以
テ
カ
、
我
レ
極
楽
ニ
生
レ
ム
。（『
今
昔
物
語
集
』
卷
第
十
三
・
二
十
九
） 
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(

八
四)  

不
知
ズ
ヤ
。
我
レ
ハ
往
生
ノ
因
縁(

い
ん
え
ん)

有
ル
ニ
依
テ
此
ノ
所
ニ
生
タ
ル
也
。（『
今
昔
物
語
集
』
卷
第
十
五
・
一
） 

(
八
五)  

罪
業
ノ
因
縁(

い
ん
ね
ん)

ハ
宛
モ
万
劫
ヲ
重
タ
ル
巌
ニ
似
タ
リ
。（『
今
昔
物
語
集
』
卷
第
十
七
・
二
十
一
） 

こ
れ
に
対
し
て
、
『
落
窪
物
語
』
（
十
世
紀
末
成
立
）
と
『
宇
津
保
物
語
』（
九
六
九
～
一
〇
一
一
年
ご
ろ
成
立
）
に
「
縁
者
」
の
意
と
し
た
「
因
縁
」
の
用
例
が
あ

る
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
宇
津
保
物
語
』
に
は
、
仏
教
語
と
し
て
使
わ
れ
た
例
場
合
あ
り
、
二
つ
の
「
因
縁
」
に
つ
い

て
は
、
前
者
は
「
因
縁
の
道
理
」
、
後
者
は
「
果
報
」
に
対
し
て
の
「
因
縁
」
で
「
原
因
」
の
意
と
な
っ
て
い
る
。 

(

八
六)  

た
だ
今
の
お
ぼ
え
の
類
な
き
人
に
言
ふ
に
、
因
縁(

い
ん
ね
ん)

に
な
り
ぬ
る
こ
そ
、
頼
も
し
く
う
れ
し
け
れ
（『
落
窪
物
語
』
卷
之
三
・
一
四
） 

(

八
七)  

因
縁(

い
ん
え)

と
て
も
の
し
た
ま
ふ
も
、
わ
が
筋
を
と
思
さ
む
、
道
理
な
り
。（『
宇
津
保
物
語
』
国
譲
中
・
一
三
） 

(

八
八)  

日
本
の
衆
生
、
こ
の
因
縁(
い
ん
え
ん)

に
、
生
々
世
々
に
仏
に
会
ひ
た
て
ま
つ
り
、
法
を
聞
く
べ
し
。
ま
た
こ
の
山
の
族
七
人
に
あ
た
る
人
を
、（
中

略
）
、
こ
の
日
の
本
の
国
に
契
り
結
べ
る
因
縁
あ
る
に
よ
り
て
、
そ
の
果
報
か
な
る
べ
し
（『
宇
津
保
物
語
』
俊
蔭
・
一
〇
） 

 

ま
た
、
振
り
仮
名
は
、
呉
音
の
「
い
ん
ね
ん
」
と
漢
音
の
「
い
ん
え
ん
」、
そ
し
て
「
い
ん
え
ん
」
の
「
ん
」
が
無
表
記
の
「
い
ん
え
」
が
見
ら
れ
て
い
る
。「
い
ん

ね
ん
」
は
院
政
期
以
降
、「
因
縁
」
の
連
声
と
し
て
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。『
色
葉
字
類
抄
』
に
は
「
因
縁
・
イ
ン
エ
ン
」
と
あ
る
が
、
そ
の

当
時
、
連
声
し
た
形
「
い
ん
ね
ん
」
と
は
別
の
意
味
用
法
で
、
す
な
わ
ち
漢
籍
由
来
の
漢
語
と
し
て
「
い
ん
え
ん
」
と
い
う
読
み
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。 

中
世
に
入
る
と
、
文
学
作
品
に
お
け
る
「
因
縁
」
は
、
仏
教
語
一
色
と
な
り
、
意
味
が
比
較
的
多
様
化
し
て
い
る
。
下
記
の(

八
九)(

九
〇)

は
、「
機
縁
。
き
っ
か

け
」
、(

九
一)

は
「
過
去
の
原
因
」
す
な
わ
ち
「
前
世
か
ら
定
ま
っ
た
運
命
」、
そ
し
て
、(

九
二)

は
「
将
来
の
（
法
滅
と
な
る
）
原
因
」
の
意
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
か

に
、(

九
三)

の
よ
う
な
、
漢
詩
「
人
間
栄
耀
因
縁
浅
、
林
下
幽
閑
気
味
深
３
１

（
人
間
の
栄
耀
は
因
縁
浅
し
、
林
下
の
幽
閑
は
気
味
深
し
）」
か
ら
の
引
用
も
見
ら
れ
、

そ
こ
に
お
け
る
「
因
縁
」
は
「
ゆ
か
り
」
の
意
で
あ
る
。 

(

八
九)  

こ
の
薄
を
い
ぶ
か
し
く
思
ひ
け
る
や
う
に
、
一
大
事
の
因
縁
を
ぞ
思
ふ
べ
か
り
け
る
。（
吉
田
兼
好
『
徒
然
草
・
下
・
第
一
八
八
段
』、
一
二
三
五
～

三
八
頃
） 
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(

九
〇)  

禅
修
尼
、
平
生
、「
今
生
の
快
楽
は
仮
の
楽
し
び
に
し
て
、
極
楽
不
退
の
因
縁
、
こ
と
に
女
性
の
た
め
に
は
も
つ
と
も
便
あ
る
べ
し
」
と
念
仏
の
功
力

広
大
な
る
こ
と
を
談
し
、
（
『
曾
我
物
語
』
卷
第
十
・
十
九
、
一
三
六
八
～
七
五
頃
） 

(

九
一)  

此
僧
何
と
な
き
物
語
し
け
る
に
、
「
夫
和
光
同
塵
の
利
生
、
さ
ま
〴 

〵
な
り
と
申
せ
ど
も
、
い
か
な
り
け
る
因
縁
を
も
ッ
て
、
此
御
神
は
海
漫
の
鱗

に
縁
を
む
す
ば
せ
給
ふ
ら
ん
」
と
問
ひ
奉
る
。（『
平
家
物
語
』
卷
第
二
・
卒
都
婆
流
） 

 

(

九
二)  

回
禄
は
天
災
に
よ
つ
て
尋
常
あ
る
事
な
れ
ど
も
、
近
年
打
ち
続
い
て
京
中
の
堂
舎
・
仏
閣
・
諸
社
・
宮
殿
な
ど
、
残
り
少
な
く
焼
け
失
せ
ぬ
る
事
た

だ
ご
と
と
も
覚
え
ず
、
た
だ
法
滅
の
因
縁
、
王
城
の
衰
微
と
ぞ
見
え
た
り
け
る
。（『
太
平
記
』
卷
第
三
十
一
・
剣
璽
無
う
し
て
御
即
位
例
無
き
事
） 

(

九
三)  

た
だ
し
人
間
の
栄
耀
は
因
縁
浅
け
れ
ば
、
今
す
で
に
厭
ひ
は
て
つ
。
林
下
の
幽
閑
は
気
味
深
け
れ
ば
、
何
ぞ
こ
れ
を
厭
は
ん
。（『
太
平
記
』
卷
第

四
・
隠
州
府
嶋
皇
居
の
事
） 

一
方
、
下
記
の
「
退
屈
の
因
縁
」
の
よ
う
に
、
「
原
因
」
の
意
で
あ
る
が
、
仏
教
語
的
な
意
味
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
室
町
時
代
に
成
立

し
発
展
し
た
狂
言
に
も
「
因
縁
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
を
通
し
て
仏
教
語
「
因
縁
」
の
俗
語
化
が
始
ま
っ
て
い
た
。 

(

九
四)  

無
正
躰
歌
よ
み
出
だ
し
て
、
毀
ラ
ル
ル
人
ニ
の
難
を
だ
に
負
ひ
ぬ
れ
ば
、
退
屈
の
因
縁(

い
ん
え
ん)

と
も
な
り
、
道
の
毀
廃
と
も
ま
た
な
り
侍
る
べ

き
に
こ
そ
。（
『
毎
月
抄
』
有
心
躰
） 

 

(

九
五)  

そ
な
た
も
あ
の
や
う
な
男
と
添
ふ
と
い
ふ
も
何
か
の
因
縁
ぢ
ゃ
。（『
狂
言
集
』
聟
女
狂
言
・
貰
聟
） 

三 

近
世
以
降 

「
因
縁
」
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
完
全
に
庶
民
層
に
受
容
さ
れ
、
日
常
生
活
に
も
使
わ
れ
る
語
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
浮
世
草
子
、
浄
瑠
璃
（『
近
松
門
左
衛
門
集
』

な
ど
）
、
滑
稽
本
（
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』）
な
ど
の
庶
民
的
な
文
学
作
品
に
「
因
縁
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。
次
の(

九
六)

～(

一
〇
〇)

は
仏
教

語
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、(

九
六)

～(

九
八)

は
「
機
縁
」、(

九
九)(

一
〇
〇)

は
「
定
め
ら
れ
た
運
命
」
の
意
で
あ
る
。 
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(

九
六)  

一
休
一
大
事
因
縁
の
御
工
夫
な
さ
れ
し
時
、
諸
旦
那
あ
る
ひ
は
御
伴
達
衆
、
毎
日
訪
き
ま
し
て
、
さ
ま
た
げ
と
な
り
け
れ
ば
、
か
し
が
ま
し
く
お
ぼ

し
召
て
、
（
『（
仮
名
草
子
集
）
一
休
ば
な
し
』
七
） 

(

九
七)  

詞
若
い
お
人
の
、
上
方
か
ら
筑
紫
の
果
て
ま
で
、
修
行
し
て
．
発
心
の
因
縁
は
、
ど
う
し
た
こ
と
か
知
ら
ね
ど
も
．（『（
近
松
門
左
衛
門
集
）
薩
摩

歌
』
中
・
一
四
）） 

(

九
八)  

今
こ
の
山
が
出
た
い
と
は
、
還
俗
し
た
い
心
よ
な
．
ヤ
レ
出
家
す
る
因
縁
を
忘
れ
た
か
。（『（
近
松
門
左
衛
門
集
）
心
中
万
年
草
』
上
・
六
） 

(

九
九)  

爰
で
あ
ふ
こ
そ
二
人
が
し
ゝ
て
、
な
が
き
黄
泉
で
そ
へ
と
の
因
縁
成
る
べ
し
（『（
浮
世
草
子
集
）
野
白
内
証
鑑
』
五
・
三
十
） 

(

一
〇
〇)  

喜
多
八
こ
れ
も
駿
州
江
尻
の
産
、
尻
喰
観
音
の
地
尻
に
て
、
生
れ
た
る
因
縁(

い
ん
え
ん)

に
よ
り
て
か
、
旅
役
者
、
花
水
多
羅
四
郎
が
弟
子
と
し

て
、
串
童
と
な
る
。
（
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
全
・
序
） 

他
方
、
新
た
な
意
味
で
用
い
ら
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
代
表
と
し
て
は
、(

一
〇
一)

～(

一
〇
五)

の
よ
う
に
、「
由
来
。
い
わ
れ
」
の
意
で
用
い
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
「
由
来
。
い
わ
れ
」
の
意
は
、
仏
教
語
的
意
味
か
ら
変
化
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、「
前
世
」
な
ど
の
要
素
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
輪
廻
」
と
い
っ
た

仏
教
的
概
念
に
も
触
れ
ず
、
単
に
「
来
歴
」
の
意
を
表
し
て
い
る
。
宗
教
や
文
学
知
識
が
な
い
庶
民
に
よ
っ
て
日
常
会
話
で
用
い
ら
れ
た
た
め
、
語
の
意
義
が
平

易
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う 

(

一
〇
一)  

表
徳
号
を
社
楽
斎
と
申
し
ぬ
れ
ば
、
及
ば
ぬ
事
を
す
る
者
を
ば
、
し
や
ら
く
さ
い
事
と
、
世
話
に
い
ひ
し
は
此
の
因
縁
ぞ
か
し
。（『（
浮
世
草
子
集
）

浮
世
親
仁
形
気
』
三
・
三
） 

(

一
〇
二)  

フ
シ
通
り
や
〳
〵
と
言
ひ
け
れ
ば
．
詞
ム
ヽ
ウ
こ
の
夕
霧
を
万
歳
と
は
．
オ
ウ
万
歳
傾
城
の
因
縁
知
ら
ず
か
．（『（
近
松
門
左
衛
門
集
）
夕
霧
阿
波
鳴

渡
』
上
・
五
） 

(

一
〇
三)  

ハ
テ
、
詞
伴
之
丞
の
侍
畜
生
、
そ
の
妹
の
乳
母
．
な
ん
の
気
遣
ひ
、
侍
畜
生
の
因
縁
聞
い
て
く
だ
さ
ん
せ
．（『（
近
松
門
左
衛
門
集
）
鑓
の
権
三
重
帷

子
』
上
・
九
） 
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(

一
〇
四)  

貧
鬼
の
渋
団
で
、
あ
ふ
が
れ
て
居
た
因
縁(

い
ん
え
ん)

か
、
今
羽
団
の
山
お
ろ
し
、
思
へ
ば
お
も
ひ
ま
は
す
ほ
ど
、
羽
が
敵
の
雲
の
中
ぢ
よ
な
ァ
。

（
『
（
滑
稽
本
）
柳
髪
新
話
浮
世
床
』
二
編
上
） 

(

一
〇
五)  

わ
し
が
は
あ
こ
の
六
部
に
な
っ
た
因
縁(

い
ん
え
ん)

の
う
か
た
り
申
べ
い
が
（『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
二
・
下
） 

ま
た
、(

一
〇
六)(
一
〇
七)

の
よ
う
に
、「
因
縁
話
」
と
い
う
造
語
が
あ
り
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
前
世
の
因
縁
を
中
心
話
題
と
す
る
昔
話
。
ま
た
、

因
果
応
報
を
意
識
し
た
世
間
話
」
と
い
う
意
で
あ
る
が
、
文
中
に
は
、「
落
ち
ぶ
れ
た
」、「
酒
の
酔
ひ
本
性
忘
れ
ず
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
と
と
も
に
現
れ
、「
聞
き
手

の
興
が
そ
が
れ
る
昔
話
」
と
い
う
よ
う
な
消
極
的
な
意
味
を
表
し
て
い
る
。 

(

一
〇
六)  

こ
の
脇
差
故
ハ
ル
家
筋
の
．
ウ
か
う
落
ち
ぶ
れ
た
因
縁
話
、
小
耳
に
も
聞
き
中
つ
ら
ん
．（『（
近
松
門
左
衛
門
集
）
長
町
女
腹
切
』
上
・
四
） 

(

一
〇
七)  

地
げ
に
ハ
ル
酒
の
酔
ひ
本
性
忘
れ
ず
、
お
は
ん
を
色
突
き
退
け
．
詞
因
縁
話
お
き
を
ら
う
．
新
七
め
が
意
見
聞
き
た
う
な
い
．（『
淀
鯉
出
世
滝
徳

（
近
松
門
左
衛
門
集
）』
上
・
六
』
） 
 

一
方
、
上
記
の
庶
民
的
文
学
と
対
照
的
に
、
知
識
人
層
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
俳
文
、
読
本
な
ど
に
お
け
る
「
因
縁
」
は
比
較
的
仏
教
語
の
性
格
を
保
っ
て
い
る
。
下

記
の(

一
〇
八)

～(

一
〇
九)

は
、「
以
前
か
ら
定
め
ら
れ
た
運
命
」、(

一
一
一)

～(

一
一
三)

は
「
縁
。
関
係
」、(

一
一
四)(

一
一
五)

は
「
原
因
」（（
一
一
五
）
は
「
将

来
の
何
ら
か
の
出
来
事
の
原
因
」
）
と
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
過
去
因
現
在
果
、
現
在
因
未
来
果
」
と
い
う
仏
教
的
思
考
に
従
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
悪
因
縁
」
と
い
う
造
語
が
あ
り
、(

一
一
二)

は
「
離
れ
た
く
と
も
離
れ
に
く
い
間
柄
と
な
っ
た
男
女
の
縁
」
と
い
う
意
、(

一
一
三)

は
「
結
ん
で
は
い
け
な
い
縁
。

好
ま
し
く
な
い
結
末
を
招
く
縁
」
と
い
う
意
を
表
し
て
い
る
。 

(

一
〇
八)  

今
か
ゝ
る
病
の
床
よ
り
し
て
、
誠
の
道
に
お
も
む
く
べ
き
因
縁
に
こ
そ
。（『
近
世
俳
文
集
』
寝
こ
ろ
び
草
（
丈
草
）） 

(

一
〇
九)  

我
等
も
行
末
を
た
の
し
む
べ
き
に
、
と
し
は
も
行
か
ぬ
痩
骨
に
荒
奉
公
さ
せ
、
つ
れ
な
き
親
と
も
思
ひ
つ
ら
め
。
皆
是
す
く
せ
の
因
縁
と
あ
き
ら
め

よ
や
。（
『
近
世
俳
文
集
』
父
の
死
（
一
茶
）） 

(

一
一
〇)  

わ
が
主
従
の
危
難
を
知
り
て
、
は
や
く
船
も
て
救
ひ
け
ん
。
こ
れ
将
因
縁(

い
ん
え
ん)
あ
る
事
歟
。（『
近
世
説
美
少
年
録
』
第
一
回
） 
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(

一
一
一)  

尾
形
は
大
蛇
の
子
孫
と
い
ふ
、
皸
大
太
の
因
み
を
引
て
、
お
ん
身
が
わ
れ
を
字
育
し
も
、
又
弁
天
を
信
ず
る
も
、
因
縁
な
き
に
あ
ら
ず
か
し
。
親
子

の
契
り
も
是
ま
で
な
り
。
（
『
近
世
説
美
少
年
録
』
第
一
回
） 

(

一
一
二)  

阿
夏
瀬
十
郎
が
悪
因
縁
、
む
す
び
初
た
る
賀
茂
河
の
、
水
漏
さ
じ
と
思
ふ
事
、
胸
に
た
ゝ
え
て
ま
だ
い
は
ぬ 

（『
近
世
説
美
少
年
録
』
第
四
回
） 

(

一
一
三)  
慰
め
か
ね
た
る
衆
人
に
、
銭
を
乞
ぬ
る
便
着
に
な
り
し
を
、
今
さ
ら
思
へ
ば
悪
因
縁
、
過
世
怪
し
く
候
（『
近
世
説
美
少
年
録
』
第
五
十
回
） 

(

一
一
四)  

然
る
に
て
も
彼
白
蛇
に
、
戦
捷
た
る
五
隻
の
鳥
は
、
こ
れ
何
等
の
因
縁
ぞ
。（『
近
世
説
美
少
年
録
』
第
三
回
） 

(

一
一
五)  

情
由
の
知
れ
た
る
こ
と
な
れ
ば
、
斧
柄
も
亦
初
よ
り
、
こ
の
心
に
て
あ
ら
ん
ず
ら
ん
。
思
へ
ば
奇
し
き
因
縁
な
る
か
な
。（『
近
世
説
美
少
年
録
』
第

二
十
三
回
） 

第
五
節 

近
代
語
と
し
て 

一 

仏
教
語
的
意
味 

明
治
時
代
に
入
る
と
、
近
代
的
語
彙
が
形
成
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
歴
史
的
な
意
味
用
法
が
再
び
現
れ
て
く
る
。
ま
ず
、『
明
六
雑
誌
』
に
は
、(

一
一
六)

「
縁
に
因

っ
て
」
と(

一
一
七)

「
つ
る
ん
で
（
悪
い
こ
と
を
す
る
）
」
の
よ
う
な
漢
籍
に
使
わ
れ
た
意
義
が
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
幕
末
・
明
治
初
期
に
活
躍
し
た
知
識
人

た
ち
が
高
い
水
準
の
漢
学
知
識
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

(

一
一
六)  

舊
友
の
子
弟
因
縁
攀
援
座
主
と
稱
し
門
下
生
と
唱
ふ
（
西
周
「
情
実
説
」、
明
六
雑
誌
一
八
七
四
・
一
八
） 

(

一
一
七)  

小
吏
因
縁
陰
贓
默
奪
巧
を
筆
算
に
弄
し
て
媚
を
長
官
に
衒
る
（
阪
谷
素
「
転
換
蝶
鉸
説
（
八
年
五
月
一
日
演
説
）」、
明
六
雑
誌
一
八
七
五
・
三
八
） 

そ
し
て
、
雑
誌
『
太
陽
』
に
は
、
「
縁
者
」
の
意
で
用
い
ら
れ
た
例
が
あ
り
、
前
記
の
平
安
時
代
に
見
ら
れ
た
和
化
漢
文
特
有
の
用
法
が
、
明
治
時
代
に
至
る
ま
で
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保
た
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ほ
か
に
、「
悪
因
縁
」
や
「
因
縁
感
」
の
よ
う
な
仏
教
語
の
意
で
用
い
ら
れ
た
用
例
も
多
数
見
ら
れ
、「
因
縁
感
」
は
新
し
い
造
語
だ

が
、
「
過
去
・
前
世
の
因
縁
を
感
じ
る
こ
と
」
と
い
う
意
で
仏
教
的
世
界
観
を
保
っ
て
い
る
。 

(

一
一
八)  
お
前
さ
ん
も
長
助
此
方
も
長
助
ど
の
親
の
名
が
同
じ
の
も
因
縁
先
の
子
は
鶴
吉
と
し
て
短
か
つ
た
此
兒
は
長
吉
長
い
づ
く
し
、（
饗
庭
篁
村
「
従
軍
人

夫
」
、
一
八
九
五
） 

(

一
一
九)  

中
央
に
於
け
る
政
治
的
趣
味
の
低
落
に
因
る
が
、
其
惡
因
縁
が
忽
ち
飜
つ
て
身
に
報
う
て
來
て
、（『
建
部
遯
吾
「
政
党
の
革
新
」、
一
九
〇
一
』） 

(

一
二
〇)  

而
し
て
最
後
ま
で
知
つ
た
唯
一
人
で
あ
つ
た
事
は
、
一
種
微
妙
な
因
縁
感
を
彼
女
の
心
に
齎
し
た
。（『
久
米
正
雄
「
感
謝
」、
一
九
一
七
』） 

最
も
多
く
見
ら
れ
た
の
は
、(

一
二
一)
～(

一
二
四)

の
よ
う
な
「
原
因
。
理
由
」
の
意
と(

一
二
五)

～(

一
二
八)

「
関
係
。
交
流
」
の
意
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。「
原
因
。
理
由
」
の
意
を
表
す
「
因
縁
」
は
、
仏
教
語
「
因
縁
」
と
比
べ
る
と
仏
教
的
色
彩
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
は
な
く
、
例
え
ば
、(

一
二
一)

に
「
因
縁
」
と
「
果

報
」
が
同
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
「
因
果
応
報
」
の
意
味
は
希
薄
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
近
代
的
な
「
原
因
」
な
ど
と
置
き
換
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
一
方
、

「
関
係
」
の
意
を
示
す
「
因
縁
」
も
「
前
世
・
今
生
。
来
世
」
な
ど
の
要
素
が
感
じ
ら
れ
ず
、
単
な
る
「
つ
な
が
り
」
の
意
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
深
い
」「
浅

い
」
「
（
因
縁
を
）
切
る
」
な
ど
と
共
起
し
や
す
い
性
格
も
見
ら
れ
る
。 

(

一
二
一)  

文
學
が
戰
亂
の
因
縁
と
な
れ
る
塲
合
と
、 

文
學
が
戰
亂
の
果
報
と
な
れ
る
塲
合
と
な
り
。（
坪
内
逍
遥
「
戦
争
と
文
学
」、『
太
陽
』
一
八
九
五 

第

二
号
） 

(

一
二
二)  

個
人
的
性
格
と
は
一
言
す
れ
ば
凡
て
諸
々
の
内
外
の
因
縁
に
依
り
て
定
限
せ
ら
れ
た
る
各
人
心
性
の
特
殊
な
る
傾
向
を
謂
ふ
、（
高
山
樗
牛
「
戯
曲
的

人
物
と
近
松
巣
林
子
」
、『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
四
号
） 

(

一
二
三)  

謂
若
手
の
實
業
家
な
る
も
の
は
大
抵
獨
立
の
町
人
に
非
ず
し
て
、
何
等
か
の
因
縁
を
以
て
大
資
本
家
の
庇
護
を
受
く
る
も
の
、（
山
路
愛
山
「
渋
沢
男

と
安
田
善
次
郎
氏
」
、
『
太
陽
』
一
九
〇
九 

第
十
一
号
） 
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(

一
二
四)  

公
が
か
く
古
典
殊
に
中
古
文
を
愛
讀
せ
ら
れ
た
に
は
、
因
縁
が
あ
る
。 

一
は
徳
川
氏
の
大
奧
が
、 

京
都
化
し
、（
略
）（
梅
沢
和
軒
「
楽
翁
公
の
画

論
」
、
『
太
陽
』
一
九
〇
九 

第
十
二
号
） 

(

一
二
五)  

李
は
現
政
府
と
因
縁
淺
か
ら
ざ
る
も
の
に
し
て
許
は
即
ち
金
宏
集
の
友
人
に
し
て
大
院
君
に
も
知
ら
れ
た
る
も
の
な
る
が
（「
海
外
彙
報
」、『
太
陽
』

一
八
九
五 

第
七
号
） 

(

一
二
六)  

故
如
何
ん
と
な
れ
ば
荷
蘭
は
歴
史
的
に
日
本
と
因
縁
の
深
け
れ
ば
な
り
。（
戸
川
残
花
「
フ
ル
ベ
ツ
キ
博
士
と
ヘ
ボ
ン
先
生
」、『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
七
号
） 

(

一
二
七)  

加
藤
首
相
と
は
青
春
の
血
の
多
年
の
親
交 

金
の
蔓
の
三
菱
畑
に
切
つ
て
も
切
れ
ぬ
深
因
縁
、（
児
玉
花
外
「
仙
石
鉄
相
を
歌
ふ
」、『
太
陽
』
一
九
二

五 

第
三
号
） 

こ
の
よ
う
に
、
「
因
縁
」
の
近
代
的
意
味
は
「
原
因
」
や
「
関
係
」
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
実
際
に
、
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』
や
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字

典
』
に
お
い
て
「
因
縁
」
が
「c

a
u
s
e

」
や
「r

e
a
s
o
n
」
の
訳
語
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
語
に
お
け
る
「
因
縁
」
は
、
根
本
的
に
は
仏
教

語
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
因
縁
」
が
「
原
因
・
理
由
」
と
い
う
よ
う
な
近
代
的
概
念
の
訳
語
と
し
て
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
現
れ
て
お
り
、
ま
た
、
類
義
語
の

「
原
因
・
理
由
」
が
存
在
し
た
上
で
、
「
因
縁
」
を
使
う
こ
と
は
、
語
彙
の
文
学
性
を
追
求
す
る
た
め
で
な
け
れ
ば
、
非
近
代
的
、
つ
ま
り
論
理
だ
け
で
は
解
明
で
き

な
い
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
す
も
の
で
も
あ
る
。 

二 

「
因
縁
を
付
け
る
」
に
つ
い
て 

「
因
縁
を
付
け
る
」
は
、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
常
用
さ
れ
る
表
現
で
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
無
理
な
理
屈
を
つ
け
て
相
手
を
困
ら
せ
る
。
言
い
が

か
り
を
つ
け
る
」
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、「
因
縁
」
が
「
関
係
。
ゆ
か
り
」
の
意
と
し
、
無
理
矢
理
に
ゆ
か
り
を
つ
け
る
こ
と
、
い
わ
ゆ

る
口
実
を
作
っ
て
相
手
を
困
ら
せ
る
こ
と
を
言
う
。
そ
こ
に
は
、
古
い
用
例
と
し
て
明
治
初
期
に
成
立
し
た
滑
稽
本
『
西
洋
道
中
膝
栗
毛
』
が
示
さ
れ
て
い
る
。
滑
稽

本
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
因
縁
を
つ
か
る
」
は
口
語
で
、
庶
民
の
日
常
生
活
に
使
わ
れ
た
表
現
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
仏
教
語
で
奥
深

い
「
因
縁
」
と
い
う
語
を
以
て
「
故
意
に
相
手
を
困
ら
せ
る
」
と
い
う
よ
う
な
品
の
な
い
行
い
を
指
す
こ
と
を
通
し
て
、
滑
稽
、
誇
張
の
効
果
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
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で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
近
世
以
前
に
類
似
の
用
法
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
近
代
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

(
一
二
八)  

ラ
シ
ャ
メ
ン
の
処
へ
這
込
ん
で
マ
ド
ロ
ス
に
い
ん
ね
ん
を
つ
け
ら
れ
た
情
人
（
い
い
ひ
と
）
と
は
ち
が
ひ
や
す
（
仮
名
垣
魯
文
『
西
洋
道
中
膝
栗

毛
』
五
・
下
、
一
八
七
〇
～
七
六
） 

ま
た
、
雑
誌
『
太
陽
』
に
は
、
二
十
世
紀
以
降
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
口
語
体
で
、
よ
ろ
し
く
な
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
因
縁
」
と

「
つ
け
る
」
の
自
動
詞
「
つ
く
（
つ
き
）」
に
よ
る
複
合
語
「
因
縁
つ
き
」
と
あ
り
、
こ
の
意
味
は
辞
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
用
例
に
よ
れ
ば
、

「
好
ま
し
く
な
い
由
来
が
あ
る
こ
と
」
と
い
う
意
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

一
二
九)  

一
體
汝
の
方
が
今
に
な
つ
て
因
縁
を
つ
け
た
り
な
ん
か
し
て
、 

困
る
ぢ
や
な
い
か
。（
長
田
秀
雄
「
戯
曲 

生
き
ん
と
す
れ
ば─

二
幕─

」、『
太

陽
』
一
九
一
七 

第
一
号
） 

(

一
三
〇)  

よ
か
つ
た
ん
だ
が
、 

つ
い
そ
の
儘
に
な
つ
て
ゐ
た
も
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
に
因
縁
を
つ
け
た
ん
だ
ら
う
。（
長
田
秀
雄
「
戯
曲 

生
き
ん
と
す
れ
ば─

二
幕─

」
、
『
太
陽
』
一
九
一
七 

第
一
号
） 

(

一
三
一)  

若
し
さ
う
で
あ
れ
ば
講
和
は
他
か
ら
何
か
の
因
縁
を
付
け
て
交
戰
國
に
押
し
賣
り
す
る
外
は
な
い
。（
某
陸
軍
将
軍
「
羅
国
の
敗
退
と
戦
局
の
前
途
を

論
じ
て
講
和
提
議
に
及
ぶ
」
、『
太
陽
』
一
九
一
七 
第
一
号
） 

(

一
三
二)  

尤
も
廿
五
年
の
總
選
擧
と
云
ふ
の
は
例
の
干
渉
選
擧
で
、
彼
は
其
の
干
渉
の
お
か
げ
で
當
選
し
た
の
だ
が
、
其
れ
が
訴
訟
と
な
つ
て
、
た
う
と
う
失

格
し
た
と
云
ふ
因
縁
付
き
さ
。（
鬼
谷
庵
「
政
界
鬼
語 

加
藤
内
閣
の
甦
生
す
る
ま
で
」、『
太
陽
』
一
九
二
五 

第
十
一
号
） 

(

一
三
三)  

こ
れ
は
ア
グ
ラ
の
捕
虜
を
し
て
、
七
年
が
か
り
で
織
ら
せ
た
と
い
ふ
、
因
縁
つ
き
の
代
物
で
あ
る
。（〈
雑
学
〉、『
太
陽
』
一
九
二
五 

第
十
号
） 

三 

「
因
縁
の
あ
る
～
」 

「
因
縁
」
は
、
現
代
語
で
は
次
の
よ
う
に
、
連
体
修
飾
構
造
「
因
縁
の
あ
る
～
」
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
表
現
に
お
け
る
「
因
縁
」
は
、
近
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代
語
の
「
因
縁
」
と
同
じ
よ
う
に
「
な
ん
ら
か
の
つ
な
が
り
」
の
意
を
表
し
、
被
修
飾
語
（
例
え
ば
、「
因
縁
の
あ
る
相
手
」）
と
か
つ
て
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
は
、
被
修
飾
語
（
「
因
縁
の
あ
る
書
状
」
や
「
因
縁
の
あ
る
土
地
」
な
ど
）
に
関
わ
っ
た
出
来
事
が
か
つ
て
起
こ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
関
係
や
過

去
の
出
来
事
は
、
当
事
者
に
相
当
程
度
の
影
響
を
与
え
た
も
の
で
、
そ
の
当
事
者
に
と
っ
て
は
特
別
で
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

で
、
過
去
に
競
争
経
験
の
あ
っ
た
ラ
イ
バ
ル
同
士
を
表
現
す
る
際
に
多
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
因
縁
の
相
手
」
や
「
因
縁
の
対
決
」
の
よ
う
に
、「
因

縁
の
」
が
「
因
縁
の
あ
る
」
と
同
じ
意
味
で
連
体
修
飾
語
と
な
る
こ
と
も
見
ら
れ
る
。 

(

一
三
四)  

江
川
の
無
表
情
は
、
ゆ
た
か
な
感
情
の
盛
り
あ
が
り
を
お
さ
え
る
た
め
の
意
志
的
な
仮
面
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
因
縁
の
あ
る
相
手
に
打
た
れ
る
江

川
。
（
阿
部
牧
郎
『
悲
し
ま
ぬ
お
れ
た
ち
』、
一
九
八
八
） 

(

一
三
五)  

こ
の
地
方
の
不
穏
な
動
き
を
知
っ
た
政
宗
が
、
越
後
境
の
置
賜
郡
小
国
城
（
山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
）
将
の
上
郡
山
民
部
大
輔
に
状
況
を
問
い
た

だ
し
た
書
状
が
あ
る
。
な
に
か
曰
く
因
縁
の
あ
り
そ
う
な
書
状
だ
。（
七
宮
涬
三
『
陸
奥
・
出
羽
斯
波
・
最
上
一
族
』、
二
〇
〇
五
） 

(

一
三
六)  

で
、
取
引
を
始
め
て
相
手
の
住
所
が
分
か
る
と
、
不
思
議
と
、
過
去
に
大
喧
嘩
し
た
先
輩
の
出
身
地
だ
っ
た
り
、
盗
難
に
あ
っ
た
車
が
発
見
さ
れ
た

地
域
だ
っ
た
り
、
因
縁
の
あ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
が
す
ご
く
多
い
ん
で
す
。（Yahoo! 

（
特
定
目
的
）
知
恵
袋
、
二
〇
〇
五
） 

(

一
三
七)  

４
日
目
は
稀
勢
の
里
戦
。
か
つ
て
勝
負
が
つ
い
た
後
に
横
綱
が
ひ
ざ
で
ダ
メ
を
押
す
な
ど
、
因
縁
の
あ
る
相
手
だ
。（「
朝
青
龍
、
棒
立
ち 

大
相
撲

秋
場
所
・
３
日
目
」
、
朝
日
新
聞 

二
〇
〇
八
年
九
月
十
七
日 

朝
刊
） 

(

一
三
八)  

楽
天
の
田
中
が
高
校
時
代
か
ら
因
縁
の
あ
る
日
本
ハ
ム
の
斎
藤
に
投
げ
勝
ち
、
３
度
目
の
登
板
で
初
勝
利
を
手
に
し
た
。（「
粘
り
が
違
う
、
田
中
初

勝
利 

斎
藤
と
対
決 

楽
天
２
―
１
日
本
ハ
ム 

プ
ロ
野
球
１
回
戦
」、
朝
日
新
聞 

二
〇
一
二
年
四
月
十
四
日 

朝
刊
） 

(

一
三
九)  

長
崎
は
過
去
３
度
、
決
勝
で
対
戦
し
、
そ
の
都
度
優
勝
を
阻
ま
れ
た
因
縁
の
相
手
。（「
全
国
中
学
バ
レ
ー 

多
彩
な
速
攻 

Ｖ
へ
導
く 

県
代
表
女

子 

光
る
攻
撃
力
＝
福
岡
」、
読
売
新
聞 

二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
九
日 

西
部
朝
刊
） 
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(

一
四
〇)  

「
各
国
と
も
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
日
本
代
表
と
因
縁
の
あ
る
チ
ー
ム
な
の
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
ま
る
。
こ
の
若
い
年
代
が
成
長
で
き
る

国
々
と
の
対
戦
を
勝
ち
抜
き
、（
決
勝
か
３
位
決
定
戦
ま
で
の
）
６
試
合
を
戦
い
た
い
」
と
手
倉
森
監
督
。（「
日
本
Ｂ
組 

因
縁
の
対
決 

五
輪
サ
ッ

カ
ー
男
子 

難
敵
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
」、
読
売
新
聞 

二
〇
一
六
年
四
月
十
五
日 

夕
刊
） 

「
因
縁
の
あ
る
～
」
や
「
因
縁
の
～
」
の
よ
う
な
「
因
縁
」
の
連
体
修
飾
表
現
は
、
明
治
期
の
口
語
体
に
す
で
に
現
れ
て
い
る
。
仏
教
語
「
因
縁
」
の
世
俗
化
、
口

語
化
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。 

(

一
四
一)  

大
隈
伯
爵
の
如
き
は
、
其
前
半
生
よ
り
其
後
半
生
に
至
て
は
、
殊
に
政
黨
界
と
切
つ
て
も
切
れ
ぬ
歴
史
上
の
因
縁
の
あ
る
人
で
あ
る
、（
建
部
遯
吾

「
建
部
遯
吾
」
、
『
太
陽
』
一
九
〇
九 

第
五
号
） 

(

一
四
二)  

土
間
に
脱
ぎ
棄
て
た
一
枚
齒
の
足
駄
が
、
何
か
因
縁
の
あ
る
寶
物
な
ん
ぞ
の
や
う
に
も
見
え
た
。
（
上
司
小
剣
「
狐
火
」、『
太
陽
』
一
九
一
七 

第
四

号
） 

(

一
四
三)  

兵
庫
は
公
が
明
治
政
府
仕
官
の
初
期
以
來
か
ら
の
深
い
因
縁
の
地
で
あ
る
。（
浅
田
江
村
「
政
治
、
外
交
」、『
太
陽
』
一
九
〇
九 

第
十
六
号
） 

総
じ
て
、
近
代
以
降
、
と
り
わ
け
現
代
に
入
っ
て
、「
因
縁
」
は
、
基
本
的
に
「
関
係
。
つ
な
が
り
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。「
原
因
」
の

意
を
表
す
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
過
去
の
出
来
事
（
「
原
因
」）
と
現
在
の
局
面
（「
結
果
」）
と
の
つ
な
が
り
、
い
わ
ゆ
る
「
因
果
関
係
」
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。

１ 

『
漢
語
大
詞
典
』
に
「
因
縁
」
の
「
機
會
」
の
意
を
表
す
例
と
し
て
『
史
記
・
田
叔
列
傳
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。 

２ 

総
じ
て
、
前
漢
期
に
お
け
る
「
因
縁
」
の
用
例
が
少
な
か
っ
た
。
今
回
確
認
さ
れ
た
の
は
『
史
記
・
田
叔
列
傳
』
の
み
で
、
そ
の
時
期
で
は
ま
だ
熟
語
と
な
っ
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
。 

３ 

い
ず
れ
も
「
頼
る
も
の
」
を
さ
す
。
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
助
力
を
意
味
す
る 

 

注 
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４ 
「
竊
」
は
「
ぬ
す
む
」、「
取
」
と
同
じ
よ
う
に
「
も
の
を
と
る
」
の
意
を
持
っ
て
い
る
。「
求
」
は
「
も
と
め
る
」、「
欲
」
は
「
欲
す
る
」
、
両
者
と
も
「
の
ぞ
む
」
の
意
を
持
っ
て
い

る
。 

５ 

「
形
莫
若
緣
、
情
莫
若
率
。
緣
則
不
離
、
率
則
不
勞
。」（
『
莊
子
・
外
篇
・
山
木
』） 

６ 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
よ
り
。「
狼
狽
」
の
出
典
が
『
後
漢
書
』（「
世
祖
自
薊
還
、
狼
狽
不
知
所
向
（『
任
李
萬
邳
劉
耿
列
傳
』）
」「
服
武
弁
、
戴
鶡
尾
、
狼
狽
而
走
（『
崔
駰
列
傳
』）
」）

で
あ
る
。 

７ 

二
世
紀
後
半
、
後
漢
代
に
鉅
鹿
郡(

河
北
省
南
部)

の
張
角
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
中
国
最
初
の
道
教
教
団
。（『
世
界
大
百
科
事
典
』） 

８ 

「
楚
王
誦
黃
老
之
微
言
、
尚
浮
屠
之
仁
祠
、
絜
齋
三
月
、
與
神
為
誓
」（『
後
漢
書
・
光
武
十
王
列
傳
・
楚
王
英
』） 

９ 

「
又
聞
宮
中
立
黃
老
、
浮
屠
之
祠
。
此
道
清
虛
、
貴
尚
無
為
、
好
生
惡
殺
、
省
慾
去
奢
。」（
『
後
漢
書
・
郎
顗
襄
楷
列
傳
下
』） 

１
０ 

石
川
博
道
「
後
漢
時
代
の
佛
教
に
就
い
て
（
一
）」『
史
学
』
一
八
・
一
、
一
九
三
九 

１
１ 

張
角
は
、
黄
帝
信
仰
や
道
家
学
説
を
含
む
初
期
道
教
の
一
派
で
あ
る
太
平
道
を
創
始
し
て
、
大
賢
良
師
と
自
称
し
、
黄
河
下
流
域
の
多
数
の
農
民
を
そ
の
教
団
に
組
織
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
後
漢
霊
帝
代
の
一
八
四
年
が
、
六
十
年
を
一
周
期
と
す
る
干
支
の
最
初
の
年
、
す
な
わ
ち
甲
子
の
年
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
蒼
天
す
で
に
死
せ
り
。
黄
天
ま
さ
に
立

つ
べ
し
。
歳
は
甲
子
に
在
り
。
天
下
大
吉
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
同
年
二
月
、
目
印
と
し
て
互
い
に
黄
色
い
頭
巾
を
着
用
し
た
三
十
余
万
の
信
徒
を
率
い
て
反
乱
を
起
こ
し

た
。（『
日
本
大
百
科
全
書(

ニ
ッ
ポ
ニ
カ)

』
参
照
） 

１
２ 

（
道
教
の
一
切
経
）『
道
蔵
』
に
は
欠
巻
を
と
も
な
う
五
十
七
巻
本
と
唐
末
の
閭
丘
方
遠
が
抄
出
し
た
と
い
う
『
太
平
経
鈔
』
１0

巻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。（『
世
界
大
百
科
事
典
』） 

１
３ 

王
明
「
論
『
太
平
經
』
的
成
書
時
代
和
作
者
」『
世
界
宗
教
研
究
』
（
一
九
八
二
）。
高
橋
忠
彦
（「
『
太
平
経
』
の
思
想
の
社
会
的
側
面
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
〇
〇
冊
、
一

九
八
六
）
に
よ
る
。 

１
４ 

『
正
統
道
藏
』
本
。
太
平
部
。 

１
５ 

イ
ン
ド
の
摂
摩
騰
、
竺
法
蘭
が
経
巻
と
釈
迦
像
を
白
馬
に
乗
せ
て
洛
陽
へ
入
り
、
寺
を
建
立
し
『
四
十
二
章
経
』
を
訳
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
寺
名
は
そ
の
白
馬
に
因
ん
で
、「
白

馬
寺
」
と
命
名
さ
れ
た
。（『
世
界
大
百
科
事
典
』
参
照
） 

１
６ 

『
世
界
大
百
科
事
典
』『
日
本
大
百
科
全
書(

ニ
ッ
ポ
ニ
カ)

』
参
照
。 
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１
７ 
大
谷
勝
真
「
安
世
高
の
訳
経
に
つ
き
て
」（『
東
洋
学
報
』
第
１
３
卷
第
四
号
、
一
九
二
四
）
等
参
照
。
後
世
に
編
集
や
註
釈
な
ど
を
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
無
論
あ
る
と
は
い
え
、
確
か

に
『
人
本
欲
生
経
』『
大
安
般
守
意
経
』『
陰
持
入
経
』『
道
地
経
』
が
最
初
に
世
高
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

１
８ 

『
総
合
佛
教
大
辞
典
』（
法
藏
館
、
一
九
八
七
）
に
よ
る
。「
原
因
。
因
に
同
じ
」。 

１
９ 

迷
い
の
世
界
の
姿
を
無
明
・
行
・
識
・
名
色
・
六
処
・
触
・
受
・
愛
・
取
・
有
・
生
・
老
死
の
一
二
の
因
果
関
係
か
ら
説
い
た
も
の
。
無
明
と
行
を
過
去
、
識
か
ら
有
ま
で
を
現
在
、

生
と
老
死
を
未
来
に
あ
て
る
。
大
乗
仏
教
で
は
、
縁
起
説
の
解
釈
が
拡
大
・
多
様
化
・
複
雑
化
し
た
が
、
十
二
支
因
縁
説
は
や
は
り
存
続
し
た
。（『
大
辞
林
』
等
参
照
） 

２
０ 

西
域
亀
茲
国
出
身
の
大
翻
訳
僧
。
羅
什
と
略
称
さ
れ
る
。
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
初
頭
に
か
け
て
活
躍
し
た
天
才
的
な
学
僧
で
あ
る
。
三
八
二
年
か
ら
中
国
に
滞
在
し
、
四
〇
一
年
後
秦

の
都
長
安
に
迎
え
ら
れ
て
、
訳
経
を
に
従
事
し
た
。
長
安
に
お
け
る
彼
の
訳
経
と
講
説
は
中
国
仏
教
を
大
乗
仏
教
に
方
向
づ
け
る
う
え
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
彼
の
『
金
剛

般
若
経
』『
妙
法
蓮
華
経
』『
中
論
』
な
ど
の
訳
は
流
麗
で
文
学
的
に
洗
練
さ
れ
、
訳
経
史
上
に
は
旧
訳
時
代
と
い
う
一
時
期
を
画
し
た
と
い
う
。 

２
１ 

大
蔵
経
に
収
録
さ
れ
た
『
中
観
』
の
冒
頭
に
「
龍
樹
菩
薩
造 

梵
志
青
目
釋 

姚
秦 

三
藏
鳩
摩
羅
什
譯
」
と
あ
る
。 

２
２ 

『
総
合
佛
教
大
辞
典
』（
法
藏
館
、
一
九
八
七
）
参
照
。 

２
３ 

中
国
、
漢
よ
り
北
宋
初
期
ま
で
の
小
説
類
を
ひ
ろ
く
集
め
た
書
で
あ
る
。
北
宋
の
太
平
興
国
三
年(

九
七
八)

に
李
昉
な
ど
に
よ
っ
て
奉
勅
撰
さ
れ
た
。
全
五
百
巻
、
目
録
百
巻
。
七
千

余
編
の
物
語
が
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
神
仙･

妖
怪･

狐･

蛇･

雑
伝
記
な
ど
九
十
二
項
目
に
大
分
類
さ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
約
五
百
種
の
古
小
説
お
よ
び
小
説
集
か
ら
採
録
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
は
そ
の
半
数
が
散
逸
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
書
は
貴
重
で
あ
る
。（『
世
界
大
百
科
事
典
』） 

２
４ 

そ
の
意
で
用
い
ら
れ
た
「
因
縁
」
は
、
仏
典
に
存
在
す
る
が
、
そ
の
場
合
は
特
定
の
仏
教
概
念
を
表
し
て
い
な
い
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
仏
教
語
と
さ
れ
て
い
な
い
。
い
わ
ゆ

る
、
広
義
的
な
仏
教
語
で
あ
る
。 

２
５ 

「
姻
縁
」
に
お
け
る
「
縁
」
も
仏
教
語
的
意
義
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

２
６ 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
（
小
学
館
、
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
二
）
よ
り
。 

２
７ 

堀
畑
正
臣
「
平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
お
け
る
「
因
縁
」
に
つ
い
て
」、『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
一
一 

和
泉
書
院
、
一
九
八
九 

２
８ 

原
田
芳
起
『
平
安
時
代
文
学
語
彙
の
研
究 

続
編
』
三
八
〇
～
三
八
六
頁
、
風
間
書
房
、
一
九
七
三 

２
９ 

「
因
」
の
異
体
字
。 
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３
０ 
「
宋
『
唐
語
林
・
補
遺
三
』：
太
尉
曰
、
某
不
識
此
人
、
亦
無
因
縁
、
但
見
風
儀
標
品
、
欲
與
諌
議
大
夫
、
何
為
有
此
事
？
」（『
漢
語
大
詞
典
』
よ
り
）
、「
如
此
之
類
、
事
有
因
綠
者
、

非
強
盜
（
長
孫
無
忌
『
唐
律
疏
義
』
、
唐
初
）」
な
ど
。 

３
１ 

原
詩
は
「
老
來
生
計
君
看
取
、
白
日
遊
行
夜
醉
吟
。
陶
令
有
田
唯
種
黍
、
鄧
家
無
子
不
留
金
。
人
間
榮
耀
因
縁
淺
、
林
下
幽
閒
氣
味
深
。
煩
慮
漸
消
虚
白
長
、
一
年
心
勝
一
年
心
。」

（
白
居
易
『
老
来
生
計
』）
と
あ
る
。 



 

  



 

 

 

第
三
章 
「
因
」
字
を
含
む
漢
語



 

 

 

 



 

69 

 

第
一
節 

「
因
」
字
近
代
漢
語
の
定
義
と
問
題
点 

 

「
原
因
」
の
意
を
表
す
字
音
語
素
「
因
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
二
字
漢
語
（
以
下
「
因
」
字
漢
語
）
に
つ
い
て
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
以
下
『
日
国
』）
に

よ
る
と
、
字
音
語
素
「
因
」
は
、
漢
語
「
縁
因
・
起
因
・
原
因
・
素
因
・
要
因
／
因
縁
・
因
果
・
因
由
／
悪
因
・
遠
因
・
近
因
・
宿
因
・
死
因
・
主
因
・
勝
因
・
敗

因
・
成
因
・
前
因
・
善
因
・
訴
因
・
病
因
／
因
業
・
因
子
」
１

に
お
い
て
「
こ
と
の
起
こ
る
も
と
」
の
意
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
「
因
」
字
漢
語
は
、
日
本
語
に
用

い
ら
れ
た
時
期
に
よ
っ
て
、（
仏
語
を
含
ん
だ
）
古
典
語
（「
縁
因
・
因
縁
・
因
果
・
悪
因
・
宿
因
・（
勝
因
）
２

・
前
因
・
善
因
・
病
因
・
因
業
」）
と
近
代
語
（「
起

因
・
原
因
・
素
因
・
遠
因
・
近
因
・
主
因
・
勝
因
・
敗
因
・
成
因
・
訴
因
・
因
子
」）
に
二
分
が
で
き
る
。 

古
典
語
の
「
因
」
字
漢
語
に
つ
い
て
は
、
古
典
や
仏
典
の
出
典
が
あ
り
、
近
代
に
至
っ
て
も
、
後
述
す
る
「
因
縁
」
や
「
因
果
」
を
除
き
、
新
た
な
意
味
が
付
与

さ
れ
ず
、
古
典
語
的
も
し
く
は
仏
語
的
意
味
の
ま
ま
、
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
由
来
も
意
味
も
比
較
的
明
白
で
あ

る
。
ま
た
、「
死
因
」
、「
敗
因
」
、
「
訴
因
」
な
ど
の
近
代
語
は
、
明
治
二
十
年
代
以
降
、「
原
因
」
と
い
う
語
・
概
念
が
定
着
し
た
後
、「
原
因
」
を
さ
す
語
素
「
因
」

を
接
辞
と
し
て
、「
死
亡
」
「
失
敗
」「
訴
訟
」
な
ど
に
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
意
味
的
に
は
、「
～
の
原
因
。
～
と
な
る
原
因
」
と
す

る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
上
記
の
古
典
語
と
同
様
に
瞭
然
た
る
も
の
で
あ
る
。 

一
方
、「
起
因
・
素
因
・
遠
因
・
近
因
・
因
子
」
な
ど
の
近
代
語
は
、「
原
因
」
と
同
様
に
幕
末
・
明
治
初
期
に
成
立
し
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
新
漢
語
で
あ
る
。

そ
し
て
、
訳
語
と
し
て
洋
学
と
関
わ
っ
た
こ
と
が
す
で
に
先
行
研
究
で
判
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
新
漢
語
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
、
造
成
の
時
期
や
意
味

の
形
成
・
変
遷
な
ど
、
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
遠
因
・
近
因
」
は
、
辞
書
記
載
に
よ
る
と
、
文
字
通
り
の
「（
間
接
的
な
）
遠
い
原

因
」
、
「（
直
接
の
）
近
い
原
因
」
を
さ
す
も
の
で
あ
る
が
、「
遠
い
」「
近
い
」
も
「
間
接
」「
直
接
」
も
抽
象
的
且
つ
主
観
的
な
概
念
で
あ
り
、
遠
近
の
基
準
や
具
体

的
な
内
容
を
解
明
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
「
因
子
」
の
よ
う
に
、「
因
数
」
の
意
味
の
成
立
、「
因
数
」
か
ら
「
要
素
」
の
意
味
的
変
化
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
ま

だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
語
も
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
本
章
で
は
、
蘭
学
資
料
に
お
け
る
「
因
」
字
漢
語
「
起
因
・
誘
因
・
近
因
・
遠
因
」
と
『
哲
学
字
彙
』
に
お
け
る
「
因
」
字
漢
語
「
因
子
・
要

因
」
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
漢
語
の
成
立
ま
で
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 
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第
二
節 

蘭
学
資
料
の
「
因
」
字
漢
語 

一 

『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て 

 

漢
語
「
近
因
」「
遠
因
」
「
誘
因
」「
起
因
」
は
文
字
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
あ
る
物
事
を
ひ
き
起
こ
し
た
直
接
的
な
原
因
」「
間
接
的
な
遠
い
原
因
」「
あ
る
事
柄
を

誘
い
出
す
原
因
」「
あ
る
物
事
が
起
こ
る
原
因
」
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
日
国
』
で
は
古
典
の
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
近
代
に
成
立
し
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
、
訳
語
と
し
て
「
近
因
」
と
「
遠
因
」
は
『
哲
学
字
彙
』
に
、「
誘
因
」
は
『
改
訂
増
補
哲
学
字
彙
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

(

一)  
C
a
u
s
e
 

〈
略
〉 

P
r
o
x
i
ma
t
e
 c
a
u
se
 

近
因
。
親
近
原
因 

R
e
m
o
t
e 
c
a
us
e
 

遠
因
。
遙
遠
原
因
」（
『
哲
学
字
彙
』、
一
八
八
一
） 

(

二)  
I
n
c
e
n
ti
v
e
 

誘
因
（
『
改
訂
増
補
哲
学
字
彙
』、
一
八
八
四
） 

一
方
、「
近
因
」
と
「
誘
因
」
の
古
い
出
典
と
し
て
、
幕
末
時
期
に
成
立
し
た
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
が
あ
る
。『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
は
、
緒
方
洪
庵
訳
が
ド
イ
ツ
人

扶
歇
蘭
度
（
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
）
原
著
の
内
科
書
「E

n
c
hiridion medicum oder Anleitung zur medicinischen Praxis

（
医
学
必
携
）」
の
ハ
ー
ヘ
マ
ン

に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
３

を
重
訳
し
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
刊
本
西
洋
内
科
書
と
し
て
最
も
完
備
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
刊
本
が
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に

出
版
さ
れ
た
が
、
冒
頭
に
あ
る
凡
例
に
は
、
「
天
保
壬
寅
（
天
保
十
三
、
一
八
四
二
）
年
五
月
」
４

の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
八
四
二
年
か
ら
一

八
五
七
年
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る
５

。
そ
し
て
、
日
本
語
訳
原
文
を
オ
ラ
ン
ダ
語
版
原
文
と
対
照
す
る
と
、
例
に
あ
る
「
近
因
」「
誘
因
」
は
、
オ
ラ
ン

ダ
語
「n

a
a
st
e
 oo

r
z
aa
k

」
、「a

a
n
le
i
d
in
g

」
に
対
す
る
和
訳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

(

三)  

原
由
６

、
近
因
は
蒸
発
機
と
噏
収
機
と
其
平
衡
を
失
へ
る
に
在
り
、
故
に
水
液
分
泌
過
度
と
な
れ
る
か 

収
機
支
障
を
被
れ
る
者
と
す
、
其
遠
因
左
件

に
帰
す
（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
十
四
、
一
八
五
七
） 

 P
a
t
h
og
e
n
ie
.
 
De
 n
aa
s
t
e o

o
r
z
a
ak
 
van eene waterverzameling is altijd opgeheven evenwigt tusschen uitwaseming en ops
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l
o
r
p
i
ng
;
 
du
s
 
óf
 
o
ve
r
m
ati

g
 
V
e
rm
e
erderde afscheiding van waterachtig vocht, óf verhinderde opslorping. 

 D
e
 
v
er
w
i
jd
e
r
de
 
o
or
z
a
ken

 
k
u
n
ne
n
 tot de volgende kalassen gebragt worden:... 

(
四)  

誘
因
は
生
植
機
発
動
の
抑
圧
と
月
経
初
見
の
鬱
閉
と
を
常
に
最
も
多
し
と
す
（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
二
〇
、
一
八
五
七
） 

 d
e
 
m
ee
s
t
 g
e
w
on
e
 aa

n
l
eid

i
n
g
 is

 
belemmering van de geslachtsontwikke

ling en van den eersten stondenvloed bij het v

r
o
u
w
e
li
j
k
 g
e
s
la
c
h
t.
 
E
cht

e
r
 
k
an
 
zij ook door te sterk bloedverlies(anaemia) ontstaan. 

ま
た
、
上
記
の
「
近
因
」
の
例
に
は
後
述
す
る
「
原
因
」「
遠
因
」
も
見
ら
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
に
よ
る
と
、
両
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ラ
ン
ダ
語
「pathogeni

e

」
「v

er
w
i
jd
e
r
de
 
o
or
z
a
ken

」
に
該
当
す
る
。「p

at
h
ogenie

」
は
、
医
学
用
語
で
あ
り
、
現
代
日
本
語
に
訳
す
と
「
病
原
（
論
）」（
英
語
「pathogeny

」）
と
な

る
。
原
書
で
は
、
基
本
的
に
あ
る
病
症
に
対
す
る
見
出
し
語
で
も
あ
る
「Diagnosis

（
診
断
）」「Pathogenie

（
病
原
）」「Therapie

（
療
法
）」
の
よ
う
に
三
つ

の
部
分
を
分
け
て
記
述
す
る
構
成
で
あ
る
。
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
で
は
「pathogenie

」
の
対
訳
語
は
す
べ
て
「
原
因
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
「
誘
因
」「
近
因
」「
遠
因
」、
そ
し
て
後
述
す
る
「
起
因
」
な
ど
の
「
因
」
字
漢
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
用
例
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
を
確
認
す
る
と
、「
誘
因
」
と
「aanleiding

(en)

」、「
近
因
」
と
「naaste oorzaak

」、
そ
し
て
「
遠

因
」
と
「v

er
w
i
jd
e
r
de
 
o
orz

a
k
e
n

」
の
対
訳
関
係
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
誘
因
」
は
「opwekkende oorzaken

」
の
訳
語
に
該
当
す
る
も
の
も
見
ら
れ

る
。 (

五)  

凡
非
常
ニ
刺
衝
シ
テ
運
営
ノ
偏
倚
ヲ
起
ス
者
ハ
皆
熱
病
ノ
誘
因
ト
ナ
ル
。
寒
暖
變
革
、
膓
胃
汚
物
、
天
行
毒
、
傳
染
毒
等
其
最
ナ
ル
者
ナ
リ
。（
緒
方

洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
一
「
急
性
熱
病
」、
一
八
五
七
） 

D
e
 a
a
nl
e
i
di
n
g
en 

k
un
n
e
n h

o
o
g
s
t 
m
enigvuldig zijn. Alles, wat eenen aanmerkelijken prikkel of verstoring van het eve

n
w
i
g
t
 i
n
 
de
 
b
ew
e
r
kt
u
i
gin

g
 
k
a
n 
t
e weeg brengen, kan koorts verwekken, het menigvuldigst, afwisseling van de temper

a
t
u
u
r
, 
g
a
st
r
i
sc
h
e
 o
n
z
uiv

e
r
h
e
de
n
, epidemische en besmettelijke invloeden. 

(

六)  

原
由 

近
因
ハ
血
質
ノ
生
力
亢
盛
ノ
動
脈
ノ
運
営
過
越
シ
以
テ
血
液
稠
厚
ヲ
致
ス
ニ
ア
リ
。
故
ニ
此
病
ニ
於
テ
脈
管
裏
靣
亦
必
焮
衝
７
ナ
キ
ヿ
能
ハ

サ
ル
〃
者
ト
ス
素
因
ハ
焮
衝
性
ノ
越
必
垤
密
（
エ
ビ
デ
ミ
）、
英
垤
密
（
ヰ
ン
デ
ミ
）
８
、
焮
衝
性
ノ
稟
賦
、
少
壯
ノ
年
齡
（
注
：
十
五
歳
至
三
十
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歳
）
或
常
ニ
屋
外
力
作
シ
或
肉
食
飲
酒
ニ
飽
キ
或
乾
燥
沍
寒
ノ
氣
候
北
風
東
北
風
ニ
冒
觸
ス
ル
等
ナ
リ
而
冒
寒
、
外
傷
非
恒
ノ
感
激
、
一
部
ノ
焮

衝
、
他
熱
ノ
誤
治
等
凡
テ
起
熱
ノ
諸
件
皆
其
誘
因
ト
ナ
ル
（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
一
「
単
純
熱
」、
一
八
五
七
） 

 P
a
t
h
og
e
n
ie
.
 De

 n
aa
s
t
e o

o
r
z
a
ak
 
is een bovenmatig verhoogd leven des bloeds, en dus verhoogde kracht en prikkelbaa

r
h
e
i
d
 d
e
s
 s
l
a
ga
d
e
rs
t
e
lse

l
s
 
e
n 
v
erhoogde stolbaarheid en vastheid des bloeds.Zij komt dus met dát overeen, wat de 

n
i
e
u
w
er
e
n
 p
h
l
eb
i
t
is
 
u
niv

e
r
s
a
li
s
 noemen; want bij eene zoo algemeene

 ontstekingachtige hoedanigheid des bloeds kan

 h
e
t
 
ni
e
t
 m
i
s
se
n
,
 o
f
 
de 

i
n
w
e
nd
i
ge wanden der bloedvaten moeten ook ontstoken worden. 

 D
e
 
v
er
w
i
jd
e
r
de
 
o
or
z
a
ken

 
z
i
j
n:
 
epidemische, endemische, individuëel ontstekingachtige gesteldheid, drooge, streng

e
 
k
o
u
de
,
 
ho
o
g
e 
s
t
an
d
 
van

 
d
e
n
 b
a
rometer, Noorde-en Noord

-Oostenwind,
 leeftijd tusschen de 15 en 30 jaren, volbloed

i
g
h
e
i
d,
 
w
er
k
z
aa
m
 
le
v
e
n i

n
 
d
e
 v
r
ije lucht, vleesch en wijndiëet. Opw

ekkende oorzaken: hevige verhitting, het vatte

n
 
v
a
n
 k
o
u
de
,
 
ge
w
e
ld
i
g
e g

e
m
o
e
ds
a
andoeningen, wonden, plaatselijke ontstekingen, en in het algemeen alle koortsige 

p
r
i
k
k
el
s
,
 w
e
l
ke
 
o
p 
e
e
n d

a
a
r
t
oe
 
van buiten of van binnen geneigd voorwerp werken, door verkeerde behandeling sterk

e
r
 
a
a
ng
e
z
et
t
e
 k
o
o
rt
s
. 

(

七)  

原
由 

近
因
ハ
胯
關
節
ノ
焮
衝
状
ヲ
為
セ
ル
ナ
リ
而
瘰
癧
ト
僂
麻
質
ト
ノ
轉
徒
最
常
ノ
遠
因
ト
ナ
ル
或
ハ
顛
仆
等
ノ
外
傷
ヨ
リ
起
ル
者
モ
亦
之
ア
リ

（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
二
十
五
「
跛
病
」、
一
八
五
七
） 

P
a
t
h
o
ge
n
i
e.
 D
e n

a
as
t
e
 oo

r
z
a
a
k i

s eene ontstekingachtige aandoening van het heupgewricht. De meest gewone verwijde

r
d
e
 
o
or
z
a
ke
n zi

j
n
 b
i
j
 ki

n
d
e
r
en
 
òf eene scrophuleuse, òf eene rheuma

tische ziekteverplaatsing. Zij kan zich ook bi

j
 
e
e
n
e 
u
i
tw
e
n
di
g
e
 b
e
l
eed

i
g
i
n
g,
 
b.v. eenen val, voegen. 

二 

オ
ラ
ン
ダ
語
原
語
の
意
味 

上
記
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
に
つ
い
て
、「o

o
rz
a
a
k

」
が
「
原
因
」
の
意
を
表
す
こ
と
は
、
前
章
に
お
い
て
考
察
し
た
。「aanleiding

」「naaste

」「verwijderd

e

」
「o

pw
e
k
ke
n
d
e

」
を
、
江
戸
時
代
末
期
の
代
表
的
な
蘭
和
辞
典
と
さ
れ
る
『
和
蘭
字
彙
』
９

に
お
い
て
確
認
す
る
と
、
ま
ず
「aanle

iding

」
に
つ
い
て
は
「
道

筋
」
と
い
う
訳
語
が
あ
り
、
例
文
に
は
動
詞
と
し
て
「
誘
引
ク
」
と
い
う
訳
語
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
動
詞
の
「aanleidingen

」
に
は
「
挑
発
（
オ
ダ
テ
）
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ル
」
と
あ
り
、
例
文
に
「o

orz
a
a
k

」
の
修
飾
語
と
し
て
「
誘
引
タ
ル
根
元
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「aanleiding

」
は
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
名
詞

と
し
て
「P

at
h
o
ge
n
i
e

（
病
原
）
」
を
示
す
場
合
「
誘
因
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

(

八)  
a
a
n
l
e
id
i
n
g, 

道
筋 

H
e
t
 
d
ob
b
e
le
n
 
ge
e
f
t 
a
a
nle

i
d
i
n
g t

ot steelen. 

博
奕
ハ
盗
ヲ
為
ル
事
ヲ
誘
引
ク
（『
和
蘭
字
彙
』） 

(

九)  
a
a
n
l
e
id
e
n
, 

挑
発
（
オ
ダ
テ
）
ル 

H
i
j
 
i
s 
d
e
 a
a
n
le
i
d
en
d
e
 oo

r
z
a
a
k v

an haar ongluk. 

彼
ハ
彼
女
ガ
不
幸
ニ
ナ
ル
様
ニ
誘
引
タ
ル
根
元
デ
ア
ル
（『
和
蘭
字
彙
』） 

次
に
、「n

a
as
t
e

」
と
「v

e
rwi

j
d
e
r
de

」
に
つ
い
て
は
、「naaste

」
は
「naast

」
の
用
例
に
現
れ
、「
一
番
近
キ
」
の
意
と
し
て
お
り
、「verwijderde

」
は
見

当
た
ら
な
い
が
、
関
連
語
彙
の
「v

er
w
i
jd
e
r
en

」
な
ど
の
見
出
し
語
に
お
い
て
「
遠
ザ
ク
ル
」
な
ど
の
訳
語
が
見
ら
れ
、
形
容
詞
の
「verwijderde

」
が
「
遠
ざ

か
っ
た
」
の
意
を
表
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
修
飾
語
と
し
て
「oorzaak

（en

）」
に
付
く
と
、「
一
番
近
い
原
因
」「
遠
ざ
か
っ
た
原
因
」
の
意
を
表
す
熟
語
的
な

も
の
が
成
立
し
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
「
近
因
」「
遠
因
」
と
和
訳
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

(

一
〇)  

n
a
a
s
t
, 

一
番
近
キ 

H
e
t
 
n
aa
s
t
e,
 
o
f 
i
t
 n
a
a
st 

g
e
l
e
ge
n
 dorp. 

一
番
近
キ
村 

H
e
t
 
n
aa
s
t
 v
e
r
tr
e
k
. 

一
番
近
キ
部
屋 

D
e
 
n
a
as
t
e
 w
e
e
k. 

此
次
ノ
ウ
ヱ
ー
キ 

D
e
 
n
a
as
t
e
 w
e
g 

一
番
近
キ
道 

H
e
t
 n
aa
s
t
e 
h
ù
is 

一
番
近
キ
家
（『
和
蘭
字
彙
』） 

(

一
一)  

v
e
r
w
i
jd
e
r
d, 

遠
ザ
カ
リ
タ
ル 

v
e
r
w
i
jd
e
r
en 

遠
ザ
ク
ル 

v
e
r
w
i
jd
e
r
in
g 

遠
ザ
カ
リ
（
『
和
蘭
字
彙
』） 
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ま
た
、「o

p
we
k
k
en
d
e

」
に
つ
い
て
は
、
『
和
蘭
字
彙
』
に
見
出
し
語
は
な
い
が
、
そ
の
動
詞
の
原
形
で
あ
る
「opwekken

」
に
「
起
ス
」、
類
義
語
「opwekkin

g
」
に
「
起
ス
事
」
と
あ
り
、
修
飾
語
と
し
て
「
起
す
」
の
意
を
表
す
と
推
測
さ
れ
る
。
上
記
の
訳
語
の
成
立
を
参
考
と
し
て
「
起
因
」
と
訳
さ
れ
て
も
よ
い
が
、

『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
は
「a

a
n
le
i
d
in
g

」
と
同
様
に
「
誘
因
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
上
記
に
よ
る
と
、「
起
因
」
と
の
類
義
関
係
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
。 

(

一
二)  

o
p
w
e
k
ke
n
, 

起
ス 

活
カ
ス 

励
マ
ス 

o
p
w
e
k
ki
n
g
, 

活
ス
事
、
起
ス
事
、
励
マ
ス
事 

一
方
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
あ
る
「
起
因
」
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
動
詞
、
ま
た
は
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。 

(

一
三)  

此
病
經
過
定
度
ナ
シ
唯
一
停
食
ニ
起
因
ス
ル
者
ハ
一
二
日
ニ
解
シ
膽
液
熱
粘
液
熱
ノ
如
キ
數
週
連
緜
ス
ル
ヿ
ア
リ
（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺

訓
』
二
「
腸
胃
熱
」
、
一
八
五
七
） 

 D
e
 
d
uu
r
 
en
 
h
et
 
b
el
l
o
p. 

Z
e
e
r
 o
n
bepaald: bij eenvoudige koortsen, do

or gastrische onzuiverheden, dikwijls slechts 

w
e
i
n
i
ge
 
d
ag
e
n
; 
b
i
j 
a
n
der

e
,
 
v
oo
r
al bij gal-en slijmkoortsen, soms ve

rscheiden weken lang. 

(

一
四)  

抑
此
證
ハ
内
部
外
部
ニ
結
膿
ノ
徵
有
テ
其
熱
ハ
必
之
ニ
起
因
セ
ル
者
ト
ス
（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
三
「
遷
延
熱
」、
一
八
五
七
） 

H
i
e
r
b
ij
 
k
om
e
n
 d
e
 
te
e
k
ene

n
 
e
e
ne
r
 uit- of inwendige verettering, waarmede deze koorts altijd verbonden is en waarui

t
 
z
i
j
 o
n
t
st
a
a
t 

(

一
五)  

第
一
、
衰
弱
ノ
起
因
ヲ
除
ク
ニ
ア
リ
（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
十
三
「
虚
勞
」、
一
八
五
七
） 

V
o
o
r
e
er
s
t
, 
d
e
 v
e
r
zw
a
k
ken

d
e
 
o
or
z
aak weg te nemen. 

(

一
六)  

o
n
t
s
t
aa
n
. 

發
ル 

D
i
e
 
z
ie
k
t
e o

n
ts
t
a
at
 ú
it 

d
e
 
z
wa
k
heid van de maag. 

其
病
ハ
胃
ノ
弱
キ
所
ヨ
リ
發
ル
（『
和
蘭
字
彙
』） 

(

一
七)  

d
o
o
r
, 

モ
ツ
テ
又
ヨ
リ
（
『
和
蘭
字
彙
』） 
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該
当
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
に
つ
い
て
、
「
起
因
す
る
」
の
場
合
は
動
詞
「ontstaat

」、
前
置
詞
「door

」
で
あ
り
、
名
詞
の
「
起
因
」
の
場
合
は
一
般
的
に
「
原
因
」

の
意
を
表
す
「o

o
r
z
a
ak

」
で
あ
る
。
『
和
蘭
字
彙
』
に
「ontstaat

」
に
つ
い
て
は
「
發
ル
」
と
あ
り
、「door

」
に
つ
い
て
は
「
ヨ
リ
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
起
因
す
る
」
は
「（
よ
っ
て
）
起
こ
る
」
の
意
を
表
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
総
じ
て
、「
起
因
（
す
る
）」
と
い
う
和
訳
は
、
特
定
の
表
現
で
は
な
く
文
脈
に
よ
っ
て

採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

三 
「
近
因
」、「
遠
因
」、「
誘
因
」
の
具
体
例 

上
記
の
よ
う
に
、「
近
因
」
「
遠
因
」「
誘
因
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
近
い
原
因
」「
遠
ざ
か
っ
た
原
因
」「（
病
気
を
）
誘
い
起
こ
す
原
因
」
の
意
と
し
て
い
る
が
、
そ

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
右
の
諸
例
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
く
。 

「
単
純
熱
」
を
例
と
し
て
、「
原
由
」
に
つ
い
て
の
記
載
に
は
、「
近
因
」
と
「
誘
因
」
が
直
接
に
現
れ
て
お
り
、「
遠
因
」
と
い
う
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
オ

ラ
ン
ダ
語
原
文
を
参
照
す
る
と
、
文
中
の
「
素
因
」
が
前
記
の
「
遠
因
」
と
同
じ
で
「verwijderde oorzaken

」
の
訳
語
に
該
当
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
か

ら
し
、
こ
の
「
素
因
」
は
「
遠
因
」
と
見
な
し
て
も
よ
か
ろ
う
。「
近
因
」
に
つ
い
て
は
、「
血
質
ノ
生
力
亢
盛
ノ
動
脈
ノ
運
営
過
越
シ
以
テ
血
液
稠
厚
ヲ
致
ス
ニ
ア

リ
」
と
あ
り
、
「
単
純
熱
」
の
発
生
に
至
ら
せ
る
作
用
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
遠
因
」
に
つ
い
て
は
、「
焮
衝
性
ノ
越
必
垤
密
」「（
焮
衝
性
ノ
）
英
垤
密
」

い
わ
ゆ
る
病
気
の
特
性
、
「
焮
衝
性
ノ
稟
賦
」
「
少
壯
ノ
年
齡
」
い
わ
ゆ
る
個
人
の
素
質
、「
常
ニ
屋
外
力
作
シ
」「
肉
食
飲
酒
ニ
飽
キ
」
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
、「
乾
燥

沍
寒
ノ
氣
候
」
、
「
北
風
東
北
風
ニ
冒
觸
ス
ル
」
い
わ
ゆ
る
気
候
な
ど
の
外
部
要
素
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
「
遠
因
」
だ
け
で
は
、「
単
純
熱
」
の
発
生
に
至

ら
な
い
が
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
発
生
し
や
す
く
な
る
と
見
ら
れ
る
。
あ
る
病
気
に
関
し
て
は
、
単
一
の
直
接
的
原
因
の
「
近
因
」
に
対
し
て
、
複
数
の
「
遠
因
」

が
存
在
す
る
。
右
の
「
跛
病
」
の
例
に
お
い
て
も
、
単
一
の
「
近
因
」
に
あ
た
る
「
胯
關
節
ノ
焮
衝
状
ヲ
為
セ
ル
」
に
対
し
て
、「
瘰
癧
ト
僂
麻
質
ト
ノ
轉
徒
」
や

「
顛
仆
等
ノ
外
傷
」
の
「
遠
因
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、「
近
因
」
を
さ
す
オ
ラ
ン
ダ
語
「naaste oorzaak

」
に
は
単
数
形
の
「oorzaak

」
と
あ
り
、「
遠

因
」
を
さ
す
「v
er
w
i
jd
e
r
de 

o
o
r
z
ak
e
n

」
に
は
「oo

r
zaak

」
の
複
数
形
「oorzaken

」
と
な
る
の
で
あ
る
。 

一
方
、「
誘
因
」
は
、
文
字
通
り
病
気
を
誘
い
出
す
原
因
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
単
純
熱
」
の
例
に
あ
る
「
冒
寒
」
や
「
外
傷
」
な
ど
の
「
誘
因
」
は
、「
北
風
東
北

風
ニ
冒
觸
ス
ル
」
や
「
常
ニ
屋
外
力
作
シ
」
な
ど
の
「
遠
因
」
に
よ
っ
て
現
れ
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
「
誘
因
」
に
よ
っ
て
「
血
質
ノ
生
力
亢
盛
ノ
動
脈
ノ
運
営
過

越
シ
」
と
い
う
「
近
因
」
の
作
用
が
は
じ
ま
り
、
「
単
純
熱
」
の
発
生
に
至
ら
せ
る
、
と
い
う
発
病
の
原
理
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、「
誘
因
」
は
、「
遠
因
」
と
「
近
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因
」
を
繋
げ
て
病
気
の
発
生
を
促
進
す
る
触
媒
的
な
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
は
、
下
記
の
よ
う
に
、「
誘
因
」
と
と
も
に
「
刺
衝
物

（
刺
激
物
）」
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

(

一
八)  

治
法 

誘
因
（
刺
衝
物
）
ハ
即
チ
将
發
ノ
歯
牙
ナ
リ
之
ヲ
除
ク
可
ラ
ス
故
ニ
唯
血
液
鬱
積
痙
攣
等
ノ
標
證
ヲ
攻
テ
以
テ
危
險
ヲ
防
禦
ス
ヘ
キ
ノ
ミ

（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
二
十
五
「
生
歯
」、
一
八
五
七
） 

さ
ら
に
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
は
、
下
記
の
よ
う
に
、「verwijderde oorzaken

」
の
訳
語
と
し
て
、「
遠
因
」
が
「
素
因
」
や
「
誘
因
」
と
と
も
に
併

記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
三
者
に
該
当
す
る
も
の
が
合
致
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
誘
因
」
は
、「
遠
因
」
作
用
の
一
環
と
さ
れ
る
。 

(

一
九)  

而
榮
養
不
給
（
食
物
腐
壞
飢
渇
等
）
酸
素
不
足
（
密
室
稠
人
雜
居
ノ
類
）
大
氣
不
良
（
居
室
不
潔
等
）
血
液
脫
泄
等
凡
生
力
ヲ
減
耗
シ
神
經
ヲ
罷
弊

セ
シ
ム
ル
諸
件
或
ハ
房
事
、
勞
力
、
温
被
等
ノ
過
度
、
熱
性
藥
ノ
過
用
、
瀉
血
證
ニ
瀉
血
ヲ
怠
ル
者
、
既
性
ノ
疾
患
、
他
種
ノ
熱
病
等
ノ
如
キ
刺
衝

過
度
ノ
諸
件
或
憂
苦
、
悲
愁
、
濕
氣
、
寒
冷
等
ノ
如
生
力
抑
壓
ノ
諸
件
皆
此
病
遠
因
（
素
因 

誘
因
）
ト
ナ
ル
（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
一

「
神
経
熱
」、
一
八
五
七
） 

V
e
r
w
i
jd
e
r
de
 
o
or
z
a
ke
n
.
 Al

l
e
s
,
 w
a
t de levenskracht en vooral de zenuwkracht verminderen en verzwakken kan: dus ontt

r
e
k
ki
ng
 
d
er
 
n
oo
d
z
ak
e
l
ijk

e
 
l
e
ve
n
sstoffen, van het voedsel(hongersnood, misgewas, bedorven voedsel), van de levenss

t
o
f
 
i
n 
d
e
 l
u
c
ht
(
v
er
d
i
erl

i
j
k
t
e 
l
ucht); opeenhooping van vele mensche in eene beperkte ruimte , onzindelijkheid, ee

n
e
 
e
p
id
e
m
is
c
h
 v
e
r
zw
a
k
ken

d
e
 
l
uc
h
tgesteldheid, groot verlies  van blo

ed en van andere vochten. Zoo kunnen bovenmati

g
e
 
b
l
oe
d
o
nt
l
a
st
i
n
ge
n
 
elk

e
 
k
o
or
t
s in zenuwkoorts doen overgaan.Of eindelijk de weking van onmiddellijk de levens- 

e
n
 
z
e
nu
w
k
ra
c
h
t 
n
e
de
r
d
ruk

k
e
n
d
e 
i
nvloeden; kommer, verdriet, besmetti

ngen van eenen zenuw- of rotachtigen aard, voc

h
t
i
g
h
ei
d
,
 k
o
u
de
,
 
sl
e
c
hte

 
l
u
c
ht
g
esteldheid, de epidemisch zenuwachtige gesteldheid, welke men vooral bij aanhouden

d
e
 
v
o
ch
t
i
gh
e
i
d,
 
w
es
t
e
win

d
 
e
n
 l
a
gen stand des barometers waarneemt. 
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四 

『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
以
前
に
お
い
て 

『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
が
刊
本
さ
れ
る
前
に
、
緒
方
洪
庵
訳
の
初
め
て
刊
本
さ
れ
た
著
作
と
し
て
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
出
版
さ
れ
た
『
病
学
通
論
』
が
あ

る
。
緒
方
が
師
で
あ
る
宇
田
川
玄
真
の
遺
稿
を
刪
補
校
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
「
因
」
字
漢
語
を
、『
病
学
通
論
』
に
お
い
て
確
認
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
、
す
で
に
「
起
因
」
が
動
詞
的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

(

二
〇)  

故
ニ
下
部
ノ
麻
痺
痙
攣
等
ハ
脊
髓
焮
衝
蓄
水
、
脊
骨
屈
曲
脫
臼
等
ニ
起
因
ス
ル
者
多
シ
（
緒
方
洪
庵
訳
『
病
学
通
論
』「
腦
脊
髓
交
感
」、
一
八
四

九
） 

(

二
一)  

肺
焮
衝
、
帶
下
、
淋
疾
、
胃
痛
、
腸
痛
、
肝
病
、
皮
病
等
分
泌
ノ
變
ニ
起
因
ス
ル
者
少
ナ
カ
ラ
ス
（
緒
方
洪
庵
訳
『
病
学
通
論
』「
病
機
分
泌
之
弊 

局
病
萌
發
」、
一
八
四
九
） 

し
か
し
、
「
近
因
」「
遠
因
」「
誘
因
」
に
つ
い
て
は
、『
病
学
通
論
』
に
用
例
が
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
み
る
と
、
宇
田
川
の
著
作
か
ら
継
承
し
て
き
た
訳
語
で

は
な
く
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
編
者
で
あ
る
緒
方
ら
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

一
方
、「
近
因
」
と
「
遠
因
」
に
つ
い
て
は
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
使
わ
れ
る
前
に
、
古
く
か
ら
仏
書
に
お
い
て
も
見
ら
れ
て
お
り
、
仏
教
語
で
も
あ
る
。「
近

因
」
は
、
「
直
接
的
な
原
因
」
ま
た
は
「
近
因
近
果
」
と
し
て
「
現
世
の
因
果
」
の
意
と
し
、「
遠
因
」
は
、「
間
接
的
な
原
因
」
ま
た
は
「
遠
因
果
（
遠
因
遠
果
）」

「
遠
い
過
去
の
、
因
と
な
っ
た
修
行
と
そ
の
結
果
え
ら
れ
た
功
徳
」
の
意
と
す
る
。
ま
た
、「
遠
因
」
は
、
次
の
『
沙
石
集
』
に
あ
る
例
の
よ
う
に
、「
遠
い
将
来
に

実
を
結
ぶ
た
ね
と
な
る
条
件
」
の
意
を
表
す
こ
と
も
あ
る
。
緒
方
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
「naaste oorzaak

」
と
「verwijderde oorzaken

」
を
当
て
る
た
め
に
仏

書
か
ら
こ
の
二
語
を
借
用
し
て
き
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。 

(

二
二)  

不
善
思
惟
如
子
生
芽
。
子
是
近
因
四
大
遠
因
。（
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
經
』
三
十
七
・
十
二
・
五
、
北
涼
） 

(

二
三)  

思
惟
思
是
遠
因
等
起
。
作
事
思
是
近
因
等
起 

大
乘
成
業
論
説
。（
普
光
『
倶
舍
論
記
』
十
三
・
分
別
業
品
四
・
一
、
唐
） 

(

二
四)  

但
演
説
其
近
因
近
果
。
不
顯
其
遠
因
果
。（
日
蓮
『
觀
心
本
尊
抄
』、
文
永
十
（
一
二
七
三
）
年
） 
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(

二
五)  

凡
仏
法
を
学
す
る
に
、
結
縁
を
論
じ
、
遠
因
を
い
ふ
に
は
、
す
こ
し
き
の
因
縁
も
、
つ
い
に
空
か
ら
ず
（
無
住
道
暁
『
沙
石
集
』
五
本
・
三
、
弘
安

六
（
一
二
八
三
）
年
） 

ま
た
、
仏
書
に
あ
る
「
起
因
」
は
、
意
味
的
に
は
文
字
通
り
の
「（
あ
る
事
柄
が
）
起
こ
る
原
因
」
の
意
の
ほ
か
に
、「
発
心
」
と
同
じ
よ
う
に
「
善
願
を
起
こ
す

こ
と
。
悟
り
を
得
よ
う
と
す
る
心
を
起
こ
す
こ
と
」
の
意
を
さ
す
場
合
も
あ
る
。
次
の
よ
う
な
「
起
因
発
心
」
と
い
う
表
現
の
ほ
か
、
仏
教
徒
と
し
て
有
名
で
あ
る

唐
代
の
詩
人
の
白
居
易
の
作
品
に
も
「
起
因
発
縁
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。 

ほ
か
に
、
日
本
の
古
文
書
に
お
い
て
も
「
起
因
」
の
用
例
が
あ
り
、
仏
書
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
意
味
的
に
は
「
原
因
」
の
ほ
か
に
、「
起
源
。
由

来
」
を
さ
す
こ
と
も
あ
り
、
の
ち
に
は
動
詞
的
用
法
も
生
じ
て
い
る
。『
病
学
通
論
』
や
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
け
る
使
用
例
が
、
緒
方
ら
が
古
典
や
仏
典
を
参
考

と
し
た
こ
と
に
よ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、「
起
因
」
は
「
病
気
の
起
こ
る
原
因
」
の
意
を
表
現
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
近
代
語
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。 

(

二
六)  

智
者
知
之
。
此
即
論
之
起
因
。（
惠
沼
『
成
唯
識
論
了
義
燈
』
一
、
唐
） 

(

二
七)  

謂
順
果
佛
護
。
起
因
發
心
。（
法
藏
『
華
嚴
經
探
玄
記
』
賢
首
菩
薩
品
第
八
、
唐
） 

(

二
八)  

今
年
登
七
十
，
老
矣
病
矣
，
與
來
世
相
去
甚
邇
，
故
作
六
偈
，
跪
唱
於
佛
法
僧
前
，
欲
以
起
因
發
緣
，
為
來
世
張
本
也
。（
白
居
易
『
六
贊
偈
』、

唐
） 

(

二
九)  

山
王
ハ
日
本
無
双
ノ
霊
社
。
天
下
第
一
ノ
名
神
。
諸
神
ノ
中
ニ
ハ
根
本
。
万
社
ノ
間
ニ
ハ
起
因
ナ
リ
。（『
耀
天
記
』、
貞
応
二
（
一
二
二
三
）
年
） 

(

三
〇)  

招
□
罪
重
畳
之
起
因
者
乎
。（『
東
大
寺
具
書
』、
正
和
四
（
一
三
一
五
）
年
） 

(

三
一)  

是
者
訴
人
引
汲
之
過
也
、
罪
科
之
起
因
雖
異
、
昇
進
之
所
望
是
同
、（『
東
大
寺
文
書
』
十
一
・
六
「
寺
僧
慶
顯
申
状
」、
観
応
元
（
一
三
五
〇
）
年
） 

な
お
、「
誘
因
」
に
つ
い
て
は
、
先
行
の
医
書
、
仏
典
仏
書
、
そ
し
て
中
日
両
国
の
古
典
に
お
い
て
用
例
が
見
あ
た
ら
な
い
た
め
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
成
立
し

た
時
期
の
造
語
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
、
医
学
関
係
の
以
外
の
分
野
に
も
普
及
し
て
い
き
、
ま
た
、「
起
因
」
と
同
音
異
字
の
「
基
因
」
も
現
れ
る
。 
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(

三
二)  

其
起
因
を
尋
れ
ば
元
来
今
度
大
統
領
に
抜
擢
せ
ら
れ
た
る
林
硜
（
リ
ン
コ
ル
ン
）
と
云
へ
る
人
頗
る
賢
良
の
人
に
て
（『
鄰
艸
』、
一
八
六
一
） 

(
三
三)  

然
ト
モ
尋
常
ノ
霍
乱
症
ハ
胃
腸
内
ノ
刺
激
物
ニ
起
因
シ
（
桑
田
衡
平
訳
『
華
氏
内
科
摘
要
』
十
六
「
格
列
良
」、
一
八
七
六
） 

(

三
四)  

畢
竟
之
を
率
ゐ
て
行
く
先
輩
が
無
い
の
と
少
年
に
学
問
含
蓄
が
無
い
の
と
に
基
因
す
る
の
で
あ
ら
う
（
正
岡
子
『
規
病
牀
六
尺
』
七
四
、
一
九
〇

二
） 

第
三
節 

「
近
因
」「
遠
因
」「
誘
因
」
の
意
味
の
変
貌 

一 

『
華
氏
内
科
摘
要
』
に
お
い
て 

明
治
初
期
の
代
表
的
な
内
科
書
で
あ
る
、
明
治
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
華
氏
内
科
摘
要
』
は
、
一
八
六
九
年
に
出
版
さ
れ
た
米
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
大
学
の
内
科

学
、
保
健
学
助
教
ハ
ル
ツ
ホ
ー
ル
ン
氏
（H

e
n
ry
 
H
ar
t
s
horne

。
華
氏
）
の
著
書
『Essentials of t

he principles and practice of medicine : a han

d
b
o
o
k
 f
o
r
 s
t
u
de
n
t
s 
a
n
d p

r
a
c
t
it
i
o
ne
r
s

』
１
０

を
桑
田
衡
平
が
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
構
成
的
に
は
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
と
同
じ
よ
う
に
、
病
症
ご
と
に

「
徴
候
」
「
原
因
」「
治
療
」
な
ど
の
要
点
に
分
け
て
論
述
し
て
い
る
が
、
こ
の
書
に
お
い
て
「
原
因
」
「
近
因
」「
素
因
」
な
ど
の
「
因
」
字
漢
語
が
使
わ
れ
て
い

る
。
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
も
記
載
さ
れ
た
「
痢
疾
」
と
「
癲
癇
」
の
項
目
を
例
と
し
て
、『
華
氏
内
科
摘
要
』
に
お
け
る
記
載
お
よ
び
そ
の
英
語
原
文
を
次
に
引
用

す
る
。 

(

三
五)  

原
因 

凡
ソ
痢
疾
ノ
素
因
ヲ
釀
ス
ヤ
通
例
季
夏
ニ
ア
リ
ト
ス
而
シ
テ
我
ヒ
ラ
ド
ル
ヒ
ア
府
及
ヒ
近
傍
ノ
地
ニ
於
テ
ハ
八
月
中
旬
ヨ
リ
九
月
下
旬
ニ
至

ル
ノ
際
痢
疾
ノ
流
行
ス
ル
ヿ
最
モ
甚
シ
即
チ
此
際
ハ
寒
暖
不
齊
ナ
ル
ヲ
以
テ
曾
テ
暑
熱
ノ
爲
ニ
肌
膚
弛
緩
セ
シ
人
天
氣
俄
ニ
変
ス
ル
ト
キ
ハ
卒
然
寒

冷
濕
潤
ニ
冒
觸
セ
ラ
シ
テ
之
ヲ
發
ス
ル
者
其
他
未
熱
ノ
果
物
等
ノ
如
キ
不
消
化
ノ
食
物
及
ヒ
飲
水
ノ
不
良
モ
亦
痢
疾
ノ
原
因
ヲ
為
ス
コ
ト
屢
之
ア
リ

但
某
ノ
時
季
某
ノ
土
地
ニ
於
テ
ハ
同
一
ノ
原
因
ニ
由
テ
單
純
急
性
ノ
痢
疾
ヲ
發
シ
又
地
方
ニ
於
テ
ハ
其
土
地
固
有
ノ
土
方
病
ヲ
發
ス
ル
ヿ
猶
土
地
ノ

高
燥
卑
濕
ニ
由
テ
異
ナ
ル
カ
如
シ
例
之
ハ
丘
陵
ニ
在
テ
ハ
痢
疾
ヲ
發
シ
遠
ク
之
ト
相
距
セ
サ
ル
モ
溪
谷
及
ヒ
草
野
ニ
在
テ
ハ
間
歇
熱
若
ク
弛
張
熱
ヲ

發
ス
ル
ヿ
顯
然
タ
ル
所
ナ
リ
。（
桑
田
衡
平
訳
『
華
氏
内
科
摘
要
』
六
「
痢
疾
」、
一
八
七
六
） 
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C
a
u
s
a
tio

n
.-P

r
ed
i
s
po
s
i
tio

n
 t
o
 d
y
sentery is common in the latter part of summer; in this city and neighborhood, fro

m
 
t
h
e
 m
i
d
dl
e
 
of
 
A
ug
u
s
t t

o
 
t
h
e 
e
nd of September, especially. Relaxation from heat, with sudden exposure to cold an

d
 
w
e
t
, 
m
a
y 
p
r
od
u
c
e 
a
n
 at

t
a
c
k
. 
S
o, often, will indigestible food; as unripe fruit. Bad drinking-water is another c

a
u
s
e. 

A
t
 
a
n
y 
s
e
as
o
n
 a
n
d
 l
o
c
ali

t
y
 
s
uc
h
 
agencies may produce simple acute d

ysentery. But in certain regions it becomes at

 t
i
m
e
s 
e
n
de
m
i
c.
 
T
hi
s
 
is 

p
a
r
t
ic
u
larly noticed in many localities having considerable elevation, not subject to mal

a
r
i
a
l
 f
e
v
er
s
,
 b
u
t
 w
i
t
hin

 
a
 
s
ho
r
t distance of ague districts; dysentery upon the hills, while intermittent and rem

i
t
t
e
n
t 
o
c
cu
r
 
in
 
t
he
 
a
djo

i
n
i
n
g 
o
r subjacent valleys and meadow lands. 

(

三
六)  

原
因 

凡
ソ
此
病
ニ
罹
ル
者
ヲ
見
ル
ニ
遺
伝
ノ
素
因
有
ス
ル
者
多
ク
而
シ
テ
殊
ニ
耽
飲
、
多
房
、
手
淫
、
頭
部
打
撲
及
ヒ
驚
愕
等
最
モ
之
ヲ
誘
發
ス

ル
所
ノ
近
因
ニ
属
ス
（
桑
田
衡
平
訳
『
華
氏
内
科
摘
要
』
十
一
「
癲
癇
」、
一
八
七
六
） 

C
a
u
s
e
s.-

H
er
e
d
it
a
r
y 
t
r
ans

m
i
s
s
io
n
 of this disease is common. Intemperance, venereal excess and self-abuse, blows on

 t
h
e
 
he
a
d
, 
a
n
d 
f
r
ig
h
t
, a

r
e
 
a
mo
n
g the most frequent exciting causes

. 

『
華
氏
内
科
摘
要
』
の
「
痢
疾
」
の
項
目
で
は
病
症
の
「
素
因
」「
原
因
」
に
つ
い
て
、「
癲
癇
」
の
項
目
で
は
「
素
因
」「
近
因
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
「
原
因
」
と
「c

a
use

/
c
a
u
sa
l
i
ty

」
、「
近
因
」
と
「exciting causes

」、
そ
し
て
「
素
因
」
と
「predisposition

」
の
対
訳
関
係
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
、「c

a
us
a
l
it
y

」
の
訳
語
と
な
る
「
原
因
」
は
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
け
る
「
原
由
（Pa

thogenie

）」
と
同
じ
よ
う
に
、
要
点
の
見
出
し
語
と
し
て

使
わ
れ
て
お
り
、「
癲
癇
」
の
例
に
は
「H

er
e
d
it
a
r
y 
t
ransmission

」
の
訳
語
と
し
て
「
遺
伝
ノ
素
因
」
と
あ
る
。 

二 

『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
と
の
意
味
上
の
変
化 

さ
ら
に
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
同
じ
病
症
に
対
す
る
記
載
と
比
較
し
て
み
る
と
、「
痢
疾
」
の
項
目
で
は
『
華
氏
内
科
摘
要
』
に
な
い
「
近
因
」「
遠
因
」

に
つ
い
て
も
、
「
癲
癇
」
の
項
目
で
は
『
華
氏
内
科
摘
要
』
に
な
い
「
遠
因
」
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
痢
疾
」
の
「
素
因
」、「
癲
癇
」
の
「
近

因
」
に
つ
い
て
は
、
両
書
と
も
記
載
が
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、「
痢
疾
」
の
「
素
因
」
に
つ
い
て
は
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
で
は
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「
各
地
英
垤
密
（
風
土
病
。
風
土
性
的
流
行
）」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
華
氏
内
科
摘
要
』
で
は
「（
八
月
中
旬
ヨ
リ
九
月
下
旬
ニ
至
ル
ノ
際
）
寒
暖
不
齊
」

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
も
「
故
ニ
此
病
八
九
月
ノ
比
晝
間
大
ニ
熱
シ
黃
昏
夜
間
冷
涼
ナ
ル
ノ
候
ニ
一
般
流
行
ス
」
と
あ
り
、『
華
氏
内
科

摘
要
』
で
「
素
因
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
「
遠
因
」
の
内
容
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。『
華
氏
内
科
摘
要
』
に
お
い
て
も
「
其
土
地
固
有
ノ
土
方
病
」
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
が
、「
痢
疾
ノ
原
因
」
に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。「
未
熱
ノ
果
物
等
ノ
如
キ
不
消
化
ノ
食
物
及
ヒ
飲
水
ノ
不
良
」
と
い
う
「
痢
疾
ノ
原

因
」
は
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
異
常
刺
衝
ト
感
動
過
敏
」
の
「
遠
因
」
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。 

(

三
七)  

原
由 
近
因
ハ
大
腸
ノ
抵
抗
過
劇
ニ
乄
痙
抽
性
ヲ
帯
ヒ
且
ツ
其
粘
液
酷
厲
ト
為
テ
分
泌
増
盛
セ
ル
ナ
リ
然
乄
其
本
性
ハ
焮
衝
ニ
非
ス
唯
其
刺
衝
増
加

シ
テ
乃
チ
焮
衝
ニ
移
ル
可
キ
ノ
ミ
故
ニ
感
冒
ニ
於
カ
ル
気
管
刺
衝
ト
全
ク
其
態
ヲ
一
ニ
ス
乃
チ
大
腸
ノ
感
冒
若
ク
ハ
僂
麻
質
ト
名
ケ
テ
可
ナ
ル
者
ナ

リ
猶
ホ
感
冒
ノ
噴
嚏
咳
嗽
甚
シ
ケ
レ
ハ
粘
液
ニ
血
線
ヲ
交
ヘ
刺
衝
増
加
ス
レ
ハ
遂
ニ
焮
衝
ニ
転
ス
ル
カ
如
ク
一
般
ナ
リ
ト
ス 

遠
因
ハ
多
端
ナ
レ
ト
モ
畢
竟
異
常
刺
衝
ト
感
動
過
敏
ト
ニ
外
ナ
ラ
ス
就
中
皮
膚
運
営
抑
遏
ノ
對
稱
機
ニ
兼
子
テ
膽
液
増
多
乄
酷
烈
ト
為
ル
ヨ
リ
起
ル

者
最
多
シ
故
ニ
此
病
八
九
月
ノ
比
晝
間
大
ニ
熱
シ
黃
昏
夜
間
冷
涼
ナ
ル
ノ
候
ニ
一
般
流
行
ス
其
病
タ
ル
即
チ
僂
麻
質
性
膽
液
病
ナ
ル
而
乄
流
行
痢
疾

ノ
極
度
ニ
至
レ
ル
者
殊
ニ
腐
敗
性
ニ
傾
ケ
ル
者
ハ
一
種
ノ
傳
染
毒
ヲ
生
ス
但
シ
其
毒
腸
内
ニ
生
乄
唯
其
排
泄
物
ニ
ノ
ミ
寄
舎
ス
故
ニ
其
排
泄
物
ノ
氣

ニ
觸
ル
ヽ
ヲ
恐
ル
ヘ
シ
ト
ス 
又
其
素
因
ノ
各
地
英
垤
密
（
ヱ
ン
デ
ミ
）
者
ア
リ
即
チ
污
物
泥
沼
卑
濕
ノ
地
凡
ヘ
テ
間
歇
流
熱
行
ス
ル
所
ノ
處
ハ
痢

疾
モ
亦
每
嵗
流
行
ス
（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
十
六
「
痢
疾
」、
一
八
五
七
） 

(

三
八)  

原
由 

近
因
ハ
神
經
系
運
営
ノ
常
調
ヲ
差
フ
ヿ
最
モ
甚
シ
キ
者
ニ
乄
皆
必
ス
脳
中
ニ
在
リ
自
餘
搐
搦
病
ト
異
ナ
ル
所
以
唯
茲
ニ
在
ル
ノ
ミ
且
ツ
此
病

ヲ
患
ヒ
テ
死
セ
ル
者
ヲ
鮮
観
ス
ル
ニ
必
シ
モ
器
質
ノ
變
ア
ル
ヲ
見
ズ
故
ニ
器
質
ノ
變
ハ
適
此
病
ノ
遠
因
ヲ
為
セ
ル
ヿ
ア
リ
ト
モ
決
乄
近
因
ト
為
ル
者

ニ
非
ス 

而
乄
神
經
病
常
因
ノ
他
、
遺
伝
素
質
、
神
經
衰
弱
、
房
事
過
度
、
驚
駭
劇
甚
、
或
ハ
他
人
ノ
癲
癇
證
ヲ
視
テ
深
ク
之
ヲ
感
セ
シ
等
或
ハ
蛔

蟲
條
蟲
腸
胃
汚
物
腹
内
壅
積
内
蔵
閉
塞
等
、
或
ハ
病
毒
ノ
転
徒
形
器
性
ノ
刺
衝
物
出
血
ノ
閉
止
等
皆
此
病
気
ノ
遠
因
ト
為
ル
尚
且
ツ
本
病
久
ク
留
滞

ス
レ
ハ
神
經
ニ
此
ノ
異
常
ノ
運
営
ヲ
起
ス
ヘ
キ
常
習
ヲ
得
ル
モ
亦
遠
因
ノ
一
ニ
属
ス
（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
九
「
癲
癇
」、
一
八
五
七
） 

次
に
、「
癲
癇
」
の
「
近
因
」
に
つ
い
て
は
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
で
は
「
神
經
系
運
営
ノ
常
調
ヲ
差
フ
コ
ト
」
と
さ
れ
る
が
、『
華
氏
内
科
摘
要
』
で
は
「
耽
飲
、

多
房
、
手
淫
、
頭
部
打
撲
及
ヒ
驚
愕
等
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
も
「
遺
伝
素
質
、
神
經
衰
弱
、
房
事
過
度
、
驚
駭
劇
甚
、
或
ハ
他
人
ノ

癲
癇
證
ヲ
視
テ
深
ク
之
ヲ
感
セ
シ
等
…
皆
此
病
気
ノ
遠
因
ト
為
ル
」
と
あ
り
、
前
の
『
華
氏
内
科
摘
要
』
で
「
近
因
」
と
さ
れ
る
も
の
が
「
遠
因
」
と
記
さ
れ
て
い
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る
。
『
華
氏
内
科
摘
要
』
に
お
い
て
は
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
で
「
遠
因
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
「
近
因
」
も
し
く
は
「
原
因
」
と
な
っ
て
お
り
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』

で
「
近
因
」
と
記
さ
れ
た
も
の
は
、「
原
因
（Ca

u
s
al
i
t
y

）」
の
内
容
に
は
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
『
華
氏
内
科
摘
要
』
の
「
原
因
（c

a
u
sa
l
i
ty

）」
以
外
の
部
に
お
い
て
、
上
記
の
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
け
る
「
近
因
」
の
内
容
に
つ
い
て
探
っ
て
み

る
と
、
次
に
示
す
よ
う
に
「
解
屍
之
変
（M

o
r
bi
d
 
An
a
t
omy

）」
も
し
く
は
「
解
剖
及
病
理
（Anatomy 

and Pathology

）」
の
部
に
類
似
的
な
記
載
が
あ
る
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
け
る
「
近
因
」
の
内
容
が
病
因
と
い
う
よ
り
も
、
解
剖
学
ま
た
は
病
理
学
の
範
疇
に
帰
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
結

果
と
し
て
、『
華
氏
内
科
摘
要
』
で
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
「
遠
因
」
に
あ
た
る
内
容
の
一
部
が
「
近
因
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
「
遠
因
」
や
「
誘
因
」
の
区
分
け
が
な
い
た
め
、「
素
因
（predisposition

）」
以
外
の
「
遠
因
」、
と
り
わ
け
「
誘
因
」
に
あ
た
る
も
の
を
「
近
因
」
と
区
分
け

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
現
代
で
は
医
学
用
語
と
し
て
「exciting cause

」
を
「
誘
因
」
１
１

と
訳
し
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。 

(

三
九)  

益
シ
此
痢
疾
ニ
於
テ
時
々
血
便
ヲ
泄
ス
所
以
ハ
其
裏
急
後
重
ス
ル
時
腸
管
筋
質
膜
ノ
攣
縮
ヲ
起
シ
テ
充
血
焮
衝
セ
ル
粘
液
膜
ヲ
縮
迫
ス
ル
ニ
由
テ
出

血
ヲ
起
ス
ニ
依
ル
ナ
ラ
ン
カ
又
慢
性
ノ
痢
疾
ニ
於
テ
ハ
必
ス
直
腸
或
ハ
結
腸
或
ハ
其
両
部
裏
面
ノ
糜
爛
ス
ル
ヲ
見
ル
ヘ
シ
此
症
ニ
於
テ
ハ
大
抵
只
膿

様
粘
液
ヲ
泄
ス
ハ
即
チ
其
糜
爛
ニ
由
ル
ナ
リ
（
桑
田
衡
平
訳
『
華
氏
内
科
摘
要
』
六
「
痢
疾
」、
一
八
七
六
） 

(

四
〇)  

脊
髓
系
獨
リ
其
官
能
ヲ
逞
フ
シ
脳
髄
ノ
機
能
ヲ
以
テ
之
ヲ
調
節
ス
ル
ヿ
能
ハ
ス
シ
テ
反
射
運
動
ノ
非
常
ニ
旺
盛
ス
ル
ニ
由
ル
者
ナ
ラ
ン
カ
（
桑
田
衡

平
訳
『
華
氏
内
科
摘
要
』
十
一
「
癲
癇
」、
一
八
七
六
） 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
差
異
は
、
両
者
の
原
語
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
で
「
近
因
」
に
あ
た
る
オ
ラ

ン
ダ
語
「n

aa
s
t
e 
o
o
rz
a
a
k

」
は
単
数
形
で
あ
り
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
系
統
で
は
、「
近
因
」
は
単
一
な
存
在
で
あ
る
。
一
方
、『
華
氏
内
科
摘
要
』
の
英
語
原
著

に
あ
る
「e

xc
i
t
in
g
 
ca
u
s
es

」
は
複
数
形
で
用
い
ら
れ
、「
近
因
」
は
複
数
存
在
す
る
も
の
で
、「
遠
因
」
を
さ
す
オ
ラ
ン
ダ
語
「verwijderde oorzaken

」
と
共

通
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
近
代
の
病
理
学
に
関
し
て
、
同
じ
「
近
因
」
と
い
う
語
で
は
あ
っ
て
も
、
意
味
す
る
内
容
が
異
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
近
」
も

「
遠
」
も
相
対
的
な
の
で
あ
り
、
「
遠
因
」
と
「
近
因
」
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
定
義
さ
れ
る
前
に
は
ま
だ
特
定
の
概
念
を
さ
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。 
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三 

『
文
明
論
之
概
略
』
に
よ
る
定
義 

 
明
治
以
降
、
諸
学
問
の
基
盤
と
も
さ
れ
る
「
因
果
関
係
（causality

）」
の
概
念
が
普
及
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、「
原
因
」
を
は
じ
め
、「
近
因
」
や
「
遠
因
」
な
ど

の
関
連
語
彙
も
次
第
に
導
入
さ
れ
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
一
八
七
五
年
に
成
立
し
た
『
文
明
論
之
概
略
』
は
、
福
沢
諭
吉
の
著
書
で
東
西
文
明
の
発
達

と
特
色
、
文
明
の
本
質
な
ど
を
論
じ
日
本
の
と
る
べ
き
道
を
示
し
た
明
治
初
期
啓
蒙
思
想
の
代
表
作
で
あ
る
。
中
で
は
「
原
因
」「
近
因
」「
遠
因
」
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
っ
て
い
る
。 

(

四
一)  

此
趣
意
に
従
て
は
事
物
を
詮
索
す
れ
ば
其
働
の
原
因
を
求
る
に
付
き
大
な
る
便
利
あ
り
抑
も
事
物
の
働
に
は
必
ず
其
原
因
な
か
る
可
ら
ず
而
し
て
こ

の
原
因
を
近
因
と
遠
因
と
の
二
様
に
區
別
し
近
因
は
見
易
く
し
て
遠
因
は
辨
じ
難
し
近
因
の
数
は
多
く
し
て
遠
因
の
数
は
少
な
し
近
因
は
動
も
す
れ

ば
混
雑
し
て
人
の
耳
目
を
惑
は
す
こ
と
あ
れ
ど
も
遠
因
は
一
度
び
之
を
探
得
れ
ば
確
實
に
し
て
動
く
こ
と
な
し
故
に
原
因
を
探
る
の
要
は
近
因
よ
り

次
第
に
遡
て
遠
因
に
及
ば
す
に
在
り
其
遡
る
こ
と
愈
遠
け
れ
ば
原
因
の
数
は
愈
減
少
し
一
因
を
以
て
数
様
の
働
を
説
く
可
し
今
水
に
沸
騰
の
働
を
起

す
も
の
は
薪
の
火
な
り
人
に
呼
吸
の
働
を
生
ず
る
も
の
は
空
気
な
り
故
に
空
気
は
呼
吸
の
原
因
に
し
て
薪
は
沸
騰
の
原
因
な
れ
ど
も
唯
こ
の
原
因
の

み
を
探
得
る
も
未
だ
詮
索
を
盡
し
た
り
と
す
る
に
足
ら
ず
元
来
こ
の
薪
の
燃
る
所
以
は
薪
質
中
に
あ
る
炭
素
と
空
気
中
の
酸
素
と
抱
合
し
て
熱
を
發

す
る
に
由
り
人
の
呼
吸
す
る
所
以
は
空
気
の
中
よ
り
酸
素
を
引
き
肺
臓
に
於
て
血
中
過
剰
の
炭
素
と
親
和
し
て
又
こ
れ
を
吐
出
す
に
由
る
も
の
な
れ

ば
薪
と
空
気
と
は
唯
近
因
に
し
て
其
遠
因
は
則
ち
酸
素
な
る
も
の
あ
り
故
に
水
の
沸
騰
と
人
の
呼
吸
と
は
其
働
の
趣
も
異
な
る
其
近
因
も
亦
異
な
り

と
雖
ど
も
尚
一
歩
を
進
め
其
遠
因
な
る
酸
素
を
得
て
始
て
沸
騰
の
働
と
呼
吸
の
働
と
を
同
一
の
原
因
に
帰
し
て
確
實
な
る
議
論
を
定
む
可
き
な
り

（
福
沢
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』
二
・
四
、
一
八
七
五
） 

 

「
近
因
」
に
つ
い
て
は
「
見
易
し
」
「
数
は
多
し
」「
動
も
す
れ
ば
混
雑
し
て
人
の
耳
目
を
惑
は
す
こ
と
あ
り
」
と
あ
り
、「
遠
因
」
に
つ
い
て
は
「
辨
じ
難
し
」

「
数
は
少
な
し
」「
一
度
び
之
を
探
得
れ
ば
確
實
に
し
て
動
く
こ
と
な
し
」
と
あ
っ
て
、
両
者
の
特
徴
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
水
の
沸
騰
と
人
の
呼
吸

の
例
に
よ
っ
て
、
物
事
（
「
沸
騰
」
や
「
呼
吸
」）
の
原
因
は
近
因
（「
薪
」
や
「
空
気
」）
に
区
別
さ
れ
た
り
遠
因
（「
酸
素
」）
に
統
合
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。 
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ま
た
、
同
書
で
は
「
半
身
不
随
の
症
」
の
例
も
取
り
上
げ
て
、「
近
因
」
は
「
落
馬
」
で
あ
り
、「
遠
因
」
は
「（
多
年
飲
酒
の
不
養
生
に
由
る
）
脊
髄
の
衰
弱
」
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
近
因
」
の
捉
え
方
は
、
前
記
の
『
華
氏
内
科
摘
要
』
と
も
共
通
し
、
当
時
の
一
般
的
な
病
因
論
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

(

四
二)  

又
一
例
を
擧
て
云
は
ん
こ
ヽ
に
酒
客
あ
り
馬
よ
り
落
て
腰
を
打
ち
遂
に
半
身
不
随
の
症
に
陥
り
た
り
之
を
療
す
る
の
法
如
何
す
可
べ
や
此
病
の
原
因

は
落
馬
な
り
と
て
其
腰
に
膏
薬
を
帖
し
専
ら
打
撲
治
療
の
法
を
施
し
て
可
ら
ん
乎
若
し
然
る
者
は
こ
れ
を
庸
醫
と
云
は
ざ
る
可
ら
ず
畢
竟
落
馬
は
唯

こ
の
病
の
近
因
の
み
其
實
は
多
年
飲
酒
の
不
養
生
に
由
り
既
に
脊
髄
の
衰
弱
を
起
し
て
正
に
こ
の
病
症
を
發
せ
ん
と
す
る
と
き
に
當
り
會
ま
落
馬
を

以
て
全
身
を
激
動
し
こ
れ
が
た
め
頓
に
半
身
の
不
随
を
發
し
た
る
の
み
故
に
こ
の
病
を
療
す
る
の
術
は
先
づ
飲
酒
を
禁
じ
て
病
の
遠
因
な
る
脊
髄
の

衰
弱
を
囘
復
せ
し
む
る
に
在
る
の
み
（
福
沢
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』
二
・
四
、
一
八
七
五
） 

こ
の
よ
う
に
、
『
文
明
論
之
概
略
』
が
近
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
上
記
の
「
近
因
」
と
「
遠
因
」
の
定
義
が
定
着
し
一
般
的
に
普
及
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
定
義
は
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
導
入
さ
れ
た
当
初
と
は
相
違
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の

「
遠
」
と
「
近
」
は
、
病
症
の
発
生
と
結
果
と
の
関
係
性
を
い
い
、
結
果
に
直
結
す
る
原
因
は
「
近
因
」、
ほ
か
に
関
わ
る
要
素
は
「
遠
因
」
と
さ
れ
て
い
る
。『
文

明
論
之
概
略
』
や
『
華
氏
内
科
摘
要
』
の
「
遠
」
と
「
近
」
は
、
人
間
の
認
知
程
度
に
基
づ
き
現
象
の
本
源
ま
で
の
距
離
を
言
い
、
把
握
し
や
す
い
表
層
的
な
原
因

は
「
近
因
」、
把
握
し
に
く
い
深
層
的
な
原
因
を
「
遠
因
」
と
し
て
い
る
。
視
点
が
置
か
れ
る
場
所
に
よ
っ
て
、「
近
因
」
と
「
遠
因
」
の
意
義
が
大
き
く
変
化
す
る

の
で
あ
る
。 四 

「
誘
因
」
の
成
立
に
つ
い
て 

「
誘
因
」
は
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
以
後
も
医
学
関
係
の
著
作
に
お
い
て
使
わ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
例
え
ば
、
一
八
七
九
年
に
出
版
さ
れ
た
医
学

書
『
虎
影
漫
録
－
コ
レ
ラ
ノ
心
得
』
に
は
、
「
原
因
誘
因
之
別
」
と
い
う
章
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。 

(

四
三)  

 

虎
列
拉
病
原
因
ハ
先
輩
既
ニ
説
ク
如
ク
有
機
植
物
性
ノ
毒
ニ
シ
テ
水
面
溝
渠
等
ニ
含
有
ス
（
二
階
堂
保
則
『
虎
影
漫
録
－
コ
レ
ラ
ノ
心
得
』「
原
因

誘
因
之
別
」、
一
八
七
九
） 
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(

四
四)  

未
熟
ノ
菓
物
不
鮮
ノ
魚
介
…
等
血
液
運
行
ヲ
妨
害
ス
ル
モ
ノ
皆
之
カ
近
因
ニ
シ
テ
病
毒
ヲ
誘
發
ス
故
ニ
之
ヲ
誘
因
ト
云
フ
誘
因
ト
原
因
ト
ハ
猶
金
石

相
撃
ツ
テ
火
ヲ
發
ス
ル
如
シ
（
二
階
堂
保
則
『
虎
影
漫
録
－
コ
レ
ラ
ノ
心
得
』「
原
因
誘
因
之
別
」、
一
八
七
九
） 

こ
れ
ら
は
コ
レ
ラ
の
「
原
因
」「
近
因
」
「
誘
因
」
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
誘
因
」
に
つ
い
て
は
、「
之
カ
近
因
ニ
シ
テ
病
毒
ヲ
誘
發
ス
故
ニ

之
ヲ
誘
因
ト
云
フ
」
と
あ
り
、「
近
因
」
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
「
誘
因
」
は
、「
遠
因
（verw

i
j
d
e
r
de
 
o
or
z
a
ke
n

）」
と
同
一
の
内
容
物
を
さ
す
場
合
が
あ
り
、
そ
し
て
「
遠
因
（verwijderde oo

rzaken

）」
の
一
部
は
、
近
代
以
降
の
『
華
氏
内
科
摘
要
』

な
ど
で
は
「
近
因
（e

xc
i
t
ing

 
c
a
u
se
s

）」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
近
因
（exciting causes

）」
に
「
誘
因
」
に
該
当
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
上
記

の
「
病
毒
ヲ
誘
發
ス
近
因
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

「
誘
因
」
の
古
い
辞
書
記
載
と
し
て
は
、
一
九
〇
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
辞
林
』
に
「
い
う
‐
い
ん 

或
物
事
の
な
り
た
つ
や
う
に
な
る
近
因
」
と
あ
り
、
現
代

語
で
も
『
日
国
』
に
「
あ
る
作
用
を
ひ
き
起
こ
す
原
因
。
ま
た
、
あ
る
物
事
の
成
立
す
る
近
因
」
と
あ
る
。「
近
因
」
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

ま
た
、
章
の
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
「
誘
因
」
は
「
原
因
」
と
区
別
さ
れ
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
誘
因
ト
原
因
ト
ハ
猶
金
石
相
撃
ツ
テ
火
ヲ
發
ス
ル
如
シ
」

と
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
誘
因
」
は
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
で
「
刺
衝
物
」
と
記
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
病
気
の
発
生
を
促
進
す
る
刺
激
で
あ
る
。 

第
四
節 

「
因
子
」
に
つ
い
て 

一 

「
因
数
」
の
意 

漢
語
「
因
子
」
に
つ
い
て
は
、『
日
国
』
に
「
（
１
）
あ
る
関
係
や
結
果
を
生
じ
る
諸
要
素
。
要
因
。
素
因
。
フ
ァ
ク
タ
ー
；（
２
）「
い
ん
す
う
（
因
数
）」
に
同

じ
；
（
３
）
生
物
学
で
、
あ
る
個
体
の
形
状
や
性
質
、
全
体
と
し
て
の
働
き
に
重
要
な
作
用
を
及
ぼ
し
て
い
る
要
素
」
と
あ
り
、
そ
し
て
、
意
味
（
２
）
の
例
と
し
て

次
の
例
が
あ
り
、
英
語
「f

act
o
r

」
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
古
典
の
出
典
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
る
と
、
近
代
以
降
に
成
立

し
た
も
の
で
あ
り
、
「fa

c
t
or

」
に
当
て
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。 
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(

四
五)  

f
a
c
t
o
r 

因
子
、
因
数
（
藤
沢
利
喜
太
郎
『
数
学
ニ
用
ヰ
ル
辞
ノ
英
和
対
訳
字
書
』、
一
八
八
九
） 

実
際
、
右
の
例
よ
り
前
の
時
代
に
成
立
し
た
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
、
す
で
に
「factor

」
の
訳
語
と
し
て
「
因
数
」
と
あ
る
。
一
方
、
先
行
の
『
英
和
対

訳
袖
珍
辞
書
』
に
は
ま
だ
「fa

c
t
o
r

」
が
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
を
代
表
と
し
た
英
華
辞
典
に
も
、
ま
だ
「
因
数
」
や
「
因
子
」
は

見
あ
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
の
成
立
前
後
、
す
な
わ
ち
一
八
七
〇
年
代
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

四
六)  

F
a
c
t
o
r 

a
 
m
e
r
ca
n
t
il
e
 
ag
e
n
t 

代
辦
商
、
代
理
商 

a
n
 
a
g
en
t
 
in
 
g
en
e
r
al
 

代
理
者
、
代
辦
者
、
代
司
事
者 

a
 
c
o
m
bi
n
a
ti
o
n
 o
f
 
fa
c
t
ors

 
a
n
d
 t
r
aders 

把
持
行
市 

o
n
 
t
h
e 
v
a
lu
a
t
io
n
 
of
 
g
ood

s
 
b
y
 f
a
ctors 

市
司
評
物
價 

i
n
 
a
r
it
h
m
et
i
c
, 
t
h
e 
w
o
rke

d
 
f
a
ct
o
r 

實 

t
h
e
 
w
or
k
e
d 
f
a
ct
o
r
 i
s
 
the

 
g
i
v
en
 
number 

實
者
本
數
也 

t
h
e
 
w
or
k
i
ng
 
f
ac
t
o
r 

法 

t
h
e
 
w
or
k
i
ng
 
f
ac
t
o
r 
i
s
 th

e
 
s
u
pp
o
sed number 

法
者
樣
數
也 

（
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』、
一
八
六
六
～
六
九
） 

ま
た
、
数
学
用
語
の
「
因
数
」
や
「
因
子
」
（
英
語
「factor
」）
の
概
念
に
つ
い
て
は
、『
日
国
』
に
よ
る
と
「
整
数
ま
た
は
整
式
を
い
く
つ
か
の
整
数
、
ま
た
は

整
式
の
積
の
形
で
表
わ
し
た
と
き
の
、
個
々
の
整
数
や
整
式
」
で
あ
り
、
日
本
で
は
近
代
以
降
、
西
洋
数
学
の
導
入
に
よ
っ
て
普
及
し
た
概
念
で
あ
る
と
見
ら
れ

る
。
次
の
よ
う
に
、
両
者
と
も
一
八
七
〇
年
代
後
半
に
数
学
関
係
の
著
作
に
お
い
て
普
通
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、『
哲
学
字
彙
』
に
も
「factor

」

の
訳
語
と
し
て
「
因
数
」
と
あ
り
、
数
学
用
語
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

(

四
七)  

然
リ
而
シ
テ
又
無
因
数
、
含
因
数
ノ
別
ア
リ
無
因
数
ハ
何
レ
ノ
数
ニ
テ
モ
除
シ
尽
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
ヲ
約
シ
テ
二
個
以
上
の
因
数
ト
ナ

ス
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ヲ
云
フ
、
含
因
数
ハ
二
個
以
上
ノ
無
因
数
ヲ
相
乗
シ
テ
成
ル
モ
ノ
ヲ
云
フ
、（
中
川
将
行
、
真
野
肇
編
『
筆
算
全
書
』
第
二
編
、

一
八
七
七
） 
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(

四
八)  

因
子
分
割
法
（
村
垣
素
行
『
筆
算
代
数
例
題
』
巻
之
一
、
一
八
七
七
） 

(
四
九)  

略
法
第
一 

法
数
ヲ
二
個
ノ
因
数
ニ
分
ヲ
以
テ
累
乗
ス
ル
モ
ノ 

法 

法
数
ノ
二
個
ノ
因
数
ニ
分
ヲ
其
一
因
数
ヲ
実
数
ニ
乗
シ
得
数
ニ
復
タ
他
ノ
因
数
ヲ
乗
ス
ベ
シ
其
得
数
ハ
積
ナ
リ
（
大
原
近
義 

等
編
『
筆
算
数
学

書
』
第1

巻
、
一
八
七
九
） 

(

五
〇)  

第
十
三
條
一
数
ア
リ
二
数
或
ハ
二
数
以
上
ノ
積
ヨ
リ
成
リ
立
ツ
ト
キ
ハ
其
各
数
ヲ
積
ノ
因
子
ト
名
ク
（
阪
野
秀
雄
訳
『
多
氏
初
学
代
数
術
』、
一
八
八

一
） 

(

五
一)  

F
a
c
t
o
r 

要
素
（
世
）
、
因
数
（
数
）（
『
哲
学
字
彙
』、
一
八
八
一
） 

二 

語
源 

近
代
西
洋
数
学
導
入
の
前
に
、
日
本
に
は
独
自
に
発
達
し
た
数
学
、
す
な
わ
ち
「
和
算
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
和
算
で
は
、
次
の
『
算
法
新
書
用
字
凡
例
』
に
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
位
の
数
を
掛
け
る
こ
と
を
「
因
」
と
い
い
、
ま
た
、
そ
の
積
に
対
し
て
一
位
の
数
も
「
因
」
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
け
る

「
因
」
は
和
算
の
概
念
で
あ
る
。 

(

五
二)  

因
、
法
一
位
を
掛
る
を
い
ふ
（
『
算
法
新
書
』
用
字
凡
例
（
古
事
類
苑
・
文
学
四
一
）、
一
八
三
〇
） 

古
代
中
国
の
数
学
書
に
お
い
て
も
上
記
の
意
味
と
す
る
「
因
」
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
孫
子
算
経
』
に
は
「
餘
二
步
。
以
六
因
之
，
得
一
丈
二
尺
」
と
あ
り
、

「
因
」
は
「（
六
を
以
て
）
掛
け
る
」
の
意
と
し
て
い
る
。
和
算
は
大
陸
の
数
学
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
た
め
、
一
部
の
用
語
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
、
和
算

の
概
念
と
し
て
成
立
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
掛
け
る
数
を
「
因
」
と
称
す
る
用
法
に
も
発
達
し
た
と
見
ら
れ
る
。 

(

五
三)  

今
有
索
長
五
千
七
百
九
十
四
步
。
欲
使
作
方
，
問
幾
何
？ 

答
曰
：
一
千
四
百
四
十
八
步
三
尺
。 
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術
曰
：
置
索
長
五
千
七
百
九
十
四
步
。
以
四
除
之
，
得
一
千
四
百
四
十
八
步
，
餘
二
步
。
以
六
因
之
，
得
一
丈
二
尺
。
以
四
除
之
，
得
三
尺
。
通
計

即
得
。（
『
孫
子
算
經
』
中
、
南
北
朝
） 

ま
た
、
和
算
の
「
因
」
の
概
念
は
、
西
洋
数
学
の
「
因
数
（factor

）」
の
概
念
と
、
積
の
構
成
要
素
と
な
る
数
を
共
通
し
て
意
味
す
る
た
め
、
近
代
西
洋
数
学
が

導
入
さ
れ
る
と
、「
因
」
に
よ
る
造
語
「
因
数
」
、「
因
子
」
が
「factor

」
を
さ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
因
数
」
は
、「
因
」
の
概
念
に
よ
っ
て
「
因
と
な
る

数
」
、
ま
た
は
「
掛
け
る
数
」
と
の
意
で
造
成
さ
れ
た
新
漢
語
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
因
子
」
は
、
語
素
の
「
子
」
が
「
分
子
」、
「
原
子
」
の
「
子
」
と

同
様
に
「
（
事
物
を
構
成
す
る
）
微
小
の
存
在
」
と
の
意
を
表
す
語
素
の
た
め
、「
因
」
と
の
結
合
に
よ
っ
て
「
積
を
構
成
す
る
微
小
の
存
在
」
と
の
意
を
表
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
「
分
子
」
が
下
記
の
よ
う
に
近
世
以
前
に
す
で
に
成
立
し
た
数
学
用
語
で
も
あ
り
、
そ
の
の
造
語
法
を
参
考
と
し
て
造
成
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。 

(

五
四)  

天
九
地
十
、
二
終
之
数
、
日
法
之
母
也
、
日
月
相
去
事
十
九
分
之
七
故
以
十
九
為
分
母
以
七
為
分
子
（『
東
海
一
漚
集
』
四
・
治
暦
篇
、
一
三
七
五

頃
） 

三 

「
要
素
」
の
意
の
由
来 

「
因
子
」
は
、
一
八
九
五
年
の
雑
誌
『
太
陽
』
に
下
記
の
用
例
が
あ
り
、
十
九
世
紀
後
期
か
ら
「
あ
る
関
係
や
結
果
を
生
じ
る
諸
要
素
」
の
意
で
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。 

(

五
五)  

し
て
千
有
餘
年
間
起
ら
ん
と
し
て
起
ら
ず
恒
に
病
み
病
み
て
死
せ
ず
の
境
に
在
り
し
叙
事
詩
の
因
子
が
一
朝
頭
を
擡
げ
た
る
事
な
れ
ば
勃
然
と
し
俄

に
榮
え
、
（
幸
田
露
伴
「
元
時
代
の
雑
劇
（
一
）」、『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
一
号
） 

(

五
六)  

農
家
の
一
年
間
に
於
け
る
所
得
は
種
々
の
因
子
よ
り
成
り
複
雜
を
極
む
れ
ど
も
仔
細
に
觀
察
し
な
ば
一
定
の
規
律
の
存
ず
る
あ
る
を
見
る
べ
し
（
矢

部
規
矩
治
「
農
業
」
、
『
太
陽
』
一
八
九
五 

第
五
号
） 
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前
の
通
り
『
哲
学
字
彙
』
に
「F

a
c
to
r
 

要
素
」
と
あ
っ
て
、
十
九
世
紀
後
期
「factor

」
に
「
要
素
」
の
意
も
把
握
さ
れ
普
及
し
始
め
る
。
同
じ
「factor

」
の

訳
語
で
あ
る
「
因
数
」
は
、
字
面
か
ら
数
学
用
語
の
性
格
が
窺
え
、『
哲
学
字
彙
』
で
も
数
学
用
語
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
因
子
」
は
、「
因
数
」

が
数
学
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
や
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
「
事
物
を
構
成
す
る
微
小
の
存
在
」
と
い
う
意
も
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
「
要

素
」
の
意
を
表
す
「f

ac
t
o
r

」
の
訳
語
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
次
の
例
に
よ
る
と
、
二
十
世
紀
以
降
「
因
子
」
は
、
主
に
「
要
素
」
の
意
を
表
す

用
法
と
し
て
定
着
し
て
い
く
よ
う
で
、
「
遺
伝
因
子
」「
環
境
因
子
」
な
ど
の
よ
う
に
、「
要
素
」
の
意
を
表
す
語
基
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

(

五
七)  

彼
の
交
際
嫌
ひ
な
ど
の
な
か
に
、
一
つ
の
因
子
と
し
て
形
を
と
つ
て
ゐ
た
こ
と
は
別
と
し
て
。（
里
見
弴
「
恐
ろ
し
き
結
婚
」、『
太
陽
』
一
九
一
七 

第
四
号
） 

(

五
八)  

時
代
の
形
勢
に
應
じ
て
、
其
の
機
宜
を
制
し
、
國
際
間
の
新
状
勢
の
主
動
力
と
な
り
、
列
國
協
調
の
重
要
因
子
と
し
て
、
世
界
に
威
信
を
進
む
る
こ

と
は
、
甚
だ
必
要
な
る
覺
悟
に
し
て
、
無
爲
無
策
、
迎
合
主
義
を
唯
一
の
方
針
と
な
し
、（
牧
野
義
智
「
戦
後
国
際
政
局
の
変
動
」、『
太
陽
』
一
九
一

七 

第
十
四
号
） 

(

五
九)  

犯
罪
探
偵
の
際
に
は
、
探
偵
す
る
も
の
を
し
て
誤
謬
に
陷
ら
し
む
る
色
々
の
因
子
に
遭
遇
す
る
。（
小
酒
井
不
木
「
犯
罪
探
偵
と
誤
謬
『
第
一
回
』」、

『
太
陽
』
一
九
二
五 

第
二
号
） 

(

六
〇)  

今
日
の
考
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
疾
病
は
單
に
外
的
原
因
の
み
で
起
る
も
の
で
は
な
く
、
各
個
人
の
體
質
中
に
潜
む
特
種
の
因
子
が
與
つ
て
重
大
な
作
用

を
爲
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。（
杉
田
直
樹
「
体
質
療
法
の
進
歩
」、『
太
陽
』
一
九
二
五 

第
七
号
） 
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第
五
節 

「
要
因
」
に
つ
い
て 

一 

成
立 

漢
語
「
要
因
」
に
つ
い
て
は
、
古
典
に
用
例
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
近
代
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
古
い
出
典
と
し
て
、
一
八
八
四
年
に
刊
行
さ
れ

た
『
訂
増
補
哲
学
字
彙
』
に
「A

g
e
nt
 

要
因
」
と
あ
り
、
訳
語
と
し
て
導
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
八
八
一
年
の
『
哲
学
字
彙
』
に
は
「Agent

」
の
訳
語
と
し

て
「
作
因
」
と
あ
る
も
の
の
、「
要
因
」
は
見
あ
た
ら
ず
、
お
そ
ら
く
『
哲
学
字
彙
』
を
改
訂
増
補
し
た
際
に
「
作
因
」
の
替
わ
り
に
導
入
し
た
か
、
も
し
く
は
新
訳

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。 

(

六
一)  

A
g
e
n
t
 

要
因
、
代
理 
（
『
訂
増
補
哲
学
字
彙
』、
一
八
八
四
） 

(

六
二)  

A
g
e
n
t
 

作
因
、
代
理 

（
『
哲
学
字
彙
』
、
一
八
八
一
） 

ま
た
、『
日
国
』
に
よ
る
と
、
一
八
八
五
年
に
成
立
し
た
『
教
育
・
心
理
・
論
理
術
語
詳
解
』
で
は
、「
要
因
」
に
対
し
て
「
総
テ
動
作
ヲ
発
生
ス
ル
ノ
原
因
」
と

解
釈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』
に
よ
る
と
、
一
八
八
三
に
出
版
さ
れ
た
『
倍
因
氏
心
理
新
説
釈
義
』
に
は
、「
要
因
」
に
つ
い
て
原
語
の
「
エ

ー
ゼ
ン
ト
（a

g
e
nt

）
」
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、「
事
ト
物
ト
ニ
関
セ
ズ
総
テ
動
作
ヲ
發
生
ス
ル
原
因
ナ
リ
」
と
の
解
釈
が
あ
る
。『
教
育
・
心
理
・
論
理
術
語
詳
解
』

に
あ
る
「
要
因
」
の
解
釈
は
、
こ
こ
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
倍
因
氏
心
理
新
説
釈
義
』
は
、
一
八
八
二
年
に
出
版
さ
れ
た
心
理
学
書
『
心
理
新
説
』
の
参
考

書
で
、
こ
れ
に
「
要
因
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

(

六
三)  

要
因
（
ヨ
ウ
イ
ン
） 

要
因
ト
ハ
事
ト
物
ト
ニ
関
セ
ズ
総
テ
動
作
ヲ
発
生
ス
ル
ノ
原
因
ナ
リ
（『
教
育
・
心
理
・
論
理
術
語
詳
解
』、
一
八
八
五
） 

(

六
四)  

エ
ー
ゼ
ン
ト 

要
因
ハ
事
ト
物
ト
ニ
関
セ
ズ
総
テ
動
作
ヲ
發
生
ス
ル
原
因
ナ
リ
（『
倍
因
氏
心
理
新
説
釈
義
』、
一
八
八
三
） 



 

91 

 

『
心
理
新
説
』
は
、
『
哲
学
字
彙
』
の
著
者
で
あ
る
井
上
哲
次
郎
が
イ
ギ
リ
ス
人
倍
因 (

ベ
イ
ン)

の
原
著
１
２

を
抄
訳
し
た
も
の
で
、
次
に
そ
の
「
要
因
」
の
用
例

一
部
を
引
用
し
て
お
く
。 

(

六
五)  

感
覚
ハ
、
其
縁
リ
テ
起
ル
人
身
ノ
機
関
ニ
随
ヒ
テ
彙
類
ス
、
故
ニ
五
官
ニ
分
ツ
ナ
リ
、 

機
関
ノ
分
別
ハ
、
要
因
、
及
ビ
感
應
ノ
分
別
ト
異
ナ
ラ
ズ
、
光
ノ
要
因
タ
ル
ヤ
、
響
ト
同
ジ
カ
ラ
ズ
、
而
シ
テ
之
ニ
應
ズ
ル
官
能
ノ
覚
知
モ
亦
同
ジ

カ
ラ
ズ
、
是
レ
人
ノ
視
覚
ト
聴
覚
ト
ヲ
混
ゼ
ザ
ル
所
以
ナ
リ
、（
井
上
哲
次
郎
訳
『
心
理
新
説
』
一
、
一
八
八
二
） 

(

六
六)  

理
想
ノ
情
ヲ
助
成
ス
ル
心
意
上
ノ
要
因
ニ
二
種
ア
リ
、
…
情
緒
ノ
現
存
ス
ル
ヿ
及
ビ
知
力
、
是
レ
ナ
リ
、（
井
上
哲
次
郎
訳
『
心
理
新
説
』
三
、
一
八

八
二
） 

こ
の
よ
う
に
、
「
要
因
」
は
、
井
上
に
よ
っ
て
『
心
理
新
説
』
で
英
語
「agent

」
の
訳
語
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
ち
に
、『
訂
増
補
哲
学
字
彙
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
井
上
は
『
倍
因
氏
心
理
新
説
釈
義
』
の
校
閲
者
で
も
あ
り
、
前
に
あ
げ
た
よ
う
に
「
要
因
」
の
釈
義
に
手
を
加
え
た
と
見
ら
れ
る
。 

ほ
か
に
、
一
八
八
六
年
に
成
立
し
た
『
教
育
学
字
彙
』
に
も
「
要
因
」
が
「
心
意
ノ
発
動
ヲ
起
サ
シ
ム
ル
者
」
と
収
録
さ
れ
て
お
り
、「
原
因
」
と
と
も
に
「agen

t

」
の
訳
語
と
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
心
意
ノ
発
動
ヲ
起
サ
シ
ム
ル
原
因
」
は
、「
総
テ
動
作
ヲ
発
生
ス
ル
ノ
原
因
」
と
同
様
に
、
い
わ
ゆ
る
「
動
機
と
な

っ
た
原
因
」、
す
な
わ
ち
「
動
因
」
の
意
に
近
い
。
「
動
因
」
は
、
心
理
学
で
、「
飢
え
と
か
闘
争
へ
の
欲
求
な
ど
の
生
物
や
人
間
の
行
動
を
か
り
た
て
る
内
部
の
力
」

（
「
日
国
」
参
照
）
を
さ
し
、『
心
理
新
説
』
に
お
け
る
「
心
意
上
ノ
要
因
」
も
こ
れ
に
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。 

(

六
七)  

A
g
e
n
t

（
原
因
ト
モ
訳
ス
）
心
意
ノ
発
動
ヲ
起
サ
シ
ム
ル
者
皆
之
ヲ
要
因
ト
云
フ
。（『
教
育
学
字
彙
』、
一
八
八
六
） 

二 

意
味
変
化 

「
要
因
」
が
、
最
初
は
「
原
因
」
も
し
く
は
「
動
因
」
の
意
を
さ
す
「agent

」
の
訳
語
と
し
て
日
本
語
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、『
日
国
』
に

あ
る
「
事
物
・
事
件
が
成
立
ま
た
は
発
現
す
る
と
き
に
、
直
接
に
そ
の
原
因
ま
た
は
条
件
と
な
る
要
素
。
物
事
の
成
立
に
必
要
な
原
因
。
主
要
な
原
因
」
と
の
解
説

で
示
す
よ
う
に
、「
動
因
」
の
意
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
九
一
二
年
に
成
立
し
た
『
英
独
仏
和
哲
学
字
彙
』
に
は
、「agent

」
の
訳
語
と
し
て
、
前
作
の
『
訂
増
補
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哲
学
字
彙
』
の
「
要
因
」
は
見
ら
れ
な
い
。
替
わ
り
に
「
能
因
」
と
あ
り
、『
哲
学
字
彙
』
初
版
の
「
作
因
」
も
復
活
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
作
因
」
に
つ
い
て

は
、
仏
典
の
出
典
が
記
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
語
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
井
上
は
、
そ
の
時
期
で
は
「
要
因
」
が
最
早
「age

n
t

」
の
訳
語
に
適
さ
な
い
と
判
断
し
た
と
見
ら
れ
、
異
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

(

六
八)  

A
g
e
n
t
. 

作
因
（
按
、
十
句
義
論
、
行
云
因
、
此
有
二
種
、
一
念
因
、
二
作
因
、）
能
因
、
代
理
（
法
） 

（『
英
独
仏
和
哲
学
字
彙
』、
一
九
一
二
） 

例
え
ば
、
一
八
九
七
年
に
出
版
さ
れ
た
訳
書
『
毒
物
学
』
に
は
、「
毒
作
用
ノ
要
因
」
と
い
う
章
の
題
名
が
あ
り
、
原
語
の
ド
イ
ツ
語
「bedingungen der gift

w
i
r
k
u
ng

」
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
「
要
因
」
は
「b

e
di
n
gungen

（「bedingung

」
の
複
数
形
）」
の
訳
語
に
該
当
し
て
い
る
。「
毒
作
用
ノ
要
因
」
に
つ
い
て
は
、
文

中
で
は
「
毒
物
ノ
性
質
」
「
（
毒
物
ノ
）
分
量
」「
被
中
毒
者
」「
應
用
部
位
」
な
ど
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、「bedingung

」
に
つ
い
て
は
『
英
独
仏
和
哲
学
字

彙
』
に
「
制
約
、
制
定
、
規
定
、
事
情
、
條
件
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
毒
作
用
の
強
弱
に
影
響
を
与
え
る
条
件
・
要
素
」
と
い
う
意
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。 

(

六
九)  

毒
物
作
用
ノ
強
弱
ハ
第
一
ニ
毒
物
ノ
性
質
ニ
関
係
シ
次
ニ
其
分
量
ニ
由
ル
モ
ノ
ト
ス
（『
毒
物
学
』「
第
二
章 

毒
作
用
ノ
要
因 

Bedingungen Der

 G
i
f
t
wi
r
k
un
g

」、
一
八
九
七
） 

(

七
〇)  

B
e
d
i
n
gu
n
g
 (
E
n
g.
 
c
on
d
i
tio

n
.
)
 

制
約
、
制
定
、
規
定
、
事
情
、
條
件
（『
英
独
仏
和
哲
学
字
彙
』、
一
九
一
二
） 

ま
た
、『
蚕
児
免
疫
論
』（
一
九
〇
三
）
に
は
「
先
天
免
疫
性
の
人
為
強
弱
要
因
」
と
の
題
目
が
あ
り
、「
要
因
」
が
「
其
原
因
の
主
要
な
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
要
因
」
が
語
と
し
て
成
立
し
た
後
、
そ
の
語
構
成
に
つ
い
て
「
主
要
な
原
因
」
と
捉
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
、
下
記
の

「
戦
後
国
際
政
局
の
変
」
に
あ
る
「
重
要
因
子
」
の
よ
う
に
、「
物
事
の
成
立
に
必
要
な
原
因
・
条
件
」
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。 

(

七
一)  

凡
そ
動
物
先
天
の
免
疫
性
は
人
が
其
動
物
を
飼
養
す
る
方
法
に
憑
て
随
意
に
強
弱
度
を
動
か
す
こ
と
を
得
る
も
の
に
し
て
其
原
因
の
主
要
な
る
も
の

は
栄
養
と
温
度
に
あ
る
こ
と
…
（
中
曽
根
菅
太
郎
『
蚕
児
免
疫
論
』、
一
九
〇
三
） 

(

七
二)  

時
代
の
形
勢
に
應
じ
て
、
其
の
機
宜
を
制
し
、
國
際
間
の
新
状
勢
の
主
動
力
と
な
り
、
列
國
協
調
の
重
要
因
子
と
し
て
、
世
界
に
威
信
を
進
む
る
こ

と
は
、
甚
だ
必
要
な
る
覺
悟
に
し
て
、
無
爲
無
策
、
迎
合
主
義
を
唯
一
の
方
針
と
な
し
、
眼
孔
一
歩
も
現
勢
以
上
に
出
づ
る
能
は
ざ
る
が
如
き
は
、
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決
し
て
戰
後
に
於
け
る
我
邦
の
地
位
を
進
む
る
所
以
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
と
思
惟
す
る
も
の
な
り
。（
牧
野
義
智
「
戦
後
国
際
政
局
の
変
」、『
太
陽
』
一

九
一
七 

第
十
四
号
） 

こ
う
し
た
「
要
因
」
は
、
二
十
世
紀
初
期
に
成
立
し
た
『
大
日
本
国
語
辞
典
』
に
「
原
因
又
は
條
件
と
な
る
も
の
。
要
件
」
と
収
録
さ
れ
て
お
り
、
近
代
語
と
し

て
定
着
し
て
い
る
。
哲
学
用
語
と
し
て
英
語
の
「f

ac
t
o
r

」
に
あ
た
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。「fa

ctor

」
に
つ
い
て
は
、
前
記
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、「
要

素
」
、
も
し
く
は
「
因
子
」
と
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「factor

」
の
和
訳
と
さ
れ
た
「
要
因
」
は
、「
要
素
」
を
さ
す
語
素
「
要
」
と
「
原

因
」
（
ま
た
は
「
因
子
」）
を
さ
す
「
因
」
に
よ
る
複
合
語
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。 

(

七
三)  

え
う
‐
い
ん 
｛
要
因 

（
英 

F
ac
t
o
r

）【
哲
】
事
物
・
事
件
の
成
立
又
は
發
現
す
る
に
當
た
り
て
、
直
接
に
其
の
原
因
又
は
條
件
と
な
る
も
の
。

要
件
。 

（『
大
日
本
国
語
辞
典
』
、
一
九
一
五
～
一
九
） 

こ
の
よ
う
に
、
当
初
、『
訂
増
補
哲
学
字
彙
』
で
「
要
因
」
を
「agent

」
の
訳
語
と
し
て
導
入
し
た
の
は
、「
代
理
」
の
意
を
表
す
「agent

」
が
「factor

」
の

類
義
語
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
「fa

c
t
or

」
の
訳
語
で
あ
る
「
要
素
」
と
「
因
子
」
で
以
て
「
要
因
」
と
い
う
語
を
造
成
し
、
ま
た
「
要
因
」
を
以
て
「agent

」

に
当
て
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
語
素
「
要
」
と
「
因
」
の
意
味
機
能
に
よ
っ
て
、
実
際
に
「
原
因
ま
た
は
要
素
（「factor

」「bedingung

」）」
や
「
主
要
な
原

因
」
な
ど
の
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
二
十
世
紀
以
降
は
、
ほ
と
ん
ど
「
作
因
。
動
因
（agent

）」
の
意
で
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

１ 
 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
漢
語
を
構
成
す
る
字
音
の
要
素
に
つ
い
て
、
漢
字
ご
と
に
簡
単
に
そ
の
意
味
を
示
し
、
そ
の
漢
字
が
構
成
す
る
熟
語
を
掲
げ
る
。
さ
ら
に
そ
の
熟
語
の
構

成
上
の
役
割
か
ら
、
重
畳
、
対
義
・
類
義
結
合
、
後
部
結
合
、
前
部
結
合
等
を
／
で
区
分
け
し
て
列
記
す
る
。
上
記
で
掲
げ
た
「
因
」
字
漢
語
は
、「
対
義
・
類
義
結
合
（「
因
」
が
尾

字
）
／
対
義
・
類
義
結
合
（「
因
」
が
頭
字
）
／
後
部
結
合
／
前
部
結
合
」
の
よ
う
に
区
分
け
し
て
い
る
。 

２ 
 

仏
語
と
し
て
は
、「
す
ぐ
れ
た
因
縁
。
善
果
を
も
た
ら
す
善
因
。
勝
因
縁
。
勝
縁
」
と
の
意
で
あ
る
。
法
華
義
疏
（
七
世
紀
前
）
一
・
方
便
品
「
諸
仏
門
。
挙
往
因
釈
者
。
欲
明
因
能
感

果
。
言
既
有
勝
因
。
必
感
勝
果
」（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
参
照
）。 

 

注 
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３ 
E
n
ch
ir
id
io
n 
me
di
cu
m:
 h
an
dl
e
id
in
g 
to
t 
de
 g
en
ee
sk
un
di
ge
 
pr
ak
ti
jk
 :
 e
rf
ma
ki
ng
 v
an
 e
e
ne
 v
ij
ft
ig
ja
ri
ge
 o
nd
er
vi
nd
i
ng
, 
do
or
 C
.W
. 
Hu
f
e
la
nd
 ;
 n
a
ar
 d
e 

l
a
at
st
e 
ve
rm
ee
rd
er
de
 e
n 
ve
rb
e
te
rd
e 
Ho
og
du
it
sc
he
 u
it
ga
ve
 
ve
rt
aa
ld
, 
do
or
 H
.H
. 
Ha
ge
ma
n
 J
r,
 A
MS
TE
RD
AM
, 
18
37

. 

４ 
 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
も
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
一
八
四
二
年
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
用
例
の
出
典
の
成
立
時
期
と
し
て
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
出
版
年

の
一
八
五
七
年
と
す
る
。 

５ 
 

一
八
三
七
年
（
天
保
八
年
）
に
出
た
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
版
を
緒
方
が
入
手
し
た
の
は
早
く
て
も
天
保
十
年
で
あ
り
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
頃
ま
で
に
門
人
た
ち
に
よ
っ
て
翻
訳
の

草
稿
が
で
き
上
り
、
弘
化
年
間
か
ら
嘉
永
初
年
に
か
け
て
緒
方
が
さ
ら
に
草
稿
に
手
を
加
え
て
、
訳
稿
の
主
要
な
部
分
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
（
中
村
昭
「
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験

遺
訓
』
翻
訳
過
程
の
検
討
」（『
日
本
医
学
史
学
雑
誌
』
第
三
十
五
卷
第
三
号
、
一
八
八
九
）
参
照
）。 

６ 
 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
近
因
」
の
例
に
は
「
原
因
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
原
書
（
早
稲
田
大
学
蔵
本
、
大
阪
心
斎
橋
通
安
堂
寺
町:

 

秋
田
屋
太
右
衛
門
、
安

政
四
年
）
に
よ
る
と
「
原
由
」
で
あ
る
。
本
稿
で
は
原
書
の
記
載
を
基
準
と
し
て
「
原
由
」
と
す
る
。 

７ 
 

か
ら
だ
の
一
局
部
が
赤
く
は
れ
、
熱
を
も
っ
て
痛
む
こ
と
。
炎
症
。 

８ 
 
 

「ep
id
em
is
ch
e

」
と
「e

nd
em
i
sc
he

」
の
音
訳
語
（
英
語
の
「ep

i
de
mi
c

」、「e
nd
em
ic

」
に
該
当
す
る
）。「
流
行
（
伝
染
）
性
」、「
地
方
病
（
風
土
病
）
的
流
行
」
の
意
。（『
医
学

英
和
辞
典
』
参
照
） 

９ 
 

長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長 

H.

ド
ゥ
フ
が
長
崎
通
詞
ら
と
協
力
し
て
編
纂
し
、
文
化
十
三 

（
一
八
一
六
） 

年
に
成
立
し
た
蘭
和
辞
典
『
道
訳
法
児
馬
（
ド
ゥ
ー
フ
ハ
ル
マ
）
』
を
幕
命

に
よ
っ
て
桂
川
甫
周
ら
が
校
訂
し
て
、
一
八
五
五
～
五
八
年
に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。『
道
訳
法
児
馬
』
は
，
写
本
と
し
て
当
時
か
な
り
流
布
し
た
た
め
、
緒
方
洪
庵
訳
ら
『
扶
氏
経

験
遺
訓
』
の
訳
者
が
辞
書
の
内
容
を
参
考
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 

１
０ 

 

本
稿
で
は
一
八
七
一
年
版
（E

ss
e
nt
ia
ls
 o
f 
th
e 
pr
in
ci
pl
es
 a
n
d 
pr
ac
ti
ce
 o
f 
me
di
ci
ne
 :
 a
 
ha
nd
bo
ok
 f
or
 s
tu
de
nt
s 
an
d 
p
ra
ct
it
io
ne
rs

, 
Ha
rt
sh
or
ne
, 

H
e
nr
y,

 P
hi
la
de
lp
hi
a,

 1
87
1

）
参
考
。 

１
１ 

 

研
修
社
『
医
学
英
和
辞
典
』
参
考
。 

１
２ 

 
 
Al
ex
an
de
r 
Ba
in

, 
Me
nt
al
 a
n
d 
mo
ra
l 
sc
ie
nc
e 
: 
a 
co
mp
en
d
iu
m 

of
 p
sy
ch
ol
og
y 
an
d 
et
hi
c
s,
  

Lo
nd
on
 :
 L
on
gm
an
s,
 G
re
e
n,
 1
87
5
 



 

 

 

第
四
章 
「
素
因
」
に
つ
い
て
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第
一
節 

「
素
因
」
お
よ
び
反
転
語
「
因
素
」 

「
素
因
」
と
「
因
素
」
は
字
音
形
態
素
が
同
じ
で
字
順
が
相
反
す
る
漢
語
語
彙
で
あ
る
（
以
下
、「
反
転
語
」
１

と
す
る
）。
現
代
で
は
日
本
語
の
語
彙
と
し
て
「
素

因
」
が
、
中
国
語
の
語
彙
と
し
て
「
因
素
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
逆
に
、
現
代
中
国
語
で
は
「
素
因
」
が
、
現
代
日
本
語
で
は
「
因
素
」
が
通
用
し

な
い
と
い
う
現
象
が
あ
る
。 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
と
『
漢
語
大
詞
典
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
中
国
と
日
本
の
古
典
に
お
い
て
は
両
者
と
も
出
典
が
な
く
、
近
代
に
造
出
さ
れ
た
語
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
「
因
素
」
の
用
例
が
二
十
世
紀
以
降
の
も
の
が
多
い
の
に
対
し
、「
素
因
」
は
十
九
世
紀
中
期
江
戸
末
期
の
用
例
「
プ
ロ
ム
ト
ン
（
地
名
）

の
大
病
院
に
て
は
、
少
壮
の
人
肺
労
の
素
因
あ
る
者
に
之
を
常
服
せ
し
め
て
、
其
病
の
発
生
を
防
ぐ
と
云
へ
り
」
２

が
あ
り
、
比
較
的
早
く
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
素
因
」
の
早
期
の
用
例
は
医
学
関
係
で
あ
り
、「
あ
る
病
気
に
対
し
て
か
か
り
や
す
い
素
質
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
３

。
他
に
、
文
字
通
り
の
「
も
と
と

な
る
原
因
」
と
い
う
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
使
用
例
は
比
較
的
遅
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。「
病
気
に
か
か
り
や
す
い
素
質
」
と
い
う
具
体
的
に
制
限
さ
れ
た

意
味
よ
り
も
、
文
字
通
り
の
「
も
と
と
な
る
原
因
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
が
遅
い
の
は
い
か
に
も
不
思
議
で
あ
る
。 

一
方
、「
因
素
」
は
「
素
因
」
の
「
根
本
的
な
原
因
」
と
い
う
意
味
に
接
近
し
て
い
る
「
物
事
の
発
展
の
決
定
的
原
因
、
条
件
」
と
い
う
意
味
を
表
す
こ
と
が
で

き
、
両
語
に
意
味
上
の
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、「
素
因
」
に
は
見
つ
か
ら
な
い
「
物
事
の
構
成
要
素
、
条
件
」
と
い
う
意
味
を
示
す
こ
と
も
で
き
る
。
前

に
述
べ
た
「
素
因
」
の
「
病
気
に
か
か
り
や
す
い
素
質
」
と
い
う
意
味
を
含
め
、
両
者
の
意
味
概
念
が
完
全
に
一
致
す
る
と
は
言
え
な
い
。 

ま
た
、
「
素
因
」
「
因
素
」
と
い
う
よ
う
な
反
転
語
は
中
日
両
言
語
に
多
数
存
在
し
、
問
題
視
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
反
転
語
に
は
、「
平
和
・
和
平
／
和

平
・
平
和
」
の
よ
う
に
両
言
語
に
お
い
て
反
転
語
二
種
類
と
も
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
、「
歓
喜
／
喜
欢
・
欢
喜
」、「
運
命
・
命
運
／
命
运
」
の
よ
う
に
一
方
の
言
語

で
は
両
方
と
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
他
方
の
言
語
で
は
片
方
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
も
の
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
と
違
っ
て
、「
素
因
」・「
因
素
」
は
そ
れ
ぞ
れ

片
方
の
言
語
に
し
か
現
れ
な
い
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
反
転
語
の
類
に
は
、「
制
限
／
限
制
」
や
「
詐
欺
／
欺
詐
」
な
ど
が
あ
る
。 

「
反
転
語
」
の
先
行
研
究
で
は
「
素
因
」・
「
因
素
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
の
が
多
い
と
は
言
え
な
い
４

。
か
つ
て
「
素
因
」
が
日
本
で
造
語
さ
れ
、
そ
の
後
中
国
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に
移
入
し
、
何
ら
か
の
理
由
で
字
順
が
反
転
し
「
因
素
」
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
に
述
べ
る
考
察
に
お
い
て
「
因
素
」
が
日
本
側
の
資
料
に

も
存
在
し
て
い
た
証
拠
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
中
国
に
お
け
る
造
語
と
い
う
説
は
覆
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
資
料
分
析
の
方
法
と
し
て
、「
素
因
」
と
「
因
素
」
に
対
し
て
、
語
源
、
語
構
成
、
意
味
機
能
お
よ
び
そ
の
歴
史
的
推
移
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

方
面
か
ら
考
察
を
行
い
、
反
転
語
「
素
因
」
・
「
因
素
」
に
お
け
る
不
明
点
を
徹
底
的
に
解
明
し
た
い
。 

第
二
節 
「
素
因
」
の
造
語
と
受
容 

一 

出
典 

前
掲
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
お
い
て
、「
素
因
」
の
比
較
的
早
い
用
例
と
し
て
『
七
新
薬
』
に
お
け
る
用
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
肺
労
の
素
因
あ
る
者
」

に
「
肝
油
」
と
い
う
新
薬
を
常
服
さ
せ
る
と
肺
労
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。「
素
因
」
が
司
馬
氏
に
よ
る
造
語
で
あ
る
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
て
い
た
が
、

改
め
て
調
査
し
た
結
果
、『
七
新
薬
』
以
前
に
既
に
表
れ
て
い
た
証
拠
が
見
つ
か
っ
た
。
一
八
五
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
、「
素
因
」
と
い

う
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。「
扶
氏
」
と
は
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
扶
歇
蘭
度( 

フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
，C. 

W. 
Hufeland 

一
七
六
二
～
一
八
三
六)

の
こ
と

で
あ
る
。
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
は
、
緒
方
洪
庵
（
一
八
一
〇
～
一
八
三
六
）
が
扶
氏
の
原
作
『Enchirid

ion 
medicum 

oder 
Anleitung 

zur 
medicinischen 

P

r
a
x
i
s

』（
『
医
学
必
携
』） 

の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
（「E

n
ch
i
ridion medicum: Handleiding tot de geneeskundige praktijk

」）
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。 

(

一)  

凡
非
常
ニ
刺
衝
シ
テ
運
営
ノ
偏
倚
ヲ
起
ス
者
ハ
皆
熱
病
ノ
誘
因
ト
ナ
ル
。
寒
暖
變
革
、
膓
胃
汚
物
、
天
行
毒
、
傳
染
毒
等
其
最
ナ
ル
者
ナ
リ
。
而
素

因
ハ
特
ニ
血
管
系
ニ
在
テ
神
經
系
ニ
拘
ラ
ス 

故
ニ
依
ト
昆
垤
兒
歇
以
私
的
里
家
ノ
如
キ
ハ
神
經
系
病
弱
ナ
レ
ト
モ
急
性
熱
ニ
罹
ル
コ
ト
少
ナ
シ 

（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
一
、
一
八
五
七
） 

右
は
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
け
る
「
急
性
熱
病
」
の
病
因
に
つ
い
て
の
段
落
で
あ
る
。「
寒
暖
變
革
」
や
「
傳
染
毒
」
な
ど
の
「
誘
因
」
に
対
し
て
、「
神
経
系

病
弱
」
と
い
う
「
素
因
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
け
る
「
素
因
」
と
は
、
気
温
変
化
や
伝
染
病
な
ど
外
部
か
ら
の
直
接
な
原
因
（
誘
因
）
に
対
し
て
の
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内
部
的
な
原
因
を
さ
す
と
見
ら
れ
る
。 

ま
た
、
ド
イ
ツ
語
原
作
と
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
版
と
の
同
じ
段
落
を
対
照
し
て
み
る
と
、「
素
因
」
が
ド
イ
ツ
語
「Disposition

」、
オ
ラ
ン
ダ
語
「voorbeschikthe

i
d

」
の
訳
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
十
九
世
紀
前
半
は
蘭
学
が
盛
ん
で
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
自
体
も
オ
ラ
ン
ダ
語
の
著
書
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、「
素
因
」

の
意
味
は
オ
ラ
ン
ダ
語
由
来
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
も
あ
る
。 

(

二)  
D
i
e
 
V
er
a
n
la
s
s
un
g
e
n 
k
ö
nne

n
 
ä
u
ss
e
rst mannigfalting sein. Alles, was einen beträchtlichen Reiz oder aufgehobenes Gle

i
c
h
g
e
wi
c
h
t 
i
m
 O
r
g
an
i
s
mus

 
e
r
r
eg
e
n kann, kann Fieber erregen, am häuf

igsten Wechsel der Temperatur, gastrische Anhä

u
f
u
n
g
en
,
 
ep
i
d
em
i
s
ch
e
r
 un

d
 
k
o
nt
a
giöser Einfluss. Auch ist eine gewisse Disposition unverkennbar. Sie liegt mehrim 

i
r
r
i
t
ab
e
l
n 
a
l
s 
i
m
 s
e
n
sib

e
l
n
 
Sy
s
tem, denn nervenschwache, hypochondrische, hysterische Menschen sind weit weniger 

d
e
n
 
a
ku
t
e
n 
F
i
eb
e
r
n 
u
n
ter

w
o
r
f
en
 
als andere. 

（「Enchiridion medicum 
oder Anleitung zur medicinischen Praxis 

」 
18

3
7

） 

(

三)  
D
e
 
a
a
nl
e
i
di
n
g
en
 
k
un
n
e
n h

o
o
g
s
t 
m
enigvuldig zijn. Alles, wat eenen aanmerkelijken prikkel of verstoring van het eve

n
w
i
g
t
 i
n
 
de
 
b
ew
e
r
kt
u
i
gin

g
 
k
a
n 
t
e weeg brengen, kan koorts verwekken, het menigvuldigst, afwisseling van de temper

a
t
u
u
r
, 
g
a
st
r
i
sc
h
e
 o
n
z
uiv

e
r
h
e
de
n
, epidemische en besmettelijke invloeden. Ook is het duidlijk, dat er eene zekere 

v
o
o
r
b
es
c
h
ik
t
h
ei
d be

s
t
aat

.
 
Z
i
j 
l
igt meer in het stelsel der prikkelbaarheid, dan in dat der gevoeligheid; want zen

u
w
z
w
a
kk
e
,
 h
y
p
oc
h
o
nd
r
i
sch

e
,
 
h
ys
t
erische menschen zijn veel minder aan heete koortsen onderhevig, dan andere.  

（
「E

n
ch
i
r
id
i
o
n 
m
e
di
c
u
m: 

H
a
n
d
le
i
ding tot de geneeskundige praktijk

」 1841

） 

さ
ら
に
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
他
の
「
素
因
」
が
現
れ
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
こ
で
は
、「
僂
麻
質
」
と
「
神
経
錯
亂
」
の
「
素
因
」
に
つ
い
て
の
段
落

お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 
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(

四)  

而
素
因
ハ
温
被
過
度 

密
室
ノ
生
業
閉
蟄
シ
テ
外
気
ニ
觸
レ
ス
逸
居
シ
テ
肢
體
ヲ
動
サ
ス
或
全
軀
若
ク
ハ
一
部
ノ
衰
弱
寒
粘
液
質
禀
賦
等
ナ
リ
。
然

ト
モ
此
病
ハ
素
因
ナ
キ
モ
能
發
ス
ル 

（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
六
、
一
八
五
七
） 

D
e
 v
o
or
b
e
sc
h
i
kk
e
n
de
 
o
orz

a
k
e
n
 z
i
jn: te sterk warm houden, waardoor de gevoeligheid der huid ziekelijk verhoogd wor

d
t
,
 
o
nt
w
e
nn
i
n
g 
v
a
n 
d
e
 lu

c
h
t
,
 h
e
t leven in beslotene kamers, gebrek aan beweging, algemeene of plaatselijke zwakt

e
,
 
k
o
ud
,
 
sl
i
j
ma
c
h
ti
g
,
 ly

m
p
h
a
ti
s
ch, phlegmatisch gestel. 

M
a
ar
 
oo
k
 
zo
n
d
er
 
e
en
i
g
e v

o
o
r
b
es
c
hiktheid kan rheumatismus ontstaan

… 

（「Enchiridion medicum: Handleiding tot de g

e
n
e
e
s
ku
n
d
ig
e
 
pr
a
k
ti
j
k

」 1
8
4
1

） 

(

五)  

素
因
亦
數
般
ア
リ
知
サ
ル
可
ラ
ス
〔
第
一
〕
遺
傳 

父
母
之
ヲ
児
ニ
譲
リ
児
亦
孫
ニ
傳
ヘ
テ
一
血
属
ノ
固
有
病
ト
ナ
レ
ル
者
常
ニ
多
ク
實
験
ス
ル
所

ナ
リ 

（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
八
、
一
八
五
七
） 

B
i
j
z
o
nd
e
r
e 
o
p
me
r
k
za
a
m
hei

d
 
v
e
rd
i
ent de aanleg(voorbeschikkende oorzaak) der zielsziekten. Daartoe behoort bovenal 

d
e
 e
r
fe
l
i
jk
h
e
id.

 
He
t
 
is,

 
h
e
l
aa
s
! door de ondervinding genoegzaam bevestigd, dat de aanleg van de ouders op de kin

d
e
r
e
n
 k
a
n
 o
v
e
rg
a
a
n 
e
n
 al

d
u
s
 
in
 
de familie eigen worden.  

（「Enchiridion medicum: Handleiding tot de geneeskundig

e
 
p
r
a
kt
i
j
k

」 18
4
1

） 

オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
で
は
「
素
因
」
で
訳
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、「voorbeschikkende 

oorzaak

」
と
「voorbeschiktheid

」
と
が
あ
る
。「voorbeschikth

e
i
d

」
は
名
詞
で
あ
り
、「v

o
or
b
e
s
c
hi
k
k
en
d
e

」
は
動
詞
「voorbeschikken

」
の
過
去
形
で
、「
原
因
」
の
意
味
を
表
す
「oorzaak

」
の
前
に
付
く
と
、「voorbes

c
h
i
k
t
he
i
d

」
と
同
義
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
は
、「
素
因
」
が
オ
ラ
ン
ダ
語
「voorbeschikkende oorzaak

」
と
「vo

o
r
b
e
s
c
h
i
k
t
h
e
i
d

」
の
訳
語
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、「
素
因
」
の
一
つ
と
し
て
「erfelijkheid

」
に
「
遺
伝
」
と
い
う
訳
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
。 

次
に
、
同
時
期
の
蘭
和
辞
書
『
波
留
麻
和
解
』
（
江
戸
ハ
ル
マ
）
と
『
道
訳
法
児
馬
』（
長
崎
ハ
ル
マ
）
で
検
証
し
て
み
る
。
両
辞
書
と
も
「voorbeschiktheid

」

の
項
目
が
無
か
っ
た
が
、
関
連
語
彙
に
動
詞
の
「v

o
o
r
b
eschikken

」
と
名
詞
の
「voorbeschikking

」
が
あ
り
、
長
崎
ハ
ル
マ
に
は
「
前
以
て
の
世
話
、
過
去
の

因
縁
」
と
い
う
意
味
記
述
が
見
え
る
。 
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(

六)  
V
o
o
r
b
es
c
h
ik
k
e
n.
 
 

常
ニ
固
ク
信
ス
ル 

V
o
o
r
b
es
c
h
ik
k
i
ng
.
 
 

同
上
ノ
㕝
；
預
メ
定
メ
固
ム 

（『
波
留
麻
和
解
』、
一
七
九
六
） 

(
七)  

V
o
o
rb
es
c
h
ik
k
e
n.
  

前
以
て
そ
れ
な
り
に
片
付
る 

V
o
o
r
b
es
c
h
ik
k
i
ng
. 

前
以
て
の
世
話 

過
去
の
因
縁 

（『
道
訳
法
児
馬
』、
一
八
三
一
） 

こ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
と
、
病
因
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
素
因
」
は
「
以
前
か
ら
の
原
因
」
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
司
馬
と
緒
方
は
と
も
に
蘭
学
者
で
あ
る

た
め
、「v

o
or
b
e
sc
h
i
kt
h
e
id

」
、
ま
た
は
「v

o
or
b
e
sc
h
ikkende oorzaak

」
の
訳
語
と
し
て
「
素
因
」
を
導
入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
作
成
年
代
が
嘉
永
二
年(
一
八
四
九)

以
前
、
緒
方
の
処
女
作
と
さ
れ
る
『
病
学
通
論
』
に
お
い
て
も
、「
素
因
」
の
使
用
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
今
回
の
調

査
で
見
つ
け
た
用
例
の
う
ち
時
期
的
に
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
病
ノ
素
因
」
に
つ
い
て
「
諸
病
又
男
女
禀
賦
、
体
質
、
年
齢
、
衣
食
、
生
産
等
ニ
準

フ
ノ
區
別
ア
リ
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
現
代
病
理
学
に
お
け
る
「
年
齢
素
因
」、「
性
別
素
因
」
な
ど
に
該
当
す
る
。
上
記
の
「
素
因
」
ら
に
よ
っ
て
、

人
間
そ
れ
ぞ
れ
の
「
あ
る
病
気
に
対
し
て
の
か
か
り
や
す
さ
」
が
異
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
素
因
」
と
い
う
語
が
一
八
四
九
年
以
前
に
す
で
に
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

(

八)  

諸
病
又
男
女
禀
賦
、
體
質
、
年
齢
、
衣
食
、
生
産
等
ニ
準
テ
ノ
區
別
ア
リ
亦
察
病
施
治
必
究
ノ
要
務
ナ
リ
。
然
ト
モ
是
多
ク
ハ
病
ノ
素
因
ニ
渉
ル
カ

故
ニ
病
因
編
ニ
論
載
ス 

（
緒
方
洪
庵
訳
『
病
学
通
論
』
三
、
一
八
四
九
） 

原
文
に
は
「
病
因
編
ニ
論
載
ス
」
と
あ
り
、
目
次
に
よ
る
と
、
そ
の
「
病
因
編
」
は
『
病
学
通
論
』
の
第
七
、
八
、
九
卷
の
「
病
因
総
論
」
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、『
病
学
通
論
』
は
当
初
十
二
巻
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
三
巻
だ
け
が
刊
行
さ
れ
た
。
ゆ
え
に
、「
病
因
編
」
の
「
素
因
」
に
つ
い
て
は
検

証
で
き
な
い
。 

な
お
、「
素
因
」
の
用
例
数
に
つ
い
て
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
多
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
現
存
の
『
病
学
通
論
』
三
卷
に
は
上
記
の
一
例
し
か
見
あ
た
ら
な

い
。
『
病
学
通
論
』
の
時
代
に
新
し
く
成
立
し
た
語
な
の
で
あ
ろ
う
。 
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二 

意
味 

 
「
素
因
」
は
「
以
前
か
ら
の
原
因
」
の
意
を
表
す
オ
ラ
ン
ダ
語
「voorbeschiktheid

」（
ま
た
は
「voorbeschikkende oorzaak

」）
の
訳
語
と
し
て
導
入
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
素
因
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
既
出
の
『
七
新
薬
』
の
「
肺
労
の
素
因
」
を
代
表
と
し
て
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
で

確
認
し
て
み
る
と
、
「
第
一
素
質
、
第
二
傳
屍
、
第
三
年
紀
、
第
四
成
長
過
急
、
第
五
住
地
氣
候
、
第
六
摂
生
所
業
、
第
七
肺
臓
努
力
常
習
、
第
八
娩
産
過
数
、
授
乳

過
久
、
房
事
過
度
、
第
九
肺
臓
感
冒
常
習
、
第
十
肺
臓
局
處
衰
弱
、
第
十
一
瘰
癧
質
、
第
十
二
脊
骨
癒
着
、
屈
曲
佝
僂
」
と
あ
る
。
個
人
の
素
質
、
生
活
習
慣
だ
け
で

は
な
く
、
「
年
紀
」
や
「
住
地
気
候
」
な
ど
の
客
観
的
要
素
も
「
素
因
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。 

ま
た
、「
肺
労
」
の
「
誘
因
」
に
つ
い
て
は
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
「
其
一
感
冒
、
其
二
咯
血
、
其
三
肺
臓
焮
衝
、
其
四
肺
臓
血
液
鬱
積
、
其
五
害
物
吸
入
、
其
六

胸
部
創
傷
及
打
撲
、
其
七
病
毒
傳
徙
、
其
八
麻
疹
、
其
九
傳
染
」
と
あ
る
。「
素
因
」
と
「
誘
因
」、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。 

(

九)  

素
因
増
長
ス
レ
ハ
皆
能
ク
肺
勞
ヲ
致
ス
ト
雖
ト
モ
多
ク
次
条
ニ
揭
ル
所
ノ
誘
因
有
テ
之
ヲ
促
ス
ニ
由
ル
但
シ
其
誘
因
亦
能
ク
此
病
ヲ
起
ス
ト
雖
ト
モ

素
因
ナ
ク
乄
単
ト
リ
之
ヲ
發
ス
ル
ヿ
ハ
罕
ナ
リ
ト
ス 

（
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
十
二
、
一
八
五
七
） 

あ
る
病
気
に
関
し
て
、「
素
因
」
の
増
長
、
ま
た
は
「
素
因
」
と
「
誘
因
」
を
同
時
に
抱
い
た
場
合
は
発
生
し
、「
誘
因
」
が
有
っ
て
「
素
因
」
が
無
い
場
合
は
発
生

す
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、「
素
因
」
は
、
病
因
の
う
ち
の
、
あ
る
病
気
が
発
生
し
や
す
く
な
る
潜
在
的
な
要
素
で
あ
り
、
病
気
の
発
生
を
促
進
す
る
「
誘

因
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
医
学
用
語
と
す
る
「
素
因
」
の
意
味
は
、
あ
る
病
気
に
発
生
し
や
す
く
さ
せ
る
原
因
、
ま
た
は
要
素
と
考
え
ら
れ
る
。

「
素
質
」
を
さ
す
場
合
が
多
い
。 

三 

中
国
語
と
の
比
較 

 

同
じ
く
十
九
世
紀
に
著
さ
れ
た
『
西
醫
略
論
』
（
合
信(Hobson, Benjamin)

著
、
一
八
五
八
）
を
取
り
上
げ
て
み
る
。 
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(

一
〇)  

病
炎
有
内
外
多
少
新
舊
之
不
同
。
内
因
身
弱
瘰
瀝
疔
毒
。
外
因
跌
打
損
傷
或
風
濕
凍
瘃
之
類
。 

此
處
病
名
髀
臼
証
。
十
五
歳
以
下
童
子
最
多
，
病
原
或
因
體
質
素
弱
或
因
跌
打
或
因
坐
臥
濕
地
。 

（『
西
醫
略
論
』
中
篇
上
、
一
八
五
八
） 

「
交
節
証
（
関
節
病
）」
の
章
節
を
例
に
し
て
、
病
因
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
る
場
合
、
中
国
医
学
の
伝
統
的
な
「
三
因
論
」
５

に
従
っ
て
「
内
因
」
と
「
外
因
」
が
使

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
西
醫
略
論
』
に
お
い
て
は
、
遺
伝
や
身
体
素
質
の
差
な
ど
先
天
的
素
因
を
表
現
す
る
場
合
、「(

因)

體
質
素
弱
」
以
外
、
日
本
語
に
お
け
る

「
素
因
」
の
よ
う
な
特
定
な
語
彙
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。 

一
方
、「
素
因
」
は
「pr

e
d
isp

o
s
i
t
io
n

」
の
中
国
語
訳
と
し
て
『
英
華
大
辭
典
』
６

に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
定
着
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
現
代
語
で

は
「
傾
向
」「
体
質
」
と
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
７

。
ほ
か
に
、「diathesis

」
も
『
英
華
大
辭
典
』
に
「
易
感
某
病
性
質
、
病
之
素
因
、
易
感
性
、
易
於
沾
染
病

症
之
性
」
と
あ
る
が
、
現
代
語
で
は
「
素
質
」
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「gouty 

diathesis

」「hemorrhagic 
diathesis

」
は
「
痛
風
素
質
」「
出
血
素
質
」
と
訳

さ
れ
る
。
日
本
語
で
は
「p

red
i
s
p
o
si
t
i
on

」
を
「
傾
向
」「
体
質
」、「diathesis

」
を
「
素
質
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
訳
語
の
う
ち
、
唯
一
「
素
因
」

は
中
国
語
に
定
着
し
て
い
な
い
８

。 

四 

辞
書
登
録 

明
治
以
降
は
、
日
本
に
導
入
さ
れ
た
西
洋
医
学
は
、
蘭
医
学
か
ら
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
医
学
に
広
が
っ
た
。
奥
山
虎
章
の
『
医
語
類
聚
』(

一
八
七
二)

に

は
英
語
「P

r
e
d
i
s
p
o
s
it
i
o
n

」
の
訳
語
と
し
て
「
素
因
」
と
あ
る
。「predisposition

」
の
類
語
に
は
「disposition

」
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
の
語
彙
で
も
あ
る
。

「
素
因/

v
o
o
r
be
s
c
h
i
k
t
h
e
i
d

」
の
対
訳
語
に
該
当
し
、
前
掲
の
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
ド
イ
ツ
語
の
原
作
に
も
現
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、『
華
氏
内
科
摘
要
』（
ヘ
ン

リ
ー
・
ハ
ル
ツ
ホ
ー
ル
ン
（He

n
r
y
 
Ha
r
t
sh
o
r
ne

）
著
、
桑
田
衡
平
訳
、
一
八
七
二
）
に
は
「
素
因
病
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
そ
の
「
素
因
病
」
と
は
、
原
作
『Es

s
e
n
t
i
al
s
 
o
f
 
t
h
e 
p
r
in
c
i
pl
e
s
 
an
d
 
p
r
a
ct
i
c
e 
o
f 
medicine 

: 
a 

handbook 
for students and 

practitioners

』（Henry 
Hartshorne

、
一
八
六
九
）

に
お
け
る
「Di

a
t
he
s
e
s(
d
i
at
h
e
s
i
s)

」
の
訳
語
で
あ
る
。
性
別
、
年
齢
、
習
慣
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
病
気
に
か
か
る
確
率
が
顕
著
に
違
う
こ
と
が
「
リ
ウ
マ
チ
」
な

ど
の
「
素
因
病
」
の
特
徴
で
あ
る
。 

『
和
英
語
林
集
成 

三
版
』（J

a
m
e
s
 C
u
r
ti
s
 
He
p
b
ur
n

、
一
八
八
六
）
の
英
和
の
部
に
は
「DIATHESIS, n. Seishitsu; sho soin

」
と
あ
り
、
辞
書
登
録
と
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し
て
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
国
語
辞
書
に
お
け
る
収
録
は
、
明
治
四
十
年
に
出
版
さ
れ
た
『
辞
林
』
が
あ
る
９

。
ま
た
、『
大
言
海
』
に
も
「
素
因
」

の
項
目
が
あ
り
、「
和
ノ
通
用
字
」
と
さ
れ
て
い
る
１
０

。
文
字
通
り
の
「
も
と
と
な
る
原
因
」
の
意
が
こ
の
時
期
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、

『
言
海
』
に
は
「
素
因
」
の
医
学
用
語
の
意
味
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
二
十
世
紀
初
期
に
成
立
し
た
『
大
日
本
国
語
辞
典
』
に
は
「
原
因
に
同
じ
」
と
あ

る
。 

五 
語
用 

「
素
因
」
は
長
い
時
期
医
学
分
野
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
十
九
世
紀
末
期
か
ら
次
第
に
ほ
か
の
分
野
に
も
導
入
さ
れ
て
い
く
。
例
え
ば
、
明
治
二
八(

一
八

九
五)

年
に
刊
行
さ
れ
た
『
社
会
学
』
に
は
、「
社
会
的
現
象
ノ
素
因
」
と
い
う
章
が
あ
り
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
欧
米
各
国
株
式
会
社
要
解
』

に
は
、「
近
世
ニ
於
ケ
ル
株
式
会
社
拡
張
ノ
素
因
」
と
い
う
章
が
あ
る
。
内
容
か
ら
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
も
と
と
な
る
原
因
。
根
本
的
な
原
因
。」
の
意
味
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
１
１ 

１
２

。
し
か
し
、
主
に
医
学
分
野
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
今
日
に
至
っ
て
も
、「
素
因
」
の
使
用
例
は
医
学
関
係
の
も
の
が
八
割

近
く
を
占
め
る
。
１
３ 

さ
ら
に
、
雑
誌
『
太
陽
』
に
お
け
る
「
素
因
」
用
例
を
確
認
す
る
と
、
十
九
世
紀
後
期
か
ら
二
十
世
紀
初
期
の
時
代
に
お
い
て
、「
素
因
」
は
、
一
般
的
に
「
も
と

と
な
る
原
因
」
、
も
し
く
は
「
氣
候
的
素
因
」
の
よ
う
に
「
要
因
。
要
素
」
の
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

(

一
一)  

直
ち
に
之
を
實
施
す
る
と
き
は
或
は
再
び
會
社
勃
興
の
端
と
爲
り
後
に
は
再
び
經
濟
社
會
を
攪
亂
す
る
素
因
と
爲
る
べ
し
（
土
子
金
四
郎
（
談
）「
土

子
金
四
郎
君
の
経
済
時
事
談
」、
『
太
陽
』
一
八
九
五
、
第
四
号
） 

(

一
二)  

凡
そ
此
等
の
事
、
一
と
し
て
閣
臣
更
迭
の
素
因
ら
し
く
見
え
ざ
る
も
の
は
な
し
、（「
時
事
」、『
太
陽
』
一
八
九
五
、
第
七
号
） 

(

一
三)  

而
し
て
蒸
發
を
誘
起
す
る
氣
候
的
素
因
は
少
な
か
ら
ず
と
雖
も
、
其
勢
力
の
如
何
は
測
候
所
の
觀
測
し
つ
ゝ
あ
る
蒸
發
量
な
る
も
の
ゝ
明
示
す
る
所

な
り
（
上
野
英
三
郎
「
農
業
世
界
」
、『
太
陽
』
一
九
〇
一
、
第
三
号
） 
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(

一
四)  

夫
れ
歐
米
諸
國
に
於
け
る
中
學
教
育
の
制
度
を
査
察
す
る
に
、
其
教
科
書
は
理
學
上
の
問
題
多
く
編
纂
せ
ら
る
ゝ
を
以
て
、
教
育
の
感
化
は
知
ら
ず

知
ら
ず
の
間
、
商
工
業
に
關
す
る
智
識
を
獲
得
す
る
が
故
に
、
其
國
民
は
自
然
に
事
業
家
の
境
遇
に
養
成
せ
ら
れ
、
奮
て
各
種
の
製
造
工
業
に
從
事

す
。
是
れ
彼
の
歐
米
諸
國
に
於
て
、
製
造
工
業
の
旺
盛
を
極
む
る
唯
一
の
方
策
な
り
と
斷
定
す
る
能
は
ざ
る
も
、
亦
此
れ
が
重
大
素
因
た
る
を
失
は

ず
。
（
手
島
精
一
「
工
業
教
育
論
」
、
『
太
陽
』
一
九
〇
一
、
第
四
号
） 

(

一
五)  
吾
人
は
現
代
國
民
の
不
道
徳
を
鳴
ら
し
て
之
を
匡
正
せ
ん
と
す
る
道
徳
學
者
の
努
力
は
幾
分
の
効
力
あ
る
べ
き
を
信
じ
て
疑
は
ず
と
雖
も
、
寧
ろ
、

其
不
道
徳
を
匡
正
す
る
方
法
は
其
の
不
道
徳
と
な
る
素
因
を
探
求
す
る
人
々
に
よ
り
て
爲
さ
る
ゝ
を
信
ず
る
も
の
な
り
。（「
外
人
の
日
本
観
」、『
太

陽
』
一
九
〇
一
、
第
十
号
） 

な
お
、
口
語
で
は
「
伝
統
」
の
意
を
表
す
「
素
因
」
の
例
も
あ
り
、
医
学
用
語
の
意
味
「
素
質
」
に
由
来
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
総
じ
て
医
学
関
係
以

外
で
は
「
素
質
」
の
意
が
浸
透
し
て
い
な
い
。
ほ
か
に
、「
～
に
素
因
す
る
」
の
よ
う
な
動
詞
的
用
法
も
見
ら
れ
る
が
、「
も
と
も
と
…
に
よ
る
」
の
意
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。 

(

一
六)  

尤
も
工
業
の
學
校
が
各
地
に
起
る
事
は
望
む
が
、
其
土
地
に
工
業
の
素
因
が
あ
つ
て
然
る
後
に
之
を
發
達
せ
し
む
べ
き
も
の
で
あ
る
、
例
へ
ば
尾
張

大
根
は
尾
張
に
發
育
し
て
他
に
發
育
せ
ぬ
、
工
業
も
同
樣
で
、
京
都
は
織
物
が
盛
ん
、
肥
前
は
陶
器
が
盛
ん
と
云
ふ
は
原
因
あ
つ
て
然
る
後
ち
其
の

結
果
で
あ
る
、
故
に
凡
そ
低
い
學
校
を
興
す
に
も
其
土
地
に
素
因
の
あ
る
工
業
を
發
達
せ
し
む
る
事
が
肝
要
で
あ
る
、（
手
島
精
一
「
工
業
教
育
」

（
講
演
）
、
『
太
陽
』
一
八
九
五
、
第
二
号
） 

(

一
七)  

特
約
其
者
の
列
國
に
不
利
な
る
を
認
む
る
に
素
因
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
（
島
田
三
郎
（
談
）「
満
州
問
題
」、『
太
陽
』
一
九
〇
一
、
第
五
号
） 
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第
三
節 

「
因
素
」
の
成
立 

一 

「
因
素
」
の
造
語 

「
素
因
」
の
反
転
語
「
因
素
」
の
由
来
に
つ
い
て
は
、「
素
因
」
が
中
国
側
で
反
転
さ
れ
た
造
語
と
い
う
従
来
の
観
点
が
あ
る
が
、
今
回
の
考
察
で
は
、「
因
素
」
が

日
本
側
の
資
料
に
存
在
し
て
い
た
証
拠
が
見
つ
か
っ
た
。
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
の
訳
書
『
経
済
範
論
』（
エ
ミ
ー
ル
・
ラ
ヴ
レ
ー 

著, 

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ダ
ブ

リ
ウ
・
ポ
ー
ラ
ー
ド 

英
訳, 
エ
フ
・
ダ
ブ
リ
ウ
・
ト
ー
シ
ッ
グ 

補, 

珍
田
捨
巳 

等
重
訳
）
に
お
い
て
、「
諸
因
素
」
に
「
フ
ア
ク
ト
ア
ス
」
と
い
う
ル
ビ
が
振
ら
れ

て
い
る
。「
（
諸
）
因
素
」
が
「f

a
c
t
or
s

」
の
訳
語
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、「
自
然
」、「
労
力
」、「
資
本
」
が
「
生
産
ノ
三
大
因
素
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
由
来
に

つ
い
て
言
え
ば
、「
素
因
」
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
証
拠
は
な
い
。 

(

一
八)  

夫
レ
物
ヲ
生
ス
ル
ニ
ハ
自
然
、
勞
力
、
資
本
ノ
三
因
素
ヲ
要
ス
ル
ナ
リ 

（『
経
済
範
論
』
上
「
第
二
編 

生
産
ノ
諸
因
素(

フ
ア
ク
ト
ア
ス)

及
生
産

的
労
働
ヲ
論
ス
」、
一
八
八
八
） 

ま
た
、「
因
素
」
の
語
構
成
に
つ
い
て
は
、『
哲
学
字
彙
』
な
ど
の
辞
書
に
示
さ
れ
て
い
る
「factor

」
の
訳
語
「
因
数
（
因
子
）」
と
「
要
素
」
の
結
合
に
よ

っ
て
造
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
構
成
要
素
の
「
因
」
と
「
素
」
は
並
列
関
係
で
あ
る
。
実
際
に
、
従
来
の
「
因
」
字
漢
語
、
例
え
ば
、

「
因
果
」
「
因
縁
」「
因
業
」
な
ど
は
こ
の
種
の
も
の
が
多
い
。 

二 

「
因
素
」
の
類
語 

こ
れ
以
前
に
「
因
素
（f

a
c
t
or
s

）
」
の
こ
と
を
「
要
物
」（『
小
学
経
済
論
』
一 
城
谷
謙 

編
、
一
八
八
一
）
や
「
必
要
件
」（『
経
済
原
論
』 

天
野
為
之
著
、
一
八

八
六
）
な
ど
と
訳
さ
れ
た
著
作
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
「
要
素
」
が
主
流
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
記
の
『
経
済
範
論
』
の
翻
訳
の
ほ
か
に
、『
経
済
学
粋
』

（
羅
貌
礼 (

エ
ミ
ル
・
ド
・
ラ
ブ
レ
イ)

 

著,
 

エ
ー
・
ダ
ブ
リ
ウ
・
ポ
ー
ラ
ー
ド 

訳, 

牧
山
耕
平 

重
訳
、
一
八
九
四
）
が
あ
り
、
中
に
「
生
産
ノ
三
大
因
素
」
が
す

で
に
「
生
産
ノ
三
要
素
」
に
重
訳
さ
れ
て
い
る
。「
因
素
」
が
「factor

」
の
訳
語
と
し
て
は
定
着
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
語
と
し
て
残
留
で
き
ず
、
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今
日
に
至
っ
て
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
す
ら
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。 

辞
書
記
載
か
ら
み
る
と
、「
因
素
」
の
登
場
以
前
に
「
要
素
」
と
い
う
語
が
す
で
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
の
通
り
、
訳
語
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
『
哲

学
字
彙
』
に
は
「f

a
c
to
r

」
の
訳
語
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
し
て
当
時
の
流
行
小
説
で
あ
っ
た
『
当
世
書
生
気
質
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
「
因

素
」
が
日
本
で
定
着
し
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
多
数
と
は
言
え
な
い
が
、
当
時
「
因
素
」
が
採
用
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
経
済
学
に
限
ら
ず
、
社
会
学
や
政
治
学
分
野
の
著
作
に
も
そ
の
痕
跡
が
見
え
、
い

ず
れ
も
「
要
素 

f
a
ct
o
r

」
の
意
味
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
関
連
の
著
作
も
あ
り
、
の
ち
に
中
国
側
で
の
使
用
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。 (

一
九)  

今
民
族
精
神
の
實
質
た
る
共
同
心
理
的
性
質
及
び
共
同
心
理
的
内
容
を
決
定
す
る
根
本
的
因
素
と
し
て
、
余
は
先
づ
民
族
の
人
権
的
成
分
或
は
要
素

と
地
理
的
境
遇
と
を
擧
げ
た
い
と
思
ふ
。 

（
米
田
庄
太
郎
『
民
族
心
理
講
話
』、
一
九
一
七
） 

(

二
〇)  

ラ
ッ
ソ
ウ
と
ポ
ー
レ
―
―
従
つ
て
先
に
社
會
と
國
家
經
濟
と
を
併
せ
て
一
範
疇
と
し
た
こ
と
に
反
對
し
た
と
同
一
の
學
者
―
―
は
こ
の
両
因
素
が
獨

立
し
た
地
位
を
體
系
中
に
占
め
る
こ
と
を
一
般
に
否
定
せ
よ
う
と
す
る
。 

（
ル
ド
ル
フ
・
チ
エ
レ
ー
ン
著 

岩
田
静
郎
訳
『
政
治
学
体
系
要
論
』、

一
九
二
六
） 

(

二
一)  

「
生
産
力
」
の
意
義
―
―
社
會
的
生
産
行
程
に
適
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
諸
力
―
―
労
働
力
、
技
術
（
機
械
）
力
、
自
然
力
―
―
物
的
生
産
力
と
人
的

生
産
力
―
―
生
産
力
構
成
の
一
因
素
と
し
て
の
自
然
力
―
―
労
働
の
み
が
「
す
べ
て
の
富
の
源
泉
」
で
は
な
い
… 

（
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ク
ノ
ー

著
、
社
会
科
学
研
究
会
法
制
研
究
会
訳
『
マ
ル
ク
ス
の
経
済
概
念
』
再
版
、
一
九
二
七
） 

三 

中
国
語
に
お
け
る
「
因
素
」
の
受
容 

中
国
語
に
お
け
る
「
因
素
」
の
受
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
日
本
語
訳
と
中
国
語
訳
『
資
本
論
』
に
お
け
る
語
彙
の
使
用
を
検
証
し
て
み
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本

語
訳
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
出
版
さ
れ
た
高
畠
素
之
訳
版
、
中
国
語
訳
は
一
九
三
八
年
に
出
版
さ
れ
た
郭
大
力
・
王
亜
南
訳
版
を
取
り
上
げ
る
。 
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(

二
二)  

商
品
生
産
の
物
的
因
子
と
人
的
因
子
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
此
等
の
因
子
の
特
性
が
生
産
す
べ
き
物
品
言
ふ
迄
も
な
い
。 

（
マ
ル
ク
ス
著

 

高
畠
素
之
訳
『
資
本
論
』
第
二
巻
、
一
九
二
七
） 

(
二
三)  

那
就
是
商
品
生
產
之
人
的
因
素
和
物
的
因
素
。
這
種
因
素
，
當
然
要
具
有
與
所
產
物
品
種
類
相
適
應
的
特
性
。 

（
郭
大
力
、
王
亞
南
訳
『
資
本

論
』
卷
二
、
一
九
三
八
） 

こ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
語
で
「
因
子
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
部
分
に
、
中
国
語
で
は
「
因
素
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
中
国
語
版
両
訳
者
の
う
ち
、
王
氏
は
日
本
に
留
学

し
た
経
験
が
あ
り
、
滞
在
期
間
中
、
大
量
の
マ
ル
ク
ス
の
著
作
を
読
ん
で
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
主
流
な
語
で
は
な
い
が
、
一
部
の
マ
ル
ク
ス
の

著
作
に
表
れ
て
い
る
「
因
素
」
と
い
う
語
は
中
国
人
留
学
生
に
よ
っ
て
中
国
に
移
入
さ
れ
、
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

第
四
節 

「
素
因
」
と
「
因
素
」
の
関
係 

一 

「
素
因
」
と
「
因
素
」
は
同
義
語
な
の
か
？ 

上
記
の
考
察
に
よ
る
と
、
造
語
的
に
「
素
因
」
と
「
因
素
」
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
者
と
も
原
因
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
意
味
と
使
用
範
囲
は
異
な
っ
て
お
り
、
類
義
語
と
は
考
え
に
く
い
。
一
部
の
日
本
語
に
お
い
て
「
素
因
」
が
使
わ
れ
た
場
面
で
、
中
国
語
に
お
い
て
「
因
素
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
病
理
学
の
概
念
と
し
て
中
国
語
の
「
年
龄
因
素
」「
人
种
因
素
」「
遗
传
（
性
）
因
素
」
が
日
本
語
の
「
年
齢
素
因
」「
人
種
素
因
」

「
遺
伝
素
因
」
に
相
応
し
て
い
る
。
本
来
は
単
な
る
字
順
が
反
転
す
る
語
と
見
ら
れ
た
は
ず
で
、
そ
の
よ
う
な
現
象
を
根
拠
と
し
て
「
詐
欺
／
欺
詐
」
な
ど
と
同
じ
よ

う
に
、「
素
因
／
因
素
」
が
同
義
関
係
に
あ
る
と
い
う
視
点
も
あ
る
が
、
筆
者
は
疑
問
視
し
て
い
る
。 

ま
ず
、
現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
素
因
」
は
基
本
的
に
病
因
の
う
ち
の
内
因
１
４

、
も
し
く
は
生
活
習
慣
や
気
候
な
ど
を
さ
す
の
に
対
し
て
、
中
国
語
に
お
け
る
「
因

素
」
は
内
因
と
外
因
全
般
を
表
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
語
の
「
生
物
性
因
素
」「
化
学
性
因
素
」
な
ど
が
、
日
本
語
で
言
う
と
「
生
物
的
外
因
」「
化
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学
的
外
因
」
と
な
る
１
５

。「
生
物
的
外
因
」
や
「
化
学
的
外
因
」
は
、
前
記
の
「
誘
因
」
に
区
分
さ
れ
る
も
の
で
、「
素
因
」
と
さ
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

実
際
に
、
上
記
の
概
念
の
外
国
語
訳
が
明
記
さ
れ
た
病
理
学
の
著
作
が
多
数
存
在
す
る
。
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
の
『
近
世
歯
科
全
書
』
に
は
、「
外
因
」
に

「
化
学
的
病
因Ch

e
m
ic
a
l
 
Fa
c
t
o
r
s

」
「
細
菌
的
病
因
（
生
物
的
素
因
）Bacteriological 

Factors

」
が
あ
り
、「
内
因
」
に
「
生
理
的
素
因Physiological 

D

i
s
p
o
s
it
i
o
n

」
「
病
的
素
因Pa

t
h
o
l
og
i
c
al
 
D
i
s
po
s
i
ti
on

」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
位
分
類
に
「
人
種Race

」「
年
齢Age

」
と
「
遺
伝Heredity

」

が
あ
る
。
１
６

前
掲
の
通
り
、「
素
因
」
は
「D

is
p
o
si
t
i
on

」、「
因
素
」
は
「Factors

」
の
訳
語
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
病
理
学
概
念
と
し
て
の

「R
a
c
e

」「A
g
e

」「H
e
r
ed
i
t
y

」
は
、
現
代
日
本
語
の
よ
う
に
上
位
分
類
の
「
～
素
因Disposition

」
に
従
っ
て
「
人
種
素
因
」「
年
齢
素
因
」「
遺
伝
素
因
」
と
訳
さ

れ
る
こ
と
も
、
中
国
語
の
よ
う
に
外
因
の
「
～
因
素F

a
ctors

」
に
合
わ
せ
て
「
年
龄
因
素
」「
人
种
因
素
」「
遗
传
（
性
）
因
素
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
、
い
ず
れ
も

道
理
に
か
な
う
。 

ま
た
、
両
者
の
語
構
成
に
つ
い
て
、
「
素
因
」
は
、「
も
と
（
よ
り
）
の
原
因
」
と
い
う
よ
う
な
連
体
修
飾
構
造
で
、「
因
素
」
は
、
前
記
で
述
べ
た
よ
う
に
、
類
義

語
「
因
子
」（
も
し
く
は
「
原
因
」
）
と
「
要
素
」
に
よ
る
並
列
構
造
で
あ
り
、
造
語
的
に
は
異
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
「
素
因
」
と
「
因
素
」
は
、
翻
訳
方
法
に
よ
っ
て
一
部
の
造
語
は
同
じ
内
容
を
さ
す
た
め
に
同
じ
意
味
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
自
体
は
決

し
て
同
義
語
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

二 

「
素
因
」
が
中
国
語
に
定
着
し
な
い
理
由 

前
掲
で
二
〇
世
紀
初
頭
「
素
因
」
が
「p

re
d
i
sp
o
s
it
i
on

」「diathesis
」
の
訳
語
と
し
て
『
英
華
大
辭
典
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、「
因
素
」

と
違
い
、
中
国
語
に
は
定
着
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
私
見
で
は
、
分
野
の
制
約
と
反
転
語
の
法
則
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

政
治
学
や
社
会
学
な
ど
と
比
べ
る
と
、
医
学
、
と
り
わ
け
病
理
学
は
一
般
人
が
ふ
れ
る
機
会
が
少
な
い
学
問
で
あ
る
。
し
か
も
、
中
国
で
は
近
代
医
学
の
発
展
が
遅

れ
て
い
た
た
め
、
術
語
の
定
着
も
遅
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
遺
伝
因
素
」
や
「
生
物
性
因
素
」
な
ど
の
術
語
の
使
用
は
、
お
そ
ら
く
「
因
素
」
と
い
う
語
が
定
着
し

た
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
仮
に
「
素
因
」
と
い
う
語
が
当
時
の
学
者
た
ち
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
中
国
語
と
し
て
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
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「
因
素
」
の
方
が
よ
り
使
い
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
語
源
と
語
法
が
完
全
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、「
素
因
」
と
「
因
素
」
が
中
日
両
言
語
に
多
数
存
在
す
る
類
義
関
係
を
持
つ
反
転
語
と
勘
違
い
さ
れ
た

可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、「
素
因
」
の
語
構
成
に
つ
い
て
は
、「
も
と
の
原
因
」
で
は
な
く
、「
因
素
」
と
同
じ
よ
う
に
、「
素
（
要
素
、
元
素
）」
と
「
因
（
因
子
、

原
因
）
」
に
よ
る
並
列
関
係
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
陳
愛
文
・
于
平
（
一
九
七
九
）
で
は
、
類
義
的
あ
る
い
は
対
義
的
な
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
た
複
合
語
に
お
い

て
、
意
味
上
か
ら
原
因
が
探
し
出
せ
な
い
場
合
、
二
つ
の
字
は
声
調
（
四
声
１
７

）
の
順
に
な
ら
ぶ
傾
向
が
強
い
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
比
率
は
常
用
三
〇
〇
〇
語
の
お

よ
そ
八
割
に
及
ぶ
と
い
う
１
８

。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
素
」（
去
声
）
と
「
因
」（
平
声
、
陰
平
）
は
、「
素
因
」（
去<

平
）
よ
り
「
因
素
」（
平>

去
）
の
順
に
並
ぶ
ほ
う
が
、

中
国
語
と
し
て
自
然
で
、「
因
素
」
を
「
素
因
」
に
替
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
素
因
」
は
、
中
国
語
に
定
着
す
る
可
能
性
が
低
い

わ
け
で
あ
る
。 

な
お
、「
因
素
」
は
、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
定
着
し
て
い
な
い
。
同
じ
「factor

」
の
意
味
を
表
す
語
彙
と
し
て
先
に
成
立
し
た
「
要
素
」「
要
因
」
が
多
用
さ

れ
て
い
る
た
め
、
後
で
造
出
さ
れ
た
「
因
素
」
は
、
受
容
さ
れ
る
の
が
難
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

１ 

こ
の
類
の
漢
語
の
呼
称
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。「
反
転
語
」
以
外
に
は
、「
逆
字
順
二
字
漢
語
」（
鈴
木
丹
士
郎
二
〇
一
一
）
な
ど
が
あ
る
。 

２ 

『
七
新
薬 

下
』、
文
久
二(

一
八
六
二)

刊 

３ 

「
素
因 

解
説(
2)

あ
る
病
気
に
対
し
て
か
か
り
や
す
い
素
質
。
年
齢
・
人
種
・
性
別
な
ど
に
よ
る
一
般
的
素
因
と
、
特
異
体
質
・
滲
出
性
体
質
な
ど
個
人
に
み
ら
れ
る
病
的
な
個
人
的
素

因
と
に
分
け
ら
れ
る
。」（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』） 

４ 

張
巍
（『
中
古
汉
语
同
素
逆
序
词
演
变
研
究
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
で
は
、
日
本
語
に
お
け
る
「
同
素
逆
序
汉
字
词
」
に
対
す
る
意
味
用
法
別
で
の
分
類
が
行
わ
れ
、
ま

た
、
現
代
中
国
語
で
そ
れ
ら
の
語
彙
に
相
応
す
る
も
の
も
集
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
テ
ー
マ
と
す
る
「
素
因
」・「
因
素
」
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
ほ
か
、
単
純
な
意
味
上

の
分
類
で
語
源
や
語
構
成
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
も
の
も
多
数
現
れ
て
い
た
。
ま
た
、
馬
雲
（「
日
本
語
と
中
国
語
と
で
字
順
の
逆
転
す
る
二
字
漢

語 
:
 

日
本
語
の
漢
語
が
中
国
語
で
逆
転
す
る
も
の
を
中
心
に
」、『
日
本
語
研
究
』
三
四
、
二
〇
一
四
）
で
は
、「
素
因
」
と
「
因
素
」
に
お
け
る
意
味
が
部
分
重
複
で
ず
れ
も
あ
る
こ

 

注 
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と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
ず
れ
が
生
じ
る
原
因
、
字
順
の
逆
転
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
論
述
し
て
い
な
い
。 

５

「
三
因
」
と
は
、「
内
因
」
、「
外
因
」、「
不
内
外
因
」
で
あ
り
、
宋
・
陳
言
の
『
三
因
極
一
病
證
方
論
』
に
は
「
然
六
淫
天
之
常
气
，
冒
之
则
先
自
经
络
流
入
，
内
合
于
脏
腑
，
为
外
所

因
。
七
情
人
之
常
性
，
动
之
则
先
自
脏
腑
郁
发
，
外
形
于
肢
体
，
为
内
所
因
。
其
如
饮
食
饥
饱
，
叫
呼
伤
气
，
尽
神
度
量
，
疲
极
筋
力
，
阴
阳
违
逆
，
乃
至
虎
狼
毒
虫
，
金
疮
踒
圻
，

疰
忤
附
着
，
畏
压
溺
等
，
有
背
常
理
，
为
不
内
外
因
。」
が
あ
る
。 

６ 

原
名
：
英
華
大
辭
典 

An
 E
ng
li
sh
 
an
d 
Ch
in
es
e 

St
an
da
rd
 D
ic
ti
o
na
ry

（
顏
惠
慶
、
一
九
〇
八
） 

７ 

「
倾
向
；
癖
性
；（
易
患
某
种
病
的
）
体
质
」（『
牛
津
高
阶
英
汉
双
解
词
典 

第
七
版
』、
二
〇
〇
九
） 

８ 

『
英
汉
医
学
词
典
』（
上
海
科
学
技
术
出
版
社
）
と
『
医
学
英
和
辞
典
』（
研
究
社
）
を
参
照
し
た
。 

９ 

「
其
結
果
を
来
た
す
原
因
の
中
に
、
最
も
も
と
と
な
る
も
の
。」（
『
辞
林
』、
一
九
〇
七
） 

１
０ 

「
其
結
果
ヲ
来
ス
原
因
ノ
中
ニ
テ
、
最
モ
も
と
ト
ナ
ル
モ
ノ
。
正
因
。
主
因
。」（
『
大
言
海
』、
一
九
三
二
） 

１
１ 

「
凡
そ
人
間
社
會
に
顯
る
ヽ
所
の
現
象
は
之
れ
が
素
因
を
分
て
二
種
と
す
一
は
人
間
固
有
の
性
質
に
在
る
も
の
今
一
は
人
間
所
在
の
境
遇
に
存
在
す
る
も
の
な
り
」（『
社
会
学
』、
辰
巳

小
次
郎
述
、
一
八
九
五
） 

１
２ 

「
大
資
本
ノ
需
要
ハ
既
ニ
多
數
ノ
株
式
會
社
設
立
ノ
素
因
タ
ラ
サ
ル
ヿ
判
然
タ
リ
」（『
欧
米
各
国
株
式
会
社
要
解
』、
草
鹿
丁
卯
次
郎
、
一
八
九
六
） 

１
３ 

現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
を
使
っ
て
「
素
因
」
の
用
例
を
検
索
し
た
結
果
、
総
数
六
十
一
例
の
う
ち
、
医
学
関
係
の
用
例
が
四
十
八
例
で
あ
る
。 

１
４ 

「
病
気
の
原
因
を
内
因
と
外
因
に
分
け
て
考
え
た
場
合
，
内
因
の
う
ち
，
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
備
わ
っ
て
い
る
あ
る
疾
病
に
対
し
特
別
な
感
受
性
を
有
す
る
状
態
を
い
う
。」
（『
南
山
堂

医
学
大
辞
典
』、
二
〇
一
五
） 

１
５ 

『
新
病
理
学
総
論
』（
日
本
医
事
新
報
社
、
二
〇
〇
八
）
と
『
病
理
学
基
础
』（
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
参
照 

１
６ 

ほ
か
に
、
外
因
に
「
栄
養
障
害Nu

t
ri
ti
on
al
 D
is
tu
rb
an
ce

」「
理
学
的
病
因 

P
hy
si
ca
l 
Fa
ct
or
s

」
が
あ
り
、
内
因
に
「
免
疫I

mm
un
it
y

」
が
あ
っ
て
、「
生
理
的
素
因
」
に
「
性

S
e
x

」「
組
織
及
臓
器
素
因T

is
su
e 
o
r 

Or
ga
n

」
が
あ
り
、「
病
的
素
因
」
に
「
体
質C

on
st
it
ut
io
n

」「
稟
賦T

em
pe
ra
me
nt

」「
特
異
質I

d
io
sy
nc
ra
sy

」「
後
天
的
素
因Ac

q
ui
re
d 

D
i
sp
os
it
io
n

」
が
あ
る
。 

１
７ 

中
古
漢
語
で
は
平
声
・
上
声
・
去
声
・
入
声
を
い
う
。
現
代
中
国
語
の
普
通
話
で
は
入
声
は
失
わ
れ
、
平
声
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
陰
平
（
第
一
声
）・
陽
平
（
第
二
声
）・
上
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声
（
第
三
声
）・
去
声
（
第
四
声
）
を
い
う
。 

１
８ 

「
並
列
式
双
音
式
的
字
序
」『
中
国
語
文
』
第
六
期
（
陳
愛
文
・
于
平
、
一
九
七
九
）。
荒
川
清
秀
（
二
〇
〇
〇
）
参
照
。 
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第
一
節 

「
理
由
」
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
お
よ
び
そ
の
問
題
点 

一 

辞
書
記
載 

現
代
日
本
語
で
は
「
理
由
」
は
「
十
分
な
理
由
が
あ
る
」「
理
由
が
立
た
な
い
」
の
よ
う
に
「
依
拠
」
の
意
で
、
ま
た
、「
風
を
理
由
に
学
校
を
休
ん
だ
」
の
よ
う
に
、

「
口
実
」
の
意
で
も
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
「（
１
）
物
事
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
；（
２
）
い
い
わ
け
。
口
実
；（
３
）
哲
学
で
、

論
理
的
関
係
に
お
い
て
正
し
く
結
論
を
導
き
だ
す
論
拠
を
い
う
。
前
提
に
お
か
れ
る
。
実
在
的
関
係
で
は
原
因
と
同
義
。
前
者
を
論
理
的
理
由
と
い
い
、
後
者
を
実
在

的
理
由
と
い
う
こ
と
も
あ
る
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。（
３
）
に
よ
る
と
、「
理
由
」
が
あ
る
物
事
や
状
態
を
引
き
起
こ
す
も
と
を
表
す
「
原
因
」
の
類
語
と
さ
れ
て
い

る
。
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
に
哲
学
で
「
論
理
的
理
由
」
と
「
実
在
的
理
由
」
の
と
さ
れ
て
い
る
た
が
、
実
際
の
運
用
に
お
い
て
は
や
や
複
雑
な
た

め
、
そ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。 

「
原
因
」
と
同
様
に
、「
理
由
」
は
日
本
語
と
し
て
近
代
に
定
着
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。「
日
国
」
に
収
録
さ
れ
た
「
理
由
」
の
用
例
（
引
用
文(

一)

～(

四)

）
は
、

い
ず
れ
も
明
治
期
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
、『
大
漢
和
辞
典
』
と
中
国
語
辞
書
の
『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
、「
理
由
」
の
中
国
語
古
典
の
出
典
に
つ
い
て
も
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
古
典
漢
語
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、『
漢
語
大
詞
典
』
に
収
録
さ
れ
た
「
理
由
」
の
用
例
（
引
用
文(

五)

～(

七)

）
の
う
ち
、
時
代

的
に
最
も
早
か
っ
た
康
有
為
『
上
摄
政
王
书
』
（
引
用
文(
五)
）
で
も
二
十
世
紀
以
降
の
も
の
で
、「
日
国
」
の
用
例
の
ど
れ
よ
り
も
後
の
時
代
の
も
の
に
な
る
。「
理

由
」
は
中
国
語
と
し
て
成
立
す
る
前
に
、
日
本
語
と
し
て
先
に
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。 

(

一)  

勉
め
て
其
理
由
を
説
諭
し
て
公
法
の
曲
疵
す
可
ら
ざ
る
を
明
か
に
し
（〈
山
県
有
朋
〉『
軍
人
訓
誡
』、
一
八
七
八
） 

(

二)  

其
放
擲
し
た
理
由
（
リ
ユ
ウ
）
原
因
、
古
事
来
歴
は
（〈
坪
内
逍
遥
〉『
当
世
書
生
気
質
』
六
、
一
八
八
五
～
八
六
） 

(

三)  

二
つ
程
理
由
（
リ
ユ
ウ
）
が
有
っ
て
、
今
日
の
訪
問
を
、
格
別
厭
に
お
も
ひ
升
た
（
〈
若
松
賤
子
訳
〉『
小
公
子
前
編
』
六
、
一
八
九
〇
～
九
二
） 

(

四)  
R
a
t
i
o
na
l
e
 

理
由
（
『
哲
学
字
彙
』
、
一
八
八
一
） 

(

五)  

今
若
不
詳
述
先
帝
所
以
特
擢
世
凱
之
理
由
，
則
此
疑
案
終
莫
能
解
。（〈
康
有
為
〉「
上
攝
政
王
書
」、
一
九
〇
八
）  
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(

六)  

你
有
你
的
理
由
，
我
有
我
的
命
令
，
你
瞧
着
辦
吧
！（〈
老
舍
〉『
茶
館
』
第
二
幕
） 

(
七)  

至
於
為
什
麼
去
日
本
？
唯
一
的
理
由
是
學
習
日
文
。（〈
巴
金
〉『
關
於
〈
神
•
鬼
•
人
〉』） 

二 
先
行
研
究 

高
野
繁
男
（
二
〇
〇
四
）
で
は
、『
百
科
全
書
』
１

の
訳
語
語
彙
か
ら
資
料
の
２
つ
以
上
２

ま
た
が
る
語
と
し
て
「
理
由
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
日
本
人
の
思
考
様
式

に
よ
る
語
構
成
、
い
わ
ゆ
る
和
製
漢
語
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
い
い
わ
け
」
の
意
は
使
い
方
に
よ
る
も
の
で
原
義
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
『
哲
学
字
彙
』（
引
用
文

(

四)

）
は
「
理
由
」
を
「
正
し
さ
の
根
拠
」
の
意
で
「Ra

t
ionale

」
の
訳
語
と
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
例
（(

八)

）
で
は
、「
理
由
」

が
根
拠
の
意
を
表
す
英
語
「gr

o
u
n
d

」
の
訳
語
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
理
由
」
の
造
語
と
受
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。 

(

八)  

人
ノ
法
律
ニ
服
従
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
理
由
ハ
因
ヨ
リ
（『
百
科
全
書
』
修
辞
及
華
文
、
一
八
七
九
） 

T
o
 
t
h
es
e
 
ob
e
d
ie
n
c
e 
m
u
st 

b
e
 
r
en
d
ered on many grounds; 

「
日
国
」
に
よ
る
と
、
漢
語
「
理
由
」
の
字
音
語
素
３

と
し
て
、「
理
」
は
「
す
じ
み
ち
。
こ
と
わ
り
。
き
ま
り
。
わ
け
」
の
意
と
し
、「
由
」
は
「
よ
り
ど
こ
ろ
。

わ
け
」
の
意
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
語
構
成
に
つ
い
て
は
、「
類
義
結
合
」
の
分
類
に
疑
問
が
あ
る
。 

三 

目
的 

し
た
が
っ
て
、「
理
由
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
（
１
）、
造
語
さ
れ
た
時
期
、（
２
）、
語
構
成
、（
３
）、
意
味
の
形
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
中
心
に
、
少
し
論

じ
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
理
由
」
が
漢
籍
で
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
和
製
漢
語
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
意
識
し
な
が
ら
考
察
し

て
い
く
。
さ
ら
に
、
漢
語
「
原
因
」
と
の
繋
が
り
、
ま
た
、
そ
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
「
原
因
」
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
な
が

ら
、
両
者
の
使
い
分
け
に
も
言
及
し
た
い
と
思
う
。 
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第
二
節 

近
代
語
と
し
て
の
「
理
由
」 

一 

明
治
初
期
の
出
版
物
に
お
け
る
「
理
由
」 

ま
ず
辞
書
に
収
録
さ
れ
た
状
況
か
ら
み
る
と
、
日
本
初
の
近
代
的
国
語
辞
典
で
あ
る
大
槻
文
彦
『
言
海
』
に｢

理
由｣

が
収
録
さ
れ
て
い
る
４

。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
言

海
』
が
完
成
し
た
一
八
八
六
年
に
は
日
本
語
と
し
て
完
全
に
定
着
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。 

調
査
し
た
結
果
を
見
る
と
、
十
九
世
紀
の
七
〇
～
八
〇
年
代
に
成
立
し
た
出
版
物
に
お
い
て
、
書
名
や
目
次
に
も
「
理
由
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

以
下
に
示
す
も
の
は
そ
の
一
部
で
あ
る
（
引
用
文(

九)

～(

二
二)

）。
比
較
的
早
い
出
典
と
し
て
は
、
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
年
）
に
成
立
し
た
『
立
法
論
綱
』
が

あ
り
、『
日
国
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
用
例
の
う
ち
、
時
代
的
に
最
も
早
い
『
軍
人
訓
誡
』（
引
用
文(

一)

）
と
同
年
の
も
の
で
あ
る
。
早
期
の
用
例
は
、
そ
の
出
自
は

和
訳
洋
書
、
ま
た
は
洋
書
に
基
づ
い
て
編
集
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
は
、
訳
書
で
は
な
い
日
本
人
の
著
書
に
お
け
る
使
用
も
次
第
に

増
え
て
い
る
。 

(

九)  

然
ル
乎
請
ウ
之
ニ
興
ス
ル
ノ
各
人
ニ
向
テ
其
理
由
ヲ
問
へ
其
感
情
ト
主
義
ト
ハ
人
々
甚
ダ
相
異
ナ
ル
ヲ
見
ン
ト
ス
（〈
ベ
ン
サ
ム 

原
著
、
島
田
三
郎

 

訳
〉『
立
法
論
綱
』
巻
三 

第
十
一
篇 
或
ル
行
事
ヲ
罪
科
ト
ス
ル
所
以
ノ
理
由
ヲ
論
ス
、
一
八
七
八
） 

(

一
〇)  

之
ヲ
要
ス
ル
ニ
假
令
ヒ
出
訴
多
少
遅
延
ス
ル
ト
モ
至
當
ノ
理
由
ア
ツ
テ
然
ル

５

ハ
裁
判
所
ハ
之
ヲ
咎
メ
ス
（〈
山
本
謙
三 

訳
〉『
英
国
禁
令
状
』 

第
四
章 

衡
平
法
院
ノ
保
護
ヲ
失
フ
理
由
、
一
八
七
九
） 

(

一
一)  

第
四
章 

胎
児
ノ
感
肖
ス
ル
理
由
（
コ
ト
ノ
モ
ト
）
ヲ
論
ス
（〈
片
山
平
三
郎 

訳
〉『
男
女
淫
慾
論
』 

二
篇 

下
、
一
八
七
九
） 

(

一
二)  

病
毒
ノ
性
質
及
其
蔓
延
蕃
殖
ノ
理
由
（
〈
村
松
碩
三
〉『
虎
列
剌
病
予
防
養
生
訓
蒙
』、
一
八
八
〇
） 

(

一
三)  

今
後
ハ
地
方
費
ヲ
減
ス
ヘ
キ
理
由
（〈
レ
ロ
ア
ボ
ー
リ
ュ
ー 

著
、
田
尻
稲
次
郎 

訳
〉『
財
政
論
』
地
方
税
、
一
八
八
〇
） 

(

一
四)  

〔
三
十
〕
蒸
気
機
械
（
ス
チ
ー
ム
イ
ン
ジ
ン
）
の
運
動
す
る
理
由
は
如
何
な
る
や
（〈
吉
田
貞
一 

等
著
〉『
舶
用
機
械
学
独
案
内
』 

前
編 

巻
之

二
、
一
八
八
一
） 
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(

一
五)  

書
名
：
国
会
論
之
理
由
（
〈
江
馬
春
煕
〉
、
一
八
八
一
） 

(
一
六)  

代
表
貨
幣
ヲ
使
用
ス
ル
ノ
理
由
ヲ
精
細
ニ
分
析
説
明
ス
ル
コ
ト
ハ
頗
ル
重
要
ナ
ル
コ
ト
ナ
リ
（〈
長
崎
剛
十
郎 

述
〉『
貨
幣
論
』 

第
三
節 

代
表
貨

幣
ヲ
使
用
ス
ル
ノ
理
由
、
一
八
八
一
） 

(

一
七)  
余
嘗
テ
高
木
豊
三
氏
著
ス
所
ノ
刑
法
義
解
ヲ
閲
セ
シ
ニ
氏
ハ
第
一
四
條
ノ
理
由
ヲ
解
イ
テ
曰
大
祀
令
節
国
祭
ノ
當
日
ニ
死
刑
ヲ
行
フ
ヿ
ヲ
禁
ス
ル

（
〈
薩
埵
正
邦
〉
『
刑
法
弁
議
』 

上
巻 

第
六 

大
祀
令
節
国
祭
ノ
日
ニ
死
刑
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
禁
ス
ル
ノ
理
由
如
何
（
第
十
四
条
）、
一
八
八
二
） 

(

一
八)  

第
四
節 
上
ニ
説
述
セ
シ
事
項
ニ
於
テ
贈
與
者
タ
ル
尊
屬
親
カ
代
價
ノ
債
主
權
ト
取
戻
ノ
訴
訟
權
ト
ヲ
相
續
ス
ル
權
利
ノ
根
據
ス
ル
理
由
（〈
岩
野
新

平
訳
〉『
佛
國
民
法
覆
義
』 

第
二
帙 

第
一
卷
、
一
八
八
二
） 

(

一
九)  

又
深
キ
水
中
ニ
遊
泳
ス
ル
魚
モ
水
面
ニ
近
キ
カ
如
ク
見
ユ
ル
等
皆
上
文
ノ
理
由
ニ
基
ツ
ク
モ
ノ
ナ
リ
（〈
飯
盛
挺
造 

纂
訳
〉『
物
理
學
』 

中
篇 

反

射
角
ト
入
射
角
ト
ハ
均
一
ナ
ル
ベ
キ
理
由
即
チ
反
射
ノ
説
明
、
一
八
八
二
） 

(

二
〇)  

佛
國
一
般
ノ
語
ニ
於
テ
ハ
此
総
テ
ノ
理
由
ハ
正
當
ナ
ラ
シ
ム
ル
所
ノ
事
実
又
ハ
正
當
ナ
ラ
シ
ム
ル
所
ノ
理
由
ト
稱
ス
（〈
ヲ
ル
ト
ラ
ン
氏
（Ortolan,

 J
o
s
e
ph
 
L
ou
i
s
 E
l
z
ea
r

） 

原
著
、
河
津
祐
之 

訳
補
〉『
刑
法
精
義
』 

第
一
卷 

緒
論 

第
一
目
～
第
第
二
目 

第
五
章 

前
ニ
述
ヘ
タ
ル
刑
事

ノ
歸
與
ナ
キ
理
由
ヲ
概
論
ス
、
一
八
八
三
） 

(

二
一)  

警
察
費
監
獄
費
監
獄
建
築
修
繕
費
開
申
理
由
書
文
案
朗
読
（〈
松
本
行
敏 

編
〉『
兵
庫
県
県
会
日
誌
』 

第
十
七
号
、
一
八
八
四
） 

(

二
二)  

第
十
回 

飢
渇
に
迫
り
て
唱
歌
を
売
り 

竜
巻
に
逢
ふ
て
理
由
（
り
ゆ
う
）
を
説
く
（〈
加
島
斐
彦
〉『
通
俗
海
底
事
情
：
遭
難
奇
游
』、
一
八
八
六
） 

ま
た
、
そ
れ
ら
の
出
版
物
の
ジ
ャ
ン
ル
６

に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
多
か
っ
た
法
学
、
経
済
、
政
治
・
社
会
関
係
の
ほ
か
に
、（(

一
一)(

一
二)

の
よ
う
に
）
医
学
や

（(

一
四)

(

一
九)

の
よ
う
に
）
物
理
学
関
係
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
時
期
に
多
分
野
に
わ
た
っ
て
「
理
由
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
医
学
や
物
理
学
で

用
い
ら
れ
た
「
理
由
」
は
現
代
語
的
意
味
と
や
や
異
な
り
、
医
学
の
場
合
は
引
用
文(
一
一)

の
フ
リ
ガ
ナ
「
コ
ト
ノ
モ
ト
」
の
よ
う
に
「
原
因
（
病
因
）」
と
し
、
物

理
学
の
場
合
は
「
原
理
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
理
由
」
の
意
味
の
変
遷
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
再
度
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。 



 

119 

 

二 

明
治
初
期
の
新
聞
記
事
に
お
け
る
「
理
由
」 

一
方
、
新
聞
記
事
に
お
け
る
「
理
由
」
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
と
読
売
新
聞
を
始
め
、
一
八
八
〇
年
代
に
入
っ
て
以
降
（
一
八
八
二
年
か
ら
）、
新

聞
記
事
に
「
理
由
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
漢
語
「
理
由
」
が
少
な
く
と
も
書
き
言
葉
レ
ベ
ル
で
は
一
般
社
会
に
普
及
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。 

(

二
三)  

各
裁
判
所
に
於
て
豫
審
取
糺
中
ハ
辨
護
と
許
さ
れ
ざ
る
處
本
人
己
を
得
ざ
る
事
故
有
時
理
由
（
り
い
う
）
を
認
め
出
願
す
れ
バ
特
別
を
以
て
辨
護
を

差
許
さ
る
ヽ
事
に
な
り
し
と
聞
り
（
朝
日
新
聞 

一
八
八
二
年 

二
月
二
五
日 

朝
刊
） 

(

二
四)  

橋
梁
の
陥
落
す
る
今
回
の
如
き
甚
だ
し
き
ハ
蓋
し
別
に
理
由
（
り
い
う
）
の
あ
る
あ
り
理
由
（
り
い
う
）
と
ハ
何
ぞ
や
橋
梁
の
築
造
堅
牢
鞏
固
な
ら

ざ
る
是
な
り
（
朝
日
新
聞 

一
八
八
五
年
七
月
十
二
日 

朝
刊 

「
落
橋
再
架
の
意
見
」） 

(

二
五)  

「
朝
鮮
出
張
の
理
由
」（
見
出
し
）
（
朝
日
新
聞 

一
八
八
五
年
十
二
月
十
九
日 

朝
刊
） 

(

二
六)  

二
三
日
ま
へ
久
松
町
屯
所
詰
の
部
長
一
名
と
は
じ
め
巡
査
残
ら
ず
が
何
故
か
辞
表
と
差
出
し
た

ゑ
巡
査
本
部
に
て
其
辭
職
の
理
由
（
り
い
う
）
と

認
め
て
差
出
せ
と
て
一
端
却
下
に
成
ッ
た
と
い
ふ
（
読
売
新
聞 

一
八
八
三
年
一
月
十
三
日 

朝
刊
） 

(

二
七)  

若
し
裁
判
に
し
て
其
理
由
（
り
ゆ
）
と
明
示
せ
ざ
る
時
ハ
是
曲
直
も
何
に
由
り
て
然
る
や
と
了
知
す
べ
か
ら
ざ
れ
バ
被
両
造
と
し
て
之
に
甘
服
せ
し

む
る
に
足
ら
ず
（
読
売
新
聞 

一
八
八
三
年
四
月
十
二
日 

朝
刊
） 

(

二
八)  

［
雑
譚
］
紙
幅
擴
張
の
理
由
（
わ
け
）
（
読
売
新
聞 
一
八
八
四
年 

一
月
四
日 

朝
刊
） 

(

二
九)  

因
て
其
理
由
（
り
い
う
）
と
推
窮
す
る
に
桐
葉
中
如
何
の
成
分
と
含
有
す
る
や
未
だ
分
析
せ
ず
と
雖
ど
も
…
（
読
売
新
聞 

［
寄
書
］「
桐
葉
防
臭
の

理
由
（
り
い
う
）
と
質
す
」 

一
八
八
六
年
八
月
二
十
日 

朝
刊
） 

「
理
由
」
の
フ
リ
ガ
ナ
に
つ
い
て
「
り
い
う
」、
ま
た
は
「
り
ゆ
」
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
和
語
の
「
わ
け
」
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
附
音
は
、「
理
由
（
コ

ト
ノ
モ
ト
）」
と
同
様
に
、
新
漢
語
で
あ
る
「
理
由
」
の
核
心
的
意
味
（
少
な
く
と
も
執
筆
者
に
と
ら
え
ら
れ
た
意
味
）
を
一
般
大
衆
に
教
え
る
た
め
の
執
筆
者
に
よ

る
工
夫
と
考
え
ら
れ
る
。 
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三 

官
僚
に
よ
る
文
書
用
語
の
可
能
性 

「
理
由
」
が
一
八
七
〇
年
代
に
出
版
物
で
現
れ
、
一
八
八
〇
年
代
に
普
及
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
造
語
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
断
定
で
き
て
い
な
い
。

前
掲
の
通
り
、
比
較
的
早
い
出
典
と
し
て
『
立
法
論
綱
』
と
『
軍
人
訓
誡
』
が
あ
る
。『
立
法
論
綱
』
は
和
訳
洋
書
で
、「
理
由
」
が
こ
の
著
作
に
現
れ
た
後
で
、
そ
の

影
響
を
受
け
た
か
の
よ
う
に
他
の
多
数
の
訳
書
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
軍
人
訓
誡
』
は
軍
人
に
対
し
て
天
皇
の
絶
対
神
聖
や
軍
隊
の
中
立
化
な

ど
を
説
い
た
訓
戒
で
、
日
本
的
な
文
章
で
あ
る
。
た
だ
し
、
陸
軍
卿
山
県
有
朋
の
名
で
発
布
さ
れ
た
が
、
起
草
者
は
西
周
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
翻
訳
で
創
出
さ
れ
た

漢
語
が
西
周
に
よ
っ
て
公
用
文
に
も
用
い
ら
れ
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
西
は
一
八
七
〇
年
か
ら
兵
部
省
、
文
部
省
、
宮
内
省
な
ど
の
官
僚
を
歴
任
し
、
島
田
は
一
八
七

五
年
か
ら
元
老
院
書
記
官
、
文
部
権
大
書
記
官
を
任
官
し
た
。
一
八
七
八
年
の
時
点
で
、
西
も
島
田
も
明
治
政
府
の
官
僚
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
同
じ
時
期
に
「
理

由
」
が
こ
の
よ
う
な
二
人
の
著
作
に
現
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
公
用
文
に
お
い
て
使
用
が
普
及
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。 

四 

法
令
文
に
お
け
る
「
理
由
」
と
『
い
ろ
は
布
告
字
引
』 

そ
こ
で
、
明
治
前
期
の
法
令
７

に
お
け
る
「
理
由
」
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
題
名
に
「
理
由
」
が
用
い
ら
れ
た
法
令
が
あ
り
８

、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

(

三
〇)  

二
十
六
日
失
火
延
焼
ノ
節
諸
官
員
不
参
ノ
者
其
理
由
ヲ
開
申
シ
ム
（
陸
軍
省
第
三
号 

明
治
五
年
二
月
三
十
日
）（『
法
令
全
書
』） 

(

三
一)  

混
穢
ノ
理
由
司
法
省
問
合
式
部
寮
囘
答
（
太
政
官
第
十
六
号 

明
治
六
年
三
月
二
十
三
日
）（『
法
令
全
書
』） 

(

三
二)  

徴
兵
令
第
三
章
免
役
概
則
ニ
依
リ
除
名
ス
ヘ
キ
者
ノ
理
由
ヲ
知
ラ
シ
ム
（
陸
軍
省
第
二
二
三
号 

明
治
六
年
六
月
二
十
三
日
）（『
法
令
全
書
』） 

(

三
三)  

明
治
八
年
達
第
九
号
犯
罪
人
受
渡
方
達
取
消
理
由
（
司
法
省
丙
第
五
号
達 

明
治
十
一
年
六
月
十
七
日
）（『
法
令
全
書
』） 

(

三
四)  

同
院
（
元
老
院
）
ニ
付
セ
ラ
レ
シ
議
案
否
ト
決
シ
又
ハ
修
正
セ
シ
モ
ノ
ハ
其
理
由
ヲ
記
載
上
奏
セ
シ
ム
（
太
政
官
達 

明
治
十
二
年
六
月
九
日
）

（
『
太
政
類
典
』
第
三
編 

第
三
卷
・
五
十
四 

一
八
七
九
） 

(

三
五)  

監
獄
本
支
署
廃
設
ノ
時
々
其
理
由
申
稟
（
内
務
省
乙
第
四
十
号
達 

明
治
十
三
年
十
一
月
八
日
）（『
法
令
全
書
』） 
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(

三
六)  

元
老
院
議
定
ニ
付
セ
ラ
レ
候
按
件
ノ
内
修
正
又
ハ
否
ト
決
ス
ル
モ
ノ
其
理
由
ヲ
記
載
シ
上
奏
可
相
成
モ
ノ
有
之
右
ハ
該
委
員
不
在
書
ニ
臨
ミ
公
文
ヲ

査
ス
ル
モ
其
理
ヲ
繹
ヌ
ル
ニ
由
シ
ナ
ク
甚
差
支
候
間
以
後
ハ
総
テ
其
理
由
ヲ
摘
載
シ
上
奏
相
成
候
様
イ
タ
シ
度
…
（
太
政
官
達 

明
治
十
二
年
六
月

九
日
）（
『
太
政
類
典
』
第
三
編 

第
三
卷
・
五
十
四 

一
八
七
九
） 

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
六
月
九
日
の
大
政
官
達
の
本
文
に
「
理
由
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
出
版
さ
れ
た
『
い
ろ
は
布

告
字
引
』
に
も
「
理
由
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、「
理
由
」
と
い
う
語
が
明
治
の
初
め
か
ら
布
告
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
で
は
「
理
由
」
に
「
り
ゆ
」
と
い
う
字
音
読
み
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
現
段
階
で
は
字
音
語
と
し
て
の
最
も
古
い
証
拠
と
な
る
。
し
か

し
、
『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
を
除
き
、『
言
海
』
以
前
の
字
書
や
節
用
集
に
お
い
て
「
理
由
」
は
見
当
た
ら
な
い
。 

第
三
節 

「
理
由
」
の
音
読
と
訓
読 

一 

「
理
由
」
の
ふ
り
が
な 

前
掲
の
通
り
、
明
治
初
期
の
文
書
で
は
、「
理
由
」
は
名
詞
と
し
て
「
ノ
理
由
」、「
其
理
由
」、
ま
た
は
前
方
に
修
飾
節
が
付
い
た
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
方
に
共
起
す
る
動
詞
に
は
、「
説
諭
」、「
開
申
」、「
知
ラ
シ
ム
」
な
ど
の
よ
う
な
伝
達
の
意
味
を
表
す
も
の
が
多
く
見
え
る
。
そ
の
「
理

由
」
の
意
味
も
、
当
時
の
読
者
は
文
脈
と
内
容
に
よ
っ
て
推
測
し
、『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
の
よ
う
な
字
書
な
ど
を
通
し
て
理
解
し
た
り
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
に
お
い
て
は
、
収
録
さ
れ
た
語
彙
に
音
読
み
の
左
訓
と
訓
読
み
の
右
訓
の
二
種
類
の
ふ
り
が
な
と
、
そ
れ
に
意
味
を
説
明
す
る
た
め
の

「
講
釈
」
が
付
い
て
い
る
。「
理
由
」
の
場
合
は
、
右
訓
が
「
り

（
り
ゆ
）」
で
左
訓
が
「

け
（
わ
け
）」
と
な
り
、
そ
し
て
、「
シ
サ
イ
」
と
い
う
「
講
釈
」
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。 

「
り
ゆ
」
は
、
「
理
」
と
「
由
」
の
漢
字
音
の
組
み
合
わ
せ
で
漢
語
「
理
由
」
の
音
読
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
訓
読
み
の
「
わ
け
」
は
道
理
や
事
情
の
意
を
表

す
。
和
語
「
わ
け
」
に
「
理
由
」
の
漢
字
表
記
が
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
熟
字
訓
に
相
当
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
漢
語
で
あ
る
「
理
由
」

の
意
味
を
読
者
に
優
し
く
理
解
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
が
、
こ
の
熟
字
訓
に
よ
っ
て
、「
わ
け
が
立
つ
」
と
「
理
由
が
立
つ
」
の
よ
う
に
、「
理
由
」
の
意
味
用
法
に
「
わ

け
」
が
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
に
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。 
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(

三
七)  

規
定
の
賃
銭
の
外
に
骨
折
賃
を
戴
く
理
由
（
ワ
ケ
）
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
（〈
泉
鏡
花
〉『
義
血
侠
血
』、
一
八
九
四
） 

(
三
八)  

其
理
由
（
わ
け
）
は
此
邊
に
い
ゝ
魚
屋
の
な
い
所
へ
店
を
開
い
て
新
鮮
い
魚
類
斗
り
を
こ
な
し
て
居
た
か
ら
建
築
中
辨
當
を
入
さ
せ
た
所
が
他
の
辨

當
屋
が
競
込
で
來
て
（〈
幸
堂
得
知
〉「
心
中
女
」、『
太
陽
』
一
八
九
五
年 

第
十
号
） 

二 
「
シ
サ
イ
」
に
つ
い
て 

一
方
、
講
釈
と
し
て
付
け
ら
れ
た
「
シ
サ
イ
」
と
は
漢
語
「
子
細
」
の
こ
と
で
、「
仔
細
」
と
も
書
か
れ
る
。
こ
の
「
子
細
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、『
日
国
』
に
「（
１
）

こ
ま
か
な
こ
と
。
く
わ
し
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
；（
２
）
く
わ
し
い
事
情
。
事
の
い
わ
れ
。
理
由
；（
３
）
あ
れ
こ
れ
と
異
議
を
言
い
た
て
る
程
の
さ
し
つ
か
え

と
な
る
事
柄
。
面
倒
な
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
異
論
。
異
議
；（
４
）
表
面
に
出
し
て
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
。
あ
る
事
情
。
な
に
か
の
わ
け
。
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
事
情
の
あ
り
そ
う
な
さ
ま
。
も
っ
た
い
ぶ
っ
た
さ
ま
；（
５
）
人
の
感
動
す
る
よ
う
な
こ
と
」
と
あ
り
、
平
安
時
代
か
ら
名
詞
ま
た
は
形
容
動
詞
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
日
国
』
に
よ
る
意
味
（
２
）
す
な
わ
ち
「
く
わ
し
い
事
情
。
理
由
」
の
意
を
さ
す
場
合
、
次
の
よ
う
に
、
動
詞
「
申
す
」
と
「
承
る
（「
聞

く
」
の
謙
譲
語
。
「
申
す
」
と
は
相
対
す
る
動
作
）」
と
共
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
理
由
」
と
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
に
お
い
て
は
「
理

由
」
を
説
明
す
る
「
講
釈
」
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

(

三
九)  

前
（
さ
き
）
の
度
子
細
は
承
り
候
ひ
に
き
（『
今
昔
物
語
集
』
一
九
・
三
二 

一
一
二
〇
頃
か
） 

(

四
〇)  

事
の
子
細
を
申
し
入
れ
ん
と
伺
ひ
け
れ
ど
も
（『
太
平
記
』
二
・
俊
基
被
誅
事 

十
四
世
紀
後
） 

『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
に
お
け
る
「
理
由
」
の
意
味
記
述
は
著
者
が
「
理
由
」
に
対
し
て
認
識
し
た
結
果
で
あ
る
。
著
者
の
岡
三
慶
は
漢
学
知
識
に
優
れ
た
人
で
、

の
ち
に
『
孟
子
講
義
』（
相
生
社
、
一
八
八
四
）
や
『
支
那
文
典
』（
晩
成
堂 
松
栢
堂
、
一
八
八
七
）
な
ど
の
高
度
な
漢
学
書
も
著
し
た
学
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
い

ろ
は
布
告
字
引
』
を
著
す
前
に
、
布
告
の
起
草
者
、
す
な
わ
ち
政
府
官
僚
た
ち
と
交
流
し
た
り
、
語
の
意
味
に
つ
い
て
確
認
し
た
り
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は

不
明
だ
が
、
結
果
と
し
て
、「
シ
サ
イ
」
と
い
う
講
釈
で
「
理
由
」
の
意
味
用
法
が
説
明
で
き
る
。 
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第
四
節 

「
理
由
」
と
「
理
之
由
」 

一 

古
文
書
・
古
記
録
に
お
け
る
字
面
「
理
由
」 

明
治
初
期
の
布
告
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
「
理
由
」
が
、『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
以
前
の
字
書
に
お
い
て
は
見
当
た
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突
如
新
語
と
し
て
公

用
文
に
現
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
語
の
レ
ベ
ル
に
達
し
な
い
、
何
ら
か
の
形
で
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、「
古
記
録

フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
９

と
「
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
１
０

を
利
用
し
て
古
記
録
と
古
文
書
１
１

に
お
け
る
「
理
由
」
の
用
例
を
調
査
す
る
こ

と
に
し
た
。
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
「
理
由
」
と
い
う
字
面
が
少
な
か
ら
ず
見
え
る
。 

(

四
一)  

御
躰
御
ト
七
月
上
旬
可
慎
者
、
寛
（
源
）
信
（
源
）・
材
過
状
理
不
理
由
、
法
家
勘
申
、（『
貞
信
公
記
』、
天
慶
九
年
六
月
十
二
日
） 

(

四
二)  

抑
聞
大
将
之
奏
報
可
仰
也
者
、
奏
仰
旨
尤
道
理
由
、
其
次
少
〃
事
令
加
奏
了
、（『
小
右
記
』、
長
和
三
年
二
月
一
六
日
） 

(

四
三)  

使
廳
曲
理
優
免
者
只
以
耳
、
不
可
陳
非
理
由
、
件
季
武
成
長
自
家
者
也
、（『
小
右
記
』、
寛
仁
二
年
一
０
月
二
日
） 

(

四
四)  

余
、
内
大
臣
大
納
言
齊
信
、
參
議
公
信
（
藤
原
）
・
經
通
等
申
觀
真
有
理
由
、（『
小
右
記
』、
治
安
三
年
八
月
二
二
日
） 

(

四
五)  

諸
卿
各
所
定
申
、
相
定
俊
平
有
理
由
、
（
『
小
右
記
』、
万
寿
四
年
一
月
二
六
日
） 

(

四
六)  

永
緣
・
賴
嚴
等
為
使
之
時
、
不
可
有
之
由
所
申
也
、
律
師
延
眞
罷
向
之
時
㝡
道
理
由
所
申
也
、
但
可
遣 

権
別
当
者
也
、（『
後
二
条
師
通
記
』、
寛
治

七
年
一
０
月
九
日
） 

(

四
七)  

併
莵
角
此
方
よ
り
堅
志
田
迄
可
被
仰
理
由
、
當
座
あ
い
し
ら
ひ
候
て
帰
に
候
、（『
上
井
覚
兼
日
記
』、
天
正
一
０
年
一
一
月
二
二
日
） 

(

四
八)  

曲
事
之
由
、
近
日
使
者
を
以
可
申
理
由
申
候
也
、（『
上
井
覚
兼
日
記
』、
天
正
一
三
年
一
二
月
二
三
日
） 
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(

四
九)  

右
、
先
年
之
比
智
禅
得
業
有
道
理
由
申
、
而
如
此
事
不
知
食
案
内
、（
東
大
寺
文
書 

二
十
一
・
十
六
・
一
六
五
八
「
威
儀
師
憲
俊
奉
書
」、
保
安
四

年
八
月
廿
七
日
） 

(
五
〇)  

言
語
道
断
、
不
可
然
之
段
、
寄
々
飯
野
へ
被
仰
通
候
、
又
々
可
被
成
其
理
由
候
、
併
期
後
喜
候
、
恐
々
謹
言
、（
相
良
家
文
書 

六
六
一
「
町
田
久
部

書
状
」、
年
代
不
明
） 

例
示
の
通
り
、
基
本
漢
文
体
で
書
か
れ
た
平
安
時
代
の
文
書
や
記
録
に
お
い
て
「
理
由
」
の
字
面
が
確
認
で
き
る
。
比
較
的
古
い
用
例
と
し
て
、
古
文
書
は
「
貞
信

公
記
」
の
天
慶
九
年
（
九
四
六
年
）
に
、
古
記
録
は
「
威
儀
師
憲
俊
奉
書
」
の
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

二 

「
理
之
由
」
の
可
能
性 

右
の
「
理
由
」
の
字
面
に
は
「
道
理
由
」「
非
理
由
」「
有
理
由
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
「
修
理
由
」
の
例
も
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
「
修
理
」
は
明
ら
か
に
一
つ
の
構
造
体
で
あ
り
、
後
方
に
位
置
す
る
「
由
」
と
は
区
切
り
を
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
右
の
よ
う
な
「
理
由
」

と
い
う
字
面
の
実
体
は
、
前
方
の
「
～
理
」
構
造
と
後
方
の
「
由
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。 

(

五
一)  

神
主
不
被
致
欤
其
勤
、
纔
一
所
許
仕
修
理
由
所
申
也
、（『
後
二
条
師
通
記
』、
永
長
一
年
二
月
二
日
） 

(

五
二)  

上
意
之
趣
、
可
被
加
御
修
理
由
被
仰
出
間
、（『
東
百
ち
』、
永
享
十
年
六
月
廿
九
日
） 

「
由
」
と
い
う
漢
字
語
は
、
正
規
の
漢
文
で
は
品
詞
の
動
詞
（「
よ
る
」
な
ど
）、
名
詞
（「
よ
し
」
な
ど
）、
ま
た
は
副
詞
（「
な
お
」）
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
上
記

の
用
例
文
に
お
い
て
は
、
ま
ず
副
詞
で
あ
る
可
能
性
は
な
い
。
そ
し
て
、
述
語
と
し
て
前
方
に
「
申
（
も
う
す
）」「
陳
（
の
べ
る
）」「
定
（
さ
だ
め
る
）」
な
ど
の
動

詞
が
あ
る
た
め
、
漢
文
法
に
よ
れ
ば
「
由
」
は
述
語
に
は
な
ら
ず
、
す
な
わ
ち
動
詞
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
古
文
書
や
古
記
録
は
、
和
化
漢
文
（
変
体
漢

文
）
で
書
か
れ
た
も
の
も
多
く
、
文
法
的
に
破
格
で
あ
る
場
合
も
あ
っ
て
、「
由
」
の
動
詞
の
可
能
性
を
た
だ
ち
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、「
由
」
が
名

詞
の
場
合
、「
～
理
」
と
「
由
」
が
連
体
修
飾
（
Ｎ
＋
Ｎ
）
の
関
係
と
な
り
、「
～
理
の
由
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 



 

125 

 

三 

字
面
「
理
之
由
」
お
よ
び
「
理
由
」
と
の
関
係 

そ
の
た
め
、
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
て
、「
の
」
に
当
た
る
「
之
」
を
含
む
「
理
之
由
」
と
い
う
字
面
の
用
例
を
調
査
し
た
。
す
る
と
、「
理
由
」
よ
り
も
数
多
く

の
用
例
が
得
ら
れ
た.

次
に
そ
の
一
部
を
示
す
。 

(

五
三)  
去
年
為
聞
食
件
節
被
仰
諸
司
可
修
理
之
由
、（『
九
暦
』、
天
慶
七
年
五
月
五
日
） 

(

五
四)  

左
大
弁
抜
信
理
申
文
、
余
陳
無
理
之
由
、
令
入
撰
申
内
、
其
旨
太
長
、
不
能
具
記
、（『
小
右
記
』、
長
徳
二
年
九
月
四
日
） 

(

五
五)  

若
可
申
、
以
他
申
文
可
奏
聞
、
示
此
等
雜
事
、
毎
事
称
道
理
之
由
還
去
、
不
注
子
細
、
有
衆
人
聞
事
、（『
御
堂
関
白
記
』、
寛
弘
三
年
七
月
十
五
日
） 

(

五
六)  

主
計
頭
事
有
小
議
、
大
外
記
賴
隆
与
主
計
助
守
道
等
閑
事
也
、
守
道
有
理
之
由
有
議
、
仍
任
主
計
頭
、（『
小
右
記
』
万
寿
四
年
一
月
二
十
六
日 

(

五
七)  

今
日
以
教
円
法
眼
令
申
了
、
只
大
方
様
可
被
申
道
理
之
由
相
示
了
、（『
小
右
記
』、
万
寿
四
年
七
月
九
日
） 

(

五
八)  

昨
日
伝
申
関
白
、
被
示
有
理
之
由
、
氣
色
甚
好
、（『
小
右
記
』、
長
元
一
年
七
月
六
日
） 

(

五
九)  

一
日
斉
信
卿
（
藤
原
）
陳
有
道
理
之
由
、
衆
人
所
許
歟
、（『
小
右
記
』、
長
元
一
年
八
月
二
十
五
日
） 

(

六
〇)  

其
分
稲
富
新
介
に
て
彼
方
へ
申
理
之
由
也
、（『
上
井
覚
兼
日
記
』、
天
正
十
一
年
十
月
二
十
五
日
） 

(

六
一)  

一
要
又
々
可
被
仰
理
之
由
也
、（
『
上
井
覚
兼
日
記
』、
天
正
十
二
年
九
月
十
六
日
） 

(

六
二)  

寺
家
之
訴
訟
、
無
其
理
之
由
、
既
以
顯
露
也
、
豈
可
被
尋
百
千
之
理
非
哉
、（
東
大
寺
文
書 

六
・
一
・
二
七
二
「
伊
賀
在
廰
官
人
等
連
署
解
案
」、

保
元
三
年
四
月
） 

(

六
三)  

召
兩
方
文
書
於
官
庭
、
被
勘
決
理
非
之
尅
、
勘
申
当
寺
抱
道
理
之
由
畢
、
而
薬
師
寺
猶
依
成
欝
憤
、（
東
大
寺
文
書 

東
南
院
文
書
之
三
・
六
五
〇

「
東
大
寺
所
領
相
論
文
書
案
」、
応
保
二
年
五
月
一
日
） 
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(

六
四)  

去
〃
年
正
月
、
満
寺
衆
徒
一
同
、
實
円
重
代
得
理
之
由
、
成
宛
文
之
子
細
、
見
于
彼
狀
、（
東
大
寺
文
書 

六
・
一
・
一
九
〇
「
東
大
寺
政
所
下
文

案
」
、
文
永
七
年
四
月
） 

(
六
五)  

申
出
候
す
る
人
、
道
理
也
と
も
、
非
義

可
行
、
況
無
理
之
由
、
公
界
の
批
判
有
と
い
へ
共
、
一
身
を
可
失
之
由
、
申
乱
者
あ
り
、（
相
良
家
文
書 

二
三
四
「
相
良
為
續
同
長
兩
代
壁
書
案
」 

天
文
廿
四
年
二
月
七
日
） 

最
古
の
出
典
は
『
九
暦
』
の
天
慶
七
（
九
四
四
）
年
に
ま
で
遡
る
。
そ
し
て
、「
道
理
由
」
に
対
す
る
「
道
理
之
由
」、「
修
理
由
」
に
対
す
る
「
修
理
之
由
」
な
ど

の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
が
「
～
理
由
」
に
対
応
す
る
「
～
理
之
由
」
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
理
由
」
と
い
う
字
面
が
「
理
之
由
」
と
い
う
字
面
の

「
之
」
抜
き
の
形
で
あ
る
こ
と
、
及
び
「
由
」
が
名
詞
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
実
に
な
る
。
１
２ 

正
規
の
漢
文
で
は
、
名
詞
と
な
る
「
由
」
は
そ
の
連
体
修
飾
語
と
の
間
に
助
詞
「
之
」
を
入
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
和
化
漢

文
で
は
独
特
の
語
法
が
許
容
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
正
規
の
漢
文
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
「
理
由
」
と
い
う
字
面
が
和
化
漢
文
で
は
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。 な

お
、
「
申
（
も
う
す
）
」
や
「
陳
（
の
べ
る
）
」
な
ど
の
よ
う
な
引
用
・
伝
達
を
表
す
動
詞
と
共
起
し
、
古
文
書
の
例
に
お
い
て
訴
訟
関
係
に
用
い
ら
れ
る
場
合
に

多
く
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
近
代
に
お
け
る
漢
語
「
理
由
」
の
初
期
の
用
法
と
共
通
す
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
語
「
理
由
」
は
古
文
書
や
古
記
録
で
用
い
ら
れ

た
「
理
（
之
）
由
」
と
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

第
五
節 

「
由
」
に
つ
い
て 

一 

日
中
に
お
け
る
「
由
」
の
意
義 

「
由
」
と
い
う
漢
字
・
漢
語
は
、「
爾
雅
・
釋
詁
」
に
は
「
由
、
自
也
（
ヨ
ル
ナ
リ
）」
１
３

と
あ
り
、
中
国
語
に
お
い
て
は
も
と
も
と
動
詞
で
あ
る
。『
集
韻
』
と
『
韻

会
』
」
に
は
「
由
、
因
也
（
ヨ
ル
ナ
リ
）
」
と
あ
り
、「
因
」
と
類
義
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
「
理
由
」
と
「
原
因
」
が
類
義
語
と
さ
れ
る
根
本
的
な
原

因
で
も
あ
る
。
ま
た
、
「
抑
有
由
也
（
抑
も
由
あ
り
）
」
（
左
伝
・
襄
公
二
十
三
年
）
の
よ
う
に
、
先
秦
時
代
に
す
で
に
「
原
因
。
縁
由
」
を
表
す
名
詞
的
用
法
も
存
在

す
る
。
さ
ら
に
、
「
廢
興
之
由
（
廃
興
の
由
）
」
（
三
国
志
・
蜀
書
・
許
靖
）、「
臣
伏
尋
亡
叛
之
由
、
皆
出
於
窮
逼
（
臣
伏
し
て
亡
叛
の
由
を
尋
ぬ
。
皆
な
窮
逼
よ
り
出
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る
）
」
（
宋
書
・
羊
玄
保
）
な
ど
の
よ
う
に
、
連
体
修
飾
に
よ
る
「
之
由
」
も
現
れ
て
い
る
。『
全
訳
漢
辞
海
第
三
版
』
に
よ
れ
ば
、
名
詞
の
「
由
」
は
主
と
し
て
「
原

因
。
ゆ
か
り
」
「
機
会
」「
方
法
。
や
り
方
」
「
物
事
の
よ
っ
て
き
た
る
起
源
」
な
ど
の
意
味
を
表
す
。 

一
方
、
日
本
に
お
い
て
は
、
平
安
末
期
に
成
立
し
た
字
書
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
「
由
」
の
字
訓
に
つ
い
て
「
ヨ
ル
・
ヨ
シ
・
モ
チ
ヰ
ル
・
ナ
ホ
シ
・
ゴ
ト
ク
・
ユ

ク
・
シ
タ
ガ
フ
・
ミ
チ
・
ヰ
ル
・
ホ
シ
イ
マ
マ
・
ヨ
ロ
シ
」
と
あ
り
、
現
在
で
は
『
字
通
』
に
よ
る
と
主
に
「
よ
る
・
よ
し
・
も
ち
い
る
」
と
あ
る
。「
よ
る
」
と
「
よ

し
」
の
漢
字
表
記
と
さ
れ
る
の
は
「
因
」
と
共
通
し
て
い
る
。
単
独
の
名
詞
と
し
て
機
能
す
る
場
合
、
一
般
的
に
「
ヨ
シ
」
と
訓
読
さ
れ
る
。「
よ
し
」
は
和
語
（
や

ま
と
こ
と
ば
）
と
し
て
、
下
記
の
よ
う
に
「
万
葉
集
」
の
時
代
か
ら
存
在
し
、
平
安
時
代
に
行
わ
れ
た
『
日
本
書
記
』
の
訓
読
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
古
文
書
や
古

記
録
に
お
け
る
「
由
」
も
訓
読
さ
れ
る
場
合
、
同
じ
く
「
ヨ
シ
」
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
よ
し
」
の
意
味
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
古
典
に
お

け
る
「
よ
し
」
の
主
な
意
味
と
し
て
角
川
『
古
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
「（
１
）
そ
の
事
が
拠
っ
て
生
じ
た
由
来
。
来
歴
。
い
わ
れ
；（
２
）
事
の
一
部
始
終
。
事
情
。

事
の
お
も
む
き
；（
３
）
事
を
な
す
手
だ
て
。
方
法
。
手
段
。（
４
）
由
緒
の
あ
る
奥
ゆ
か
し
さ
を
直
観
さ
せ
る
お
も
む
き
。
雅
趣
。
風
情
。（
５
）
由
緒
の
あ
る
さ
ま
。

（
６
）
そ
ぶ
り
。
様
子
。（
７
）
伝
聞
し
た
事
柄
を
い
う
。
…
と
い
う
こ
と
。」
と
あ
り
、（
１
）（
３
）
を
除
き
、
す
べ
て
日
本
に
お
い
て
独
自
に
発
展
し
た
意
味
と
み

ら
れ
る
。 

(

六
六)  

故
、
猪
手
連
の
孫
を
娑
婆
連
と
曰
ふ
。
其
れ
是
の
縁
（
ヨ
シ
）
な
り
（『
日
本
書
紀
』（
岩
崎
本
平
安
中
期
訓
）、
推
古
一
一
年
〔
七
二
〇
〕
二
月
） 

(

六
七)  

志
太
の
浦
を
朝
漕
ぐ
船
は
与
志
（
ヨ
シ
）
無
し
に
漕
ぐ
ら
め
か
も
よ
よ
し
こ
さ
る
ら
め
〈
東
歌
・
駿
河
〉（『
万
葉
集
』
一
四
・
三
四
三
〇
、
八
世
紀

後
） 

(

六
八)  

願
（
こ
）
ふ
、
摩
理
勢
を
得
（
た
ま
は
）
り
て
、
其
の
所
由
（
ヨ
シ
）
を
推
（
か
む
か
）
へ
む
と
欲
（
お
も
）
ふ
（『
日
本
書
紀
』（
北
野
本
訓
）、
七

二
〇
年 

舒
明
即
位
前
） 

(

六
九)  

御
文
、
不
死
の
薬
の
壺
な
ら
べ
て
、
火
を
つ
け
て
燃
や
す
べ
き
よ
し
仰
せ
給
ふ
、
そ
の
由
承
て
、
つ
は
も
の
ど
も
あ
ま
た
具
し
て
山
へ
登
り
け
る
よ

り
（
『
竹
取
物
語
』、
九
世
紀
末
〜
十
世
紀
初
） 

(

七
〇)  

悩
給
由
承
驚
罔
極
、
但
未
承
此
由
之
前
、
奉
入
左
馬
頭
惟
扶
朝
臣
畢
（『
九
暦
』
九
条
殿
記
・
大
臣
家
大
饗
、
承
平
六
年
〔
九
三
六
〕
正
月
四
日
） 

(

七
一)  

早
河
の
瀬
に
ゐ
る
鳥
の
縁
（
よ
し
）
を
無
み
思
ひ
て
あ
り
し
吾
が
児
は
も
あ
れ
〈
大
伴
坂
上
郎
女
〉（『
万
葉
集
』
四
・
七
六
一
、
八
世
紀
後
） 
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(

七
二)  

恋
ふ
れ
ど
も 

逢
ふ
因
（
よ
し
）
を
無
み 

大
鳥
の 

羽
易
（
は
が
ひ
）
の
山
に 

吾
が
恋
ふ
る 

妹
は
い
ま
す
と 

人
の
云
へ
ば
〈
柿
本
人
麻
呂
〉（『
万

葉
集
』
二
・
二
一
〇
、
八
世
紀
後
） 

(
七
三)  

遠
き
山
関
も
越
え
来
ぬ
今
更
に
会
ふ
べ
き
与
之
（
ヨ
シ
）
の
無
き
が
さ
ぶ
し
さ
〈
中
臣
宅
守
〉（『
万
葉
集
』
一
五
・
三
七
三
四
、
八
世
紀
後
） 

(

七
四)  
妹
が
門
行
き
過
ぎ
か
ね
つ
ひ
さ
か
た
の
雨
も
降
ら
ぬ
か
其
を
因
（
よ
し
）
に
せ
む
〈
作
者
未
詳
〉（『
万
葉
集
』
一
一
・
二
六
八
五
、
八
世
紀
後
） 

二 

形
式
名
詞
の
「
由
」 

一
方
、
山
口
佳
紀
（
一
九
六
六
）
１
４

で
は
、「
由
」
を
和
化
漢
文
の
形
式
名
詞
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
「
原
因
・
理
由
」
と
「
内
容
・
趣
旨
」
に

大
き
く
分
け
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
「
原
因
・
理
由
」
か
ら
「
内
容
・
趣
旨
」
へ
変
化
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
鈴
木
恵
（
一
九
九
五
）
１
５

で
は
真
福

寺
本
『
将
門
記
』（
天
慶
三
年
〔
九
四
〇
〕
成
立
）
を
資
料
と
し
て
、「
由
」
を
含
め
て
所
用
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
考
察
し
、「
由
」
に
つ
い
て
は
主
に
「
趣
旨
」「
内

容
」
を
表
す
用
法
で
、
既
述
の
内
容
を
「
～
と
い
う
こ
と
」
の
意
を
表
す
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
も
見
え
る
と
い
う
。
上
記
で
取
り
上
げ
た
「
～
理
由
」「
～
理
之
由
」

の
例
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
れ
ば
、
無
論
「
由
」
が
連
体
修
飾
さ
れ
て
、
形
式
名
詞
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。 

例
え
ば
、
「
參
議
公
信
（
藤
原
）
・
經
通
等
申
觀
真
有
理
由
」
が
「
參
議
公
信
（
藤
原
）・
經
通
等
は
、
観
真
に
理
が
あ
る
由
（
と
い
う
こ
と
）
を
申
す
」
の
意
と
考

え
ら
れ
る
。「
由
」
は
、
形
式
名
詞
と
し
て
、
前
方
の
修
飾
部
を
体
言
化
さ
せ
る
機
能
を
果
た
し
、
意
味
的
に
は
「
内
容
・
事
柄
」
を
表
す
。
そ
れ
も
述
語
と
し
て
伝

達
・
陳
述
の
意
を
示
す
動
詞
が
多
い
要
因
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
修
飾
部
に
「
可
」
が
あ
る
場
合
、「
由
」
の
形
式
名
詞
の
意
味
特
徴
が
さ
ら
に
顕
著
に
な

る
。
例
え
ば
、「
被
仰
諸
司
可
修
理
之
由
」
が
「
諸
司
修
理
す
べ
き
由
を
仰
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
ま
た
、「
修
理
（
之
）
由
」
の
よ
う
に
修
飾
語
が
名
詞
の

場
合
、「
修
理
」
が
動
詞
的
名
詞
で
あ
る
た
め
、「
由
」
は
意
味
的
に
は
上
記
と
は
同
じ
「（
修
理
）
と
い
う
こ
と
」
の
意
で
あ
る
。 

三 

そ
の
意
味
機
能 

し
か
し
、「
道
理
（
之
）
由
」
の
よ
う
に
動
詞
性
の
弱
い
名
詞
、
も
し
く
は
「
理
（
之
）
由
」
の
よ
う
に
純
然
た
る
名
詞
の
場
合
は
、「
由
」
は
依
然
と
し
て
形
式
名

詞
で
意
味
的
に
「
理
の
こ
と
（
ま
た
は
理
と
い
う
こ
と
）」
を
表
す
と
言
え
る
が
、
体
言
化
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
そ
の
形
式
名
詞
の
機
能
が
そ
れ
相
応
に
弱
化
す

る
。
そ
の
場
合
、「
由
」
は
比
較
の
意
味
を
担
う
名
詞
と
見
え
る
。 
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和
化
漢
文
の
「
由
」
は
形
式
名
詞
で
な
い
も
の
も
存
在
す
る
。
日
本
語
に
お
い
て
は
、
平
安
時
代
以
前
か
ら
「
事
由
」
と
い
う
漢
語
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、「
こ
と

の
わ
け
。
事
柄
の
原
因
や
理
由
。
事
の
由
」
の
意
で
和
語
の
「
こ
と
の
よ
し
」
に
対
応
す
る
。「
字
由
」
に
お
け
る
「
由
」、
も
し
く
は
「
こ
と
の
よ
し
」
に
お
け
る
「
よ

し
」
は
、「
原
因
。
わ
け
」
の
意
を
表
し
て
い
る
。
下
記
の
よ
う
に
、
和
化
漢
文
に
お
い
て
は
「
こ
と
の
よ
し
」
の
意
を
表
す
「
事
（
之
）
由
」
が
見
え
る
。
ま
た
、
次

の
よ
う
に
、
和
化
漢
文
に
「
よ
し
な
い
」
を
表
す
「
無
由
」
と
い
う
表
現
も
あ
り
、
そ
の
「
由
」
は
「
い
わ
れ
。
由
緒
」
の
意
と
し
、
実
質
的
な
意
味
を
持
つ
名
詞
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
上
記
の
「
寺
家
之
訴
訟
、
無
其
理
之
由
」
の
よ
う
に
、「
理
（
之
）
由
」
が
直
接
に
目
的
語
と
な
る
場
合
、

「
理
」
は
修
飾
語
で
あ
り
、「
由
」
は
連
体
修
飾
の
意
味
内
容
を
受
け
る
目
的
語
と
な
る
た
め
、
そ
こ
に
は
実
質
的
な
意
味
が
生
じ
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、

「
由
」
は
、
単
な
る
「
～
と
い
う
こ
と
」
よ
り
、
「
わ
け
」「
む
ね
」「
い
き
さ
つ
」
な
ど
の
よ
う
に
趣
旨
・
事
情
の
意
と
も
な
ろ
う
。 

(

七
五)  

事
及
大
夫
、
往
古
所
未
聞
也
、
令
奏
事
由
、（『
貞
信
公
記
』、
延
長
二
年
十
一
月
四
日
） 

(

七
六)  

為
介
藤
原
泰
房
等
被
訟
告
権
門
、
事
由
已
為
実
造
、
依
法
断
罪
、（『
石
清
水
書
五
』
宮
寺
緣
事
抄 

宇
佐
四
、
延
喜
十
三
年
十
二
月
廿
九
日
） 

(

七
七)  

有
所
見
、
其
体
如
何
、
予
答
不
知
其
事
之
由
了
、（『
薩
戒
記
』、
永
享
五
年
十
一
月
五
日
） 

(

七
八)  

言
語
道
断
曲
事
之
由
申
、
（
『
東
百
り
』
、
（
文
明
十
四
年
？
）
二
月
十
八
日
） 

(

七
九)  

今
臣
年
来
纏
病
痾
、
無
由
出
仕
、
（
『
九
暦
』、
天
暦
三
年
一
月
二
十
一
日
） 

(

八
〇)  

然
彼
杣
去
去
年
只
依
件
事
旁
無
由
之
事
出
来
、（
東
大
寺
文
書 

十
二
・
七
・
三
六
〇
、
天
喜
四
年
十
一
月
十
一
日
） 

四 

「
理
之
由
」
の
形
式
化 

ま
た
、
室
町
末
期
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
「
棚
守
房
顕
手
記
」
１
６

に
は
「
可
申
理
之
由
条
」
と
い
う
例
が
見
え
る
。
こ
の
「
条
」
は
形
式
名
詞
で
あ
り
、
従
来

の
訓
読
法
に
よ
れ
ば
「
理
ヲ
申
ス
ベ
キ
由
（
ノ
）
条
」
と
な
り
、
形
式
名
詞
が
二
重
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
違
和
感
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
事
之
由
」
の

よ
う
に
「
理
之
由
」
を
全
体
と
す
れ
ば
「
理
之
由
ヲ
申
ス
ベ
キ
条
」
と
な
っ
て
、
よ
り
自
然
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
中
世
の
漢
文
に
お
い
て
「
事
之
由
」
の
後

方
に
さ
ら
に
形
式
名
詞
が
付
け
ら
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
理
之
由
」
は
近
世
以
前
か
ら
一
つ
の
構
造
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
「
理
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由
」
と
い
う
漢
語
の
前
身
と
見
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
も
と
も
と
「
由
」
が
形
式
名
詞
で
あ
る
た
め
、
「
理
之
由
」
の
意
味
機
能
は
主
に
「
理
」
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て

い
る
。
実
際
に
、
単
な
る
「
理
」
の
言
回
し
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

(
八
一)  

座
主
に
も
可
成
事
候
へ
共
、
何
と
成
共
可
然
之
様
上
意
ニ
可
申
理
之
由
条
、
此
儀
ヲ
元
就
公
へ
御
目
懸
処
、（『
棚
守
房
顕
手
記
』、
年
代
不
明
） 

(

八
二)  
云
夫
丸
召
取
之
。
申
事
之
由
之
間
。
御
尋
之
処
。
子
細
無
相
違
。（
続
群
書
類
従 

六
五
五 

新
編
追
加
、
嘉
吉
年
間
〔
一
四
四
一
～
一
四
四
四
〕
以

後
） 

第
六
節 

漢
語
「
理
由
」
の
成
立 

一 

明
治
初
期
の
法
令
文
に
お
け
る
「
理
由
」 

「
理
（
之
）
由
」
は
、
古
文
書
や
古
記
録
に
お
い
て
訴
訟
関
係
の
場
面
で
内
容
・
伝
達
を
示
す
「
申
」
な
ど
の
動
詞
と
共
起
す
る
例
が
多
い
。
一
方
、「
理
由
」
は

明
治
初
期
の
法
令
文
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
理
由
」
は
当
初
訴
訟
関
係
の
法
令
文
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
が
成
立
し
た
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
大
政
官
布
告
の
う
ち
、
訴
訟
関
係
の
法
令
文
に
お

い
て
「
理
由
」
の
用
例
を
調
査
す
る
と
、
明
治
八
年
太
政
官
第
九
十
三
号
布
告
「
控
訴
上
告
手
続
」
に
お
い
て
用
例
が
発
見
で
き
た
。 

(

八
三)  

第
二
十
一
條 

判
事
審
聴
シ
、
若
シ
不
當
ナ
ル
上
告
ナ
リ
ト
決
ス
ル
時
ハ
、
何
々
ノ
理
由
ヲ
以
テ
上
告
ヲ
受
理
セ
サ
ル
ノ
旨
ヲ
言
渡
ス
ベ
シ
（
太
政

官
第
九
十
三
号
布
告
「
控
訴
上
告
手
続
」、
明
治
八
年
五
月
二
十
四
日
） 

(

八
四)  

第
二
十
五
條 

…
而
乄
後
ニ
原
告
人
上
告
理
ア
リ
ト
決
ス
ル

ハ
、
何
々
ノ
理
由
ヲ
以
テ
原
裁
判
所
ノ
裁
判
ヲ
破
毀
ス
ル
ニ
付
キ
、
更
ニ
某
裁
判
所

ニ
於
テ
裁
判
ヲ
受
ク
ヘ
キ
旨
、
又
ハ
大
審
院
ニ
於
テ
裁
判
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
言
渡
ス
ヘ
シ
（
同
上
） 

(

八
五)  

第
三
十
八
條 

…
上
告
不
當
、
若
ク
ハ
理
ナ
シ
ト
決
ス
ル
時
ハ
、
理
由
ヲ
付
シ
タ
ル
判
文
ヲ
原
裁
判
所
ノ
書
記
局
ニ
發
付
シ
、
…
處
分
セ
シ
ム
、
其

判
文
ハ
、
並
ニ
理
由
ヲ
付
ス
ヘ
シ
（
同
上
） 
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(

八
六)  

 

ほ
か
に
、
明
治
八
年
の
司
法
省
甲
第
十
六
号
布
達
１
７

に
お
い
て
「
理
由
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
明
治
八
年
以
前
の
訴
訟
関

係
の
法
令
、
例
え
ば
、「
外
国
人
訴
訟
規
則
」（
太
政
官
第
二
〇
五
号
布
告
、
明
治
六
年
六
月
十
三
日
）
や
「
訴
答
文
例
並
ニ
附
録
」（
太
政
官
第
二
四

七
号
布
告
、
明
治
六
年
七
月
十
七
日
）
に
お
い
て
は
「
理
由
」
の
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。 

(

八
七)  
第
二
條 

原
告
人
ヨ
リ
差
出
シ
タ
ル
訴
状
ノ
取
リ
下
ケ
ヲ
願
出
ル
時
ハ
取
リ
下
ケ
ヲ
為
ス
事
ノ
理
由
ヲ
尋
問
シ
原
告
人
ニ
於
テ
出
訴
ス
ル
ノ
權
利
ヲ

抛
棄
ス
ル
事
ヲ
申
立
ル
ニ
於
テ
原
告
人
ヲ
シ
テ
何
々
ノ
理
由
ニ
因
リ
出
訴
ス
ル
權
利
ヲ
抛
棄
ス
ル
…
（
司
法
省
甲
第
十
六
号
布
達
、
明
治
八
年
十
二

月
十
二
日
） 

二 

「
由
」
に
お
け
る
変
化 

以
上
に
よ
れ
ば
、｢

理
由｣

の
近
代
に
お
け
る
使
用
は
、
法
令
文
に
お
い
て
明
治
八
年
か
ら
導
入
さ
れ
、
翌
年
、『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
に
収
録
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
を
除
き
、
ほ
か
の
明
治
初
期
の
字
書
に
お
い
て
は
「
理
由
」
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
古
く
か
ら
語
レ
ベ
ル
に
達
し
な

か
っ
た
「
理
（
之
）
由
」
と
い
う
形
で
使
わ
れ
て
き
た
た
め
、
一
般
的
に
は
ま
だ
漢
語
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
従
来

の
「
由
」
の
形
式
名
詞
的
な
用
法
に
拘
泥
さ
れ
、
単
に
「
理
」
の
言
い
回
し
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

ま
た
、『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
に
お
け
る
「
わ
け
」
と
い
う
訓
お
よ
び
「
シ
サ
イ
（
子
細
）」
と
い
う
講
釈
か
ら
み
る
と
、
こ
の
時
期
に
は
「
理
由
」
の
意
味
が
主
に

語
素
「
由
」
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。 

第
七
節 

訳
語
と
し
て
の
「
理
由
」 

一 

『
立
法
論
綱
』
に
お
け
る
「
理
由
」 

漢
語
「
理
由
」
の
用
例
の
比
較
的
早
期
の
出
典
と
し
て
示
し
た
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
成
立
の
『
立
法
論
綱
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
ベ
ン
サ
ム
（Jeremy Ben

t
h
a
m
.
 1
7
4
7~
1
8
32

）
の
著
「P

r
i
n
c
ip
l
e
s 
o
f
 L
e
g
is
l
a
tion

」
１
８

の
島
田
三
郎
に
よ
る
和
訳
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
、
英
語
原
著
と
の
比
較
を
通
し
て
「
理
由
」
が
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英
語
「r

ea
so
n

」
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
立
法
論
綱
』
の
「
理
由
」
の
使
用
状
況
お
よ
び
対
応
す
る
英
語
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

『
立
法
論
綱
』
卷
一
（
第
一
篇
～
第
五
篇
）
お
よ
び
英
語
原
文
を
対
象
と
し
て
示
す
と.

次
の
通
り
で
あ
る
。 

(
八
八)  

然
ル
乎
請
ウ
之
ニ
興
ス
ル
ノ
各
人
ニ
向
テ
其
理
由
ヲ
問
へ
其
感
情
ト
主
義
ト
ハ
人
々
甚
ダ
相
異
ナ
ル
ヲ
見
ン
ト
ス
（〈
ベ
ン
サ
ム 

原
著
、
島
田
三
郎

 

訳
〉『
立
法
論
綱
』
巻
三 

第
十
一
篇 

或
ル
行
事
ヲ
罪
科
ト
ス
ル
所
以
ノ
理
由
ヲ
論
ス
、
一
八
七
八
） 

A
s
k
 
h
is
 r
ea
s
o
ns 

o
f 
e
v
ery

 
m
a
n
 w
h
o assents, and you will see a strange diversity of sentiments and principles; (Cha

p
.
X
I
.
 R
e
a
so
n
s f

o
r
 e
r
e
cti

n
g
 
c
er
t
ain acts into offences,) 

(

八
九)  

此
主
義
ハ
唯
其
感
情
ヲ
以
テ
是
非
ヲ
私
断
ス
ル
ノ
外
曾
テ
之
ヲ
断
ス
ル
所
以
ノ
理
由
ヲ
説
明
セ
ザ
ル
者
ニ
シ
テ
（『
立
法
論
綱
』 

卷
一 

第
三
篇
） 

T
h
e
 
p
ri
n
c
ip
l
e
 c
o
n
si
s
t
s i

n
 
a
p
pr
o
ving or blaming by sentiment, withou

t giving any other reason for the decision exc

e
p
t
 
t
he
 
d
ec
i
s
io
n
 
it
s
e
lf.

 

(

九
〇)  

然
レ
バ
誰
一
人
ト
シ
テ
膽
敢
ニ
「
予
ハ
汝
ニ
請
フ
予
ノ
思
考
ス
ル
如
ク
思
考
セ
ヨ
而
シ
テ
予
ヲ
煩
ス
ニ
其
理
由
ヲ
説
明
ス
ル
ノ
勞
ヲ
以
テ
ス
ル
、
勿

レ
」
ト
公
言
ス
ル
狂
者
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
（『
立
法
論
綱
』
卷
一 

第
三
篇
） 

N
o
 
m
a
n,
 
t
he
r
e
fo
r
e
, 
i
s
 bo

l
d
 
e
no
u
gh to say openly, 

“I wish you to th
ink as I do, without giving me the trouble to 

r
e
a
s
o
n w

i
th
 
y
ou
.

” 

(

九
一)  

故
ニ
此
作
者
ハ
「
プ
リ
ン
ス
」
ニ
載
録
ス
ル
所
ノ
法
語
ノ
危
険
ナ
ル
ヲ
指
摘
シ
又
不
信
ハ
不
利
ナ
ル
理
由
ヲ
辨
明
シ
以
テ
該
書
ヲ
駁
シ
タ
リ
（『
立
法

論
綱
』
卷
一 

第
五
篇
） 

H
e
 r
e
fu
t
e
s t

h
e 
P
r
in
c
e
 by

 
m
a
k
in
g
 it appear that its maxims are fatal; and that bad faith is bad policy. 

(

九
二)  

世
人
ガ
盛
稱
ス
ル
德
義
ノ
諸
行
ヲ
以
悉
皆
之
ヲ
幸
福
ト
凶
害
ト
ノ
比
較
算
計
ニ
歸
著
セ
シ
ム
ル
ヤ
難
キ
ア
ラ
ズ
而
シ
テ
今
其
理
由
ノ
結
果
ヲ
以
テ
德

義
ヲ
評
シ
簡
易
明
白
ナ
ル
方
法
ヲ
以
テ
德
義
ヲ
解
ス
ル
モ
決
シ
テ
其
德
義
ノ
位
格
ヲ
低
下
シ
又
其
勢
力
ヲ
減
損
ス
ル
ニ
至
ル
ノ
理
ア
ル
ヿ
無
キ
ナ
リ

（
『
立
法
論
綱
』
卷
一 

第
五
篇
） 

I
t
 
i
s
 e
a
s
y 
t
o
 r
e
d
uc
e
 
to 

a
 
c
a
lc
u
lation of good and of evil all the acts of the most exalted virtue; and virtue is 
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n
e
i
t
h
er
 
d
eg
r
a
de
d
 
no
r
 
wea

k
e
n
e
d 
b
y being represented as an effect or 

reason, and being explained in a simple and in

t
e
l
l
i
gi
b
l
e 
m
a
nn
e
r
. 

(
九
三)  

此
ノ
徒
ハ
人
ヲ
視
ル
ヿ
百
依
百
隨
ノ
奴
隸
ノ
如
ク
シ
理
由
ヲ
辯
知
セ
シ
メ
ズ
シ
唯
其
指
令
ニ
是
從
ハ
シ
ム
ル
所
ノ
或
ル
専
断
主
義
ヲ
以
テ
之
ニ
代
用

セ
ン
ト
ス
ル
者
乎
（
『
立
法
論
綱
』
卷
一 

第
五
篇
） 

W
i
l
l
 
yo
u
 
su
b
s
ti
t
u
te
 
f
or 

i
t
 
s
om
e
 despotic principle, which orders men, like passive slaves, to act so and so, with

o
u
t
 k
no
w
i
ng
 
w
hy? 

『
立
法
論
綱
』
に
お
い
て
は
、「
理
由
」
が
一
般
的
に
使
わ
れ
、
主
に
英
語
の
名
詞
で
あ
る
「reason-s

」
に
対
す
る
訳
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
に
よ
っ

て
「
理
由
ヲ
辨
明
（
ス
）
」
「
理
由
ヲ
辯
知
（
ス
）
」
の
よ
う
に
共
起
す
る
成
分
と
と
も
に
、
動
詞
的
な
表
現
で
あ
る
「refute-s

」「know-ing 
why?

」
の
翻
訳
と
も

さ
れ
て
い
る
。 

二 

「
理
由
」
の
文
法
特
徴 

「
理
由
」
の
文
法
特
徴
に
つ
い
て
は
、
前
方
に
連
体
修
飾
構
造
、
ま
た
は
「
其
（
の
）」
が
付
け
ら
れ
、
目
的
語
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
の
述
語
は
、
「
論
ス
」

や
「
説
明
（
ス
）
」
の
よ
う
に
、
説
明
・
論
述
の
意
味
を
表
す
場
合
が
多
い
。
既
出
の
用
例
を
見
る
と
、
明
治
以
降
の
出
版
物
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
義
の
動
詞
と
と

も
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
江
戸
時
代
か
ら
の
「
窮
理
」
の
思
想
と
関
わ
り
、
さ
ら
に
近
代
西
洋
の
論
理
学
が
受
容
さ
れ
て
、
学
問
的

に
証
拠
を
あ
げ
て
説
明
も
し
く
は
証
明
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
論
証
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
学
術
的
な
出
版
物
で
は
、
説
明
・
論
述
の
意
を
表
す
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
動
詞
は
、
基
礎
的
な
意
義
に
関
し
て
は
陳
述
の
意
を

表
す
も
の
で
あ
り
、
従
来
「
理
（
之
）
由
」
と
共
起
し
や
す
い
「
申
（
す
）」「
陳
（
べ
る
）」
な
ど
と
共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

三 

「re
aso

n

」
に
つ
い
て 

次
に
、
対
訳
関
係
に
お
い
て
「
理
由
」
が
「r

e
as
o
n

」
に
該
当
す
る
の
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
「reason

」
の
訳
語
に
つ
い
て
は
、
先
行
の
英
和
辞
典

で
は
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
「R

e
a
so
n
,
 s
.
 

道
理
、
才
智
、
神
妙
ナ
ル
ヿ
、
位
置
、
根
源
」
と
あ
り
、『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
「Reason, n. 

縁
故(

ワ
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ケ)

、
道
理(

ダ
ウ
リ)

、
條
理(

ス
ジ
ア
ヒ)

、
才
智(

サ
イ
チ)

、
正(

セ
イ)

理
、
公
平(

コ
ウ
ヘ
イ)

、
正
直(

チ
ョ
ク)

」
と
あ
っ
て
、「
理
由
」
が
見
当
た
ら
な
い
。『
立

法
論
綱
』
よ
り
以
前
の
段
階
で
は
、
「
理
由
」
が
「r

e
a
s
on

」
の
訳
語
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
記
の
訳
語
の
う
ち
、「
道
理
」「
根
源
」

「
縁
故
」
は
日
本
語
の
古
典
漢
語
で
も
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
道
理
」「
縁
故
」
を
含
め
て
「
才
智
」
や
「
神
妙
ナ
ル
コ
ト
」
な
ど
が
蘭
和
辞
典
に
由
来
す
る

こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

一
方
、
日
本
の
洋
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
英
華
字
典
で
は
、
モ
リ
ソ
ン
『
英
華
字
典a 

dictionary 
of 

the 
Chinese 

language

』（
一
八
一
五
～
二
二
）

に
は
「T

he
 
p
ow
er
 o
f
 
ri
g
ht
 
r
a
t
io
c
i
na
t
i
on
 
c
on
f
e
rred by heaven 

天
所
賦
之
正
理
；Cause

, ground principle 

原
由
、
緣
故
、
原
因
」、
メ
ド
ハ
ー

ス
ト
『
英
華
字
典 Ch

i
n
es
e
 a
n
d
 
E
ng
l
i
sh
 
d
ic
t
i
on
a
r
y

』（
一
八
四
七
～
四
八
）
に
は
「cause 

緣
故
、
爲
、
原
由
、
原
因
、
因
緣
；right principles 

釐
、

道
理
、
正
理
」
、
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典 

E
n
g
li
s
h 

and 
Chinese 

dictionary

』（
一
八
六
六
～
六
九
）
に
は
「ground 

or 
caus

e 
of 

opinion 

緣
故
、

故
、
因
、
以
、
因
由
、
原
由
、
來
由
；pr

i
n
c
i
p
l
e
 

理
、
道
理
、
正
理
、
釐
」
と
あ
る
。
訳
語
に
つ
い
て
は
、「ground

；cause

」
の
意
を
表
す
に
は
「
由
」「
原
」

「
因
」
の
語
素
が
、
「pr

i
n
cip

l
e

」
の
意
を
表
す
に
は
「
理
」
の
語
素
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
見
え
る
。 

四 

訳
語
「
理
由
」
の
成
立 

し
た
が
っ
て
、
「r

e
a
so
n

」
が
「g

r
o
u
n
d

；c
a
us
e

」
と
「principle

」
の
意
を
一
緒
に
表
す
た
め
に
、
そ
の
代
表
と
な
る
語
素
「
由
」
と
「
理
」
を
兼
有
す
る
こ

と
に
な
る
、
し
か
も
、
す
で
に
一
部
の
法
令
文
に
用
い
ら
れ
た
「
理
由
」
と
い
う
語
が
訳
語
と
し
て
導
入
さ
れ
や
す
い
。
明
治
で
は
、
文
明
開
化
の
新
し
い
時
代
に
あ

わ
せ
て
、
と
り
わ
け
新
概
念
に
当
て
る
に
は
、「
道
理
」
や
「
縁
故
」
と
い
っ
た
古
臭
い
漢
語
よ
り
も
、
新
し
い
感
じ
の
語
が
比
較
的
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

「r
e
a
so
n

」
の
主
な
訳
語
と
し
て
「
理
由
」
が
定
着
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
の
ち
に
、『
哲
学
字
彙
』
に
「rationale

」
の
訳
語
と
し
て
収
録
さ
れ
、
哲
学

用
語
と
し
て
成
立
し
て
い
く
の
も
「r

a
t
io
n
a
le

」
と
「reason

」
が
類
義
関
係
を
持
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

な
お
、
以
前
の
考
察
に
よ
り
、「
原
因
」
は
、
モ
リ
ソ
ン
『
英
華
字
典
』
を
代
表
と
し
た
一
部
の
辞
書
に
「reason

」
の
訳
語
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

『
立
法
論
綱
』
に
お
い
て
は
「c

a
u
s
e

」
の
訳
語
と
し
て
、「reason

」
の
訳
語
の
「
理
由
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
英
語
に
お
い
て
「reason

」
が
「caus

e

」
の
意
味
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
語
に
お
い
て
「
理
由
」
も
「
原
因
」
を
表
す
こ
と
が
あ
り
得
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
「
原
因
」
の
意
味
は
、
語

素
の
「
由
」
に
よ
っ
て
発
生
す
る
。
そ
れ
は
「
因
」
と
「
由
」
が
同
じ
「
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
（
起
源
）」
の
意
を
も
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
。 
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第
八
節 

「
理
由
」
の
語
構
成 

一 

「
理
之
由
」
に
よ
る
「
理
由
」
の
語
構
成 

漢
語
「
理
由
」
の
前
身
に
あ
た
る
「
理
（
之
）
由
」
の
構
成
は
、
前
記
で
記
さ
れ
た
よ
う
に
、「
由
」
が
形
式
名
詞
で
、「
理
」
と
は
連
体
修
飾
の
関
係
で
あ
る
。
ま

た
、
「
由
」
が
基
本
的
に
内
容
・
事
柄
を
示
す
た
め
、
従
来
「
申
す
」
と
い
っ
た
よ
う
な
伝
達
・
陳
述
を
表
す
動
詞
と
共
起
す
る
こ
と
は
、
明
治
初
期
の
法
令
関
係
に

用
い
ら
れ
た
「
理
由
」
と
も
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
漢
語
「
理
由
」
は
連
体
修
飾
に
よ
る
造
語
と
考
え
ら
れ
る
。 

二 

「re
aso

n

」
の
訳
語
に
あ
た
る
「
理
由
」
の
語
構
成 

し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「r

e
a
s
o
n

」
の
訳
語
と
し
て
導
入
さ
れ
た
「
理
由
」
は
、
語
構
成
要
素
の
「
理
」
と
「
由
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「reason

」
の
意
味

要
素
に
あ
た
る
「p

r
i
nc
i
p
le

（
道
理
・
原
則
）
」
と
「c

a
use

（
原
因
・
縁
由
）」
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
両
者
は
修
飾
・
被
修
飾
、
あ
る
い
は
構
文
的
な
関
係
で
は
な

く
、
「
由
」
も
語
素
と
し
て
実
質
的
な
意
味
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
訳
語
「
理
由
」
の
語
構
成
は
確
か
に
類
義
並
列
、
も
し
く
は
並
列
関
係

と
言
え
る
。
陳
（
二
〇
〇
一
）
な
ど
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
類
の
構
造
を
も
つ
も
の
は
そ
の
結
合
の
時
代
が
比
較
的
新
し
く
、
産
出
量
も
多
く
、
結
合

範
囲
も
よ
り
広
く
、
概
念
の
抽
出
に
よ
る
一
種
の
凝
縮
表
現
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
上
記
の
「
理
由
」
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
、「
理
」
と
「
由
」
の
結
合
に
よ
り
、
従

来
区
別
さ
れ
て
い
た
「
す
じ
み
ち
。
道
理
」
と
「
よ
り
ど
こ
ろ
。
因
由
」
の
概
念
が
一
つ
に
統
合
さ
れ
、
日
本
語
に
お
い
て
「reason

」
に
あ
た
る
「
理
由
」
と
い
う

新
し
い
概
念
が
語
レ
ベ
ル
で
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

三 

「ra
tio

nal
e

」
の
訳
語
に
あ
た
る
「
理
由
」
の
語
構
成 

 

ま
た
、『
哲
学
字
彙
』
に
お
い
て
「ra

t
i
on
a
l
e

」
の
訳
語
と
し
て
「
論
理
的
関
係
に
お
い
て
正
し
く
結
論
を
導
き
だ
す
論
拠
。
論
理
的
理
由
」
と
の
哲
学
的
意
味

が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
同
書
に
は
形
容
詞
の
「rational

」
に
つ
い
て
「
合
理
的
、
辨
理
的
」
と
も
あ
る
。「rationale

」
の
訳
語
に
あ
た
る
「
理
由
」
は
、

そ
の
語
構
成
に
つ
い
て
、
ま
た
も
「r

e
as
o
n

」
の
訳
語
に
あ
た
る
「
理
由
」
と
異
な
る
。「
由
」
を
「
論
拠
。
理
由
」
の
意
、「
理
」
を
「
合
理
的
。
論
理
的
」
の
意
と
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す
る
「
由
」
の
連
体
修
飾
語
と
み
な
す
と
、
「
合
理
的
根
拠
。
論
理
的
理
由
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
意
味
を
表
す
「
理
由
」
は
連
体
修
飾
の
語
構
成

で
あ
る
。 

四 

そ
の
他 

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
語
構
成
の
捉
え
方
に
よ
っ
て
、「
理
由
」
は
異
な
っ
た
意
味
機
能
を
備
え
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
上
記
以
外
で
は
、
引
用
文
（
十
一
）
の
よ
う

に
、『
男
女
淫
慾
論
』
に
お
い
て
「
理
由
」
が
「
コ
ト
ノ
モ
ト
」
と
訓
注
さ
れ
た
例
が
あ
り
、
出
典
の
英
語
原
著
１
９

で
確
認
す
る
と
、「
理
由
（
を
論
ス
））」
は
「phi

l
o
s
o
p
h
y

」
の
訳
語
に
該
当
す
る
。
周
知
の
通
り
、「p

h
i
losophy

」
は
一
般
的
に
「
哲
学
」
と
訳
さ
れ
、「
哲
学
」
は
、
事
物
の
本
源
を
追
求
す
る
学
問
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
上
記
の
「
こ
と
の
も
と
」
の
意
を
表
す
「
理
由
」
の
語
素
と
し
て
、「
理
」
を
「
こ
と
。
事
物
」
の
意
２
０

と
し
、「
由
」
を
「
よ
っ
て
き
た
る
本
源
。
も

と
」
の
意
と
す
る
２
１

、
連
体
修
飾
と
い
う
語
構
成
で
あ
る
。
当
時
、
新
漢
語
で
あ
る
「
理
由
」
の
語
構
成
に
対
し
て
、
異
な
る
見
解
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
意
味
的
に
は
大
差
が
な
い
た
め
、
の
ち
に
、「
理
由
」
の
一
般
的
意
味
に
統
合
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

第
九
節 

「
理
由
」
と
「
原
因
」 

一 

「
い
い
わ
け
。
口
実
」
の
意
味
の
由
来 

上
記
の
よ
う
に
、
語
構
成
の
視
点
に
よ
っ
て
、
漢
語
「
理
由
」
の
主
な
意
味
と
し
て
、「
わ
け
。
子
細
」
と
「
論
理
的
理
由
」
の
成
立
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
、「
い

い
わ
け
。
口
実
」
の
意
味
の
形
成
と
「
原
因
」
と
の
使
い
分
け
問
題
の
解
決
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

前
記
の
通
り
、
法
令
用
語
で
あ
る
「
理
由
」
お
よ
び
そ
の
前
身
に
あ
た
る
「
理
之
由
」
は
「
申
（
す
）」
や
「
陳
（
べ
る
）」
な
ど
の
動
詞
と
共
起
す
る
こ
と
が
多
く
、

意
味
的
に
は
「
道
理
」
も
し
く
は
「
道
理
」
の
要
旨
・
内
容
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
道
理
」
は
「
申
（
す
）」
や
「
陳
（
べ
る
）」
の
動
作
主
体
に
よ

っ
て
発
信
さ
れ
る
も
の
で
、
「
正
し
い
論
理
」
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
正
し
い
と
す
る
主
張
」
の
意
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
訴
訟
関
係
の
場
面
で
多
用
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
「
正
し
い
と
す
る
主
張
」
の
中
に
は
、
弁
解
目
的
の
正
当
で
な
い
こ
と
も
し
く
は
客
観
的
真
実
に
離
れ
た
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。 
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二 

「
理
由
」
の
口
語
化 

一
方
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
、
引
用
文(

九
四)

～(

九
七)

の
よ
う
に
従
来
文
語
に
用
い
ら
れ
る
「
理
由
」
の
口
語
化
が
始
ま
る
。
文
語
に
お
い
て
陳
述
・
論
述
を
表

す
動
詞
と
共
起
し
て
「
筋
道
を
立
て
て
説
明
す
る
」
と
の
意
と
は
異
な
り
っ
て(

九
五)

「
或
る
（
理
由
）」
や(

九
六)

「
薄
弱
」
と
共
起
す
る
「
理
由
」
の
よ
う
に
、

漠
然
た
る
「
わ
け
」
の
意
を
表
す
も
の
も
見
え
る
。
そ
の
背
景
に
お
い
て
訴
訟
場
面
の
主
張
・
弁
解
の
意
か
ら
「
い
い
わ
け
」
の
意
が
発
達
し
、
さ
ら
に(

九
七)

の
よ

う
に
「（
不
正
行
為
の
）
口
実
」
の
意
も
表
す
用
法
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

(

九
四)  

此
點
に
於
て
も
悲
し
い
哉
東
洋
人
は
西
洋
人
に
較
べ
て
其
弊
の
稍
々
強
き
を
見
る
か
と
考
へ
ま
す
、
是
又
勿
論
理
由
の
あ
る
事
で
あ
り
ま
せ
う
、
社

會
の
情
勢
又
自
然
の
原
因
が
あ
り
ま
せ
う
、
（〈
和
田
垣
謙
三
〉「
青
年
」、『
太
陽
』、
一
八
九
五 

第
七
号
） 

(

九
五)  

其
上
ウ
ソ
タ
ン
の
廣
谷
事
務
所
の
前
は
媼
殺
に
優
る
富
饒
な
る
金
田
（
但
し
鑛
主
が
或
る
理
由
よ
り
現
今
は
採
取
を
中
止
せ
り
呼
で
禁
止
の
塲
所
と

云
ふ
）
で
あ
る
か
ら
、（
〈
福
地
信
世
〉
「
北
海
道
枝
幸
砂
金
地
巡
見
」、『
太
陽
』
一
九
〇
一 

第
一
号
） 

(

九
六)  

非
常
な
時
に
際
し
て
種
々
瑣
末
の
こ
と
を
論
じ
て
増
税
案
に
反
對
す
る
と
云
ふ
は
實
に
歎
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
加
之
其
反
對
の
理
由
と
云
ふ
も
頗

る
薄
弱
で
あ
つ
て
、
政
府
の
之
を
必
要
な
り
と
す
る
趣
旨
に
反
抗
す
る
丈
け
の
價
値
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。（〈
加
藤
弘
之
〉「
貴
族
院
の
改
造
と
は

何
ぞ
」
、『
太
陽
』
一
九
〇
一 

第
五
号
） 

(

九
七)  

醫
者
が
病
人
に
轉
地
を
致
さ
せ
ま
す
理
由
の
一
つ
と
し
て
常
に
此
精
神
上
の
影
響
と
云
ふ
こ
と
を
轉
地
の
利
益
に
算
へ
ま
す
の
で
あ
り
ま
す
、（〈
石

原
笠
軒
〉
「
転
地
の
注
意
」
、『
太
陽
』
一
九
〇
一 
第
八
号
） 

こ
の
よ
う
に
、「
理
由
」
に
お
い
て
「
い
い
わ
け
。
口
実
」
の
意
が
形
成
さ
れ
、
現
代
日
本
語
の
「
理
由
」
の
意
味
機
能
が
構
成
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
「
い
い
わ
け
。

口
実
」
の
意
味
は
「
原
因
」
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
以
て
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。 
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三 

「
原
因
」
と
の
使
い
分
け 

「
理
由
」
と
「
原
因
」
の
類
語
関
係
の
成
立
は
、「
（r

eason

）
理
由
」
の
語
素
「
由
」
が
「（cause

）
原
因
」
の
意
を
も
つ
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
た
め
、
語
素
「
理
」

に
よ
る
意
味
を
以
て
「
原
因
」
と
区
別
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
上
記
の
「
い
い
わ
け
。
口
実
」
を
含
ん
だ
弁
解
・
主
張
の
意
で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
記

の
引
用
文(
九
五)

～(

九
七)

の
「
理
由
」
は
、
い
ず
れ
も
「
原
因
」
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

実
際
に
、
本
義
で
は
「
理
由
」
は
「
す
じ
み
ち
。
（
物
事
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
）
わ
け
」
で
、「
原
因
」
は
「（
あ
る
物
事
や
状
態
を
引
き
起
こ
す
）
も
と
」
で
あ

り
、
前
者
は
論
理
的
存
在
で
、
後
者
は
客
観
的
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
哲
学
で
「
理
由
」
が
「
論
理
的
理
由
」
と
、「
原
因
」
が
「
実
在
的
理
由
」
と
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
い
わ
ゆ
る
、「
論
理
的
理
由
」
と
「
実
在
的
理
由
」
が
合
致
す
る
場
合
に
、「
理
由
」
が
「
原
因
」
の
意
を
表
す
と
も
言
え
よ
う
。

１ 

文
部
省
編
纂
局
『
百
科
全
書
』92

冊
。
一
八
七
三
（
明
治
六
年
）
～
一
八
八
四
（
明
治
十
七
年
）。W

.
R
.
 C
ha
mb
er

’s 

“In
fo
rm
at
io
n 
f
or
 t
he
 P
eo
pl
e

” 
V2
, 
18
68
, 
L
on

-d
on

の
訳
で
あ
る
。 

２ 

高
野
（
二
〇
〇
四
）
で
は
文
系
の
語
彙
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
、「
経
済
論P

ol
it
ic
al
 E
co
no
my

」「
論
理
学L

og
ic

」「
修
辞
及
華
文R

he
t
or
ic
 a
nd
 B
el
le
s
-
Le
tt
re
s

」「
言
語
学

L
a
ng
ua
ge

」
を
用
い
て
い
る
。「
理
由
」
が
「
修
辞
及
華
文
（
菊
池
大
麓
訳
一
八
七
九
（
明
治
十
二
年
））
」
と
「
言
語
学
（
大
槻
文
彦
訳
一
八
八
四
（
明
治
十
七
年
））」
で
現
れ
て
い

る
。 

３ 

漢
語
を
構
成
す
る
字
音
の
要
素
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
よ
り
）。 

４ 

「
り
‐
い
う
（
名
）
理
由 

ス
ヂ
。
ワ
ケ
ガ
ラ
。」（
『
言
海
』） 

５ 

「
ト
」
と
「
キ
」
合
略
仮
名
で
あ
る
。 

６ 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
い
た
調
査
結
果
に
よ
り
、
一
八
七
八
～
一
八
八
七
年
の
間
に
出
版
さ
れ
た
、
目
次
の
タ
イ
ト
ル
（
ま
た
は
書
名
）
に

「
理
由
」
が
使
わ
れ
た
出
版
物
（
計
５
５
冊
）
の
ジ
ャ
ン
ル
の
詳
細
は
、
法
学
１
２
、
政
治
・
社
会
１
０
、
経
済
７
、
教
育
６
、
農
学
５
、
文
学
（
小
説
や
紀
行
等
）
４
、
医
学
４
、

哲
学
・
宗
教
３
、
史
学
２
、
物
理
学
２
で
あ
る
。 

７ 

国
立
国
会
図
書
館
「
日
本
法
令
索
引 

明
治
前
期
編
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
「
法
令
」
と
は
、
詔
勅
、
布
告
、
布
達
、
達
、
沙
汰
、
議
定
、
決
議
、
申

 

注 
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達
、
通
達
、
通
知
、 

内
訓
、
判
決
等
、
そ
の
種
別
を
問
わ
ず
、
そ
の
内
容
に
「
法
規
性
」
が
認
め
ら
れ
る
も
の
を
指
す
。（
国
立
国
会
図
書
館 

リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
よ
り
） 

８ 

「
日
本
法
令
索
引 

明
治
前
期
編
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
出
典
資
料
の
「
目
録
」
内
に
記
載
さ
れ
た
個
々
の
目
録
標
題
を
、「
法
令
名
」
と
し
て
採
録
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
出
典
が
明
治

十
八
年
〔
一
八
八
五
〕
に
成
立
し
た
『
法
令
全
書
』
の
場
合
、
そ
の
「
法
令
名
」
が
『
法
令
全
書
』
の
目
録
に
該
当
す
る
標
題
と
な
る
。
法
令
の
成
立
し
た
当
時
、
そ
の
よ
う
に
記
録

さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、「
法
令
名
」
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
出
典
資
料
を
基
準
と
す
る
。 

９ 

刊
行
中
の
『
大
日
本
古
記
録
』
を
対
象
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
公
家
日
記
、
戦
国
時
代
の
武
家
日
記
な
ど
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
よ
り
） 

１
０ 

中
世
文
書
を
中
心
と
し
た
古
文
書
の
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。『
大
日
本
古
文
書 

家
わ
け
文
書
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
刊
）、「
入
来
院
家
（
い
り
き
い
ん
け
）
文

書
」「
台
明
寺
（
た
い
み
ょ
う
じ
）
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）、『
中
世
法
制
史
料
集
』（
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
・
百
瀬
今
朝
雄
編
、
岩
波
書
店
）
第
１
～
第
５
巻
、
『
増

訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』（
奥
野
高
廣
編
、
吉
川
弘
文
館
）
上
巻
・
下
巻
・
補
遺
、『
鹿
王
院
文
書
』（
鹿
王
院
文
書
研
究
会
編
、
思
文
閣
出
版
）
な
ど
の
史
料
集
や
史
料
群
が
収
載
さ

れ
て
い
る
。（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
よ
り
） 

１
１ 

歴
史
研
究
の
た
め
の
根
本
史
料
は
，
記
述
史
料
と
文
書
史
料
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
は
叙
述
的
に
記
さ
れ
た
編
年
代
記
、
伝
記
等
で
、
古
記
録
と
呼
ば
れ
、
後
者
は
法
律
的
ま
た
は
実

用
的
な
目
的
で
書
か
れ
た
証
書
、
契
約
書
、
報
告
書
、
帳
簿
、
訴
訟
記
録
、
法
令
集
で
、
古
文
書
と
呼
ば
れ
て
い
る
。（「
世
界
大
百
科
辞
典
」
等
参
照
」） 

１
２ 

「
～
之
由
」
に
は
、「
罪
我
之
由
（
罪
は
我
に
之
れ
由
る
）」（
左
伝
・
荘
公
八
年
）
の
よ
う
な
倒
置
文
が
あ
り
（
正
置
な
ら
「
罪
由
我
（
罪
は
我
に
由
る
）」
）、
そ
の
場
合
、
「
由
」
が
後

置
さ
れ
た
述
語
と
な
る
。
日
本
の
漢
文
に
お
い
て
も
見
え
る
表
現
で
あ
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
～
理
之
由
」
の
例
に
お
い
て
は
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。 

１
３ 

原
文
の
記
載
は
「
遹
、
遵
、
率
、
循
、
由
、
從
、
自
也
，
遹
、
遵
、
率
、
循
也
」
で
あ
る
。 

１
４ 

山
口
佳
紀
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
基
調
に
つ
い
て
―
「
由(

ヨ
シ)

」
の
用
法
を
通
し
て
―
」（『
国
語
学
』
第
六
十
七
集
、
一
九
六
六
） 

１
５ 

鈴
木
恵
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
」（
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
卷
十
八
、
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
五
） 

１
６ 

厳
島
社
の
神
官
棚
守
房
顕
（
佐
伯
房
顕
。
一
四
九
六
～
一
五
九
〇
）
の
記
述
に
係
る
同
社
の
記
録
（『
続
々
群
書
類
従
』
よ
り
）。 

１
７ 

題
名
は
「
民
事
訴
状
目
安
糺
ノ
際
不
受
理
又
ハ
願
下
ケ
ノ
取
扱
方
左
ノ
通
相
定
候
條
此
旨
布
達
候
事
」
で
あ
る
。 

１
８ 

原
著
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
「P

ri
nc
ip
e
s 
de
 
L
ég
is
la
ti
on

」
で
、
ベ
ン
サ
ム
の
友
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人É

t
ie
nn
e 
Du
mo
nt

に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
「T

r
ai
té
 d
e 
lé
gi
sl
a
ti
on
 

c
i
vi
le
 e
t 
pé
na
le

」（1
80
2

）
に
お
い
て
第
一
卷
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。「T

r
a
it
é 
de
 l
ég
is
la
ti
o
n 
ci
vi
le
 e
t 
pé
na
le

」
は
の
ち
に
イ
ギ
リ
ス
人R

ic
ha
rd

 H
il
dr
e
th

に

よ
っ
て
「T

h
e 
th
eo
ry
 o
f 
le
gi
sl
a
ti
on

」（1
84
0

）
と
し
て
英
訳
さ
れ
て
い
る
。「P

r
i
nc
ip
le
s 
of
 
l
eg
i
sl
at
io
n

」
は
、「Th

e 
th
eo
ry
 o
f
 l
eg
is
la
ti
on

」
の
第
一
卷
に
該
当
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す
る
。 

１
９ 

P
l
ai
n 
Ho
me
 T
al
k,
 E
dw
ar
d 
Bl
i
ss
 F
oo
te
 (
18
29
~1
90
6)

, 
Pu
bl
i
sh
ed
 1
87
0.

引
用
文
はP

ar
t 

IV
.
 C
ha
pt
er
 V
II
I.
 

の
タ
イ
ト
ル
「P

h
il
os
op
hy
 o
f 
Ch
il
d
-
Ma
rk
in
g

」
に

該
当
す
る
。 

２
０ 

日
本
に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
朱
子
学
に
は
、
一
物
に
一
理
が
あ
る
と
い
う
「
理
一
分
殊
」
と
い
う
説
が
あ
る
。 

２
１ 

西
周
の
「
教
門
論
（
五
）」（
一
八
七
四
）
に
は
「
盖
し
天
と
は
理
の
由
て
出
る
所
を
指
す
者
に
し
て
天
と
理
と
同
一
た
る
に
非
ず
」
と
あ
り
、
そ
の
「
理
の
由
て
出
る
所
」
は
「
コ
ト
ノ

モ
ト
」
の
意
を
表
す
「
理
由
」
に
近
い
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。 



 

 

 

第
六
章 
「
由
」
字
を
含
む
漢
語
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第
一
節 

字
音
語
素
「
由
」
に
よ
る
漢
語
の
諸
問
題 

一 

「
原
因
」
の
類
語
に
あ
た
る
「
由
」
字
漢
語 

本
章
で
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
以
下
「
日
国
」
）
で
「
由
」
が
構
成
す
る
熟
語
（
以
下
「「
由
」
字
漢
語
」
と
称
す
る
）
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
漢
語
の
中
、（
前
章

で
論
じ
た
「
理
由
」
を
含
め
て
）
来
由
・
原
因
の
意
を
も
つ
「
由
来
」「
来
由
」、「
因
由
」「
縁
由
」「
由
縁
」「
由
緒
」「
事
由
」「
原
由
」
な
ど
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。 

『
日
国
』
に
よ
る
と
、「
由
」
は
語
素
と
し
て
主
に
「
よ
り
ど
こ
ろ
。
い
わ
れ
。
わ
け
」（
も
し
く
は
「
よ
る
。
も
と
づ
く
」）
の
意
を
表
す
。
こ
れ
ら
の
語
素
「
由
」

を
含
ん
だ
漢
語
も
、
そ
の
意
味
記
載
に
よ
れ
ば
て
、
例
え
ば
、「
由
緒
」
の
「
物
事
の
由
来
し
た
端
緒
。
物
事
の
そ
も
そ
も
の
起
こ
り
。
ま
た
、
物
事
の
今
に
至
る
ゆ

え
ん
。
伝
え
て
来
た
事
柄
。
来
歴
。
い
わ
れ
」
の
よ
う
に
「
由
来
。
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
」
の
意
を
、
ま
た
、「
事
由
」
の
「
こ
と
の
わ
け
。
事
柄
の
原
因
や
理
由
。

事
の
由
」
の
よ
う
に
「
理
由
。
原
因
。
よ
り
ど
こ
ろ
」
の
意
を
も
っ
て
い
る
。「
由
来
。
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
」
の
意
は
本
質
的
に
「
原
因
。
よ
り
ど
こ
ろ
」
の
意

と
同
じ
で
、
物
事
の
「
も
と
」
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
自
分
の
心
の
ま
ま
に
行
動
で
き
る
状
態
」
の
意
と
し
て
「liberty

」「freedom

」
の
訳
語
に

用
い
た
「
自
由
」
と
、「
目
的
地
へ
行
く
途
中
、
あ
る
地
点
を
通
っ
て
行
く
こ
と
。
経
て
行
く
こ
と
。
ま
た
、
あ
る
事
を
行
な
う
の
に
取
次
機
関
を
経
る
こ
と
」
１

を
表

す
「
経
由
」
を
除
き
、「
由
」
字
漢
語
は
「
原
因
」
の
類
語
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

二 

「
由
」
字
漢
語
の
諸
問
題 

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
「
由
」
が
『
色
葉
字
類
抄
』（
一
一
七
七
～
八
一
年
）
の
時
代
か
ら
、「
因
」
な
ど
と
と
も
に
、
和
語
の
「
よ
る
」
や
「
よ
し
」
の
漢
字
表
記

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
字
音
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
、
字
音
語
素
と
し
て
漢
語
の
構
成
要
素
と
な
る
場
合
の
み
音
読
さ
れ
て
い
る
。「
由
」
の
音
読

に
つ
い
て
は
、
主
に
「
由
来
」
や
「
由
縁
」
の
よ
う
に
呉
音
の
「
ユ
」
と
読
ま
れ
る
場
合
と
、「
事
由
」
や
「
理
由
」
の
よ
う
に
漢
音
の
「
ユ
ウ
（
イ
ウ
）」
と
読
ま
れ

る
場
合
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、「
由
緒
」
は
一
般
的
に
「
ゆ
う
し
ょ
」
か
ら
変
化
し
た
「
ゆ
い
し
ょ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
因
由
」
や
「
原
由
」
の
よ

う
に
両
方
と
も
可
能
な
語
も
あ
る
。
「
由
」
の
呉
音
読
み
と
漢
音
読
み
が
混
在
し
て
い
る
現
象
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。 
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ま
た
、『
日
国
』
に
よ
る
と
、
由
来
・
原
因
を
表
す
「
由
」
字
漢
語
の
う
ち
、「
縁
由
」
と
「
原
由
」
を
除
き
、
ほ
か
は
中
世
以
前
の
日
本
古
典
に
出
典
が
あ
る
。
た

だ
し
、「
因
由
」
に
つ
い
て
は
、『
日
葡
辞
書
』
が
初
出
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
、
明
治
ま
で
の
間
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
の
用
例
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
一

方
、
「
縁
由
」
と
「
原
由
」
は
用
例
が
い
ず
れ
も
近
世
以
降
の
も
の
で
あ
る
。 

(

一)  
多
の
大
衆
集
り
畢
ぬ
れ
ば
、
優
婆
崛
多
、
此
の
弟
子
の
比
丘
の
由
来
を
一
々
に
語
り
給
ふ
（『
今
昔
物
語
集
』
四
・
六
、
一
一
二
〇
頃
か
） 

(

二)  

何
背
国
神
敬
他
神
乎
。
由
来
不
識
若
此
事
矣
（『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
上
・
用
明
天
皇
二
年
、
九
一
七
頃
か
） 

(

三)  

橘
才
子
以
予
為
失
時
。
贈
答
之
中
屡
有
此
句
、
余
乃
不
然
。
故
述
来
由
。
復
次
本
韻 

源
英
明
（『
扶
桑
集
』・
七
、
九
九
五
～
九
九
九
頃
） 

(

四)  
I
n
y
u
 

（
イ
ン
ユ
）。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
ネ
ン
〈
訳
〉
本
源
、
ま
た
は
、
原
因
（『
日
葡
辞
書
』、
一
六
〇
三
～
一
六
〇
四
） 

(

五)  

古
今
各
国
の
史
伝
を
歴
覧
す
れ
ば
成
国
の
縁
由
多
般
な
り
（〈
津
田
真
道
訳
〉『
泰
西
国
法
論
』
一
・
九
、
一
八
六
八
） 

(

六)  

原
由 

ゲ
ン
ユ 

ハ
ジ
マ
ル
ワ
ケ
（
〈
荻
田
嘯
〉『
新
令
字
解
』、
一
八
六
八
） 

(

七)  

う
ゑ
ん
・
ゆ
ゑ
ん
の
人
を
す
く
い
、
生
々
の
ふ
も
ち
う
を
ん
の
人
を
す
く
い
候
わ
ん
（
金
沢
文
庫
所
蔵
彌
勒
像
胎
内
文
書
‐
弘
安
元
年
（
一
二
七

八
）
一
一
月
一
日
・
蓮
心
願
文
）
（
「
鎌
倉
遺
文
」
一
八
・
一
三
二
四
三
） 

(

八)  

故
令
人
図
形
像
於
此
紙
、
手
自
書
由
緒
於
其
下
（『
権
記
』
長
保
元
年
（
九
九
九
）
八
月
二
六
日
） 

(

九)  

是
日
〈
略
〉、
縁
時
事
由 

、
暫
移
遊
覧
此
土
（『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
一
〇
月
己
卯
） 

ま
た
、
中
国
古
典
の
出
典
に
つ
い
て
は
、「
因
由
」
以
外
は
『
日
国
』
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
原
由
」
に
つ
い
て
は
、
出
典
で
あ
る
『
紅
楼
夢
』
が
清
代

の
白
話
小
説
で
あ
る
た
め
、
中
国
古
典
語
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、「
因
由
」
の
中
国
の
出
典
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
再
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。 

(

一
〇)  

臣
弑
其
君 

、
子
弑
其
父 

、
非
一
朝
一
夕
之
故 

、
其
所
由
来
者
漸
矣
（『
易
経
』・
坤
卦
文
言
） 
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(

一
一)  

先
遣
和
風
報
消
息
、
続
教
啼
鳥
説
来
由
（〈
白
居
易
〉「
潯
陽
春
詩
」、
唐
） 

(
一
二)  

中
原
正
格
闘
、
後
会
何
縁
由
（
〈
杜
甫
〉
「
送
韋
十
六
評
事
詩
」、
唐
） 

(

一
三)  

叙
由
縁
（
『
魏
書
』・
鹿
悆
伝
、
北
朝
北
斉
） 

(

一
四)  
里
歎
息
曰
、
此
宅
中
朝
時
太
康
寺
也
、
時
人
未
之
信
、
遂
問
寺
之
由
緒
（『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
二
・
崇
義
、
北
朝
東
魏
） 

(

一
五)  

破
除
生
死
須
斉
物
、
誰
向
穹
蒼
問
事
由
（〈
方
干
〉「
感
時
詩
」、
唐
） 

(

一
六)  

見
面
時
、
就
把
始
末
原
由
告
訴
他
（『
紅
楼
夢
』・
三
七
回
、
清
） 

(

一
七)  

張
緒
、
陸
澄
是
其
鄉
旧
、
應
具
来
由
。
（
『
南
斉
書
』・
孝
義
伝
・
朱
謙
之
、
南
朝
梁
） 

こ
の
ほ
か
、「
縁
由
」
は
中
国
の
古
典
に
出
典
が
あ
り
、
日
本
語
の
古
い
出
典
と
し
て
は
和
訳
洋
書
で
あ
る
『
泰
西
国
法
論
』
の
例
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
る
と
、

近
代
に
お
い
て
西
洋
の
新
し
い
概
念
に
当
て
る
た
め
に
中
国
古
典
か
ら
借
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。「
縁
由
」
と
「
原
由
」、
そ
し
て
近
代
以
前
に
一
般
語
と
し
て
は

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
か
っ
た
「
因
由
」
が
、
日
本
語
に
お
い
て
近
代
以
降
に
成
立
し
た
、
い
わ
ゆ
る
新
漢
語
と
考
え
ら
れ
る
。 

現
代
語
に
お
け
る
上
記
の
「
由
」
字
漢
語
の
お
お
よ
そ
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
、「
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
」
を
利
用
し
て
各
単
語

の
用
例
数
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
ま
ず
「
理
由
」
が
二
万
例
弱
で
ず
ば
抜
け
て
多
く
、
次
に
「
由
来
」
と
「
事
由
」
が
千
例
以
上
あ
り
、
さ
ら
に
「
由
緒
」「
由

縁
」
が
百
例
を
越
え
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
用
例
な
し
、
も
し
く
は
一
例
二
例
し
か
な
か
っ
た
２

。「
由
来
」「
由
縁
」
と
、
そ
の
反
転
語
「
来
由
」「
縁
由
」
の
差
は
と

り
わ
け
注
目
さ
れ
る
。 

ま
た
、『
日
国
』
で
は
「
由
（
ユ
）
」
に
よ
る
漢
語
を
語
構
成
に
お
け
る
「
由
」
の
役
割
に
よ
っ
て
、「
由
来
／
来
由
、
因
由
、
縁
由
、
原
由
／
由
縁
、
由
緒
」
の
よ
う

に
区
分
け
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
類
義
結
合
／
後
部
結
合
／
前
部
結
合
」
３

に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
由
（
イ
ウ
）」
に
よ
る
漢
語

「
因
由
、
事
由
、
理
由
」
を
同
じ
「
後
部
結
合
」
と
し
て
い
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
由
」
と
「
因
」
が
類
義
関
係
に
あ
り
な
が
ら
も
、
こ
こ
で
は
な
ぜ
か
「
類

義
結
合
」
に
分
類
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
反
転
語
と
し
て
「
由
来
／
来
由
」、「
縁
由
／
由
縁
」
の
語
素
の
配
列
に
よ
る
語
構
成
の
変
化
も
注
目
さ
れ
る
。
受
容
度
に
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お
い
て
も
、「
後
部
結
合
」
の
「
来
由
」「
縁
由
」
が
、「
前
部
結
合
」
の
「
由
来
」「
由
縁
」
に
大
差
を
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
語
構
成
が
日
本
語
に
お
け
る

定
着
度
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
章
で
考
察
し
た
「
理
由
」
の
よ
う
に
、
形
式
名
詞
の
「
由
（
よ
し
）」
に
よ
る
連
体
修
飾
構

造
が
漢
語
と
な
っ
た
事
例
も
あ
っ
て
、
「
由
」
の
意
味
機
能
に
つ
い
て
も
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

し
た
が
っ
て
、
本
章
で
は
、（
１
）
呉
音
と
漢
音
の
混
在
、（
２
）
中
国
古
典
の
記
載
・
語
源
、（
３
）
新
漢
語
「
因
由
」「
縁
由
」「
原
由
」
の
成
立
、（
４
）
語
構
成
、

（
５
）
反
転
語
「
由
来
／
来
由
」
「
由
縁
／
縁
由
」
、
と
い
う
よ
う
な
「
由
」
字
漢
語
を
め
ぐ
る
問
題
点
を
中
心
に
考
察
を
進
め
て
い
く
。 

第
二
節 

「
因
」
の
呉
音
と
漢
音 

一 

呉
音
読
み
と
漢
音
読
み
の
区
分
け 

本
章
の
研
究
対
象
に
あ
た
る
「
由
」
字
漢
語
を
、（
『
日
国
』
で
記
さ
れ
た
）「
由
」
の
音
読
に
よ
っ
て
、「
呉
音
読
み
（
ユ
）
の
み
」、「
漢
音
読
み
（
ユ
ウ
・
イ
ウ
）

の
み
」
、「
呉
音
読
み
も
漢
音
読
み
も
可
能
」
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
区
分
け
す
る
と
、「
由
来
・
由
縁
」「
由
緒
４

・
理
由
」「
来
由
・
因
由
・
縁
由
・
事
由
・
原
由
」
と

な
る
。
ま
た
、「
呉
音
読
み
も
漢
音
読
み
も
可
能
」
グ
ル
ー
プ
に
該
当
す
る
も
の
（（ 

）
付
け
）
を
、「
由
」
の
優
先
と
さ
れ
る
音
読
に
よ
っ
て
、「
呉
音
読
み
」
と
「
漢

音
読
み
」
に
区
分
け
し
、
さ
ら
に
「
呉
音
読
み
の
み
」
、
「
漢
音
読
み
の
み
」
に
該
当
す
る
も
の
と
合
併
し
、「
由
」
の
位
置
に
よ
っ
て
、
頭
字
の
場
合
と
尾
字
の
場
合

を
／
で
区
分
け
す
る
と
、
「
由
来
、
由
縁
／
（
来
由
）
、（
因
由
）、（
原
由
）」「
由
緒
、
理
由
／
（
縁
由
）、（
事
由
）」
と
な
る
。 

一
般
的
に
、
呉
音
は
仏
教
語
を
始
め
、
歴
史
の
古
い
言
葉
に
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
上
記
の
「
由
来
」「
由
縁
」「
来
由
」
は
中
世
以
前
に
出
典
が
あ
り
、「
由
来
」

「
由
縁
」
は
仏
教
語
で
も
あ
る
。
し
が
っ
て
、
基
本
的
に
呉
音
で
読
ま
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
新
漢
語
の
「
理
由
」
は
、
古
い
辞
書
記
述
と
し
て
『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
に
音
読
み
で
「
り
ゆ
」
と
見
え
、「
理
由
」
に
お
け

る
「
由
」
が
「
ゆ
」
と
呉
音
読
み
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
前
記
の
「
由
」
字
漢
語
の
う
ち
、「
由
緒
」
以
外
は
、
語
素
で
あ
る
「
由
」
の
呉
音
読
み
が

あ
り
得
る
。
ま
た
、「
由
緒
」
に
お
け
る
「
由
」
の
「
ユ
イ
」
読
み
に
つ
い
て
、「
日
国
」
で
は
漢
音
「
ゆ
う
」
の
変
化
し
た
形
と
し
て
い
る
が
、
佐
藤
宣
男
（
二
〇
一
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一
）
５

の
よ
う
に
、
呉
音
「
ユ
」
に
母
音
「
イ
」
を
加
え
た
と
い
う
「
母
音
の
付
加
」
の
意
見
も
あ
る
６

。
仮
に
、「
ユ
イ
」
が
呉
音
「
ユ
」
の
「
イ
」
に
よ
る
「
母
音

付
加
」
と
す
る
と
、
「
由
」
字
漢
語
に
お
け
る
「
由
」
が｢

自
由｣

を
除
き
呉
音
に
よ
る
も
の
と
な
る
。 

二 

「
ユ
」
読
み
優
勢
の
理
由 

『
日
国
』
に
お
い
て
「
由
」
の
字
音
が
表
記
さ
れ
た
出
典
を
見
る
と
、「
呉
音
読
み
も
漢
音
読
み
も
可
能
」
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、
そ
の
呉
音
読

み
の
出
典
が
ほ
と
ん
ど
漢
音
読
み
の
出
典
よ
り
早
い
時
期
の
も
の
が
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
来
由
（
ラ
イ
ユ
）」
の
『
日
葡
辞
書
』（
一
六
〇
三
～
一
六
〇
四
）

と
「
来
由
（
ラ
イ
ユ
ウ
）
」
の
『
信
長
記
』（
一
六
二
二
）、「
縁
由
（
エ
ン
ユ
）」
の
『
報
徳
記
』（
一
八
五
六
）
と
「
縁
由
（
ヱ
ン
イ
ウ
）」
の
『
漢
語
事
類
』（
一
八
六

九
）
の
よ
う
に
、
呉
音
読
み
の
出
典
の
方
が
古
い
時
代
の
成
立
で
あ
る
７

。
字
音
語
素
「
由
」
を
も
つ
一
般
的
な
漢
語
は
当
初
、
呉
音
「
ユ
」
と
読
ま
れ
た
可
能
性
が

あ
る
。 

(

一
八)  

R
a
i
y
u
 

（
ラ
イ
ユ
）
。
す
な
わ
ち
、
ユ
ラ
イ
〈
訳
〉
原
因
、
発
端
な
ど
。
文
書
語
（『
日
葡
辞
書
』、
一
六
〇
三
～
一
六
〇
四
） 

(

一
九)  

貴
族
織
田
と
称
せ
ん
事
を
憚
（
は
ば
か
っ
）
て
、
津
田
と
名
乗
ら
れ
し
も
、
件
の
来
由
（
ラ
イ
ユ
ウ
）
と
か
や
（『
信
長
記
』・
一
上
・
の
ぶ
な
が
公

御
先
祖
の
事
、
一
六
二
二
） 

(

二
〇)  

何
の
縁
由
（
エ
ン
ユ
）
も
な
き
我
に
救
荒
の
道
を
請
ふ
と
い
へ
ど
も
（『
報
徳
記
』・
三
、
一
八
五
六
） 

(

二
一)  

縁
由 

ヱ
ン
イ
ウ 

ユ
ラ
イ
（〈
庄
原
謙
吉
〉『
漢
語
字
類
』、
一
八
六
九
） 

「
由
」
は
平
仮
名
「
ゆ
」
、
片
仮
名
「
ユ
」
の
字
源
と
な
る
も
の
で
、
ユ
と
い
う
呉
音
は
古
く
か
ら
定
着
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
節
用
集
な
ど
の
字
書
に
お
い
て

も
、「
い
ろ
は
順
」
分
類
の
見
出
し
と
し
て
「
ゆ
」
に
「
由
」
を
示
す
こ
と
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
節
用
集
：
易
林
本
』
に
は
「
ゆ
」
の
見
出
し
と
し
て

「
由
」
と
あ
り
、
最
初
の
仮
名
が
「
ゆ
」
と
な
る
熟
語
と
し
て
「
言
辞 

由
（
ユ
）
々
敷
（
シ
ク
） 

由
放
（
ユ
ハ
ウ
） 

由
来
（
ユ
ラ
イ
） 

由
緒
（
ユ
イ
シ
ョ
）」

と
見
え
る
８

。 

一
方
、
「
理
由
」
「
事
由
」
「
縁
由
」
の
漢
音
読
み
が
定
着
し
た
の
は
、
漢
音
が
優
勢
と
な
っ
た
近
代
以
降
に
漢
語
と
し
て
成
立
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
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て
、
「
因
由
」「
原
由
」
は
同
じ
く
近
代
以
降
に
成
立
し
た
も
の
と
は
い
え
、
呉
音
読
み
と
い
う
古
く
か
ら
の
慣
習
に
従
っ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

第
三
節 

「
縁
由
」
の
成
立
に
つ
い
て 

一 
語
源
に
お
い
て 

前
掲
の
通
り
、
「
由
」
字
漢
語
は
、
ほ
と
ん
ど
中
国
古
典
に
典
拠
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
は
中
国
古
典
語
と
し
て
成
立
し
た
後
に
、
異
な
る
時
代
に
お
い

て
日
本
に
移
入
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
意
味
的
に
中
国
古
典
語
の
意
味
を
継
承
す
る
も
の
が
多
い
が
、
例
外
的
に
「
縁
由
」
は
、
前
掲
の
よ
う
に
、
唐
代
の
杜

詩
（
杜
甫
の
詩
）
に
す
で
に
「
つ
な
が
り
や
関
係
が
あ
る
こ
と
。
ゆ
か
り
。
縁
故
」
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
に
お
い
て
は
近
代
ま
で
姿
が
見
え
な
い
。

し
か
も
、
近
代
語
と
し
て
は
主
に
「
物
事
が
そ
う
な
っ
た
わ
け
。
由
来
。
理
由
」
の
意
で
、
同
形
の
中
国
古
典
語
と
は
意
味
的
な
ず
れ
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
縁
由
」
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
西
洋
の
新
し
い
概
念
に
当
て
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
中
国
古
典
に
典
拠
が
あ
り
、

中
国
語
か
ら
借
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
一
方
で
、
中
国
か
ら
日
本
へ
の
移
入
過
程
、
お
よ
び
意
味
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
検
討
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。

 
 

中
国
語
に
お
け
る
「
縁
由
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
「
ち
な
む
。
ち
な
み
。
ゆ
か
り
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
中
国
語
辞
典
『
漢
語
大
詞
典
』
に

は
「
原
因
。
根
由
」
と
あ
っ
て
、『
日
国
』
に
お
け
る
「
物
事
が
そ
う
な
っ
た
わ
け
。
由
来
。
理
由
」
に
近
い
。
掲
げ
ら
れ
た
用
例
を
見
る
と
、
南
朝
斉
の
時
代
に
は
、

そ
の
意
を
表
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

(

二
二)  

其
閭
里
少
年
、
博
徒
酒
客
、
或
財
利
爭
鬥
、
妄
相
誣
引
、
前
後
不
能
判
者
、
璞
皆
知
其
名
姓
、
及
巧
詐
縁
由
。（『
宋
書
』・
自
序
傳
・
沈
璞
、
南
朝

斉
） 

(

二
三)  

到
如
今
做
啞
妝
聾
、
還
問
我
枉
死
的
縁
由
。（〈
李
漁
〉「
憐
香
伴
・
緘
愁
」、
清
） 

さ
ら
に
古
い
時
代
で
あ
る
東
晋
に
成
立
し
た
『
抱
朴
子
』
に
は
「
其
根
源
之
所
縁
由
（
其
の
根
源
の
縁
由
る
所
）」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
動
詞
的
に
用
い
ら
れ
た
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「
縁
由
」
が
確
認
で
き
る
。
先
行
研
究
で
は
、
「
縁
」
と
「
由
」
が
「
由
来
・
根
拠
」
の
意
を
も
つ
類
義
語
で
あ
る
こ
と
、
古
代
に
お
い
て
「
因
縁
」
の
よ
う
に
意
義

を
強
調
す
る
た
め
に
類
義
語
を
重
ね
た
表
現
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
縁
由
」
は
そ
の
よ
う
な
造
成
に
よ
る
も
の
で
、
名
詞
化
し
て
「
原
因
。
根
由
」
な

ど
の
意
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。 

(

二
四)  
然
其
根
源
之
所
縁
由
、
皆
自
然
之
感
致
、
非
窮
理
盡
性
者
、
不
能
知
其
指
歸
、
非
原
始
見
終
者
、
不
能
得
其
情
状
也
。（『
抱
朴
子
』・
內
篇
・
黄
白
、

晋
） 

ほ
か
に
、
宋
代
の
『
朱
子
語
類
』
に
「
原
因
・
根
由
」
の
意
を
表
す
「
縁
由
」
が
用
い
ら
れ
る
。
出
典
で
あ
る
「
釋
氏
」
と
い
う
部
門
が
仏
教
関
係
の
内
容
の
た
め
、

「
縁
由
」
は
仏
典
や
仏
書
に
も
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

(

二
五)  

記
得
甚
處
說
、
「
融
性
起
無
縁
之
大
慈
。
』
蓋
佛
氏
之
所
謂
慈
、
並
無
縁
由
、
只
是
無
所
不
愛
。（『
朱
子
語
類
』・
釋
氏
、
南
宋
） 

そ
こ
で
、
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
９

に
お
い
て
語
レ
ベ
ル
の
「
由
縁
」
を
調
査
す
る
と
、「
由
縁
」
の
用
例
が
多
数
得
ら
れ
た
。
そ
の
一
部
を
次
に
列
記
す
る
。 

(

二
六)  

大
會
有
疑
。
唯
願
世
尊
！
說
其
縁
由
、
以
釋
將
來
。（〈
竺
法
護
訳
〉『
佛
説
鹿
母
經
』、
西
晋
） 

(

二
七)  

一
從
如
來
十
力
下
擧
佛
性
七
事
。
次
擧
後
身
六
事
。
若
七
若
六
皆
是
答
之
縁
由
。（〈
隋 

灌
頂
撰
、
唐 

湛
然
再
治
〉『
大
般
涅
槃
經
疏
』
卷
第
二
十

九
） 

(

二
八)  

若
爾
傳
虚
何
爲
河
東
寺
尚
有
驢
臺
。
※
（「
巾
」
へ
ん
に
「
見
」）
山
南
有
驢
村
。
據
此
縁
由
。
則
乘
驢
之
有
地
也
。（〈
道
宣
〉『
律
相
感
通
傳
』、

唐
） 

(

二
九)  

我
因
見
其
所
棄
受
用
隨
水
流
下
。
乃
自
訪
尋
委
其
縁
由
。
及
到
於
彼
。（〈
法
賢
訳
〉『
佛
説
衆
許
摩
訶
帝
經
』
卷
第
十
、
北
宋
） 

仏
典
に
お
け
る
「
縁
由
」
の
歴
史
は
、『
佛
説
鹿
母
經
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
西
晋
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
１
０

。
そ
の
「
縁
由
」
は
、
後
文
の
「
将

来
」
に
対
す
る
「
過
去
。
由
来
」
の
意
に
近
い
名
詞
的
な
用
法
で
あ
る
。「
縁
」
は
「
縁
起
」、
い
わ
ゆ
る
「
事
物
の
起
こ
る
因
由
、
起
源
、
沿
革
や
由
来
」
の
意
を
、
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「
由
」
は
「
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
。
起
源
」
の
意
を
表
し
、
転
じ
て
「
過
去
。
由
来
」
の
意
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
隋
唐
時
代
に
成
立
し
た
『
大
般
涅
槃
經
疏
』『
律
相
感
通
傳
』
の
「
縁
由
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
と
も
に
共
起
す
る
連
体
修
飾
語
の
「
答
」
と
述
語
「
據
（
拠

る
）
」
に
よ
っ
て
、
前
者
は
「
理
由
」
、
後
者
は
「
関
係
」
に
近
い
意
味
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
記
の
杜
詩
の
例
も
同
時
期
の
も
の
で
あ
り
、「
つ
な

が
り
や
関
係
が
あ
る
こ
と
。
ゆ
か
り
。
縁
故
」
の
意
が
「
縁
由
」
の
仏
教
語
の
用
法
と
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
北
宋
時
代
の
『
佛
説
衆
許
摩
訶
帝
經
』
に
お
け
る
「
由
」

は
、
右
の
『
朱
子
語
類
』
の
例
と
同
じ
で
、
「
原
因
。
根
由
」
を
表
す
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
仏
典
お
よ
び
中
国
古
典
の
「
縁
由
」
は
「
由
来
。
理
由
。
関
係
。
原
因
」
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

二 

白
話
小
説
に
お
い
て 

「
縁
由
」
は
、
中
世
以
降
は
北
宋
初
期
の
小
説
類
書
『
太
平
広
記
』
に
姿
が
見
え
、「
水
滸
伝
」
を
代
表
と
し
た
明
代
以
降
の
白
話
小
説
に
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
部
を
以
下
に
示
す
。 

(

三
〇)  

初
相
見
時
，
如
俗
禮
儀
。
敍
述
縁
由
。
多
有
次
第
，
遂
用
忽
忘
。（『
太
平
広
記
』・
異
僧
七
・
宣
律
師
、
北
宋
） 

(

三
一)  

武
松
把
殺
西
門
慶
並
嫂
的
縁
由
一
一
說
了
一
遍
。（『
水
滸
伝
』・
二
十
六
「
母
夜
叉
孟
州
道
賣
人
肉 

武
都
頭
十
字
坡
遇
張
青
」、
明
） 

(

三
二)  

「
杜
主
管
，
你
须
自
去
走
一
遭
，
親
見
祝
朝
奉
，
說
個
仔
細
縁
由
。」（『
水
滸
伝
』・
四
十
六
「
撲
天
雕
兩
修
生
死
書 

宋
公
明
一
打
祝
家
莊
」、
明
） 

(

三
三)  

長
老
道
：
「
也
是
，
我
們
且
到
他
那
寺
中
去
，
仔
細
詢
問
縁
由
。」（『
西
遊
記
』・
六
十
二
「
滌
垢
洗
心
惟
掃
塔 

縛
魔
歸
主
乃
修
身
」、
明
） 

(

三
四)  

西
門
慶
聽
了
婦
人
之
言
，
走
到
前
邊
，
叫
将
来
興
兒
到
無
人
處
，
問
他
始
末
縁
由
。（『
金
瓶
梅
』・
二
十
五
「
吳
月
娘
春
晝
鞦
韆 

來
旺
兒
醉
中
謗

仙
」
、
明
） 

こ
の
よ
う
に
、
「
縁
由
」
は
明
代
以
降
口
語
化
し
て
一
般
語
彙
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
用
例
に
よ
っ
て
、「
説
く
。
の
べ
る
」、
ま
た
は
「
問
う
。
き
く
」
の
意
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を
表
す
動
詞
が
述
語
と
な
る
も
の
が
多
く
、
「
仔
細
」
や
「
一
一
」
の
よ
う
な
「
詳
し
い
さ
ま
」
を
意
味
す
る
副
詞
的
な
も
の
と
共
起
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、

「
仔
细
缘
由
」
や
「
始
末
缘
由
」
の
よ
う
な
造
語
も
あ
り
、「
仔
细
」「
始
末
」
と
の
類
義
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
「
縁
由
」
は
主
に
「
詳
し

い
事
情
。
い
き
さ
つ
」
の
意
味
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
前
記
の
白
話
小
説
の
中
に
は
、
江
戸
時
代
に
日
本
へ
輸
入
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
代
表
と
し
て
、
一
七
二
八
年
（
享
保

十
三
年
）
岡
島
冠
山
に
よ
っ
て
訓
点
を
施
さ
れ
た
『
水
滸
伝
』
が
あ
る
。『
水
滸
伝
』
に
お
い
て
多
用
さ
れ
た
「
縁
由
」
は
、
当
時
の
「
唐
話
」
学
習
者
に
習
得
さ
れ
，

使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 

三 

日
本
古
典
に
お
い
て 

「
縁
由
」
と
い
う
語
が
多
数
の
仏
教
語
と
同
様
に
、
当
初
仏
書
と
と
も
に
日
本
に
伝
来
し
、
も
し
く
は
留
学
僧
に
習
得
さ
れ
た
の
ち
に
使
用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
の
僧
善
珠
に
よ
る
『
因
明
論
疏
明
燈
抄
』
は
、
唐
の
僧
慈
恩
の
『
因
明
論
大
疏
』
に
対
す
る
注
釈

で
あ
り
、
中
に
「
原
因
。
縁
故
」
の
意
を
表
す
「
縁
由
」
が
見
え
る
。「
縁
由
」
は
仏
教
語
と
し
て
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
が
、
近
世
以
前
で
は
仏
教
関
係
以
外
に

お
け
る
用
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
だ
一
般
語
彙
と
し
て
は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

三
五)  

共
妻
競
花
因
相
忿
競
者
。
此
明
厭
俗
入
道
之
縁
由
也
。（〈
善
珠
抄
〉『
因
明
論
疏
明
燈
抄
』
卷
第
五
、
奈
良
時
代
～
平
安
時
代
前
期
） 

一
方
、
江
戸
時
代
後
期
に
成
立
し
た
読
本
『
近
世
説
美
少
年
録
』
に
「
縁
由
」
と
い
う
漢
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
縁
由
」
に
は
「
こ
と
の
よ
し
」
と
い
う

訓
が
付
け
ら
れ
、
注
釈
に
よ
る
と
、
『
水
滸
伝
』
の
辞
書
で
あ
る
『
忠
義
水
滸
伝
解
』（
陶
山
南
涛
、
秦
理
兵
衛
他
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
）
で
は
「
イ
リ
ワ
ケ
」

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。『
近
世
説
美
少
年
録
』
に
用
い
ら
れ
た
「
縁
由
」
が
白
話
小
説
由
来
の
唐
話
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

(

三
六)  

登
時
将
軍
は
、
み
づ
か
ら
縁
由
（
こ
と
の
よ
し
）
を
聞
食
て
、
義
興
等
を
労
ひ
給
ひ
、（『
近
世
説
美
少
年
録
』
第
一
輯 

弐
・
四
、
一
八
二
九
～
三

二
） 
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(

三
七)  

有
右
而
あ
る
じ
の
不
問
自
語
に
、
お
ん
身
の
噂
、
玉
の
事
、
そ
を
索
ね
わ
び
給
ふ
と
い
ふ
、
縁
由
（
こ
と
の
よ
し
）
さ
へ
定
か
に
聞
て
、
妾
が
拾
ひ

し
そ
の
玉
の
、
ぬ
し
な
る
べ
し
、
と
思
ひ
し
か
ど
も
、（『
近
世
説
美
少
年
録
』
第
一
輯 

五
・
十
、
一
八
二
九
～
三
二
） 

(
三
八)  

恁
而
そ
の
夜
大
夫
次
は
、
阿
鍵
に
舌
兪
が
縁
由
（
こ
と
の
よ
し
）
を
、
箇
様
々
々
と
聶
示
し
て
、「
那
人
は
清
浄
を
、
旨
と
し
給
ふ
験
者
に
を
は
せ

ば
、
婦
女
子
は
憚
り
あ
る
べ
き
事
歟
。
（
『
近
世
説
美
少
年
録
』
第
三
輯 

四
・
二
十
七
、
一
八
二
九
～
三
二
） 

(

三
九)  

「
思
量
一
個
縁
由 

一
ツ
ノ
イ
リ
ワ
ケ
ヲ
思
案
シ
出
シ
タ
コ
ト
」（
忠
義
水
滸
伝
解
・
第
二
回
、
一
七
五
七
） 

著
者
の
曲
亭
馬
琴
は
中
国
の
白
話
小
説
『
檮
杌
間
評
』
か
ら
構
想
を
借
り
て
著
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
亭
馬
琴
の
著
作
に
は
『
水
滸
伝
』
を
基
と
し

た
『
新
編
水
滸
画
伝
』
が
あ
り
、
ま
た
、
日
本
を
舞
台
と
す
る
物
語
で
あ
る
『
椿
説
弓
張
月
』『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
な
ど
も
あ
る
。『
水
滸
伝
』
お
よ
び
前
記
の
『
檮

杌
間
評
』
を
含
め
た
中
国
の
白
話
小
説
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
た
め
、
そ
こ
に
多
用
さ
れ
た
「
縁
由
」
を
自
身
の
作
品
に
取
り
入
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

た
だ
し
、
次
の
よ
う
に
、
江
戸
中
期
の
安
積
澹
泊
の
漢
文
に
お
い
て
「
由
来
。
い
わ
れ
」
の
意
を
表
す
「
縁
由
」
が
見
え
る
。
比
較
的
正
則
な
漢
文
体
で
書
か
れ
た

も
の
で
、
著
者
自
身
も
漢
学
知
識
の
優
れ
た
儒
学
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
当
時
唐
話
か
ら
の
影
響
が
一
般
的
に
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
の
「
縁
由
」
の
使

用
は
唐
話
と
は
直
接
的
な
影
響
関
係
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。 

(

四
〇)  

往
年
粛
公
命
覚
、
記
其
縁
由
、
考
之
日
本
書
紀
、
二
神
戮
力
、
経
営
天
下
、（〈
安
積
澹
泊
〉『
澹
泊
斎
文
集
』「
翠
嵐
石
記
」、
一
七
一
四
～
二
四
） 

(

四
一)  

今
其
朱
点
句
読
之
書
、
宛
然
具
在
、
其
余
先
生
自
書
縁
由
、
小
李
将
軍
画
軸
、
義
公
鐫
朱
舜
水
遺
物
也
六
字
押
印
鐫
刻
、
紫
檀
筆
筩
、（〈
安
積
澹

泊
〉
『
澹
泊
斎
文
集
』
「
書
逐
日
功
課
自
実
簿
後
」、
一
七
一
四
～
二
四
） 

ほ
か
に
、
前
掲
の
通
り
、
幕
末
時
期
に
あ
た
る
一
八
五
六
年
に
成
立
し
た
『
報
徳
記
』
に
も
「
縁
由
」
の
用
例
が
あ
る
が
、
内
容
に
よ
る
と
「
関
係
。
つ
な
が
り
」

の
意
を
表
す
も
の
で
、
主
に
「
由
来
。
い
わ
れ
」
の
意
を
表
す
唐
話
由
来
の
「
縁
由
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
関
係
。
つ
な
が
り
」
を
表
す
「
縁
由
」
が
中

国
の
古
典
に
は
あ
る
が
、
日
本
の
古
典
に
ほ
と
ん
ど
姿
が
見
え
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
古
典
語
の
借
用
、
ま
た
は
「
関
係
。
つ
な
が
り
」
を
表
す
「
縁
」
と
「
由

（
よ
し
）
」
か
ら
な
る
造
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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四 

訳
語
と
し
て 

前
掲
し
た
よ
う
に
、「
縁
由
」
は
明
治
初
期
に
成
立
し
た
津
田
真
道
の
訳
著
で
あ
る
『
泰
西
国
法
論
』
に
「
原
因
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
１
１

。『
泰
西
国
法
論
』

の
原
典
は
、
津
田
が
幕
府
留
学
生
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
に
渡
り
、
一
八
六
三
年
か
ら
六
五
年
ま
で
ラ
イ
デ
ン
大
学
教
授
フ
ィ
セ
リ
ン
グ
か
ら
受
け
た
国
法
学
の
（
オ
ラ
ン

ダ
語
）
講
義
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
縁
由
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
１
２

。 

ま
た
、
中
村
正
直
の
訳
著
で
あ
る
『
西
国
立
志
編
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
西
国
立
志
編
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
（Samuel 

Smile

s

）
の
著
で
あ
る
「
自
助
論
」
１
３

（
一
八
五
九
初
版
）
の
増
訂
版
１
４

（
一
八
六
七
）
の
中
村
正
直
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る
。
英
語
原
典
１
５

で
確
認
す
る
と
、「
縁
由
」
が

英
語
「h

i
s
to
r
y

」
の
和
訳
に
該
当
し
て
い
る
。 

(

四
二)  

然
ト
モ
、
ソ
ノ
梳
活
衣
料
機
器
ニ
至
テ
ハ
、
ソ
ノ
靈
巧
、
遥
カ
ニ
コ
レ
ニ
勝
リ
タ
リ
、
ソ
ノ
成
就
ニ
至
ル
マ
デ
ノ
縁
由
（〈
注
〉
イ
ワ
レ
）
ヲ
、
次
ニ

略
述
ス
ベ
シ
、
（
〈
中
村
正
直
訳
〉
『
西
国
立
志
編
』
二
・
一
五
、
一
八
七
〇
～
七
一
） 

B
u
t
 
b
y 
f
a
r 
t
h
e 
m
o
st
 
b
eau

t
i
f
u
l 
a
nd ingenious of his inventions was the combing-machine, the history of which we no

w
 
p
r
o
ce
e
d
 s
h
o
rt
l
y
 t
o
 
des

c
r
i
b
e. 

「h
i
s
to
r
y

」
の
和
訳
に
つ
い
て
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
と
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
は
い
ず
れ
も
「
歴
史
、
記
録
」
と
あ
る
。
著
者
の
中
村
が
前
記
の
訳
語

を
採
用
せ
ず
、
そ
の
意
味
に
よ
っ
て
自
分
の
こ
と
ば
で
訳
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
英
語
の
「history

」
お
よ
び
訓
注
の
「
イ
ワ
レ
」
か
ら
み
る
と
、
意
味
的
に
は
唐

話
の
「
由
来
。
い
わ
れ
」
を
表
す
「
縁
由
」
と
一
致
し
て
お
り
、
著
者
が
唐
話
か
ら
習
得
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
し
、
訓
注
が
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
、
ま

だ
一
般
に
は
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
。 

 

一
方
、
英
華
字
典
の
記
載
に
よ
る
と
、「
縁
由
」
が
主
に
「cause

」「reason
」「circumstance

」「origin

」
な
ど
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
や
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
お
い
て
は
「
縁
由
」
が
見
当
た
ら
な
い
。 
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(

四
三)  

C
A
U
S
E 

G
o
d 
i
s
 t
h
e
 g
r
e
at 

f
i
r
s
t 
c
ause of all things 

神
爲
天
地
萬
物
之
大
緣
由
者
也 

F
I
R
E 

F
i
r
e 
i
n
 t
h
e
 p
o
w
der

 
r
o
o
m,
 
the 

causes and circumstances of it's commencement 

藥
房
起
火
緣
由 

（
モ
リ
ソ
ン
英
華
辞

典
、
一
八
二
五
～
二
三
） 

(

四
四)  

T
O
 
A
C
CO
U
N
T 

t
o 
a
s
si
g
n
 ca

u
s
e
s 

 

說
其
緣
由 

C
A
U
S
E 

緣
由
、
緣
故
、
因
緣
、
原
由
、
所
以
然
、
因
、
故
、
以
、
儴
仍
、
先 

C
I
R
C
U
MS
T
A
NC
E
S 

c
i
rc
u
m
sta

n
c
e
s
 f
r
om which

 

緣
由
、
原
由
、
因
由
、
來
歴 

D
E
R
I
V
AT
I
O
N 

t
ha
t
 
fr
o
m
 wh

i
c
h
 
a 
t
hing proceeds 

所
由
來
者
、
來
由
、
緣
由
、
所
從
而
出 

F
O
R 

fo
r
 
wh
a
t
 r
e
a
so
n
 

因
何
緣
由
、
何
以
故 

O
C
C
A
S
IO
N 

c
a
u
se
 
o
r 
r
e
aso

n
 

緣
故
、
緣
由
、
引
由 

O
R
I
G
I
N 

原
本
、
始
原
、
原
由
、
來
由
、
緣
由 

（
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
英
華
辞
典
、
一
八
四
七
～
四
八
） 

(

四
五)  

A
c
c
o
u
nt 

to
 
a
cc
o
u
nt
 
f
or 

說
其
緣
由 

C
a
u
s
e 

t
h
at
 
f
ro
m
 
wh
i
c
h a

n
y
t
h
in
g
 proceeds 

原
由
、
緣
由
、
緣
來
、
緣
本
、
本
來 

D
e
r
i
v
at
i
o
n 

來
由
、
緣
由
、
從
來
、
所
出 

O
c
c
a
s
io
n 

a
c
c
id
e
n
ta
l
 
cau

s
e
 

故
、
緣
故
、
緣
由
、
因
由
、
因 

O
r
i
g
i
n 

c
au
s
e 

緣
由
、
因
由 

C
a
u
s
a
li
t
y 

t
h
e 
a
g
en
c
y
 of

 
a
 
c
au
s
e 

緣
由
、
原
由
、
原
故
、
所
以
然 

C
i
r
cu
ms
t
a
nc
e 

c
i
r
cu
m
s
tan

c
e
s
 
fr
o
m which

 

原
由
、
緣
由
、
來
歴
、
因
由
、
情
由 

（
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』、
一
八
六
六
～
六
九
） 

総
じ
て
、「
縁
由
」
は
、
近
代
に
入
っ
て
一
部
の
訳
書
で
使
わ
れ
た
が
、
日
本
語
と
し
て
成
立
し
た
の
は
訳
語
と
し
て
の
受
容
と
い
う
よ
り
、
近
世
以
来
の
「
唐
話
」

か
ら
の
影
響
と
見
ら
れ
る
。 
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五 

反
転
語
「
由
縁
」
に
つ
い
て 

現
代
語
に
お
い
て
は
、「
縁
由
」
よ
り
そ
の
反
転
語
で
あ
る
「
由
縁
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
語
と
し
て
近
代
に
成
立
し
た
「
縁
由
」
と
比
べ
る
と
、

「
由
縁
」
は
成
立
し
た
時
期
が
古
く
、
か
つ
仏
教
語
で
も
あ
り
、
日
本
語
に
浸
透
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
よ
う
に
、「
由
縁
」
は
鎌
倉
時
代
に
す
で
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
両
者
の
意
味
に
つ
い
て
は
、「
由
縁
」
も
「
縁
由
」
と
同
じ
よ
う
に
「
由
来
」
と
「
関
係
」
の
意
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
が
、「
縁
由
」
は
主
に
「
由
来
。
理

由
」
の
意
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
由
縁
」
は
主
に
「
関
係
。
ゆ
か
り
」
の
意
で
あ
る
。『
日
国
』
に
よ
る
と
、「
由
縁
」
の
「
由
来
。
わ
け
」
の
意
は
、「
ゆ
え
ん
（
所

以
）
」
と
同
音
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
転
じ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

早
期
の
漢
訳
仏
典
に
お
け
る
「
由
縁
」
を
見
る
と
、
一
語
と
し
て
成
立
す
る
前
に
は
、
動
詞
「
由
（
る
）」
と
名
詞
「
縁
」
の
共
起
で
あ
る
。「
因
由
縁
受
罪
」
に
お

け
る
「
因
由
」
は
、
類
義
的
動
詞
「
因
」
と
「
由
」
の
結
合
で
あ
り
、「
由
果
」
は
「
由
縁
」
と
同
様
に
動
詞
「
由
」
に
よ
る
述
語
構
造
で
あ
る
。
ほ
か
に
、「
所
縁
由
」

と
同
様
に
、「
所
」
と
共
起
す
る
表
現
が
あ
り
、
動
詞
「
由
（
る
）」
と
「
縁
（
る
）」
に
よ
る
造
語
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
唐
代
に
至
る
と
、
仏
典
に
お

い
て
名
詞
的
な
用
法
が
定
着
し
て
い
る
。
意
味
的
に
は
「
因
縁
」
に
近
い
。
そ
し
て
、
仏
書
と
と
も
に
日
本
に
移
入
さ
れ
た
。 

(

四
六)  

因
由
縁
受
罪 

斯
須
得
動
擾
（
〈
支
謙
訳
〉『
弊
魔
試
目
連
經
』、
三
国
呉
） 

(

四
七)  

苦
者
亦
由
縁
亦
由
果
盡
名
苦
迹
。
（
〈
竺
佛
念
訳
〉『
出
曜
經
』
卷
第
十
三
・
道
品
第
十
三
、
十
六
国
後
秦
） 

(

四
八)  

問
所
由
縁
。
慰
喩
其
意
。
（
〈
慧
覺
訳
〉
『
賢
愚
經
』
卷
第
二
、
北
朝
北
魏
） 

(

四
九)  

乃
以
由
縁
告
之
。（
〈
道
宣
〉『
續
高
僧
傳
』 

卷
五
・ 

義
解
篇
初
本
傳
十
二 

附
見
一
十
九
・
梁
鍾
山
開
善
寺
沙
門
釋
智
藏
傳
十
二
、
唐
） 

中
国
古
典
に
お
い
て
は
、
前
掲
、
な
ら
び
に
次
の
例
の
よ
う
に
一
部
の
唐
詩
に
使
わ
れ
た
以
外
に
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
現
代
中
国
語
に
お
い
て
「
縁
由
」

は
一
般
的
に
使
わ
れ
る
が
、「
由
縁
」
は
ま
っ
た
く
使
わ
れ
ず
、
日
本
語
に
お
け
る
「
縁
由
」「
由
縁
」
の
使
用
と
は
逆
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
な
歴
史
的
要

因
が
あ
る
ほ
か
に
も
、
中
国
語
に
お
い
て
は
動
詞
と
名
詞
に
よ
る
「V

＋N

」
造
語
が
む
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
い
よ
う
。 
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(

五
〇)  

出
門
多
岐
路
，
命
駕
無
由
縁
。（
〈
顧
況
〉「
寄
上
兵
部
韓
侍
郎
奉
呈
李
戶
部
、
盧
刑
部
、
杜
三
侍
郎
」、
唐
） 

(
五
一)  

茫
茫
八
紘
大
，
影
響
無
由
縁
。（
〈
韓
愈
〉「
謝
自
然
詩
」、
唐
） 

(

五
二)  

皆
雲
公
之
德
，
欲
報
無
由
縁
。（
〈
白
居
易
〉「
題
裴
晉
公
女
幾
山
刻
石
詩
後
」、
唐
） 

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
語
に
お
い
て
は
、「
由
」
は
「
縁
」
の
連
体
修
飾
語
と
見
ら
れ
て
、
合
わ
せ
て
「
よ
る
縁
。
た
よ
る
縁
」
す
な
わ
ち
「
な
ん
ら
か
の
関
係
」

と
い
う
意
味
が
形
成
さ
れ
う
る
。
そ
し
て
、
仏
教
語
と
し
て
も
成
立
し
普
及
し
た
た
め
に
、
現
代
に
至
る
ま
で
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。 

第
四
節 

「
原
由
」
の
成
立
に
つ
い
て 

一 

「
原
由
」
と
「
源
由
」 

前
掲
し
た
よ
う
に
、
漢
語
「
原
由
」
は
清
代
の
白
話
小
説
「
紅
楼
夢
」
に
出
典
が
あ
る
が
、『
漢
語
大
詞
典
』
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
隋
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

可
能
性
も
あ
る
。 

(

五
三)  

凡
有
一
二
百
件
、
傳
相
祖
述
、
尋
問
莫
知
原
由
（
一
本
は
「
源
由
」
と
）。（〈
顏
之
推
〉『
顏
氏
家
訓
』・
勉
學
、） 

『
漢
語
大
詞
典
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
『
顏
氏
家
訓
』
に
お
け
る
「
原
由
」
は
、
刊
本
に
よ
っ
て
「
原
由
」
と
「
源
由
」
と
い
う
、
異
な
っ
た
表
記
が
見
ら
れ
る
。

「
原
因
」
と
「
源
因
」
の
関
係
に
つ
い
て
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
原
」
が
「
源
」
の
古
い
字
形
で
、「
も
と
」
の
意
を
表
す
「
原
」
は
、「
源
」
と
同
字
で
あ
る
。
ゆ
え

に
、
中
国
古
典
に
お
け
る
「
源
由
」
を
「
原
由
」
と
見
な
し
て
も
問
題
な
か
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、「
原
由
」
は
中
国
古
典
語
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。 
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二 

中
国
古
典
や
仏
典
に
お
い
て 

「
源
由
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歴
史
は
さ
ら
に
『
搜
神
記
』
の
東
晋
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
の
南
北
朝
時
代
の
史
書
に
も
見
え
、
し
か
も
人

物
の
会
話
文
に
現
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
口
語
に
お
い
て
も
よ
く
使
わ
れ
た
語
と
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、「
原
因
」
も
し
く
は
「
起
源
」
の
意
を
表
し
て
い
る
。
そ

の
後
は
、
北
宋
時
代
の
小
説
類
書
『
太
平
広
記
』
に
次
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
。 

(

五
四)  

頃
所
見
、
小
鬼
耳
、
必
不
能
辨
此
源
由
。（〈
干
寶
〉『
搜
神
記
』
卷
二
、
東
晋
） 

(

五
五)  

濬
答
書
曰
、「
奉
令
、
伏
深
惶
怖
、
啟
此
事
多
日
、
今
始
來
問
、
當
是
有
感
發
之
者
、
未
測
源
由
耳
。
…
」（『
宋
書
』
卷
九
十
九
・
五
十
九
・
二
凶
、

南
朝
梁
） 

(

五
六)  

建
元
四
年
、
尚
書
令
王
儉
採
晉
中
朝
諒
闇
議
奏
曰
、「
權
典
既
行
、
喪
禮
斯
奪
、
事
興
漢
世
、
而
源
由
甚
遠
。
…
」（『
南
斉
書
』
卷
九
・
志
第
一
・
禮

上
、
南
朝
梁
） 

(

五
七)  

阿
那
瓌
再
拜
跽
曰
、
「
臣
先
世
源
由
、
出
於
大
魏
。」（『
魏
書
』
卷
一
百
三
・
九
十
一
・
蠕
蠕
、
北
朝
北
斉
） 

(

五
八)  

曰
。
頃
所
見
小
鬼
耳
、
必
不
能
辨
此
源
由
。（『
太
平
広
記
』・
鬼
七
・
謝
尚
、
北
宋
） 

「
源
因
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
「
辨
（
わ
き
ま
え
る
）」
や
「
測
（
は
か
る
）」
と
共
起
す
る
場
合
、「
原
因
」
の
意
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、「
源
由
甚
遠
（
源

由
甚
だ
遠
い
）
」
や
「
先
世
源
由
」
な
ど
の
表
現
に
よ
る
と
、「
起
源
。
由
来
」
の
意
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
語
素
の
「
源
」
が
も
と
も
と
名
詞
的
で
「
み

な
も
と
。
起
源
」
の
意
を
も
ち
、「
由
」
も
「
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
」
す
な
わ
ち
「
根
源
。
由
来
」
の
意
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
両
者
の
結
合
に
よ
る
「
源

因
」
は
、
そ
の
本
義
が
「
起
源
。
由
来
」
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。 

一
方
、
明
清
時
代
の
白
話
小
説
に
お
い
て
、「
原
由
」
は
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、「
源
因
」
の
例
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。
元
代
以
降
、「
源
因
」
と
「
原

因
」
が
「
原
因
」
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
お
そ
ら
く
「
源
由
」
と
「
原
由
」
も
同
様
に
、「
原
由
」
の
表
記
に
統
合
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。 
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(

五
九)  

那
人
即
同
三
個
人
攔
路
就
拜
、
太
祖
慌
忙
扶
起
、
問
他
們
來
見
的
原
由
。（『
英
烈
伝
』
第
七
回
、
明
） 

(
六
〇)  

衆
僧
們
燈
下
議
論
佛
門
定
旨
、
上
西
天
取
經
的
原
由
、
有
的
說
水
遠
山
高
、
有
的
說
路
多
虎
豹
；
有
的
說
峻
嶺
陡
崖
難
度
、
有
的
說
毒
魔
惡
怪
難

降
。
（
『
西
遊
記
』
第
十
三
回
「
陷
虎
穴
金
星
解
厄 

雙
叉
嶺
伯
欽
留
僧
」、
明
） 

(

六
一)  
問
及
妖
怪
原
由
、
行
者
把
先
請
祖
師
、
龜
、
蛇
、
後
請
大
聖
借
太
子
、
並
彌
勒
收
降
之
事
、
細
陳
了
一
遍
。（『
西
遊
記
』
第
六
十
六
回
「
諸
神
遭
毒

手 
彌
勒
縛
妖
魔
」
、
明
） 

(

六
二)  

楊
森
疑
惑
、「
怎
麼
不
見
回
來
？
」
忙
忙
袖
中
一
算
、
大
叫
一
聲
、「
罷
了
！
」
高
友
乾
、
李
興
霸
齊
問
原
由
。（『
封
神
演
義
』
第
三
十
九
回
「
姜
子

牙
冰
凍
岐
山
」
、
明
） 

(

六
三)  

陸
壓
曰
、
「
衆
位
道
兄
、
聞
仲
已
察
出
原
由
、
…
」（『
封
神
演
義
』
第
四
十
八
回
「
陸
壓
獻
計
射
公
明
」、
明
） 

(

六
四)  

賈
母
聞
知
寶
玉
被
嚇
，
細
問
原
由
，
衆
人
不
敢
再
隱
，
只
得
回
明
。（『
紅
楼
夢
』
第
七
十
三
回
「
癡
丫
頭
誤
拾
繡
春
囊 

懦
小
姐
不
問
纍
金
鳳
」、

清
） 

(

六
五)  

賈
政
在
外
、
未
知
內
裡
原
由
、
只
就
方
纔
眼
見
的
光
景
想
來
、
心
下
倒
放
寬
了
。（『
紅
楼
夢
』
第
九
十
七
回
「
林
黛
玉
焚
稿
斷
癡
情 

薛
寶
釵
出
閨

成
大
禮
」
、
清
） 

「
縁
由
」
は
、
白
話
小
説
に
お
い
て
「
由
来
。
い
わ
れ
」
の
意
で
用
い
ら
れ
た
場
合
が
多
く
、
意
味
的
に
は
前
記
の
「
縁
由
」
に
近
い
。
そ
れ
は
、
元
代
以
降
、
中

国
語
お
け
る
「
原
」
と
「
縁
」
が
同
一
の
音
韻
と
な
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
り
１
６

、
両
者
が
混
用
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
察
出
原
由
（
原

由
を
察
し
て
出
る
）
」
「
細
問
原
由
（
原
由
を
細
か
く
問
う
）」
の
よ
う
に
、
内
容
に
よ
っ
て
「
原
因
」
の
意
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

ま
た
、
仏
典
や
仏
書
に
お
い
て
は
「
源
由
」
も
「
原
由
」
も
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。『
佛
説
大
乘
菩
薩
藏
正
法
經
』
の
出
典
１
７

の
注
釈
に
よ
っ
て
、
両
者
が

同
じ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
意
味
的
に
も
、
古
典
に
お
け
る
「
源
由
・
原
由
」
と
同
様
に
、
「
原
因
。
由
来
」
を
表
す
も
の
の
、
特
定
の
仏
教
的
意
味
の
形

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 
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(

六
六)  

城
郭
村
落
人
民
見
者
怪
未
曾
有
。
四
面
雲
集
。
問
其
原
由
。（〈
竺
佛
念
訳
〉『
出
曜
經
』
巻
十
四
・
道
品
二
、
十
六
国
後
秦
） 

(
六
七)  

無
明
所
生
。
無
明
源
由
。
無
明
根
本
。
（
〈
曼
陀
羅
仙
・
僧
伽
婆
羅
訳
〉『
大
乘
寶
雲
經
』
卷
第
六
・
二
諦
品
六
、
南
朝
梁
） 

(

六
八)  

故
前
章
總
明
二
子
源
由
。
後
別
明
禀
教
難
易
。（〈
吉
藏
〉『
法
華
義
疏
』
壽
量
品
第
十
六
、
隋
唐
） 

(

六
九)  
欲
明
原
由
惡
心
不
關
惡
聲
。（〈
灌
頂
撰
、
湛
然
再
治
〉『
大
般
涅
槃
經
疏
』
卷
第
二
十
一
・
徳
王
品
四
上
、
隋
唐
） 

(

七
〇)  

一
切
煩
惱
諸
根
本 

源
（
注
「
源
＝
原
〈
明
〉
」）
由
不
如
理
作
意
（〈
法
護
訳
〉『
佛
説
大
乘
菩
薩
藏
正
法
經
』
卷
第
十
・
如
來
不
思
議
品
第
四
・

六
、
北
宋
） 

三 

日
本
古
典
に
お
い
て 

日
本
に
お
い
て
は
、
中
世
以
前
の
仏
教
関
係
の
漢
文
体
に
よ
る
文
書
や
伝
記
に
「
源
由
」
が
見
え
る
。
次
の
「
入
道
之
源
由
」
の
よ
う
に
、
前
の
文
「
出
家
之
本
意
」

と
は
意
味
上
の
対
応
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
源
由
」
は
「
本
意
」
に
近
い
「
原
因
。
理
由
」
の
意
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
尋
外
戚
之
源
由
（
外
戚
の
源
由

を
尋
ね
る
）」
の
よ
う
に
、「
由
緒
。
由
来
」
の
意
を
表
す
も
の
も
あ
る
。
意
味
的
に
は
中
国
語
に
お
け
る
「
源
由
」
と
合
致
し
、
中
国
古
典
や
仏
書
な
ど
か
ら
取
り
入

れ
た
と
見
ら
れ
る
。 

(

七
一)  

宜
汝
等
二
三
金
剛
子
等
※
（「
就
」
の
下
に
「
火
」）
顧
出
家
之
本
意
、
誰
尋
之
、
入
道
之
源
由
、（「
東
寺
長
者
補
任
」
承
和
元
年
（
八
三
四
）） 

(

七
二)  

熟
顧
出
家
之
本
意
。
惟
尋
入
道
之
源
由
。（〈
藤
原
敦
光
〉『
弘
法
大
師
行
化
記
』、
保
安
年
間
（
一
一
二
〇
～
一
一
二
四
）
頃
） 

(

七
三)  

今
尋
外
戚
之
源
由
。
已
為
中
宮
之
御
願
。（〈
寛
信
〉『
東
寺
要
集
』「
仁
和
寺
請
特
蒙
天
恩
准
東
寺
例
仁
和
寺
内
観
音
院
置
」、
永
久
元
年
（
一
一
一

三
）
） 

江
戸
時
代
に
成
立
し
た
漢
学
書
『
本
朝
学
原
浪
華
鈔
』
の
「
題
辞
」
に
は
「
原
由
」
が
見
え
る
。「
根
本
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
の
意
を
さ
す
「
本
拠
」
と
と
も
に
「
本

拠
原
由
」
と
い
う
四
字
語
を
構
成
し
て
お
り
、「
本
拠
」
の
意
に
近
い
「
根
本
。
根
源
」
の
意
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。 
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(

七
四)  

反
覆
熟
読
略
獲
窺
国
学
之
梗
概
、
而
猶
未
達
其
本
拠
原
由
之
所
在
、（〈
松
下
見
林
〉『
本
朝
学
原
浪
華
鈔
』「
題
辞
」、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）） 

 
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
和
文
の
世
界
で
は
「
原
由
」「
源
由
」
は
見
あ
た
ら
な
い
。
日
本
語
と
し
て
は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た

と
見
ら
れ
る 四 

近
代
語
と
し
て 

以
前
の
研
究
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
原
由
」
は
蘭
医
書
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』（
一
八
五
七
）
に
お
い
て
「
病
原
（
論
）」
を
意
味
す
る
医
学
用
語
「pathogenie

」（
英

語
「p

a
t
ho
g
e
ny

」）
の
対
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
古
典
漢
語
を
借
用
し
て
新
概
念
に
当
て
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
唐
話
小
説
（
白
話
小
説
）
で
一
般
的
に
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
唐
話
と
し
て
当
時
の
知
識
人
に
知
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
治
初
期
に
成
立
し
た
『
新
令
字
解
』
や
『
改

正
増
補
和
訳
英
辞
書
』
に
「
原
由
」「
源
由
」
が
収
録
さ
れ
、
そ
の
使
用
も
急
増
し
て
い
く
。 

(

七
五)  

東
西
学
術
の
開
闡
と
、
理
化
二
学
の
原
由
と
を
泛
論
し
（〈
三
崎
嘯
輔
訳
〉『
舎
密
局
開
講
之
説
』
凡
例
、
一
八
六
九
） 

(

七
六)  

国
の
由
て
以
て
富
強
を
致
す
原
由
は
（
〈
津
田
真
道
訳
〉『
泰
西
国
法
論
』
三
・
八
、
一
八
六
八
） 

(

七
七)  

こ
れ
亦
権
勢
布
散
の
原
由
な
り
（
〈
小
幡
篤
次
郎
訳
〉『
上
木
自
由
之
論
』、
一
八
七
三
） 

(

七
八)  

毎
年
二
百
十
日
の
暴
風
と
云
ふ
は
〈
略
〉
其
早
晩
な
ど
は
年
に
寄
っ
て
異
な
る
と
も
、
其
源
由
は
推
し
て
知
れ
る
事
で
ご
ざ
る
が
（〈
西
周
〉『
百
一

新
論
』
下
、
一
八
七
四
） 

(

七
九)  

供
給
（
し
だ
し
）
需
用
（
も
と
め
）
を
見
積
り
て
、
相
場
の
低
昂
（
サ
ガ
リ
ア
ガ
リ
）
の
原
由
（
も
と
）
を
知
り
、
貿
易
の
利
三
倍
す
る
も
、
商
法

学
が
土
台
な
り
（〈
辻
弘
想
〉『
開
化
の
は
な
し
』
二
、
一
八
七
九
） 

幕
末
・
明
治
初
期
に
現
れ
た
「
原
因
」
の
表
記
に
は
「
源
因
」
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
に
述
べ
た
が
、「
原
由
」
も
同
様
に
「
源
由
」
の
表
記
が
混
在
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
久
米
邦
武
に
よ
る
『
米
欧
回
覧
実
記
』
に
は
「
原
由
」
と
「
源
由
」
が
同
時
に
使
わ
れ
て
い
る
。「
原
由
」
は
、
日
本
語
と
し
て
は
比
較
的
新
し
い
こ
と
ば
、
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い
わ
ゆ
る
「
新
漢
語
」
で
あ
っ
た
。 

(
八
〇)  

「
従
来
の
国
産
、
米
欧
人
に
珍
異
せ
ら
る
る
も
の
は
、
指
を
屈
す
る
に
勝
へ
ざ
る
ほ
ど
な
れ
ど
も
、
輸
出
の
利
未
だ
生
ぜ
ざ
る
は
、
三
の
原
由
に
よ

る
（
〈
久
米
邦
武
〉『
米
欧
回
覧
実
記
』
一
・
四
、
一
八
七
七
） 

(

八
一)  
知
の
開
明
に
、
自
ら
源
由
あ
り
（
〈
久
米
邦
武
〉『
米
欧
回
覧
実
記
』
二
・
二
五
、
一
八
七
七
） 

近
代
語
「
原
由
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、『
新
令
字
解
』
に
「
ハ
ジ
マ
ル
ワ
ケ
」
の
訓
と
あ
り
、『
開
化
の
は
な
し
』
に
は
「
も
と
」
の
訓
が
見
え
る
。
ま
た
、『
改

正
増
補
和
訳
英
辞
書
』
に
は
「
根
元
」
と
と
も
に
「o

r
i
gin

」
の
訳
語
と
さ
れ
て
い
る
。「
原
因
。
根
源
」
の
意
と
し
て
中
国
古
典
語
の
「
原
由
・
源
由
」
と
合
致
し

て
お
り
、
中
国
語
由
来
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
前
記
の
出
典
が
洋
学
書
、
ま
た
は
和
訳
洋
書
に
あ
た
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
当
時
、「
原
由
」

は
主
に
洋
学
関
係
で
使
わ
れ
て
い
る
。 

五 

訳
語
と
し
て 

明
治
以
前
に
お
い
て
、
英
華
字
典
で
す
で
に
「
原
由
」
が
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
前
記
の
通
り
、
「
原
由
・
源
由
」
は
、
晋
代
か
ら
明
清
に
か
け
て
口
語
・

文
語
に
関
係
な
く
一
般
的
に
広
く
使
わ
れ
、
中
国
語
と
し
て
は
熟
語
的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
英
華
字
典
に
お
い
て
「
起
源
」「
由
来
」「
原
因
」
な
ど
の
意
と

関
わ
る
ほ
と
ん
ど
の
英
語
の
訳
語
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
「
原
由
」
の
表
記
に
「
源
由
」
は
な
く
、
当
時
完
全
に
「
原
由
」
に
統
合
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

(

八
二)  

C
I
R
C
U
MS
T
A
NC
E
S 

T
h
en
 
t
ook

 
a
n
d
 t
o
ld him 

the circumstances
 from first 

to last 

就
把
始
末
原
由
告
訴
他 

F
I
R
S
T 

T
o
ok
 
a
nd
 
t
ol
d
 
him

 
t
h
e
 s
t
ory from first to last 

就
把
始
末
原
由
告
訴
他 

G
R
O
U
N
D 

G
ro
u
n
d 
o
r
 f
u
n
dam

e
n
t
a
l 
c
ause

 

原
由 

O
R
I
G
I
N 

b
eg
i
n
ni
n
g 

原
由 

R
E
A
S
O
N 

C
au
s
e
, 
g
r
ou
n
d
 pr

i
n
c
i
pl
e
 

原
由 

S
O
U
R
C
E 

S
ou
r
c
e 
o
f
 a
n
y
 af

f
a
i
r 

原
由 

（
モ
リ
ソ
ン
英
華
字
典
、
一
八
二
五
～
二
三
） 
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(

八
三)  

B
E
G
I
N
NI
N
G
th
e 

 f
i
rs
t
 
cau

s
e
 

原
由 

C
A
U
S
E 

緣
由
、
緣
故
、
因
緣
、
原
由
、
所
以
然
、
因
、
故
、
以
、
儴
仍
、
先 

C
IR
C
U
MS
T
A
NC
E
S 

t
h
e 
c
i
rcu

m
s
t
a
nc
e
s from beginning to end

始
末
原
由 

circumstances from which
 

緣
由
、
原
由
、
因
由
、
來
歴 

G
R
O
U
N
D 

t
he
 
g
ro
u
n
d 
o
r
 ca

u
s
e
 
of
 
a thing 

原
由 

O
R
I
G
I
N 

原
本
、
始
原
、
原
由
、
來
由
、
緣
由 

R
E
A
S
O
N 

c
au
s
e 

緣
故
、
爲
、
原
由
、
原
因
、
因
緣 

S
O
U
R
C
E 

來
頭
、
本
、
原
本
、
根
原
、
原
由
、
原
、
源 

T
O
 
D
E
RI
V
E 

t
o
 d
e
d
uc
e
 
fro

m
 
i
t
s 
o
riginal

 

推
其
原
由 

（
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』、
一
八
四
七
～
一
八
四
八
） 

(

八
四)  

A
c
c
o
u
nt 

a 
n
a
rr
a
t
iv
e
 
(jo

u
r
n
a
l)
 

日
記
、
日
錄
、
說
、
原
由 

B
e
g
i
n
ni
n
g 

t
h
e 
f
i
rs
t
 
cau

s
e
 

原
由
、
太
極 

C
a
u
s
e 

t
h
at
 
f
ro
m
 
wh
i
c
h a

n
y
t
h
in
g
 proceeds 

原
由
、
緣
由
、
緣
來
、
緣
本
、
本
來 

an orginal cause
 

原
由
、
元
由
、
根
源
、
根

由
、
根
本
、
本
源 

C
h
a
r
a
ct
e
r 

a
n
 a
c
c
ou
n
t
 or

 
r
e
p
re
s
entation of any thing, exhibiting the qualities and circumstances attending it 

原

由 

G
r
o
u
n
d 

f
un
d
a
me
n
t
al
 
c
aus

e
 

原
由
、
原
本
、
緣
故
、
因
由 

O
r
i
g
i
n 

原
由
、
原
本
、
來
由
、
本
原 

the origin of heaven and earth 

天
地
之
原
由 

P
r
i
n
c
ip
l
e 

c
a
us
e
 
or
 
s
our

c
e
 

原
、
本
、
本
原
、
原
由 

R
e
a
s
o
n 

g
ro
u
n
d 
or
 c
a
u
se 

o
f
 
o
pi
n
ion

 

緣
故
、
故
、
因
、
以
、
因
由
、
原
由
、
來
由 

R
i
s
e 

t
h
e
 r
i
s
e 
o
f
 a
n
 
aff

a
i
r
 

事
之
根
由
、
事
之
原
由 

origin 

原
由
、
本
、
來
歴
、
來
由
、
自
來
、
起
頭
、
出
頭
、
起
端 

S
i
n 

th
e
 
or
i
g
in
 
o
f 
s
i
n 

罪
之
原
由
、
罪
之
來
由 

S
o
u
r
c
e 

t
he
 
f
ir
s
t
 c
a
u
se 

原
、
原
由
、
原
本
、
根
原
、
來
由
、
原
頭
、
來
歴
、
根
由 

C
a
u
s
a
li
t
y 

t
h
e 
a
g
en
c
y
 of

 
a
 
c
au
s
e 

緣
由
、
原
由
、
原
故
、
所
以
然 
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C
i
r
c
u
ms
t
a
nc
e 

c
i
r
cu
m
s
tan

c
e
s
 
fr
o
m which 

原
由
、
緣
由
、
來
歴
、
因
由
、
情
由 

G
e
n
e
s
is 

原
由 

（
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
英
華
辞
典
、
一
八
六
六
～
一
八
六
九
） 

一
方
、
日
本
に
お
い
て
は
、
堀
達
之
助
編
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
版
に
「Ground 

原
由
」「Origin

 

源
由
」
と
あ
り
、『
改
正
増
補

和
訳
英
辞
書
』
よ
り
も
古
い
時
期
に
す
で
に
「
原
由
・
源
由
」
が
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
近
代
以
前
に
一
般
語
と
し
て
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
「
原
因
」
が
、

し
か
も
古
典
語
の
「
源
因
」
を
含
め
て
和
訳
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
見
て
、
先
行
の
英
華
字
典
お
よ
び
中
国
古
典
語
（
も
し
く
は
仏
典
語
）
を
参
考
と
し
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。 

(

八
五)  

G
r
o
u
n
d,
 
s
. 

地
畑
、
原
由
、
道
理
、
基
礎
、
間
隙
、
距
離
、
章
低
調
、
画
ノ
素 

O
r
i
g
i
n,
 
s
. 

根
元
、
源
由
（
〈
堀
達
之
助
〉『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』、
一
八
六
二
） 

『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
も
引
き
続
き
、「or

i
g
in

」「ground

」
の
訳
語
に
「
原
由
」
が
あ
り
、
そ
の
表
記
も
「
原
由
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
音
読

で
附
音
さ
れ
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
そ
の
意
味
が
当
時
で
は
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

(

八
六)  

G
r
o
u
n
d,
 
n
. 

地
（
チ
）、
地
靣
（
ヂ
メ
ン
）、
地
方
（
チ
ハ
ウ
）、
領
地
（
レ
ウ
チ
）、
田
地
（
テ
ン
チ
）、
基
礎
（
ド
ダ
イ
）、
主
意
（
シ
ユ
イ
）、
原

由
（
ゲ
ン
ユ
）
、
縁
故
（
イ
ワ
レ
）
、
畫
稿
（
エ
シ
タ
） 

(

八
七)  

O
r
i
g
i
n,
 
n
. 

根
原
（
コ
ン
ゲ
ン
）
、
原
由
（
ゲ
ン
ユ
）、
起
端
（
オ
コ
リ
）、
来
由
（
ラ
イ
ユ
）、
出
處
（
デ
ド
コ
ロ
） 

（〈
子
安
峻
・
柴
田
昌
吉
〉

『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
、
一
八
七
三
） 

以
後
、
『
哲
学
字
彙
』
に
お
い
て
も
同
様
に
「o

r
i
g
i
n

」「ground

」
の
訳
語
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
和
英
語
林
集
成
』
の
初
版
、
再
版
に
記
載
は
な
か
っ
た

が
、
第
三
版
の
和
英
の
部
に
導
入
さ
れ
る
。 

(

八
八)  

G
r
o
u
n
d 

基
址
、
憑
拠
、
原
由
、
縁
故 

O
r
i
g
i
n 

根
源
、
原
由
、
起
首
、
本
原
、
濫
觴 

（〈
井
上
哲
次
郎
〉『
哲
学
字
彙
』、
一
八
八
一
） 
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(

八
九)  

G
E
N-
Y
U 

ゲ
ン
ユ 

原
由 

n. 
T
h
e
 
ca
u
se, origin: 

― 
wo tazuneru.

（『
和
英
語
林
集
成
』
第
三
版
、
一
八
八
六
） 

し
か
し
、
「
原
由
」
は
、
大
槻
文
彦
の
『
言
海
』
や
山
田
美
妙
の
『
日
本
大
辞
書
』
を
代
表
と
す
る
明
治
期
の
国
語
辞
書
に
お
い
て
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
二
十

世
紀
以
降
に
成
立
し
た
『
辞
林
』
に
収
録
さ
れ
る
前
に
は
、
使
用
漢
語
と
し
て
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「cause

」「reason

」
の
対
訳
語

と
し
て
「
原
因
」「
理
由
」
が
定
着
し
、「o

ri
g
i
n

」
や
「ground

」
の
訳
語
と
し
て
「
根
源
」
や
「
根
拠
」
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
後
訳
語
と
し
て
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
で
が
辞
書
に
は
見
ら
れ
る
が
、
実
際
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
ま
れ
な
の
で
あ
ろ
う
。 

(

九
〇)  

げ
ん
‐
ゆ
［
原
由
］
（
名
）
も
と
づ
く
所
。
も
と
。 

（
金
沢
庄
三
郎
『
辞
林
』、
一
九
〇
七
） 

第
五
節 

「
因
由
」
に
つ
い
て 

一 

日
中
の
古
典
に
お
い
て 

前
掲
の
通
り
、「
因
由
」
は
、『
日
葡
辞
書
』
に
「I

ny
u
 

（
イ
ン
ユ
）。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
ネ
ン
〈
訳
〉
本
源
、
ま
た
は
、
原
因
」
と
あ
り
、
近
世
以
前
に
す
で
に
日

本
語
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
「
群
書
類
従
」
１
８

に
お
け
る
「
因
由
」
の
用
例
を
調
査
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

(

九
一)  

式
訪
伝
来
鎮
座
之
因
由
。
（
『
観
心
寺
縁
起
実
録
帳
』
承
和
三
（
八
三
六
）
年
閏
三
月
十
三
日
） 

(

九
二)  

東
陵
欲
以
専
使
奏
寺
之
因
由
矣
。
（
『
仏
観
禅
師
行
状
』、
南
北
朝
時
代
） 

(

九
三)  

縦
有
小
利
。
却
為
失
大
利
之
因
由
。（
〈
夢
窓
疎
石
〉『
臨
川
家
訓
』
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
三
月
） 

(

九
四)  

業
債
因
由
亦
非
他
作
。
只
是
一
念
無
明
之
所
感
也
。（〈
春
屋
妙
葩
〉『
天
龍
開
山
夢
牕
窓
正
覚
心
宗
普
済
国
師
年
譜
』
康
永
四
（
一
三
四
五
）
年
） 

(

九
五)  

略
叙
国
王
皆
稟
仏
遺
嘱
之
因
由
云
々
。
（
〈
夢
窓
疎
石
〉『
臨
幸
私
記
』
貞
和
二
（
一
三
四
六
）
年
二
月
十
七
日
） 
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(

九
六)  

自
在
王
菩
薩
、
為
王
城
鎮
守
遷
座
当
寺
、
彼
此
相
応
因
由
以
可
知
而
已
、（〈
杲
宝
〉『
東
宝
記
』
第
三
仏
宝
下 

鎮
守
八
幡
宮
、
観
応
三
（
一
三
五

二
）
年
） 

(
九
七)  

与
此
盆
松
有
因
由
者
。
粗
挙
一
二
也
。
（
〈
月
溪
聖
澄
〉『
盆
松
詩
并
引
』、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
五
月 

(

九
八)  
祖
師
搆
殿
建
堂
必
安
仏
菩
薩
像
故
年
々
普
施
霊
応
尤
可
知
其
霊
像
之
因
由
也
（〈
能
満
院
義
澄
〉 

『
招
提
千
歳
伝
記
』
巻
下
之
二
、
元
禄
十
四
（
一

七
〇
一
）
年
） 

(

九
九)  

此
義
依
無
元
開
撰
伝
疑
為
虚
事
者
竜
宮
勧
請
之
因
由
以
納
金
骨
之
塔
（〈
能
満
院
義
澄
〉『
招
提
千
歳
伝
記
』
巻
下
之
三 

異
説
篇
、
元
禄
十
四
（
一

七
〇
一
）
年
） 

(

一
〇
〇)  

同
十
五
戊
寅
正
月
増
院
慈
竜
法
縁
之
因
由
而
世
話
被
致
入
院
称
号
ス
。（『
鶴
岡
八
幡
宮
寺
供
僧
次
第
』
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
） 

平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
「
因
由
」
が
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
出
典
は
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
主
に
「
～
之
因
由
」

な
ど
の
形
で
名
詞
的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、「
相
応
因
由
」
の
よ
う
な
動
詞
的
な
用
法
も
見
ら
れ
る
。
名
詞
の
場
合
は
、『
日
葡
辞
書
』
に
よ
る
と
「
因
縁
」
と
同
じ
て
、

内
容
に
よ
っ
て
「
原
因
」「
本
源
」
ま
た
は
「
関
係
」
の
意
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
動
詞
の
場
合
は
、「
相
応
」
と
共
起
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、

「
釣
り
合
う
こ
と
」
を
表
す
「
相
応
」
と
類
義
的
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
非
漢
文
の
文
献
に
お
い
て
は
、
ま
っ
た
く
見
あ
た
ら
な
い
。
漢
文
体
に
限
っ
て
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
語
の
性
格
が
強
く
、
中
国

古
典
も
し
く
は
仏
書
に
由
来
す
る
可
能
性
が
大
き
い
。『
漢
語
大
詞
典
』
を
調
べ
る
と
、「
因
由
」
は
「
理
由
」「
因
縁
。
因
果
」「
原
因
」、
ま
た
「
方
法
」
の
意
と
し
、

唐
代
か
ら
近
代
ま
で
用
例
が
見
え
る
。
中
国
語
と
し
て
は
唐
の
時
代
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
動
詞
的
用
法
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。 (

一
〇
一)  

漢
成
眼
瞥
飛
燕
時
、
可
憐
班
女
恩
已
衰
。
未
有
因
由
相
決
絕
、
猶
得
半
年
佯
暖
熱
。
（〈
元
稹
〉『
苦
樂
相
倚
曲
』、
唐
） 

(

一
〇
二)  

回
看
佛
閣
青
山
半
、
三
四
年
前
到
上
頭
。
省
得
老
僧
留
不
住
、
重
尋
可
更
有
因
由
？
（
王
建
「
望
定
州
寺
」、
唐
） 
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(

一
〇
三)  

宰
臣
問
沆
、「
與
主
上
有
何
階
緣
？
」
沆
乃
具
陳
因
由
。（〈
孫
光
憲
〉『
北
夢
瑣
言
』
卷
八
、
宋
） 

(
一
〇
四)  

春
愁
幾
許
？
似
春
雲
藹
藹
、
連
空
無
數
。
隱
約
眉
尖
偏
易
得
、
沒
箇
因
由
分
付
。（
黄
機
「
酹
江
月
」、
宋
） 

さ
ら
に
、
仏
書
に
お
い
て
調
査
す
る
と
、
西
晋
の
時
代
に
成
立
し
た
漢
訳
仏
典
に
「
所
因
由
（
因
由
す
る
と
こ
ろ
）」
の
よ
う
な
「
所
」
に
よ
っ
て
動
詞
を
体
言
化

す
る
表
現
が
あ
り
、「
因
由
」
の
動
詞
的
用
法
が
見
え
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
「
因
（
る
）」
と
「
縁
（
る
）」
か
ら
な
る
「
因
縁
（
す
る
）」

や
、
「
縁
（
る
）
」
と
「
由
（
る
）
」
か
ら
な
る
「
縁
由
（
す
る
）」
の
よ
う
に
、
類
義
語
で
あ
る
動
詞
を
重
ね
て
用
い
た
表
現
が
あ
る
。「
因
由
」
も
当
初
は
こ
の
よ
う

な
、
動
詞
「
因
（
る
）
」
も
し
く
は
「
由
（
る
）
」
の
強
調
表
現
と
し
て
造
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、「
因
由
」
は
、
類
義
語
の
並
列
と
い
う

語
構
成
で
あ
ろ
う
。 

(

一
〇
五)  

何
所
因
由 

奮
大
光
明 

而
從
口
出
（
〈
竺
法
護
訳
〉『
正
法
華
經
』
卷
第
一
・
光
瑞
品
第
一
、
西
晋
） 

(

一
〇
六)  

衆
生
報
言
。
無
所
因
由
。
（
〈
無
羅
叉
訳
〉『
放
光
般
若
經
』
巻
第
十
九
、
西
晋
） 

(

一
〇
七)  

罪
適
歸
此
其
所
因
由
。（
〈
竺
法
護
訳
〉
『
大
哀
經
』
卷
第
六
・
十
八
不
共
法
品
第
二
十
一
、
西
晋
） 

そ
の
後
、
次
の
よ
う
に
、
南
北
朝
時
代
か
ら
唐
に
か
け
て
、「
因
由
」
は
「
因
由
す
る
と
こ
ろ
」、
す
な
わ
ち
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
の
意
と
し
て
名
詞
化
し
、「
原
因
」

や
「
因
縁
」
な
ど
の
意
に
発
展
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
前
記
の
中
国
古
典
に
お
け
る
「
因
由
」
も
、
お
そ
ら
く
仏
典
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
後
に
日
本
に
も
移
入
さ
れ
、
一
部
の
漢
文
に
用
い
ら
れ
て
『
日
葡
辞
書
』
に
収
録
さ
れ
る
に
至
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

一
〇
八)  

上
長
行
本
有
二
。
一
者
結
縁
之
因
由
。
二
者
正
結
縁
也
。
但
…
上
結
縁
之
因
由
中
本
有
近
遠
兩
由
。（〈
法
雲
〉『
法
華
義
疏
』
卷
第
七
・
授
記
品
第

六
、
梁
） 

(

一
〇
九)  

從
過
去
藥
王
佛
去
文
爲
四
。
一
明
過
去
法
供
養
之
因
由
。（〈
智
顗
説 
湛
然
略
〉『
維
摩
經
略
疏
』
卷
第
十
・
釋
法
供
養
品
、
唐
） 

(

一
一
〇)  

上
古
有
仙
。
常
食
縁
豆
。
是
彼
苗
裔
。
故
名
大
採
菽
氏
。
此
及
舍
利
子
摩
訶
迦
葉
等
。
所
有
因
由
。（〈
窺
基
〉『
説
無
垢
稱
經
疏
』
卷
第
三
・
顯
不
思

議
方
便
善
巧
品
第
二
、
唐
） 
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二 

近
代
以
降 

こ
の
よ
う
に
、「
因
由
」
は
漢
文
に
お
い
て
使
わ
れ
て
き
た
が
、『
日
国
』
の
用
例
に
よ
る
と
、
明
治
以
後
に
は
普
通
文
１
９

に
お
い
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
漢
文
か
ら
普
通
文
へ
の
過
渡
的
な
も
の
と
し
て
、
漢
文
訓
読
文
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

(

一
一
一)  
一
々
其
因
由
（
イ
ン
ユ
）
を
探
り
て
曰
く
」（〈
坪
内
逍
遥
〉『
内
地
雑
居
未
来
之
夢
』
一
〇
、
一
八
八
六
） 

(

一
一
二)  

一
は
流
行
の
変
遷
に
原
因
す
と
雖
も
、
同
じ
く
粗
製
濫
造
に
因
由
す
る
も
の
争
ふ
可
ら
ざ
る
事
実
な
る
こ
と
を
思
へ
ば
（〈
横
山
源
之
助
〉『
日
本
の

下
層
社
会
』
三
・
一
・
五
、
一
八
九
九
） 

し
た
が
っ
て
、
漢
文
訓
読
体
で
書
か
れ
た
明
治
初
期
の
法
令
文
を
調
査
す
る
と
、
明
治
六
年
に
公
表
さ
れ
た
「
七
年
郵
便
規
則
及
罰
則
」（
大
政
官
布
告
第
四
七
一

号
）
に
は
「
配
達
返
戻
ノ
因
由
ヲ
捜
ル
ヘ
シ
」
と
あ
り
、「
因
由
」
の
使
用
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ま
で
と
同
様
の
「
原
因
。
理
由
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
一
八
七
九
年
に
成
立
し
た
『
新
撰
伊
呂
波
字
引
』
に
は
「
因
由 

イ
ン
ユ 

ソ
ノ
ワ
ケ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
日
本
語
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。 (

一
一
三)  

第
九
十
八 

…
其
書
中
ニ
就
テ
差
出
人
及
ヒ
受
取
人
ノ
姓
名
地
名
ヲ
索
メ
或
ハ
文
中
ニ
據
テ
配
達
返
戻
ノ
因
由
ヲ
捜
ル
ヘ
シ
…
（「
七
年
郵
便
規
則
及

罰
則
」
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
大
政
官
布
告
第
四
七
一
号
） 

他
方
、「
因
由
」
は
、
次
の
よ
う
に
、『
万
法
精
理
』
や
『
刑
法
論
綱
』
を
代
表
と
す
る
法
律
関
係
の
和
訳
洋
書
に
お
い
て
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
英
語
原
典
２
０

に
よ
る
と
、「d

e
p
e
n
d
 
o
n

」「p
r
oc
e
e
d 

from

」
の
訳
語
に
該
当
し
、『
刑
法
論
綱
』
に
お
け
る
名
詞
の
用
法
と
と
も
に
、
動
詞
に
も
訳
さ
れ
て
い

る
。 (

一
一
四)  

第
十
囬 

税
歛
ノ
輕
重
ハ
政
府
ノ
性
質
ニ
因
由
ス
ル
ノ
論
（〈
何
礼
之
訳
〉『
萬
法
精
理
』
十
三
・
十
、
一
九
七
六
） 

C
h
a
p
.
 X
.
 
Th
a
t
 t
h
e
 g
r
e
atn

e
s
s
 
of
 
taxes depends on the n

ature of the government, 



 

168 

 

(

一
一
五)  

罪
ヲ
犯
ス
因
由
其
種
類
少
ナ
ク
且
ツ
其
因
由
ノ
事
ヲ
發
生
ス
ル
機
モ
亦
稀
ナ
ル
者
ハ
人
ノ
危
懼
心
ヲ
生
ス
ル
ヿ
亦
少
ナ
シ
（〈
林
董
訳
〉『
刑
法
論

綱
』
一
・
八
、
一
八
七
九
） 

I
f
 
t
h
e 
o
f
fe
n
c
e 
i
n
 q
u
e
sti

o
n
 
p
ro
c
eeds from a particular motive, rare,

 and belonging to a class of motives small in 

n
u
m
b
e
r,
 
t
he
 
a
la
r
m
 w
i
l
l h

a
v
e
 
li
t
tle extent. 

「d
e
p
en
d on

」
と
「pr

o
c
ee
d 
f
r
o
m

」
の
訳
語
に
つ
い
て
同
時
代
の
英
和
辞
典
や
英
華
字
典
を
調
査
す
る
と
、「
因
由
」
は
訳
語
と
し
て
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「f
r
o
m

」
の
訳
語
に
「
ヨ
リ
」
と
あ
り
、
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』
に
「On 

因
由
」
と
あ
り
、
語
素
の
「
因
」
と
「
由
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
動
詞
の
部
分
（「depe

n
d

」
「p

r
o
c
e
e
d

」）
と
前
置
詞
の
部
分
（
「o

n

」
「f

r
o
m

」）
に
対
応
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。「
因
」
は
、
動
詞
的
語
素
（「
よ
る
」）
と
し
て
「
依
頼
す
る
」
の
意

と
す
る
と
「d

ep
e
n
d

」
に
、「
由
来
す
る
」
の
意
と
す
る
と
「proceed

」
に
な
り
、「
由
」
は
、
前
置
詞
的
語
素
と
し
て
「
～
に
。
～
に
お
い
て
」
の
意
と
す
る
と
「o

n

」
に
、「
よ
り
。
か
ら
」
の
意
と
す
る
と
「f

ro
m

」
に
な
る
。
日
本
語
で
は
前
置
詞
が
動
詞
に
統
括
さ
れ
る
た
め
、「depend on

」
と
「proceed from

」
の
和
訳
と

な
る
「
因
由
」
は
一
語
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
意
味
的
に
も
、
古
典
に
お
け
る
「
因
由
」
の
動
詞
的
用
法
と
共
通
し
て
い
る
。 

(

一
一
六)  D

e
p
e
n
d-e

d-i
n
g
, 
v
.
 n
.
 

属
シ
テ
居
ル
、
寄
リ
ス
ガ
ル
、
信
用
ス
ル 

O
n
,
 
p
re
p
.
 

就
テ
、
於
テ
、
上
ニ
、
ニ
テ 

P
r
o
c
e
ed-

e
d-i

n
g,
 
v
. 
n
.
 

進
ム
、
生
ズ
ル
、
扱
フ
、
行
ク
、
公
事
ヲ
仕
掛
ル 

F
ro
m
,
 p
r
e
p.
 

自
リ
、
外
ニ
、
彼
所
ヨ
リ
、
前
ニ 

（『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』、
一
八
六
二
） 

(

一
一
七)  D

e
p
e
n
d,
 
v
i.
;
 

掛
（
カ
ヽ
）
ル
、
依
頼
（
イ
ラ
イ
）
ス
ル
、
信
任
（
シ
ン
ニ
ン
）
ス
ル
、
関
係
（
ク
ハ
ン
ケ
イ
）
ス
ル
、
依
従
（
ヨ
リ
シ
タ
カ
）
フ 

O
n
 
p
r
ep
.
 

上
ニ
、
於
テ
、
傍
ニ 

P
r
o
c
e
ed
,
 
vi
.
 

前
（
ス
ヽ
）
ム
、
生
（
シ
ャ
ウ
）
ズ
ル
、
行
（
ユ
）
ク
、
發
（
オ
コ
）
ル
、
出
（
イ
ヅ
）
ル
、
進
歩
（
シ
ン
ポ
）
ス
ル
、
辨
理
ス

ル
、
舉
動
（
フ
ル
マ
ヒ
）
ス
ル
、
處
置
ス
ル
、
流
出
（
ナ
ガ
レ
デ
）
ル 

F
r
o
m
,
 p
r
e
p.
 

自
（
カ
ラ
）、
従
（
ヨ
リ
） 

（『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』、
一
八
七
三
） 

(

一
一
八)  D

E
P
E
N
D 

t
o 
d
e
pe
n
d
 o
n
 

倚
仗
、
靠
仗
、
倚
靠
、
倚
頼
、
倚
恃
、
倚
藉
、
倚
托
、
仰
仗
、
靠
着
、
聊
頼
、
憑
依
、
繫
聯
、
資
借
、
怙
、
恀
、
懚
、

俹
、
席
、
忋
、
依
倚
、
托
仗
、
俚
、
憭 
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O
n 

o
n 
a
c
co
u
n
t 
o
f 

因
爲
、
因
由 

P
R
O
C
E
ED 

to
 
p
ro
c
e
ed
 
f
rom

 

生
由
、
生
來
、
由
生
來
、
由
來
、
由
之
出
來
、
出
乎 

（
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』
、
一
八
四
七
～
四
八
） 

(
一
一
九)  D

E
P
E
N
D  

to
 
d
ep
e
n
d 
o
n 

倚
、
倚
賴
、
依
賴
、
倚
靠
、
倚
仗
、
靠
仗
、
靠
着
、
倚
恃
、
倚
憑
、
任
憑 

P
R
O
C
E
ED 

to
 
p
ro
c
e
ed
 
f
rom

 

出
於
、
出
乎
、
由
來
、
由
出
、
由
于 

（
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』、
一
八
六
八
～
六
九
） 

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
「
因
由
」
は
英
華
字
典
に
お
い
て
名
詞
の
「ground

」「origin

」「reason

」
な
ど
の
訳
語
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
し
、
英
和
辞

典
に
お
い
て
は
訳
語
と
し
て
見
あ
た
ら
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
、
「
因
由
」
は
、「
原
因
。
理
由
」
な
ど
の
意
を
表
す
名
詞
的
用
法
が
法
令
文
に
よ
っ
て
、「
由
来
す
る
。
依
頼
す
る
」
な
ど
の
意
を
表
す
動
詞
的
用
法

が
和
訳
洋
書
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
。
雑
誌
『
太
陽
』
を
見
る
と
、
明
治
中
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
名
詞
と
し
て
も
動
詞
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
二
十
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
は
口
語
に
お
い
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
動
詞
の
場
合
は
、「
よ
る
」
の
意
味
用
法
と
合
致
し
て
、「
よ
る
」
の
代
替
表
現
と
な
っ
て
い
る
と
も
言

え
よ
う
。 

(

一
二
〇)  

只
奈
何
せ
ん
當
時
幕
閣
秘
密
の
事
情
を
記
せ
る
典
籍
な
き
が
爲
に
、
其
因
由
を
詳
に
す
る
に
便
な
く
て
、 

事
情
は
今
に
分
明
な
ら
ず
。（〈
福
地
桜

痴
〉
「
大
久
保
相
模
守
忠
隣
」、
一
八
九
五
『
太
陽
』
第
一
号
） 

(

一
二
一)  

彼
の
虎
列
虎
剌
菌
に
因
由
す
る
硝
酸
鹽
中
毒
な
り
と
の
説
、
血
中
の
治
癒
物
質
、
丹
毒
の
血
清
療
法
の
如
き
は
全
世
界
の
醫
士
の
耳
目
を
聳
動
し
近

來
の
一
大
發
明
と
稱
さ
れ
た
り
（
「
医
事
」、
一
八
九
五
『
太
陽
』
第
三
号
） 

(

一
二
二)  

而
し
て
能
く
全
般
の
計
算
を
司
り
、
損
益
の
因
由
す
る
原
因
を
探
究
す
る
の
便
を
有
す
る
者
は
計
算
方
に
外
な
ら
ず
、（〈
祖
山
鍾
三
、
佐
野
善
作
〉

「
商
業
世
界
」
、
一
九
〇
一
『
太
陽
』
第
五
号 

(

一
二
三)  

こ
の
事
の
因
由
を
尋
ぬ
る
に
、
鹿
野
武
左
衛
門
と
い
ふ
落
語
家
あ
り
て
、（〈
関
根
正
直
〉「
徳
川
時
代
の
出
版
法
と
処
刑
人
」、
一
九
〇
一
『
太
陽
』

第
七
号
） 
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(

一
二
四)  

蓋
し
其
の
因
由
す
る
所
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
、
世
の
所
謂
經
濟
界
長
足
の
進
歩
な
る
も
の
は
、
反
面
よ
り
之
を
見
れ
ば
則
ち
經
濟
界
の
文
明
的
訓
練
に

於
け
る
不
完
全
を
意
味
し
、（
本
多
精
一
「
財
政
経
済
」、
一
九
〇
九
『
太
陽
』
第
四
号
） 

(
一
二
五)  

そ
れ
な
ら
ば
左
樣
な
原
始
生
物
が
、
如
何
な
る
手
段
で
進
化
し
た
乎
と
い
ふ
に
、
そ
れ
は
全
く
加
藤
の
所
謂
生
物
の
利
己
的
根
本
動
向
に
因
由
す
る

の
で
あ
る
。（
〈
加
藤
弘
之
〉「
拙
著
「
自
然
界
の
矛
盾
と
進
化
」
の
批
評
に
対
す
る
批
評
」、
一
九
〇
九
『
太
陽
』
第
六
号
） 

(

一
二
六)  

而
し
て
こ
の
皇
帝
を
廢
し
た
と
云
ふ
こ
と
は
韓
國
民
に
謀
叛
の
口
實
を
與
ふ
る
因
由
と
な
る
。（〈
林
董
（
談
）〉「
伊
藤
公
の
薨
去
と
対
韓
政
策 

懐

柔
政
策
の
成
功
」
一
九
〇
九
『
太
陽
』
第
十
六
号
） 

(

一
二
七)  

此
反
撥
的
精
神
が
即
ち
天
心
以
來
美
術
院
を
一
貫
す
る
生
命
で
あ
つ
て
、 

美
術
院
の
作
畫
を
し
て
常
に
新
ら
し
き
生
命
あ
ら
し
む
る
は
之
に
因
由

す
。
（
〈
内
田
魯
庵
〉
「
展
覧
会
是
非
」、
一
九
一
七
『
太
陽
』
第
十
二
号
） 

(

一
二
八)  

此
等
の
悲
し
む
べ
き
事
の
因
由
を
繹
ね
て
行
く
と
、
凡
そ
三
段
の
過
誤
が
發
見
さ
れ
る
。（〈
河
野
桐
谷
〉「
文
展
日
本
画
評
」、
一
九
一
七
『
太
陽
』

第
十
三
号
） 

な
お
、
明
治
期
の
代
表
的
な
国
語
辞
書
『
言
海
』『
日
本
大
辞
書
』『
辞
林
』
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
当
時
ま
だ

一
般
語
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
に
至
っ
て
も
辞
書
に
存
在
す
る
程
度
で
常
用
語
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。 

第
六
節 

反
転
語
「
由
来
」
と
「
来
由
」
の
差
に
つ
い
て 

一 

歴
史
的
要
因 

反
転
語
「
由
来
」
と
「
来
由
」
は
、
と
も
に
「
来
歴
。
い
わ
れ
」
の
意
を
表
す
こ
と
が
で
き
類
義
的
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。「
由
来
」
は
副
詞
と
し
て
「
元
来
。

も
と
も
と
」
の
意
を
指
す
の
に
対
し
て
、「
来
由
」
は
「
物
事
の
現
在
に
至
っ
た
理
由
」
の
意
を
表
す
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
に
は
意
味
上
の
違
い
が
あ
る
が
、
現
代

語
に
お
い
て
「
由
来
」
が
一
般
に
使
用
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、「
来
由
」
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
。『
日
国
』
に
は
、「
由
来
」
が
古
い
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
出
典
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が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
来
由
」
も
古
い
時
代
か
ら
近
代
ま
で
の
出
典
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、「
来
由
」
が
「
由
来
」
と
使
用
に
大
き
な
差

が
生
じ
る
の
は
近
代
以
降
の
こ
と
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。 

「
由
来
」
と
「
来
由
」
は
、
前
掲
の
よ
う
に
、
古
い
用
例
と
し
て
『
易
経
』
に
「
由
来
」
が
見
え
る
一
方
、
唐
代
の
白
居
易
の
詩
「
潯
陽
春
詩
」
に
「
来
由
」
と
あ

っ
て
、
両
者
と
も
中
国
古
典
に
出
典
が
あ
る
。
南
朝
の
梁
の
時
代
に
成
立
し
た
『
南
斉
書
』
に
お
い
て
も
「
来
由
」
の
用
例
が
見
え
、
そ
の
歴
史
は
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ

る
。 (

一
二
九)  

張
緒
、
陸
澄
是
其
鄉
舊
、
應
具
來
由
。
（
『
南
齊
書
』
孝
義
傳
・
朱
謙
之
、
南
朝
梁
） 

中
国
語
で
、「
由
来
」
は
『
易
経
』
の
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
常
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
副
詞
的
用
法
が
現
代
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
来
由
」
は
、
南
北
朝
時
代
に
出
典
が
あ
る
と
は
い
え
、
唐
代
以
前
に
は
あ
ま
り
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
の
後
、
明
清
時
代
の
白
話
小

説
に
お
い
て
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
由
来
」
と
同
様
、
現
代
に
お
い
て
口
語
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

(

一
三
〇)  

收
之
之
道
、
所
由
來
久
矣
。（『
漢
書
・
刑
法
志
』） 

(

一
三
一)  

世
間
淺
近
者
衆
、
而
深
遠
者
少
、
少
不
勝
衆
、
由
來
久
矣
。（『
抱
朴
子
』
內
篇
・
明
本
、
東
晋
） 

(

一
三
二)  

王
子
敬
病
篤
、
道
家
上
章
應
首
過
、
問
子
敬
「
由
來
有
何
異
同
得
失
？
」 

（〈
劉
義
慶
〉『
世
說
新
語
』
德
行
、
南
朝
宋
） 

(

一
三
三)  

趙
氏
連
城
璧
、
由
來
天
下
伝
（
〈
楊
炯
〉
「
夜
送
趙
縦
詩
」、
唐
） 

(

一
三
四)  

由
來
同
一
夢
、
休
笑
世
人
癡
！（
『
紅
楼
夢
』
第
一
二
回
「
王
熙
鳳
毒
設
相
思
局 

賈
天
祥
正
照
風
月
鑒
」、
清
） 

(

一
三
五)  

願
學
不
死
藥
、
粗
知
其
來
由
。（
〈
杜
牧
〉「
洛
中
送
冀
處
士
東
游
」、
唐
） 

(

一
三
六)  

這
場
都
是
沒
來
由
、
捨
死
忘
生
因
國
主
。（『
西
遊
記
』
第
七
十
一
回
「
行
者
假
名
降
怪
犼 

觀
音
現
像
伏
妖
王
」、
明
） 

(

一
三
七)  

關
公
活
捉
執
認
旗
的
小
卒
過
來
、
問
取
來
由
。（『
三
国
演
義
』
第
二
十
八
回
「
斬
蔡
陽
兄
弟
釋
疑 

會
古
城
主
臣
聚
義
」、
明
） 
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(

一
三
八)  

沒
來
由
、
為
人
家
的
事
瞎
鬧
了
這
些
日
子
、
當
什
麼
呢
？
（『
紅
楼
夢
』
第
一
〇
一
回
「
大
觀
園
月
夜
警
幽
魂 

散
花
寺
神
籤
驚
異
兆
」、
清
） 

一
方
、
日
本
語
で
は
、「
由
来
」（
副
詞
）
は
、『
日
国
』
に
よ
る
と
、
延
喜
十
七
（
九
一
七
）
年
頃
成
立
の
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
に
、「
来
由
」
は
正
暦
六
（
九
九
五
）

年
か
ら
長
徳
五
（
九
九
九
）
年
頃
の
成
立
の
『
扶
桑
集
』
に
用
例
が
見
え
る
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、『
日
本
霊
異
記
』
に
も
「
来
由
」
が
あ
り
、『
日
本
書
記
』『
万

葉
集
』
に
も
漢
字
語
「
由
来
」
が
見
ら
れ
る
。「
由
来
」
は
「
ゆ
ら
い
」
の
ほ
か
に
「
あ
り
く
る
こ
と
」
や
「
も
と
よ
り
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、『
色
葉

字
類
抄
』
に
も
「
由
来
」
に
「
ユ
ラ
イ
」「
モ
ト
ヨ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
総
じ
て
、
日
本
語
に
お
い
て
も
、「
由
来
」
は
比
較
的
古
い
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。 

(

一
三
九)  

問
来
由
知
状
愍
養
。
（
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
下
・
廿
四
、
七
八
七
～
八
二
二
頃
） 

(

一
四
〇)  

又
汝
大
伴
卿
与
紀
卿
等
、
同
国
近
隣
之
人
、
由
来
尚
矣
。 

「
…
又
、
汝
大
伴
卿
と
紀
卿
等
と
、
同
国
近
隣
の
人
に
し
て
、
由
来
尚
（
ゆ
ら
い
ひ
さ
）
し
」
と
の
た
ま
ふ
。（『
日
本
書
記
』
十
四
・
十
三
、
七
二

〇
年
） 

(

一
四
一)  

寡
人
聞
、
百
済
国
者
日
本
国
之
官
家
所
由
来
遠
久
矣
。 

寡
人
が
聞
け
ら
く
、
百
済
国
は
、
日
本
国
の
官
家
と
し
て
由
来
遠
久
（
あ
り
く
る
こ
と
ひ
さ
）
し
と
き
け
り
。（『
日
本
書
記
』
十
四
・
十
九
、
七
二

〇
年
） 

(

一
四
二)  

由
来
不
識
若
斯
事
矣
。 

由
来
（
も
と
よ
り
）
、
斯
の
若
き
事
を
識
ら
ず
。（『
日
本
書
記
』
二
十
一
・
二
、
七
二
〇
年
） 

(

一
四
三)  

盈
目
滿
耳
、
由
来
久
矣
。 

目
に
盈
ち
耳
に
満
つ
こ
と
、
由
来
久
（
も
と
よ
り
ひ
さ
）
し
。（『
万
葉
集
』「
沈
痾
自
哀
文
〈
山
上
憶
良
の
作
〉」、
七
五
九
年
以
降
） 

こ
の
よ
う
に
、「
来
由
」
と
比
べ
る
と
、「
由
来
」
は
、
日
本
に
お
い
て
定
着
し
た
時
期
が
古
く
、
中
国
古
典
の
典
拠
も
多
く
意
味
用
法
も
多
い
。
前
記
の
よ
う
な
名

詞
や
副
詞
の
用
法
の
ほ
か
に
、
次
の
『
古
今
奇
談
英
草
紙
』
に
お
い
て
は
動
詞
の
用
法
も
現
れ
る
。
一
方
、
日
本
古
典
に
お
け
る
「
来
由
」
は
用
例
が
比
較
的
数
少
な
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く
、
「
由
来
」
の
出
典
で
も
あ
る
中
世
に
成
立
し
た
『
史
記
抄
』
な
ど
に
は
見
ら
れ
る
が
、
前
掲
の
『
扶
桑
集
』
や
、
次
の
『
法
性
寺
関
白
御
集
』
の
よ
う
に
、
漢
文

漢
詩
に
お
い
て
多
少
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
こ
と
ば
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
日
葡
辞
書
』
に
「Raiyu 

（
ラ
イ
ユ
）。
す
な
わ
ち
、
ユ
ラ

イ
〈
訳
〉
原
因
、
発
端
な
ど
。
文
書
語
」
と
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
近
世
説
美
少
年
録
』
に
使
わ
れ
た
の
は
中
国
の
白
話
小
説
か
ら
の
影
響
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

(

一
四
四)  
儞
、
琴
の
由
来
す
る
所
を
知
る
や
。（
〈
近
路
行
者
〉『
古
今
奇
談
英
草
紙
』
二
・
三
、
一
七
四
九
） 

(

一
四
五)  

は
や
漢
音
呉
音
の
由
来
は
聞
へ
た
ぞ
（
『
史
記
抄
』
一
〇
・
呉
太
伯
世
家
、
一
四
七
七
） 

(

一
四
六)  

初
と
云
字
を
ふ
と
置
て
善
馬
を
食
ふ
し
者
の
繆
公
の
恩
に
報
た
来
由
を
云
ぞ
（『
史
記
抄
』
四
・
秦
本
紀
、
一
四
七
七
） 

(

一
四
七)  

春
風
何
日
告
来
由
。
（
〈
藤
原
忠
通
〉『
法
性
寺
関
白
御
集
』「
歳
暮
書
懐
呈
文
友
」、
一
一
四
五
） 

(

一
四
八)  

こ
の
日
亭
午
の
比
及
に
、
安
保
箭
五
郎
は
旅
亭
に
来
て
、
朱
之
介
に
対
面
し
、
且
婚
縁
熟
譚
の
、
歓
び
を
述
来
由
を
告
て
、（〈
曲
亭
馬
琴
〉『
近
世
説

美
少
年
録
』
第
三
輯
・
二
十
二
、
一
八
二
九
～
三
二
） 

二 

近
代
に
お
け
る
展
開 

明
治
に
入
る
と
、
次
の
『
西
洋
易
知
録
』
２
１

の
目
次
に
お
け
る
「
由
来
」
や
、『
理
財
原
論
』
２
２

の
目
次
に
お
け
る
「
来
由
」
の
例
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
が
和
訳
洋

書
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
新
た
に
近
代
漢
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

(

一
四
九)  

第
五
篇 

昔
し
欧
羅
巴
に
住
ひ
し
諸
夷
の
由
来
を
述
ぶ
（〈
河
津
孫
四
郎
訳
〉『
西
洋
易
知
録
』
二
・
五
、
一
八
七
〇
） 

V
.
 I
N
FA
N
C
Y O

F
 E
U
R
OP
E
A
N S

T
A
T
E
S 

(

一
五
〇)  

巻
一 

経
済
学
ノ
来
由
（
〈
須
原
量
坪
訳
〉『
理
財
原
論
』
一
、
一
八
七
八
） 

C
H
A
P
T
ER
 
I
. 
O
N
 T
H
E
 H
I
S
TOR

Y
 O
F
 T
H
E SCIENCE 
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ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
英
語
原
書
を
見
る
と
、
「
由
来
」
は
「infancy

」
に
該
当
し
、「
来
由
」
は
「history

」
の
訳
語
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
由
来
」
は
明
治
初
期

の
英
和
辞
典
に
お
い
て
は
「in

f
a
n
c
y

」
の
訳
語
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。『
西
洋
易
知
録
』
に
お
い
て
「
初
時
」
の
意
を
さ
す
「infancy

」
の
訳
語
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
当
時
「
由
来
」
は
「
も
と
。
本
源
」
の
意
味
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
語
林
集
成
』
に
お
い
て
は
、
両
者
と
も
初

版
か
ら
三
版
ま
で
収
録
さ
れ
、「h

i
s
to
r
y

」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。 

(

一
五
一)  Y

U-R
A
I,

ユ
ラ
イ,

由
来,

n
.
 Th

e
 
o
r
ig
i
n and subsequent history, the rise

 a
nd progress, history. 

R
A
I-
Y
U,

ユ
ラ
イ,

来
由,

n
.
 Hi

s
t
o
r
y.

―wo kataru, to narrate the history.

（『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
、
一
八
六
七
） 

(

一
五
二)  Y

U-R
A
I,
 

ユ
ラ
イ,

 

由
来,

n. 
T
h
e
 
or
i
gin and subsequent history, the rise and progress, history. 

R
a
i-
y
u,
 

由
来,

 t
h
e
 h
i
s
tor

y
 
o
f
 t
h
e origin or rise of anything.

（『
和
英
語
林
集
成
』
再
版
、
一
八
七
二
） 

(

一
五
三)  Y

U
R
A
I
 

ユ
ラ
イ
由
来n.

 
T
he 

h
i
s
t
or
y
. 

R
A
I
Y
U
 

ユ
ラ
イ
由
来Th

e
 
his

t
o
r
y
 o
f
 
the origin ir rise of anything.

（『
改
訂
増
補 

和
英
英
和
語
林
集
成
』
第
三
版
、
一
八
八
六
） 

十
九
世
紀
前
期
の
英
華
字
典
に
お
い
て
、
両
者
は
す
で
に
「proceed

」
や
「derivation

」
の
訳
語
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
明
治
初

期
の
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
お
い
て
は
「d

e
ri
v
a
t
ion

」
の
訳
語
と
し
て
「
来
由
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、『
哲
学
字
彙
』
に
お
い
て
も

そ
の
対
訳
関
係
が
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
の
「
由
来
」
は
英
和
辞
典
に
お
い
て
は
古
く
は
見
当
た
ら
な
い
。 

(

一
五
四)  P

R
O
C
E
ED 

is
s
u
e 
f
r
o 

由
來 

T
I
M
E 

F
r
o
m a

 
lo
n
g
 t
i
m
e a

g
o
 
t
il
l
 now

 

由
來
已
久 

D
E
R
I
V
AT
I
O
N 

D
ER
I
V
AT
I
O
N o

f
 
a
 
wo
r
d 

一
字
之
根
本
來
由 

That from which a
 thing proceeds 

 

來
由 

O
R
I
G
I
N 

b
eg
i
n
ni
n
g 

來
由 

（
モ
リ
ソ
ン
『
英
華
字
典
』、
一
八
一
五
～
二
三
） 

(

一
五
五)  D

E
R
I
V
AT
I
O
N 

t
ha
t
 
fr
o
m
 wh

i
c
h
 
a 
t
hing proceeds 

所
由
來
者
、
來
由
、
緣
由
、
所
從
而
出 

O
R
I
G
I
N 

原
本
、
始
原
、
原
由
、
來
由
、
緣
由 
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D
E
R
I
V
AT
I
O
N 

t
ha
t
 
fr
o
m
 wh

i
c
h
 
a 
t
hing proceeds 

所
由
來
者
、
來
由
、
緣
由
、
所
從
而
出 

O
R
I
G
I
N 

原
本
、
始
原
、
原
由
、
來
由
、
緣
由 

T
O
 
P
R
OC
E
E
D 

t
o 
p
r
oc
e
e
d f

r
o
m
 

生
由
、
生
來
、
由
生
來
、
由
來
、
由
之
出
來
、
出
乎 

E
X
T
R
A
CT
I
O
N 

d
es
c
e
nt
 

所
由
來
者 

（
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
辞
典
』、
一
八
四
七
～
四
八
） 

(

一
五
六)  D

e
r
i
v
at
i
o
n 
n
. 

来
由
（
ラ
イ
ユ
）、
本
源
（
モ
ト
） 

D
e
r
i
v
at
i
o
na
l
 
a. 

来
由
ノ
、
本
源
ノ 

（『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』、
一
八
七
三
） 

(

一
五
七)  D

e
r
i
v
at
i
o
n 

派
生 

旁
出 

来
由 

（『
哲
学
字
彙
』、
一
八
八
一
） 

一
八
八
八
年
に
成
立
し
た
三
省
堂
の
『
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
氏
新
刊
大
辞
書 

和
訳
字
彙
』
で
、「
来
由
」
は
依
然
と
し
て
「derivation

」
の
訳
語
と
さ
れ
て
い
る
が
、

「
由
来
」
は
、
同
書
で
「d

e
ri
v
a
t
i
on

」
の
訳
語
に
見
え
、
そ
し
て
関
連
語
彙
の
「derivative

」
に
「
由
来
ス
ル
モ
ノ
」
と
、
動
詞
「descend

」
に
「
由
来
ス
ル
」

と
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
十
世
紀
初
期
に
成
立
し
た
三
省
堂
の
『
新
訳
英
和
辞
典
』
に
お
い
て
「
来
由
」
は
訳
語
と
さ
れ
て
い
る
が
「derivation

」
の
み
で
あ
り
、「
由

来
」
お
よ
び
「
由
来
ス
」、「
由
来
セ
ル
」「
由
来
物
」
な
ど
は
、「derivation

」
と
そ
の
関
連
語
彙
「derivative

」「derive

」
の
訳
語
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

記
載
の
順
番
に
よ
る
と
、
「d

er
i
v
a
t
i
o
n

」
の
訳
語
と
し
て
は
「
来
由
」
よ
り
も
優
先
さ
れ
て
い
る
。
十
九
世
紀
後
期
か
ら
二
十
世
紀
初
期
に
か
け
て
、
訳
語
の
機
能

と
し
て
「
来
由
」
が
弱
化
し
た
の
に
対
し
て
、「
由
来
」
が
次
第
に
発
達
し
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

(

一
五
八)  D

e
r
i
v
at
i
o
n,
 
n
. 

来
由
、
本
源
；
〔
數
〕
定
法
ニ
由
テ
變
化
シ
得
タ
ル
式
；〔
哲
〕
派
生
；〔
醫
〕
體
ノ
一
局
部
ヨ
リ
他
局
部
ヘ
水
液
ヲ
引
ク
ヿ 

To 

t
r
a
c
e
 a
 
d
er
i
v
at
i
o
n.
 

遡
原
ス
ル
、
由
来
ヲ
推
ス 

D
e
r
i
v
at
i
o
na
l
,
 a
.
 

来
由
ノ
、
本
源
ノ 

D
e
r
i
v
at
i
v
e,
 
n
. 

引
出
物
、
由
来
ス
ル
モ
ノ
、
派
生
物
；〔
音
〕
反
對
ニ
他
ヨ
リ
導
キ
タ
ル
調
子
；〔
文
〕
支
詞
；〔
醫
〕
體
ノ
一
局
部
ヨ
リ
他
局
部

ヘ
水
液
ヲ
誘
導
ス
ル
法 

D
e
s
c
e
nd
,
 
v.
i
.
 

下
ル
、
退
ル
、
襲
フ
、
傳
ハ
ル
、
分
派
ル
、
落
ル
、
由
来
ス
ル
；〔
音
〕
調
子
ノ
低
ク
ナ
ル
；〔
行
動
ス
ル
〕［
南
方
ニ
］（『
ウ
ェ
ブ

ス
タ
ー
氏
新
刊
大
辞
書 

和
訳
字
彙
』
、
一
八
八
八
） 
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(

一
五
九)  D

e
r
i
v
at
i
o
n,
 
n
. 

①
引
出
ス
ヿ
，
誘
導
，
導
教
，
出
来
，
従
出
，
派
生
．
②
来
由
，
縁
由
，
出
所
，
原
．
③
原
ヲ
推
ス
ヿ
，
原
ニ
遡
ル
ヿ
． 

D
e
r
i
v
at
i
v
e,
 
a
. 

由
来
セ
ル
，
従
出
セ
ル
，
派
生
的
．
―, n. 

①
由
来
物
，
従
出
物
，
派
生
物
．
②
派
生
語
，
由
来
語
［
他
ノ
語
ヨ
リ
由
来
セ
ル

語
］
．
③
（
化
）
分
散
體
．
④
（
醫
）
誘
導
法
． 

(

一
六
〇)  D

e
r
i
v
e,
 
v
.t
.
 

①
引
出
ス
，
誘
導
ス
，
導
致
ス
．
②
推
論
ス
，
原
ヲ
推
ス
，
原
ニ
遡
ル
．
―, v.i. 

由
来
ス
，
従
出
ス
，
派
生
ス 

(

一
六
一)  D

e
s
c
e
nd
,
 
v.
t
.
 

降
ル
、
下
ル 

―,
 
v
.i. 

②
傳
来
ス
，
由
来
ス
，
降
傳
ス
．（『
新
訳
英
和
辞
典
』、
一
九
〇
二
） 

三 

語
構
成 

「
由
来
」
が
訳
語
と
し
て
「
来
由
」
よ
り
発
達
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
名
詞
的
意
味
と
動
詞
的
意
味
を
も
ち
、
動
詞
と
し
て
は
「
由
来
セ
ル
」

な
ど
の
活
用
が
で
き
、
さ
ら
に
連
体
修
飾
ま
た
は
「
由
来
物
」
の
よ
う
に
語
の
一
部
と
な
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
単
な
る
名
詞
で
あ
る
「
来
由
」
よ
り
多

く
の
意
味
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
」
に
お
け
る
「
由
来
」
の
用
例
二
〇
九
五
例
の
う
ち
、
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
た

も
の
は
八
八
四
例
に
の
ぼ
る
。
そ
の
動
詞
的
意
味
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

「
由
来
」
と
「
来
由
」
は
語
素
が
完
全
一
致
で
あ
る
も
の
の
、「
由
来
」
に
動
詞
的
意
味
が
あ
り
「
来
由
」
に
な
い
原
因
は
そ
の
語
構
成
に
あ
る
。
前
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、「
由
」
は
も
と
も
と
動
詞
的
な
も
の
で
、『
爾
雅·
釋
詁
』
に
「
由
、
自
（
る
）
也
」
と
あ
り
、「
よ
っ
て
く
る
」
の
意
と
し
て
い
る
。「
来
（
る
）」
と
は
方
向

性
が
同
じ
で
類
義
語
と
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
両
者
の
組
み
合
わ
せ
は
、
動
詞
の
類
義
語
の
結
合
で
あ
り
、
並
列
構
造
の
語
構
成
で
あ
る
。
前
掲
の
『
易
経
』
や

『
漢
書
』
に
お
け
る
「
所
由
来
（
由
来
す
る
と
こ
ろ
）」
と
い
う
動
詞
を
名
詞
化
さ
せ
る
表
現
か
ら
み
る
と
、「
由
来
」
は
当
初
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
の
ち
に
、
「
所
」
が
省
略
さ
れ
、
「
由
来
」
自
体
名
詞
化
し
「
由
来
す
る
と
こ
ろ
。
由
来
す
る
こ
と
」、
す
な
わ
ち
「
出
自
。
来
歴
」
の
意
と
な
る
の
で

あ
る
。「
由
来
」
は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
前
記
の
通
り
、
近
世
に
中
国
古
典
に
お
け
る
「
所
由
来
」
の
表
現
に
よ
っ
て
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
由

来
（
す
る
）」
と
い
う
語
順
も
「
～
よ
り
（
か
ら
）
く
る
」
と
共
通
し
、
日
本
人
に
と
っ
て
共
感
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
「
由
」
は
、
中
国
語
に
お
い
て
、
日
本
語
に
お
け
る
「
よ
り
」、
ま
た
は
英
語
に
お
け
る
「from

」
に
相
当
す
る
よ
う
な
、（
場
所
や
時
間
の
起
点
）
を
示
す

前
置
詞
と
す
る
説
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、｢

来
由｣

は
「
由
～
来
」
構
文
が
の
ち
に
「
由
」
が
「
来
」
の
後
に
置
か
れ
て
、
そ
の
ま
ま
起
点
の
意
を
示
す
も
の
と
し
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て
名
詞
化
し
「
来
由
」
と
い
う
語
と
な
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
動
詞
的
語
素
「
来
」
が
名
詞
化
し
た
「
由
」
の
連
体
修
飾
語
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
両
者
は
連
体
修
飾

の
語
構
成
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
、「
来
由
」
と
い
う
語
は
動
詞
と
し
て
使
う
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。 

(

一
六
二)  

此
由
大
學
來
者
也
。
（
『
礼
記
』
祭
義
） 

此
れ
大
学
よ
り
来
る
も
の
な
り
。 

(

一
六
三)  

由
周
而
來
，
七
百
有
餘
歲
矣
。（
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
） 

周
よ
り
来
、
七
百
歳
あ
ま
り
有
り
。 

こ
の
よ
う
に
、
今
日
に
お
け
る
「
由
来
」
と
「
来
由
」
の
差
は
、
両
者
の
語
構
成
に
基
づ
く
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
来
由
」
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
要
因

と
し
て
は
、「
理
由
」
と
い
う
語
が
定
着
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
理
由
」
の
意
で
使
わ
れ
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

１ 

漢
語
「
経
由
」
に
お
い
て
「
由
」
が
「
経
る
」
の
意
と
し
て
「
経
」
と
同
義
で
あ
る
。
語
構
成
が
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
分
類
に
よ
る
「
類
義
結
合
」
で
あ
る
。 

２ 

操
作
方
法
は
「
短
単
位
検
索
」
の
機
能
を
使
っ
て
、
キ
ー
を
「
語
彙
素
」
と
指
定
し
、
各
単
語
を
入
力
し
て
検
索
す
る
。
具
体
的
な
結
果
は
、「
理
由
」1

9
6
30

例
、「
由
来
」2

0
95

例
、

「
事
由
」1

0
55

例
、「
由
緒
」31

2

例
、「
由
縁
」1

1
1

例
、「
縁
由
」2
例
、「
因
由
」1

例
、「
原
由
」1

例
、
来
由0

例
で
あ
る
。 

３ 

「
後
部
結
合
」
と
「
前
部
結
合
」
に
つ
い
て
は
単
に
「
由
」
の
位
置
に
よ
る
分
類
と
み
ら
れ
る
。 

４ 

「
色
葉
字
類
抄
」
に
「
由
緒 

古
今
部 

イ
ウ
シ
ョ
」
と
あ
り
、「
ゆ
い
し
ょ
」
が
は
「
ゆ
う
し
ょ
」
が
変
化
し
た
形
と
考
え
ら
れ
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
参
照
）。 

５ 

佐
藤
宣
男
「
日
本
語
漢
字
音
に
見
る
基
本
音
と
派
生
音 

:
 

常
用
漢
字
音
訓
表
の
音
を
め
ぐ
っ
て
」、『
福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
論
集
』
十
四
号
、
二
〇
一
一
。 

６ 

佐
藤
宣
男
（
二
〇
一
一
）
で
は
、
ほ
か
の
「
母
音
の
付
加
」
の
例
と
し
て
、「
女 

ニ
ヨ
ウ
」「
夫 

フ
ウ
」「
露 

ロ
ウ
」
な
ど
を
取
り
上
げ
、
関
連
し
て
、「
詩 

シ
イ
」
「
富 

フ

ウ
」
に
も
言
及
し
て
い
る
。 
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７ 
「
原
由
（
ゲ
ン
ユ
）」
の
「
新
令
字
解
」（
一
八
六
八
）
が
「
原
由
（
ゲ
ン
ユ
ウ
）」
の
「
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
」（
一
八
六
九
。「O

r
i
g
in
 

根
元
、
源
由
（
げ
ん
ユ
ウ
）」）
よ
り
は
た
だ

一
年
と
は
い
え
先
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
外
と
し
て
、「
事
由
（
ジ
ユ
）」
の
「
花
柳
春
話
」（
一
八
七
八
～
七
九
。〈
織
田
純
一
郎
訳
〉
二
八
「
ア
リ
ス
を
探
捜
せ
る
事
由
（
ジ

ユ
）
を
知
れ
る
者
」）
は
「
事
由
（
ジ
ユ
ウ
）」
の
「
広
益
熟
字
典
」（
一
八
七
四
。〈
湯
浅
忠
良
〉「
事
由 

ジ
ユ
ウ 

コ
ト
ノ
ヨ
シ
」）
よ
り
時
代
的
に
新
し
い
。「
因
由
（
イ
ン
ユ
ウ
）」

の
出
典
に
つ
い
て
「
日
国
」
に
記
載
が
な
い
。 

８ 

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、「
由
諸
（
ユ
イ
シ
ョ
）」
に
お
け
る
「
ユ
イ
」
は
漢
音
「
ユ
ウ
（
イ
ウ
）」
由
来
と
し
た
ら
非
常
に
不
自
然
で
、
呉
音
「
ユ
」
に
「
イ
」
が
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が

高
い
。 

９ 
S
AT

大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス2

01
5

版
（
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
）
使
用
。 

１
０ 

「
縁
由
」
は
、
東
晋
に
成
立
し
た
『
抱
朴
子
』
に
お
い
て
ま
だ
動
詞
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
の
、
西
晋
の
『
佛
説
鹿
母
經
』
に
お
い
て
完
全
な
る
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
疑
問
が
も
た
れ
る
。
現
存
の
『
佛
説
鹿
母
經
』
の
一
部
の
内
容
は
後
世
で
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 

１
１ 

「
縁
由
」
は
一
八
七
七
年
に
成
立
し
た
『
改
正
西
國
立
志
編
』
に
使
わ
れ
た
が
、
一
八
七
〇
～
七
一
年
の
初
版
に
は
な
い
。 

１
２ 

『
泰
西
国
法
論
』
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
典
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、「
縁
由
」
の
対
応
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

１
３ 

S
e
lf

-H
el
p:
 W
it
h 
Il
lu
st
ra
ti
o
ns
 o
f 
Ch
ar
ac
t
e
r,
 C
on
du
ct
, 
a
nd
 P
er
se
ve
ra
nc
e,
 L
on
do
n,
 1
8
59

 

１
４ 

S
e
lf
 H
el
p 
wi
th
 i
ll
us
tr
at
io
n
s 
of
 C
ha
ra
ct
er
,C
on
du
ct
 a
nd
 
Pe
rs
ev
er
an
ce
, 
Lo
nd
on
, 
re
vi
s
ed
 e
di
ti
on
 ,
18
67

 

１
５ 

増
訂
版
系
統
のS

el
f 
He
lp
 w
it
h
 i
ll
us
tr
at
io
ns
 o
f 
Ch
ar
ac
te
r
,C
on
du
ct
 a
nd
 P
er
se
ve
ra
nc
e,
 
Ne
w 
Yo
rk
, 
18
67

使
用
。 

１
６ 

明
朝
初
期
に
成
立
し
た
官
方
韻
書
『
洪
武
正
韻
』
に
は
「
原
」「
縁
」
と
も
「
于
權
切 

平
声
」
と
あ
る
。 

１
７ 

た
だ
し
、
こ
の
例
に
お
け
る
「
源
（
原
）
由
」
は
、
語
で
は
な
く
「
原
も
と
（
不
如
理
作
意
）
に
由
る
」
と
い
う
構
造
と
み
ら
れ
る
。 

１
８ 

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
『
群
書
類
従
』、『
続
群
書
類
従
』、『
続
々
群
書
類
従
』
全
文
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
。 

１
９ 

普
通
に
使
用
す
る
平
易
な
文
体
。
明
治
以
後
に
中
古
文
の
文
法
を
も
と
に
漢
文
読
み
下
し
調
や
近
世
の
文
章
な
ど
の
折
衷
と
し
て
成
立
し
た
日
常
用
の
標
準
的
な
文
語
文
の
こ
と
。

（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
参
照
） 

２
０ 

『
万
法
精
理
』
は
『T

h
e 
sp
ir
it
 
of
 l
aw

（co
mp
le
te
 w
or
ks
 o
f 

M
on
te
sq
ui
eu
, 
tr
an
sl
at
ed
 f
ro
m
 t
he
 F
re
nc
h,
 
L
on
do
n,
 1
76
8

）』
、『
刑
法
論
綱
』
は
『T

h
e
 t
he
or
y
 o
f 
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l
e
gi
sl
at
io
n

（b
y 
Be
nt
ha
m,
 J
er
e
my
; 
Du
mo
nt
, 
Éti

en
ne
,;
 H
il
d
re
th
, 
Ri
ch
ar
d;
 L
on
do
n,
 1
84
0

）』-

「C
o
nt
en
ts
 o
f 
Th
e 
Se
co
n
d 
Vo
lu
me
. 

Pr
in
ci
pl
es
 o
f 
Th
e
 

P
e
na
l 
Co
de
.

」。 

２
１ 

原
書
は
『T

h
e 
Gr
ea
t 
Ev
en
ts
 o
f
 
H
is
to
ry

（Wi
ll
ia
m 
Fr
an
ci
s 
C
ol
li
er
, 
Ne
w 
Yo
rk
, 
18
67

）』。 

２
２ 

原
書
は
『E

l
em
en
ts
 o
f 
po
li
ti
c
al
 e
co
no
my

（Pe
rr
y,
 A
rt
hu
r 
L
at
ha
m,
 N
ew
 Y
or
k,
 1
87
3

）』 



 

 

 



 

 

第
七
章 
「
結
果
」
に
つ
い
て
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第
一
節 

概
況 

「
結
果
」
は
、「
因
果
関
係
」（
ま
た
は
「
因
果
律
」
、「
因
果
性
」）
の
概
念
の
構
成
要
素
と
し
て
、「
原
因
」
と
と
も
に
一
般
的
に
認
識
さ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。『
日

本
国
語
大
辞
典
』
に
は
「(

1)

（─

す
る
）
植
物
が
実
を
結
ぶ
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
結
ん
だ
実
。
結
実
。(2)

（─

す
る
）
あ
る
行
為
が
終
わ
り
に
な
る
こ
と
。
終
え
る

こ
と
。
あ
る
状
態
や
段
階
に
帰
着
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
終
わ
り
に
な
っ
た
状
態
。
あ
る
原
因
や
行
為
な
ど
か
ら
達
し
た
結
末
の
状
態
。(3)

（
連
体
修
飾
語
を
う

け
て
）
原
因
を
述
べ
る
部
分
に
つ
け
て
、
そ
の
原
因
に
よ
っ
て
、
あ
る
事
態
が
生
じ
る
こ
と
を
表
わ
す
。(4)

（
前
文
を
う
け
て
副
詞
的
に
用
い
る
）
結
局
。
つ
ま
り
」

と
あ
り
、
文
字
通
り
の
「
（
植
物
が
）
果
実
を
結
ぶ
こ
と
」
と
い
う
原
義
か
ら
「
終
わ
り
に
な
る
こ
と
。
終
え
る
こ
と
」
な
ど
の
近
代
語
的
な
意
味
が
派
生
し
た
。
語

源
に
つ
い
て
は
、
元
代
の
『
琵
琶
記
』
出
典
が
提
示
さ
れ
、
中
国
古
典
に
由
来
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
日
本
古
典
か
ら
の
用
例
が
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
語
に
お
い
て
は
近
代
以
降
に
成
立
し
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
新
漢
語
」
１

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

一)  

人
民
の
情
と
合
和
し
て
、
か
か
る
結
菓
と
な
り
し
な
り
（
中
村
正
直
訳
『
自
由
之
理
』
四
、
一
八
七
二
） 

(

二)  

私
の
為
め
に
は
尤
も
忌
む
べ
き
尤
も
哀
む
可
き
結
果
が
生
じ
は
し
な
い
か
と
危
ぶ
ま
れ
る
か
ら
（
二
葉
亭
四
迷
『
浮
雲
』
二
・
一
二
、
一
八
八
七
～

八
九
） 

(

三)  

失
礼
を
免
し
給
へ
、
試
験
は
既
に
結
果
（
ケ
ッ
ク
ヮ
）
せ
り
。
御
帰
り
な
さ
れ
（
幸
田
露
伴
『
露
団
々
』
一
五
、
一
八
八
九
） 

(

四)  

風
餐
水
宿
、
甚
日
能
安
妥
、
問
天
天
怎
生
結
果
（『
琵
琶
記
』
両
賢
相
遘
、
元
） 

ま
た
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
あ
る
「
結
果
」
の
語
誌
に
よ
る
と
、『
忠
義
水
滸
伝
解
』
２

に
は
、「
結
果
モ
ト
ハ
仏
教
語
也
。
ソ
レ
ヨ
リ
転
シ
テ
万
事
物
事
ノ
シ
マ

イ
ヲ
ツ
ケ
片
付
ル
コ
ト
ニ
ナ
ル
ナ
リ
」
と
あ
り
、
「
結
果
」
は
、
仏
教
語
か
ら
「
仕
舞
い
を
付
け
る
こ
と
。
片
付
け
る
こ
と
」
の
意
で
『
水
滸
伝
』
な
ど
の
中
国
の
白

話
小
説
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、「
結
果
」
は
当
初
仏
教
語
と
し
て
日
本
に
移
入
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
前
記
の

『
水
滸
伝
』
は
江
戸
時
代
に
日
本
へ
伝
え
ら
れ
、
享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
年
に
岡
島
冠
山
に
よ
り
一
部
和
訳
さ
れ
普
及
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
片

付
け
る
こ
と
」
の
意
を
表
す
「
結
果
」
も
『
水
滸
伝
』
の
日
本
へ
の
伝
来
、
そ
し
て
そ
の
普
及
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
受
容
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。 
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な
お
、
明
治
初
期
に
成
立
し
た
中
村
正
直
の
訳
著
『
自
由
之
理
』
に
見
え
る
よ
う
に
、
当
時
「
結
菓
」
と
い
う
表
記
で
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
翻
訳
書
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
結
果
」
が
新
た
に
訳
語
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
漢
語
「
結
果
」
は
、
歴
史
上
の
各
時
期
に
お
い
て
、
仏
教
語
・
唐
話
・
訳
語
な
ど
の
形
で
日
本
語
に
受
容
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
今
日
の
よ
う
な
意

味
に
定
着
し
て
い
く
過
程
で
、
前
代
の
仏
教
語
や
唐
話
に
お
け
る
使
用
、
近
代
語
と
し
て
の
成
立
ま
で
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
本
章
で
は
漢
語
「
結
果
」
を
め
ぐ
る
、
そ
の
よ
う
な
諸
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

第
二
節 

「
結
果
」
の
意
味 

一 

辞
書
記
載 

『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
、「
㊀
因
縁
の
報
い
。
転
じ
て
、
或
る
原
因
に
よ
っ
て
到
達
し
た
事
物
の
究
竟
を
い
ふ
。
成
果
。
で
き
ば
え
（
例
『
琵
琶
記
』・
両
賢
相
遘
）。

㊁
最
後
。
果
て
る
（
例
『
長
生
殿
』・
埋
玉
）
。
㊂
と
ど
の
つ
ま
り
。
な
り
ゆ
き
の
終
極
。
は
て
。
㊃
実
を
結
ぶ
。
㊄
こ
ろ
す
。
㊅
菓
子
の
名
。
か
ぐ
の
あ
わ
。
其
の
菓

子
の
形
、
緒
を
結
ん
だ
如
く
で
あ
る
故
に
か
く
い
ふ
」
と
あ
る
。 

(

五)  

是
我
楊
玉
環
結
果
之
處
了
。（『
長
生
殿
』
埋
玉
、
清
） 

そ
し
て
、
中
国
語
辞
書
の
『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
、「
①
仏
教
で
は
人
の
行
い
を
樹
木
や
花
を
植
え
る
こ
と
に
喩
え
、
人
の
行
く
末
を
、
実
を
結
ぶ
こ
と
す
な
わ
ち

結
果
に
喩
え
る
（
例
『
玉
照
新
志
』
、
『
閲
微
草
堂
筆
記
』）。
②
最
後
。
結
局
（
例
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』、『
紅
樓
夢
』「
有
了
結
果
了
」）。
③
成
就
。
成
果
（
例
『
巧
團

圓
』
）
。
⓸
こ
ろ
す
（
例
『
燕
青
博
魚
』
、『
水
滸
傳
』「
結
果
了
性
命
」）。
⑤
転
じ
て
喪
を
い
う
（
例
『
水
滸
傳
』「
與
你
結
果
」、『
紅
樓
夢
』「
做
結
果
我
的
使
用
」）」
３

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
大
漢
和
辞
典
』
の
㊀
は
「
結
果
」
の
仏
教
語
的
意
味
、
右
記
の
①
は
そ
の
仏
教
語
的
意
味
の
由
来
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
人
の
行
く

末
」
の
意
味
か
ら
「
最
後
。
結
局
」
や
「
こ
ろ
す
」
な
ど
の
意
義
が
派
生
し
た
と
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
用
例
が
多
く
明
清
時
代
の
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
上
記
の
『
琵
琶
記
』
の
時
代
（
元
末
）
以
降
は
、
一
般
語
彙
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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(

六)  

伏
願
來
吉
祥
於
天
下
，
脱
禁
錮
於
人
間
。
既
往
修
來
，
收
因
結
果
。（
王
明
清
『
玉
照
新
志
』
卷
三
、
宋
） 

(
七)  

既
已
種
因
，
終
當
結
果
。
（
紀
昀
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
灤
陽
消
夏
錄
五
、
清
） 

(

八)  

只
為
朱
晦
翁
還
有
一
件
為
着
成
心
上
邊
硬
斷
一
事
，
屈
了
一
個
下
賤
婦
人
，
反
致
得
他
名
聞
天
子
，
四
海
稱
揚
，
得
了
個
好
結
果
。（『
二
刻
拍
案
驚

奇
』
卷
十
二
、
明
） 

(

九)  

你
們
自
以
為
都
有
了
結
果
了
，
將
來
都
是
做
姨
娘
的
。（『
紅
樓
夢
』
第
四
六
回
） 

(

一
〇)  

你
看
他
一
貌
堂
堂
，
後
來
不
是
沒
結
果
的
。（
李
漁
『
巧
團
圓
』
解
紛
、
清
） 

(

一
一)  

我
們
且
結
果
了
那
個
綁
的
去
，
與
你
拔
了
這
眼
中
的
釘
子
呢
。（
李
文
蔚
『
燕
青
博
魚
』
第
四
摺
、
元
） 

(

一
二)  

他
又
上
上
下
下
都
使
了
財
物
，
早
晚
間
要
教
包
節
級
牢
裏
做
翻
他
兩
個
，
結
果
了
性
命
。（『
水
滸
傳
』
第
四
九
回
、
明
） 

(

一
三)  

宋
江
道
、
「
這
箇
容
易
。
我
去
陳
三
郎
家
，
買
一
具
棺
材
與
你
…
…
我
再
取
十
兩
銀
子
與
你
結
果
。」（『
水
滸
傳
・
第
二
二
回
』） 

(

一
四)  

賈
母
又
道
、「
我
所
剩
的
東
西
也
有
限
，
等
我
死
了
，
做
結
果
我
的
使
用
。」（『
紅
樓
夢
』
第
一
七
回
） 

二 

「
結
」
に
お
け
る
完
了
の
意
の
由
来 

さ
ら
に
、「
果
」
と
「
結
（
ぶ
）
」
が
共
起
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、『
周
易·

繫
辭
』
に
「
上
古
結
繩
而
治
（
上
古
は
縄
を
結
ん
で
治
る
）」
と
あ
り
、『
説
文
解
字
』

に
「
結
、
締
也
（
結
は
締
（
し
）
む
る
な
り
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
結
」
は
古
く
か
ら
「
縄
な
ど
を
結
ん
で
、
結
び
目
を
つ
く
る
こ
と
」、
ま
た
は
「
結
ん
で
で
き
た
、

例
え
ば
髻
の
よ
う
に
束
ね
た
り
し
た
も
の
」
を
表
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
を
以
て
実
る
時
の
果
実
の
様
子
を
象
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
仏
教
で
「
お
わ
り
」
な
ど

の
意
を
与
え
ら
れ
た
「
果
」
と
共
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
初
は
単
に
「
結
ぶ
」
な
ど
の
意
で
あ
っ
た
「
結
」
が
、「
終
わ
り
と
す
る
。
結
末
を
つ
け
る
」
の
意
を

示
す
よ
う
に
な
り
、
後
に
、
そ
の
意
義
を
持
つ
「
結
」
に
よ
っ
て
、「
結
末
」
や
「
結
局
」
な
ど
の
よ
う
な
結
果
を
示
す
漢
語
が
造
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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第
三
節 

仏
典
や
漢
籍
に
お
け
る
「
結
果
」 

一 

仏
典
や
中
国
古
典
に
お
い
て 

仏
典
に
お
い
て
は
、「
結
果
」
が
隋
唐
の
時
代
に
す
で
に
使
わ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
、「
果
（
菓
）
を
結
ぶ
」
と
い
う
構
造
で
の
「
結
果
」
が
比
較
的
多
く
見

ら
れ
る
。「
開
花
（
花
が
咲
く
こ
と
）」
と
共
起
す
る
こ
と
も
多
い
。
前
記
で
述
べ
た
よ
う
に
、
仏
教
で
は
人
の
行
い
を
樹
木
や
花
を
植
え
る
こ
と
に
喩
え
、
人
の
行
く

末
を
、
実
を
結
ぶ
こ
と
に
擬
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
開
花
」
が
「
結
果
」
と
同
じ
「
で
き
ば
え
」
の
意
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
４

。 

(

一
五)  

樹
木
紛
葩
花
正
開 
其
花
香
遍
十
方
刹 

花
既
開
敷
結
果
實 

尊
向
生
地
正
是
時
（
闍
那
崛
多
訳
『
佛
本
行
集
經
』
五
十
一
、
隋
） 

(

一
六)  

開
花
發
時
至
結
果
如
識
有
身
。（
地
婆
訶
羅
訳
『
大
乘
顯
識
經
』
上
、
七
世
紀
） 

(

一
七)  

大
來
唐
國 

傳
教
救
名
清 

一
花
開
五
葉 

結
果
自
然
成
（
法
海
集
『
南
宗
頓
教
最
上
大
乘
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
六
祖
惠
能
大
師
於
韶
州
大
梵
寺
施

法
壇
經
』
、
八
世
紀
） 

(

一
八)  

蔓
花
莊
嚴
樹
光
明 

結
菓
低
垂
枝
𣘨
橠
（
天
息
災
訳
『
菩
提
行
經
』
一
、
北
宋
） 

(

一
九)  

收
因
結
果
一
句
作
麼
生
道
。（『
圓
悟
佛
果
禪
師
語
録
』、
宋
） 

一
方
、
宋
代
以
前
の
中
国
古
典
に
お
い
て
一
部
の
唐
詩
以
外
に
は
「
結
果
」
の
用
例
が
見
あ
た
ら
な
い
。
古
い
出
典
と
し
て
、
宋
代
に
成
立
し
た
『
朱
子
語
類
』
５

に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
が
、「
成
就
結
果
」
、「
收
因
結
果
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
や
、「
釋
氏
」
の
部
門
に
出
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
仏
教
か
ら
の
影
響
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
単
な
る
仏
教
的
表
現
の
借
用
で
あ
っ
て
、
ま
だ
一
般
語
彙
と
は
な
っ
て
い
な
い
段
階
で
あ
ろ
う
。 

(

二
〇)  

進
火
消
陰
始
一
陽
、
千
歲
仙
桃
初
結
果
。（
呂
岩
「
穀
神
歌
」、『
全
唐
詩
』
八
五
九
） 

(

二
一)  

楊
柳
飛
綿
何
處
去
、
李
花
結
果
自
然
成
。（「
唐
受
命
讖
」、『
全
唐
詩
』
八
七
五
） 
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(

二
二)  

曰
、
「
如
橫
渠
之
說
、
以
為
止
是
止
於
中
、
亦
說
得
、
但
死
而
不
活
。
蓋
是
顏
子
未
到
那
處
、
未
到
那
成
就
結
果
處
。
蓋
顏
子
一
箇
規
模
許
多
大
、
若

到
那
收
因
結
果
、
必
有
大
段
可
觀
者
也
。」（『
朱
子
語
類
』・
論
語
、
一
二
七
〇
） 

(
二
三)  

問
、
「
輪
迴
之
說
當
時
如
何
起
？
」
曰
、
「
自
漢
以
來
已
有
此
說
話
。
說
得
成
了
、
因
就
此
結
果
。」（『
朱
子
語
類
』・
釋
氏
、
一
二
七
〇
） 

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
結
果
」
が
一
般
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
元
代
以
降
で
、
仏
教
語
の
世
俗
化
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
水
滸
伝
』
を
代
表

と
し
た
明
代
の
白
話
小
説
に
お
い
て
は
、
主
に
「
こ
ろ
す
。
片
付
け
る
」
の
意
で
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、「
不
能
有
甚
好
結
果
」
や
「
非
是
好
結
果
」
の
よ
う
に
名
詞

的
用
法
も
現
れ
て
い
る
。
清
代
に
至
っ
て
は
、『
紅
楼
夢
』
の
用
例
に
よ
る
と
、
す
で
に
名
詞
的
用
法
が
動
詞
的
用
法
を
上
回
っ
て
お
り
６

、
主
に
「
最
後
。
結
局
」
の

意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

(

二
四)  

我
以
後
必
不
能
有
甚
好
結
果
。（
『
封
神
演
義
』
八
、
明
） 

(

二
五)  

常
言
道
、
「
心
去
意
難
留
。
」
勉
強
終
非
是
好
結
果
。（『
封
神
演
義
』
十
八
、
明
） 

(

二
六)  

遺
言
說
他
不
宜
回
鄉
、
在
此
靜
候
、
自
有
結
果
、
所
以
未
曾
扶
靈
回
去
。（『
紅
樓
夢
』
十
七
、
清
） 

(

二
七)  

他
姐
姐
伏
侍
了
我
一
場
、
沒
個
好
結
果
、
剩
下
他
妹
妹
跟
著
我
、
吃
個
雙
分
兒
也
不
為
過
。（
『
紅
樓
夢
』
三
十
六
、
清
） 

(

二
八)  

小
兒
沒
有
娘
、
幸
而
過
嬸
娘
這
邊
來
、
過
了
幾
年
心
淨
日
子
、
如
今
偏
又
是
這
麼
個
結
果
！
（『
紅
樓
夢
』
八
十
、
清
） 

二 

日
本
へ
の
影
響 

 

日
本
で
は
古
く
、
一
部
の
僧
侶
に
よ
る
古
記
録
に
「
結
果
」
の
使
用
が
見
ら
れ
、
仏
教
語
「
結
果
」
が
あ
る
程
度
受
容
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

次
の
「
収
因
結
果
」
「
結
果
自
然
成
」
の
よ
う
な
用
例
を
見
る
と
、「
結
果
」
は
仏
書
か
ら
の
単
な
る
引
用
で
あ
っ
て
、
使
用
語
彙
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。 

(

二
九)  

日
擢
参
礼
之
悃
。
当
収
因
結
果
之
辰
入
内
。（『
安
養
開
山
勅
諡
正
眼
智
鑑
禅
師
年
譜
』・
貞
治
二
年
） 
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(

三
〇)  

加
之
祖
示
偈
曰
。
一
花
開
五
葉
。
結
果
自
然
成
。（
月
溪
聖
澄
『
百
瓶
華
序
』、
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
） 

た
だ
し
、
一
部
の
僧
侶
の
書
い
た
漢
詩
に
も
「
結
果
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
次
の
「
重
過
亀
叟
禪
師
室
」
と
い
う
漢
詩
は
、
記
載
の
通
り
、
唐
（
中
国
）
で
作
成

し
た
も
の
で
あ
り
、
「
結
果
事
空
非
」
と
い
う
表
現
は
仏
典
の
引
用
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
当
時
の
中
国
語
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
仏
教
語
と
し
て
「
結
果
」
が
漢

詩
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
受
容
は
一
部
の
僧
侶
に
限
ら
れ
て
い
て
、
世
間
に
は
広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

(

三
一)  

露
苗
終
不
秀
。
結
果
事
空
非
。（
如
心
中
恕
『
碧
雲
稿
』「
重
過
亀
叟
禪
師
室
（
在
唐
作
）」、
寛
永
元
（
一
六
二
四
）
年
以
前
） 

江
戸
時
代
に
な
る
と
、「
お
し
か
た
づ
け
る
」
と
い
う
意
味
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
中
国
語
「
結
果
」
の
「
こ
ろ
す
」
の
意
に
該
当
す
る
。
次
の
『
近

世
説
美
少
年
録
』
は
、
中
国
の
白
話
小
説
『
檮
杌
間
評
（
と
う
ご
つ
か
ん
び
ょ
う
）』
７

に
構
想
を
借
り
て
曲
亭
馬
琴
（
一
七
六
七
～
一
八
四
八
）
が
著
し
た
読
本
で
あ

り
、
使
用
さ
れ
た
語
彙
は
白
話
小
説
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
本
来
「
散
ら
か
っ
て
い
る
物
を
整
理
す
る
」
と
い
う
意
を
表
す
「
お
し
か
た
づ
け
る
」
が
、
転
じ

て
「
不
要
の
も
の
を
始
末
す
る
。
邪
魔
者
を
殺
し
て
し
ま
う
」
の
意
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

(

三
二)  

あ
ま
つ
さ
へ
近
ご
ろ
は
、
小
札
の
筥
も
図
も
何
処
か
の
隅
へ
お
し
結
果(

か
た
づ
け)

て
、
天
語
の
天
の
字
も
い
は
れ
ぬ
は
、
い
か
な
る
こ
と
に
や

（
小
説
家
大
人
『
近
世
随
想
集
・
し
り
う
ご
と
・
上
・
二
・
二
』、
江
戸
時
代
） 

(

三
三)  

先
そ
の
陶
奴
を
結
果(

お
し
か
た
づ
け)

て
、
爾
後
阿
夏
を
殺
す
べ
し
（『
近
世
説
美
少
年
録
・
五
』） 

(

三
四)  

女
兄
よ
り
咱
等
に
賜
り
し
、
金
子
は
一
百
両
な
る
を
、
那
奴
が
半
分
着
腹
し
な
が
ら
、
頼
陳
じ
て
已
ざ
れ
ば
、
怒
に
乗
し
て
結
果(

お
し
か
た
づ)

け

た
る
。（
『
近
世
説
美
少
年
録
・
四
十
九
』） 

(

三
五)  

這
衆
牝
を
結
果(

お
し
か
た
づ)

け
て
、
後
に
少
女
を
掻
攫
な
ば
、
背
安
き
に
似
た
れ
ど
も
、
倘
愆
て
緊
要
の
、
貨
物
に
痍
を
負
せ
な
ば
、
後
悔
何
ぞ

及
ぶ
べ
き
。（
『
近
世
説
美
少
年
録
・
五
十
六
』） 

し
か
し
、
『
近
世
説
美
少
年
録
』
に
用
い
ら
れ
た
「
結
果
」
は
動
詞
「
お
し
か
た
づ
け
る
」
の
用
法
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
唐
話
（
中
国
語
）
の
「
結
果
」
に
由
来

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
近
代
日
本
語
に
お
け
る
名
詞
的
な
用
法
は
江
戸
時
代
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。 
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第
四
節 

訳
語
と
し
て 

一 

英
華
字
典
に
お
い
て 

十
九
世
紀
の
代
表
的
な
英
華
字
典
８

に
お
い
て
、「
結
果
」
は
中
国
初
の
英
華
・
華
英
対
訳
辞
書
と
さ
れ
る
モ
リ
ソ
ン
『
英
華
字
典
』
に
す
で
に
見
え
て
い
る
。
以
下
、

各
字
典
に
お
け
る
「
結
果
」
が
現
れ
て
い
る
項
目
を
列
記
す
る
。 

(

三
六)  

A
B
U
N
D
AN
C
E 

A
b
u
n
d
an
c
e
 o
f
 
le
a
v
es
,
 

樹
葉
茂
盛;

 
and little fruit 

結
果
少 

B
R
I
N
G 

T
o
 
b
r
in
g
 
fo
r
t
h 
f
r
ui
t
 

結
果 

E
F
F
E
C
T 

W
h
a
t
 
wi
l
l
 b
e
 
th
e
 ef

f
e
ct 

將
有
甚
麽
結
果 

E
V
E
N
T 

T
h
e
 
u
ps
h
o
t 
o
r
 e
v
e
nt
 

結
果 

F
R
U
I
T 

F
r
u
i
t
 o
f
 
a 
p
e
rs
o
n
's
 
c
ond

u
c
t
,
 t
h
e result of their actions is expressed by 

結
果, forming or produci

ng fruit; the fr

u
i
t
 
f
or
m
e
d 

結
果 

T
h
i
s
 
is
 
t
he
 
f
ru
i
t
 o
f
 
the

i
r
 
c
on
d
uct 

這
就
是
他
的
結
果 

F
R
U
I
T
LE
S
S 

n
o
t
 b
ea
r
i
ng
 
f
ru
i
t 

不
結
果
的 

L
A
W
S
U
IT 

W
h
e
n
e
ve
r
 
a 
l
a
ws
u
i
t 
o
c
cur

s
 
i
t
 i
s
 [necessary](neccssary) at the commencement to consider fully what will be the sta
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t
e
 
o
f
 t
h
i
ng
s
 
at
 
t
he
 
c
los

e
,
 
w
he
n
 the oars are taken in and the fruit formed 

但
凡
遇
有
告
狀
事
起
初
頭
須
要
把
收
梢
結
果
的

光
景
都
有
想
到 

R
E
S
U
L
T 

c
o
n
s
e
qu
e
n
ce,

 
is
 
e
xp
r
e
sse

d
 
b
y
 

結
果, `forming fruit:' and by 

收
梢, `taking in the oars.' 

結
果
、
收
梢 

D
o
n
'
t
 k
n
o
w 
w
h
at
 
w
il
l
 
be 

t
h
e
 
re
s
ult hereafter 

將
來
不
知
作
何
結
果 

U
P
R
O
A
R 

W
h
a
t
 
wi
l
l
 b
e
 
th
e
 up

s
h
ot o

f
 
it 

有
什
麼
結
果 

（
モ
リ
ソ
ン
『
英
華
字
典
』、
一
八
一
五
～
二
二
） 

(

三
七)  

U
P
S
H
O
T 

U
P
S
H
O
T, 

wh
a
t
 i
s
 
th
e
? 

有
什
麽
結
果 

R
E
S
U
L
TS 

關
係
、
結
果
、
收
梢 

（
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
『
英
華
韻
府
歴
階
』、
一
八
四
四
） 

(

三
八)  

E
F
F
E
C
T 

 

t
h
a
t
 
wh
i
c
h 
i
s
 p
r
o
du
c
e
d b

y
 
a
 
ca
u
se 

結
果
、
因
果 

T
O
 
P
R
OD
U
C
E 

生
産
、
出
、
造
化 

t
o
 
p
r
od
u
c
e 
r
e
su
l
t
s 

結
果 

R
E
S
U
L
T 

関
係
、
干
係
、
歸
結
、
發
落
、
歸
落
、
出
頭
、
果
、
果
實
、
迹
、
效
験
、
應
験 

c
o
n
s
e
qu
e
n
ce
s 

結
果
、
收
梢 

（
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』、
一
八
四
七
～
四
八
） 

(

三
九)  

I
s
s
u
e 

n
o
 i
s
su
e 

無
出
、
無
結
果 

a
 
p
r
o
sp
e
r
ou
s
 
is
s
u
e 

好
結
果
、
好
結
局
、
好
歸
結 

S
e
q
u
e
l 

c
o
n
s
e
qu
e
n
ce 

關
係
、
干
係
、
關
頭
、
結
果
、
傚
驗 
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U
p
s
h
o
t 

t
h
e
 e
nd 

終
、
結
果
、
果
實 

（
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』、
一
八
六
六
～
六
九
） 

(
四
〇)  

E
f
f
e
c
t 

a
n
 E
f
fe
c
t 

效
験
、
結
果
、
靈
験
、
所
以
致
、
所
使
然 

F
o
r
m 

F
o
r
m
 fr

u
i
t, 

結
果 

F
r
u
i
t 

果
子
、
菓
子
、
果
、
果
實
、
菓
品 

t
o
 
b
e
ar
 
F
ru
i
t 

結
果 

C
a
t
a
s
tr
o
p
he 

結
果
之
事 

E
n
s
u
e 

E
n
s
u
e
 a
s
 
a c

o
ns
e
q
ue
n
c
e, 

有
此
結
果 

U
p
s
h
o
t 

U
p
s
h
o
t 
o
r
 r
e
s
ul
t, 

結
果 

w
h
a
t
 
is
 
t
he
 U
ps
h
o
t 

有
什
麽
結
果 

R
e
s
u
l
ts 

R
e
s
u
l
ts
 
o
r 
c
o
ns
e
q
ue
n
c
es, 

關
係
、
結
果
、
收
梢
、
效
實
、
終
歸
、
歸
實 

 

（
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
『
英
華
萃
林
韻
府
』、
一
八
七
二
） 

右
の
よ
う
に
、「
結
果
」
は
す
べ
て
の
辞
書
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
辞
書
に
お
い
て
は
、「
結
果
」
は
「fruit

（
原
義
）」「effect

」「result

」「upshot

」「is

s
u
e

」
な
ど
の
訳
語
に
使
わ
れ
て
い
る
。「
結
果
」
と
と
も
に
並
記
さ
れ
て
い
る
訳
語
に
は
「
果
実
（
原
義
）」「
効
験
」、「
関
係
」
が
比
較
的
多
く
、
い
ず
れ
も
「
結
果
」

の
後
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
結
果
」
は
日
本
に
お
い
て
訳
語
と
し
て
発
展
し
て
い
く
前
に
、
す
で
に
英
語
「effect

」
や
「res

u
l
t

」
な
ど
の
代
表
的
な
漢
訳
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

な
お
、
「
結
果
」
が
訳
語
と
し
て
比
較
的
早
期
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
明
清
の
時
代
に
小
説
な
ど
に
お
い
て
多
用
さ
れ
熟
語
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま



 

192 

 

た
、
訳
語
に
は
「
こ
ろ
す
。
片
付
け
る
」
の
意
を
表
す
「
結
果
」
が
見
あ
た
ら
な
い
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
清
代
で
は
「
結
果
」
は
主
に
名
詞
的
用
法
で
使
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
意
味
で
は
当
時
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

二
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』 

堀
達
之
助
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
以
下
『
袖
珍
辞
書
』）
は
、
幕
末
期
の
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
、
日
本
初
の
本
格
的
刊
本
英
和
辞

典
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
辞
書
は
、
英
蘭
・
蘭
英
辞
書
で
あ
るPicard 

（
一
八
五
七
）
９

を
基
に
編
集
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
袖
珍
辞
書
』
が
編

纂
さ
れ
た
際
に
、
英
華
・
華
英
辞
典
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
袖
珍
辞
書
』
の
訳
語
は
、
メ
ド
ハ
ー
ス
ト

の
『
華
英
字
典
』
に
ま
っ
た
く
同
じ
か
、
も
し
く
は
、
極
め
て
類
似
し
た
訳
語
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
全
体
の
約
十
・
一
％
も
占
め
て
い
る
１
０

と
言
わ
れ
て
い

る
。 当

時
、
中
国
で
出
版
さ
れ
た
英
華
・
華
英
辞
典
は
、
最
初
の
モ
リ
ソ
ン
『
英
華
字
典
』
か
ら
数
十
年
の
発
展
を
経
て
、
英
語
と
の
対
訳
や
新
語
と
し
て
の
完
成
度
を

み
る
に
は
格
好
の
資
料
で
あ
り
、
日
本
の
洋
学
界
に
も
重
宝
さ
れ
、
蘭
和
・
英
和
辞
書
の
編
纂
に
欠
か
せ
な
い
役
目
を
果
し
た
。 

そ
こ
で
、
英
華
辞
典
で
「
結
果
」
が
関
わ
る
こ
と
が
多
い
「effect

」
と
「result

」
に
つ
い
て
、『
袖
珍
辞
書
』
を
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

(

四
一)  

E
f
f
e
c
t,
 
s
. 

効
験
、
功
績
、
続
キ
、
事
ノ
次
第
、
終
り 

R
e
s
u
l
t,
 
s
. 

 

成
果
、
ノ
高 

（
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』、
一
八
六
二
） 

こ
の
「ef

f
e
ct

」「re
s
u
lt

」
に
は
「
結
果
」
の
語
が
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』
に
お
け
る
「effect

」「result

」
の
項
目
と
比
較

す
る
と
、「
効
験
」
が
『
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
英
華
字
典
』
に
由
来
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は
、『
袖
珍
辞
書
』
が
『
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
英
華
字
典
』
な
ど
か
ら
影
響
を

受
け
た
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
る
。 

(

四
二)  

E
F
F
E
C
T 

t
h
a
t
 
wh
i
c
h 
i
s
 p
r
o
du
c
e
d b

y
 
a
 
ca
u
se 

結
果
、
因
果 
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r
e
s
u
l
t 

效
驗
、
靈
驗
、
實 

c
o
n
s
e
qu
e
n
ce
s 

闗
係 

e
f
f
e
c
ts
 
o
f 
t
h
e 
w
i
nd 

風
迹 

e
f
f
e
c
ts
,
 
go
o
d
s 

家
伙
、
貨
物 

t
o
 
b
r
in
g
 
to
 
p
as
s 

致
然
、
使
然
、
令
其
爲
然 

t
o
 
a
c
hi
e
v
e 

成
功
、
成
事
、
成
就
、
成
及
、
來
、
立
、
襄
、
爲 

t
o
 
e
f
fe
c
t
 b
y
 
mo
n
e
y 

買
弄 

t
o
 
e
f
fe
c
t
 n
o
t
hi
n
g 

一
事
不
成 

t
o
 
e
f
fe
c
t
 a
 
g
re
a
t
 w
o
r
k 

成
就
大
功 

 R
E
S
U
L
T 

闗
係
、
干
係
、
歸
結
、
發
落
、
歸
落
、
出
頭
、
果
、
果
實
、
迹
、
效
験
、
應
験 

c
o
n
s
e
qu
e
n
ce
s 

結
果
、
收
梢 

t
e
r
m
i
na
t
i
on 

完
結
之
事 

（
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』、
一
八
四
七
～
四
八
） 

し
か
し
、
英
華
辞
典
に
多
用
さ
れ
た
「
結
果
」
が
日
本
語
訳
に
お
い
て
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
極
め
て
不
思
議
で
あ
る
。
堀
達
之
助
は
、「
結
果
」
が
「effec

t

」
と
「r

e
s
u
l
t

」
の
日
本
語
訳
に
適
切
で
は
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
中
国
語
の
白
話
小
説
か
ら
影
響
を
受
け
た
近
世
の

一
部
の
文
学
作
品
に
、「
邪
魔
者
を
こ
ろ
す
」
の
意
を
表
す
「
お
し
か
た
づ
け
る
」
が
「
結
果
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
幕
末
期
の
知
識
人
に
お
い
て
も

「
結
果
」
を
「
こ
ろ
す
」
の
意
を
表
す
語
と
認
識
し
た
た
め
、『
袖
珍
辞
書
』
で
は
「cause

」
な
ど
に
対
す
る
訳
語
か
ら
「
結
果
」
を
排
除
し
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。 

三 

和
蘭
辞
典
に
お
い
て 

『
袖
珍
辞
書
』
の
訳
語
に
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
英
華
字
典
』
を
参
考
と
し
た
も
の
が
あ
る
ほ
か
に
、Picard

英
蘭
・
蘭
英
辞
書
の
英
蘭
の

部
を
媒
介
と
し
て
、『
和
蘭
字
彙
』
１
１

な
ど
の
蘭
和
辞
書
に
由
来
す
る
も
の
も
あ
る
。『
和
蘭
字
彙
』
は
、『
袖
珍
辞
書
』
の
基
本
参
考
書
と
さ
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
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に
よ
る
と
、『
袖
珍
辞
書
』
の
訳
語
の
六
十
四
％
が
『
和
蘭
字
彙
』
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
１
２

。 

そ
こ
で
、P

ic
a
rd

辞
書
１
３

の
英
蘭
の
部
を
通
し
て
、
英
語
「effect

」
と
「result

」
に
該
当
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
に
つ
い
て
、『
和
蘭
字
彙
』
を
見
て
み
る
。 

(

四
三)  

E
f
f
e
c
t, 

s.
 
u
it
w
e
rk
s
e
l, 

g
e
v
o
lg
.
 n. bedoeling, f. einde, n. wezenlijkheid. 

R
e
s
u
l
t, 

s.
 
g
ev
o
l
g,
 
n
. u

i
t
s
l
ag
,
 m. uitkomst. f. besluit, n. slotsom, f. resultaat 

（『A New Pocket Dictionary of 

t
h
e
 
E
ng
l
i
sh-

D
ut
c
h
 a
n
d
 Du

t
c
h
-En

g
lish Languages. 

』、
一
八
四
三
） 

(

四
四)  

u
i
t
w
e
rk
s
e
l 

マ
サ
ニ
然
ル
可
キ
ト
コ
ロ
又

出
来
バ
ヘ 

g
e
v
o
l
g 

行
列
又

後
者
；
続
き 

事
ノ 

e
i
n
d
e 

終
リ
又

仕
舞
又

行
ク
末
ヘ 

u
i
t
s
l
ag 

成
リ
果 

u
i
t
k
o
ms 

出
テ
来
ル
事
又

出
入
口
；
出
来
バ
ヘ 

b
e
s
l
u
it 

決
定
；
事
ノ
終
リ 
（
『
和
蘭
字
彙
』、
一
八
五
五
～
五
八
） 

『
和
蘭
字
彙
』
に
は
「
続
き
」「
終
わ
り
」「
成
リ
果
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、「
結
果
」
は
が
使
わ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
結
果
」
は
蘭
和
辞
書
を
通
し
て
日

本
語
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
逆
に
、『
袖
珍
辞
書
』
に
お
け
る
「
続
き
」「
終
り
」「
成
果
」
な
ど
の
訳
語
は
『
和
蘭
字
彙
』
に
由
来
す
る
こ

と
も
判
明
す
る
。 

四 

『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』 

子
安
峻
と
柴
田
昌
吉
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』（
以
下
『
英
和
字
彙
』）
は
、
明
治
時
代
に
入
っ
た
一
八
七
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド｢

英
華
字
典
』
か
ら
か
な
り
の
訳
語
を
借
り
た
英
和
辞
典
の
代
表
作
で
あ
る
。
明
治
初
期
に
西
洋
か
ら
の
新
概
念
や
事
物
が
大
量
に
移
入
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
す
で
に
『
袖
珍
辞
書
』
を
代
表
と
し
た
英
和
辞
典
が
世
に
出
さ
れ
た
と
は
言
え
、
急
増
す
る
新
た
な
概
念
や
事
物
を
表
す
た
め
の
訳
語
が
十
分
に
整
っ
て
い

た
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
刊
行
が
早
く
比
較
的
成
熟
し
た
英
華
字
典
か
ら
訳
語
を
直
接
に
借
用
す
る
の
は
重
要
な
解
決
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。 
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先
行
研
究
１
４

に
よ
る
と
、
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
の
影
響
に
よ
る
訳
語
が
含
ま
れ
て
い
る
『
英
和
字
彙
』
の
見
出
し
語
は
全
体
の
四
七
・
二
％
に
及
ぶ
と
い

う
。
ま
た
、
漢
語
の
訳
語
の
附
音
に
つ
い
て
は
、
発
音
を
示
す
音
読
み
と
意
味
を
表
す
訓
読
み
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
李
（
二
〇
〇
四
）
で
は
、「『
英
華
字
典
』
の
影

響
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
語
は
、
意
味
を
表
す
振
り
仮
名
を
多
く
使
用
し
て
い
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
馴
染
み
度
が
薄
か
っ
た
『
英
華
字
典
』
の
訳
語
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
『
英
和
字
彙
』
の
利
用
者
の
理
解
を
得
に
く
く
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
工
夫
だ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

こ
の
『
英
和
字
彙
』
に
「e

f
fe
c
t

」
と
「re

s
u
lt

」
に
つ
い
て
見
る
と
、「result

」
の
項
目
に
「
結
果
（
デ
キ
バ
エ
）」
と
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
参

考
に
さ
れ
た
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
を
見
る
と
、「effect

」
と
「result

」
の
項
目
に
「
結
果
」
は
出
て
い
な
い
が
、「
果
実
」「
結
好
菓
」「
結
惡
菓
」
の
よ

う
な
訳
語
が
見
ら
れ
る
。
『
英
和
字
彙
』
の
「r

e
s
u
lt

」
の
項
目
に
現
れ
た
の
は
、
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
の
「issue

」
や
「consequence

」
な
ど
に
あ
る

「
結
果
」
を
導
入
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、「effect

」
の
訳
語
に
あ
る
「
成
就
」「
效
験
」「
関
係
」「
意
思
（
意
係
、
意
是
）」、
お
よ
び
「result

」
の
訳

語
に
あ
る
「
跳
反
」
「
関
係
」
も
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
。 

(

四
五)  

E
f
f
e
c
t,
 
n
. 

 

成
就(

ジ
ャ
ウ
ジ
ュ)

、
功
績(

イ
サ
ホ
シ)

、
成
果(

ナ
リ
ハ
テ)

、
效
験(

シ
ル
シ)

、
関
係(

ク
ハ
ン
ケ
イ)

、
利
益(

リ
エ
キ)

、
意
思

(

オ
モ
ヒ)

、
事
實(

ジ
ヾ
ツ) 

R
e
s
u
l
t,
 
n
. 

 

跳
反(

ハ
ネ
カ
ヘ
リ)
、
関
係(

ク
ワ
ン
ケ
イ)

、
成
果(

ナ
リ
ハ
テ)

、
結
果(

デ
キ
バ
エ)

、
落
着(

ラ
ク
ヂ
ャ
ク)

、
決
議(

ケ
ツ
ギ) 

（
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
、
一
八
七
三
） 

(

四
六)  

 
E
F
F
EC
T 

t
h
a
t
 
wh
i
c
h 
i
s
 p
r
o
du
c
e
d b

y
 
a
n
 a
g
ent or cause, result 

果
、
果
實
、
靈
效
、
靈
驗
、
效
驗
、
應
驗
、
徴
驗 

c
a
u
s
e
 a
n
d
 e
f
f
ec
t 

因
果 

c
o
n
s
e
qu
e
n
ce
s 

關
係 

n
o
 e
f
fe
c
t 

無
乜
關
係
、
無
應
驗
、
無
靈
迹
、
冇
勢
子 

t
o
 
t
h
at
 
e
ff
e
c
t 

意
係
、
意
是 

t
o
 
p
r
od
u
c
e 
a
n
 e
f
f
ec
t
 

致
成
關
係 

t
o
 
a
c
co
m
p
li
s
h 

成
、
成
就
、
成
及
、
成
立 
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t
o
 
e
f
fe
c
t
 g
r
e
at
 
t
hi
n
g
s 

成
大
事
、
成
大
件
事
、
成
就
大
功
、
成
立
大
功 

 

 R
E
S
U
L
T 

t
o
 
l
e
ap
 
b
ac
k 

跳
反
、
屈
强 

(

四
七)  

t
o
 
r
e
su
l
t
 f
r
o
m 

出
於
、
出
乎
、
由
出
、
由
來
、
自
來
、
關
係
、
故 

(

四
八)  

t
o
 
r
e
su
l
t
 i
n
 
go
o
d 

結
好
菓 

(

四
九)  

t
o
 
r
e
su
l
t
 i
n
 
ev
i
l 

結
惡
菓
、
惡
關
係 

(

五
〇)  

c
o
n
s
e
qu
e
n
ce 

關
係
、
干
係
、
果
、
果
實
、
迹
、
效
驗
、
應
驗 

(

五
一)  

w
h
a
t
 
ar
e
 
th
e
 re

s
u
lt
s
 

結
何
果
乎 

（
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』、
一
八
六
六
～
六
九
） 

ほ
か
に
、「f

ru
i
t

」
の
項
目
に
「
結
果
（
デ
キ
バ
エ
）」
と
あ
る
。
す
で
に
先
行
の
英
華
字
典
に
「fruit

」
の
訳
語
と
す
る
「
結
果
」（
も
し
く
は
「
結
菓
」）
が
あ

り
、
両
者
の
対
訳
関
係
が
以
前
か
ら
成
立
し
て
い
る
が
、『
袖
珍
辞
書
』
の
初
版
、
再
版
に
は
見
あ
た
ら
な
い
１
５

。『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
収
録
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
先
行
の
英
華
字
典
を
参
考
し
た
こ
と
が
明
白
と
な
る
。 

(

五
二)  

F
r
u
i
t
, 
n
.
 

産
物
（
サ
ン
ブ
ツ
）
、
果
實
、
種
子
（
タ
子
）、
結
果
（
デ
キ
バ
へ
）、
利
益
（
リ
エ
キ
） 

（『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』、
一
八
七
三
） 

ま
た
、
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
あ
る
「
結
果
」
が
「
デ
キ
バ
エ
」
と
附
音
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蘭
和
辞
典
（
訳
語
「
出
来
バ
ヘ
」）
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、「
こ
ろ
す
」
の
意
を
表
す
唐
話
語
と
関
係
が
な
い
の
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ほ
か
に
、「
成
就
」
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
生
活
に
馴
染
ん
だ
仏
教
語
も
見
ら
れ
る
。

「
成
就
」
の
附
音
が
通
常
の
音
読
み
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
結
果
」
は
意
味
を
表
す
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
李
（
二
〇
〇
四
）
の
述

べ
る
よ
う
に
「
『
英
和
字
彙
』
の
利
用
者
の
理
解
を
得
に
く
く
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
工
夫
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
結
果
」
は
、
古
く
か
ら
ら
使

わ
れ
て
き
た
「
成
就
」
な
ど
の
漢
語
と
は
違
っ
て
、
近
代
に
な
っ
て
新
た
に
日
本
語
に
導
入
さ
れ
た
漢
語
、
す
な
わ
ち
「
新
漢
語
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
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な
お
、『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
お
い
て
、「
成
果
」
が
「effect

」、「result

」
の
ほ
か
に
、「event

」
や
「product

」
の
訳
語
１
６

と
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、「
結
果
（
デ
キ
バ
エ
）
」
は
「re

s
u
lt

」
の
ほ
か
に
「issue

」
の
訳
語
１
７

と
も
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
「
結
果
」
の
意
味
を
表
す
英
語
語
彙
の
訳
語
と
し

て
、
明
治
初
期
の
時
点
で
は
そ
の
訳
語
機
能
が
ま
だ
「
成
果
」
に
及
ば
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

五 
井
上
哲
次
郎
『
哲
学
字
彙
』
に
お
い
て 

『
哲
学
字
彙
』
で
は
、「
結
果
」
が
一
八
八
一
年
の
初
版
か
ら
「effect

」
と
「result

」
両
方
の
訳
語
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「cause

」
の
訳
語
と
さ
れ
た
「
原

因
」
と
と
も
に
、「
原
因
と
結
果
」
を
意
味
す
る
「c

a
u
se
 and effect

」
に
該
当
し
て
対
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
、
両
者
は
「
因
果
関
係
」（
ま
た
は
「
因
果

律
」
、
「
因
果
性
」
な
ど
）
と
い
う
近
代
の
西
洋
概
念
に
あ
た
る
日
本
語
表
現
と
し
て
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

五
三)  

E
f
f
e
c
t 

結
果
、
應
報
、
効
験
、
果
報 

(

五
四)  

R
e
s
u
l
t 

成
効
、
菓
實
、
結
果 
（『
哲
学
字
彙
』、
一
八
八
一
） 

ま
た
、
当
時
「
結
果
（
「e

f
f
ec
t

」
や
「r

e
s
ul
t

」
）」
、「
因
果
（「causality

」、
ま
た
は
「cause and effect

」）」
に
当
て
た
語
彙
に
つ
い
て
ほ
か
に
も
多
数
存

在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
原
因
」
と
「
結
果
」
が
、
そ
の
中
で
も
代
表
的
も
の
と
し
て
定
着
し
た
の
は
、
比
較
的
早
期
に
訳
語
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
以

外
に
、
「
果
」
と
い
う
字
音
語
素
に
よ
っ
て
従
来
の
仏
教
的
意
味
の
「
結
果
」
を
表
す
「
果
」
や
「
果
報
」
な
ど
の
仏
教
語
と
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
も
そ
の
一
因
で

あ
ろ
う
。
『
哲
学
字
彙
』
の
「e

f
f
e
c
t

」
に
は
、
日
本
の
伝
統
哲
学
（
仏
教
）
に
お
け
る
「
因
果
関
係
」
を
代
表
す
る
語
彙
と
し
て
、「
果
報
」（「cause

」
に
も
「
縁

故
」
と
あ
る
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
結
果
」
は
「
原
因
」
と
と
も
に
新
漢
語
で
も
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
に
お
い
て
浸
透
し
た
仏
教
的
因
果
思

想
が
西
洋
の
「c

au
s
a
li
t
y

」
と
い
う
近
代
的
哲
学
概
念
に
も
応
用
で
き
る
た
め
に
受
容
さ
れ
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
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第
五
節 

近
代
語
と
し
て
の
成
立 

一 

定
着 

一
八
八
六
年
に
成
立
し
日
本
初
の
近
代
的
国
語
辞
典
と
さ
れ
る
『
言
海
』
に
は
「
け
つ
く
わ 

結
果
（
和
漢
ノ
通
用
字
） 

事
ノ
デ
キ
バ
エ
、
ナ
レ
ノ
ハ
テ
」
と
あ

り
、
こ
の
時
期
に
新
漢
語
「
結
果
」
が
日
本
語
と
し
て
完
全
に
定
着
し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
か
ら
『
言
海
』
ま
で
の
十
数
年

を
、
日
本
語
に
お
け
る
「
結
果
」
の
受
容
期
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
以
前
は
導
入
期
と
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
導
入
期
と
受
容
期
に
お
け

る
漢
語
「
結
果
」
の
様
相
を
次
に
詳
し
く
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。 

二 

和
訳
洋
書
に
よ
る
導
入 

『
日
国
』
で
は
「
結
果
（
結
菓
）
」
の
早
期
出
典
と
し
て
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
自
由
之
理
』
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
『
自
由
之
理
』
は
中
村

正
直
が
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
翻
訳
し
た
啓
蒙
書
で
、
原
書
は
イ
ギ
リ
ス
功
利
主
義
の
思
想
家
ミ
ル
（John Stuart Mill

）
の
『On Liberty

』(

一
八
五
九)

で
あ
る
。
既
出
の
例
に
も
「
結
菓
」
が
見
ら
れ
る
が
、『
自
由
之
理
』
は
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
よ
り
も
早
い
時
期
の
成
立
で
あ
り
、「
結
菓
」
と
い
う
漢
語
は
英
和

辞
書
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
英
華
字
典
な
ど
に
由
来
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
原
書
と
対
照
す
る
と
、
英
語
「result

」
の
和
訳
と
し
て
「
結
菓
」
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
「
結
果
（
結
菓
）」
が
、
最
古
の
モ
リ
ソ
ン
『
英
華
字
典
』
以
来
「result

」
の
訳
語
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
。 

(

五
五)  

コ
レ
蓋
シ
人
民
自
己
ニ
テ
ソ
ノ
所
入
ヲ
費
ヤ
ス
所
以
ノ
有
様
ヲ
バ
、
公
衆
〔
即
チ
政
府
〕
ニ
テ
禁
制
ス
ル
ノ
権
ア
リ
ト
イ
ヘ
ル
説
ア
リ
テ
、
人
民
ノ

情
ト
合
和
シ
テ
、
カ
ヽ
ル
結
菓
ト
ナ
リ
シ
ナ
リ
。（
中
村
正
直
訳
『
自
由
之
理
』
四
、
一
八
七
二
） 

b
u
t
 
a
 p
r
o
ba
b
l
e r

e
su
l
t
 of

 
d
e
m
oc
r
atic feeling, combined with the notion that the public has a right to a veto on th

e
 
m
a
n
ne
r
 
in
 
w
hi
c
h
 i
n
d
ivi

d
u
a
l
s 
s
hall spend their incomes. 

ま
た
、
『
自
由
之
理
』
に
お
い
て
は
ほ
か
に
も
「
結
果
」
の
用
例
が
確
認
さ
れ
る
。
次
の
よ
う
に
、「
結
果
」
は
「
成
就
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
、「
結
果
成
就
」
が
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全
体
と
し
て
仏
教
語
的
表
現
１
８

と
も
見
え
る
。
原
書
に
よ
る
と
、
英
語
「fruit

」
の
訳
語
に
該
当
す
る
。
英
華
字
典
で
は
、
そ
の
「fruit

」
は
「
結
菓
」、「resul

t
」
は
「
結
果
」
と
す
る
の
が
比
較
的
多
い
が
、
こ
こ
で
逆
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
結
菓
」
と
「
結
果
」
と
が
区
分
さ
れ
ず
同
一
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。「re

s
u
l
t

」
や
「f

r
ui
t

」
の
訳
語
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
の
ち
の
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
も
反
映
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
結
果
成
就
シ
テ
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、

「
結
果
」
の
文
法
的
機
能
に
つ
い
て
、
導
入
当
初
か
ら
名
詞
以
外
に
動
詞
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

(

五
六)  
同
一
ノ
訓
謨
、
同
一
ノ
規
矩
ヲ
以
テ
萬
民
ノ
心
志
擧
動
ヲ
悉
ク
皆
ナ
一
様
ニ
為
サ
ン
ヿ
ヲ
務
メ
シ
カ
バ
、
ソ
ノ
事
、
結
果
成
就
シ
テ
、
進
歩
セ
ザ
ル

人
民
ト
ハ
ナ
リ
タ
ル
ナ
リ 

（
中
村
正
直
訳
『
自
由
之
理
』
三
、
一
八
七
二
） 

—
i
n
 
ma
k
i
ng
 
a
 p
e
o
pl
e
 
all

 
a
l
i
ke
,
 all governing their thoughts and conduct by the same maxims and rules; and these 

a
r
e
 
t
he
 f
ru
i
t
s. 

な
お
、
『
自
由
之
理
』
に
お
い
て
、
「c

a
u
s
e

」
を
「
原
因
」
と
、「effect

」
を
「
効
験
」
と
訳
し
た
例
が
確
認
で
き
る
。
当
時
の
日
本
で
は
、『
附
音
挿
図
英
和
字

彙
』
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
だ
「e

f
f
ec
t

」
を
「
結
果
」
と
訳
す
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
「cause 

and 
effect

」
に
対
す
る
理
解
も
ま
だ
啓
蒙
段
階
に

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

(

五
七)  

何
ニ
物
ゾ
ヤ
、
コ
レ
別
ニ
勝
（
ス
グ
）
レ
タ
ル
原
因
ハ
、
見
ル
ベ
カ
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
効
験
ト
シ
テ
發
見
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ 

（
中
村
正
直
訳
『
自
由
之

理
』
三
、
一
八
七
二
） 

N
o
t
 
a
ny
 
s
up
e
r
io
r
 
ex
c
e
lle

n
c
e
 
in
 
them, which, when it exists, exists as the effect, not as the 

cause; 

『
自
由
之
理
』
以
外
に
も
、
そ
の
前
年
の
一
八
七
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
同
じ
く
中
村
に
よ
る
訳
著
『
西
国
立
志
編
』
１
９

に
も
（「
結
果
成
就
」
を
含
め
て
）「
結
果
（
結

菓
）
」
の
用
例
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
和
訳
２
０

に
英
語
原
文
を
添
付
し
、
以
下
に
記
す
。 

(

五
八)  

人
民
ノ
性
行
ノ
集
レ
ル
モ
ノ
、
結
菓
成
就
（
デ
キ
ア
ガ
リ
）
シ
テ
、
律
法
ト
ナ
リ
、
政
事
ト
ナ
ル
ヿ
ナ
リ
、 

（
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』

一
・
三
、
一
八
七
一
） 

t
h
e
 
c
ol
l
e
ct
i
v
e 
c
h
ar
a
c
ter

 
o
f
 
a 
n
ation will as surely find its befitting results in its law and government, 
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(

五
九)  

コ
レ
皆
許
多
ノ
人
ノ
勉
力
智
思
ニ
由
リ
テ
現
出
セ
ル
結
果
（
ミ
ノ
リ
）
効
験
（
デ
キ
バ
ヒ
）
ナ
リ 

（
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
二
・
五
、
一

八
七
一
） 

… h
a
ve
 
b
ee
n
 
th
e
 re

s
u
lt o

f
 
t
he
 
labor and ingenuity of many men and many minds. 

(

六
〇)  
所
謂
珊
瑚
虫
ト
云
ヘ
ル
無
數
生
物
ノ
殻
ナ
リ
極
小
ノ
物
ヨ
リ
シ
テ
カ
ク
ノ
如
キ
非
常
ノ
結
菓
（
デ
キ
バ
ヱ
）
ヲ
成
ス
ヿ
ヲ
観
ル
ト
キ
ハ
豈
ニ
小
物
ノ

忽
ニ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヿ
ヲ
知
ル
ニ
足
ラ
ズ
ヤ
（
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
五
・
七
、
一
八
七
一
） 

A
n
d
 
w
ho
 
t
ha
t
 
co
n
t
em
p
l
ate

s
 
s
u
ch
 
extraordinary results, arising from infinitely minute operations, will venture to 

q
u
e
s
t
io
n
 
th
e
 
po
w
e
r 
o
f
 li

t
t
l
e
 t
h
ings? 

「b
e
f
it
t
i
ng
 
r
es
u
l
ts

」
を
「
結
菓
成
就
」、「r

es
u
l
ts

」
を
「
結
果
効
験
」
と
訳
し
た
例
も
見
ら
れ
る
が
、『
西
国
立
志
編
』
に
お
け
る
「
結
果
」
は
、
英
語
「r

e
s
u
l
t

」
の
訳
語
に
該
当
す
る
。
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
『
自
由
之
理
』
と
同
様
に
、「
結
果
」
と
「
結
菓
」
が
混
在
し
て
い
る
。
ま
た
、『
附
音
挿
図
英
和

字
彙
』
と
同
様
に
、『
西
国
立
志
編
』
に
お
け
る
新
語
が
附
音
さ
れ
て
い
る
。「
結
果
（
結
菓
）」
に
付
け
ら
れ
た
ル
ビ
に
つ
い
て
は
、「
ミ
ノ
リ
」「
デ
キ
バ
ヱ
」「（「
結

菓
成
就
」
）
デ
キ
ア
ガ
リ
」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
が
、「
出
来
上
が
る
も
の
。
出
来
上
が
る
こ
と
」
の
意
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
。
当
時
の
日
本
に

お
い
て
、
「r

es
u
l
t

」
と
い
う
新
し
い
概
念
、
お
よ
び
そ
の
訳
語
に
該
当
す
る
新
漢
語
「
結
果
（
結
菓
）」
に
対
し
て
、
和
語
で
は
「
ミ
ノ
リ
」「
デ
キ
バ
ヱ
」
の
意
で

捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
結
果
成
就
」
、「
結
果
効
験
」
の
よ
う
に
、「
結
果
」
が
同
じ
「result

」
の
訳
語
に
あ
た
る
「
成
就
」
や
「
効
験
」
と
併
記
さ

れ
て
い
る
の
は
、「r

e
s
u
lt

」
の
意
味
お
よ
び
新
漢
語
「
結
果
」
の
意
味
を
う
ま
く
伝
え
る
た
め
に
、「
成
就
」
や
「
効
験
」
の
よ
う
な
、
す
で
に
定
着
し
比
較
的
馴
染

ん
で
い
る
漢
語
を
以
て
、
参
考
も
し
く
は
補
足
説
明
と
し
た
工
夫
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。 

『
西
国
立
志
編
』
や
『
自
由
之
理
』
以
降
に
お
い
て
も
、「
結
果
」
は
訳
語
と
し
て
和
訳
洋
書
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
何
礼
之
に
よ
る
『
万
法
精
理
』
は
、

日
本
最
初
の
『
法
の
精
神
』
２
１

の
翻
訳
本
２
２

で
あ
り
、
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
、「
結
果
」
を
題
名
に
用
い
た
例
も
見
え
る
。
英
語
原
書
に
よ
る
と
、「
結
果
」
が
「c

o
n
s
e
q
u
e
n
c
e

」
の
訳
語
に
該
当
す
る
。
英
和
辞
書
の
『
袖
珍
辞
書
』
や
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
の
「consequence

」
の
項
目
に
は
「
結
果
」
が
見
え
な
い
が
、
メ

ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』
や
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典
』
に
お
い
て
「
結
果
」
が
「consequence

」
の
訳
語
と
さ
れ
て
お
り
、『
万
法
精
理
』
は
そ
れ
を
参
考
に

し
た
と
推
測
さ
れ
る
。 
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(

六
一)  

支
那
ニ
於
テ
ハ
奢
侈
ノ
結
果
恐
ル
ヘ
キ
禍
害
ニ
到
ル
ヲ
論
ス 

（
何
礼
之
訳
『
萬
法
精
理
』
七
、
一
八
七
五
） 

F
a
t
a
l
 c
o
n
se
q
u
en
c
e
s 
o
f
 lu

x
u
r
y
 i
n
 China, 

こ
の
『
万
法
精
理
』
で
は
、
原
書
に
よ
る
と
「
結
果
」
に
は
「consequence

」、「
原
因
」
に
は
「cause

」
と
い
う
訳
語
を
当
て
て
い
て
、
安
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
西
国
立
志
編
』『
自
由
之
理
』
と
異
な
り
、
『
万
法
精
理
』
で
は
漢
字
表
記
が
「
結
果
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。 

(

六
二)  

宇
内
萬
國
ノ
史
記
モ
亦
此
原
理
ノ
結
果
セ
シ
モ
ノ
ニ
過
キ
ス 

（
何
礼
之
訳
『
萬
法
精
理
』
原
序
、
一
八
七
五
） 

t
h
e
 
h
is
t
o
ri
e
s
 o
f
 
al
l
 
nat

i
o
n
s
 a
r
e only consequences of them; 

(

六
三)  

其
効
ノ
得
失
ヲ
看
破
ス
ル
ニ
ハ
必
ス
先
ツ
其
原
因
ヲ
審
察
ス
可
シ 

（
何
礼
之
訳
『
萬
法
精
理
』
原
序
、
一
八
七
五
） 

a
n
d
 
t
he
y
 
ex
a
m
in
e
 
al
l
 
the

 
c
a
u
se
s to discover their different effects. 

こ
の
よ
う
に
、「
結
果
」
は
、
英
華
字
典
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
、
一
八
七
〇
年
代
初
期
か
ら
「result

」
や
「consequence

」
の
訳
語
に
導
入
さ
れ
、
日
本
語
に

お
い
て
名
詞
ま
た
は
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

三 

普
及 

一
方
、
『
万
法
精
理
』
と
同
時
期
に
、
一
八
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
、
和
訳
洋
書
以
外
の
著
作
物
に
も
「
結
果
」
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
早

期
の
出
典
と
し
て
、
一
八
七
四
年
の
『
明
六
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
明
六
社
の
創
設
者
で
も
あ
る
森
有
礼
の
「
宗
教
」
と
い
う
論
文
に
は
「
其
結
果
又
そ
れ
如
何
ぞ
や
」

と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
翌
年
（
一
八
七
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
福
沢
諭
吉
の
著
書
『
文
明
論
之
概
略
』
に
も
次
の
よ
う
に
「
結
果
」
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。 

(

六
四)  

其
智
力
堅
強
な
ら
ず
其
志
向
制
御
し
易
き
人
民
を
以
て
成
立
す
る
處
の
國
に
於
て
苟
も
妄
想
空
思
行
は
れ
愈
信
じ
て
其
迷
を
深
す
る
に
至
ら
ば
其
結

果
又
そ
れ
如
何
ぞ
や
（
森
有
礼
「
宗
教
」、『
明
六
雑
誌
』
一
八
七
四
、
第
六
号
） 
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(

六
五)  

《
心
事
繁
多
な
ら
ず
》
故
に
世
に
事
変
あ
り
て
聊
か
に
て
も
此
交
際
の
仕
組
を
破
る
も
の
あ
れ
ば
、
事
柄
の
良
否
に
拘
は
ら
ず
、
其
結
果
は
必
ず
人

心
に
自
由
の
風
を
生
ず
可
し
。（
福
沢
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』
第
二
章
、
一
八
七
五
） 

(
六
六)  

或
は
其
地
方
に
文
明
の
端
を
開
て
進
歩
に
赴
き
し
も
の
も
稀
に
こ
れ
あ
り
と
雖
ど
も
、
其
文
明
は
必
ず
教
師
の
伝
習
し
た
る
文
学
技
芸
と
共
に
進
た

る
も
の
に
て
、
唯
宗
教
の
一
事
の
み
に
由
て
生
じ
た
る
結
果
に
非
ず
。（
福
沢
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』
第
六
章
、
一
八
七
五
） 

(

六
七)  

当
時
欧
洲
の
野
人
が
東
方
文
明
の
有
様
を
目
撃
し
て
之
を
自
国
に
移
し
、
以
て
自
か
ら
事
物
の
進
歩
を
助
け
、
又
一
方
に
は
東
西
相
対
し
て
内
外
の

別
を
知
り
、
以
て
自
か
ら
国
体
を
定
め
た
る
は
、
此
十
字
軍
の
結
果
と
称
す
可
し
。（
十
字
軍
功
を
奏
す
る
こ
と
大
な
り
）（
福
沢
諭
吉
『
文
明
論
之

概
略
』
第
八
章
、
一
八
七
五
） 

(

六
八)  

事
の
源
因
と
其
結
果
と
相
互
に
照
応
す
る
の
趣
は
、
正
し
く
同
一
の
轍
を
践
む
も
の
と
云
ふ
可
し
。（
福
沢
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』
第
八
章
、
一
八

七
五
） 

『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
い
て
「
結
果
」
は
名
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
表
記
に
つ
い
て
は
上
記
の
『
万
法
精
理
』
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
「
結
果
」
に
統
一
さ
れ

て
い
る
。
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
「
其
結
果
」
と
い
う
表
現
以
外
に
、「
由
て
生
じ
た
る
結
果
」
の
よ
う
に
、
原
因
・
由
来
を
示
す
「
由
る
」（
お
よ
び
「
生
ず
る
」
な

ど
の
よ
う
に
生
成
・
出
現
の
意
を
表
す
動
詞
）
と
共
起
す
る
用
法
も
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
源
因
と
其
結
果
」
の
よ
う
に
、「
原
因
（
源
因
）」
と
と
も
に
用
い
ら

れ
た
例
も
あ
り
、『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
け
る
「
結
果
」
は
、「
原
因
に
よ
っ
て
で
き
あ
が
る
物
事
」
の
意
で
、
因
果
関
係
を
示
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
期
に
、
日
本
語
に
お
け
る
「
結
果
」
の
近
代
語
的
な
意
味
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

ほ
か
に
、
次
の
用
例
の
よ
う
に
、
「
結
果
」
は
一
八
八
〇
年
代
前
後
、
自
然
科
学
関
係
に
お
い
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
普
及
し
て
い
っ
た
。
文
系
と
同
じ
よ
う

に
和
訳
洋
書
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、『
言
海
』
に
お
け
る
収
録
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
八
八
〇
年
代
に
漢
語
「
結
果
」
が
日
本
語

と
し
て
完
全
に
定
着
し
て
い
く
。 

(

六
九)  

吾
人
ノ
呼
吸
ス
ル
ニ
方
テ
生
ス
ル
結
果
如
何
ナ
ル
ヤ
（
宇
田
川
準
一
訳
『
化
学
階
梯
』
四
、
一
八
八
一
） 
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(

七
〇)  

前
ニ
記
載
セ
ル
分
析
ニ
依
リ
テ
得
ク
ル
結
果
テ
説
明
ス
ヘ
キ
一
定
ノ
規
則
ヲ
與
フ
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ヘ
シ
（
文
部
省
編
輯
局
『
容
量
分
析
』
六
、
一

八
八
五
） 

(
七
一)  

電
流
ノ
磁
石
鍼
上
ニ
働
ク
所
ノ
結
果
ハ
其
ノ
通
ズ
ル
方
向
ト
地
位
ト
ニ
由
リ
テ
變
ズ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、（
山
本
清
一
訳
『
士
都
華
氏
物
理
学
』
八
、
一

八
八
六
） 

四 

辞
書
収
録 

一
八
八
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
和
英
語
林
集
成
』
第
三
版
に
は
、「
結
果
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
結
果
」
は
『
和
英
語
林
集
成
』
の
初
版
と
再
版
に
は
見
あ
た
ら

な
い
が
、
一
八
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
英
学
関
係
で
多
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
第
三
版
に
導
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「d

e
ki

ba
i

（
で
き
ば
い
）
」
と
い
う
和
語
の
註
釈
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、
新
語
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

(

七
二)  

K
E
K
K
W
A 

ケ
ッ
ク
ワ 

結
果
（d
e
k
ib
a
i

） Effect, result, consequence. 

一
方
、
日
本
語
辞
書
の
収
録
に
つ
い
て
は
、
新
語
収
録
に
関
し
て
評
価
さ
れ
る
『
新
撰
伊
呂
波
字
引
』（
一
八
七
九
年
刊
）
に
「
結
果
」
と
「
結
菓
」
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
お
り
、
比
較
的
早
期
的
な
の
で
あ
る
。
両
者
と
も
「
ケ
ツ
ク
ワ
」
と
附
音
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
漢
語
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
両
者
の
意
味
解
釈
に
つ
い
て
、「
結
果
」
は
「
結
末
」
の
意
味
で
「
ト
ド
ノ
ツ
マ
リ
」
と
釈
義
さ
れ
て
お
り
、「
結
菓
」
は
原
義
で
「
ミ
ガ
デ
キ
ル
」
と
さ

れ
て
い
る
。 

(

七
三)  

結
果
（
ケ
ツ
ク
ワ
） 

（
結
末 

ト
ド
ノ
ツ
マ
リ
）
同
上 

結
菓
（
ケ
ツ
ク
ワ
） 

ミ
ガ
デ
キ
ル
（
宇
喜
多
小
十
郎
編
『
新
撰
伊
呂
波
字
引
』、
一
八
七
九
） 

前
記
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、「
結
果
」
が
「r

e
s
ul
t

」
な
ど
の
訳
語
と
し
て
和
訳
洋
書
に
導
入
さ
れ
た
当
初
、
表
記
は
「
結
果
」
と
「
結
菓
」
が
混
在
し
て
い
る
が
、

意
味
上
の
相
違
な
る
と
こ
ろ
が
見
あ
た
ら
な
い
。
実
際
に
「
結
果
」
は
原
義
で
使
わ
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
両
者
が
区
別
さ
れ
て
い
る
の
は
、
当

時
、「re

s
u
lt

」
な
ど
の
意
味
を
表
す
新
漢
語
「
結
果
」
の
普
及
に
よ
っ
て
そ
の
表
記
の
統
一
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
常
用
の
「
結
果
」
に
統
一
さ
せ
る
た
め
、「
結
菓
」
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が
「
実
が
で
き
る
」
と
の
意
味
に
区
分
け
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ
か
に
、
一
八
八
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
広
益
漢
語
字
解
』
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
区
分

け
が
見
ら
れ
る
。 

(

七
四)  

結
果
（
ケ
ツ
ク
ワ
） 

（
結
末 

ト
ド
ノ
ツ
マ
リ
）
同
上 

結
菓
（
ケ
ツ
ク
ハ
） 

ミ
ガ
デ
キ
ル
（
藤
田
善
平 

編
『
広
益
漢
語
字
解
』、
一
八
八
五
） 

こ
の
よ
う
な
区
別
は
、
両
者
の
語
構
成
に
対
す
る
認
識
に
よ
っ
て
生
じ
た
可
能
性
も
あ
る
。「
結
菓
」
が
文
字
通
り
「
菓
を
結
ぶ
」
と
い
う
よ
う
に
捉
え
ら
れ
た
の

に
対
し
て
、「
結
果
」
は
、
「
結
末
」
が
同
じ
「
終
わ
り
」
の
意
を
表
す
語
素
「
結
」「
末
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
同
じ
よ
う
に
類
義
語

素
「
結
」「
果
」
に
よ
る
造
語
と
捉
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
右
の
『
新
撰
伊
呂
波
字
引
』
に
は
「
菓 

ク
ダ
モ
ノ
」「
果 

ハ
タ
ス
」
と
あ
り
、「
菓
」
と
「
果
」
が

区
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
結
菓
」
と
「
結
果
」
は
、
語
源
が
同
じ
と
は
い
え
、
表
記
の
違
い
に
よ
っ
て
「
菓
を
結
ぶ
こ
と
」
を
示
す
「
結
菓
」
と
「
し
め
る

こ
と
。
は
た
す
こ
と
」
を
示
す
「
結
果
」
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、『
言
海
』
に
は
「
結
菓
」
が
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
代
に
至
っ
て
は
、
そ
の
表
記
も
「
実
が
で
き
る
」
の
意
味
も
「
結
果
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

１ 

幕
末
・
明
治
期
（
十
九
世
紀
後
半
）
に
西
洋
の
文
物
や
概
念
な
ど
を
翻
訳
す
る
た
め
に
日
本
語
に
導
入
さ
れ
た
漢
語
を
新
漢
語
と
い
う
。
新
漢
語
は
、
漢
訳
洋
書
や
「
英
華
辞
典
」
な
ど

に
見
え
る
中
国
語
か
ら
直
接
借
用
し
た
も
の
、
中
国
古
典
に
み
え
る
語
を
近
代
的
な
意
味
に
置
き
換
え
て
転
用
し
た
も
の
、
新
し
く
形
成
さ
れ
た
和
製
漢
語
に
分
類
さ
れ
る
（
沖
森

『
語
と
語
彙
』
参
照
）。 

２ 

陶
山
南
涛
、
秦
理
兵
衛
他
に
よ
る
『
水
滸
伝
』
の
辞
書
。
百
二
十
回
本
の
第
一
回
か
ら
、
言
葉
の
出
て
く
る
順
に
原
文
か
ら
言
葉
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
に
カ
タ
カ
ナ
で
発
音
を
付
し
て
意

味
を
記
し
て
い
る
が
、
第
十
六
回
ま
で
で
途
切
れ
て
い
る
。
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
成
立
。 

３ 

「
①
佛
教
以
種
樹
栽
花
比
喻
人
的
行
事
，
結
果
比
喻
人
的
歸
宿
。
②
用
以
指
人
事
的
最
後
結
局
。
③
成
就
；
成
果
。
⓸
謂
殺
死
。
多
見
於
早
期
白
話
。
⑤
引
申
指
料
理
喪
葬
事
項
。」

（『
漢
語
大
詞
典
・
結
・
結
果
』） 

 

注 
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４ 
た
だ
し
、「
開
花
（
花
が
咲
く
こ
と
）」
が
「
結
果
（
実
を
結
ぶ
こ
と
）」
の
前
に
起
こ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
人
の
行
く
末
。
最
後
」
の
意
は
な
か
ろ
う
。 

５ 

朱
子
（
朱
熹
。
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
が
そ
の
門
弟
た
ち
と
交
わ
し
た
言
葉
を
、
そ
の
没
後
に
集
成
し
門
類
に
分
類
し
た
書
物
で
あ
る
。
咸
淳
六
（
一
二
七
〇
）
年
、
黎
靖
徳
編
、
一

四
〇
巻
。 

６ 

『
紅
楼
夢
』
に
「
結
果
」
の
用
例
が
十
二
例
あ
る
が
、
動
詞
的
用
法
な
の
は
四
例
で
、
名
詞
的
用
法
な
の
は
八
例
も
あ
る
。 

７ 

『
明
珠
縁
』
と
い
う
名
も
あ
る
。
著
者
不
明
。
明
末
に
成
立
し
た
白
話
長
編
小
説
で
あ
る
。 

８ 

馬
禮
遜
（
モ
リ
ソ
ン
）『
英
華
辞
典
』（M

o
r
ri
so
n,
 R
ob
er
t,
 A
 D
ic
t
io
na
ry
 o
f 
th
e 
Ch
in
es
e 

la
ng
u
ag
e,
 M
AC
AO
: 
Pr
in
te
d 
at
 t
he
 
Ho
no
ra
bl
e 
th
e 
Ea
st
 I
nd
ia
 

C
o
mp
an
y'
s 
Pr
es
s 
by
 P
.P
. 
Th
om
s
, 
18
15
~1
82
2.

）、
衛
三
畏
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
）『
英
華
韻
府
歴
階
』
（W

i
ll
ia
ms
, 
Sa
mu
el
 W
el
ls
, 
An
 
En
gl
is
h 
an
d 
Ch
in
es
e 
Vo
ca
bu
l
ar
y 

i
n
 t
he
 C
ou
rt
 D
ia
le
ct
, 
Of
fi
ce
 
of
 t
he
 C
hi
ne
se
 R
ep
os
it
or
y,
 
18
44
.

）、
麥
都
思
（
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
）『
英
華
辞
典
』（M

e
d
h
ur
st
, 
W
al
te
r 
He
nr
y,
 E
ng
li
sh
 a
nd
 

C
h
in
es
e 
di
ct
io
na
ry
, 
Mi
ss
io
n 
P
re
ss
, 
18
47
~1
84
8.

）、
羅
存
德
（
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
）『
英
華
字
典
』
（L

o
bs
ch
ei
d,
 W
. 
(W
il
li
am
),
 E
n
gl
is
h 
an
d 
Ch
in
es
e 
di
ct
io
na
r
y 
: 

w
i
th
 t
he
 P
un
ti
 a
nd
 M
an
da
ri
n 
p
ro
nu
nc
ia
ti
on
, 
Ho
ng
 K
on
g 
: 
D
ai
ly
 p
re
ss
 o
ff
ic
e,
 1
8
6
6.

）、
盧
公
明
（
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
）『
英
華
萃
林
韻
府
』（D

o
o
li
tt
le
, 
Ju
st
u
s,
 

V
o
ca
bu
la
ry
 a
nd
 h
an
d
-
bo
ok
 o
f 
t
he
 C
hi
ne
se
 l
an
gu
ag
e.
 R
om
an
i
ze
d 
in
 t
he
 M
an
da
ri
n 
di
al
ec
t
, 
Fo
oc
ho
w,
 R
oz
ar
io
, 
Ma
rc
al
 
an
d 
co
mp
an
y,
 1
87
2.

） 

９ 
H
.
 P
ic
ar
d

『A
 N
ew
 P
oc
ke
t 
Di
c
ti
on
ar
y 
of
 t
he
 E
ng
li
sh

-D
ut
c
h 
an
d 
Du
tc
h
-
En
gl
is
h 
La
ng
ua
g
es
. 

』（
第2

版 
1
857

年
） 

１
０ 

呉
美
慧
「『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
訳
語
に
関
す
る
一
考
察
－
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
の
『
華
英
字
典
』
と
の
関
係
－
」（『
国
語
学
研
究
と
資
料
』
十
二
、
一
九
八
八
） 

１
１ 

長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
は
通
詞
数
人
と
、
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ハ
ル
マ
の
『
蘭
仏
辞
典
』
に
よ
っ
て
蘭
和
辞
典
を
編
集
（
一
八
一
〇
以
後
）
し
た
が
（
写
本
で
、『
道
訳
法
爾
馬

(

ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ)

』
と
よ
ば
れ
て
い
る
）、
そ
の
草
稿
を
幕
命
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
桂
川
甫
周
が
、
の
ち
に
官
許
を
得
て
出
版
（
一
八
五
五
～
五
八
）
し
た
刊
本
の
こ
と
を
い
う
。

（『
日
本
大
百
科
全
書(

ニ
ッ
ポ
ニ
カ)

』
参
考
） 

１
２ 

森
岡
健
二
、
田
島
尚
子
「
蘭
和
辞
典
の
英
和
辞
典
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」（
蘭
学
資
料
研
究
会
『
研
究
報
告
』
一
七
四
号
、
一
九
六
五
） 

１
３ 

一
八
四
三
年
に
成
立
し
た
初
版
を
利
用
し
た
。『A

 
n
ew
 p
oc
ke
t 
di
c
ti
on
ar
y 
of
 t
he
 E
ng
li
sh
 a
nd
 
Du
tc
h 
la
ng
ua
ge
s,
 r
em
od
el
le
d
 a
nd
 c
or
re
ct
ed
 f
ro
m 
th
e 
be
s
t 

a
u
th
or
it
ie
s

』1
84
3.

大
阪
女
子
大
学
所
蔵
。 

１
４ 

森
岡
健
二
「
訳
語
の
変
遷
」（『
東
京
女
子
大
学
付
属
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
、
一
九
五
五
）。
李
慈
鎬
「『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
の
二
字
訳
語
に
お
け
る
『
英
華
字
典
』
の
影

響
」（『
早
稲
田
日
本
語
研
究
』
一
二
、
二
〇
〇
四
）
な
ど
。 

１
５ 

「F
r
ui
t.

 

果
實
」（『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』、
一
八
六
二
）
。「F

r
u
i
t.

 

果
實
、
生
ス
ル
物
、
利
益
」（『
改
訂
増
補
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』、
一
八
六
九
）。 
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１
６ 

「E
v
en
t.

 

事
情(

ジ
ヾ
ヤ
ウ)

、
偶
然(

グ
ウ
ゼ
ン)

ノ
事(

コ
ト)

、
成
果(

ナ
リ
ハ
テ)

」。「P
r
od
uc
t. 

産
物
、
成
果(

デ
キ
バ
ヘ)

、
工
業
、
績(

セ
キ)

（
算
法(

サ
ン
パ
ウ)

ノ
語

(
ゴ)

）」 

１
７ 

I
s
su
e.

 

出(

イ
デ)

、
功
績(

デ
ガ
ラ)

、
流
出(

ナ
ガ
レ
デ)

、
結
果(

デ
キ
バ
ヘ)

、
發(

ハ
ツ)

行(

コ
ウ)

、
関
係(

ク
ワ
ン
ケ
イ)

、
出
口(

デ
ク
チ)

、
效
験(

シ
ル
シ)

、
子
孫(

シ
ソ

ン)

、
産
物(
サ
ン
ブ
ツ)

、
打
膿(

ダ
ノ
ウ)

、
結
局(

マ
ト
マ
リ) 

１
８ 

「
三
者
要
結
果
成
就
。」（
『
四
部
律
并
論
要
用
抄
』） 

１
９ 

イ
ギ
リ
ス
の
著
述
家
サ
ミ
ュ
エ
ル.

ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
自
助
論
（S

el
f
-H
el
p

）』（
一
八
五
九
）
の
増
訂
版 

(
Se
lf
 H
el
p 
wi
th
 i
ll
us
tr
at
i
on
s 
of
 C
ha
ra
ct
er
,C
on
du
ct
 a
n
d 

P
e
rs
ev
er
an
ce
, 
Lo
nd
on
, 
re
vi
se
d
 e
di
ti
on
 ,
18
67

) 

を
中
村
正
直
が
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
刊
行
。 

２
０ 

初
版
系
の
銀
花
堂
版
（
明
治
二
十
一
年
刊
）
利
用
。 

２
１ 

T
h
e 
sp
ir
it
 o
f 
la
w

（c
om
pl
et
e
 w
or
ks
 o
f 
Mo
nt
es
qu
ie
u,
 t
ra
n
sl
at
ed
 f
ro
m 
th
e 
Fr
en
ch
, 
Lo
n
do
n,
 1
76
8.

フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
法
律
論
。
一
七
四
八

年
刊
。 

２
２ 

何
礼
之
が
『
法
の
精
神
』
の
英
訳
の
『T
h
e 
Sp
ir
it
 o
f 
La
ws
 

』
を
も
と
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。 



 

 

第
八
章 
「
因
果
」
の
受
容
と
意
味
変
遷
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第
一
節 

概
況 

本
章
で
は
、
主
に
日
本
語
に
お
け
る
漢
語
「
因
果
」
の
受
容
と
意
味
変
遷
に
つ
い
て
論
ず
る
。
併
せ
て
、
仏
教
語
と
し
て
日
本
に
借
用
さ
れ
る
以
前
の
、
中
国
の
漢

訳
仏
典
に
お
け
る
語
形
成
、
お
よ
び
近
代
以
降
の
「
因
果
律
」
な
ど
の
造
語
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。 

「
因
果
」
は
、
文
字
通
り
「
原
因
と
結
果
」
、
ま
た
は
「
原
因
と
結
果
の
法
則
」
を
さ
す
語
で
あ
る
。
も
と
も
と
中
国
で
成
立
し
た
漢
訳
仏
典
か
ら
出
た
語
で
、
奈

良
時
代
に
は
既
に
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
。
現
代
に
お
い
て
は
、「
因
果
関
係
」「
因
果
律
」
な
ど
の
造
語
を
介
し
て
現
れ
る
こ
と
が
多
い
１

。 

そ
の
意
味
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
以
下
、『
日
国
』）
に
は
「(1)

仏
教
語
。
原
因
と
結
果
。
一
切
の
現
象
の
原
因
と
結
果
の
法
則
；(2)

前
に
行
な
っ
た
業
（
ご

う
）
の
報
い
。
多
く
、
前
世
に
お
け
る
悪
業
の
報
い
。
ま
た
、
悪
業
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
い
う
；(3)

（
形
動
）
不
幸
。
不
運
。
ふ
し
あ
わ
せ
；(4)

哲
学
で
、
世
の

中
の
事
物
一
切
に
存
在
す
る
原
因
・
結
果
の
必
然
的
関
係
。
二
つ
の
も
の
が
原
因
と
結
果
と
い
う
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
因
果
関
係
。
因
果
性
」
と
あ
り
、

(
1
)
(
2
)(
3
)

は
古
典
に
お
い
て
も
見
え
る
用
法
で
、(

4)
は
近
代
以
降
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。 

日
本
で
「
因
果
」
の
早
い
使
用
は
漢
文
体
の
仏
書
２

に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
日
国
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
用
例
の
う
ち
、
奈
良
時
代
の
七
世
紀
前
期
に
成
立
し
た

と
さ
れ
る
『
法
華
義
疏
』
巻
第
一
・
序
品
に
は
、「
言
此
経
中
所
説
一
乗
因
果
之
法
、
超
然
絶 

於
昔
日
三
乗
因
果
之
麁 

、
故
称 

妙
（
訳
：「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
此
の

『
経
』
の
な
か
に
説
く
と
こ
ろ
の
一
乗
因
果
の
法
は
、
超
然
と
し
て
昔
日
の
三
乗
因
果
の
麤
を
絶
す
る
が
ゆ
え
に
、
妙
と
称
す
る
な
り
」）」
と
あ
る
。
し
か
し
、
奈
良
・

平
安
時
代
を
通
じ
て
、
和
語
で
書
か
れ
た
作
品
に
お
け
る
使
用
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
平
安
末
期
に
漸
く
漢
文
以
外
の
世
界
に
も
登
場
す
る
。
例
え
ば
、『
栄
花
物

語
』
に
は
「
も
の
の
因
果
知
ら
ぬ
身
に
も
あ
ら
ぬ
も
の
か
ら
」
と
あ
る
。
仏
教
的
意
味
を
語
る
場
面
が
多
い
が
、
仏
書
の
世
界
か
ら
一
般
層
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
至
る
と
、
一
般
向
け
の
文
学
作
品
に
お
い
て
も
「
因
果
」
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
『
狂
言
記
』
に
「
さ
て
も
さ
て
も
此
や
う
な
る
、
因
果
の
有
様
に
な
り
て
も
、
い
の
ち
と
い
ふ
も
の
は
を
し
い
も
の
で
ご
ざ
る
」、『
浮
世
草
子
』
に
「
か
か

る
り
ん
き
の
ふ
か
き
女
を
持
合
（
も
ち
あ
は
）
す
こ
そ
、
其
男
の
身
に
し
て
因
果
（
ヰ
ン
グ
ヮ
）
な
れ
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
は
「
不
幸
」
や
「
不
運
」
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の
を
意
味
す
る
用
法
も
あ
っ
て
、
意
味
の
重
点
が
「
因
果
の
理
法
」
か
ら
「
結
果
」
の
方
に
移
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
仏
教
語
の
原
義
か
ら
一
般
語
彙
の
概
念
に

変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。「
因
果
」
の
意
味
の
マ
イ
ナ
ス
化
に
つ
い
て
は
、
小
野
正
弘
（
一
八
八
四
）
な
ど
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。 

一
方
、
近
代
に
お
い
て
は
、「
因
果
関
係
」
や
「
因
果
律
」
と
い
う
よ
う
な
西
洋
哲
学
の
概
念
に
あ
て
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
因
果
関
係
」
の
「
因
果
」
は

「
因
果
応
報
」
３

な
ど
の
仏
教
的
意
味
の
「
因
果
」
と
は
必
ず
し
も
意
味
的
に
一
致
し
て
い
な
い
。
今
日
で
は
、「
原
因
と
結
果
」
と
い
う
よ
う
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
明
治
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
仏
教
語
の
「
因
果
」
を
近
代
的
概
念
と
繋
げ
た
か
、
そ
の
近
代
的
意
味
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
。 

そ
こ
で
、
本
章
で
は
「
因
果
」
の
語
誌
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。 

第
二
節 

漢
語
「
因
果
」
の
由
来 

一 

語
源 

ま
ず
、
現
代
に
お
け
る
「
因
果
」
と
い
う
概
念
の
定
義
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
因
果
と
は
原
因
（cause

）
と
結
果
（effect

）
の
意
で
あ
り
、
広
義
で

は
、
あ
る
事
実
か
ら
他
の
事
実
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
関
係
、
い
わ
ゆ
る
因
果
関
係
の
こ
と
を
さ
す
４

。
哲
学
・
科
学
を
は
じ
め
、
諸
学
問
の
基
礎
に
置
か
れ
る

概
念
で
あ
る
。
狭
義
の
「
因
果
」
は
そ
の
語
源
と
な
る
仏
教
語
と
し
て
の
用
法
で
、
一
切
の
現
象
の
原
因
と
結
果
の
法
則
を
意
味
し
、
と
り
わ
け
善
悪
の
因
縁
に
応
じ

て
吉
凶
禍
福
の
果
報
を
受
け
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
「
因
果
応
報
」
を
さ
す
場
合
が
多
い
。 

も
と
も
と
「
因
果
」
は
仏
教
が
中
国
に
伝
わ
っ
た
際
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
「ह

ते
ुफ
ल
 hetu

-phala

」
を
中
国
語
で
訳
す
た
め
に
造
ら
れ
た
漢
訳
語
で
あ
る
。「फ

ल
 
p
h
a
l
a

」
は
原
義
が
「fr

u
it

」
で
、
漢
訳
さ
れ
る
と
そ
の
ま
ま
「
果
」
に
な
る
。「ह

ते
 ुhetu

」
は
「impulse

、motive

（(

外
部
か
ら
の)

刺
激
、
動
力
）」
と
い
う
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比
較
的
に
抽
象
的
な
意
味
で
、「
因
」
を
当
て
て
「
原
因
・
原
動
力
」
と
理
解
さ
れ
た
。
こ
の
造
語
に
よ
っ
て
中
国
語
に
お
い
て
「
善
因
に
は
富
楽
な
ど
の
善
果
を
受

け
、
悪
因
に
は
貧
苦
な
ど
の
悪
果
を
受
け
る
」
と
い
う
因
果
の
法
則
が
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
、
仏
教
の
日
本
伝
来
と
と
も
に
日
本
語
に
借
用
さ
れ
，
定

着
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
因
果
」
は
熟
語
に
な
る
前
、
中
国
語
で
は
「
因
」
と
「
果
」
は
別
々
の
二
語
で
あ
り
、
仏
教
伝
来
の
遥
か
前
の
時
代
に
す
で
に
使
わ
れ
て
い
た
。 

(

一)  

惟
民
生
厚
，
因
物
有
遷
。
（
『
尚
書
』・
君
陳
、
周
） 

惟
れ
民
の
生
は
厚
し
、
物
に
因
っ
て
遷
る
有
り
。 

(

二)  

子
曰
，
因
民
之
利
而
利
之
，
斯
不
亦
恵
而
不
費
乎
？
（『
論
語
』・
堯
曰
、
春
秋
戦
国
） 

子
曰
く
、
民
の
利
す
る
所
に
因
り
て
之
を
利
す
、
斯
に
亦(

ま
た)

恵(

け
い)

に
し
て
費(

つ
ひ
や)

さ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。 

右
の
よ
う
に
、
「
因
」
は
名
詞
や
名
詞
句
の
前
に
付
い
て
、「
因
～
（
～
に
よ
っ
て
）」
構
文
で
原
因
や
条
件
を
表
す
動
詞
的
な
働
き
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
原
因
や

根
拠
、「
よ
る
こ
と
」
を
表
す
名
詞
的
な
用
法
も
見
ら
れ
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。 

(

三)  

一
偏
棄
之
，
謂
而
固
是
也
，
説
在
因
。
不
可
偏
去
而
二
，
説
在
見
與
倶
，
一
與
二
，
広
與
脩
。（『
墨
子
』・
経
下
、
戦
国
） 

大
意
：
此
れ
衆
同
を
能
く
運
用
す
る
は
理
に
順
ひ
勢
に
乗
す
る
に
在
る
を
説
く
。 

(

四)  

凡
姦
邪
険
陂
之
人
，
必
有
因
。
何
因
哉
？
因
主
之
為
。（『
呂
氏
春
秋
』・
君
守
、
戦
国
） 

凡
そ
姦
邪
険
陂
の
人
は
、
必
ず
因
る
こ
と
有
る
な
り
。
何
に
か
因
る
や
。
主
の
為
に
因
る 

一
方
、
「
果
」
の
原
義
は
「
木
の
実
。
果
実
」
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
「
は
た
し
た
結
果
、
目
的
」
と
い
う
意
味
で
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
場
合
も
あ
る
。
プ
ラ

ス
の
意
味
で
「
勝
利
」
を
表
す
場
合
も
あ
る
。 

(

五)  

殺
敵
為
果
，
致
果
為
毅
（
春
秋
戦
国
・
『
左
伝
・
宣
公
二
年
』） 

敵
を
殺
す
を
果(

く
わ)

と
為
し
、
果(

く
わ)

を
致
す
を
毅(

き)

と
為
す 
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上
記
の
通
り
、「
因
」
も
「
果
」
も
仏
教
伝
来
以
前
に
中
国
語
に
は
存
在
し
て
お
り
、
名
詞
と
し
て
の
使
用
も
可
能
で
あ
っ
た
。
た
だ
、「
因
」
と
「
果
」
が
と
も
に

現
れ
る
場
面
が
な
か
っ
た
。 

二 

仏
典
に
お
け
る
「
因
果
」
の
成
立
と
受
容 

仏
教
は1

世
紀
～2

世
紀
ご
ろ
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
中
国
に
持
た
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
漢
時
代
に
西
域
か
ら
渡
来
し
た
訳
経
僧
安
世
高
５

に
訳
さ
れ
た

と
さ
れ
る
『
仏
説
九
横
経
』
に
は
、
「
九
輩
九
因
縁
。
命
未
盡
便
横
死
。
一
者
為
不
應
飯
為
飯
。
二
者
為
不
量
飯
。
三
者
為
不
習
飯
飯
。
四
者
為
不
出
生
。
五
者
為
止

熟
。
六
者
為
不
持
戒
。
七
者
為
近
悪
知
識
。
八
者
為
入
里
不
時
不
如
法
行
。
九
者
為
可
避
不
避
。
如
是
為
九
因
縁
。
人
命
為
横
盡
」
と
あ
り
、
命
を
縮
め
る
九
つ
の
事

例
が
「
因
縁
」
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
仏
説
九
横
経
』
が
後
漢
時
代
に
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
仏
典
に
お
け
る
「
因
・
因
縁
」
と
い
う
概
念
の
初
出

で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
国
時
代
に
洛
陽
の
白
馬
寺
に
康
僧
鎧
６

に
訳
さ
れ
た
『
仏
説
無
量
寿
経
』
に
は
「
因
力
縁
力
。
意
力
願
力
。
方
便
之
力
。
常
力
善
力
。

定
力
慧
力
。
多
聞
之
力
」
と
あ
り
、
仏
教
界
に
お
い
て
「
因
」
の
作
用
力
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、「
因
縁
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
は
「ह

ते
ुप्र
त्य
य
 
hetu

-p
r
a
t
ya
y
a

」
で
、「
因
果
（he

t
u-p

ha
l
a

）」
の
「h

et
u-

」
が
「
因
」
と
漢
訳
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
「
因
縁
」
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。 

一
方
、
「
果
」
と
名
付
け
ら
れ
た
概
念
の
登
場
は
、
四
世
紀
後
半
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
十
六
国
・
後
秦
の
時
代
に
、
の
ち
の
玄
奘
と
共
に
二
大
訳
聖

と
言
わ
れ
る
訳
経
僧
・
鳩
摩
羅
什
７

の
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
「
為
善
獲
吉
。
為
悪
獲
凶
。
幽
明
果
報
。
不
爽
錙
銖
」
と
あ
り
、「
果
報
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
鳩
摩
羅
什
の
訳
経
に
「
因
縁
果
報
」
と
い
う
表
現
も
複
数
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

(

六)  

非
第
一
義
。
第
一
義
中
不
可
説
因
縁
果
報
。（
鳩
摩
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
卷
第
二
十
四
） 

第
一
義
に
は
非
ず
、
第
一
義
の
中
に
は
因
縁
果
報
を
説
く
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
８ 

(

七)  

及
業
因
縁
果
報
生
処
。
悉
見
悉
知
。（
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
・
卷
第
六
』） 

及
び
業
の
因
縁
、
果
報
の
生
処
、
悉
く
見
、
悉
く
知
ら
ん
。 

そ
し
て
、
仏
典
に
お
け
る
「
因
果
」
の
出
処
つ
い
て
は
、
後
秦
の
鳩
摩
羅
什
と
東
晋
の
馱
跋
陀
羅
９

に
比
較
的
早
い
使
用
が
見
出
せ
る
。 
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(

八)  

若
能
広
修
諸
功
徳 

則
能
善
解
諸
因
果
（
馱
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経(

旧
経
、
六
十
華
厳)

』
第
六
） 

(
九)  

仏
法
至
真
至
実
説
有
因
果
。
因
滅
則
果
滅
。
外
道
法
中
甚
為
虚
妄
。
説
言
有
果
而
無
其
因
。
不
解
因
果
不
識
解
脱
。（
鳩
摩
羅
什
訳
『
大
荘
厳
論
経
』

二
） 

「
仏
法
は
至
真
至
実
に
し
て
因
果
あ
り
、
因
滅
す
れ
ば
則
ち
果
滅
す
」
と
説
け
り
、
外
道
の
法
中
甚
だ
虚
妄(

こ
も
う)

為
り
、
説
い
て
果
あ
り
而
も

其
の
因
な
し
と
言
ひ
、
因
果
を
解
せ
ず
、
解
脱
を
識
ら
ず
。 

し
か
も
、
馱
跋
陀
羅
は
南
へ
渡
る
前
に
、
長
安
で
鳩
摩
羅
什
と
と
も
に
過
ご
し
た
と
い
う
１
０

。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
共
通
の
訳
語
が
見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

後
、
南
朝
・
劉
宋
の
時
代
の
求
那
跋
陀
羅
１
１

に
よ
る
訳
経
『
過
去
現
在
因
果
経
』
に
お
い
て
、「
因
果
」
と
い
う
語
が
「
因
縁
」「
果
報
」
が
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
因
果
」
と
い
う
造
語
か
ら
、
従
来
意
識
さ
れ
た
原
因
と
結
果
の
法
則
と
い
う
意
味
が
本
格
的
に
当
時
の
人
々
に
認
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
降
、「
因
果
」
は

仏
典
に
頻
繁
に
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
仏
教
語
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
因
果
応
報
説
は
六
朝
時
代
や
唐
代
に
よ
く
小
説
の
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
中
国
の
土
着
の
宗
教
で
あ
る
道
教
の
中
に
も
そ
の
考
え
方
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
因
果
」
も
「
因
果
応
報
」
の
思
想
と
と
も
に
人
々

に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
後
述
す
る
『
日
本
霊
異
記
』
な
ど
の
日
本
の
仏
教
説
話
集
に
も
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。 

第
三
節 

「
因
果
」
概
念
の
日
本
伝
来 

一 

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
因
」「
果
」 

『
古
事
記
』『
日
本
書
記
』
で
は
、
「
因
～
（
～
に
よ
っ
て
）」
や
「
果
～
（
は
た
し
て
～
）」
と
い
う
構
文
が
多
く
、「
因
」
や
「
果
」
が
名
詞
的
用
法
で
用
い
ら
れ

た
例
は
次
の
よ
う
に
数
例
し
か
見
ら
れ
な
い 

(

一
〇)  

雖
欲
度
此
地
、
無
度
因
。
（
『
古
事
記
』
） 

此
地
に
度
ら
む
と
欲
（
お
も
）
ひ
し
か
ど
も
、
度
（
わ
た
）
ら
む
因
（
よ
し
）
な
か
り
き
。 
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(

一
一)  

時
弟
已
失
鉤
於
海
中
、
無
因
訪
獲
。（
『
日
本
書
紀
』） 

時
に
弟
已
（
す
で
）
に
鉤
（
ち
）
を
海
中
（
わ
た
な
か
）
に
失
ひ
、
訪
獲
（
と
ふ
ら
ひ
も
と
）
む
る
に
因
（
よ
し
）
無
し
。 

(
一
二)  

吾
是
乃
兄
、
而
懦
弱
不
能
致
果
。
（
『
日
本
書
紀
』） 

吾
（
わ
れ
）
は
是
（
こ
れ
）
乃
（
い
ま
し
）
の
兄
（
え
）
な
れ
ど
も
、
懦
弱
（
を
ぢ
な
）
く
し
て
果
（
な
り
）
を
致
す
こ
と
能
（
あ
た
）
は
ず
。 

「
因
」
は
い
ず
れ
も
「
よ
し
」
と
訓
読
み
さ
れ
て
い
る
が
、「
無
度
因
」
に
お
け
る
「
因
」
は
原
義
の
「
よ
る
こ
と
」
を
意
味
し
、「
方
法
」
と
理
解
さ
れ
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
日
本
書
紀
』
の
例
に
お
け
る
「
因
」
と
「
果
」
の
意
味
は
「
原
因
（
理
由
）」
と
「
結
果
」
に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
が
同

時
に
現
れ
て
い
な
い
こ
と
も
古
代
中
国
語
と
同
様
で
あ
る
。 

一
方
、「
果
報
」
は
早
く
も
『
日
本
書
記
』
に
現
れ
て
い
る
。
し
か
も
、「
果
報
」
は
正
し
く
仏
教
伝
来
が
記
述
さ
れ
て
い
る
部
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

(

一
三)  

冬
十
月
、
百
濟
聖
明
王
更
名
聖
王
…
別
表
、
讚
流
通
禮
拜
功
徳
云
「
…
此
法
、
能
生
無
量
無
辺
福
徳
果
報
、
乃
至
成
辨
無
上
菩
提
…
果
仏
所
記
我
法

東
流
。
」（
『
日
本
書
紀
』） 

冬
十
月
に
、
百
済(

く
だ
ら)

の
聖
明
王(
せ
い
め
い
わ
う)

…
別(

こ
と)

に
表(

ふ
み)

し
て
、
流
通(

る
つ
う)

・
礼
拝(

ら
い
は
い)

の
功
徳(

く
ど
く)

を
讃(

た
た)

へ
て
云(

ま
を)

さ
く
、「
…
此(
こ)

の
法
は
、
能(

よ)

く
無
量
無
辺(

む
り
や
う
む
へ
ん)

、
福
徳
果
報(

ふ
く
と
く
く
わ
ほ
う)

を
生(

な)

し
、
乃
至(

な
い
し)

は
無
上(

む
じ
ゃ
う)

の
菩
提(
ぼ
だ
い)

を
な
成
弁(

な)

す
。 

し
か
し
、「
能
生
無
量
無
辺
福
徳
果
報
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
は
仏
書
か
ら
の
単
な
る
引
用
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
１
２

。
ま
た
、
風
土
記
の
逸
文
に
「（
筑
紫
風
土
記

曰
）
至
芋
湄
野
、
太
子
誕
生
。
有
此
因
緣
、
曰
芋
湄
野
（
凱
旋
之
日
、
芋
湄
野
に
至
り
た
ま
ふ
に
、
太
子
誕
生
れ
ま
せ
り
。
こ
の
因
縁
あ
り
て
、
芋
湄
野
と
曰
ふ
。）」

と
あ
り
、
「
因
縁
」
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
奈
良
時
代
の
風
土
記
の
記
述
で
あ
る
か
は
確
定
で
き
な
い
。 

二 

『
絵
因
果
経
』 

他
方
，
仏
教
の
世
界
で
は
、
仏
典
を
通
し
て
「
因
果
」
は
奈
良
時
代
以
前
に
日
本
に
伝
来
し
て
い
る
。
前
述
し
た
求
那
跋
陀
羅
訳
『
過
去
現
在
因
果
経
』
は
、『
因
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果
経
』
と
も
呼
ば
れ
、
仏
陀
自
身
が
説
い
た
仏
伝
で
あ
り
、
仏
陀
の
前
世
か
ら
、
仏
陀
の
今
生
の
出
家
ま
で
の
物
語
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
や
日
本
に
お
い
て

は
、
仏
伝
１
３

作
品
の
中
で
最
も
広
く
普
及
し
た
と
言
わ
れ
、
経
文
を
下
段
に
、
そ
の
場
面
の
様
子
を
描
い
た
絵
画
を
上
段
に
配
し
た
『
過
去
現
在
因
果
経
絵
』（
絵
因

果
経
）
も
あ
る
。
日
本
に
は
、
奈
良
時
代
に
中
国
で
作
ら
れ
た
原
本
に
依
拠
し
て
書
写
さ
れ
た
作
品
が
作
ら
れ
、
芸
術
的
に
も
優
れ
た
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
経
典

に
絵
を
加
え
た
写
本
と
い
う
形
式
に
芸
術
的
価
値
が
認
め
ら
れ
、
流
行
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
題
名
に
入
っ
た
「
因
果
」
と
い
う
語
の
普
及
も
、
絵
因
果
経
に
よ
る

貢
献
だ
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。 

『
因
果
経
』
で
は
「
因
果
」
と
い
う
こ
と
ば
自
体
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
内
容
上
、
仏
陀
が
前
世
に
お
い
て
善
行
や
修
道
に
努
め
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
世
に
お
い
て
成
道
成
仏
を
遂
げ
た
と
い
う
物
語
を
通
し
て
、「
過
去
の
因
（
種
因
、
因
縁
）」
が
決
し
て
滅
び
る
こ
と
な
く
、「
現
在
の
果
」
に
な
る
と
い
う
仏
教
的

因
果
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
因
」
と
「
果
」
は
、
ぞ
れ
ぞ
れ
「
過
去
」
と
「
現
在
」
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
日
本
文
学
に
お
け
る
仏
伝
関
係
の
叙
述
に
も
『
因
果
経
』

か
ら
の
強
い
影
響
が
見
ら
れ
る
。
後
述
す
る
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
『
因
果
経
』
に
依
拠
し
た
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

第
四
節 

平
安
時
代
に
お
け
る
「
因
果
」 

一 

『
日
本
霊
異
記
』 

『
日
本
霊
異
記
』
は
、
薬
師
寺
の
僧
景
戒
に
よ
っ
て
著
さ
れ
、
八
二
二
（
弘
仁
十
三
）
年
ご
ろ
に
成
立
し
た
、
日
本
に
お
け
る
現
存
最
古
の
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。

「
因
果
」
が
最
初
に
使
用
語
彙
と
し
て
用
い
ら
れ
た
日
本
文
学
の
作
品
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

そ
の
内
容
は
表
題
の
示
す
通
り
「
善
因
善
果
、
悪
因
悪
果
」
の
善
悪
の
応
報
を
説
く
因
果
譚
で
あ
る
。
景
戒
は
、
各
巻
の
序
文
に
お
い
て
、
こ
の
書
編
纂
の
動
機
、

そ
の
必
要
性
、
目
的
に
つ
い
て
、
「
仏
教
の
霊
験
を
人
々
に
知
ら
し
め
る
説
話
集
が
ま
だ
日
本
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
自
分
が
微
力
な
が
ら
そ
の
先
駆
と
な

っ
て
説
話
集
を
編
纂
し
、
衆
生
と
と
も
に
仏
道
を
達
成
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
神
塚
淑
子
（
一
九
九
八
）
で
は
、「
平
安
時
代
に
『
日
本
霊
異

記
』
で
因
果
応
報
の
考
え
方
が
表
現
さ
れ
る
な
ど
し
、
仏
教
と
因
果
応
報
と
い
う
考
え
方
は
強
く
結
び
つ
い
た
か
た
ち
で
民
衆
に
広
が
っ
て
い
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。 
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『
霊
異
紀
』
の
中
に
お
い
て
「
因
果
」
が
使
わ
れ
て
い
る
例
は
以
下
に
列
記
す
る
。 

(
一
四)  

深
智
之
儔
覯
於
内
外
、
信
恐
因
果
。 

深
智
の

儔
ト
モ
ガ
ラ

ハ
内
外

な

い

げ

を
覯み

て
、
信

ま
こ
と

と
し
て
因
果
を
恐
る
。 

(

一
五)  

叵
示
因
果
之
報
、
何
由
改
於
悪
心
而
修
善
道
乎
。（
上
巻 

序 

諾
楽
右
京
薬
師
寺
沙
門
景
戒
録
） 

因
果
の
報

む
く
い

を
示
す
に
あ
ら
ず
は
、
何
に
由よ

り
て
か
、
悪
心
を
改
め
て
善
道
を
修
め
て
善
道
を
修
め
む
。 

(

一
六)  

因
果
之
理
、
豈
不
信
哉
。
（
偸
用
子
物
作
牛
役
之
示
異
表
縁 

第
十
） 

因
果
の
理
、
豈
信
な
ら
ず
あ
ら
む
や
。 

(

一
七)  

不
信
因
果
。
見
僧
乞
食
、
忿
而
欲
撃
。
（
悪
人
逼
乞
食
僧
而
現
得
悪
報
縁 

第
十
五
） 

因
果
を
信

ま
こ
と

と
せ
ず
。
僧
の
乞
食
す
る
を
見
て
、
忿い

か

り
て
撃
た
む
と
欲お

も

ふ
。 

(

一
八)  

善
悪
因
果
経
云
、「
欲
知
過
去
因
、
見
其
現
在
果
。
欲
知
未
来
報
、
見
其
現
在
業
」
者
、
其
斯
謂
之
矣
。
（
憶
持
法
花
経
現
報
示
奇
表
縁 

第
十
八
） 

善
悪
因
果
経

ぜ
ん
あ
く
い
ん
ぐ
わ
き
や
う

に
云

の
た
ま

は
く
、
「
過
去
の
因
を
知
ら
む
と
欲お

も

は
ば
、
其そ

の
現
在
の
果
を
見
よ
。
未
来
の
報
い
を
知
ら
む
と
欲お

も

は
ば
、
其
の
現
在
の
業
を
見

よ
」
と
者

の
た
ま

へ
る
は
、
其
れ
斯こ

れ
を
謂い

ふ
な
り
。 

(

一
九)  

現
報
甚
近
。
応
信
因
果
。
雖
見
畜
生
、
而
我
過
去
父
母
。（
无
慈
心
而
馬
負
重
駄
以
現
得
悪
報
縁 

第
廿
一
） 

(

二
〇)  

現
報
甚
だ
近
し
。
因
果
を
信
す
べ
し
。
畜
生
に
見
ゆ
と
雖
も
、
而
も
我
が
過
去
の
父
母
な
り
。 
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(

二
一)  

誠
知
、
非
无
因
果
。
不
怖
慎
歟
。
（
己
作
寺
物
作
牛
役
縁 

第
九
） 

誠
に
知
る
、
因
果
无
き
に
非あ

ら

ぬ
こ
と
を
。
怖お

そ

り
慎
ま
ざ
ら
む
や
。 

(

二
二)  
不
信
因
果
。
常
求
鳥
卵
、
煮
食
為
業
。
（
常
鳥
卵
煮
食
以
現
得
悪
死
報
縁 

第
十
） 

因
果
を
信
ぜ
ず
。
常
に
鳥
の
卵
を
求あ

さ

り
て
、
煮
て
食く

ら

ふ
を
業わ

ざ

と
せ
り
。 

(

二
三)  

誠
知
、
地
獄
現
在
。
応
信
因
果
。
（
常
鳥
卵
煮
食
以
現
得
悪
死
報
縁 

第
十
） 

誠
に
知
る
、
地
獄
の
現
に
在
る
な
り
け
り
と
い
ふ
こ
と
を
。
因
果
を
信
ず
べ
し
。 

(

二
四)  

善
悪
因
果
経
云
、「
今
身
焼-

煮
鶏
子
、
死
堕
灰
河
地
獄
」
者
、
其
謂
之
矣
。（
常
鳥
卵
煮
食
以
現
得
悪
死
報
縁 

第
十
） 

善
悪
因
果
経
に
云

の
た
ま

は
く
、「
今
の
身
に
鶏と

り

の
子
を
焼
き
煮
る
ひ
と
は
、
死
し
て
灰
河
地
獄

け

が

ぢ

ご

く

に
堕お

ち
む
」
と
者

の
た
ま

へ
る
は
、
其
れ
之こ

れ
を
謂い

ふ
な
り
。 

(

二
五)  

天
年
慈
心
頤
、
信
因
果
。
受
持
五
戒
十
善
、
不
殺
生
物
。（
贖
蟹
蝦
命
放
生
現
報
蟹
所
助
縁 

第
十
二
） 

天

年

慈

ひ
と
と
な
り
う
つ
く
し
び

の
心
賾

お
ぎ
ろ

に
し
て
、
因
果
を
信
ぜ
り
。
五
戒
十
善
を
受
持
し
て
、
生
物

い
き
も
の

を
殺
さ
ず
。 

(

二
六)  

設
会
講
読
、
増
信
因
果
、
慇
懃
誦
持
、
昼
夜
不
息
。（
憶
持
心
経
女
現
至
閻
羅
王
闕
示
奇
表
縁 

第
十
九
） 

会ゑ

を
設
け
て
講
読
し
、

増
ま
す
ま
す

因
果
を
信
じ
、

慇
ネ
モ
こ
ロ

ニ
懃ツ

ト

メ
テ
誦
持

ず

ぢ

し
、
昼
夜
も
息や

ま
ざ
り
き
。 

(

二
七)  

天
年
心
曲
、
殺
盗
為
業
、
不
信
因
果
。
（
仏
銅
像
盗
人
所
捕
示
霊
表
顕
盗
人
縁 

第
廿
二
） 

天
年

ひ
と
と
な
り

心
曲ま

が

り
殺
盗

せ
つ
た
う

を
業わ

ざ

と
し
、
因
果
を
信

ま
こ
と

と
せ
ず
。 
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(

二
八)  

因
信
因
果
、
増
加
慇
懃
、
恭
敬
彼
像
。
（
孤
嬢
女
慿
敬
観
音
像
示
奇
表
得
現
報
縁 

第
卅
四
） 

因よ

り
て
因
果
を
信
じ
、
増

加

慇

ま
す
ま
す
ね
も
こ
ろ

に
懃つ

と

め
て
、
彼そ

の
像
を
恭
敬

く
ぎ
や
う

し
つ
ま
る
。 

(

二
九)  
夫
善
悪
因
果
者
、
著
於
内
経
。 

夫そ

れ
善
悪
の
因
果
は
内
経

な
い
き
や
う

に
著

あ
ら
は

れ
た
り
。 

(

三
〇)  

匪
磰
因
果
作
罪
、
以
比
無
目
之
人
履
叵
失
虎
尾
。（
巻
下 

序
諾
楽
右
京
薬
師
寺
沙
門
景
戒
録
） 

因
果
を
磰

つ
く
ろ

は
ず
し
て
罪
を
作な

す
は
、
以
て
目
無
き
人
の
履ふ

む
と
き
に
虎と

ら

の
尾
と
失と

が

め
ぬ
が
比ご

と

し
。 

(

三
一)  

我
、
愚
痴
邪
見
、
不
知
因
果
、
而
犯
逼
悩
乱
。（
禅
師
将
食
魚
化
作
法
花
経
覆
俗
誹
縁 

第
六
） 

我
、
愚
痴

ぐ

ち

邪
見
に
し
て
、
因
果
を
知
ら
ず
し
て
、
犯
し
逼せ

め
悩
乱
す
。 

(

三
二)  

不
睠
因
果
、
非
理
無
義
。
（
強
非
理
以
徴
債
取
多
倍
而
現
得
悪
死
報
縁 

第
廿
六
） 

因
果
を
睠

か
へ
り

み
ず
、
非
理
無
義
な
り 

(

三
三)  

自
性
愚
痴
、
不
知
因
果
。
（
村
童
戲
剋
木
仏
像
愚
夫
斫
破
以
現
得
悪
死
報
縁 

第
廿
九
） 

自
性

ひ
と
と
な
り

愚
痴

お

ろ

か

に
し
て
、
因
果
を
知
ら
ず
。 

(

三
四)  

天
骨
悪
性
、
不
信
因
果
。
（
刑
罰
賤
沙
弥
乞
食
以
現
得
頓
悪
死
報
縁 

第
卅
三
） 

天

骨

う
ま
れ
な
が
ら

に
悪
性
に
し
て
、
因
果
を
信

ま
こ
と

と
せ
ず
。 
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(

三
五)  

不
睠
因
果
之
賤
心
、
太
甚
也
。
非
無
因
果
也
。（
仮
官
勢
非
理
為
政
得
悪
報
縁 

第
卅
五
） 

因
果
を
睠

か
へ
り

み
ぬ
賤
し
き
心
の
、
太イ

ト

甚
は
な
は

だ
し
き
な
り
。
因
果
無
き
に
は
非あ

ら

ぬ
な
り
け
り
。 

(

三
六)  
不
顧
因
果
作
悪
受
罪
報
縁 

第
卅
七
（
題
名
） 

因
果
を
顧
み
ず
し
て
悪
を
作
し
、
罪
報
を
受
け
し
縁 

第
三
十
七. 

(

三
七)  

上
品
一
丈
七
尺
者
、
浄
土
万
徳
之
因
果
也
。（
災
与
善
表
相
先
現
而
後
其
災
善
答
被
縁 

第
卅
八
） 

上
品

じ
や
う
ぼ
ん

の
一
丈
七
尺
と
は
、
浄
土
の
万
徳
の
因
果
な
り
。 

「
因
果
」
は
、「
憶
持
法
花
経
現
報
示
奇
表
縁
」
に
お
い
て
経
典
の
題
名
の
一
部
と
し
て
用
い
ら
れ
た
以
外
、
す
べ
て
一
語
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
「
不

信
（
不
知/

不
睠/

不
顧
）
因
果
」
の
よ
う
な
表
現
が
多
い
。
こ
の
書
が
成
立
し
た
平
安
初
期
に
は
、
仏
教
の
世
界
に
お
い
て
「
因
果
」
と
い
う
語
が
す
で
に
定
着
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

ま
た
、
「
因
果
」
が
用
い
ら
れ
た
例
の
も
と
と
な
っ
た
物
語
の
中
で
、
内
容
的
に
善
報
譚
で
あ
る
の
は
「
贖
蟹
蝦
命
放
生
現
報
蟹
所
助
縁
」
と
「
憶
持
心
経
女
現
至

閻
羅
王
闕
示
奇
表
縁
」
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
悪
報
譚
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
「
因
果
」
が
多
く
の
場
合
、
過
去
の
悪
行
に
よ
る
報
い
、
い
わ

ゆ
る
「
因
果
の
報
い
」
を
象
徴
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
上
巻
の
序
文
に
お
い
て
は
、「
信
と
し
て
因
果
を
恐
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
表
現
も
あ
り
、
悪
報
譚
に
加

え
、
「
因
果
」
と
い
う
語
自
体
に
恐
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
こ
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
後
述
す
る
「
不
運
、
不
幸
」
と
い
う
「
因
果
」
の
新
た
な
意

味
用
法
の
形
成
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。 

二 

『
今
昔
物
語
集
』 

『
今
昔
物
語
集
』
は
平
安
時
代
末
期
に
成
立
し
た
説
話
集
で
あ
る
。
天
竺
（
イ
ン
ド
）・
震
旦
（
中
国
）・
本
朝
（
日
本
）
の
三
部
に
分
か
れ
、
各
部
で
は
先
ず
因
果

応
報
譚
な
ど
の
仏
教
説
話
（
仏
法
）
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
諸
々
の
物
話
（
世
俗
）
が
続
く
と
い
う
体
裁
で
あ
る
。
文
体
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
り
、『
平
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家
物
語
』
な
ど
の
和
漢
混
淆
文(

１
４)

の
先
駆
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

以
下
に
、
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
。 

(

三
八)  
人
ヲ
殺
シ
、
人
ノ
物
ヲ
盗
ミ
取
ル
ヲ
以も

つ

テ
業わ

ざ

ト
ス
。
因
果
ヲ
不
信

し

ん

ぜ

ズ
シ
テ...

（
巻
十
二 

和
泉
国
尽
恵
寺
銅
像
為
盗
人
被
壊
語 

第
十
三
） 

(

三
九)  

「
実

ま
こ
と

ニ
此
レ
、
魚い

を

ノ
体
也

て
い
な
り

ト
云
ヘ
ド
モ
、
聖
人

し
や
う
に
ん

ノ
食
物

じ
き
も
つ

ト
有
ル
ガ
故ゆ

ゑ

ニ
化
シ
テ
経
ト
成
レ
リ
。
愚
痴
邪
見
ニ
シ
テ
因
果
ヲ
不
知

し

ら

ザ
ル
ニ
依
テ
、
此

ノ
事
ヲ

疑
う
た
が
ひ

テ
度
々

ど

ど

責
メ
悩
マ
シ
ケ
リ
。 ...

」（
巻
十
二 

魚
化
成
法
花
経
語 

第
廿
七
） 

(

四
〇)  

幼え
う

ノ
時
ヨ
リ
身
清
ク
心
ニ
悟
リ
有
テ
、
因
果
ヲ
信
ジ
テ
三
宝
ヲ
敬

う
や
ま

フ
。
常
ニ
心
経

し
む
ぎ
や
う

ヲ
誦じ

ゆ

ス
ル
ヲ
以
テ
宗
ト
ノ

行
お
こ
な
ひ

ト
ス
。（
巻
十
四 

利
苅
女
誦
心

経
従
冥
途
返
語 

第
卅
一
） 

(

四
一)  

其
ノ
女
形
チ
有
様
美
麗
シ
テ
、
心
ニ
因
果
ヲ
知
テ
、
夫

を
う
と

ノ
外ほ

か

ニ
行ゆ

き

タ
ル
間
ニ
、
一
日

い
ち
に
ち

一
夜

い

ち

や

、
戒
ヲ
受
ケ...

聴
聞

ち
や
う
も
ん

ノ
人
ノ
中

な
か
に

居
ヰ
ヌ
。（
巻
十
六 

紀
伊
国
人
邪
見
不
信
蒙
現
罸
語 

第
卅
八
） 

(

四
二)  

本
ヨ
リ
因
果
ヲ
知
レ
ル

輩
と
も
が
ら

ハ
弥

い
よ
い

ヨ
心
ヲ
染
テ
悪
ヲ
止

と
ど
め

ケ
リ
。（
巻
二
十 

武
蔵
国
大
伴
赤
麿
依
悪 

 

業
受
牛
身
語 

第
廿
一
） 

(

四
三)  

心
愚

お
ろ
か

ニ
シ
テ
因
果
ヲ
不
信
ザ
リ
ケ
リ
。（
巻
二
十 

古
京
人
打
乞
食
感
現
報
語 

第
廿
五
） 
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(

四
四)  

心
邪
見
シ
テ
、
因
果
ヲ
不
知
ズ
。
常
ニ
鳥
ノ
卵

か
ひ
ご

ヲ
求
テ
、
焼
キ
食く

ふ

ヲ
以
テ
業
ト
ス
。 

(

四
五)  

人
皆み

な

此
ヲ
聞き

き

テ
、「
殺
生

せ
つ
し
や
う

ノ
罪
ニ
依
テ
、
現

う
つ
つ

ニ
地
獄
ノ
報
ノ
示
也

し
め
す
な
り

」
ト
ゾ
云い

ひ

ケ
ル
。
然し

か

レ
バ
、
人
此
ヲ
見
聞
テ
、
邪
見
ヲ
止と

ど

メ
因
果
ヲ
信
ジ
テ
、

不
可
殺
生

せ
つ
し
や
う
す
べ
か
ら

ズ
。
（
巻
二
十 

和
泉
国
人
焼
食
鳥
卵
得
現
報
語
第
三
十
） 

(

四
六)  

但
シ
、
人
ハ
心
有
リ
、
因
果
ヲ
可
知

し

る

べ

キ
者
ニ
テ
ハ
有
レ
ド
モ
、
中
々
獣
ヨ
リ
ハ
者
ノ
恩
ヲ
不
知
ズ
、
不
実

ま
こ
と
な
ら

ヌ
心
有
ル
也
、
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト

ヤ
。
（
巻
二
十
七 
狐
託
人
被
取
玉
乞
返
報
恩
語 

第
四
十
） 

「
因
果
」
は
多
く
助
詞
「
ヲ
」
の
前
に
置
か
れ
、
そ
の
名
詞
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
に
お
い
て
、
完
全
に
熟
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
も
確
か

で
あ
る
。 

右
に
引
用
し
た
「
因
果
」
の
用
例
の
出
典
は
、『
日
本
霊
異
記
』
と
類
似
的
な
内
容
で
あ
る
物
語
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
佐
藤
辰
雄
（2008

）
に
よ
る
と
、『
今
昔
物
語

集
』
の
説
話
は
、『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
同
じ
説
話
に
対
す
る
改
変
率
が30%

を
超
え
た
も
の
が
な
く
、
い
ず
れ
も
核
心
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
と
い
う
。 

な
お
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
因
果
」
は
『
日
本
霊
異
記
』
と
同
じ
く
悪
報
譚
か
ら
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
１
５

。
善
報
譚
に
「
因

果
ヲ
信
ズ
（
知
ル/

悟
ル
）
」
と
あ
り
、
悪
報
譚
に
も
「
因
果
ヲ
不
信
ズ
（
不
知
ズ/

不
悟
ラ
ズ
）」
と
い
う
記
述
が
多
い
。『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
因
果
」
は
、

「
（
因
果
の
）
法
則
」
を
さ
す
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
仏
教
に
お
け
る
「
因
果
」
の
根
本
的
な
意
味
で
も
あ
る
。
た
だ
し
、「（
因
果
）
の
報
い
」、
す
な
わ

ち
「
悪
報
」
の
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
も
悪
報
譚
を
通
し
て
広
が
り
、
む
し
ろ
「
因
果
の
法
則
」
と
い
う
高
度
的
に
抽
象
的
な
概
念
よ
り
も
、
悪
報
譚
に
お
い
て
生
々
し
く

描
写
さ
れ
た
「
悪
報
」
の
意
味
の
ほ
う
が
一
般
層
に
と
っ
て
は
理
解
し
や
す
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。 
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三 

「
因
果
の
理
法
」
か
ら
「
報
い
」
へ 

こ
の
よ
う
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
因
果
」
は
、
意
味
的
に
は
「
因
果
の
法
則
」
と
い
う
中
立
的
な
意
味
で
あ
る
。
小
野
（
一
九
八
四
）
に
よ
る
と
、
平

安
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
後
期
ま
で
は
、「
因
果
」
は
主
に
そ
の
中
立
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
な
「
因
果
ノ
理
」
と
い
う
形
に
も
示
さ
れ
て
い

る
。 (

四
七)  

因
縁
譬
喩
教
、
因
果
ノ
深
キ
理
ヲ
知
ル 

（
鎌
倉
遺
文
・
九
五
九
、「
元
楽
寺
極
楽
房
供
養
願
文
」、
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
十
二
月
） 

(

四
八)  

因
果
必
然
の
道
理
、
善
悪
の
果
は
必
ず
善
悪
の
因
よ
り
生
ず
る
者
也
（『
妻
鏡
』） 

(

四
九)  

或
者
、
子
を
法
師
に
な
し
て
、
学
問
し
て
因
果
の
理
を
も
し
り
、
説
経
な
ど
し
て
、
世
わ
た
る
つ
き
せ
よ
と
い
ひ
け
れ
ば
（『
徒
然
草
』
第
百
八
十
八

段
） 

(

五
〇)  

ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
「
因
果
の
輪
廻
」、
お
よ
び
因
果
の
輪
廻
を
車
の
輪
に
た
と
え
た
例
も
見
え
る
。
こ
れ
ら
も
「
因
果
の
理
法
」
の
意
と
考
え
ら

れ
る
。 

(

五
一)  

慚
愧
懺
悔
の
力
に
よ
り
、
六
根
の
罪
障
を
消
滅
し
、
因
果
の
輪
廻
を
た
ヾ
今
つ
く
し
は
て
て
、
一
念
の
菩
提
心
あ
や
ま
り
た
ま
は
で
、
一
蓮
の
緣
と

な
し
給
へ
（『
曾
我
物
語
』
九
） 

(

五
二)  

因
果
は
車
輪
の
廻
る
が
如
く
。
わ
れ
に
憂
か
り
し
人
々
に
。
忽
ち
報
い
を
見
す
べ
き
な
り
。（
謡
曲
・『
鉄
輪
』） 

一
方
、
室
町
末
期
に
至
る
と
、
過
去
に
お
け
る
悪
業
の
報
い
、
ま
た
は
悪
業
そ
の
も
の
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
例
が
現
れ
て
く
る
。 

(

五
三)  

い
か
な
る
因
果
の
報
ひ
に
や
、
か
か
る
う
き
世
に
住
み
そ
め
て
、
い
つ
ま
で
命
な
が
ら
へ
（
御
伽
草
子
・「
鉢
か
づ
き
」、
室
町
末
） 

(

五
四)  

何
の
い
ん
ぐ
ゎ
や
ら
か
や
う
の
つ
ら
に
な
っ
て
ご
ざ
る
（
虎
明
本
狂
言
・「
抜
殻
」、
室
町
末
～
近
世
初
） 
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(

五
五)  

わ
れ
に
物
を
お
も
は
せ
つ
る
。
ゐ
ん
ぐ
わ
の
程
を
見
せ
む
と
て
。
口
の
内
へ
御
手
を
い
れ
。
し
た
を
つ
か
む
て
引
ぬ
い
て
（
幸
若
舞
曲
・「
大
臣
」、

一
五
九
三
） 

そ
し
て
、『
日
葡
辞
書
』（
一
六
〇
三
～
四
年
）
に
は
「Ingua, 

イ
ン
グ
ワ
（
因
果
）」
と
あ
り
、
意
味
記
述
に
よ
る
と
、「
報
い
」
の
側
面
が
強
調
さ
れ
、
さ
ら
に

「
罰
」
の
意
味
も
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
用
例
と
し
て
見
え
る
「
因
果
の
尽
き
た
」
と
い
う
表
現
は
、「
悪
報
の
尽
き
た
」
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
「
果
報
（
よ

い
報
い
。
強
い
て
言
っ
て
も
中
立
的
な
報
い
の
意
）
が
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
の
意
で
、「
果
報
」
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。 

(

五
六)  

I
n
g
u
a
, 

イ
ン
グ
ワ
（
因
果
）C

h
i
na
m
i
 fatçuru.

（
因
み
果
つ
る
）
ま
た
はmucui

（
報
）
ゼ
ン
チ
ョ
（gentios 

異
教
徒
）
の
考
え
に
よ
る

と
、
現
世
か
前
世
で
な
し
た
こ
と
に
対
す
る
報
い
す
な
わ
ち
罰 

¶
 
Inguano tçuqita fitode gozaru.

（
因
果
の
尽
き
た
人
で
ご
ざ
る
）
全

く
不
幸
な
人
（
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
よ
る
） 

「
果
報
」
は
仏
教
語
で
あ
り
、「
前
世
で
の
善
悪
さ
ま
ざ
ま
の
所
為
が
原
因
と
な
っ
て
、
現
世
で
そ
の
結
果
と
し
て
受
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
報
い
」（「
日
国
」
よ
り
）

と
い
う
中
立
的
な
意
味
を
も
つ
。
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
好
ま
し
い
と
い
う
場
面
・
文
脈
で
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
語

義
自
体
が
「
金
持
ち
」「
幸
運
」
と
い
う
プ
ラ
ス
の
意
味
へ
と
傾
い
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
１
６

。
一
方
、
十
五
世
紀
の
こ
ろ
か
ら
、「
因
果
」
は
「
因
果
の
理
法
」
と
い
う

意
味
か
ら
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
「
報
い
」
と
い
う
意
味
に
重
点
が
移
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
で
は
、
「
因
果
」
は
、
プ
ラ
ス
の
意
味
へ
傾
い
て
い
く
前
の
「
果
報
」

と
同
じ
よ
う
に
、
中
立
的
な
「
報
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
１
７

。
そ
れ
以
降
、「
因
果
」
は
「
不
幸
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
に
、
一
方
「
果
報
」

は
プ
ラ
ス
の
意
味
に
、
機
能
分
担
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

四 

マ
イ
ナ
ス
の
意
味
へ
の
転
向 

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
の
場
面
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
、
さ
ら
に
、
下
記
の
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
「
不
幸
。
不
運
」
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
を

帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
、
近
世
以
降
の
主
流
的
な
用
法
と
言
っ
て
も
よ
い
。 

(

五
七)  

さ
て
も
さ
て
も
此
や
う
な
る
、
因
果
の
有
様
に
な
り
て
も
、
い
の
ち
と
い
ふ
も
の
は
を
し
い
も
の
で
ご
ざ
る
（
狂
言
記
・「
抜
殻
」、
一
六
六
〇
） 
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(

五
八)  

か
か
る
り
ん
き
の
ふ
か
き
女
を
持
合
（
も
ち
あ
は
）
す
こ
そ
、
其
男
の
身
に
し
て
因
果
（
ヰ
ン
グ
ヮ
）
な
れ
（
浮
世
草
子
・「
好
色
五
人
女
」
二
・

五
、
一
六
八
六
） 

(
五
九)  

此
の
子
を
流
し
殺
す
こ
と
因
果
（
い
ん
ぐ
わ
）
の
上
の
因
果
（
い
ん
ぐ
わ
）
ぞ
や
（『
用
明
天
王
職
人
鑑
』
四
、
一
七
〇
五
） 

(

六
〇)  
い
へ
さ
う
で
は
な
け
れ
ど
も
因
果
（
ゐ
ん
ぐ
わ
）
な
緣
を
結
び
初
メ
。
今
さ
ら
何
と
成
も
の
と
（『
ひ
ら
が
な
盛
衰
期
記
』
四
、
一
七
四
〇
） 

(

六
一)  

是
程
に
執
心
し
て
居
る
者
を
、
徹
頭
徹
尾
貴
方
が
お
嫌
ひ
遊
ば
す
と
云
ふ
の
は
、
能
く
能
く
の
因
果
で
（
尾
崎
紅
葉
『
金
色
夜
叉
』
続
・
七
、
一
八

九
七
～
九
八
） 

ま
た
、
近
世
以
降
、
「
因
果
の
」
と
い
う
、
連
体
修
飾
表
現
を
含
め
て
形
容
動
詞
的
な
表
現
が
発
達
し
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
形
容
動
詞
は
、
事
物
の
性
質
、
状

態
を
表
わ
す
点
で
は
形
容
詞
と
同
じ
で
あ
り
、
ゆ
え
に
「
因
果
」
の
形
容
動
詞
化
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
が
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
小
野
（
一
九
八
四
）

で
は
、「
因
果
」
の
形
容
動
詞
化
を
意
味
の
マ
イ
ナ
ス
化
の
語
法
的
要
因
と
し
て
い
る
。 

ほ
か
に
、「
因
果
」
の
意
味
の
マ
イ
ナ
ス
化
の
要
因
と
し
て
、
佐
竹
昭
広
（
一
九
八
〇
）
１
８

の
い
う
「
現
世
中
心
主
義
」、
す
な
わ
ち
「
原
因
と
結
果
の
理
法
な
ど
と

い
う
抽
象
的
な
も
の
（
し
か
も
、
そ
れ
は
、
時
に
前
世
と
現
世
と
来
世
に
ま
た
が
る
）
よ
り
も
、
現
世
の
結
果
に
目
が
ゆ
く
と
い
う
こ
と
」
は
、
示
唆
に
富
ん
で
い
る

１
９

。
前
述
し
た
よ
う
に
、
悪
報
譚
に
お
い
て
生
々
し
く
描
写
さ
れ
た
、「
因
果
」
を
信
じ
な
け
れ
ば
悪
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
説
話
の
影
響
に
よ
っ
て
、

現
世
の
生
活
を
重
ん
じ
る
多
く
の
一
般
層
に
と
っ
て
は
、
善
報
に
対
す
る
期
待
よ
り
も
、
悪
報
に
対
す
る
恐
怖
心
の
方
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
結
果
と

し
て
の
「
悪
報
」
の
意
味
の
方
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
と
見
ら
れ
、
そ
れ
は
、「
因
果
応
報
」
思
想
の
世
俗
化
の
必
然
的
な
結
果
で
も
あ
ろ
う
。 

な
お
、
マ
イ
ナ
ス
意
味
の
「
因
果
」
は
、
あ
く
ま
で
も
一
般
世
俗
に
お
い
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
仏
教
関
係
の
書
物
２
０

に
お
い
て
は
「
因
果
の
理
法
」
な
ど
の

中
立
的
意
味
で
現
れ
る
の
が
基
本
的
で
あ
る
。 
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第
五
節 

近
代
語
と
し
て 

一 

近
代
的
意
味
の
形
成 

「
因
果
」
は
、
日
本
初
の
近
代
的
国
語
辞
典
と
さ
れ
る
『
言
海
』（
大
槻
文
彦
編
。
一
八
八
六
年
成
立
。
一
八
九
一
年
刊
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
義
の
「
因

果
の
理
法
」
に
該
当
す
る
「
因
と
果
」
と
、
中
世
以
来
の
「
報
い
」
の
意
味
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

(

六
二)  

い
ん
‐
く
わ
（
名
）
因
果
（
和
漢
ノ
通
用
字
）（
一
）
因
（
イ
ン
）
ト
果
（
ク
ワ
）
ト
。（
因
縁
（
イ
ン
エ
ン
）
ノ
條
ヲ
見
ヨ
２
１

）（
二
）
前
（
サ

キ
）
ニ
行
ヒ
シ
業
（
ゴ
ウ
）
ノ
報
（
ム
ク
イ
）（
多
ク
ハ
悪
シ
キ
ニ
云
フ
） 

（『
言
海
』） 

一
方
、
同
じ
く
早
期
の
国
語
辞
典
で
あ
る
『
日
本
大
辞
書
』
に
お
い
て
も
二
つ
の
意
味
に
分
け
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
本
義
に
つ
い
て
の
記
述
は
、『
言
海
』

に
お
け
る
仏
教
語
「
因
（
イ
ン
）
」
と
「
果
（
く
わ
）
」
と
は
違
っ
て
、
漢
語
「
原
因
」
と
「
結
果
」
と
い
う
説
明
が
見
え
る
。
先
行
研
究
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
原

因
」
と
「
結
果
」
は
、
近
代
以
降
日
本
に
移
入
さ
れ
た
西
洋
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
新
漢
語
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、「
因
果
」
が
西
洋
概
念
を
基
盤
と
し
た
説
明

が
あ
る
こ
と
は
そ
の
定
着
度
を
考
え
る
上
で
意
味
深
い
。 

(

六
三)  

い
ん
‐
ぐ
わ 

（（
第
三
ク
、
…
）
）
（
…
）
名
。｛（
因
果
）｝ 

（
一
）
原
因
ト
結
果
ト
。（
二
）
マ
ヘ
ニ
シ
タ
業
ノ
ム
ク
ヒ
，
―
近
松
吉
野
都
女
楠
、

「
マ
井
ル
折
リ
カ
ラ
出
合
ヒ
シ
ハ
ウ
ヌ
ラ
ガ
い
ん
ぐ
わ
ノ
キ
マ
ブ
リ
」。
―
端
唄
、「
ホ
レ
タ
ガ
い
ん
ぐ
わ
ト
ア
キ
ラ
メ
テ
」（『
日
本
大
辞
書
』） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
佐
竹
昭
広
（
一
九
八
〇
）
に
「
伝
統
的
な
「
因
果
」
と
い
う
語
に
、
新
し
く
西
欧
的
な
意
味
が
持
ち
こ
ま
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
」、「「
因

果
」
を
純
粋
に
原
因
、
結
果
の
意
に
使
う
用
法
も
、
多
分
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
所
産
で
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
明
治
二
十
九
年
刊
、
仏
教
因
果
律
（
春
日
祐
宝
著
）

の
序
文
に
、「
因
果
と
い
へ
る
語
は
明
治
已
前
に
遡
れ
ば
仏
教
者
の
専
有
品
の
如
く
視
な
さ
れ
た
り
。
然
る
に
近
来
欧
州
の
学
科
の
輸
入
す
る
と
共
に
因
果
と
い
へ
る

語
は
仏
教
者
の
専
有
品
に
は
あ
ら
ず
し
て
世
間
普
通
の
共
有
品
の
如
く
使
用
せ
ら
る
ゝ
こ
と
と
は
な
り
ぬ
。
蓋
し
形
而
上
幽
玄
の
哲
理
も
形
而
下
万
物
の
道
理
も
原

因
結
果
の
理
法
に
依
ら
ざ
れ
ば
説
明
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
な
ら
ん
」
と
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
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「
因
果
」
が
上
記
で
い
う
「
世
間
普
通
の
共
有
品
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
明
治
以
降
の
文
明
開
化
に
よ
っ
て
大
衆
が
啓
蒙
さ
、
れ
「
原
因
と
結
果
の
法
則
」

を
含
め
て
西
洋
の
思
想
を
受
け
入
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
啓
蒙
運
動
」
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
明
治
の
啓
蒙
思
想
家
は
、
人
々
を
伝
統
的
な
権
威

や
不
合
理
な
迷
信
・
因
習
か
ら
解
放
す
る
た
め
に
、
旧
思
想
を
批
判
し
た
り
西
洋
的
な
新
思
想
を
唱
え
た
り
し
た
と
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
明
治
日
本
の
代
表
的
な
啓

蒙
思
想
家
で
あ
る
福
沢
諭
吉
は
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
書
い
た
「
因
果
応
報
の
妨
げ
ら
る
ゝ
由
縁
を
論
ず
」
と
い
う
文
章
に
お
い
て
「
凡
そ
世
の
事
々
皆
其
原

因
あ
り
原
因
な
け
れ
ば
結
果
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
指
摘
し
、
文
中
に
お
け
る
「
因
果
応
報
」
は
、
従
来
の
「
善
因
善
果
。
悪
因
悪
果
」
の
意
で
は
な
く
、
純
粋
に
原
因

と
結
果
の
関
係
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。 

(

六
四)  

則
ち
此
風
俗
あ
り
て
因
果
應
報
を
妨
る
も
の
な
ら
ば
之
を
矯
正
し
て
其
弊
害
を
除
く
と
き
は
貧
富
は
囘
り
持
ち
貴
賤
は
輪
番
と
人
事
の
大
理
始
め
て

立
ち
…
（
福
沢
諭
吉
「
因
果
応
報
の
妨
げ
ら
る
ゝ
由
縁
を
論
ず
」『
家
庭
叢
談
』
第
二
十
四
号
、
一
八
七
六
） 

(

六
五)  

其
風
俗
矯
正
し
て
法
律
亦
之
に
従
ひ
漸
く
以
て
自
然
の
因
果
應
報
を
見
る
に
至
ら
ん
（
福
沢
諭
吉
「
因
果
応
報
の
妨
げ
ら
る
ゝ
由
縁
を
論
ず
」『
家
庭

叢
談
』
第
二
十
四
号
、
一
八
七
六
） 

ま
た
、
一
八
八
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
教
育
学
』
に
お
い
て
は
「
因
果
」
と
題
し
た
一
節
が
あ
り
、「
因
果
」
に
つ
い
て
は
「
原
因
結
果
ノ
理
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
普
遍
性
に
つ
い
て
「
宇
宙
間
ノ
萬
有
ハ
悉
ク
皆
原
因
結
果
ノ
理
ニ
依
リ
テ
存
立
セ
ザ
ル
ナ
シ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
開
明
シ
タ
ル
社
会
ノ
人
」
と
な
る

大
衆
が
「
原
因
と
結
果
」
の
普
遍
性
を
認
識
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、「
因
果
」
と
い
う
語
は
、
狭
義
の
「
因
と
果
」「
因
果
応
報
」
の
意
味
か
ら
、
広
義
の
「
原
因

と
結
果
」
「
原
因
結
果
ノ
理
」
の
意
味
へ
変
化
し
、
次
第
に
前
記
し
た
「
世
間
普
通
の
共
有
品
」
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

六
六)  

（
三
）
因
果 

原
因
結
果
ノ
理
ノ
如
キ
ハ
、
抽
象
概
括
ノ
観
念
ノ
漸
々
高
尚
ニ
ナ
リ
タ
ル
者
ナ
レ
バ
、
未
開
ノ
人
ハ
言
フ
ニ
及
バ
ズ
、
稍
開
明
シ
タ

ル
社
會
ノ
人
ト
雖
、
容
易
ク
之
レ
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
、
蓋
シ
宇
宙
間
ノ
萬
有
ハ
、
悉
ク
皆
原
因
結
果
ノ
理
ニ
依
リ
テ
存
立
セ
ザ
ル
ナ
シ
ト

雖
、 

（
『
教
育
学
』
三
・
三
、
一
八
八
九
） 

な
お
、
こ
の
記
述
が
『
言
海
』（
一
八
八
六
成
立
）
と
『
日
本
大
辞
書
』（
一
八
九
三
）
の
間
に
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
、「
因
果
」
が
広
義
の
「
原
因

と
結
果
」
を
意
味
す
る
語
と
し
て
完
全
に
定
着
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。 
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二 

「
原
因
結
果
の
関
係
」
と
「
因
果
律
」 

「
因
果
」
は
、
二
十
世
紀
初
期
の
代
表
的
な
国
語
辞
典
で
あ
る
『
辞
林
』（
一
九
〇
七
年
刊
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
先
行
辞
書
に
も
見
ら
れ
る
「
原
因
と
結
果
」

と
「
報
い
」
の
ほ
か
に
、
「
原
因
と
結
果
と
を
連
結
し
た
る
関
係
」
の
意
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
意
味
は
、
十
九
世
紀
末
期
か
ら
二
十
世
紀
初
期
の
間
に
普
及
し

定
着
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

(

六
七)  

（
い
ん
‐
ぐ
わ
［
因
果
］
（
名
）
㊀
原
因
と
結
果
と
、
㊁
原
因
と
結
果
と
を
連
結
し
た
る
関
係
、
即
ち
、
一
が
他
に
對
し
て
變
化
の
基
因
と
な
り
、
他

が
一
に
對
し
て
變
化
の
成
果
と
な
る
状
態
、
㊂
前
業
の
應
報
、
む
く
い
、
㊃
｛
ふ

あ
は
せ
。（『
辞
林
』） 

ま
た
、
同
辞
典
に
お
い
て
は
、「
因
果
」
と
「
律
」
に
よ
る
造
語
「
因
果
律
」
は
「
原
因
結
果
の
関
係
に
於
け
る
自
然
の
規
定
」
の
意
と
し
て
初
め
て
収
録
さ
れ
て

お
り
、
英
語
「C

au
s
a
li
t
y

」
の
訳
語
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

(

六
八)  

（
い
ん
ぐ
わ
‐
り
つ
［
因
果
律
＝C
au
s
a
lity

］（
名
）
原
因
結
果
の
関
係
に
於
け
る
自
然
の
規
定
、
其
関
係
は
無
限
の
連
鎖
に
し
て
、
必
然
的
に
規

定
せ
ら
れ
、
一
現
象
の
起
る
に
は
、
必
ず
其
原
因
あ
り
て
、
又
、
同
一
な
る
原
因
よ
り
は
必
ず
同
一
な
る
結
果
を
生
ず
る
と
い
ふ
と
。（『
辞
林
』） 

「c
a
u
s
a
l
i
t
y

」
の
訳
語
は
、『
哲
学
字
彙
』
に
「
原
由
、
原
做
力
」
と
あ
り
、『
新
訳
英
和
辞
典
』
の
よ
う
な
二
十
世
紀
初
頭
の
英
和
辞
典
に
も
ま
だ
「
因
果
」
は

用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
「
因
果
律
」
が
「C

a
us
a
l
i
t
y

」
の
訳
語
と
さ
れ
定
着
し
た
の
は
、『
辞
林
』
編
纂
時
よ
り
も
あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
見

ら
れ
る
。 

(

六
九)  

C
a
u
s
a
li
t
y 

原
由
、
原
做
力 

（
『
哲
学
字
彙
』、
一
八
八
一
） 

(

七
〇)  

C
a
u
s
a
li
t
y
, 
n
. 

原
因
作
用
、
原
做
力
、
原
由 

（『
新
訳
英
和
辞
典
』、
一
九
〇
二
） 

ま
た
、『
辞
林
』
の
二
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
普
通
術
語
辞
彙
』
に
は
「
因
果
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
因
果
律
」
と
い
う
小
項
目
も
あ
る
。
そ
し
て
、

「
因
果
」
に
英
語
「c

au
s
a
lit

y

」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
解
説
文
に
、「
因
果
」
と
「
因
果
律
」
の
定
義
と
内
容
に
関
し
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。 
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(

七
一)  

因
果
（
英Ca

u
s
al
i
t
y 

獨Cau
s
a
l
i
ta
i

） 

意
義 

因
果
と
謂
ふ
語
は
通
俗
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
意
義
と
、
学
理
的
に
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
意
義
と
二
様
の
意
義
が
あ
る
今
之
を
通
俗
の
意
義
よ
り

説
明
す
れ
ば
、
此
の
語
は
日
常
座
談
の
言
葉
と
し
て
、
か
の
前
世
の
約
束
、
悪
の
酬
ひ
等
謂
へ
る
言
葉
と
緬
想
し
て
用
ひ
ら
れ
、
吾
々
の
宗
教
的
乃

至
は
道
徳
的
感
情
、
換
言
す
れ
は
智
識
の
理
解
に
訴
へ
て
推
究
す
る
の
で
は
な
く
、
神
と
か
仏
と
か
善
と
か
悪
と
か
謂
ふ
も
の
に
向
い
て
動
く
感
情

の
働
き
に
訴
へ
、.

.
. 

学
理
的
に
解
せ
ら
れ
た
る
意
義
。
学
理
上
の
意
義
は
、
以
上
の
如
く
、
原
因
結
果
を
前
世
の
約
束
と
か
、
悪
の
酬
ひ
と
謂
ふ
が
如
く
、
特
殊
の
場
合

或
は
特
別
の
現
象
に
限
ら
ず
、
總
て
世
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
一
切
の
も
の
に
存
す
る
原
因
と
結
果
の
関
係
を
、
總
て
其
の
内
容
を
棄
て
ゝ
、
單
に
原

因
結
果
と
云
ふ
関
係
丈
け
を
、（
中
略
）
吾
々
が
萬
物
の
變
化
を
支
配
す
る
も
の
と
し
て
考
へ
た
原
因
結
果
と
謂
ふ
関
係
的
形
式
（
萬
物
の
變
化
の
則

る
べ
き
型
乃
至
法
則
）
を
名
付
け
て
謂
ふ
の
で
あ
る
。（
中
略
）
原
因
結
果
と
謂
う
ふ
も
の
は
唯
便
宜
の
為
め
一
時
一
処
に
限
る
外
、
決
し
て
之
が
原

因
之
が
結
果
と
謂
ふ
や
う
に
一
定
し
て
定
む
る
こ
と
は
出
来
ぬ
の
で
あ
る
、
之
等
の
関
係
を
一
連
の
鎖
に
連
結
せ
る
因
果
の
列
即
ち
因
果
律
と
謂
ふ

も
の
を
造
ら
へ
考
ふ
る
に
至
つ
た
。 

【
因
果
律
】
以
上
述
べ
た
る
が
如
く
、
（
中
略
）、
今
此
の
関
係
を
ば
、
世
の
原
因
結
果
に
繋
が
れ
た
る
一
切
の
事
物
か
ら
抽
き
出
し
て
考
ふ
る
と
き

は
、
吾
々
の
心
に
原
因
結
果
々
々
々
々
と
繋
が
れ
た
る
一
連
の
無
形
の
鎖
が
残
る
で
あ
ら
う
、
此
の
無
形
の
因
果
の
連
鎖
即
ち
吾
々
の
思
考
で
繋
い

だ
一
列
の
因
果
の
鎖
を
吾
人
が
名
付
け
て
因
果
律
と
云
ふ
の
で
あ
る
。 

（『
普
通
術
語
辞
彙
』） 

「
因
果
」
が
、
仏
教
的
な
通
俗
の
意
義
と
、「
原
因
結
果
の
関
係
」
も
し
く
は
純
粋
に
「
原
因
と
結
果
」
を
指
す
学
理
上
の
意
義
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
、
す
で
に
「
原
因
結
果
の
関
係
」
の
意
味
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
因
果
律
」
は
、「（
原
因
結
果
々
々
々
々
と
繋
が
れ
た

る
）
一
連
の
無
形
の
鎖
」
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
が
、
原
因
結
果
の
関
係
を
「
原
因
結
果
に
繋
が
れ
た
る
一
切
の
事
物
か
ら
抽
き
出
し
て
考
ふ
る
と
き
」
名
付
け
て
い
う

も
の
、
い
わ
ゆ
る
理
論
化
の
因
果
関
係
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
「
因
果
律
」
は
、
因
果
（
『
辞
林
』
に
お
け
る
意
味
㊁
）
と
同
様
に
「
因
果
の
関
係
」
を
意
味
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
同
じ
「causality

」
の

訳
語
と
も
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
以
後
の
英
和
辞
典
に
お
い
て
は
、「causality
」
の
訳
語
と
し
て
、「
因
果
」
や
「
因
果
律
」
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。 

(

七
二)  

C
a
u
s
a
li
t
y

（F
r
. 
c
a
us
a
l
ité

,
 
G
e
r.
 
Causalität

）
因
果
、
原
由
、
原
因
性
、
原
做
力
、
原
因
作
用 

（『
英
独
仏
和
哲
学
字
彙
』、
一
九
一
二
） 
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(

七
三)  

c
a
u
s
a
li
t
y

名 

因
果
律
（
い
ん
ぐ
わ
り
つ
）；
因
果
關
係
；
因
緣
（
い
ん
ね
ん
），
原
因 

（
研
究
社
『
新
英
和
中
辞
典
』、
一
九
二
五
） 

三 

語
と
し
て
の
「
因
果
律
」
と
「
因
果
関
係
」
の
由
緒 

「
因
果
律
」
の
前
身
的
な
表
現
と
し
て
、
明
治
初
期
の
『
百
科
全
書
』
の
「
論
理
学
」
の
章
に
は
「
因
果
継
続
ノ
理
」
と
あ
り
、
法
則
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
言

及
さ
れ
て
い
る
。
既
出
の
『
教
育
学
』
に
お
け
る
「
原
因
結
果
ノ
理
」
も
こ
の
類
の
表
現
で
あ
る
。 

(

七
四)  

此
ニ
因
果
繼
續
ト
名
ク
ル
者
ア
リ
テ
宇
宙
事
物
ノ
実
理
ヲ
詳
察
ス
ル
ニ
最
緊
要
ノ
モ
ノ
ト
ス 

抑
造
化
自
然
ノ
実
理
一
定
ノ
法
則
ニ
循
ガ
ヒ
テ
…
因
果
繼
續
ノ
理
發
顯
ス
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
毫
髮
モ
疑
惑
ヲ
入
ル
ヽ
ニ
由
ナ
シ 

（
塚
本
周
造
訳

「
論
理
学
」『
百
科
全
書
』
、
一
八
七
八
） 

一
八
九
〇
年
代
の
哲
学
関
係
の
著
作
に
お
い
て
も
、「
因
果
律
」
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
文
科
の
講
義
録
で
あ
る
『
論

理
学
』（
一
八
九
八
年
以
前
２
２

）
に
は
「
因
果
律
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
定
義
も
「
天
然
の
法
則
又
は
自
然
法
」
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。「
因
果
律
」
は
、

「
原
因
と
結
果
」
も
し
く
は
「
因
果
の
関
係
」
を
指
す
「
因
果
」
に
、「
法
則
」
の
意
を
表
す
接
尾
辞
的
な
語
素
「
律
」
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
と
見

ら
れ
る
。 

(

七
五)  

故
に
天
然
の
運
行
を
一
様
な
り
と
云
ふ
は
要
す
る
に
原
因
結
果
の
関
係
を
一
様
な
り
と
云
ふ
の
意
に
歸
す
べ
し
。
即
ち
一
現
象
の
起
こ
る
に
は
必
ず

其
の
原
因
わ
り
又
同
じ
き
原
因
よ
り
は
同
じ
き
結
果
の
生
ず
と
云
ふ
関
係
の
動
か
ざ
る
、
是
れ
天
然
の
一
様
な
る
所
以
な
り
。
此
の
関
係
を
因
果
律

と
名
つ
く
。
所
謂
天
然
の
法
則
又
は
自
然
法
は
多
く
は
此
の
因
果
の
関
係
を
言
ひ
表
は
せ
る
も
の
又
皆
之
を
言
ひ
表
は
さ
ん
と
力
む
る
も
の
な
り
と

云
ふ
を
得
べ
し
。（
大
西
祝
述
『
論
理
学
』） 

そ
の
ほ
か
、
同
時
期
の
『
仏
教
因
果
律
』
や
『
人
類
及
動
物
心
理
学
講
義
』
な
ど
の
著
作
に
お
い
て
も
「
因
果
律
」
が
確
認
さ
れ
、『
人
類
及
動
物
心
理
学
講
義
』

に
お
い
て
は
英
語
原
語
と
し
て
「c

a
u
sa
l
i
ty

」
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、「
因
果
律
」
は
日
本
語
と
し

て
定
着
し
た
の
で
あ
る
。 
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(

七
六)  

發
端 

吾
人
ハ
是
ヨ
リ
仏
教
因
果
律
ヲ
論
述
セ
ン
ト
欲
ス
、
既
ニ
題
シ
テ
仏
教
因
果
律
ト
稱
ス
、
宜
シ
ク
仏
教
全
体
ニ
亘
リ
テ
、
其
教
ノ
因
果
律
、

或
ハ
其
因
果
ノ
思
想
ヲ
考
察
ス
ヘ
キ
ナ
リ 

（
春
日
祐
『
仏
教
因
果
律
』、
一
八
九
六
） 

(
七
七)  

一
疑
問
、
即
、
心
理
学
者
及
哲
学
者
を
一
様
に
、
二
の
敵
對
す
る
陣
營
に
久
し
く
別
ち
た
り
し
疑
問
が
、
吾
人
自
己
の
心
意
に
訴
へ
て
以
て
、
答
へ

ら
れ
ざ
る
可
ら
ず
と
云
ふ
理
由
に
依
て
な
り
、
是
れ
意
志
の
因
果
律
（causality of will

）
に
つ
き
て
の
疑
問
な
り
。
（
寺
内
頴
訳
『
人
類
及
動

物
心
理
学
講
義
』
二
十
九
回
） 

一
方
、「
因
果
関
係
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
に
お
い
て
「
原
因
結
果
の
関
係
」
も
し
く
は
「
因
果
の
関
係
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
で
数
多
く
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
、
二
十
世
紀
初
期
か
ら
法
律
関
係
で
も
確
認
で
き
、
と
り
わ
け
、
犯
罪
行
為
と
犯
罪
事
実
と
の
間
に
原
因
結
果
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
指
す
こ
と

が
多
い
。
「
因
果
関
係
」
と
い
う
語
は
、
当
初
法
律
用
語
と
し
て
成
立
し
、
そ
の
後
、
他
分
野
に
普
及
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

(

七
八)  

案
之
氏
ハ
第
一
全
ク
因
果
關
係
其
者
ノ
論
理
的
意
義
ヲ
誤
レ
リ
氏
ノ
説
ヲ
極
端
ニ
論
及
セ
ン
カ
（
岩
井
尊
文
『
不
作
為
犯
』、
一
九
〇
二
） 

(

七
九)  

〔
方
式
〕 

犯
罪
＋
働
作
＋
外
界
ノ
變
状
＋
因
果
關
係
＝
犯
罪
所
為 

〔
原
則
〕
犯
罪
所
為
ハ
行
為
ト
犯
罪
事
実
ト
ノ
間
ノ
因
果
關
係
ヲ
要
ス
（『
刑
法
原
理
研
究
書
・
総
則
論
』
二
・
四
・
一
、
一
九
〇
八
） 

(

八
〇)  

（
題
名
）
第
五 

社
會
の
状
態
と
ご
階
級
發
生
の
因
果
關
係
。（
野
村
晋
一
、
川
手
弘
道
著
『
姓
名
哲
理
学
館
』、
一
九
一
二
） 

(

八
一)  

（
題
名
）:

第
一
節 

蔗
作
米
作
ノ
因
果
関
係
（
稲
田
昌
植
『
台
湾
糖
業
政
策
』
三
、
一
九
二
一
） 

ま
た
、
辞
書
で
は
、
前
記
の
『
新
英
和
中
辞
典
』
に
「causality

」
の
訳
語
と
し
て
「
因
果
関
係
」
も
見
え
る
。『
大
日
本
国
語
辞
典
』
な
ど
の
二
十
世
紀
前
期
の

国
語
辞
典
に
お
い
て
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
『
法
律
辞
書
』
を
始
め
と
す
る
法
律
関
係
書
に
お
い
て
は
法
律
用
語
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

(

八
二)  

因
果
關
係
（
い
ん
ぐ
わ
く
わ
ん
け
い
） 

Kausalzusammenhang

（
獨
）causality

（
英
）causalité

（
仏
）causalità 

一 

観
念
。
一
定
の
前
行
事
実
と
後
行
事
実
と
の
間
に
存
す
る
必
然
的
關
係
也
、（
下
略
） 

二 

適
用 

相
當
因
果
關
係
あ
り
や
否
や
は
（
中
略
）
行
為
は
一
定
の
事
情
の
下
に
成
立
す
る
も
の
な
る
が
故
に
行
為
と
同
時
に
其
事
情
を
考
察
せ
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ざ
る
べ
か
ら
す
、
而
し
て
（
中
略
）
行
為
の
當
時
存
せ
し
總
て
の
事
情
を
総
合
し
て
考
ふ
べ
し
と
す
る
説
あ
り
。
更
に
行
為
の
當
時
に
於
い
て
客
観

的
に
行
為
者
に
知
れ
又
は
最
も
注
意
深
き
人
に
知
れ
得
べ
か
り
し
事
情
を
考
察
す
べ
き
も
の
と
す
る
説
あ
り
。 

（
渡
部
万
蔵
『
法
律
辞
書
』、
一
九

二
六
） 

な
お
、
現
代
語
に
お
い
て
、「
因
果
関
係
」
は
、「
因
果
」
の
意
味
を
表
す
語
の
う
ち
、
最
も
多
く
使
用
さ
れ
る
語
で
あ
る
。「
原
因
結
果
の
関
係
」
を
表
す
場
合
は
、

「
因
果
」
で
は
な
く
「
因
果
関
係
」
や
「
因
果
律
」
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
一
方
、「
原
因
と
結
果
」
の
意
を
表
す
場
合
は
そ
の
ま
ま
「
原
因
と
結
果
」
と
言
う
の

が
今
日
で
は
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
「
因
果
」
と
い
う
語
は
、
も
は
や
仏
教
的
意
味
専
用
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

１ 

現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
（
中
納
言
）
で
見
つ
か
っ
た
「
因
果
」（
条
件
：「
語
彙
素
が
［
因
果
］」）
の
検
索
結
果
七
百
七
十
四
件
の
う
ち
、「
因
果
関
係
」（
条
件
：「
語
彙

素
が
［
因
果
＋
関
係
］」。
以
下
類
推
。）
は
四
百
九
十
二
件
も
あ
り
圧
倒
的
に
多
く
、
ほ
か
に
、「
因
果
応
報
」
の
三
十
件
、「
因
果
律
」
の
二
十
八
件
、「
因
果
性
」
の
十
五
件
な
ど
が

あ
る
。 

２ 

本
稿
に
お
い
て
は
、
漢
訳
仏
典
の
注
釈
書
な
ど
、
漢
訳
仏
典
関
係
の
著
作
を
さ
す
。 

３ 

善
悪
の
行
為
に
応
じ
て
吉
凶
禍
福
の
果
報
を
受
け
る
こ
と
。
善
因
に
は
富
楽
な
ど
の
善
果
、
悪
因
に
は
貧
苦
な
ど
の
悪
果
を
受
け
る
こ
と
。（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』） 

４ 

日
本
大
百
科
全
書(

ニ
ッ
ポ
ニ
カ)

参
照
。 

５ 

生
没
年
不
詳
。
中
国
、
後
漢
の
僧
、
仏
典
翻
訳
者
。
一
四
八
年
こ
ろ
洛
陽
に
至
り
、
以
後
二
〇
余
年
間
に
三
〇
余
部
の
経
典
を
訳
出
し
た
。（『
日
本
大
百
科
全
書(

ニ
ッ
ポ
ニ
カ)

』） 

６ 

康
僧
鎧
（S

a
ṃ
gh
av
ar
ma
n
 
 
स
ँघ
व
र्
मन
्

）
仏
典
翻
訳
僧
。
僧
伽
跋
摩
と
も
音
写
さ
れ
る
。
曹
魏
の
嘉
平
四 

(

二
五
二) 

年
に
洛
陽
に
来
て
，
中
国
の
最
初
の
仏
寺
と
い
わ
れ
る
白
馬
寺
に

お
い
て
『
郁
伽
長
者
経
』『
大
無
量
寿
経
』
な
ど
を
翻
訳
し
た
。 

７ 

（
三
四
四
～
四
一
三
）
西
域
の
ク
チ
ャ
国
出
身
の
大
翻
訳
僧
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
バK

um
ār
aj
īv
a

。
羅
什
と
略
称
さ
れ
る
。
前
秦
王
苻
堅
は
三
八
二
年
（
建
元
一
八
）

ク
チ
ャ
国
を
攻
略
し
て
羅
什
を
と
り
こ
に
し
た
。
十
数
年
間
涼
州
（
甘
粛
省
）
に
滞
在
し
た
の
ち
、
四
〇
一
年
（
弘
始
三
）
後
秦
の
都
長
安
に
迎
え
ら
れ
た
。
後
秦
王
姚
興
は
国
師
と

し
て
迎
え
、
西
明
閣
お
よ
び
逍
遙
園
で
訳
経
に
従
事
さ
せ
た
。
長
安
に
お
け
る
彼
の
訳
経
と
講
説
は
中
国
仏
教
を
大
乗
仏
教
に
方
向
づ
け
る
う
え
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

 

注 
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（『
日
本
大
百
科
全
書(

ニ
ッ
ポ
ニ
カ)

』） 
８ 

経
典
の
訳
文
は
『
国
訳
大
蔵
経
』
参
照
。『
国
訳
大
蔵
経
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
省
略
す
る
。
下
同
。 

９ 

（〈
梵
〉B

u
d
dh
ab
ha
dra

の
音
写
）（
三
五
九
～
四
二
九
）
北
イ
ン
ド
の
僧
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
学
び
、
中
国
へ
渡
り
、
廬
山
の
慧
遠
の
も
と
で
禅
経
を
翻
訳
・
講
説
し
た
。
さ
ら
に
建
業
で

「
摩
訶
僧
祇
律
」
四
〇
巻
や
「
華
厳
経
」
六
〇
巻
な
ど
を
訳
出
。
天
竺
禅
師
。（『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』） 

１
０ 

「
闻
鸠
摩
羅
什
在
長
安
。
即
往
従
之
。
什
大
欣
悦
。
共
論
法
相
振
発
玄
微
多
所
悟
益
。」（
『
高
僧
伝
』
巻
二
・
仏
馱
跋
陀
羅
） 

１
１ 

（
三
九
四
～
四
四
六
八
）
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
渡
来
し
た
訳
経
僧
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
は
グ
ナ
バ
ド
ラG

u
ṇ
a
bh
ad
ra

。
初
め
小
乗
（
上
座
部
仏
教
）
を
学
ん
だ
が
、
の
ち
に
大
乗
に

転
向
し
た
。
セ
イ
ロ
ン
島
（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）
を
経
由
し
て
海
路
で
中
国
の
広
州
（
現
広
東
省
）
に
着
く
。
劉
宋
の
文
帝
に
迎
え
ら
れ
、
お
も
に
都
の
祇

寺
で
訳
経
に
従
事
し
た
。

（『
日
本
大
百
科
全
書(

ニ
ッ
ポ
ニ
カ)
』） 

１
２ 

唐
の
義
淨
（
六
三
五
～
四
七
一
三
）
が
訳
し
た
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
同
文
が
見
ら
れ
る
。 

１
３ 

仏
陀
の
伝
記
。 

１
４ 

和
文
の
要
素
と
漢
文
訓
読
語
の
要
素
を
合
わ
せ
も
つ
文
体
の
文
章
。
特
に
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
軍
記
物
語
等
の
、
漢
語
を
多
く
ま
じ
え
た
文
語
文
。
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
） 

１
５ 

小
野
（
一
九
八
四
）
に
よ
る
と
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
全
用
例
二
十
九
例
の
う
ち
、
悪
報
譚
に
な
っ
て
い
る
の
は
十
五
例
で
あ
り
、
善
報
譚
は
十
四
例
あ
る
。 

１
６ 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』（「
果
報
」
語
誌
）
や
小
野
正
弘
（
一
九
八
四
）
に
よ
る
。 

１
７ 

「
果
報
」
と
混
同
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（「
因
果
」
語
誌
）
に
は
「
浄
土
教
の
伝
播
浸
透
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
」
と
あ
る
。 

１
８ 

佐
竹
昭
広
『
萬
葉
集
抜
書
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
）「
意
味
の
変
遷
」。 

１
９ 

小
野
正
弘
（
一
九
八
四
）
の
指
摘
よ
り
。 

２
０ 

小
野
（
一
九
八
四
）
の
指
摘
に
よ
る
と
、『
慈
雲
短
篇
法
語
』
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

２
１ 

い
ん
‐
え
ん
（
名
）
因
縁
（
和
漢
ノ
通
用
字
）（
一
）
佛
教
ノ
語
、
譬
ヘ
バ
、
穀
ヲ
地
ニ
植
ウ
レ
バ
、
稲
ヲ
生
ズ
、
殻
ハ
因
ナ
リ
、
地
ハ
縁
ナ
リ
、
因
果
、
因
業
ナ
ド
、
人
事
ノ
成
立
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（
ナ
リ
ユ
キ
）
ハ
皆
因
（
チ
ナ
ミ
）
ア
リ
縁
ル
所
ア
リ
テ
、
果
（
ハ
テ
）
ニ
至
ル
コ
ト
、
豫
メ
定
マ
レ
リ
ト
ス
。（
二
）
由
来
。
由
緒
。「
謂
レ
、
―
」（『
言
海
』） 

２
２ 
年
代
不
明
で
あ
る
が
、
著
者
の
大
西
祝
（
講
述
）
は
、
一
八
九
一
年
か
ら
一
八
九
八
年
ド
イ
ツ
留
学
す
る
ま
で
東
京
専
門
学
校
に
奉
職
す
る
。
こ
の
期
間
に
成
立
し
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。 



 

 



 

 

第
九
章 
「
成
果
」
に
つ
い
て
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第
一
節 

「
成
果
」
に
つ
い
て
の
諸
問
題 

漢
語
「
成
果
」
は
、
現
代
語
で
は
「
よ
い
結
果
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』（
一
九
八
六
）
１

な
ど
の
先
行
研
究
で
は
、

「
な
り
は
て
る
」
の
名
詞
形
「
な
り
は
て
」
の
当
て
字
「
成
果
」
を
音
読
み
し
た
語
に
由
来
し
、
幕
末
・
明
治
初
期
に
「issue

」「result

」
の
訳
語
と
し
て
『
英
和

対
訳
袖
珍
辞
書
』
な
ど
の
英
和
辞
典
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
和
語
「
な
り
は
て
」
に
当
て
ら
れ
た
漢
字
「
成
果
」
が
音
読
さ
れ
語
と
さ
れ
て
い
る
。 

訓
読
み
か
ら
音
読
み
へ
の
変
化
は
和
製
漢
語
の
重
要
な
造
語
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
大
根
（
お
ほ
ね
→
だ
い
こ
ん
）」
の
よ
う
に
、
和
語
に
当
て
ら
れ
た
漢

字
を
音
読
す
る
と
漢
語
に
な
る
。
陳
力
衛
（
二
〇
〇
一
）
２

で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
漢
語
は
、
普
通
の
字
音
語
と
違
っ
て
「
訓
」
の
意
味
概
念
が
根
底
に

潜
ん
で
お
り
、
新
し
い
意
味
を
伴
う
語
形
の
創
造
と
も
な
る
。
近
代
に
お
け
る
訳
語
の
成
立
も
こ
の
造
語
パ
タ
ー
ン
の
延
長
線
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
音
読

さ
れ
た
漢
語
の
う
ち
、
「
な
か
つ
ぎ
」
と
「
中
継
（
ち
ゅ
う
け
い
）」、「
き
そ
い
あ
い
」
と
「
競
合
（
き
ょ
う
ご
う
）」、「
こ
ろ
び
お
ち
る
」
と
「
転
落
（
て
ん
ら
く
）」

の
よ
う
に
複
合
動
詞
や
修
飾
関
係
に
あ
る
場
合
、
阿
部
健
二
（
一
九
八
一
）
３

が
指
摘
す
る
漢
語
の
「
凝
縮
性
」
に
よ
っ
て
一
語
に
凝
縮
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。 

し
か
し
、
「
成
果
」
は
、
語
源
と
さ
れ
る
「
な
り
は
て
」
が
古
く
か
ら
「
好
ま
し
く
な
い
結
果
」
を
さ
す
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
現
代
語
に
お
け
る
「
成
果
」

は
普
通
、
結
果
の
中
で
も
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
上
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
へ
の
変
化
が
ど
の
よ
う
に
発
じ
た
の
か
、
訓

読
み
か
ら
音
読
み
へ
の
転
換
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
の
か
な
ど
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ほ
か
に
も
、「
成
果
」
に
つ
い
て
の
未
解
明
の
点
と
し
て
、「
な
り
は
て
」
の
由
緒
、
漢
語
化
の
経
緯
、「
結
果
」
と
の
関
係
な
ど
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
章

で
は
日
本
語
に
お
け
る
漢
語
「
成
果
」
の
成
立
お
よ
び
意
味
変
化
に
つ
い
て
の
諸
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
い
と
思
う
。 
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第
二
節 

「
成
果
」
の
語
源 

一 

先
行
研
究 

前
記
の
通
り
、『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
成
果
」
は
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
成
立
し
た
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
お
い
て
「issu

e

」「r
es
u
l
t

」
の
訳
語
と
し
て
そ
の
漢
字
表
記
が
見
え
る
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
刊
の
薩
摩
学
生
編
集
『
和
訳
英
辞
書
』（
薩
摩
辞
書
）
に
は
「result 

成
果
（
ナ

リ
ハ
テ
）
」
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
刊
の
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
は
「effect 

成
果
（
ナ
リ
ハ
テ
）」
と
あ
る
の
も
示
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、『
幕
末
・
明
治
初
期 
漢
語
辞
典
』（
二
〇
〇
七
）
４

で
は
『
米
欧
回
覧
実
記
』（
明
治
十
一
年
刊
）
に
「
常
人
ヨ
リ
ハ
専
一
ニ
勉
励
ス
ル
ニ
ヨ
リ
、
其
成
果

ヲ
増
シ
テ
、
自
然
ニ
一
己
ノ
自
活
ス
ル
業
ヲ
ウ
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
明
治
六
年
一
月
十
五
日
）」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
成
果
」
が
そ
の
著
者
で
あ
る
久
米
邦
武
に
よ
る

造
語
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
原
文
に
は
振
り
仮
名
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
「
成
果
」
と
い
う
表
記
が
漢
語
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
判
断
不
能
で
あ
る
。
ま
た
、
陳
力
衛
（
二
〇
一
一
）
５

は
、
そ
れ
ら
の
「
名
人
造
語
説
」
に
つ
い
て
、「
日
本
を
代
表
す
る
近
代
啓
蒙
家
・
思
想
家
へ
の
過
信

が
あ
っ
て
、
彼
ら
が
使
っ
て
い
た
言
葉
な
ら
、
も
う
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
彼
ら
自
身
の
手
で
造
ら
れ
た
と
い
う
「
伝
説
」
ま
で
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。」「
そ
の

新
語
の
多
く
は
す
で
に
先
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
は
他
人
の
も
の
を
自
分
の
功
績
に
仕
立
て
た
か
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
成
果
」

が
「
久
米
に
よ
る
造
語
」
で
あ
る
と
い
う
説
も
一
応
疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
以
下
、『
日
国
』）
に
は
「
成
果
」
の
出
典
と
し
て
、『
哲
学
字
彙
』（
一
九
八
一
）
の
「Product 

成
果
、
物
産
」
が
見
え
る
。
し
か

し
、『
日
国
』
の
ほ
か
、『
大
漢
和
辞
典
』『
漢
語
大
詞
典
』
の
い
ず
れ
に
も
「
成
果
」
の
中
国
古
典
の
出
典
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
成
果
」
は
、
近
代
以
降

に
日
本
に
お
い
て
造
成
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
和
製
新
漢
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

二 

訳
語
と
し
て
の
「
な
り
は
て
・
成
果
」 

『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
一
八
六
二
）
に
「i

ss
u
e

」
と
「result

」
の
対
訳
語
と
し
て
「
成
果
」
と
あ
る
と
記
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
、「event

」
の
訳
語
と
し
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て
も
「
成
リ
果
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
上
記
の
「
成
果
」
と
は
表
記
が
違
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
和
語
「
な
り
は
て
」
に
あ
た
る
。 

文
久
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
日
本
初
の
本
格
的
な
英
和
辞
書
と
さ
れ
る
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
は
、
英
蘭
辞
書
で
あ
るH. Picard

『A New Pocket Dic

t
i
o
n
a
ry
 
o
f
 t
h
e
 
En
g
l
is
h-D

u
t
c
h
 a
n
d
 
Du
t
c
h-
E
n
gl
ish Languages. 

』
６

を
基
に
編
集
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
訳
語
の
約
六
～
七
割
が
蘭
和
辞
典
「
和
蘭

字
彙
』（
一
八
五
五
～
五
八
）
の
訳
語
と
一
致
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
森
岡
健
二
・
田
島
尚
子
一
九
六
五 

、
永
嶋
大
典
一
九
七
〇
７

な
ど
）。 

そ
こ
で
、
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
収
録
さ
れ
た
「
成
果
・
成
リ
果
」
が
先
行
の
『
和
蘭
字
彙
』
に
も
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
、『A 

New 
Pocket 

Dicti
onary 

o

f
 
t
h
e
 E
n
g
li
s
h-D

u
t
ch
 
a
nd 

D
u
t
c
h-
E
n
gl
i
s
h 
L
a
ng
u
ages. 

』
８

に
お
い
て
「event

」「issue

」「result

」
に
あ
た
る
オ
ラ
ン
ダ
語
を
調
査
し
た
。
す
る
と
、
と

も
に
「u

i
t
sl
a
g

」
と
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

(

一)  
E
v
e
n
t
, 

s
. 
g
e
be
u
r
te
n
i
s, 

f
.
 
u
it
s
lag. m. 

I
s
s
u
e
, 

s
. 
u
i
tg
a
n
g.
 
u
its

l
a
g.
 m
.
 uitkomst, f. uiteinde, n. uitstorting. fistel, fontanel. opbrengst. f. kroost., 

n
.
 
n
a
ko
m
e
li
n
g
sc
h
a
p 

R
e
s
u
l
t, 

s.
 
g
ev
o
l
g,
 
n
. u

i
t
s
l
ag,

 m. uitkomst. f. besluit, n. slotsom, f. resultaat, n. 

（A New Pocket Dictionary 

o
f
 
t
h
e 
E
n
gl
i
s
h-D

u
tc
h
 
and

 
D
u
t
ch
-
English Languages, 1843

） 

そ
の
日
本
語
の
訳
語
を
、
『
和
蘭
字
彙
』
で
確
認
す
る
と
、
名
詞
と
し
て
の
「uitslag

」
の
訳
語
に
「
成
り
果
」
と
あ
り
、「uitslag

／
成
り
果
／event

」
の
繋

が
り
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

(

二)  
u
i
t
s
l
ag
, 

u
i
t
km
o
s
t,
 
g
evo

l
g
.
 

成
リ
果
。 

I
k
 
v
r
ee
z
e
 v
o
o
r 
e
e
ne
n
 
kwa

a
d
e
n
 u
i
tslag 

我
ハ
事
ノ
悪
シ
キ
成
リ
果
ヲ
恐
レ
テ
居
ル 

W
a
t
 u
it
s
l
ag 

d
e 
z
a
ak
 
o
ok 

n
e
e
m
t,
 
het is my even eend 

事
ガ
如
何
様
ノ
成
リ
果
ニ
ナ
ル
ト
モ
我
ニ
於
テ
ハ
頓
着
ハ
ナ
シ 

（『
和
蘭
字

彙
』
、
一
八
五
五
～
五
八
） 

ま
た
、
以
下
引
用
す
る
よ
う
に
、
同
『A

 
Ne
w
 
Po
c
k
et
 Dictionary of the English-Dutch and Dutch-English Languages. 

』
に
は
、「uitslag

」
に
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対
す
る
英
語
の
訳
語
と
し
て
「i

s
s
ue

」
「e

v
e
nt

」
が
あ
る
。「uitslag

／
成
り
果
／event

」
と
い
う
繋
が
り
も
確
認
で
き
る
。 

(
三)  

U
i
t
s
l
ag
, 

m
.
 is

s
u
e,
 
e
ven

t,
 
s
al
e
, mouldiness, eruption, turning. 

（A New Pocket Dictionary of the English-Dutch a

n
d
 
D
u
tc
h-En

g
l
is
h
 
La
n
g
uag

e
s
,
 
18
4
3

） 

こ
れ
に
よ
る
と
、
同
一
辞
書
に
収
録
さ
れ
た
「
成
り
果
」
と
「
成
果
」
は
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
英
語
へ
の
対
訳
語
で
あ
り
、
和
語
「
な
り
は
て
」
に
当
た
る
と
見

ら
れ
る
。「ev

e
n
t

／i
ss
u
e

／r
e
s
u
l
t

」
の
訳
語
と
し
て
の
「
な
り
は
て
」
が
オ
ラ
ン
ダ
語
「uitslag

」
の
訳
語
に
由
来
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
英

和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
が
踏
ま
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

三 

『
和
蘭
字
彙
』
以
前
の
蘭
語
辞
書
に
お
け
る
「u

it
sla

g

」 

『
和
蘭
字
彙
』
は
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
ご
ろ
に
完
成
し
た
『
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
』（
通
称 

『
長
崎
ハ
ル
マ
』）
の
校
訂
版
と
さ
れ
て
い
る
。『
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ

ル
マ
』
９

に
お
け
る
「u

it
s
l
ag

」
を
調
査
す
る
と
、
訳
語
と
例
文
は
『
和
蘭
字
彙
』
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

ち
な
み
に
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
成
立
し
た
『
波
留
麻
和
解
』（
通
称
『
江
戸
ハ
ル
マ
』）
と
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
成
立
し
た
『
訳
鍵
』
に
は
「uits

l
a
g

」
の
訳
語
と
し
て
「
成
り
果
」
は
見
ら
れ
な
い
。
辞
書
登
録
と
し
て
は
『
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
』
が
最
初
で
あ
ろ
う
。 

(

四)  
u
i
t
s
l
ag
. 

小
賣 

（
稲
村
三
伯
編
『
波
留
麻
和
解
』、
一
七
九
六
） 

(

五)  
U
i
t
s
l
ag
. 

起
發
、
碎
賣
、
秤
量
ノ
重 

（
藤
林
普
山
『
訳
鍵
』、
一
八
一
〇
） 

な
お
、
安
政
四
年
（1

8
5
7

）
に
出
版
さ
れ
た
『
増
補
改
正
訳
鍵
』
に
は
「uitslag
」
の
訳
語
と
し
て
「
成
り
果
」
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。『
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
』

な
ど
の
先
行
資
料
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
。 

(

六)  
U
i
t
s
l
ag
. 

z
.
 
m. 

成
リ
果
、
賣
リ
渡
ミ
方
、
カ
ケ
添
、
強
カ
ケ
、
起
發
、
碎
賣
、
秤
量
ノ
重 

（
広
田
憲
寛
『
増
補
改
正
訳
鍵
』、
一
八
五
七
） 
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第
三
節 

漢
語
「
成
果
」
の
成
立 

一 

日
本
に
お
け
る
「
成
果
」
の
受
容 

「
成
果
」
と
い
う
漢
字
語
は
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
登
場
し
て
以
来
、
ほ
か
の
作
品
、
と
り
わ
け
和
訳
洋
書
で
の
使
用
も
次
第
に
多
く
な
る
。
た
と
え
ば
、
一

八
七
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
婦
女
性
理
一
代
鑑
』（
原
作
：『The Physical life of woman

』、G.H. Napheys

）
に
は
、「
後
日
に
於
て
現
ハ
る
ヽ
遺
傳(

ゐ
で
ん)

の
成
果(

で
き
ば
え)

」（
原
文
：
「L

A
TE
 
MA
N
I
FE
S
T
A
TI
O
NS 

OF 
THE 

EFFCTS 
OF 

INHERITANCE

」）
と
い
う
章
の
タ
イ
ト
ル
が
見
え
、
一
八
八
〇
年
版
『
恵
頓
萬
國

公
法
』（
原
作
：
『E

l
e
me
n
t
s 

o
f
 
I
nt
e
r
na
t
i
on
a
l
 
L
a
w

』、Henry 
Wheaton

）
に
も
、「
始
戰
ノ
論
及
ヒ
交
戰
ニ
因
テ
直
チ
ニ
生
ス
ル
所
ノ
成
果
」（
原
文
：「COMME

N
C
EM
E
NT
 
OF
 
W
AR
,
 
AN
D
 
IT
S 

I
M
M
ED
I
A
TE
 
E
FF
E
C
TS

」）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
八
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
英
国
文
明
史
』（
原
作
：『History

 o
f
 
C
i
vi
l
i
za
t
i
o
n
 
i
n
 
E
n
gl
a
n
d

』、H
e
nr
y
 
B
u
ck
l
e

）
に
も
、「
修
史
法
ノ
背
理
ハ
時
世
自
然
ノ
成
果
タ
リ
シ
ヲ
論
ズ
」（
原
文
：「This 

absurd way 
of 

writi

n
g
 
h
i
st
o
r
y
 
w
a
s
 
th
e
 
na
t
ur
a
l
 
r
es
u
l
t
 
o
f
 
s
ta
t
e
 
of the 

age

」）
と
見
え
る
。「
成
果
」
は
「effect

」
も
し
く
は
「result

」
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
の
よ
う
な
和
訳
洋
書
に
お
け
る
訳
語
の
使
用
は
、
当
時
の
英
和
辞
典
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
英
和
辞
典
に
お
け
る
「
成
果
」

の
記
述
状
況
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

二 

幕
末
・
明
治
期
の
英
和
辞
典
に
お
い
て 

そ
こ
で
、
日
本
語
の
訳
語
と
し
て
「
成
果
」
が
用
い
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
、「effect

」「event

」「issue

」「product

」「result

」
に
つ
い
て
幕
末
・
明
治
期

の
代
表
的
な
英
和
辞
典
、
（
１
）
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
一
八
六
二
）、（
２
）『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』（
一
八
七
三
）、（
３
）『
哲
学
字
彙
』（
一
八
八
一
）、（
４
）

『
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
氏
新
刊
大
辞
書
和
訳
字
彙
』（
一
八
八
八
）、
（
５
）『
英
独
仏
和
哲
学
字
彙
』（
一
九
一
二
）
を
対
象
と
し
て
調
査
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

E
f
f
e
c
t 
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（
１
）
效
験
、
功
績
、
続
キ
、
事
ノ
次
第
、
終
リ 

（
２
）
成
就(

ジ
ャ
ウ
ジ
ュ)

、
功
績(

イ
サ
ホ
シ)

、
成
果(

ナ
リ
ハ
テ)

、
效
験(

シ
ル
シ)

、
関
係(

ク
ハ
ン
ケ
イ)

、
利
益(

リ
エ
キ)

、
意
思(

オ
モ
ヒ)

、
事
實(

ジ
ヾ

ツ) 

（
３
）
結
果
、
應
報
、
效
験
、
果
報 

（
４
）
成
就
、
功
績
、
成
果
、
效
験
、
関
係
、
利
益
、
意
思
、
事
實
、〔
哲
〕
應
報 

（
５
）
結
果
、
應
報
、
效
験
、
果
報 

E
v
e
nt 

（
１
）
事
情
、
出
来
ヿ
、
成
リ
果
、
結
ヒ
目
ヲ
ト
ク 

（
２
）
事
情(

ジ
ヾ
ヤ
ウ)

、
偶
然(
グ
ウ
ゼ
ン)

ノ
事(

コ
ト)

、
成
果(

ナ
リ
ハ
テ) 

（
３
）（
記
載
な
し
） 

（
４
）
事
件
、
事
情
、
偶
然
ノ
事
、
成
果
、
関
係
、
出
来
事 

（
５
）
事
變
、
變
事
、
事
件
、
出
来
事 

I
s
s
u
e 

（
１
）
成
果
、
終
リ
、
功
績
、
出
来
バ
ヘ
、
流
出
、
子
孫
、
打
膿 

（
２
）
出(

イ
デ)

、
功
績(

デ
ガ
ラ)

、
流
出(

ナ
ガ
レ
デ)

、
結
果(
デ
キ
バ
ヘ)

、
發(

ハ
ツ)

行(

コ
ウ)

、
関
係(

ク
ワ
ン
ケ
イ)

、
出
口(

デ
ク
チ)

、
效
験(

シ
ル
シ)

、

子
孫(

シ
ソ
ン)

、
産
物(

サ
ン
ブ
ツ)

、
打
膿(

ダ
ノ
ウ)

、
結
局(

マ
ト
マ
リ) 

（
３
）
發
貨
（
財
） 

（
４
）
出
、
功
績
、
流
出
、
結
果
；〔
經
〕
發
貨
、
發
行
、
發
行
高[

紙
幣
等
ノ]
；
事
件
、
関
係
、
出
口
、
効
験
；
小
児
、
子
孫
、
分
娩
、
産
物
；
利
潤
；〔
軍
〕
士
官

ノ
俸
額[

英
国]

；
排
泄
；
〔
醫
〕
潰
瘍
；
〔
法
〕
決
案
；
反
對
點
、
論
旨 

（
５
）
論
點
、
争
點 

P
r
o
d
u
ct 
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（
１
）
産
物
、
商 

算
術
ノ
語 

（
２
）
産
物(

サ
ン
ブ
ツ)

、
成
果(

デ
キ
バ
ヘ)

、
工
業
、
績(

セ
キ)

（
算
法(

サ
ン
パ
ウ)

ノ
語(

ゴ)

） 
（
３
）
成
果
（
世
）
、
物
産
（
財
） 

（
４
）
生
産
物
、
産
物
、
農
産
、
製
作
物
、
貨
物
；
効
験
、
結
果
、
工
業
；〔
數
〕
積
、
相
乗
得
數 

（
５
）
成
果
、
物
産
、
産
物
、
生
産
物 

R
e
s
u
l
t 

（
１
）
成
果
、
ノ
高 

（
２
）
跳
反(

ハ
ネ
カ
ヘ
リ)

、
関
係(

ク
ワ
ン
ケ
イ)

、
成
果(

ナ
リ
ハ
テ)

、
結
果(

デ
キ
バ
エ)

、
落
着(

ラ
ク
ヂ
ャ
ク)

、
決
議(

ケ
ツ
ギ) 

（
３
）
成
効
、
菓
實
、
結
果 

（
４
）
結
果
、
成
果
、
効
験
、
効
積
、
結
局
、
収
尾
、
決
議 

（
５
）
成
効
、
菓
實
、
結
果
、
効
績
、
成
績
、
効
果
、
成
果 

「
成
果
」
は
、
右
の
よ
う
な
英
語
の
訳
語
と
し
て
、
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
ま
で
「
結
果
」
よ
り
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
既
出
の
「effect

」
を
「
成

果
」
で
訳
し
た
『
婦
女
性
理
一
代
鑑
』
や
『
恵
頓
萬
國
公
法
』
な
ど
に
お
い
て
も
反
映
し
て
い
る
。『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
お
い
て
は
、「product 

成
果(

デ
キ

バ
ヘ)

」
を
除
き
、
「
ナ
リ
ハ
テ
」
と
附
音
さ
れ
て
い
る
。『
哲
学
字
彙
』
に
お
い
て
は
、
世
態
学
（
社
会
学
）
用
語
と
記
さ
れ
た
「
成
果
」
は
「product

」
の
、「
結

果
」
は
「e

ff
e
c
t

」
と
「r

esu
l
t

」
の
訳
語
と
さ
れ
、
こ
の
両
者
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
先
行
辞
書
の
訳
語
が
ま
と
め
る
と
い
う
性
格
が
見
え
る
『
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
氏

新
刊
大
辞
書
和
訳
字
彙
』
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
か
「
成
果
」
を
「product
」
の
訳
語
か
ら
も
外
し
て
い
る
が
、
二
十
世
紀
に
成
立
し
た
『
英
独
仏
和
哲
学
字
彙
』
に

お
い
て
は
、
引
き
続
き
用
い
る
て
い
。
総
じ
て
、
「pr

o
d
uct

」「result

」
の
訳
語
と
し
て
の
「
成
果
」
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
。 

三 

漢
語
化 

英
和
辞
典
を
通
し
て
日
本
に
お
け
る
漢
字
表
記
「
成
果
」
の
受
容
を
辿
っ
て
き
た
が
、
漢
語
で
あ
る
必
要
条
件
と
し
て
「
成
果
」
が
音
読
み
さ
れ
て
い
る
証
拠
が
必

要
で
あ
る
。「
成
果
」
の
漢
語
化
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
い
つ
音
読
み
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
漢
語
辞
典
に
収
録
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。 前

掲
の
『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』
に
は
、『
熟
字
以
呂
波
引
漢
語
大
字
典
』（
一
八
九
二
）
の
「
成
果 

ト
ド
ノ 

シ
マ
ヒ
。」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
詳
し

く
調
査
す
る
と
、
そ
れ
よ
り
前
に
「
成
果
」
が
す
で
に
漢
語
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
撰
伊
呂
波
字
引
』
に

は
、
「
成
果
」
の
振
り
仮
名
と
し
て
「
セ
イ
ク
ワ
」
が
見
え
る
。
意
味
解
釈
が
「
ト
ヾ
ノ 

シ
マ
イ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
『
熟
字
以
呂
波
引
漢
語
大
字
典
』

な
ど
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。「
と
ど
の
」
と
「
し
ま
い
」
は
、「
果
て
」
の
類
義
語
で
あ
り
、「
結
局
。
最
後
は
。
と
ど
の
つ
ま
り
」
の
意
を
表
す
も
の
で

あ
る
１
０

。
こ
の
よ
う
な
「
と
ど
の
。
し
ま
い
」
の
意
味
と
さ
れ
る
「
成
果
（
セ
イ
ク
ワ
）」
は
「
な
り
は
て
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

七)  

成
果
（
セ
イ
ク
ワ
） 

ト
ヾ
ノ 

シ
マ
イ 

（
宇
喜
多
小
十
郎
『
新
撰
伊
呂
波
字
引
』、
一
八
七
九
） 

ま
た
、
一
八
八
五
年
に
成
立
し
た
『
広
益
漢
語
字
解
』
と
『
雅
俗
漢
語
字
引
大
全
』
に
も
「
成
果
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。『
雅
俗
漢
語
字
引
大

全
』
に
お
け
る
訓
が
「
タ
マ
イ
ノ
コ
ト
（
賜
い
の
こ
と
）」
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
成
果
」
は
、
遅
く
て
も

一
八
八
〇
年
代
に
は
漢
語
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。 

(

八)  

成
果
（
セ
イ
ク
ワ
） 

ト
ヾ
ノ 

シ
マ
ヒ 

（
藤
田
善
平
『
広
益
漢
語
字
解
』、
一
八
八
五
） 

(

九)  

成
果
（
セ
イ
ク
ワ
） 

タ
マ
イ
ノ
ヿ 

（
中
田
幹
母
『
雅
俗
漢
語
字
引
大
全
』、
一
八
八
五
） 

ま
た
、
『
言
海
』
や
『
日
本
大
辞
典
』
な
ど
明
治
期
の
代
表
的
国
語
辞
典
に
は
、
ま
だ
「
成
果
」
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
二
十
世
紀
初
期
の
『
辞
林
』
に
は
「
成

果
」
の
項
目
が
な
い
が
、
「
因
果
」
の
意
義
解
釈
に
「
成
果
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
基
因
（
起
因
）」
の
対
義
的
な
語
と
し
て
「
結
果
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

(

一
〇)  

（
い
ん
‐
ぐ
わ
［
因
果
］
（
名
）
㊀
原
因
と
結
果
と
、
㊁
原
因
と
結
果
と
を
連
結
し
た
る
関
係
、
即
ち
、
一
が
他
に
対
し
て
変
化
の
基
因
と
な
り
、
他

が
一
に
対
し
て
変
化
の
成
果
と
な
る
状
態
、
㊂
前
業
の
応
報
、
む
く
い
、
㊃
｛
ふ

あ
は
せ
。（『
辞
林
』） 

な
お
、
一
九
二
三
年
刊
、
松
本
重
彦
編
『
現
代
国
語
辞
書
』
に
は
「
セ
イ
カ 

成
果
」
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
辞
書
は
、
主
に
新
聞
に
現
れ
る
新
語
な
ど
の
現
代
語
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を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
の
国
語
辞
典
と
は
異
な
っ
て
い
る
１
１

。
本
格
的
な
国
語
辞
典
に
お
け
る
収
録
は
、
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年

刊
、
金
田
一
京
助
編
『
明
解
国
語
辞
典
』
が
最
も
早
い
。「
成
果
」
が
日
本
語
と
し
て
完
全
に
定
着
し
た
の
は
昭
和
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

(

一
一)  

セ
イ
カ 

（
名
）
成
果
。
（
－
く
ゎ
） 

（
松
本
重
彦
『
現
代
国
語
辞
書
』、
一
九
二
三
） 

(

一
二)  
せ
え
‐
か
［
成
果
］
セ
イ
ク
ヮ
（
名
）
で
き
あ
が
っ
た
結
果
。 

（
金
田
一
京
助
『
明
解
国
語
辞
典
』、
一
九
四
三
） 

第
四
節 

「
成
り
果
て
」
か
ら
「
成
果
」
へ
の
意
味
変
化 

一 

「
な
り
は
て
」
の
意
味 

漢
語
「
成
果
」
の
語
源
で
あ
る
「
な
り
は
て
」
は
、『
日
国
』
に
よ
る
と
、「
物
事
の
終
わ
っ
た
結
果
。
の
ち
の
事
。
な
れ
の
は
て
」
の
意
で
あ
り
、
室
町
時
代
に
成

立
し
た
『
史
記
抄
』
に
そ
の
例
が
見
え
る
。
用
例
中
の
「
な
り
は
て
」
は
、「（
東
西
周
の
）
最
期
。
滅
亡
」
の
意
で
あ
る
。 

(

一
三)  

事
の
つ
い
で
に
東
西
周
の
な
り
は
て
を
云
ぞ
（『
史
記
抄
』
三
・
周
本
紀
、
一
四
七
七
） 

そ
し
て
、
『
日
葡
辞
書
』
（
一
六
〇
三
～
四
年
）
に
は
「Narifate

」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
の
動
詞
形
で
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。『
日
葡
辞
書
』
の
収
録
語
彙

は
当
時
の
日
常
語
を
中
心
と
し
て
い
る
た
め
、「
成
り
果
て
（
成
り
果
て
る
）」
は
、
当
時
の
口
語
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
頼
む
方

な
く
」
や
「
心
細
い
」
か
ら
み
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
の
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
成
り
果
て
」
は
古
く
か
ら
一
貫
し
て
「
好

ま
し
く
な
い
結
果
」
を
さ
す
語
で
あ
る
。 

(

一
四)  

T
a
n
o
m
u 
c
a
ta
n
a
cu
,
 na

r
i
fat

e
t
e
 co

c
orobosocuzo voboye qeru.

（『
日
葡
辞
書
』、
一
六
〇
三
） 

（
頼
む 

方
な
く
、
成
り
果
て
て 

心
細
い
ぞ 

覚
え 

け
る
。） 

し
か
し
、
前
述
の
『
和
蘭
字
彙
』
に
は
、
そ
の
用
例
と
し
て
、「Ik 

vreeze 
voor 

eenen 
kwaaden 

uitslag
 

我
ハ
事
ノ
悪
シ
キ
成
リ
果
ヲ
恐
レ
テ
居
ル
」
と
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あ
り
、「
成
リ
果
」
の
前
に
「
悪
シ
キ
」
と
い
う
修
飾
語
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
成
リ
果
」
は
、
単
な
る
「
結
果
」
の
意
を
表
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の

用
例
「W

a
t
 
u
i
t
sl
a
g
 
d
e
 
zaa

k
 
o
o
k 

n
e
em
t
,
 
h
e
t
 
i
s
 
my 

even 
eend 

事
ガ
如
何
様
ノ
成
リ
果
ニ
ナ
ル
ト
モ
我
ニ
於
テ
ハ
頓
着
ハ
ナ
シ
」
に
つ
い
て
も
、「
頓
着

ハ
ナ
シ
」
と
い
う
表
現
か
ら
マ
イ
ナ
ス
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、「
如
何
様
ノ
」
と
い
う
連
体
修
飾
語
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
成
リ
果
」
も
単
に
「
結

果
」
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、「
成
リ
果
」
は
、
単
に
「
結
果
」
の
意
を
表
す
原
語
「uitslag

」
に
あ
て
ら
れ
た
だ
け
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
後
継
の
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞

書
』
な
ど
の
辞
書
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
成
リ
果
」
は
、「
好
ま
し
く
な
い
結
果
」
と
限
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。 

な
お
、『
和
英
語
林
集
成
』
（
ヘ
ボ
ン
著
）
の
初
版
と
再
版
に
は
、
単
純
に
「The 

end

（
終
わ
り
。
結
果
）」
と
あ
る
が
、
三
版
に
は
、「bad 

end

（
悪
い
結
果
）」

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
期
に
「
な
り
は
て
」
が
本
来
の
意
味
が
再
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

一
五)  

N
A
R
I-HA

T
E

，
ナ
リ
ハ
テ
，
成
果
，n

. 
T
he end of one

’s course, final condi
tion of life.

（『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
、
一
八
六
七
） 

N
A
R
I-HA

T
E
 

ナ
リ
ハ
テ 

成
果 n

.
 
T
he
 
end, result. Syn. YUKUSUE.

（『
和
英
語
林
集
成
』
再
版
、
一
八
七
二
） 

N
A
R
I-HA

T
E

，
ナ
リ
ハ
テ
，
成
果
，n

. 
A
 bad end or the end of one

’s evil c
ourse.

（『
改
訂
増
補 

和
英
英
和
語
林
集
成
』
第
三
版
、
一

八
八
六
） 

二 

「
成
果
（
ナ
リ
ハ
テ
）」
と
「
成
果
（
デ
キ
バ
エ
）」 

『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
お
け
る
「
成
果
」
の
振
り
仮
名
に
は
、「
ナ
リ
ハ
テ
」（effect

、event

、result

）
と
「
デ
キ
バ
ヘ
（
で
き
ば
え
）」（product

）
が

見
え
る
。「
ナ
リ
ハ
テ
」
は
、
現
代
語
で
は
「
よ
ろ
し
く
な
い
結
果
」
の
意
で
あ
る
が
、
明
治
初
期
の
英
和
辞
典
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、『
和
蘭
字
彙
』（『
ド

ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
』
）
か
ら
受
け
継
が
れ
た
、
中
立
的
な
「
結
果
」
の
意
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
で
き
ば
え
」
は
、
現
代
語
で
は
「
で
き
あ
が
っ
た
様
子
。
で
き

あ
が
り
の
よ
い
こ
と
」
と
い
う
意
で
、「
な
り
は
て
」
と
は
反
対
の
評
価
を
持
つ
語
で
あ
る
。
江
戸
時
代
成
立
の
『
詞
葉
新
雅
』（
一
七
九
二
）
に
「
デ
キ
バ
エ
ガ
セ
ヌ

 

い
で
ぎ
え
し
て
」
と
あ
り
、
明
治
中
期
成
立
の
『
言
海
』
に
も
、「
成
就
シ
テ
映
ア
ル
ヿ
。
ス
キ
手
際
」
と
あ
り
、『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
の
時
代
に
も
「
で
き
あ
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が
り
の
よ
い
こ
と
」
の
意
味
で
あ
っ
た
ち
見
ら
れ
る
。 

「r
e
s
ul
t

」
に
は
「
成
果
（
ナ
リ
ハ
テ
）、
結
果
（
デ
キ
バ
エ
）」
と
あ
り
、
先
行
の
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
も
「Issue 

成
果
、
出
来
バ
ヘ
」
が
見
ら
れ
る
。

「p
r
o
d
u
c
t

」
の
訳
語
と
し
て
の
「
成
果
」
に
プ
ラ
ス
の
意
味
を
持
つ
「
デ
キ
バ
ヘ
」
が
付
け
ら
れ
た
の
は
、
中
立
的
な
「
結
果
」
の
意
味
を
示
す
「
ナ
リ
ハ
テ
」
と

区
別
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
な
ぜ
「i

ss
u
e

」「result

」
に
用
い
ら
れ
る
「
結
果
（
デ
キ
バ
エ
）」
で
は
な
く
、「
成
果
」
と
い
う
漢
字
表
記
が
使
わ
れ
た
の

か
に
つ
い
て
は
不
可
思
議
に
思
わ
れ
る
。 

一
方
、「
で
き
ば
え
」
は
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
か
ら
、『
和
蘭
字
彙
』
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
前
述
のPica

r
d

英
蘭
辞
書
を
介
し
て
、
『
和
蘭
字
彙
』
に
お
い
て
「i

ssue

」「result

」「product

」
に
あ
た
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
和
訳
を
調
査
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

(

一
六)  

P
r
o
d
u
ct

，s.
 
v
oo
r
t
br
e
n
gse

l
,
 
u
it
w
erksel, product, n. uitkomst

, f. 

（A New Pocket Dictionary of the English-Dutch a

n
d
 
D
u
tch

-En
g
l
is
h
 
La
n
g
uag

e
s
,
 
18
4
3

） 

(

一
七)  

u
i
t
k
o
ms
t
, 

u
i
ts
l
a
g.
 

出
来
バ
ヘ 

D
e
 u
i
tk
o
m
st 

z
al
 
h
et
 
l
eec

e
n
.
 

出
来
バ
ヘ
ガ
其
事
ヲ
知
ラ
ス
ル
デ
ア
ラ
ウ
（
善
悪
ハ
出
来
バ
ヘ
ニ
テ
知
ル
ノ
デ
ア
ラ
ウ
ト
云
意
） 

 u
i
t
w
e
rk
s
e
l. 

マ
サ
ニ
然
ル
可
キ
ト
コ
ロ 

又
出
来
バ
ヘ
。 

E
e
n
 u
it
w
e
rk
s
e
l v

a
n 
d
e
n h

a
a
t
. 

恨
ノ
出
来
バ
ヘ
（
恨
ニ
ヨ
リ
テ
出
来
タ
ル
事
ヲ
言
フ
） 

（『
和
蘭
字
彙
』、
一
八
五
五
～
五
八
） 

「
出
来
バ
ヘ
（
で
き
ば
え
）」
が
、
三
者
に
共
通
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
「uitkomst

」、「uitwerksel

」（「product

」
に
あ
た
る
オ
ラ
ン
ダ
語
）
の
項
目
に
訳
語
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「i

s
s
u
e

」
や
「product

」
な
ど
の
訳
語
と
し
て
の
「
デ
キ
バ
エ
」
が
『
和
蘭
字
彙
』
に
由
来
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま

た
、
前
掲
し
た
よ
う
に
、「u

it
s
l
a
g

」（
「
成
リ
果
」
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
語
）
が
「
出
来
バ
ヘ
」
の
原
語
「u

itkomst

」
の
類
義
語
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
用
例
と
し
て
「
善

悪
ハ
出
来
バ
ヘ
ニ
テ
知
ル
ノ
デ
ア
ラ
ウ
」「
恨
ノ
出
来
バ
ヘ
」
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
出
来
バ
ヘ
」
が
「
出
来
タ
ル
事
」
と
い
う
注
解
の
通
り
、

単
に
「
出
来
た
事
」
の
意
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
和
蘭
字
彙
』
に
お
い
て
、
訳
語
と
し
て
の
「
出
来
バ
ヘ
」
は
「
成
リ
果
」
と
同
じ
よ
う
に
中
立
的
な
意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
る
。 
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こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
現
れ
る
「
成
果
（
デ
キ
バ
ヘ
）」「
結
果
（
デ
キ
バ
エ
）」
は
、
単
純
に
「
成
果
（
ナ
リ
ハ
テ
）」
の
類
義
語
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
お
け
る
「Issue 

成
果
、
出
来
バ
ヘ
」、『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
お
け
る
「resul

t 
成
果
（
ナ
リ
ハ
テ
）
、
結
果
（
デ
キ
バ
エ
）
」
は
、
確
実
に
そ
う
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
例
え
ば
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
お
け
る
「Product 

成
果
（
デ
キ
バ
ヘ
）
」
の
よ
う
に
、「
ナ
リ
ハ
テ
」
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
比
較
的
「
終
わ
り
」
の
意
に
近
い
そ
れ
自
身
に
は
、
意
味
上
「
出
来
様
」
の
意
、
す
な
わ
ち

抽
象
的
な
「
産
物
」
の
意
に
近
い
「
で
き
ば
え
」
に
は
差
が
あ
っ
て
、「product

」
の
訳
語
に
は
適
合
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
類
義
語
の
場
合
と

区
別
し
て
考
え
る
必
要
も
あ
る
。 

ま
た
、
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
の
訳
語
に
付
け
ら
れ
た
「
音
」（
ふ
り
が
な
）
が
、『
和
蘭
字
彙
』
か
ら
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ

の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
訳
語
と
し
て
成
立
し
た
「
ナ
リ
ハ
テ
」
や
「
デ
キ
バ
エ
」
の
よ
う
な
口
語
的
表
現
（
和
語
）
を
実
用
的
文
章
に
用
い
る
た
め
に
漢

字
で
表
記
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
明
治
の
英
学
者
は
漢
語
尊
重
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
漢
字
語
を
学
術
用
語
と
考
え
、
漢
字
を
好
む
気
風
を
示
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
、
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
の
よ
う
に
従
来
の
訳
語
を
漢
字
化
す
る
工
夫
も
見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
成
果
（
ナ
リ
ハ
テ
）
」
と
「
成
果
（
デ
キ
バ
ヘ
）」
の
問
題
に
も
ど
る
と
、「
成
果
（
ナ
リ
ハ
テ
）」
は
従
来
の
「
成
リ
果
」
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、「
成
果
（
デ

キ
バ
ヘ
）
」
は
、
「
ナ
リ
ハ
テ
」
か
ら
借
用
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、「product

」
の
訳
語
と
し
て
の
「
デ
キ
バ
エ
」
に
あ
た
っ
て
、「
結
果
」
よ
り
も
「
成
果
」
の

方
が
適
切
で
あ
る
と
い
う
訳
者
自
ら
の
漢
語
感
覚
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
中
立
的
な
「
結
果
」
を
示
す
「result

」
な
ど
の
訳
語
と

し
て
の
「
デ
キ
バ
エ
」
と
「
ナ
リ
ハ
テ
」
は
類
義
的
で
あ
り
、『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
お
け
る
「
成
果
（
ナ
リ
ハ
テ
）」
と
「
結
果
（
デ
キ
バ
エ
）」
も
類
義
関
係

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「p
r
o
d
u
c
t

」
の
訳
語
と
し
て
の
「
デ
キ
バ
エ
」
は
、
そ
の
両
者
と
は
違
っ
て
（
抽
象
的
な
）「
産
物
」
の
意
で
あ
り
、
比
較
的
プ
ラ
ス
の

意
味
に
傾
い
て
い
る
。
し
か
し
、
「
結
果
」
と
い
う
漢
字
語
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
語
由
来
で
、
中
立
的
な
「
結
果
。
結
局
」
の
意
味
の
ほ
か
に
、
唐
話

小
説
に
は
「
押
し
片
付
け
る
。
殺
す
」
の
意
味
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
成
果
」
は
「
成
果
（
ナ
リ
ハ
テ
）」
と
い
う
当
て
字
的
な
も
の
で
あ
り
、
古
典
に
出
典
が

な
い
た
め
、
捉
え
方
に
よ
っ
て
ま
た
意
味
が
変
容
す
る
。 

例
え
ば
、「
成
」
は
「
成
就
」
や
「
成
功
」
に
お
け
る
「
成
」
の
よ
う
に
、「
果
」
は
「
果
報
」
や
「
果
実
」
に
お
け
る
「
果
」
の
よ
う
に
、
同
じ
「
で
き
ば
え
」
の

プ
ラ
ス
の
意
を
持
つ
類
義
の
二
字
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
一
八
七
〇
年
代
初
頭
に
成
立
し
た
中
村
正
直
訳
著
『
西
国
立
志
編
』
に
は
、
下
記
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ス

の
意
を
示
す
「
果
実
（
デ
キ
バ
エ
）
」「
成
効
（
デ
キ
バ
エ
）」
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
お
け
る
「
成
果
（
デ
キ
バ
エ
）」
は
、「product

」
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に
あ
た
る
「
デ
キ
バ
エ
」
の
漢
字
表
記
と
し
て
、
「
成
効
」
を
さ
す
「
成
」
と
「
果
実
」
を
さ
す
「
果
」
の
結
合
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
可
能
性
も
十
分
あ
る
。 

(
一
八)  

人
ノ
一
生
ハ
特
に
心
志
ノ
勞
苦
或
ハ
肢
體
ノ
勞
苦
ニ
由
テ
菓
實
（
デ
キ
バ
エ
）
ヲ
結
フ
ヿ
ア
リ
（
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
八
・
三
、
一
八
七

〇
～
七
一
） 

(

一
九)  
職
務
ヲ
做
シ
テ
成
効
（
デ
キ
バ
エ
）
ヲ
得
ル
ノ
道
マ
タ
専
心
勉
力
ニ
ア
リ
（
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
九
・
五
、
一
八
七
〇
～
七
一
） 

こ
の
よ
う
に
、「
成
果
」
は
「p

r
o
d
u
ct

」
の
訳
語
と
し
て
成
立
し
、
の
ち
に
『
哲
学
字
彙
』
に
も
収
録
さ
れ
定
着
し
て
い
く
。
ま
た
、
前
掲
の
『
雅
俗
漢
語
字
引
大

全
』
に
お
け
る
「
成
果
（
セ
イ
ク
ワ
） 

タ
マ
イ
ノ
コ
ト
（
賜
い
の
こ
と
）」
の
よ
う
に
、
一
八
八
〇
年
代
に
プ
ラ
ス
の
意
を
示
す
音
読
語
「
成
果
」
も
現
れ
て
お
り
、

近
代
漢
語
「
成
果
」
の
成
立
の
基
盤
が
こ
こ
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
。 

三 

近
代
語
的
意
味
の
成
立 

名
詞
と
し
て
の
「
成
果
」
は
一
八
八
〇
年
代
に
日
本
語
と
し
て
成
立
し
、
プ
ラ
ス
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
十
九
世
紀
後
期
で
は
、
一
八
九
五
年
の
雑
誌

『
太
陽
』
に
お
け
る
「
成
果
」
の
用
例
を
始
め
、
ま
だ
従
来
の
「
な
り
は
て
る
」
と
い
う
動
詞
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
も
、
対
象
語
と
な
る
「
遺
物
」

「
空
論
」「
灰
燼
」
な
ど
か
ら
見
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
の
場
面
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
名
詞
の
用
例
は
、「
第
二
回
軍
事
公
債
の
成
果
」
の
よ
う
に
純
粋

に
「
結
果
」
の
意
、
も
し
く
は
「
成
果
の
状
」
の
よ
う
に
「
結
果
」
の
原
義
に
近
い
「
実
を
結
ぶ
こ
と
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

(

二
〇)  

第
二
回
軍
事
公
債
の
成
果
（「
商
業
」
、『
太
陽
』
一
八
九
五
年 

第
一
号
） 

(

二
一)  

最
早
其
時
期
は
経
過
し
終
り
て
、
謂
ゆ
る
君
子
の
道
な
る
も
の
は
其
残
留
の
遺
物
と
成
果
た
れ
ば
、
社
会
の
徳
義
を
教
育
し
、
智
識
を
啓
発
す
る
方

向
を
変
化
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。（
久
米
邦
武
「
階
級
制
と
君
子
の
道
」、『
太
陽
』
一
八
九
五
年 

第
二
号
） 

(

二
二)  

一
花
内
の
雌
雄
の
交
接
す
る
を
防
ぐ
を
常
と
し
成
果
の
状
に
就
き
て
観
る
も
若
干
の
度
ま
で
は
種
類
を
異
に
せ
る
も
の
ゝ
間
に
交
接
し
成
れ
る
果
実

は
品
質
も
好
く
收
穫
も
多
き
を
例
と
す
（
矢
部
規
矩
治
「
農
業
」、『
太
陽
』
一
八
九
五
年 

第
四
号
） 
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(

二
三)  

忠
孝
仁
義
の
本
旨
は
既
に
礼
の
細
則
を
失
ふ
て
漠
然
た
る
空
論
と
成
果
た
り
。（
久
米
邦
武
「
倫
理
の
改
良
（
一
）」、『
太
陽
』
一
八
九
五
年 

第
五

号
） 

(
二
四)  

元
治
元
年
七
月
蛤
御
門
の
戦
に
火
起
り
て
、
春
日
街
な
る
邸
宅
は
時
の
間
の
灰
燼
と
成
果
し
か
ば
、
は
つ
か
な
る
仮
住
居
を
な
し
て
、（
佐
々
木
信
綱

「
東
久
世
伯
の
母
君
」
、『
太
陽
』
一
八
九
五
年 

第
五
号
） 

(

二
五)  

若
し
嘘
言
の
公
然
と
行
は
る
ゝ
な
ら
ば
、
社
会
は
闇
黒
に
成
果
な
ん
。（
久
米
邦
武
「
倫
理
の
改
良
（
二
）」、『
太
陽
』
一
八
九
五
年 

第
六
号
） 

(

二
六)  

今
に
支
那
人
民
の
半
数
は
廃
棄
物
と
な
り
、
浅
ま
し
き
有
樣
と
成
果
た
り
。（
久
米
邦
武
「
倫
理
の
改
良
（
三
）」、『
太
陽
』
一
八
九
五
年 

第
八

号
） 

(

二
七)  

武
運
拙
く
し
て
一
戦
に
利
を
失
ひ
、
斯
る
形
状
に
成
果
し
こ
と
口
惜
き
限
な
り
（
小
倉
秀
貫
「
石
田
三
成
」、『
太
陽
』
一
八
九
五
年 

第
十
二
号
） 

「
成
果
」
は
、
久
米
邦
武
の
『
米
欧
回
覧
実
記
』
に
見
え
る
「
其
成
果
ヲ
増
シ
テ
」
の
よ
う
な
名
詞
的
用
法
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。 

一
方
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
、
一
九
〇
一
年
の
雑
誌
『
太
陽
』
に
お
け
る
「
成
果
」
は
、
一
八
九
五
年
の
記
載
状
況
と
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
名
詞
的
用
法
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
動
詞
と
し
て
の
用
例
は
、
小
説
「
一
腹
一
生
」
に
お
け
る
「
此
等
の
事
を
半
は
夢
中
の
間
に
成
果
（
な
し
は
）
て
ゝ
」
し
か
見
ら
れ
な
い
。 

(

二
八)  

社
会
の
機
運
も
、
又
次
第
に
新
思
想
に
合
す
る
の
傾
向
あ
る
を
以
て
、
近
き
未
来
に
於
て
は
、
其
成
果
の
見
る
べ
き
も
の
な
か
ら
ん
も
、
久
し
か
ら

ず
し
て
偉
大
な
る
勢
力
た
ら
ん
と
す
る
の
望
は
、
多
々
な
り
と
い
ふ
べ
し
、（
龍
山
学
人
「
宗
教
時
評
」、『
太
陽
』
一
九
〇
一
年 

第
二
号
）  

(

二
九)  

然
も
宗
教
上
の
真
事
業
は
如
何
な
る
成
果
を
奏
し
つ
ゝ
あ
る
か
、
教
学
布
教
の
進
歩
は
如
何
に
、
社
会
事
業
の
経
営
は
如
何
、
年
々
歳
々
増
税
の
重

荷
を
負
ひ
て
喘
々
焉
た
る
国
民
は
形
骸
仏
教
殿
堂
仏
教
護
持
の
爲
め
に
更
に
過
重
の
負
担
を
な
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
、（
龍
山
学
人
「
宗
教
時
評
」、『
太

陽
』
一
九
〇
一
年 

第
三
号
） 

(

三
〇)  

此
権
漸
く
衆
議
院
に
移
り
た
る
も
全
く
気
運
遷
移
の
成
果
に
し
て
、
理
論
の
構
成
せ
し
者
に
非
ず
、（「
政
界
の
二
大
変
象
」、『
太
陽
』
一
九
〇
一
年

 

第
四
号
） 
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(

三
一)  

従
て
五
十
に
近
き
賛
同
諸
国
の
成
果
も
亦
た
多
少
の
遜
色
な
き
は
な
く
、
現
に
我
国
の
如
き
も
有
形
上
其
得
た
る
処
の
利
は
失
ふ
処
の
経
費
労
力
等

に
比
し
て
頗
る
寡
少
な
る
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
実
な
り
、（
恵
美
学
南
「
特
別
通
信 

巴
里
大
博
覧
会
と
日
本
品
」、『
太
陽
』
一
九
〇
一
年 

第
五

号
） 

(

三
二)  
彼
は
此
等
の
事
を
半
は
夢
中
の
間
に
成
果
（
な
し
は
）
て
ゝ
、 

急
い
で
我
家
へ
帰
つ
て
見
る
と
、（
小
栗
風
葉
「
一
腹
一
生
」、『
太
陽
』
一
九
〇
一

年 

第
十
号
） 

(

三
三)  

其
民
種
の
勇
敢
剛
毅
の
気
象
に
依
り
他
に
比
類
な
き
隆
盛
を
致
し
た
る
成
果
と
相
錯
綜
し
、（「
政
党
及
議
院
政
治
の
弊
」、『
太
陽
』
一
九
〇
一
年 

第
十
三
号
） 

(

三
四)  

超
然
と
し
て
宗
派
以
外
に
立
ち
、
始
め
て
其
成
果
を
獲
得
す
べ
き
を
自
覚
せ
る
博
士
に
し
て
、（
龍
山
学
人
「
宗
教
時
評
」、『
太
陽
』
一
九
〇
一
年 

第
十
四
号
） 

(

三
五)  

外
務
卿
に
任
命
な
き
は
素
よ
り
論
な
く
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ペ
ル
よ
り
移
さ
れ
て
ジ
ノ
ヰ
゛
イ
フ
を
以
て
之
れ
に
代
ら
し
め
ら
る
ゝ
に
至
れ
る
は
寧

ろ
自
然
の
成
果
に
あ
ら
ず
や
、（
日
下
逸
人
訳
「
露
国
の
宮
廷
」、『
太
陽
』
一
九
〇
一
年 

第
十
四
号
） 

名
詞
的
用
法
に
は
、「
気
運
遷
移
の
成
果
」（
「
政
界
の
二
大
変
象
」）
や
「
自
然
の
成
果
」（「
露
国
の
宮
廷
」）
の
よ
う
に
、
中
立
的
な
「
結
果
。
で
き
ば
え
」
の
意

を
表
す
も
の
が
あ
り
、「
成
果
を
奏
し
つ
ゝ
あ
る
」（
「
宗
教
時
評
」（
第
三
号
））
や
「
隆
盛
を
致
し
た
る
成
果
」（「
政
党
及
議
院
政
治
の
弊
」）
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に

プ
ラ
ス
の
「
で
き
ば
え
」
の
意
を
表
す
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
英
和
辞
典
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
「
成
果
（
ナ
リ
ハ
テ
）」
と
「
成
果
（
デ
キ
バ
エ
）」
は
、
一

九
〇
一
年
の
時
点
で
、
か
な
り
普
及
し
て
き
た
と
見
ら
れ
る
。 

ま
た
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
〇
一
年
の
間
に
「
結
果
。
で
き
ば
え
」
の
意
味
を
示
す
「
成
果
」
の
普
及
が
加
速
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、「
外
交
成
果
」
の

よ
う
に
話
題
に
関
わ
っ
て
新
聞
記
事
の
題
名
と
も
さ
れ
た
用
法
が
現
れ
て
い
る
こ
と
、「
射
撃
成
果
表
」
の
よ
う
に
「
出
来
上
が
っ
た
結
果
」
を
表
す
軍
隊
用
語
と
し

て
定
着
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。 
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(

三
六)  

（
題
名
）
憲
政

け
ん
せ
い

内
閣

な
い
か
く

の
外
交

ぐ
わ
い
か
う

成
果

せ
い
く
わ 

（
読
売
新
聞
、
一
八
九
八
年
十
一
月
十
日 

朝
刊
） 

(
三
七)  

第
百
九
十
五 

講
評
ハ
射
撃
一
般
ノ
成
果
ヲ
掲
載
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
演
習
指
揮
官
之
ヲ
記
入
ス
（『
野
戦
砲
兵
射
撃
教
範
』
五
・「
射
撃
成
果
表
」、
一

八
九
七
） 

(

三
八)  

曩
に
改
正
せ
ら
れ
た
る
野
戦
砲
兵
射
撃
教
範
ハ
昨
日
を
以
て
公
布
あ
り
し
が
其
改
正
の
要
点
ハ
動
目
標
に
對
す
る
射
撃
即
ち
前
進
目
標
退
行
目
標
横

行
目
標
斜
行
目
標
射
撃
成
果
表
等
な
り
と 

（
読
売
新
聞
、
一
八
九
九
年
八
月
九
日 

朝
刊
） 

さ
ら
に
、
雑
誌
『
太
陽
』
一
九
〇
九
年
の
「
成
果
」
の
用
例
を
確
認
す
る
と
、
純
粋
に
「
結
果
」
の
意
を
表
す
も
の
は
な
く
な
っ
て
お
り
、「
産
物
」
を
さ
す
「
鎔

解
物
の
成
果
」（
「
普
通
講
話 

宇
宙
の
闔
塞
」
）
の
ほ
か
に
、「
出
来
上
が
っ
た
よ
い
結
果
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、「
成
果
」

は
、
プ
ラ
ス
の
意
味
を
示
す
傾
向
が
定
着
し
、
現
代
語
と
同
じ
意
味
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。 

(

三
九)  

鉱
脈
と
は
概
し
て
地
殼
の
隙
間
へ
押
し
出
し
来
つ
た
ソ
ン
な
鎔
解
物
の
成
果
て
な
の
で
あ
る
か
ら
、
隣
り
の
鉱
山
主
が
、
豊
富
な
金
脈
を
掘
り
当
て

た
か
ら
と
て
、
己
れ
の
借
区
に
も
同
じ
仕
合
は
せ
が
埋
も
れ
て
居
ら
う
と
は
謂
ひ
難
い
で
あ
ら
う
。（
鶴
田
賢
次
「
普
通
講
話 

宇
宙
の
闔
塞
」、『
太

陽
』
一
九
〇
九
年 

第
五
号
） 

(

四
〇)  

之
の
意
味
に
於
て
の
新
党
樹
立
な
れ
ば
、
宜
し
く
土
台
を
強
固
な
る
国
民
団
の
間
に
築
き
、
成
果
を
徐
々
に
求
む
可
き
で
あ
る
。（
関
清
英
（
談
）

「
社
会
の
罪
」
、
『
太
陽
』
一
九
〇
九
年 

第
八
号
） 

 

(

四
一)  

現
今
の
文
化
及
び
現
今
の
教
育
は
過
去
に
於
け
る
列
国
の
偉
大
な
る
人
物
及
び
そ
の
天
才
の
成
果
を
以
て
基
礎
と
な
し
た
れ
ど
も
其
の
偉
大
な
る
人

物
や
彼
等
の
天
才
は
現
今
の
如
き
教
育
制
度
に
よ
り
て
産
み
出
だ
さ
れ
た
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。（
浮
田
和
民
「
教
育
上
の
立
憲
制
度
」、『
太
陽
』
一

九
〇
九 

第
十
二
号
） 
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(

四
二)  

何
故
我
々
は
鉄
道
問
題
に
就
い
て
調
査
し
た
か
と
云
ふ
と
、
南
満
州
鉄
道
が
十
分
な
る
経
済
的
活
動
を
な
し
、
其
成
果
を
收
め
ん
と
す
る
に
は
、
先

づ
第
一
著
手
と
し
て
安
奉
鉄
道
の
改
築
を
な
し
（
合
田
福
太
郎
（
談
）「
対
清
外
交
批
評 

極
端
な
る
秘
密
主
義
の
弊
」、『
太
陽
』
一
九
〇
九 

第
十

二
号
） 

(

四
三)  
法
王
宮
殿
の
如
き
世
界
未
曾
有
の
、
大
建
築
物
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
或
は
今
日
の
如
く
美
術
上
の
成
果
を
收
め
得
る
事
が
出
来
な
か
つ
た
か
も
知

れ
ぬ
。（
記
者
（
文
責
）；
大
熊
氏
広
（
談
）「
名
士
の
伊
太
利
観 

美
術
の
淵
叢
」、『
太
陽
』
一
九
〇
九 

第
十
二
号
） 

 

二
十
世
紀
以
降
、
「
成
果
」
が
プ
ラ
ス
の
意
に
傾
い
て
い
く
原
因
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
日
本
語
に
お
け
る
漢
語
「
結
果
」
の
定
着
に
よ
っ
て
、
純
粋
に
「
結
果
」

を
表
す
語
と
し
て
そ
の
需
要
性
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
次
に
、「
成
果
」
自
身
の
漢
語
化
に
よ
っ
て
従
来
の
「
な
り
は
て
」
と
区
別
さ
れ
、
そ
の
意

味
も
脱
落
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
の
意
味
を
示
し
、
語
素
「
成
」
を
含
む
漢
語
と
し
て
、
古
典
語
の
「
成
功
」
や
近
代
に
成
立
し
た
「
成
績
」
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
同
じ
語
素
「
成
」
を
含
む
「
成
果
」
に
対
し
て
プ
ラ
ス
の
意
を
示
す
語
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
い
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
成
果
」
は
、
大
正
時
代
に
は
、
政
府
に
よ
る
『
軍
隊
教
育
令
』（
一
九
一
三
）
に
も
用
い
ら
れ
、『
軍
隊
教
育
令
綱
領
義
解
』
に
よ
る
と
、「
良
キ
結
果
」
の
意
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
公
文
書
に
お
け
る
定
義
に
よ
っ
て
、「
成
果
」
は
、
プ
ラ
ス
の
意
味
で
「
よ
い
結
果
」
を
示
す
漢
語
と
し
て
完
全
に
定
着
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

(

四
四)  

故
ニ
軍
隊
教
育
ニ
於
テ
ハ
此
特
有
ノ
資
性
ヲ
砥
礪
擴
充
シ
以
テ
事
實
上
ニ
其
成
果
ヲ
發
揮
セ
シ
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
（『
軍
隊
教
育
令
』、
一
九
一
三
） 

(

四
五)  

成
果
。
成
ハ
成
効
又
ハ
成
就
ノ
意
テ
果
ハ
結
果
ノ
義
テ
ア
ル
即
チ
良
キ
結
果
ノ
コ
ト
（『
軍
隊
教
育
令
綱
領
義
解
』、
一
九
一
三
）

１ 

惣
郷
正
明
、
飛
田
良
文
編
『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』・「
成
果
」、
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
六 

２ 

陳
力
衛
『
和
製
漢
語
の
形
成
と
そ
の
展
開
』
第
一
章
・
第
一
節
「
訓
読
み
か
ら
音
読
み
へ
」、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一 

３ 

阿
部
健
二
「
構
文
的
側
面
か
ら
見
た
漢
語
の
国
語
化
の
意
義
－
外
国
語
と
の
比
較
を
通
じ
て
－
」『
新
潟
大
学
国
文
学
会
誌
』
二
十
四
号
、
昭
和
五
十
六
年
二
月 

 

注 
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４ 
佐
藤
亨
、『
幕
末
・
明
治
初
期 

漢
語
辞
典
』、
明
治
書
院
，
二
〇
〇
七 

５ 

陳
力
衛
、「
近
代
日
本
の
漢
語
と
そ
の
出
自
」、『
日
本
語
学
』
三
〇
号
、
明
治
書
院
、
二
〇
一
一 

６ 
H
.
 P
ic
ar
d

，『A 
Ne
w 
Po
ck
et
 D
i
ct
io
na
ry
 o
f 
th
e 
En
gl
is
h
-
Du
t
ch
 a
nd
 D
ut
ch

-E
ng
li
sh
 L
an
gu
a
ge
s 

』， 
Pr
in
te
d 
by
 a
nd
 f
or
 
Jo
hn
 N
om
an
 &
 S
on
 1
85
7
 

７ 

森
岡
健
二
・
田
島
尚
子
、「
蘭
和
辞
典
の
英
和
辞
典
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』、
一
九
六
五
；
永
嶋
大
典
、『
蘭
和
・
英
和
辞
書
発
達
史
』、
講
談
社
、
一
九
七

〇 

８ 

一
八
四
三
年
版
使
用
。 

９ 

早
稲
田
大
学
蔵
本
利
用
。I

n
le
id
i
ng
 t
ot
 h
et
 W
oo
rd
en
bo
ek
 d
oo
r
 H
en
dr
ik
 D
oe
ff
, 
He
nd
ri
k 
Do
e
ff
,

（
大
槻
茂
楨(

写)

、
書
写
年
不
明
） 

１
０ 

歌
舞
伎
・
霊
験
曾
我
籬
〔
１
８
０
９
〕
四
幕
「
年
々
歳
々
あ
り
ふ
れ
た
、
と
ど
の
し
ま
ひ
は
友
切
丸
」
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』） 

１
１ 

「
本
書
は
現
代
の
生
活
に
必
要
な
言
葉
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
現
今
全
く
用
ゐ
ら
れ
な
い
古
語
は
す
べ
て
省
略
し
、
そ
の
代
り
に
新
聞
雑
誌
等
に
あ
ら
は
れ
る
新
語
、
普

通
に
用
ゐ
ら
れ
る
外
来
語
の
類
は
努
め
て
集
め
る
こ
と
に
し
た
。」（
『
現
代
国
語
辞
書
』
凡
例
） 



 

 

終
章 

原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
の
全
体
像
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こ
れ
ま
で
原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
に
つ
い
て
考
察
し
、
個
々
の
語
彙
の
成
立
受
容
と
意
味
変
遷
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
考
察
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
以

下
、
原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
の
全
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。 

日
本
語
に
お
け
る
原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
は
、
古
代
日
本
に
伝
来
し
使
わ
れ
て
き
た
「
因
縁
」「
因
果
」「
由
来
」
を
除
き
、
す
べ
て
近
代
に
な
っ
て
西
洋
概
念
に

当
て
る
た
め
に
訳
語
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
新
漢
語
」
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、「
遠
因
」「
近
因
」「
起
因
」「
原
由
」
は
古
典
も
し
く
は
仏
書
か
ら
洋

学
資
料
に
転
用
し
た
も
の
、
「
原
因
」
「
結
果
」
「
縁
由
」
「
因
由
」「
来
由
」
は
白
話
小
説
や
英
華
字
典
な
ど
の
中
国
側
資
料
か
ら
訳
語
と
し
て
直
接
に
借
用
し
て
き
た

も
の
、「
誘
因
」
「
要
因
」
「
因
子
」
「
素
因
」「
理
由
」「
成
果
」
は
日
本
に
お
い
て
新
し
く
創
出
さ
れ
た
も
の
、
い
わ
ゆ
る
和
製
漢
語
で
あ
る
。 

漢
字
「
因
」「
果
」
は
、
古
い
時
代
に
漢
文
と
と
も
に
日
本
に
伝
来
し
訓
読
を
介
し
て
受
容
さ
れ
た
。「
因
」
は
、
起
源
・
起
因
の
意
を
表
す
も
の
と
し
て
「
よ
る
（
よ

っ
て
）」
と
訓
読
さ
れ
、「
由
」「
縁
」
と
の
類
義
関
係
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。「
果
」
は
、「
く
だ
も
の
」
の
原
義
以
外
に
、
完
成
・
終
了
の
意
を
表
す
も
の
と
し
て
「
は

た
す
（
は
た
し
て
）
」「
は
て
る
」
の
意
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
仏
教
の
伝
来
・
普
及
に
よ
っ
て
、「
因
」
と
「
果
」
の
概
念
が
繋
げ
ら
れ
、
日
本
人
の
精
神

に
深
く
浸
透
し
た
。
ま
た
、
「
因
縁
」
と
「
因
果
」
が
仏
教
語
と
し
て
伝
来
し
、
そ
れ
ぞ
れ
抽
象
的
意
味
か
ら
「
親
類
縁
者
」「
つ
な
が
り
」
の
意
や
、「
悪
い
報
い
」

「
不
運
。
不
幸
」
の
意
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
世
俗
化
し
て
い
っ
た
。 

江
戸
時
代
に
は
、
原
因
・
結
果
の
概
念
は
、
蘭
学
を
介
し
て
西
洋
の
学
術
的
な
意
味
用
法
と
し
て
日
本
に
移
入
さ
れ
、
最
初
は
既
存
の
古
典
漢
語
を
用
い
て
そ
れ
ら

の
蘭
学
を
介
し
た
概
念
に
当
て
ら
れ
た
。「
遠
因
」「
近
因
」「
起
因
」「
原
由
」
が
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
な
ど
の
蘭
学
書
に
現
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

「
遠
因
」「
近
因
」「
誘
因
」
は
い
ず
れ
も
日
本
の
伝
統
医
学
に
は
な
い
表
現
で
、
従
来
医
学
関
係
で
病
因
を
示
す
漢
字
語
「
因
」
が
、
同
じ
病
因
（
原
因
）
の
意
を
表

す
オ
ラ
ン
ダ
語
「o

o
r
za
k

」
に
相
当
す
る
た
め
、「
遠
」
「
近
」「
誘
」
を
修
飾
語
に
用
い
て
、
訳
語
と
し
て
造
成
さ
れ
た
。
一
方
、
特
定
の
概
念
「
あ
る
病
気
に
対
し

て
か
か
り
や
す
い
素
質
」
を
さ
す
「v

o
o
rb
e
s
ch
i
k
th
e
i
d

」
に
対
し
て
は
、
そ
の
「
過
去
の
因
縁
」
と
い
う
意
味
に
よ
っ
て
、
前
記
の
よ
う
な
表
現
に
合
わ
せ
て
、
病

因
を
表
す
「
因
」
を
使
っ
て
「
素
因
」
と
い
う
新
語
を
創
出
し
た
。 

漢
語
「
原
因
（
源
因
）
」
は
、
日
本
最
初
の
本
格
的
な
英
和
辞
典
で
あ
る
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
「cause

」
な
ど
の
訳
語
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
メ
ド

ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』
に
由
来
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
同
辞
書
に
は
、
訳
語
と
し
て
「
結
果
」「
縁
由
」「
因
由
」「
来
由
」
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
訳
語
は
、

『
西
国
立
志
編
』
を
代
表
と
す
る
明
治
初
期
の
和
訳
洋
書
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
た
。「
原
因
」
と
「
結
果
」
が
同
時
期
の
ほ
か
の
訳
語
よ
り
も
定
着
し
や
す
か
っ
た
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の
は
、
東
方
の
仏
教
的
因
果
思
想
が
西
洋
の
「
因
果
律
」
と
い
う
哲
学
概
念
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
明
治
以
降
、

西
洋
概
念
と
し
て
の
「
原
因
」
と
「
結
果
」
が
導
入
さ
れ
普
及
し
て
い
く
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
啓
蒙
書
や
漢
訳
洋
書
が
大
衆
の
「
因
果
応
報
」
の
伝
統
的
観
念

か
ら
「
原
因
と
結
果
の
関
係
（
因
果
律
）」
と
い
う
近
代
的
思
考
へ
の
転
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
一
八
八
〇
年
代
の
『
哲
学
字
彙
』
や
『
言
海
』
の
収
録
を
始

め
、
こ
の
時
期
に
、
漢
語
「
原
因
」
「
結
果
」
お
よ
び
そ
の
概
念
は
、
専
門
分
野
か
ら
一
般
の
社
会
生
活
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
。
基
礎
概
念
と
し
て
の
両
者
の
成
立

に
よ
っ
て
、
ほ
か
の
原
因
・
結
果
の
概
念
を
表
す
新
漢
語
も
次
第
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
従
来
、
仏
教
的
意
味
を
表
す
漢
語
「
因
果
」
は
、「
原
因
と
結
果
（
お

よ
び
そ
の
関
係
性
）
」
を
表
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

一
方
、
上
記
の
新
漢
語
の
中
、「
要
因
」
と
「
成
果
」
は
造
成
当
時
と
意
味
が
異
な
っ
て
い
り
、「
素
因
」
と
「
因
子
」
は
造
成
当
時
よ
り
も
意
味
が
拡
張
し
て
い
る
。

「
因
数
」
の
意
を
表
す
「
因
子
」
は
、
英
語
「f

a
c
to
r

」
自
身
の
意
味
に
よ
っ
て
、「
要
素
」
の
意
も
表
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
要
因
」「
素

因
」
「
成
果
」
は
、
語
構
成
の
捉
え
方
、
ま
た
は
関
連
語
彙
の
影
響
に
よ
っ
て
、
意
味
変
化
が
生
じ
て
い
る
。 

語
構
成
の
捉
え
方
に
よ
る
意
味
変
化
に
つ
い
て
は
、「
要
因
」
は
、
当
初
「
原
因
」
ま
た
は
「
動
因
」
の
意
を
表
す
「agent

」
の
訳
語
と
し
て
造
成
さ
れ
た
が
、「
要
」

を
「
因
」
の
連
体
修
飾
語
と
し
て
「
必
要
な
る
。
主
要
な
る
」
の
意
で
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、「
必
要
な
原
因
。
主
要
な
原
因
」
の
意
と
な
っ
た
。「
素
因
」

は
、
医
学
用
語
で
「
あ
る
病
気
に
対
し
て
か
か
り
や
す
い
素
質
」
の
意
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、「
素
」
を
「
因
」
の
連
体
修
飾
語
と
し
て
「
も
と
な
る
」
の
意
で
捉

え
る
と
、「
も
と
な
る
原
因
。
根
本
的
な
原
因
」
と
な
る
。
そ
し
て
、「result

（
結
果
）」
の
意
を
表
す
「
な
り
は
て
」
の
当
て
字
、
も
し
く
は
「product

（
で
き
ば

え
）」
の
意
を
表
す
類
義
語
「
成
効
」
と
「
果
実
」
の
結
合
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
「
成
果
」
は
、「
成
」
を
「
果
」
の
連
体
修
飾
語
と
し
て
「
出
来
上
が
る
」
の
意
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
出
来
上
が
っ
た
結
果
」
の
意
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ほ
か
に
、「reason

」
の
訳
語
と
し
て
の
「
理
由
」
が
「principle

」
を
表
す
「
理
」

と
「c

a
u
s
e

」
を
表
す
「
由
」
に
よ
る
結
合
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
因
・
結
果
を
表
す
新
漢
語
の
語
構
成
に
つ
い
て
は
、
導
入
さ
れ
た
最
初
は
並
列
構
造
で
理

解
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
ろ
う
。 

ま
た
、
漢
語
「
成
果
」
の
意
味
的
変
化
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
語
構
成
の
捉
え
方
の
ほ
か
に
、
関
連
語
彙
「
結
果
」
の
影
響
も
挙
げ
ら
れ
る
。「
成
果
」
は
、
も
と

も
と
漢
語
「
結
果
」
と
同
じ
よ
う
に
中
立
的
な
「
結
果
」
の
意
を
表
す
訳
語
と
し
て
日
本
語
に
導
入
さ
れ
た
が
、「
結
果
」
の
定
着
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味
を
表
す
語

と
し
て
の
需
要
が
落
ち
、
ま
た
、
語
構
成
の
捉
え
方
の
変
化
に
加
え
て
、
意
味
的
変
化
も
起
こ
っ
た
。
近
代
に
「cause

（
原
因
）」
の
意
を
表
す
訳
語
と
し
て
用
い
ら

れ
た
こ
と
の
あ
る
「
縁
由
」
「
原
由
」
「
因
由
」
な
ど
の
漢
語
も
、「
原
因
」
の
定
着
に
よ
っ
て
廃
語
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
も
使
わ
れ
続
け
る
原
因
・
結
果
を
表
す
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漢
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
原
因
」
と
「
結
果
」
の
意
味
的
機
能
を
分
担
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
章
で
詳
論
し
て
い
な
い
が
、「
原
因
」
と
「
結
果
」
の
定
着
後
、「
原
因
」
の
意
を
表
す
語
素
「
因
」
と
「
結
果
」
の
意
を
表
す
語
素
「
果
」
を

語
基
と
し
て
、「
死
因
」「
勝
因
」「
敗
因
」「
成
因
」
や
「
戦
果
」
な
ど
の
漢
語
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
現
代
に
な
っ
て
、
前
述
の
漢
語
を
語
構
成
要
素
と
し
て
、

「
自
己
原
因
」「
成
果
主
義
」「
存
在
理
由
」
な
ど
の
よ
う
な
複
合
語
も
構
成
さ
れ
て
い
る
。
原
因
・
結
果
の
意
味
を
表
す
漢
語
は
、
今
後
で
も
増
え
続
け
る
で
あ
ろ
う
。 

謝
辞 

本
研
究
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
日
々
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
頂
き
ま
し
た
指
導
教
授
で
あ
る
本
学
教
授
沖
森
卓
也
先
生
に
心
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り
感
謝
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し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
出
身

大
学
院
の
修
士
課
程
に
お
け
る
指
導
教
授
で
あ
り
、
本
大
学
院
博
士
課
程
で
も
講
義
を
受
け
た
慶
応
義
塾
大
学
教
授
木
村
義
之
先
生
、
本
大
学
院
在
籍
中
講
義
を
受
け

た
成
城
大
学
教
授
陳
力
衛
先
生
、
東
洋
大
学
准
教
授
木
村
一
先
生
に
は
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
論
文
の
添
削
を
協
力
し
て
下
さ
っ
た
修
士
課
程
卒
業
生

で
あ
る
波
木
井
優
子
さ
ん
に
深
謝
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ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
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も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
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版
社
、 

一
九
九
三 

李
慈
鎬 

 

「
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
の
二
字
訳
語
に
お
け
る
『
英
華
字
典
』
の
影
響
」 

『
早
稲
田
日
本
語
研
究
』
一
二
、 

早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
、 

二
〇
〇
四 

和
漢
比
較
文
学
会 

『
上
代
文
学
と
漢
文
学
』、 

汲
古
書
院
、 
一
九
八
六 

 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
＆
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

英
和
對
譯
袖
珍
辭
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ 

h
t
t
p://library.rikkyo.ac.jp/digitallibrary/shuchinjisho/contents/con_01.html

、 

立
教
大

学
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 
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近
代
數
位
資
料
庫
（M

or
d
e
n H

i
s
t
o
ry
 
D
at
a
b
as
e
s

）
英
華
字
典
資
料
庫 

http://mhdb.mh.sinica.edu.tw/dictionary/enter.php

、 

台
湾
中
央
研
究

院
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
（
中
納
言
） 

https://chunagon.nin
jal.ac.jp/bccw

j-nt/search

、 

国
立
国
語
研
究
所
、 

二
〇
一
七
年
三
月

参
照 

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

h
t
t
p:
/
/
ww
w
.
wu
l
.
waseda.ac.jp/kotenseki/index.html

、 

早
稲
田
大
学
図
書
館
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

h
t
t
p://dl.ndl.go.jp/

、 

国
立
国
会
図
書
館
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

語
料
庫
在
線 

古
代
漢
語
語
料
庫 

h
t
t
p:
/
/
ww
w
.
cncorpus.org/ACindex.aspx

、 

中
国
教
育
部
语
言
文
字
应
用
研
究
所
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ 

Li
b 

ht
t
p
:
/
/j
a
p
an
k
n
ow
l
e
dge.com/library/

、 

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

『
増
廣
字
便
倭
節
用
集
悉
改
大
全
』 

h
tt
p
:
//
h
d
l

、handle

、net/2309/105948

、 

東
京
学
芸
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

太
陽
コ
ー
パ
スCD

-R
OM

版 

国
立
国
語
研
究
所
、
二
〇
〇
五 

中
央
研
究
院
漢
籍
電
子
文
獻
漢
籍
全
文
資
料
庫 

h
ttp://hanchi.ihp.sinica.edu

、tw/ihp/hanji

、htm

、 

台
湾
中
央
研
究
院
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参

照 

中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃 

ht
t
p
:
/
/c
t
e
xt

、or
g
/
zh

、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

デ
ジ
タ
ル
で
読
む
福
澤
諭
吉 

h
t
t
p:
/
/
pr
o
j
ec
t
.
lib.keio.ac.jp/dg_kul//fukuzawa_about.html

、 

慶
應
義
塾
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、 

二

〇
一
七
年
三
月 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

h
t
t
p:
/
/
wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

、 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、 

二
〇
一
七
年
三
月

参
照 
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日
本
法
令
索
引 

明
治
前
期
編 

h
tt
p
:
//
d
a
jo
k
a
n.ndl.go.jp/SearchSys/index.pl

、 

国
立
国
会
図
書
館
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

北
京
大
学
中
国
語
言
学
研
究
中
心
語
料
庫
検
索
系
統 

http://ccl.pku.edu.cn:8080/ccl_corpus/index.jsp?dir=gudai

、 

北
京
大
学
中
国
语
言
学
研

究
中
心
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

明
六
雑
誌
コ
ー
パ
スCD

-R
OM

版 

国
立
国
語
研
究
所
、
二
〇
一
二 

和
英
語
林
集
成
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス 

h
tt
p
:
//www.meijigakuin.ac.jp/mgda/waei/

、 

明
治
学
院
大
学
図
書
館
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

A
 
n
e
w
 p
o
c
ke
t
 
di
c
t
io
n
a
ry 

o
f
 
t
he
 
E
ng
l
i
sh
 
a
nd Dutch languages, remodelled and corrected from the best authorities 

http://ww

w
.
m
u
s
eu
m
.
os
a
k
af
u-
u.
a
c
.jp

/
h
t
m
l/
j
p
/library/book/detail.php?id=9

、 

大
阪
府
立
大
学
ハ
ー
モ
ニ
ー
博
物
館
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

H
a
t
h
i
Tr
u
s
t 
D
i
gi
t
a
l L

i
bra

r
y 

ht
t
p
s:
/
/
ww
w
.
hathitrust.org/

、
二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

I
n
t
e
r
ne
t
 
Ar
c
h
iv
e 

h
t
t
ps:

/
/
a
r
ch
i
v
e.
o
r
g/
.
 
archive.org

、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

S
A
T

大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
二
〇
一
五
版 

http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/satdb2015.php

、 

大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
研
究
会
（S

AT

）
、 

二
〇
一
七
年
三
月
参
照 

 


